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知
識
が
経
済
成
長
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
源
泉
で
あ
り
、
そ
の
テ
コ
に
な
り
得
る
貴
重
な
資
産
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
特
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
て
い
る
今
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
一
層
そ
れ
が
当

て
は
ま
る
。
各
国
間
で
統
合
が
深
化
し
、
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
が
革
命
的
な
進
展
を
見
せ
て
い
る
結
果
と
し
て
、
知
識

と
そ
の
応
用
に
か
か
わ
る
需
要
と
供
給
は
、
途
上
国
と
先
進
国
の
両
方
に
と
っ
て
、
チ
ャ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
大
き
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
も
生
み
出
し
て
い
る
。
実
効
性
の
あ
る
知
識
経
済
を
創
造
し
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
世
界
中
の
国
と

企
業
が
知
識
競
争
力
を
強
化
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
必
要
が
あ
る
。
本
書
は
途
上
国
世
界
向
け
に
教
訓
を
提
供
す
る
こ

と
を
念
頭
に
、
知
識
経
済
と
し
て
の
日
本
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
輸
入
技
術
に
支
え
ら
れ
た
日
本
の
急
速
な
経
済
回
復
に
は
、
確
か
に
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
っ
た
。
世
界
銀
行
と
の
関
係
で
見
る
と
、
日
本
は
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
は
世
界
第
二
位
の
債
務
国
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
二
〇
年
で
世
界
第
二
位
の
出
資
国
に
転
換
し
た
。
実
は
一
九
六
〇
年
代
半
ば
の
時
点
で
、
日
本
の
一

人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
部
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
す
で
に
追
い
つ
き
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
日
本
は
途
上
国
に
と
っ
て
経
済
成
長
の
手
本
と
し
て
引
合
い
に
出
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
先
進
国
の
企
業
で
さ
え
日
本
企
業
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
こ
と
に
気
が

つ
い
た
の
で
あ
る
。
一
部
の
ア
ナ
リ
ス
ト
に
は
、
日
本
が
高
度
な
生
産
シ
ス
テ
ム
を
テ
コ
に
、
ほ
と
ん
ど
の
主
要
産
業
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で
世
界
経
済
を
支
配
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
信
じ
た
者
さ
え
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
日
本
は

長
期
的
な
停
滞
に
陥
っ
た
た
め
、
特
に
ア
メ
リ
カ
で
Ｉ
Ｔ
企
業
が
台
頭
し
た
こ
と
と
の
比
較
で
、
日
本
は
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
て
く
る
重
要
な
国
で
は
な
い
と
し
て
無
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
極
端
に
正
反
対
の
評
価
は
、
本
当
の
日
本
経
済
の
過
去
や
現
在
を
正
し
く
反
映
し
て
い
る

と
は
い
え
な
い
。
か
つ
て
の
高
評
価
は
競
争
力
の
な
い
多
数
の
産
業
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
無
視
し
て
い
る
し
、
よ

り
最
近
の
日
本
軽
視
は
一
部
に
競
争
力
の
極
め
て
強
い
企
業
や
産
業
が
あ
る
こ
と
を
無
視
し
て
い
る
。
本
書
で
は
も
っ

と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
説
明
を
試
み
て
い
る
。
な
か
で
も
、
世
界
銀
行
研
究
所
（
Ｗ
Ｂ
Ｉ
：W

orld Bank Institute

）

が
開
発
し
た
「
四
本
柱
」
分
析
を
適
用
し
て
、
日
本
の
地
位
を
知
識
ベ
ー
ス
の
経
済
と
し
て
解
明
し
、
か
つ
高
度
な
知

識
を
有
す
る
日
本
企
業
数
社
の
成
功
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

　

二
〇
〇
六
年
半
ば
現
在
、
日
本
経
済
は
長
期
間
に
わ
た
る
停
滞
を
脱
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
日
本
は

生
産
プ
ロ
セ
ス
と
経
営
の
両
面
で
、
世
界
的
な
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
生
み
出
し
て
き
た
。
大
企
業
経
営
に
関
す

る
特
徴
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
の
多
く
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
変
化
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
も
の
も

あ
る
が
、
手
直
し
さ
れ
て
、
引
き
続
き
最
先
端
に
位
置
す
る
も
の
も
存
在
し
て
い
る
。
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、

日
本
は
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
に
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
社
会
的
に
は
高
水
準
の
公
平
性
を
維
持
し
て
い
る
。

　

同
時
に
、
日
本
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
知
識
経
済
の
な
か
で
そ
の
地
位
が
向
上
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
数
多
く
の
挑
戦
に

直
面
し
つ
つ
あ
る
。
よ
り
弾
力
的
な
労
働
市
場
の
必
要
性
、
リ
ス
ク
資
本
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、
生
涯
学
習
の
提
供

な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
の
な
か
に
は
、
途
上
国
に
該
当
す
る
も
の
も
あ
る
。
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近
代
の
日
本
が
誇
る
こ
と
が
で
き
る
実
績
の
な
か
に
、
公
平
な
成
長
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
と
っ

て
は
知
識
が
決
定
的
に
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。
過
去
に
う
ま
く
い
っ
た
こ
と
が
将
来
的
に
は
あ
る
い
は
他
の
諸
国
で

は
う
ま
く
機
能
し
な
い
可
能
性
も
あ
り
得
る
が
、
そ
れ
で
も
基
本
的
な
要
因
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
理
解
し
て
お
く
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
高
度
な
知
識
経
済
を
研
究
し
て
い
る
方
々
や
、
知
識
競
争
力
の
強
化
を
目
指
し
て
い
る
人
々
に

と
っ
て
、
本
書
で
指
摘
し
た
教
訓
や
洞
察
が
役
立
つ
も
の
と
期
待
し
た
い
。

世
界
銀
行
副
総
裁

世
界
銀
行
研
究
所
所
長

フ
ラ
ニ
ー
・
Ａ
・
レ
オ
テ
ィ
エ
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〇
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し
て
い
る
。
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ヒ
ュ
ー
・
パ
ト
リ
ッ
ク
氏
は
柴
田
の
留
学
先
の
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
日
本
経
済
の
教
授
で
あ
り
七
〇
年
代
前
半
当
時
か

ら
大
家
の
風
格
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
昔
と
変
わ
ら
ぬ
鋭
い
指
摘
を
い
た

だ
い
た
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
本
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
は
世
銀
本
部
、
東
京
（
世
銀
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
会
議
）
お
よ
び
バ
ン
コ
ク
（
タ
イ
国
家
経

済
社
会
開
発
庁
と
の
共
催
）
で
柴
田
、
竹
内
の
ほ
か
根
津
さ
ん
、
元
橋
さ
ん
な
ど
の
参
加
を
得
て
成
功
裏
に
開
催
し

た
。
さ
ら
に
柴
田
が
、
ボ
ス
ト
ン
の
日
本
総
領
事
館
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大

学
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
、
同
志
社
大
学
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
筑
波
大
学
、
横
浜
国
立

大
学
お
よ
び
ハ
ノ
イ
、
ナ
イ
ロ
ビ
、
ダ
レ
ス
サ
ラ
ー
ム
の
世
銀
の
会
議
で
紹
介
を
行
っ
た
。

　

世
銀
の
出
版
物
と
し
て
発
展
途
上
国
の
人
々
を
中
心
に
日
本
の
知
識
経
済
に
つ
い
て
成
功
、
失
敗
を
問
わ
ず
教
訓
を

得
て
も
ら
う
こ
と
が
英
語
版
の
主
目
的
で
あ
る
が
、
今
回
の
日
本
語
版
に
よ
っ
て
新
た
な
読
者
が
加
わ
り
、
日
本
で
の

議
論
の
対
象
に
な
れ
ば
新
た
な
喜
び
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
二
月
ワ
シ
ン
ト
ン
と
東
京
に
て

世
界
銀
行
研
究
所
シ
ニ
ア
ー
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー　

柴
田
勉

一
橋
大
学
大
学
院
国
際
企
業
戦
略
研
究
科
長　

竹
内
弘
高
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用
語

為
替
相
場

二
〇
〇
六
年
三
月
三
一
日
現
在
：
一
米
ド
ル
＝
一
一
七
・
八
円
あ
る

い
は
一
円
＝
〇
・
〇
〇
八
五
米
ド
ル

決
算
年
度
：
四
月
一
日
～
三
月
三
一
日

本
書
の
ド
ル
金
額
は
特
記
の
な
い
限
り
す
べ
て
米
ド
ル
金
額
で
あ
る
。

略
号３

Ｇ	

第
三
世
代
（
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
）

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ	

非
対
称
デ
ジ
タ
ル
加
入
者
線（
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
）

Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ	

産
業
技
術
総
合
研
究
所

Ａ
Ｔ
＆
Ｔ	

ア
メ
リ
カ
ン
・
テ
レ
フ
ォ
ン
・
ア
ン
ド
・
テ
レ
グ

ラ
フ

Ａ
Ｔ
Ｍ	

現
金
自
動
預
け
払
い
機

Ｂ
Ｏ
Ｊ	

日
本
銀
行

Ｂ
Ｐ
Ｌ	

電
力
線
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ア
ク
セ
ス
用
）

Ｂ
Ｐ
Ｒ	

ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

Ｃ
Ｃ
Ｄ	

電
荷
結
合
素
子

Ｃ
Ｃ
Ｅ	

中
央
教
育
審
議
会
（
文
部
科
学
省
の
諮
問
会
議
）

Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｐ	

経
済
財
政
諮
問
会
議
（
内
閣
の
諮
問
会
議
）

Ｃ
Ｉ
Ａ	

比
較
制
度
分
析

Ｃ
Ｒ
Ｍ	

顧
客
関
係
管
理
（
カ
ス
タ
マ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

Ｃ
Ｒ
Ｔ	

陰
極
線
管
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
）

Ｄ
Ｄ
Ｉ	

第
二
電
電
株
式
会
社

Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ	

記
憶
保
持
動
作
が
必
要
な
随
時
読
み
出
し
書
き
込

み
メ
モ
リ
ー

Ｄ
Ｓ
Ｌ	

デ
ジ
タ
ル
加
入
者
回
線
（
通
信
サ
ー
ビ
ス
向
け
）

Ｅ
Ｒ
Ｐ	

企
業
資
源
計
画

Ｆ
Ｄ
Ｉ	

海
外
直
接
投
資

Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｐ	

財
政
投
融
資
計
画

Ｆ
Ｏ
Ｂ	

本
船
渡
し
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Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ	

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
第
三
世
代
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス

Ｆ
Ｓ
Ａ	

金
融
庁

Ｆ
Ｔ
Ａ	

自
由
貿
易
協
定

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ	

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
家
庭
向
け
の
通
信
サ
ー
ビ
ス

Ｆ
Ｙ	

決
算
年
度
（
日
本
の
政
府
お
よ
び
ほ
と
ん
ど
の
日

本
の
企
業
の
場
合
、
翌
暦
年
の
三
月
に
終
わ
る
）

Ｇ
Ｄ
Ｐ	
国
内
総
生
産

Ｇ
Ｆ
Ｉ	

政
府
系
金
融
機
関

Ｇ
Ｎ
Ｅ	

国
民
総
支
出

Ｇ
Ｒ
Ｉ	

政
府
系
研
究
機
関

Ｇ
Ｓ
Ｍ	

第
二
世
代
携
帯
電
話
で
世
界
標
準
に
な
っ
て
い
る
通

信
方
式
（
頭
文
字
がGroup Special M

obile

か
ら

Global System
 for M

obile Com
m

unications

に
変
化
し
た
）

Ｈ
Ｄ
Ｔ
Ｖ	

高
品
位
テ
レ
ビ

Ｈ
Ｉ
Ｃ	

混
成
集
積
回
路

Ｉ
Ｃ	

集
積
回
路

Ｉ
Ｃ
Ｔ	

情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｍ
Ｄ	

経
営
開
発
国
際
研
究
所

Ｉ
Ｍ
Ｆ	

国
際
通
貨
基
金

Ｉ
Ｐ
Ｒ	

知
的
財
産
権

Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｊ	

産
業
再
生
機
構

Ｉ
Ｓ	

情
報
シ
ス
テ
ム

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ	

統
合
デ
ジ
タ
ル
通
信
網
（
通
信
標
準
）

Ｉ
Ｔ	

情
報
技
術

Ｉ
Ｙ	

株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂（
二
〇
〇
五
年
以
降
、

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
一
部
）

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ	

日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ａ	

日
本
自
動
車
輸
入
組
合

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ	

日
本
自
動
車
工
業
会

Ｊ
Ｄ
Ｂ	

日
本
開
発
銀
行
（
現
・
日
本
政
策
投
資
銀
行　

Ｄ

Ｂ
Ｊ
）

Ｊ
Ｅ
Ｔ	

語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ	

日
本
貿
易
振
興
機
構

Ｊ
Ｆ
Ｔ
Ｃ	

日
本
公
正
取
引
委
員
会

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ	

国
際
協
力
機
構

Ｊ
Ｉ
Ｔ	

ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
方
式

Ｊ
Ｔ	

日
本
た
ば
こ
産
業

Ｌ
Ａ
Ｎ	

構
内
情
報
通
信
網

Ｌ
Ｃ
Ｄ	

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

Ｌ
Ｓ
Ｉ	

大
規
模
集
積
回
路

Ｋ
Ａ
Ｍ	

知
識
評
価
法
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Ｍ
＆
Ａ	

買
収
合
併

Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ	

農
林
水
産
省

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｉ	

経
済
産
業
省
注
１

Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｔ	

文
部
科
学
省

Ｍ
Ｈ
Ｌ
Ｗ	
厚
生
労
働
省

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ	
通
商
産
業
省
注
１

Ｍ
Ｐ
Ｔ	

郵
政
省

Ｎ
Ｃ
Ｃ	

新
規
通
信
事
業
者

Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｔ	

ニ
ー
ト
（
無
業
者―

―

就
職
も
せ
ず
、
教
育
や
研

修
も
受
け
て
い
な
い
人
々
）

Ｎ
Ｉ
Ｈ	

国
立
衛
生
研
究
所
（
ア
メ
リ
カ
）

Ｎ
Ｉ
Ｈ	

自
前
（
主
義
）

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ	

科
学
技
術
政
策
研
究
所

Ｎ
Ｉ
Ｖ	

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム

Ｎ
Ｐ
Ｌ	

不
良
債
権

Ｎ
Ｐ
Ｏ	

非
営
利
組
織

Ｎ
Ｔ
Ｔ	

日
本
電
信
電
話

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ	

経
済
協
力
開
発
機
構

Ｏ
Ｊ
Ｔ	

オ
ン
ザ
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
実
地
訓
練
）

Ｏ
Ｐ
Ｔ	

オ
ー
プ
ン
・
プ
ロ
ト
コ
ル
技
術

Ｐ
Ｃ	

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
パ
ソ
コ
ン
）

Ｐ
Ｄ
Ａ	

携
帯
情
報
端
末

Ｐ
Ｄ
Ｃ	

日
本
国
内
で
使
わ
れ
て
い
る
第
２
世
代
の
携
帯
電

話
通
信
方
式

Ｐ
Ｏ
Ｓ	

販
売
時
点
情
報
管
理

Ｑ
Ｃ	

品
質
管
理

Ｒ
＆
Ｄ	

研
究
開
発

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ	

電
波
方
式
認
識
（
Ｉ
Ｃ
タ
グ
と
も
い
う
）

Ｒ
Ｏ
Ａ	

資
産
収
益
率

Ｒ
Ｏ
Ｅ	

自
己
資
本
収
益
率

Ｓ
Ｂ
Ｉ	

サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
（
科
学
ベ
ー
ス
の
産
業
）

Ｓ
Ｃ
Ｍ	

サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ	

共
同
化
・
表
出
化
・
連
結
化
・
内
面
化

Ｓ
Ｅ
Ｊ	

株
式
会
社
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

（
二
〇
〇
五
年
以
降
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
一
部
）

Ｓ
Ｍ
Ｅ	

中
小
企
業

Ｓ
Ｔ
Ａ	

科
学
技
術
庁

Ｔ
Ｆ
Ｐ	

全
要
素
生
産
性

Ｔ
Ｌ
Ｏ	

技
術
移
転
機
関

Ｔ
Ｍ
Ｓ	

米
国
ト
ヨ
タ
自
動
車
販
売
（
ト
ヨ
タ
・
モ
ー
タ
ー
・

セ
ー
ル
ス
Ｕ
Ｓ
Ａ
ア
メ
リ
カ
法
人
）
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Ｔ
Ｐ
Ｓ	

ト
ヨ
タ
生
産
方
式

Ｔ
Ｑ
Ｃ	

総
合
的
品
質
管
理

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ	

知
的
財
産
権
の
貿
易
関
連
の
側
面
に
関
す
る
協
定

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
用
語
）

Ｕ
Ｎ	

国
際
連
合
（
国
連
）

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ	
国
連
貿
易
開
発
会
議

Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｄ	
国
連
統
計
局

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｐ	

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
）
を
使
っ
て

音
声
デ
ー
タ
を
送
受
信
す
る
技
術

Ｗ
Ｂ
Ｉ	

世
界
銀
行
研
究
所

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｓ	

世
界
銀
行
が
開
発
し
た
貿
易
・
関
税
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る
ソ
フ
ト

Ｗ
Ｔ
Ｏ	

世
界
貿
易
機
関

Ｗ
Ｔ
Ｐ	

喜
ん
で
支
払
う
（
価
格
）

注
１
：
通
商
産
業
省
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
）
は
二
〇
〇
一
年
一
月
六
日
に
再
編
さ
れ
る

と
と
も
に
、
経
済
産
業
省
（
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
）
に
名
称
変
更
さ
れ
た
。

日
本
語
の
用
語

改
善	

継
続
的
な
改
善

カ
ン
バ
ン	

各
生
産
ラ
イ
ン
で
必
要
な
部
品
の
質
と
種
類
に

関
し
て
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
シ

ス
テ
ム
（
直
訳
で
は
カ
ー
ド
）

現
地
現
物	

「
現
場
に
行
っ
て
実
際
の
商
品
を
見
ろ
」。「
歩

き
回
っ
て
の
管
理
」
に
似
て
い
る
が
、
意
図
的

な
問
題
発
見
と
問
題
解
決
プ
ロ
セ
ス
の
一
環
と

し
て
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
側
の
理
解
に
よ
り
大
き
な

重
点
が
あ
る
。

総
合
電
器	

全
般
的
な
（
広
く
多
角
化
し
た
）
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
企
業

団
塊
の
世
代	

１
九
四
七―

四
九
年
生
ま
れ
の
日
本
人
（
原
義

は
「
塊
（
か
た
ま
り
）」）

電
電
フ
ァ
ミ
リ
ー	

特
に
規
制
緩
和
以
前
に
つ
い
て
、
日
本
の
政
府

所
有
の
独
占
的
な
通
信
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
兼
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー

日
経
連	

日
本
経
済
団
体
連
合
会

人
間
力	

人
間
の
包
括
的
な
能
力
。
こ
の
用
語
は
、
あ
る

人
が
個
人
と
し
て
福
利
を
維
持
で
き
る
強
み
だ



用語

xvii

け
で
な
く
、
社
会
の
一
員
と
し
て
も
っ
て
い
る

多
彩
な
ス
キ
ル
や
知
識
の
こ
と
を
い
う
。

ブ
ラ
ブ
ラ
社
員	

店
舗
の
中
を
歩
き
回
っ
て
顧
客
と
社
交
す
る
。

目
利
き	

「
洞
察
眼
（
を
も
っ
た
人
）」。
実
地
に
立
証
さ

れ
て
い
な
い
技
術
の
商
業
的
な
潜
在
性
を
見
分

け
る
能
力
に
加
え
て
、
そ
れ
を
儲
け
る
た
め
の

ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
に
転
換
で
き
る
能
力
を

も
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
。

横
並
び	

事
業
に
関
し
て
「
他
人
と
同
じ
こ
と
を
す
る
」

ア
プ
ロ
ー
チ
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第
一
章　

は
じ
め
に

柴
田　

勉

　

知
識
と
そ
の
応
用
は
経
済
成
長
の
鍵
を
握
る
源
泉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
知
識
は
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

途
上
国
と
先
進
国
の
双
方
に
と
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
チ
ャ
ン
ス
の
両
方
を
生
み
出
し
て
い
る
。
有
効
な
知
識
経
済
を
創

造
し
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
各
国
や
各
企
業
は
知
識
慣
行
を
刺
激
、
奨
励
、
育
成
し
て
、
知
識
競
争
力
を
さ
ら
に

高
め
る
よ
う
に
な
る
よ
う
な
適
切
な
仕
組
み
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
書
は
途
上
国
に
何
ら
か
の
教
訓
を
提

供
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
日
本
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
日
本
は
途
上
国
に
と
っ
て
自
国
の
成
長
に
役
立
つ
よ
う
な
教
訓
を
学
べ

な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
先
進
国
の
企
業
（
や
政
府
）
も
日
本
企
業

か
ら
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
々
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
日
本

経
済
の
停
滞
を
受
け
て
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
台
頭
と
の
比
較
も
あ
っ
て
、
ア
イ
デ
ア
の
発
生
源
と

し
て
は
日
本
は
無
視
さ
れ
る
の
が
一
般
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。



�

な
ぜ
日
本
を
研
究
す
る
の
か
？

　

一
九
九
〇
年
代
が
「
失
わ
れ
た
十
年
」
と
言
わ
れ
て
い
る
日
本
経
済
を
、
な
ぜ
知
識
経
済
の
視
点
か
ら
研
究
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
呈
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
図
１
・
１
を
見
る
と
色
々
な
こ
と

が
わ
か
る
。
図
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
工
業
品
貿
易
に
占
め
る
日
本
の
シ
ェ
ア
は
、
一
九
八
四―

八
五
年
に
は
一
六
％
近

い
最
高
水
準
に
達
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
一―

〇
二
年
に
は
わ
ず
か
八
％
強
と
い
う
最
低
水
準
に
ま
で
ほ
ぼ
半
減
し
て

い
る
。
一
九
八
三―
八
九
年
の
間
に
は
日
本
の
シ
ェ
ア
は
ア
メ
リ
カ
を
凌
駕
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇―

九
五
年
の
間
に
日
米
両
国
の
シ
ェ
ア
は
ほ
ぼ
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
六
年
以
降
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ

の
シ
ェ
ア
が
日
本
を
上
回
り
、
日
本
の
シ
ェ
ア
は
一
〇
％
未
満
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

貿
易
特
化
指
数
を
使
っ
たA
ndo and M

otohashi (2002)

の
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
自
動

車
産
業
は
競
争
力
を
維
持
し
た
も
の
の
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
、
特
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
集
積
回
路
は
競
争
力
を

失
っ
て
い
る
。
同
じ
手
法
を
使
っ
て
、
一
九
八
九
年
と
二
〇
〇
四
年
に
つ
い
て
、
日
本
を
ア
メ
リ
カ
（
図
１
・
２
）
や

東
ア
ジ
ア
（
図
１
・
３
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
前
掲
書
の
分
析
と
ほ
ぼ
同
じ
結
果
に
な
る
。

　

図
１
・
３
は
よ
り
劇
的
な
変
化
の
証
言
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
八
九
年
に
は
日
本
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
テ
レ
ビ
を
東

ア
ジ
ア
向
け
に
輸
出
し
、
同
地
域
か
ら
の
輸
入
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に
な
る
と
日
本
は
大
量
に
輸

入
す
る
一
方
、
輸
出
は
少
額
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

各
種
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
使
う
と
、
競
争
力
に
つ
い
て
よ
り
主
観
的
な
指
標
も
得
ら
れ
る
。
ボ
ッ
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図 1.2　日本の貿易特化指数（対アメリカ）
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ク
ス
１
・
１
は
そ
の
一
つ
を
検
討
し
た

も
の
で
あ
る
。
補
遺
で
は
、
各
国
比
較

に
関
し
て
経
済
的
な
競
争
力
よ
り
も
幅

の
広
い
も
う
一
つ
の
方
法
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
知
識
評
価
法
（
Ｋ
Ａ

Ｍ
）
と
い
い
、
世
界
銀
行
研
究
所
（
Ｗ

Ｂ
Ｉ
）
が
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
以

降
、
停
滞
が
長
く
続
い
て
い
た
が
、
過

去
二
、三
年
、
よ
う
や
く
回
復
の
兆
し

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
中
国
の
工
業
力
が
急
伸
し
て
い
る

こ
と
や
、
一
九
九
七
年
の
経
済
危
機
後

の
韓
国
が
急
回
復
し
て
い
る
こ
と
を
背

景
に
、
日
本
は
脚
光
を
浴
び
な
く
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
ア

メ
リ
カ
の
優
位
性
も
日
本
の
影
が
薄
く

1

0.8

0.6

0.4

0.2

0

–0.2

–0.4

–0.6

–0.8

20041989

粗鋼・
鉄鋼

工作機械

コ ン ピ ュ ー
タ・同機器

テレビ

半導体機器

集積回路

自動車

オートバイ

ス チ ー ル・
カメラ

注：貿易特化指数は Xを輸出，Mを輸入とすれば，( EX - IM ) / ( EX + MI )で算出される．上図の場
合，EXには日本の東アジア・太平洋向け FOB建て輸出，IMには東アジア・太平洋の日本向け FOB建
て輸出を使っている．WITSのデータベースでは製品には次のような名称が付けられている．半導体機
器：Diodes/transistors/etc.，集積回路（IC）：Electron integ circuits，自動車：Pass motor veh exc 
buses，テレビ：Television receivers，オートバイ：Motorcycles/mopeds，工作機械：Mach-tools 
remove mtrial．
出所：WITS Database，World Bank，WTO，UNCTAD，UNSD．

図 1.3　日本の貿易特化指数（対東アジア・太平洋）
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ボ
ッ
ク
ス
１
・
１　

競
争
力
の
ラ
ン
キ
ン
グ

　

一
般
的
に
、
日
本
経
済
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
大
幅
に
悪
化
し

た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
全
般
的
な
競
争
力
が
一
九
九
〇
年
代
に
低

下
し
た
こ
と
に
関
し
て
は
確
か
に
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
日
本
経
済
は

一
九
八
〇
年
代
の
成
功
の
源
泉
に
し
が
み
つ
い
て
、
Ｉ
Ｔ
時
代
や
新
し
い

金
融
商
品
の
台
頭
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

競
争
力
の
評
価
は
往
々
に
し
て
極
端
に
振
れ
や
す
い
。
二
〇
〇
五
年
の

W
orld Com

petitiveness Yearbook (IM
D

 2005)

に
よ
れ
ば
、
六
〇

カ
国
（
地
域
を
含
む
）
中
二
一
位
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
二
〇
〇
四
年
の

二
三
位
と
い
う
底
値
か
ら
は
若
干
の
上
昇
で
あ
る
。
し
か
し
、
ラ
ン
ク
付

け
が
開
始
さ
れ
た
一
九
八
九
年
か
ら
九
三
年
ま
で
、
日
本
は
毎
年
第
一
位

を
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ト
ッ
プ
の
地
位
は
客
観
的
に
見
て
十
分

正
当
化
で
き
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

一
九
八
九―
九
三
年
の
五

年
間
に
日
本
経
済
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
急
速
に
悪
化
し
て
い
た
か
ら

だ
。
企
業
部
門
を
見
て
み
よ
う
。
東
京
証
券
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る

製
造
業
企
業
の
自
己
資
本
収
益
率
（
Ｒ
Ｏ
Ｅ
）
は
、
こ
の
間
に
平
均
で

八
・
五
％
か
ら
一
・
七
％
に
ま
で
着
実
に
逓
減
し
て
い
た
。
も
し
日
本
が
世

界
一
位
で
あ
る
と
い
う
一
九
九
三
年
の
ラ
ン
キ
ン
グ
が
、
来
る
べ
き
「
失

わ
れ
た
十
年
」
の
激
変
の
兆
し
を
十
分
反
映
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、
二
〇
〇
五
年
に
お
け
る
二
一
位
と
い
う
ラ
ン
キ
ン
グ
も
、
同
じ
理
由

か
ら
、
背
景
に
あ
る
継
続
的
な
変
化
を
適
切
に
反
映
し
て
お
ら
ず
、
一
部

の
優
良
な
企
業
が
維
持
し
て
い
る
競
争
力
を
説
明
し
て
い
な
い
可
能
性
が

あ
ろ
う
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｄ
の
総
合
指
数
を
構
成
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
に
つ
い
て
、

日
本
の
二
〇
〇
五
年
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
る
と
、
大
学
教
育
五
六
位
、
企

業
家
精
神
五
九
位
、
生
計
費
指
数
五
九
位
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
日
本
が
最
下
位
と
な
っ
た
分
野
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
基
準

も
過
去
一
〇
年
間
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

二
〇
〇
二
年
に
日
本
は
四
九
カ
国
中
三
〇
位
に
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
た
。

Ando and M
otohashi (2002)

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
労
働
時

間
、
株
価
指
数
な
ど
マ
ク
ロ
経
済
指
標
に
影
響
さ
れ
て
、
や
や
過
少
評
価

に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
短
期
的
な
景
気
循
環
に
影
響
さ
れ
や
す
い
。

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｄ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
性
格
を
考
え
る
と
、
回
答
し
た

経
営
者
は
日
本
経
済
に
関
す
る
漠
然
と
し
た
悲
観
論
に
主
観
的
な
影
響
を

受
け
た
可
能
性
も
あ
る
。



�

な
っ
た
要
因
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
日
本
か
ら
何
が
学
べ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

少
な
く
と
も
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
第
一
に
、
日
本
の
産

業
は
先
進
国
世
界
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
面
と
石
油
や
円
の
シ
ョ
ッ
ク
を
克
服
す
る
と
い
う
面
に
お
い
て
、

か
な
り
の
俊
敏
性
と
強
靭
性
を
発
揮
し
た
。
第
二
に
、
日
本
に
は
、
産
業
に
よ
っ
て
は
高
度
な
生
産
プ
ロ
セ
ス
を
背
景

に
、
世
界
的
な
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
る
強
力
な
企
業
が
依
然
と
し
て
多
数
存
在
し
て
い
る
。
第
三
に
、
こ
の
よ
う
な

強
力
な
産
業
や
企
業
と
脆
弱
な
産
業
と
の
間
の
不
均
衡
が
存
在
し
て
い
る
。

多
数
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー

　

世
界
中
の
消
費
者
に
と
っ
て
、
日
本
は
多
数
の
一
流
企
業
を
擁
し
て
い
る
国
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
に
、
自
動
車
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
デ
ジ
タ
ル
・
カ
メ
ラ
、
ゲ
ー
ム
用
ソ
フ
ト
な
ど
で
あ
る
。
世
界
中
の
企
業
に
と
っ
て
は
、
日
本
は

高
精
密
と
高
品
質
を
要
す
る
広
範
な
製
品
を
生
産
し
て
い
る
重
要
な
国
と
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
諸
外
国
に
本
拠

を
置
い
て
い
る
企
業
と
の
比
較
で
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
企
業
も
多
い
も
の
の
、
日
本
に
は
国
際
的
な
競
争
力
を
維

持
し
て
い
る
企
業
も
多
数
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
自
動
車
産
業
は
世
界
的
に
超
一
流
の
地
位
を
維
持
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
そ
の
分
野
で
は
支

配
的
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
日
本
の
自
動
車
産
業
は
一
九
九
五
年
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
市
場
で
も
着
実
に
シ
ェ

ア
を
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
図
１
・
４
は
こ
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
日
本
に
お
け
る
ア
メ

リ
カ
車
の
輸
入
を
見
る
と
、
一
九
九
〇
年
と
二
〇
〇
二
年
は
ほ
ぼ
同
一
水
準
に
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
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ほ
と
ん
ど
無
視
で
き
る
程
度
で
し
か
な
い
の
で
あ

る
。

　

Ｉ
Ｔ
の
分
野
で
も
、
特
定
の
企
業
は
依
然
と
し
て

世
界
の
リ
ー
ダ
ー
の
座
を
維
持
し
て
い
る
。
キ
ヤ
ノ

ン
は
二
〇
〇
三
年
に
二
一
六
億
円
の
特
許
料
収
入
を

稼
ぎ
出
し
て
お
り
、
特
許
を
戦
略
的
に
活
用
し
な

が
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品
を
生
産
し
保
護
し
て
い
る
。

ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
を
初
め
と
す
る
企
業

が
レ
ー
ザ
ー
・
プ
リ
ン
タ
ー
に
使
用
し
て
い
る
「
印

刷
エ
ン
ジ
ン
」
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
が
開
発
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

あ
ま
り
広
く
宣
伝
さ
れ
て
い
な
い
が
、
過
去
約

一
〇
年
間
、
世
界
的
リ
ー
ダ
ー
の
地
位
を
維
持
ま
た

は
達
成
し
て
い
る
日
本
の
産
業
と
し
て
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
工
学
、
公
害
防
止
機
器
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
セ

ラ
ミ
ッ
ク
・
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
小
型
電
気
モ
ー
タ
ー
、

光
学
技
術
、
自
転
車
部
品
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
日

12.0

3.4

(31.1%)

10.2

(99.8%)

7.6

(68.9%)

0.02

(0.17%)

3.5

(34.1%)

11.1

(99.4%)

6.7

(65.9%)

0.06

(0.58%)

4.7

(46.2%)

10.7

(99.8%)

5.5

(53.8%)

0.02

(0.19%)

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

台
数
（
一
〇
〇
万
台
）

アメリカ車 日本車 アメリカ車 日本車 アメリカ車 日本車

1990 1995 2002

日本市場

アメリカ市場

図 1.4　自動車市場における市場浸透率：日米市場におけるアメリカと日本車の販売

注：軽乗用車と商用車の両方を含む．アメリカ車の日本市場における販売は日本のアメリカ車輸入で代替．
出所：日本自動車工業会（JAMA，2003 年）; 日本自動車輸入組合（JAIA，2003 年）; Ward's 
AutoInfoBank (2004)．
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本
は
携
帯
電
話
技
術
で
は
先
駆
者
で
あ
り
、
日
本
の
消
費
者
は
機
能
面
で
は
世
界
で
最
高
品
質
の
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し

て
い
る
。

俊
敏
性
と
強
靭
性

　

日
本
の
戦
後
経
済
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
所
得
の
平
等
を
維
持
し
つ
つ
、
灰
燼
の
な
か
か
ら
世
界
第
二
位
の
経

済
大
国
に
ま
で
の
し
上
が
っ
た
、
と
い
う
驚
く
べ
き
物
語
に
な
る
。
一
九
五
五―

七
〇
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
平
均
成
長
率
は

一
〇
％
に
達
し
た
。
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
と
い
う
の
は
、
単
に
外
国
技
術
を
採
用
し
た
と
い
う
事
実
以
上
の
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
著
し
い
適
合
化
や
改
善
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
が
完
了
す
る
以
前

に
、
日
本
は
早
く
も
追
随
者
以
上
の
立
場
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
、
技
術
開
発
面
に
お
け
る
日
本
独
特
の
特
徴
と
し
て
、「
輸
入
技
術
を
ベ
ー
ス
に
、
そ

れ
を
巧
妙
か
つ
幅
広
く
活
用
し
た
経
営
、
投
資
、
国
内
の
研
究
開
発
を
行
う
」
と
い
う
こ
と
が
広
く
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
（Peck 1976

）。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
お
か
げ
で
、
経
済
は
著
し
い
強
靭
性
を
身
に
付
け
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
七
三

年
と
七
九
年
の
石
油
危
機
に
対
応
し
て
、
日
本
は
大
幅
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
措
置
を
と
っ
た
り
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
へ
の

シ
フ
ト
を
加
速
化
す
る
こ
と
で
、
驚
異
的
な
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、

日
本
の
製
造
業
は
自
動
車
や
家
庭
用
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
を
中
心
に
、
信
頼
性
の
高
い
製
品
の
投
入
で
繁
栄
し

た
。
こ
れ
は
世
界
的
に
も
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
な
っ
て
い
る
総
合
的
品
質
管
理
（
Ｔ
Ｑ
Ｃ
）
や
、
ジ
ャ
ス
ト
イ
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ン
タ
イ
ム
の
在
庫
管
理
方
式
な
ど
を
含
む
高
度
な
生
産
シ
ス
テ
ム
の
た
め
で
あ
る
。

　

一
九
八
五
年
九
月
に
始
ま
っ
た
円
高
シ
ョ
ッ
ク
も
、
こ
の
勢
い
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
日

本
企
業
は
低
付
加
価
値
生
産
を
海
外
に
移
転
し
て
、
よ
り
高
級
な
製
品
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

不
均
衡

　

二
つ
の
日
本
が
あ
る
。
知
識
に
精
通
し
た
成
績
優
秀
な
産
業
と
そ
の
他
の
産
業
の
二
つ
で
あ
る
。
競
争
力
が
極
め
て

強
い
企
業
や
産
業
と
並
ん
で
、
世
界
的
に
見
る
と
非
効
率
で
競
争
力
の
な
い
産
業
や
企
業
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
日
本
経
済
の
多
く
の
部
分
は
、
途
上
国
の
企
業
（
お
よ
び
政
策
当
局
）
が
直
面
し
て
い
る
の
と
同

種
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
本
書
の
観
点
か
ら
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
改
善
す
る
た
め
に
は
も
っ
と
「
知
識
」
が

必
要
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
に
つ
い
て
の
研
究
か
ら
出
現
し
て
く
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
幅
広

い
応
用
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

日
本
経
済
の
発
展

　

日
本
が
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
伝
統
的
な
意
味
で
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
議
論
の
余
地
は
あ
ろ
う
が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
う
ま
く
適
合
し
た
一
連
の
経
営
慣
行
が
発
達
し
て
い
た
た
め
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
慣
行
が
一
九
七
〇
年
代
と
八
〇
年
代
の
石
油
や
円
高
の
シ
ョ
ッ
ク
の
時
に
も
、
日
本
企
業
を
下
支
え
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し
た
の
で
あ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
人
々
に
お
な
じ
み
の
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
、
主
と
し
て
大
企
業
に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
く
の
諸
国
の
企
業
が
広
く
賞
賛
し
模
倣
し
て
い
る
。
し
ば
し
ば
Ｊ
型
企
業
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
る

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
な
原
則
は
、「
従
業
員
間
の
情
報
共
有
に
基
づ
い
た
協
調
」
に
あ
る
。
作
業
現
場
ベ
ー
ス
の

知
識
蓄
積
と
、
社
内
訓
練
を
通
じ
て
取
得
し
た
企
業
固
有
の
ス
キ
ル
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
の
製
造
業
の
成
功
の
多
く
は
、
暗
黙
知
と
下
請
を
活
用
し
た
お
か
げ
で
あ
る
。
生
産

シ
ス
テ
ム
は
全
体
と
し
て
「
統
合
」
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
エ
レ
ク
ロ
ニ
ク
ス
を
初
め
と
す
る
最
終
製
品
の
一
部
は
、
違
っ
た
モ
デ
ル
を
使
う
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
特
に
サ
ブ
・
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
（
下
位
部
品
）
や
部
品
は
、
共
通
の
、
通
常
は

オ
ー
プ
ン
な
標
準
に
合
わ
せ
て
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
各
部
品
に
つ
い
て
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
最
終
ア
セ

ン
ブ
ラ
ー
も
複
数
い
て
か
ま
わ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
互
換
性
の
あ
る
部
品
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
ネ
ジ
や
コ
ン
デ
ン

サ
ー
だ
け
で
な
く
、
デ
ィ
ス
ク
・
ド
ラ
イ
ブ
や
モ
ニ
タ
ー
に
ま
で
広
ま
っ
た
。
こ
れ
が
し
ば
し
ば
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
部
品
メ
ー
カ
ー
相
互
間
の
競
争
は
、
開
発
が
社
内
や
密
接
な
関
連
会
社
で
行
わ
れ
て
い
る
場
合

よ
り
も
迅
速
に
改
善
に
つ
な
が
り
得
る
。
こ
れ
は
し
ば
し
ば
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
・
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

少
な
く
と
も
一
九
九
〇
年
代
前
半
以
降
の
Ｉ
Ｔ
市
場
で
は
、
創
造
性
と
敏
捷
性
が
重
要
で
あ
っ
た
。
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
・
モ
デ
ル
の
オ
ー
プ
ン
基
準
に
よ
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
お
か
げ
で
、
ア
メ
リ
カ
企
業
は

独
自
基
準
と
統
合
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
競
争
相
手
よ
り
も
優
位
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
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下
で
は
、
暗
黙
知
は
以
前
に
比
べ
て
重
要
性
が
低
下
し
た
と
も
い
え
る
。

本
書
の
構
成

　

本
書
は
二
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
で
は
、
日
本
が
経
験
し
、
現
在
直
面
し
て
い
る
知
識
問
題
を
取
り
扱

う
。
第
二
部
で
は
事
例
研
究
に
よ
る
企
業
お
よ
び
産
業
レ
ベ
ル
の
知
識
に
取
り
組
む
。

　

こ
こ
で
の
分
析
は
Ｗ
Ｂ
Ｉ
が
開
発
し
た
四
本
柱
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
い
る
。
四
本
柱
を
簡
潔
に
説
明
す
れ
ば
次
の
通

り
で
あ
る
。

一	

知
識
の
有
効
な
創
造
、
普
及
、
お
よ
び
利
用
に
と
っ
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
供
す
る
経
済
的
お
よ
び
制
度

的
な
レ
ジ
ー
ム
。

二	

情
報
の
有
効
な
伝
達
、
普
及
、
お
よ
び
処
理
を
円
滑
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
情
報
イ
ン
フ

ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
。

三	

知
識
を
創
造
し
活
用
で
き
る
教
育
が
あ
り
熟
練
し
た
人
口
。

四	

研
究
セ
ン
タ
ー
、
大
学
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
企
業
、
お
よ
び
増
加
中
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

知
識
の
蓄
積
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
わ
が
も
の
と
し
、
地
元
ニ
ー
ズ
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他

の
組
織
で
構
成
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
。
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次
の
二
つ
の
章
は
、
日
本
に
こ
れ
ら
の
柱
を
適
用
し
て
い
る
五
つ
の
章
（
第
四
章
～
第
八
章
）
の
た
め
に
コ
ン
テ
ク

ス
ト
（
文
脈
）
を
提
供
し
て
い
る
（
情
報
イ
ン
フ
ラ
は
二
つ
の
章
に
わ
た
っ
て
い
る
）。
結
論
の
章
で
は
、
各
章
の
際

立
っ
た
特
徴
を
要
約
し
た
上
で
、
教
訓
や
示
唆
を
抽
出
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
途
上
国
に
極
め
て
妥
当
す
る
も
の

も
あ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
技
術
や
知
識
の
役
割
を
強
調
し
な
が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
日
本
の
成
長
過
程
を
回
顧

し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
世
界
市
場
を
制
覇
す
る
だ
ろ
う
と
日
本
を
賞
賛
し
た
か
と
思
う
と
、
日

本
を
無
用
な
遺
物
と
見
な
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
短
期
的
で
行
き
過
ぎ
た
評
価
に
対
し
て
、
反
論
を
提
示
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
時
期
を
細
分
化
し
て
全
要
素
生
産
性
（
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）
を
分
析
し
、
成
長
過
程
の
推
移
が
明
確
に
さ
れ
て
い

る
。
特
に
石
油
危
機
に
対
応
し
て
日
本
企
業
が
と
っ
た
措
置
に
光
を
当
て
る
。
こ
れ
に
は
こ
の
よ
う
な
措
置
の
た
め
、

日
本
企
業
が
ど
の
よ
う
に
し
て
競
争
上
の
優
位
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
が
含
ま
れ
て
い
る
。
産
業
政
策
、
Ｊ

型
企
業
の
特
徴
、
一
九
八
〇
年
代
の
過
剰
投
資
、
お
よ
び
バ
ブ
ル
後
の
制
度
的
な
変
化
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
章
で
は
、
日
本
企
業
内
部
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る
。
知
識
経
済
の
な
か
で
日
本
企
業
が
も
っ
て
い
た
明
瞭

な
優
位
性
は
、
企
業
内
部
の
分
野
、
機
能
、
部
門
、
地
位
を
ま
た
い
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
異
常
な
能

力
に
あ
る
。
こ
れ
は
今
や
組
織
を
超
越
し
た
リ
ン
ク
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
か
ら

八
〇
年
代
ま
で
日
本
が
成
功
し
た
牽
引
力
と
さ
れ
る
二
つ
の
共
通
要
因
も
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
政
府
の
一
連
の

政
策
と
日
本
企
業
に
共
通
す
る
一
連
の
経
営
慣
行
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
は
企
業
が
達
成
可
能
な
運
営
上
の
有
効
性

に
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
す
。
こ
れ
は
規
制
や
教
育
な
ど
の
分
野
で
は
政
府
の
政
策
に
よ
っ
て
直
接
的
な
影
響
を
受
け
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る
。

　

第
四
章
で
は
、
知
識
経
済
の
観
点
か
ら
、
日
本
の
新
し
い
経
済
的
お
よ
び
制
度
的
な
レ
ジ
ー
ム
の
背
景
や
特
性
を
分

析
す
る
。
こ
れ
に
は
、
必
要
と
さ
れ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
や
対
外
経
済
政
策
な
ど
、
知
識
経
済
に
お
け
る
政
府
の

適
切
な
役
割
が
含
ま
れ
る
。
巨
額
の
財
政
赤
字
と
人
口
の
急
速
な
高
齢
化
と
い
う
状
況
下
で
、
政
府
が
構
造
改
革
政
策

を
遂
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
こ
の
よ
う
な
要
因
を
考
え
る
と
、
知
識
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割

が
、
持
続
的
な
成
長
に
と
っ
て
は
一
層
重
要
だ
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
本
章
で
は
、
産
業
界
も
金
融
界
も
よ
う
や
く
リ
ス
ト
ラ
の
悪
戦
苦
闘
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
状
況
下
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対
し
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
の
出
現
も
含
め
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ー
を
供
与
す
る
こ
と
の

重
要
性
と
現
状
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
労
働
の
移
動
性
や
対
外
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
の
増
加
が
望
ま
し
い
こ
と
も

強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

第
五
章
は
二
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
知
識
経
済
の
柱
と
し
て
電
気
通
信
事
業
者
と
同
機
器
メ
ー

カ
ー
を
検
討
す
る
。
第
二
に
、
日
本
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
、
特
に
そ
の
Ｉ
Ｔ
と
の
か
か
わ
り
を
検
討
す
る
。

　

電
気
通
信
業
界
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
と
、
競
争
政
策
の
重
要
性
と
高
度
技
術
に
つ
い
て
政
府
が
指
針
を
与
え
る
こ
と
の

危
険
性
が
明
確
に
な
る
。
競
争
に
関
し
て
は
、
政
府
独
占
体
の
民
営
化
と
そ
の
後
の
規
制
緩
和
が
伝
統
的
な
電
話
技
術

に
つ
い
て
競
争
の
促
進
効
果
を
生
み
出
す
状
況
に
は
ま
だ
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
「
最
後
の
一
マ
イ
ル
」
を
接
続
す

る
た
め
の
高
コ
ス
ト
が
原
因
で
あ
る
。
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
分
野
で
は
、
競
争
は
も
っ
と
激
し
く
、
日
本

人
は
世
界
で
も
っ
と
も
高
度
な
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し
て
い
る
。



16

　

日
本
の
一
九
九
〇
年
代
は
「
失
わ
れ
た
十
年
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
も
っ
と
も
道
に
迷
っ
た
の
は
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
で
あ
ろ
う
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
な
か
で
最
大
の
影
響
を
こ
う
む
っ
た
の
は
情
報
と
通
信
で
あ

る
。
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
経
験
が
日
本
企
業
の
事
業
戦
略
に
と
っ
て

何
を
意
味
す
る
の
か
が
、
第
五
章
の
二
番
目
の
問
題
で
あ
る
。
特
に
日
本
の
多
角
化
し
た
大
手
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
企

業
全
体
と
、
と
り
わ
け
半
導
体
事
業
の
相
対
的
な
地
盤
沈
下
の
理
由
を
取
り
扱
う
。

　

第
六
章
で
は
、
Ｉ
Ｔ
革
命
が
Ｉ
Ｔ
利
用
者
に
及
ぼ
す
経
済
的
意
義
を
検
討
す
る
。
Ｉ
Ｔ
と
生
産
性
の
伸
び
の
関
係
を

日
本
に
つ
い
て
分
析
し
、
ア
メ
リ
カ
と
比
較
す
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
両
国
の
Ｉ
Ｔ
投
資
は
ほ
ぼ
同
水

準
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
長
パ
タ
ー
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
ほ
う
が
日
本
に
比
べ
て
堅
調
で
あ
っ
た
。
マ
ク
ロ
的

な
見
方
は
産
業
お
よ
び
企
業
レ
ベ
ル
の
分
析
で
補
完
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
顧
客
の
関
係
だ
け
で
な

く
、
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
や
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
も
変
化
さ
せ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
シ
ス
テ
ム
内
に
必
要
と
さ
れ
る
変
化

が
な
け
れ
ば
、
Ｉ
Ｔ
だ
け
で
は
有
効
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
が
日
本
で
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
革
命
の
意
義
は
、
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
「
日
本
の
経
営
シ
ス
テ
ム
」
と
の
関
係
で
検
討
さ

れ
る
。
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
範
囲
に
わ
た
り
普
及
し
た
た
め
に
、
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
に
と
っ
て
外
部
の
明
示

的
な
情
報
の
役
割
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
形
式
知
（explicit know

ledge

）
の
相
対
的
な
重
要
性
に
か
か
わ

る
こ
の
よ
う
な
シ
フ
ト
は
、
暗
黙
知
（im

plicit know
ledge

）
の
取
り
扱
い
に
優
位
性
が
あ
っ
た
日
本
企
業
よ
り
も
、

ア
メ
リ
カ
企
業
に
と
っ
て
有
利
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
本
章
で
は
、
主
に
社
内
の
Ｒ
＆
Ｄ
に
依
存
し
て
い
る
現
在
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
、
外
部
の
協
力
を
活
用
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
に
シ
フ
ト
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　

第
七
章
で
は
、
高
度
な
知
識
経
済
の
な
か
で
、
労
働
力
が
必
要
と
す
る
変
化
し
て
や
ま
な
い
固
有
ス
キ
ル
を
ど
う

や
っ
て
提
供
す
る
か
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
。
二
〇
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
成
功
を
下
支
え
し
た
教
育
制
度
に
つ
い

て
、
高
等
教
育
に
重
点
を
お
い
て
概
観
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
章
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
労
働
市
場
の
変

化
を
背
景
と
し
て
、
教
育
制
度
が
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
教
育
の
質
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

こ
の
よ
う
な
挑
戦
に
か
か
わ
る
政
策
対
応
を
分
析
す
る
。
暗
記
を
強
調
し
、
大
学
進
学
競
争
を
重
視
し
た
日
本
の
教
育

慣
行
は
、
も
は
や
社
会
や
経
済
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
な
い
。
新
し
い
要
請
に
応
え
よ
う
と
い
う
政
府
や
学
校
の
努

力
を
分
析
す
る
。
と
同
時
に
、
職
業
訓
練
の
現
場
も
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
大
企
業
は
こ
れ
ま
で
は
当
然
視
さ
れ
て
い
た

終
身
雇
用
の
一
環
と
し
て
社
内
訓
練
を
提
供
し
て
き
た
。
労
働
の
移
動
性
が
高
ま
る
状
況
下
、
訓
練
の
選
択
肢
も
増
や

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
八
章
で
は
、
政
府
研
究
機
関
や
大
学
の
役
割
を
含
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
取
り
扱
う
。
過
去
一
〇

年
間
に
お
け
る
経
済
環
境
の
変
化
が
、
ど
の
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
迫
っ
て
き
た
か
を
検
討
す
る
。
先
進
国
に

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
た
結
果
の
い
く
つ
か
と
、
二
一
世
紀
に
成
長
の
牽
引
力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
サ
イ
エ

ン
ス
型
産
業
の
台
頭
が
含
ま
れ
る
。
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
政
府
の
政
策
、
と
り
わ
け
産
学
連

携
、
知
的
財
産
権
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
促
進
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
章
で
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
の
要
請
が
日
本

の
伝
統
的
な
雇
用
や
企
業
の
シ
ス
テ
ム
と
整
合
的
で
あ
る
か
ど
う
か
も
検
討
し
て
い
る
。
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補
遺

知
識
評
価
法
（
Ｋ
Ａ
Ｍ
）

　

Ｗ
Ｂ
Ｉ
は
分
析
道
具
の
一
つ
と
し
て
、
あ
る
国
が
他
国
（
見
習
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
相
手
国
を
含
む
）
と
比
べ
て

ど
う
か
、
と
い
う
基
準
に
な
る
知
識
評
価
法
（
Ｋ
Ａ
Ｍ
）
を
採
用
し
て
い
る
。
Ｋ
Ａ
Ｍ
は
知
識
経
済
へ
の
移
行
を
す
る

こ
と
の
強
み
と
弱
み
の
理
解
に
役
立
つ
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
国
が
直
面
し
て
い
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
や
機
会
と
、
政
策
の
関
心
や
投
資
が
焦
点
を
当
て
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
を
見
出
す
の
に
有
益
で
あ
る
。
Ｋ
Ａ
Ｍ
は

そ
う
い
う
形
で
、
あ
る
国
に
つ
い
て
予
備
的
な
知
識
経
済
評
価
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
、
よ
り
詳
細
な
部
門
別
分
析

の
ベ
ー
ス
を
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
Ｋ
Ａ
Ｍ
は
知
識
経
済
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
四
つ
の
柱
の
代
理
変
数
に
な

る
八
〇
個
の
構
造
的
お
よ
び
定
性
的
変
数
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

日
米
比
較

　

図
１
・
５
と
図
１
・
６
は
可
能
な
八
〇
個
の
う
ち
一
六
個
の
変
数
を
用
い
て
作
成
し
た
、
日
米
比
較
が
で
き
る
Ｋ
Ａ
Ｍ

の
ス
パ
イ
ダ
ー
グ
ラ
ム
の
例
で
あ
る
。
形
状
は
選
択
し
た
変
数
に
応
じ
て
変
わ
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の

ス
パ
イ
ダ
ー
グ
ラ
ム
は
日
本
よ
り
も
良
い
形
に
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
が
日
本
よ
り
悪
い
の
は
貧
困
指
数
と
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
で
見
た
Ｒ
＆
Ｄ
総
支
出
額
の
二
つ
の
変
数
だ
け
で
あ
る
。
日
本
が
特
に
悪
い
の
は
政
府
赤
字
、
銀
行
の
健
全
性
、

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
見
た
教
育
向
け
公
共
支
出
と
な
っ
て
い
る
。
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第
二
章　

日
本
の
発
展
と
成
長
プ
ロ
セ
ス

宮
島　

英
昭

　

本
章
の
課
題
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
至
る
日
本
の
経
済
発
展
を
知
識
経
済
と
い
う
視
点
か
ら
概
観

し
、
幾
つ
か
の
教
訓
を
導
く
点
に
あ
る
。
な
か
で
も
一
九
七
九
年
の
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
時
期
を
重
視
し
た

い
。
こ
れ
は
日
本
企
業
が
世
界
市
場
で
競
争
力
の
優
位
性
を
発
揮
し
始
め
た
時
期
で
あ
る
。

　

戦
後
の
発
展
の
牽
引
力
が
高
水
準
の
民
間
設
備
投
資
と
常
に
上
昇
を
続
け
た
生
産
性
に
あ
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、

一
般
的
に
合
意
さ
れ
て
い
る
。
技
術
革
新
を
推
進
し
た
物
的
な
設
備
や
Ｒ
＆
Ｄ
へ
の
投
資
に
か
か
わ
る
決
定
は
、
期
待

収
益
率
だ
け
で
な
く
、
金
融
的
な
要
因
や
統
治
構
造
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
企
業
内
部
に
お
け

る
制
度
的
な
取
り
決
め
、
企
業
統
治
の
仕
組
み
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
な
ど
も
、
従
業
員
の
知
識
創
造
に
影
響
す

る
と
い
う
形
で
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
今
度
は
、
漸
進
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
的
な
（
一
挙
の
）
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
生
産
性
の
水
準
の
上
昇
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

本
章
は
主
と
し
て
戦
後
の
経
済
発
展
を
牽
引
し
た
大
手
上
場
企
業
に
焦
点
を
当
て
る
。
日
本
に
お
け
る
技
術
革
新
は

一
般
的
に
は
そ
の
よ
う
な
大
手
企
業
で
ま
ず
起
こ
り
、
そ
の
後
、
中
小
企
業
（
Ｓ
Ｍ
Ｅ
）
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
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第
二
章
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
。
日
本
の
戦
後
の
成
長
パ
タ
ー
ン
を
概
観
し
て
か
ら
、
定
性
的
な
議
論
へ
の
道

を
開
く
た
め
に
、
マ
ク
ロ
経
済
的
な
視
点
か
ら
投
資
と
全
要
素
生
産
性
（
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
、
そ
の
上

で
Ｊ
型
企
業
の
特
性
を
要
約
し
、
高
成
長
時
代
を
牽
引
し
た
ミ
ク
ロ
的
要
因
を
探
求
す
る
。
次
に
石
油
危
機
に
対
す
る

日
本
企
業
の
反
応
を
検
討
し
な
が
ら
、
競
争
力
の
優
位
性
が
ど
の
よ
う
に
し
て
獲
得
で
き
た
の
か
に
光
を
当
て
る
。
そ

の
後
で
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
期
に
生
じ
た
過
剰
投
資
な
ど
、
Ｊ
型
企
業
の
特
性
の
機
能
的
変
化
を
検
討
し
、

バ
ブ
ル
後
の
経
済
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
視
点
を
提
供
す
る
。
結
論
部
分
で
は
日
本
の
経
験
に
基
づ
い
て
若
干
の
教
訓

を
ま
と
め
た
。

成
長
の
概
観

　

ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
技
術
的
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
代
表
す
る
も
の
と
仮
定
し

て
分
析
を
始
め
よ
う
（A

cem
oglu, et. al., 2002

）。
日
本
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
距
離
が
図
２
・
１
に
示
さ
れ
て
い

る
。

　

一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
日
本
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
距
離
が
遠
か
っ
た
。
労
働
者
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
見
る

と
、
一
九
五
〇
年
に
は
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
二
〇
％
未
満
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
七
〇
年
ま
で
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ほ

ぼ
五
〇
％
、
イ
ギ
リ
ス
の
七
〇
％
と
い
う
水
準
に
ま
で
上
昇
し
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
前
半
か
ら
八
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
、
自
動
車
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど
の
産
業
は
技
術
的
な
フ
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ロ
ン
テ
ィ
ア
に
到
達
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
特
徴
と
し
て
は
、
外

国
産
技
術
の
応
用
と
、
主
と
し
て

漸
進
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
た
国
産
技
術
の
発
展
が
混
交
し

て
い
た
。
労
働
者
一
人
当
た
り
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と

の
比
較
で
は
上
昇
を
続
け
た
が
、

ペ
ー
ス
は
鈍
化
し
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
は
時
期
的
に

世
界
的
な
Ｉ
Ｔ
革
命
と
重
な
っ

て
、
新
し
い
局
面
が
始
ま
っ
た
。

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
的
な
も
の
と
漸

進
的
な
も
の
の
両
方
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
成
長
の
源
泉
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
労
働
者
一
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
は
一
段
と
鈍
化

0.0

0.7

0.1

0.5

1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000

0.8

0.9

1.0

0.2

0.3

0.4

0.6

10%

12%

8%

6%

4%

2%

0%

図 2.1　労働者 1人当たりGDP：増加率とフロンティアとの比較

日本 / アメリカ（左軸）
日本 / イギリス（左軸）
労働者 1 人当たり GDP の年増加率（右軸）

注：アメリカの労働者 1人当たり GDPを技術フロンティアの代理変数として使っている．したがって，
日本のフロンティアに対する相対的地位は，アメリカの労働者 1人当たり GDPに対する日本の労働者 1
人当たり GDPの比率で示される．追加的な指標として，イギリスに対する日本の相対的な地位も示され
ている．
出所：http://pwt.econ.upenn.edu/php_site/pwt61_form.phpのWorld Table 6.1に基づく．
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し
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
に
対
す

る
日
本
の
相
対
的
な
地
位
は
低
下
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
停
滞
は
、

日
本
経
済
が
一
九
九
〇
年
代
に
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
面
で
深
刻
な

挑
戦
に
直
面
し
た
と
い
う
こ
と
を
示

唆
す
る
。

マ
ク
ロ
経
済
要
因
の
概
観

　

表
２
・
１
は
国
民
総
支
出
（
Ｇ
Ｎ

Ｅ
）
の
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
の
経
済
発
展

に
か
か
わ
る
い
く
つ
か
の
顕
著
な
特

徴
が
見
て
取
れ
る
が
、
本
節
で
は
、

最
初
に
需
要
サ
イ
ド
を
、
次
に
供
給

サ
イ
ド
の
順
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に

1956
–60

1961
–65

1966
–70

1971
–75

1976
–80

1981
–85

1986
–90

1991
–95

8.9 9.3 11.4 4.6 4.4 3.5 4.7 1.5 GDE

9.2 9.4 11.6 4.5 4.0 2.7 5.3 1.4 国内需要

–0.3 –0.1 –0.2 0.1 0.4 0.7 –0.6 0.1 純輸出

国内需要の内訳

5.8 5.6 5.8 3.2 2.4 1.8 2.6 1.1 民間消費

2.5 2.0 4.1 0.1 0.8 0.7 2.2 –0.6 民間投資

0.5 0.7 0.7 0.6 0.4 0.3 0.2 0.2 政府消費

0.5 1.1 1.0 0.6 0.4 –0.1 0.2 0.6 政府投資

純輸出の内訳

0.4 0.6 0.9 0.6 0.8 0.8 0.3 0.5 輸出

0.7 0.7 1.1 0.5 0.4 0.1 1.0 –0.3 輸入
注：合計は四捨五入のため一致しない可能性がある．
出所：Hashimoto, Hasegawa, and Miyajima (1998)の表 3.1（p. 53），表 12.1（p. 158），表 18.2（p. 
236-37），表 25.2（p. 343）．基本的な原データは経済企画庁『国民経済計算年報』（各号）．

表 2.1　国内総支出（GDE）の内訳（1956-95 年，年率％）

開始 時期 需要サイド 供給サイド
1950 年代半ば 高度成長 投資が投資を生む 資本ストック増加，TFP 上昇

1974 年 石油危機後 成長軌道の変化 製造業における TFP 急上昇

1986 年 バブル 国内需要の復活 TFP 上昇鈍化

1990 年 バブル後 停滞 TFP 上昇弱い

表 2.2　戦後の時期区分と特徴

注：TFPは全要素生産性．
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す
る
。
以
下
で
は
、
表
２
・
２
に
示
さ
れ
て
い
る

四
つ
の
時
期
区
分
を
使
用
す
る
。

需
要
サ
イ
ド

　

高
度
成
長
期
は
「
投
資
が
投
資
を
生
む
」
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
作
用
し
始
め
た
時
期
で
あ
る
（
こ
の
表

現
を
最
初
に
使
っ
た
の
は
『
一
九
六
〇
年
度
経
済

白
書
』
で
あ
る
）。
換
言
す
れ
ば
、
急
成
長
は
民

間
投
資
を
筆
頭
と
す
る
国
内
需
要
に
牽
引
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
Ｇ
Ｎ
Ｅ
に
占
め
る
投

資
の
シ
ェ
ア
が
拡
大
の
一
途
を
た
ど
り
、図
２
・
２

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は

二
五
％
強
と
い
う
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
。

　

石
油
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
一
九
七
〇
年
代
に

は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
低
軌
道
に
シ
フ
ト
し
た
。

し
か
し
、
成
長
率
は
約
五
％
で
あ
り
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
比
べ
て
悪
く
は

0

20

15

1930 1935 1940 1945 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995

25

30

5

10

民間資本形成
民間設備投資

％

出所：『日本長期統計総覧』（1975年）および『国民経済計算年報』（各号）．

図 2.2　20 世紀における日本の投資比率（対GDP比）
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な
か
っ
た
。
経
済
成
長
の
牽
引
車
は
国
内
需
要
か
ら
輸
出
へ
と
変
化
し
た
。
一
九
七
五
年
に
〇
・
九
％
だ
っ
た
輸
出
の

寄
与
度
は
、
第
二
次
石
油
危
機
後
の
一
九
八
〇
年
に
は
二
・
一
％
に
達
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
前
半
に
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｅ
に

対
す
る
輸
出
の
寄
与
度
が
民
間
投
資
を
凌
駕
し
た
こ
と
さ
え
あ
る
。

　

バ
ブ
ル
期
に
は
、
一
九
八
五
年
九
月
の
プ
ラ
ザ
合
意
を
受
け
た
円
の
急
騰
と
、
そ
の
後
の
日
本
銀
行
に
よ
る
低
金
利

政
策
を
背
景
に
、
国
内
需
要
が
再
び
成
長
の
主
要
な
牽
引
力
に
な
っ
た
。
個
人
消
費
は
資
産
価
格
の
上
昇
に
伴
う
資
産

効
果
も
あ
っ
て
盛
り
上
が
り
、
設
備
投
資
も
低
金
利
を
背
景
に
増
加
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
投
資
比
率
は
高
度

成
長
期
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

　

一
九
八
九
年
一
二
月
に
株
価
が
ピ
ー
ク
を
打
っ
た
後
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
劇
的
な
シ
フ
ト
を
受
け
て
バ
ブ
ル
が
弾

け
た
。
土
地
価
格
も
一
九
九
〇
年
を
境
に
下
落
に
転
じ
、
日
本
経
済
は
二
〇
〇
〇
年
代
始
め
ま
で
続
く
長
期
的
な
停
滞

期
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
成
長
率
は
年
平
均
で
一
％
未
満
に
ま
で
落
ち
込
み
、
国
内
需
要
や
民
間
投
資
も
一
九
九
〇
年

代
を
通
じ
て
停
滞
を
続
け
た
。
輸
出
の
伸
び
も
鈍
化
し
た
。
こ
の
一
因
は
生
産
設
備
が
日
本
か
ら
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に

移
転
し
た
こ
と
や
、
製
造
業
の
一
部
が
世
界
市
場
で
競
争
力
の
優
位
性
を
失
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

供
給
サ
イ
ド

　

表
２
・
３
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
に
対
す
る
労
働
、
資
本
、
お
よ
び
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
寄
与
度
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
度
成

長
期
に
は
成
長
の
半
分
以
上
が
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
増
加
に
よ
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
当
時
の
投
資
が
高
水
準
を
続
け
た

こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
調
的
に
資
本
の
寄
与
度
が
漸
増
し
、
労
働
の
寄
与
度
が
漸
減
し
た
。
外
国
産
技
術
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は
新
し
い
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
な
か
に
体
化
さ
れ
て

い
た
た
め
、
そ
の
成
長
に
対
す
る
寄
与
度
は
一
部

分
し
か
Ｔ
Ｆ
Ｐ
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
留

意
し
て
お
き
た
い
。

　

石
油
危
機
以
降
の
時
期
に
は
、
寄
与
度
の
相

対
的
パ
タ
ー
ン
は
ま
ち
ま
ち
に
な
っ
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
見
ら
れ

た
総
産
出
の
急
増
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｐ
に
加
え
て
、
資

本
蓄
積
の
急
増
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
た
。
Ｔ
Ｆ

Ｐ
の
上
昇
は
Ｒ
＆
Ｄ
の
増
加
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
。
Ｒ
＆
Ｄ
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
比
率
は
、

一
九
七
〇
年
代
後
半
の
二
・
〇
％
か
ら
八
〇
年
代

前
半
に
二
・
五
％
、
八
〇
年
代
後
半
に
は
二
・
八
％

へ
と
増
大
し
て
い
る
（『
二
〇
〇
一
年
度
科
学
技

術
白
書
』）。

　

寄
与
度
の
相
対
的
な
パ
タ
ー
ン
は
製
造
業
部
門

と
非
製
造
業
部
門
と
で
、
好
対
照
を
な
し
て
い
る

1960–69 1970–79 1980–89 1990–97
11.1 4.5 4.2 1.6 GDP 成長率

0.4 0.0 0.4 –0.3 労働投入

6.9 3.8 2.8 1.9 資本投入

3.7 0.7 1.0 0.0 TFP*1

14.4 5.2 5.1 1.2 製造業の産出

1.4 –0.5 0.6 –1.2 労働投入

7.2 2.7 2.1 0.5 資本投入

5.9 3.1 2.4 2.0 TFP*1

8.8 4.6 4.4 2.1 非製造業の産出

0.2 0.2 0.3 –0.1 労働投入

6.4 4.5 3.3 2.3 資本投入

2.2 0.0 0.8 –0.1 TFP*1

表 2.3　GDP 成長率の寄与度（1960-97 年，年率％）

注：内訳の合計は四捨五入のために一致しない可能性がある．
*1：全要素生産性（TFP）は，Δ TFP＝Δ Y－αΔｋ－（1－α）Δ Lで算出される．ただし，Δ Yは
GDP成長率，αは被雇用者所得の国民所得に対する比率，Kは資本ストック，Lは労働投入である．労働
投入は被雇用者数×平均労働時間．上記のようにソロー（Solow）残差として推定される TFPには，常に
何らかの測定上のバイアスが生じる．たとえ稼動率を慎重に調整しても，付加価値の増加が過大推計にな
りやすいためである．
出所：通商産業省『通商白書』（1998年），p. 148．
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こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
製
造
業
部
門
で
は
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
は
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
伸
び
が
年
率
三
・
一
％
と
驚
く
よ
う

な
高
水
準
に
達
し
、
同
部
門
の
伸
び
の
六
〇
％
を
占
め
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
製
造
業
の
伸
び
は
か
な
り
安
定

し
て
い
た
が
、
資
本
に
よ
る
労
働
の
代
替
が
継
続
す
る
と
と
も
に
、
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
伸
び
が
着
実
な
寄
与
度
を
維
持
し
た
の

で
あ
る
。

　

非
製
造
業
の
伸
び
は
主
に
資
本
蓄
積
の
結
果
に
よ
る
。
金
融
機
関
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
小
売
部
門
に

お
け
る
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
が
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
産
出
の
成
長
に
貢
献
し
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
日
本
経
済
は
停
滞
し
た
。
規
制
変
更
を
背
景
に
労
働
時
間
が
減
少
し
た
こ
と
を
反
映
し

て
、
労
働
投
入
が
減
少
し
た
の
で
あ
る
（H

ayashi and Prescott 2002

）。
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
成
長
寄
与
度
も
そ
れ
ま
で
の

時
期
に
比
べ
て
低
下
し
た
。
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
の
伸
び
は
年
率
二
・
八
四
％
と
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
は
安
定
し
て
お
り
、

同
年
代
後
半
に
な
る
と
三
・
〇
八
％
へ
と
や
や
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｒ
＆
Ｄ
の
限
界
生
産
性
は
一
九
九
〇
年
代
に

は
低
下
し
た
と
い
う
見
方
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
は
製
造
業
部
門
と
非
製
造
業
部
門
が
明
ら
か
に
好
対
照
で
あ
っ
た
。
製
造
業
で
は
労
働
投
入
が
激

減
す
る
一
方
、
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
伸
び
が
比
較
的
高
水
準
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
非
製
造
業
の
伸
び
を
下
支
え

し
た
の
は
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
伸
び
で
あ
る
。

　

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
、
非
製
造
業
で
は
余
剰
人
員
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
観
察
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
低
さ
は
、
規
制
と
政
府
の
人
為
的
な
保
護
の
た
め
に
会
社
が
必
要
な
雇
用
調
整
を
回
避
し
た
結

果
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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非
製
造
業
部
門
に
お
け
る
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
低
さ
は
、
特
に
金
融
、
建
設
、
不
動
産
で
顕
著
で
あ
り
、
こ
れ
は
バ
ブ
ル
崩
壊

後
に
は
「
問
題
三
業
種
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
産
業
で
あ
る
。

Ｊ
型
企
業
の
台
頭

　

高
度
成
長
期
に
お
け
る
高
水
準
の
投
資
と
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
着
実
な
上
昇
は
、
一
般
に
Ｊ
型
企
業
と
呼
ば
れ
る
戦
後
の
企
業

シ
ス
テ
ム
の
特
徴
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。

　

Ｊ
型
企
業
シ
ス
テ
ム
の
基
本
原
則
は
、「
従
業
員
間
の
情
報
共
有
に
基
づ
い
た
協
調
」
で
あ
る
（A

oki 1988

）。
情

報
の
共
有
は
柔
軟
な
職
務
内
容
、
労
働
者
の
配
置
転
換
、
作
業
現
場
で
働
く
技
術
者
、
製
品
開
発
機
能
の
重
複
な
ど
を

通
じ
て
実
現
さ
れ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
下
で
は
、
従
業
員
が
作
業
現
場
ベ
ー
ス
の
知
識
と
企
業
固
有
の
ス
キ
ル
を
蓄

積
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
知
識
は
、
従
業
員
が
、
不
測
の
事
態
に
直
面
し
た
際
、
そ
れ
に

対
応
す
る
能
力
を
高
め
る
。

　

情
報
の
共
有
は
二
つ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
長
期
雇
用
で
あ
る
。
企
業
は
暗
黙

裡
に
退
職
年
齢
（
当
初
は
五
五
歳
、
そ
の
後
六
〇
歳
）
ま
で
雇
用
を
保
証
し
て
お
り
、
そ
れ
が
従
業
員
が
企
業
固
有
の

ス
キ
ル
を
蓄
積
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
。
二
つ
目
は
年
功
ベ
ー
ス
の
賃
金
で
あ
る
。
賃
金
は
年
齢
、
年
功
、
お

よ
び―

―

こ
れ
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
が―

―

上
司
に
よ
る
評
価
で
決
ま
る
。
従
業
員
の
ス
キ
ル
形
成
に
注
力
し
た

努
力
は
速
や
か
な
昇
進
で
報
わ
れ
、
長
期
的
な
賃
金
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
（A

oki 1990

）。
こ
の
よ
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う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
は
主
と
し
て
大
企
業
で
採
用
さ
れ
、
し
か
も
一
部
の
従
業
員
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

留
意
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
は
ユ
ニ
ー
ク
な
日
本
型
の
企
業
統
治
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
株
主
価
値
の
極

大
化
を
経
営
目
的
と
考
え
て
い
る
ア
メ
リ
カ
企
業
と
は
異
な
り
、
日
本
企
業
は
従
業
員
を
重
視
し
て
い
た
。
こ
れ
は
役

員
の
構
成
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
通
常
は
生
え
抜
き
（
内
部
昇
進
者
）
で
あ
る
。
社
外
重
役
は
一
〇
年
前
ま
で
は
非

常
に
少
な
か
っ
た
し
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
は
依
然
と
し
て
少
数
派
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
安
定
株
主
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
お
り
、
株
式
の
持
ち
合
い
を
通
じ
て
、
ト
ッ
プ
経
営
陣
は
外
部
の
資
本
市
場
の
圧
力
か
ら
解
放
さ
れ
て

い
る
（Porter 1992, 1994
は
こ
の
圧
力
の
遮
断
が
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
経
営
を
可
能
と
す
る
点
を
強
調
し
て
い
る

が
、H

all and W
einstein 1996

は
こ
の
見
方
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
る
）。

　

経
営
者
が
外
部
の
圧
力
か
ら
自
由
で
あ
れ
ば
、
そ
の
企
業
は
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
罠
に
陥
っ
て
し
ま

う
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
通
常
は
融
資
先
の
企
業
の
株
式
を
保
有
し
て
い
る
日
本
の
メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
が
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
、
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
問
題
を
克
服
す
る
の
に
役
立
っ
た
と
さ
れ

る
。
特
に
メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
は
、
企
業
が
財
務
的
に
困
難
に
陥
っ
た
時
期
に
は
、
顧
客
の
企
業
に
行
員
な
い
し
他
の
代

理
人
を
派
遣
し
た
。
現
職
の
経
営
陣
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
極
端
な
場
合
に
は
、
銀
行
が
役
員
会
を
奪

取
し
て
再
編
努
力
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
英
米
企
業
が
典
型
的
に
は
買
収
や
倒
産
に
訴
え

る
の
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
（A

oki and Patrick 1994
は
メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
・
シ
ス
テ
ム
の
研
究
の
う
ち
も
っ

と
も
包
括
的
で
あ
る
）。
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内
部
組
織
と
企
業
統
治
に
関
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
組
み
は
、
政
府
の
規
制
や
企
業
相
互
間
の
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
い
た
。
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
生
産
者
の
長
期
的
か
つ
安
定
的
な
関
係

が
主
要
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
お
か
げ
で
ア
セ
ン
ブ
ラ
ー
は
安
定
的
な
部
品
の
供
給
を
受
け
ら
れ
た
し
、
ア
セ

ン
ブ
ラ
ー
と
部
品
メ
ー
カ
ー
は
Ｒ
＆
Ｄ
で
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
た
（Fujim

oto 1999, A
sanum

a 1989

）。

戦
後
の
改
革

　

こ
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
日
本
型
モ
デ
ル
は
、
直
接
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
主
導
の
占
領
軍
が
着
手

し
た
一
連
の
改
革
か
ら
出
現
し
た
。
こ
の
改
革
に
は
財
閥
の
解
体
、
証
券
民
主
化
（
株
式
保
有
を
大
勢
の
人
々
に
分

散
）、
労
働
組
合
の
結
成
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
一
連
の
改
革
は
、
集
中
排
除
措
置
を
通
じ
て
競
争
的
な
産
業
組
織

を
創
出
す
る
一
方
、
ユ
ニ
ー
ク
な
特
性
を
も
つ
Ｊ
型
企
業
の
構
築
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
事
業
会
社
の
現
職

社
長
が
占
領
軍
当
局
に
よ
っ
て
劇
的
に
パ
ー
ジ
（
追
放
）
さ
れ
、
上
か
ら
の
「
経
営
者
革
命
」
が
実
現
し
た
。
財
閥
の

特
徴
で
あ
っ
た
一
族
中
心
の
所
有
構
造
の
解
体
と
相
ま
っ
て
、
実
質
的
な
権
限
は
企
業
の
内
部
で
昇
進
し
て
き
た
若
い

専
門
知
識
を
も
っ
た
経
営
者
陣
に
移
譲
さ
れ
た
の
で
あ
る
（M

iyajim
a 1995, 2004 ch. 8

）。

　

日
本
で
は
一
九
世
紀
後
半
以
来
、
大
衆
教
育
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
の
教
育
改
革
に
よ
っ
て
教
育

機
会
が
大
幅
に
拡
張
さ
れ
、
人
的
資
源
の
向
上
に
寄
与
し
た
。
中
等
お
よ
び
高
等
学
校
の
就
学
率
が
急
上
昇
し
た
こ
と

は
、
企
業
で
訓
練
を
受
け
る
準
備
が
で
き
た
大
量
の
新
卒
者
を
輩
出
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
私
立
大
学
に
加
え
て
、

地
方
の
公
立
大
学
の
新
設
も
大
学
教
育
の
大
衆
化
に
役
立
ち
、
人
的
資
源
の
質
改
善
を
後
押
し
し
た
と
い
え
る
（
教
育
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に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
米
澤
・
小
杉
に
よ
る
第
七
章
を
参
照
）。

ア
メ
リ
カ
・
モ
デ
ル
の
日
本
化

　

ア
メ
リ
カ
の
慣
行
を
手
本
に
し
た
終
戦
直
後
の
制
度
的
な
レ
ジ
ー
ム
は
、
日
本
の
状
況
に
適
合
す
る
よ
う
に
修
正
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
独
占
禁
止
法
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
法
律
よ
り
も
厳
し

か
っ
た
た
め
、
占
領
が
終
わ
る
と
す
ぐ
さ
ま
修
正
さ
れ
た
。
資
本
市
場
ベ
ー
ス
の
金
融
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
基
づ
く
銀
行
業
を
中
心
と
し
た
金
融
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
た
。
企
業
所
有
に
関
し
て
は
、
初
期
の
分
散
化

に
対
す
る
当
然
の
反
作
用
と
し
て
、
株
式
の
持
ち
合
い
が
進
行
し
た
。
持
ち
合
い
は
経
営
陣
を
株
主
圧
力
か
ら
保
護
す

る
方
法
の
一
つ
と
し
て
高
度
成
長
期
に
発
達
し
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
ま
で
に
は
一
般
化
し
た
。

　

新
た
に
組
織
化
さ
れ
た
労
働
組
合
と
経
営
陣
の
間
で
ひ
と
た
び
利
害
の
折
り
合
い
が
つ
く
と
、
長
期
雇
用
は
徐
々
に

普
及
し
た
。
と
り
わ
け
、
組
合
は
ス
ト
ラ
イ
キ
禁
止
と
い
う
暗
黙
の
公
約
と
引
き
換
え
に
雇
用
保
証
を
確
保
し
た
点
が

注
目
さ
れ
る
。

高
度
成
長
期
の
促
進
要
因

　

日
本
経
済
は
一
九
五
〇
年
代
前
半
ま
で
に
、
朝
鮮
戦
争
に
伴
う
軍
需
品
調
達
需
要
（
朝
鮮
動
乱
特
需
）
と
い
う
幸
運

に
も
助
け
ら
れ
て
、
敗
戦
の
荒
廃
か
ら
復
興
し
た
。
高
度
成
長
期
は
高
水
準
の
民
間
投
資
が
年
間
一
〇
％
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
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長
率
を
支
え
る
と
い
う
形
で
、
一
九
五
五
年
か
ら

一
九
七
〇
年
代
前
半
ま
で
持
続
し
た
。
こ
の
投
資

は
図
２
・
３
の
Ｒ
Ｏ
Ａ
や
Ｒ
Ｏ
Ｅ
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
概
ね
高
い
収
益
性
で
裏
付
け
ら
れ
て

い
る
。

　

期
待
収
益
率
が
高
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
高

度
成
長
期
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
高
水
準
の
企

業
投
資
を
促
進
し
た
。
す
な
わ
ち
、
人
為
的
な
低

金
利
政
策
、
産
業
政
策
、
株
式
の
持
ち
合
い
、
そ

し
て
、
こ
の
三
者
の
機
能
的
な
補
完
性
な
ど
で
あ

る
。
以
下
の
節
で
は
こ
れ
を
順
に
検
討
す
る
。
外

国
産
技
術
の
移
転
と
い
う
い
ま
一
つ
の
要
因
は
そ

の
後
で
取
り
上
げ
る
。

人
為
的
な
低
金
利
政
策

　

メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
・
シ
ス
テ
ム
は
企
業
投
資
の

促
進
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
。
経
済
的
な
後

0

12
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1921 1926 1931 1936 19411956 1961 1966 1971 1976 1991 19961981 1986

18

20
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14

図 2.3　20 世紀における日本企業の業績

ROE 中央値 ROA 平均値
ROEIQ レンジ ROAIQ

出所：Miyajima, Omi, and Saito (2005)．戦前期のサンプルは各種産業の約 170社，戦後期は製造業の
上場企業 350社に基づく．

％
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進
性
の
利
点
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
に
は
、
そ
の
国
に
は
十
分
な
水
準
の
人
的
資
源
ス
ト
ッ
ク
（
後
述
）
と
並
ん

で
、
外
国
産
技
術
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
の
に
適
切
な
シ
ス
テ
ム
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
度
成
長
期
に
は
、
銀
行

ベ
ー
ス
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
下
で
、
日
本
銀
行
が
公
定
歩
合
を
低
水
準
に
維
持
し
た
お
か
げ
で
、
銀
行
は
貸
出
金
利
を

市
場
均
衡
水
準
を
下
回
る
水
準
に
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
（T

eranishi 2000

）。

　

人
為
的
な
低
金
利
の
お
か
げ
で
銀
行
は
レ
ン
ト
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
貯
蓄
者
に
と
っ
て
銀
行
預
金
に
代
わ

る
資
産
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
資
本
市
場
は
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
外
国
資
産
の
購
入
も
認
め
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
貯
蓄
者
に
対
す
る
人
為
的
な
低
金
利
は
高
い
投
資
比
率
の
実
現
の
た
め
に
補
助
金
を
提
供
す
る
よ
う

な
も
の
で
あ
る
が
、
貯
蓄
者
も
労
働
の
提
供
者
と
し
て
高
賃
金
と
い
う
形
で
利
益
を
享
受
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
同
時
に
、
メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
は
企
業
投
資
の
促
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
資
本
市
場
が
未
整
備
で
、
企
業

の
信
用
が
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
状
況
下
で
は
、
リ
ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア
ム
は
特
に
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本

で
は
顧
客
企
業
に
関
し
て
内
密
の
情
報
を
も
っ
て
い
る
メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
が
、
こ
の
問
題
の
克
服
を
助
け
、
し
た
が
っ

て
投
資
を
促
進
し
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
ソ
ニ
ー
や
本
田
技
研
な
ど
「
マ
ベ
リ
ッ
ク
（
独
立
独
行
）」
と
し
て
知
ら
れ
る
会
社
で
さ
え
、
そ
の
成
長

の
初
期
に
は
銀
行
融
資
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
信
用
が
確
立
す
る
以
前
に
は
、
両
社
と
も
野
心
的
な
投
資
計
画
の
資
金

調
達
を
巡
っ
て
困
難
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
（
三
井
銀
行
と
三
菱
銀

行
）
が
、
借
入
ニ
ー
ズ
の
過
半
を
供
与
し
た
。
銀
行
融
資
は
他
の
形
の
資
金
調
達
を
誘
発
し
た
だ
け
で
な
く
、
証
券
市

場
と
の
関
係
改
善
に
も
役
立
っ
た
（M

iyajim
a 1995

）。
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産
業
政
策

　

産
業
政
策
も
幾
つ
か
の
産
業
で
投
資
の
促
進
に
鍵
と
な
る
役
割
を
演
じ
た
。
産
業
政
策
と
は
、
市
場
の
失
敗
が
起

こ
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
起
こ
っ
た
と
見
ら
れ
る
場
合
、
政
府
が
産
業
間
の
資
源
配
分
な
い
し
特
定
産
業
の
再
編
成
に

介
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
効
率
の
促
進
を
図
る
産
業
を
指
す
（K

om
iya et al. 1988

）。

　

日
本
の
高
度
経
済
成
長
の
促
進
に
と
っ
て
産
業
政
策
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
大

き
な
議
論
が
あ
る
。
か
つ
て
は
か
な
り
重
要
で
あ
っ
た
と
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
研
究
に
基
づ

き
、
多
く
の
研
究
者
は
、
産
業
政
策
が
成
長
に
果
た
し
た
役
割
は
も
う
少
し
控
え
め
な
も
の
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
注
１
。
し
か
し
、
産
業
政
策
が
投
資
の
分
布
と
水
準
に
あ
る
程
度
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
問
題
は
、
ど
の
産
業
の
投
資
水
準
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
与
え
た
か
に
あ
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
半
ば
、
政
府
は
鍵
と
な
る
「
新
産
業
」
を
指
定
し
た
。
こ
れ
に
は
石
油
化
学
、
自
動
車
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
、
機
械
な
ど
の
産
業
が
含
ま
れ
る
。
指
定
を
正
当
化
す
る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
も
の
の
、
後
に
要
約

さ
れ
た
正
式
な
基
準
は
所
得
弾
力
性
と
生
産
性
の
伸
び
で
あ
る
（Pekkanen 2003

）。
し
か
し
、
家
庭
用
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
が
も
っ
と
も
知
ら
れ
た
例
で
あ
る
が
、
後
に
高
成
長
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
産
業
の
多
く
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
指

注
１　

通
商
産
業
省
（
現
在
の
経
済
産
業
省
）
や
産
業
政
策
の
役
割
は
も
っ
と
限
定
的
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
の
は
、Patrick (1986)

やK
om

iya et al. (1988)

で
あ
る
。
産
業
政
策
に
対
す
る
最
初
の
賛
辞
は
経
済
学
者
で
は
な
く
、
政
治
学
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る

（Johnson 1982

）。Johnson (1984)

、K
osai (1986)

、O
kim

oto (1989)

、M
IT

I (1990)

も
参
照
。
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定
を
受
け
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
指
定
に
基
づ
く
産
業
政
策
が
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
か
ど
う
か
は
保
証
の
限
り
で
は

な
い
の
で
あ
る
。

　

政
府
と
し
て
は
産
業
政
策
を
推
進
す
る
た
め
に
、
補
助
金
や
租
税
特
別
措
置
な
ど
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
手
段

を
採
用
し
た
。
地
方
税
を
含
め
れ
ば
名
目
の
法
人
税
率
は
四
〇
％
強
で
あ
っ
た
が
、
加
速
度
減
価
償
却
な
ど
と
い
っ
た

措
置
が
投
資
決
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
郵
便
貯
金
制
度
を
経
由
し
て
資
金
を
調
達
し
て
い

た
日
本
開
発
銀
行
（
Ｊ
Ｄ
Ｂ
）
や
中
小
企
業
金
融
公
庫
な
ど
政
府
系
金
融
機
関
も
、
指
定
産
業
に
低
利
融
資
（
事
実
上

の
補
助
金
）
を
供
与
し
た
。

　

産
業
政
策
の
効
果
は
産
業
ご
と
に
不
均
一
で
あ
っ
た
。
自
動
車
産
業
（
ア
セ
ン
ブ
ラ
ー
）
や
電
器
メ
ー
カ
ー
で
は
、

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
衆
知
の
事
実
で
あ
る
。
石
油
化
学
部
門
に
対
す
る
効
果
は
不
透
明
で
あ

る
。
一
方
、
工
作
機
械
と
部
品
部
門
の
復
活
は
成
功
物
語
だ
っ
た
と
い
え
る
（
ボ
ッ
ク
ス
２
・
１
を
参
照
）。

　

一
般
的
に
は
、
新
産
業
に
供
与
さ
れ
た
融
資
は
金
額
的
に
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
て
お
り
、
経
済
の
な
か
で
中
核
的
な

イ
ン
フ
ラ
を
構
成
し
て
い
る
産
業
に
主
と
し
て
提
供
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

株
式
の
持
ち
合
い

　

株
式
の
持
ち
合
い
も
企
業
の
投
資
を
支
え
て
い
た
。
な
か
で
も
、
経
営
者
は
株
主
が
短
期
的
な
指
標
を
懸
念
し
て
い

る
場
合
よ
り
も
、
長
期
的
な
見
方
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
安
定
株
主
は
業
績
が
極
端
に
悪
化
し
な

い
限
り
、
会
社
の
経
営
に
関
し
て
発
言
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
に
暗
黙
裡
に
同
意
し
て
い
た
。
安
定
株
主
は
株
式
を
売
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却
し
な
い
た
め
、
投
機
家
を
初
め
と

す
る
他
の
投
資
家
は
敵
対
的
買
収
を

実
施
す
る
こ
と
も
困
難
と
な
っ
て
い

た
。

　

六
大
企
業
グ
ル
ー
プ
の
間
で
は
特

に
広
範
な
株
式
持
ち
合
い
の
取
り
決

め
が
存
在
し
て
い
た
（
水
平
的
系

列
と
呼
ば
れ
る
）。
こ
の
よ
う
な
グ

ル
ー
プ
は
一
般
的
に
は
メ
イ
ン
・
バ

ン
ク
で
識
別
可
能
で
あ
る
。
し
か

し
、
一
九
五
〇
年
代
に
戦
前
最
大
で

あ
っ
た
財
閥
の
メ
ン
バ
ー
相
互
間
で

形
成
さ
れ
た
三
グ
ル
ー
プ
は
、
当
初

は
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
的
な
銀
行
と
貿

易
商
社
を
核
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
グ
ル
ー
プ

（
三
菱
、
三
井
、
住
友
）
の
株
式
の

ボ
ッ
ク
ス
二
・
一　

産
業
政
策
の
成
功
：
工
作
機
械

　

終
戦
直
後
か
ら
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
は
自
動
車
産
業
を
育
成
し
、
機
械
製
造
業
全
般
を
発
展
さ
せ
る

た
め
に
、
工
作
機
械
の
生
産
に
狙
い
を
定
め
て
い
た
。
一
九
五
三
年
時
点
で
見
る
と
、
工
作
機

械
産
業
の
産
出
の
九
〇
％
は
Ｓ
Ｍ
Ｅ
に
よ
っ
て
い
た
。
製
品
の
質
は
劣
悪
で
、
価
格
は
国
際
的

に
見
て
高
か
っ
た
。
一
九
五
六
年
に
機
械
工
業
振
興
臨
時
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
お
か
げ
で
、

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
は
指
定
部
門
に
対
す
る
融
資
を
含
め
、
基
本
的
な
合
理
化
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
政
府
は
、
政
府
、
業
界
、
金
融
、
学
識
者
の
代
表
で
構
成
さ
れ

る
機
械
工
業
審
議
会
を
設
置
し
た
。
企
業
側
で
は
一
九
五
七
年
に
日
本
工
作
機
械
工
業
会
を
設

立
し
た
。
こ
の
よ
う
な
関
連
団
体
で
の
情
報
や
知
識
の
創
造
と
共
有
が
合
理
化
計
画
の
有
効
な

実
施
を
後
押
し
し
た
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
重
要
な
政
策
は
Ｊ
Ｄ
Ｂ
に
よ
る
低
利
融
資
で
あ
る
。
Ｊ
Ｄ
Ｂ
は
設
備
投
資
資
金
の

三
〇
％
を
供
給
し
た
。
こ
れ
に
は
呼
び
水
効
果
が
あ
り
、
民
間
金
融
機
関
も
融
資
を
増
加
さ
せ

た
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
が
技
術
的
な
選
別
を
行
い
、
Ｊ
Ｄ
Ｂ
が
財
務
的
な
選
別
を
実
施
し
た
た
め
、
民

間
金
融
機
関
の
審
査
コ
ス
ト
は
低
下
し
た
の
で
あ
る
。

　

他
の
政
策
手
段
と
し
て
は
、
新
し
い
工
作
機
械
の
輸
入
に
対
す
る
外
貨
割
当
や
特
別
租
税
優

遇
措
置
が
あ
っ
た
。
な
お
、
同
輸
入
に
関
し
て
は
関
税
も
免
除
さ
れ
た
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
政
策
を
受
け
て
、
工
場
プ
ラ
ン
ト
の
近
代
化
が
進
展
し
、
し
た
が
っ
て
生
産
性

の
向
上
と
生
産
コ
ス
ト
の
低
下
が
実
現
し
た
。
工
作
機
械
産
業
の
技
術
水
準
が
上
昇
し
た
お
か

げ
で
、
そ
の
後
の
自
動
車
を
筆
頭
と
す
る
他
の
産
業
の
発
展
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。（
こ
の

事
例
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
はPekkanen 2003

を
参
照
。）
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持
ち
合
い
関
係
は
確
か
に
相
対
的
に
は
緊
密
で
は
あ
る
が
、
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
（
芙
蓉
、
第
一
、三
和
）
に
比
べ
て
、

著
し
く
強
固
な
結
合
を
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
貿
易
商
社
が
特
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な

い
。

機
能
的
な
補
完
性

　

産
業
政
策
、
メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
・
シ
ス
テ
ム
、
お
よ
び
株
式
の
持
ち
合
い
は
、
相
互
に
関
係
し
て
お
り
、
機
能
的
に

補
完
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
産
業
政
策
は
レ
ン
ト
・
シ
ー
キ
ン
グ
的
な
活
動
を
誘
発
す
る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
結
果
を

も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
。
株
式
の
持
ち
合
い
も
経
営
陣
が
資
本
市
場
の
圧
力
を
受
け
な
い
で
す
む
た
め
、
モ
ラ
ル
・
ハ

ザ
ー
ド
を
生
み
出
す
こ
と
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
間
、
国
内
で
の
競
争
が
十
分
に
熾
烈
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
外
国
企
業
と
の
競

争
が
な
く
て
さ
え
、
そ
の
よ
う
な
レ
ン
ト
・
シ
ー
キ
ン
グ
活
動
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
経
営

陣
の
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
は
債
務
と
メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
規
制
を
受
け
て
い
た
（M

iyajim
a 

1999

）。
総
合
す
る
と
、
産
業
政
策
や
株
式
の
持
ち
合
い
に
伴
う
弊
害
は
、
高
度
成
長
期
に
は
、
熾
烈
な
競
争
と
財
務

上
の
規
律
に
よ
っ
て
大
幅
に
軽
減
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

高
度
成
長
期
に
お
け
る
技
術
移
転
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一
九
四
九―

六
六
年
の
間
に
、
日
本
は
四
一
三
五
件
の
特
許
を
取
得
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
六
〇
％
（
二
四
七
一

件
）
は
ア
メ
リ
カ
、
一
一
％
（
四
四
六
件
）
は
ド
イ
ツ
の
特
許
で
あ
る
。
全
体
の
う
ち
二
一
％
（
八
五
六
件
）
は
輸
送

機
械
関
連
、
二
〇
％
（
八
二
六
件
）
は
電
気
機
械
関
連
で
あ
っ
た
。

　

外
国
産
技
術
は
企
業
投
資
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
し
た
。
例
え
ば
、
日
本
で
ラ
ジ
オ
の
生
産
が
始
ま
っ
た
の

は
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
基
本
特
許
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
お
か
げ
で
あ
る
。
戦
後
の
日
本
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
新
し
い
産
業
で
あ
る

石
油
化
学
産
業
は
、
輸
入
技
術
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
。
合
成
繊
維
の
分
野
で
は
、
ナ
イ
ロ
ン
は
デ
ュ
ポ
ン
か
ら
の
ラ

イ
セ
ン
ス
生
産
で
あ
り
、
一
方
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
や
樹
脂
の
技
術
は
Ｉ
Ｃ
Ｉ
か
ら
き
て
い
る
。

　

外
国
産
技
術
の
ほ
と
ん
ど
は
海
外
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
で
は
な
く
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
通
じ
て
取
得
さ
れ
た
。
こ
れ

は
外
国
人
が
Ｆ
Ｄ
Ｉ
を
通
じ
て
日
本
市
場
を
支
配
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
政
府
は
Ｆ
Ｄ
Ｉ
を
規
制
し
た
。
加
え
て
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
技
術
を
も
っ

て
い
た
外
国
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
と
の
対
比
で
、
日
本
市
場
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
は
簡
単
に
安
く
入
手
で
き
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

日
本
は
外
国
産
技
術
の
導
入
と
い
う
点
で
は
非
常
な
成
功
を
収
め
た
。
と
い
う
の
は
、
主
要
産
業
に
は
長
年
培
っ
て

き
た
か
な
り
高
水
準
の
技
術
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
と
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
含
め
て
良
質
な
人
的
資
源
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　

一
九
五
〇
年
の
外
資
法
が
技
術
導
入
の
円
滑
化
に
重
要
な
調
整
的
役
割
を
演
じ
た
。
外
国
為
替
が
稀
少
で
あ
っ
た
た

め
、
企
業
は
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結
す
る
の
に
承
認
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
同
申
請
が
承
認
さ
れ
る
条
件
は
、
①
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ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
が
国
際
収
支
に
プ
ラ
ス
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
、
②
基
幹
産
業
や
公
企
業
の
発
展
、
あ
る
い
は
技
術

援
助
契
約
に
必
要
不
可
欠
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
経
済
の
復
興
に
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
と
予
想
さ
れ
る
契
約
は
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
は
行
政
指
導
を
使
っ
て
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
内
容
に
介
入
し
、
変
更
を
求
め
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｉ
は
企
業
が
相
互
に
競
争
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
術
の
ラ
イ
セ
ン
ス
料
を
抑
制
す
る
の
に
重

要
な
役
を
演
じ
た
の
で
あ
る
。

　

鉄
鋼
産
業
は
好
例
で
あ
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
は
八
幡
製
鉄
や
日
本
鋼
管
と
協
議
し
た
上
で
、
Ｌ
Ｄ
転
炉
（
Ｂ
Ｏ
Ｆ
：
純
酸

素
上
吹
転
炉
と
も
い
う
）
の
総
合
ラ
イ
セ
ン
ス
に
つ
い
て
、
日
本
鋼
管
を
単
独
交
渉
者
に
指
名
し
、
他
の
鉄
鋼
メ
ー

カ
ー
は
適
正
価
格
で
二
次
ラ
イ
セ
ン
ス
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
た
紳
士
協
定
を
仲
介
し
た
の
で
あ
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
は
技
術
情
報
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、「
日
本
Ｌ
Ｄ
技
術
懇
談
会
」
を
設
立
し
た
（N

agata 1995

）。
そ
の

後
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
企
業
よ
り
も
迅
速
に
こ
の
技
術
を
応
用
し
て
い
る
（Lynn 1982

）。
Ｂ
Ｏ
Ｆ
が
重
要
な
国
産

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
刺
激
し
た
の
で
あ
る
。
八
幡
製
鉄
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
Ｂ
Ｏ
Ｆ
を
導
入
す
る
際
、
大
気
汚
染
を
削

減
し
て
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る
た
め
に
、
排
気
ガ
ス
か
ら
酸
素
を
回
収
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
る
。

こ
れ
は
一
九
六
二
年
に
特
許
を
取
得
し
、
日
本
の
鉄
鋼
産
業
で
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
的
な
技
術
革
新
の
第
一
号
と
し
て
注

目
を
浴
び
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
以
降
、
多
数
の
企
業
が
独
自
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
始
め
た
。
例
え
ば
、
大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
は
一
九
六
〇
年
代
初
め
に
な
る
と
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
中
央
研
究
所
を
設
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
三
つ
の



第二章　日本の発展と成長プロセス

41

動
き
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
輸
入
す
べ
き
新
し
い
技
術
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
。
第
二
に
、
ク
ロ

ス
・
ラ
イ
セ
ン
ス
（
特
許
権
の
交
換
）
が
交
渉
上
の
立
場
を
強
く
す
る
の
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ

と
。
第
三
に
、A

ghion, H
arris, and H

ow
itt (2001)

の
理
論
が
予
測
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
内
の
競
合
他
社
と
の

熾
烈
な
競
争
を
背
景
に
、
各
社
は
独
自
技
術
の
開
発
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と
競
争
力
の
優
位
性

　

第
一
次
石
油
危
機
で
は
原
油
価
格
が
四
倍
に
高
騰
し
た
た
め
、
日
本
経
済
は
動
揺
し
た
。
一
九
七
四
年
に
な
る
と
、

日
本
の
イ
ン
フ
レ
率
は
先
進
国
の
な
か
で
は
最
高
水
準
に
達
し
た
（
表
２
・
４
を
参
照
）。
こ
れ
は
驚
く
に
当
た
ら
な

い
。
危
機
以
前
で
さ
え
、
日
本
経
済
は
通
貨
供
給
の
過
剰
が
原
因
で
イ
ン
フ
レ
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
し
、
第
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
源
の
七
八
％
を
石
油
に
依
存
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
石
油
消
費
の
九
九
・
七
％
は
輸
入
に
頼
っ
て
い
た

が
、
こ
れ
は
他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
を
大
幅
に
上
回
る
水
準
で
あ
る
。

迅
速
な
調
整

　

石
油
危
機
を
受
け
て
各
産
業
の
比
較
優
位
が
激
変
し
、
全
面
的
な
構
造
変
化
の
引
き
金
と
な
っ
た
。
鉄
鋼
、
セ
メ
ン

ト
、
パ
ル
プ
・
紙
、
金
属
、
石
油
化
学
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
約
的
な
産
業
は
不
利
に
な
っ
た
。
賃
金
の
高
騰
で
、
衣
服

や
繊
維
な
ど
労
働
集
約
的
な
産
業
に
も
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。
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日
本
経
済
は
高
度
成
長
期
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
に
な
っ
て
い
た
が
、
一
九
七
三―

九
〇
年
の
間
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

単
位
当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
な
か
で
も
最
速
の
テ
ン
ポ
で
減
少
し
た
（H

ashim
oto et al. 

1998
）。
鉄
鋼
産
業
が
周
知
の
適
例
で
あ
る
。
セ
メ
ン
ト
産
業
で
は
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
プ
レ
ヒ
ー
タ
ー

（
Ｎ
Ｓ
Ｐ
）
キ
ル
ン
の
お
か
げ
で
、
石
炭
へ
の
転
換
が
可
能
に
な
っ
た
。
多
数
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
は
作
業
現
場
に

お
け
る
努
力
の
賜
物
で
あ
る
。

　

要
素
価
格
の
激
変
を
受
け
て
、
調
整
の
実
行
と
い
う
点
で
日
本
は
諸
外
国
に
比
べ
て
相
対
的
に
成
功
を
収
め
た
と
い

え
る
。
日
本
は
資
本
ス
ト
ッ
ク
調
整
プ
ロ
セ
ス
の
完
了
に
六
・
六
年
を
要
し
た
が
、
西
ド
イ
ツ
は
六
・
二
年
、
ア
メ
リ
カ

は
九
・
五
年
か
か
っ
た
（H

ashim
oto et al. 1998, p. 196

）。

　

鉄
鋼
産
業
を
筆
頭
に
、
一
次
金
属
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
製
紙
な
ど
素
原
材
料
産
業
は
、
省
エ
ネ
対
策
と
合
理
化
を
通

じ
て
競
争
力
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
産
業
の
実
質
生
産
は
一
九
八
〇
年
に
な
る
と

七
〇
年
の
水
準
を
三
四
％
も
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

制
度
的
な
要
因

　

日
本
企
業
に
と
っ
て
固
有
な
経
済
制
度
が
、
調
整
ス
ピ
ー
ド
に
プ
ラ
ス
の
作
用
を
演
じ
た
。
表
２
・
４
お
よ
び
２
・
５

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
経
済
は
他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
が
共
通
に
苦
し
ん
だ
賃
金
と
消
費
者
物
価
の
高
騰
の
悪
循
環

を
見
事
に
打
開
し
た
。

　

一
九
七
五
年
の
春
闘
で
合
意
さ
れ
た
賃
上
げ
率
は
一
三
・
一
％
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
三
・
六
％
と
い
う
消
費
者
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日本 アメリカ イギリス ドイツ フランス
61–69 10.4 4.3 2.9 4.4 5.6
70–73 7.9 3.2 3.7 4.2 5.1
74–80 3.6 2.2 1.0 2.2 2.6

74 –1.4 –0.5 –1.7 0.2 3.1
75 2.7 –1.3 –0.8 –1.4 –0.3
76 4.8 4.9 2.8 5.6 4.2
77 5.3 4.7 2.3 2.7 3.2
78 5.0 5.3 3.5 3.4 3.4
79 5.6 2.5 2.8 4.0 3.2
80 3.5 –0.2 –1.7 1.0 1.6
81 3.4 1.9 –1.0 0.1 1.2

日本 アメリカ イギリス ドイツ フランス
61–69 5.3 2.9 3.9 3.3 4.2
70–73 7.6 5.6 8.0 6.8 6.9
74–80 7.7 8.2 16.6 4.8 11.0

74 20.8 9.1 14.6 7.1 11.8
75 7.7 9.8 27.3 6.0 13.0
76 7.2 6.4 15.0 3.7 11.1
77 5.8 6.7 14.0 3.8 9.1
78 5.0 7.3 11.2 4.3 10.1
79 2.7 8.9 14.5 3.8 10.2
80 4.5 9.0 19.1 4.9 11.4
81 3.8 9.7 11.3 4.1 11.4

日本 アメリカ イギリス ドイツ フランス
61–69 10.9 3.9 n.a. n.a. n.a.
70–73 16.6 6.4 12.5 13.4 n.a.
74–80 11.6 8.6 10.3 9.0 15.5

74 24.5 8.4 16.8 15.2 18.9
75 15.2 9.1 26.5 11.2 18.6
76 13.0 8.1 16.4 5.9 15.7
77 9.3 8.8 10.6 8.5 12.4
78 9.5 8.7 14.4 6.9 13.4
79 6.4 8.5 15.6 6.9 13.4
80 3.5 8.7 –28.0 8.5 15.9
81 5.8 9.8 13.4 7.1 15.2

表 2.4　主要指標の国際比較
＜パネル 1：GDP成長率％＞

＜パネル 2：GDPデフレーターの上昇率％＞

＜パネル 3：1時間当たり賃金の上昇率％＞
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日本 アメリカ イギリス ドイツ フランス
61–69 1.3 4.9 1.7 0.5 1.6
70–73 1.2 5.0 2.6 0.7 2.6
74–80 1.8 6.5 3.9 2.5 4.4

74 1.3 4.9 2.1 0.6 2.7
75 1.4 5.6 2.2 1.3 2.9
76 1.9 8.3 3.6 3.1 4.2
77 2.0 7.7 4.8 3.2 4.5
78 2.0 7.0 5.2 3.3 5.0
79 2.2 6.1 4.9 3.1 5.3
80 2.1 5.8 4.5 2.9 6.0
81 2.0 7.2 6.1 2.5 6.3

＜パネル 4：失業率％＞

出所：OECD，Economic Outlook（各年号）．

アメリカ 日本 ドイツ
賃金（時間当たり）上昇率 9.3 10.5 9.7
労働生産性上昇率 1.7 6.8 4.8
賃金コスト上昇率（自国通貨ベース） 7.5 3.4 4.7
賃金コスト上昇率（米ドルベース） 7.5 8.3 11.2

表 2.5　労働生産性と賃金コスト（1973-80 年，年率％）

物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
の
上
昇
率
よ
り
も
低
か
っ

た
。
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
一
九
八
〇
年
に

つ
い
て
も
、
イ
ン
フ
レ
率
八
％
に
対
し
て
賃
上
げ

率
は
六
・
七
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
日
本
の
労
働
組

合
は
他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
組
合
と
は
違
っ
て
、

雇
用
水
準
を
維
持
し
つ
つ
、
賃
金
の
相
対
的
な
低

下
は
受
け
入
れ
る
と
い
う
選
択
に
よ
っ
て
状
況
に

対
応
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
日
本
の
雇
用
調
整
ペ
ー
ス
が
漸
進
的

だ
っ
た
た
め
、
企
業
は
依
然
と
し
て
労
働
コ
ス
ト

の
増
大
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
労
使
は
共
同
し
て
自
動
化
の
推
進
を
中
心

と
し
た
合
理
化
措
置
を
実
施
し
た
。
一
九
七
〇
年

代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
数
値
制

御
（
Ｎ
Ｃ
）
装
置
や
マ
シ
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
・

シ
ス
テ
ム
が
急
速
に
普
及
し
た
の
で
あ
る
。
日
本

は
ロ
ボ
ッ
ト
の
工
業
利
用
で
は
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
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に
な
っ
た
。
省
力
化
機
器
の
導
入
に
対
し
て
は
驚
く
ほ
ど
抵
抗
が
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
欧
米
の
労
働
者
の
反
応
と
は

や
は
り
異
な
っ
て
い
る
。
日
本
企
業
で
は
長
期
雇
用
と
定
期
的
な
配
置
転
換
が
ペ
ア
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
条
件
と

し
て
資
本
集
約
化
の
動
き
が
円
滑
に
進
展
し
た
の
で
あ
る
。

　

雇
用
保
証
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、
企
業
は
固
有
の
熟
練
労
働
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
労
使
関
係
も
安
定

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
す
で
に
品
質
管
理
手
法
を
採
用
し
始
め
て
い
た
製
造
業
で
は
総
合
的
品
質
管
理

（
Ｔ
Ｑ
Ｃ
）
シ
ス
テ
ム
の
本
格
的
な
導
入
を
進
め
た
。

　

労
働
者
も
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
無
駄
を
排
除
す
る
方
法
の
発
見
に
積
極
的
に
と
り
組
み
、「
提
案
運
動
」（
日
本
語
で
は

「
カ
イ
ゼ
ン
（
改
善
）」）
が
広
ま
り
始
め
た
。
労
働
者
か
ら
ス
チ
ー
ム
・
パ
イ
プ
を
断
熱
材
で
く
る
む
と
い
う
よ
う
な

省
エ
ネ
方
法
が
次
々
に
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
細
か
い
改
善
を
積
み
重
ね
た
結
果
、
企
業
は
相
対
価
格
の
変
化
や

そ
の
他
の
対
外
的
シ
ョ
ッ
ク
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

産
業
競
争
力
の
さ
ら
な
る
強
化

　

機
械
関
連
の
産
業
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
の
影
響
が
相
対
的
に
小
さ
く
、
石
油
危
機
後
も
プ
ロ
セ
ス
革
新
と
輸

出
拡
大
を
通
じ
て
、
持
続
的
な
成
長
を
実
現
し
た
。

　

日
本
の
輸
出
総
額
に
占
め
る
機
械
の
シ
ェ
ア
は
、
一
九
七
〇
年
の
四
六
％
か
ら
、
七
五
年
五
四
％
、
八
〇
年
六
三
％

と
増
加
を
続
け
た
。
な
か
で
も
電
気
機
械
と
輸
送
機
械
（
主
に
自
動
車
）
は
著
し
い
伸
び
を
示
し
た
。
輸
出
増
加
の
主



46

因
は
生
産
性
の
急
上
昇
に
基
づ
く
、
高
い
価
格
競
争
力
と
す
ぐ
れ
た
生
産
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く
品
質
等
の
非
価
格
競
争

力
に
あ
っ
た
。

　

表
２
・
５
で
見
る
よ
う
に
、
日
本
の
賃
金
上
昇
率
は
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
よ
り
も
高
か
っ
た
が
、
労
働
生
産
性
の
上

昇
率
は
も
っ
と
高
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
七
三―

八
〇
年
に
は
日
本
の
単
位
当
た
り
労
働
コ
ス
ト
は
円
建
て
で

見
る
と
主
要
国
の
な
か
で
最
低
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
は
円
高
を
受
け
て
、
ド
ル
建
て
で
見

た
日
本
の
単
位
労
働
コ
ス
ト
は
ア
メ
リ
カ
と
等
し
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
、
ド
ル

高
が
進
行
し
た
た
め
、
日
本
企
業
は
は
っ
き
り
と
競
争
上
優
位
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。

リ
ー
ン･

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
方
式

　

上
で
要
約
し
た
制
度
的
な
要
因
を
背
景
に
生
産
性
の
上
昇
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
影
響
は
自
動
車
で
特
に
顕
著
に
見

ら
れ
、
輸
出
の
伸
び
を
牽
引
し
た
。
第
一
に
、
日
本
企
業
は
無
駄
の
な
い
柔
軟
な
生
産
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
。
か

の
有
名
な
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
（
Ｔ
Ｐ
Ｓ
）
で
あ
る
。
リ
ー
ン
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
方
式
は
フ
ォ
ー
ド
が
発
明
し
た
大
量

生
産
方
式
と
は
異
な
る
。
そ
の
基
本
的
な
特
徴
は
販
売
実
績
に
対
応
し
て
生
産
の
中
身
と
量
を
調
整
で
き
る
能
力
に
あ

る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｓ
は
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
（
Ｊ
Ｉ
Ｔ
）
方
式
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
必
要
な
も
の
を
、

必
要
な
分
量
だ
け
、
必
要
な
時
に
生
産
す
る
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
る
。
こ
の
原
則
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
販
売
と

生
産
の
間
お
よ
び
生
産
工
程
内
部
で
情
報
の
流
れ
に
革
命
を
起
こ
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
部
が
カ
ン
バ
ン
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方
式
で
あ
り
、
生
産
ラ
イ
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な
箇
所
で
必
要
と
さ
れ
る
部
品
の
質
と
種
類
に
関
す
る
情
報
を
伝
達
す
る
た

め
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
こ
の
点
の
詳
細
に
関
し
て
はM

onden 1993

、Fujim
oto 1999

を
参
照
）。

　

Ｊ
Ｉ
Ｔ
は
少
量
で
、
自
動
車
の
場
合
の
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
多
品
目
の
生
産
に
特
に
有
効
で
あ
る
。

そ
の
一
因
は
あ
ら
ゆ
る
段
階
（
部
品
、
仕
掛
品
、
お
よ
び
最
終
製
品
）
で
、
在
庫
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
こ
と
に
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
柔
軟
性
の
あ
る
生
産
ラ
イ
ン
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
製
造
業
者
と
し
て
は
複
数
の
職
務
を
遂
行
で
き

る
能
力
を
も
っ
た
従
業
員
を
必
要
と
す
る
。
日
本
の
工
場
労
働
者
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
配
置
転
換
が
導
入
さ
れ
て

以
来
、
複
数
の
職
務
を
遂
行
で
き
る
能
力
を
修
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｔ
生
産
方
式
は
ア
セ
ン
ブ
ラ
ー
と
部
品
メ
ー
カ
ー
の
長
期
に
わ
た
る
安
定
し
た
関
係
に
も
依
存
し
て
い
る
。
第

一
次
石
油
危
機
後
、
ト
ヨ
タ
は
取
引
先
企
業
に
Ｊ
Ｉ
Ｔ
方
式
を
移
転
し
始
め
た
。
そ
れ
を
最
初
に
受
け
入
れ
た
の
は
部

品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｔ
原
則
を
完
璧
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
広
範
囲
に
わ
た
る
一
体

化
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
は
他
の
企
業
向
け
に
Ｊ
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
訓
練
や
指
導
も
提
供
し
た
。
そ
の
な
か

に
は
川
崎
重
工
業
も
含
ま
れ
、
オ
ー
ト
バ
イ
事
業
に
こ
の
方
式
が
適
用
さ
れ
た
。
別
の
例
と
し
て
は
空
調
機
器
メ
ー

カ
ー
の
ダ
イ
キ
ン
が
あ
る
が
、
同
社
は
第
一
次
石
油
危
機
後
、
生
産
の
半
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。
日

産
な
ど
他
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
Ｊ
Ｉ
Ｔ
活
用
に
向
け
て
意
識
的
に
努
力
し
た
（
こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は

H
ashim

oto et al. 1998, ch. 22

、M
onden 1993

を
参
照
）。
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実
物
投
資
か
ら
研
究
開
発
へ

　

一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
、
電
機
メ
ー
カ
ー
の
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
と
い
っ
た
製
品
は
高
水
準
の

競
争
力
を
獲
得
し
始
め
た
。
半
導
体
、
特
に
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
と
い
う
特
定
の
単
一
分
野
に
関
し
て
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
が
こ

の
時
期
に
ど
の
よ
う
に
し
て
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
の
か
に
焦
点
を
当
て
れ
ば
、
日
本
企
業
独
特
の
特
徴
を
あ
る

程
度
例
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
と
い
う
の
は
よ
り
強
力
な
チ
ッ
プ
を
求
め
て
、
あ
く
な
き
開
発
が
進
展
し
て
い
る
市
場
の
一
つ
で
あ
る
。

チ
ッ
プ
が
１
～
16
Ｋ
ビ
ッ
ト
の
容
量
だ
っ
た
時
期
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
ー
カ
ー
が
市
場
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
富

士
通
が
一
九
七
六
年
に
64
Ｋ
の
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
開
発
に
成
功
し
て
以
降
、
日
本
企
業
が
最
先
端
に
躍
進
し
、
256
Ｋ
か
ら
１
、

そ
し
て
４
Ｍ
ま
で
の
各
新
世
代
を
リ
ー
ド
し
た
。
品
質
管
理
に
関
し
て
予
防
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
こ
と
が
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
不
良
比
率
が
極
め
て
低
い
こ
と
が
競
争
力
の
優
位
性
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
（O

kim
oto  

et al. 1984

）。

　

世
界
市
場
に
占
め
る
日
本
企
業
の
シ
ェ
ア
は
、
一
九
八
二
年
に
五
三
％
、
八
六
年
に
は
七
七
％
に
も
達
し
た
。

一
九
八
五
年
ま
で
に
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
世
界
最
大
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
た
。
一
九
八
九
年
に
つ
い
て
見
る
と
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
、
東
芝
、
日
立
が
世
界
の
三
大
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
上
位
一
〇
社
の
う
ち
六
社
を
日
本
企
業
が
占
め
た
の
で
あ
る
。

国
内
需
要
の
一
部
は
政
府
系
の
電
話
独
占
企
業
（
電
電
公
社
、
現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
て
い
た
。

　

半
導
体
産
業
は
超
Ｌ
Ｓ
Ｉ
技
術
協
会
と
い
っ
た
官
民
共
同
の
Ｒ
＆
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
政
府
の
Ｒ
＆
Ｄ
補
助
金
に
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よ
っ
て
支
援
を
受
け
た
。
し
か
し
、
政
府
主
導
の
Ｒ
＆
Ｄ
協
会
は
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
う
主
張
も
有
力
で
あ
る
（
例

え
ばGoto and O

dagiri 1996

）。

　

一
九
七
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
金
属
酸
化
膜
半
導
体
（
Ｍ
Ｏ
Ｓ
）
や
集
積
回
路
（
Ｉ
Ｃ
）
の

生
産
に
向
け
て
積
極
的
な
投
資
を
行
っ
た
。
半
導
体
産
業
は
大
規
模
な
設
備
投
資
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ

の
設
備
の
陳
腐
化
が
き
わ
め
て
早
い
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
八
一
年
以
降
、
日
本
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
投
資
は
ア
メ
リ
カ
を
凌
駕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
企
業
は
売
上
高
の
一
〇
～
三
〇
％
を
研
究
開
発
に
投
資
し

て
、
開
発
途
上
で
発
生
す
る
技
術
的
な
問
題
に
対
処
す
る
技
術
基
盤
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
企
業
は
売
上

高
の
二
〇
～
五
〇
％
を
生
産
の
自
動
化
を
図
る
た
め
の
設
備
投
資
に
も
充
当
し
た
。

　

日
本
の
主
要
メ
ー
カ
ー
が
電
気
産
業
内
の
多
部
門
に
事
業
を
展
開
し
て
形
成
し
た
大
規
模
な
統
合
的
グ
ル
ー
プ
が
、

高
水
準
の
投
資
を
可
能
に
す
る
制
度
的
な
背
景
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
、
半
導
体

だ
け
で
な
く
広
範
な
種
類
の
製
品
の
生
産
に
従
事
し
て
お
り
、
他
の
事
業
で
得
ら
れ
た
巨
額
の
資
金
を
戦
略
的
な
分
野

で
あ
る
と
見
ら
れ
る
半
導
体
に
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
明
確
な
実
証
デ
ー
タ
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

企
業
グ
ル
ー
プ
内
部
に
存
在
し
て
い
た
内
部
資
本
市
場
が
効
率
的
に
機
能
し
て
、
半
導
体
産
業
に
資
金
を
供
与
し
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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成
長
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
過
剰
投
資
へ

　

一
九
八
五
年
九
月
の
プ
ラ
ザ
合
意
を
受
け
て
、
円
相
場
は
一
年
間
で
一
ド
ル
二
四
〇
円
か
ら
一
五
〇
円
に
上
昇
し

た
。
円
高
の
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
輸
出
増
加
に
対
す
る
他
の
先
進
国
の
批
判
を
鎮
静
化
す
る
目
的
も

あ
っ
て
、
日
本
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
は
国
内
の
需
要
を
喚
起
す
る
方
向
に
転
換
さ
れ
、
日
本
銀
行
も
低
金
利
政
策
を
実

施
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
資
産
価
格
が
急
騰
し
、
一
九
八
八―

八
九
年
に
か
け
て
ピ
ー
ク
に
達
す
る
バ
ブ
ル

が
造
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
民
間
投
資
も
増
加
し
て
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
高
度
成
長
期
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
に
達
し
た
（
図

２
・
２
を
参
照
）。
一
方
、
収
益
性
は
そ
れ
ま
で
の
時
期
に
比
べ
て
大
き
く
低
下
し
て
い
る
（
図
２
・
３
）。
こ
れ
は
Ｊ
型

企
業
が
成
長
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
過
剰
投
資
へ
と
方
向
転
換
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

マ
ク
ロ
経
済
環
境
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
一
九
八
〇
年
以
降
に
は
、
社
債
発
行
規
制
の
緩
和
な
ど
の

金
融
規
制
緩
和
が
進
展
し
、
企
業
は
銀
行
借
入
以
外
の
形
態
で
外
部
資
金
が
調
達
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
信
用
の
あ

る
大
企
業
な
ら
、
内
外
の
資
本
市
場
で
簡
単
に
転
換
社
債
や
ワ
ラ
ン
ト
債
を
発
行
し
て
資
金
調
達
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
収
益
性
の
高
い
企
業
は
財
源
を
ま
す
ま
す
債

券
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
収
益
性
の
低
い
企
業
は
相
変
わ
ら
ず
銀
行
借
入
に
依
存
し
て
い
た
の
で

あ
る
（H

oshi et al. 1993

、M
iyajim

a and A
rikaw

a 2000
を
参
照
）。

　

し
か
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
歪
み
が
生
じ
た
。
収
益
力
が
乏
し
く
、
財
務
健
全
性
の
低
い
企
業
が
銀
行
の
顧
客
プ
ー

ル
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
優
良
顧
客
を
失
っ
た
銀
行
は
新
規
顧
客
を
開
拓
し
、
も
っ
ぱ
ら
非
製
造
業
や
中
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小
企
業
部
門
に
土
地
を
担
保
に
貸
出
を
増
や
し
た
。
い
ず
れ
の
行
動
も
事
前
的
に
は
合
理
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
も
の

の
、
事
後
的
に
は
銀
行
の
貸
出
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
バ
ブ
ル
が
終
焉
し
た
際
に
大
き
な
打
撃
を
こ
う
む
ら
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

株
式
の
持
ち
合
い
も
過
剰
投
資
と
非
生
産
的
投
資
を
煽
る
要
因
と
な
っ
た
。
現
職
の
経
営
者
は
持
ち
合
い
が
原
因

で
、
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
や
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
落
と
し
穴
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
。
株
式
持
ち
合
い
の

中
心
に
い
る
銀
行
の
出
資
は
企
業
統
治
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
役
割
を
演
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
銀
行
が
持
ち
分
を
逆
手

に
と
っ
て
、
顧
客
企
業
の
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
適
切
に
モ
ニ
タ
ー
す
る
代
わ
り
に
、
企
業
価
値
の
最
大
化
か
ら
乖
離

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
を
迫
る
こ
と
が
あ
る
た
め
だ
（W

einstein and Y
afeh 1998

は
こ
の
よ
う
な
見
方
を
提

示
し
た
先
駆
的
な
業
績
で
あ
る
）。

　

企
業
統
治
の
職
務
を
銀
行
に
割
り
当
て
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
企
業
価
値
の
最
大
化
に
つ
な
が
る
と
は
限

ら
な
い
。
債
権
者
と
し
て
の
銀
行
と
株
式
と
し
て
の
銀
行
と
で
は
目
的
が
色
々
な
点
で
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

M
orck, N

akam
ura, and Shivdasai (2000)
は
一
九
八
六
年
度
の
企
業
の
財
務
デ
ー
タ
か
ら
、
メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
の

株
式
保
有
水
準
と
企
業
価
値
と
の
間
に
負
の
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
て
、
銀
行
の
所
有
比
率
が
高
い
ほ
ど
財

務
的
な
制
約
が
緩
く
な
る
た
め
、
企
業
は
期
待
収
益
が
低
い
投
資
機
会
で
も
取
り
上
げ
る
可
能
性
が
高
ま
る
懸
念
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

同
様
に
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
企
業
投
資
が
内
部
資
金
に
感
応
的
だ
っ
た
の
は
成
長
機
会
が
多
く
な
か
っ
た
企

業
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
関
係
は
メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
の
持
ち
株
比
率
が
高
い
企
業
ほ
ど
強
か
っ
た
の
で
あ
る
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（M
iyajim

a et al. 2001

）。

　

過
剰
投
資
の
典
型
的
な
例
と
し
て
は
、
成
熟
産
業
の
企
業
が
行
っ
た
多
角
化
投
資
が
あ
げ
ら
れ
る
。
円
高
と
途
上
国

に
よ
る
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
背
景
に
中
核
事
業
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況
下
、
成
熟
企
業
と
し
て
は
現
在
の
従
業
員
の

雇
用
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
多
角
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
鉄
鋼
産
業

は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
関
連
事
業
は
も
ち
ろ
ん
、
半
導
体
や
不
動
産
な
ど
と
い
っ
た
事
業
に
ま
で
手
を
広
げ
た

の
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
期
に
は
、
小
売
業
者
ま
で
外
国
投
資
や
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
乗
り
出
し
た
。

　

内
部
資
金
市
場
が
効
率
的
に
機
能
せ
ず
に
、
新
規
事
業
は
儲
か
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
本
業
の
利
益
を
食
い

物
に
す
る
と
い
う
運
命
を
た
ど
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
（
こ
の
点
に
関
す
る
実
証
研
究
は
ま
だ
少
な
い
。

M
iyajim

a and Inagaki 2003, K
ikutani et al. 2005

を
参
照
）。

制
度
的
な
変
化

　

一
九
九
〇
年
代
に
、
世
界
経
済
が
Ｉ
Ｔ
革
命
と
し
ば
し
ば
呼
ば
れ
る
技
術
的
な
変
化
を
経
験
し
て
い
た
時
期
に
、
日

本
経
済
は
資
産
価
格
の
崩
壊
で
苦
闘
し
て
い
た
。
こ
の
状
況
に
対
処
す
べ
く
、
政
府
は
四
業
種
（
通
信
、
電
力
、
航

空
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
）
の
規
制
緩
和
、
金
融
市
場
改
革
を
通
じ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
促
進
、
高
等
教
育
の
改

善
、
産
学
連
携
の
奨
励
、
健
全
な
マ
ク
ロ
経
済
運
営
な
ど
の
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
第
三
章
以
降

で
取
り
扱
う
の
で
、
こ
こ
で
は
Ｊ
型
企
業
の
企
業
統
治
の
仕
組
み
が
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
挑
戦
を
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受
け
た
か
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

第
一
に
、
経
済
は
い
つ
ま
で
も
不
良
債
権
（
Ｎ
Ｐ
Ｌ
）
問
題
で
呻
吟
し
て
い
た
。
当
初
は
、
し
か
も
か
な
り
長
い
間

に
わ
た
っ
て
、
い
づ
れ
は
経
済
が
回
復
し
て
不
良
債
権
も
正
常
化
す
る
だ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
銀
行

は
貸
出
を
ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
す
る
傾
向
が
強
く
、
金
融
当
局
も
そ
れ
を
放
置
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
種
の
延
命
政

策
で
あ
り
、
こ
の
結
果
、
借
り
手
は
低
収
益
で
呻
吟
し
な
が
ら
も
、
リ
ス
ト
ラ
を
遅
ら
せ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
Ｎ
Ｐ

Ｌ
は
金
融
、
建
設
、
不
動
産
と
い
う
「
問
題
三
業
種
」
に
集
中
し
て
い
た
。

　

本
来
淘
汰
さ
れ
る
べ
き
低
収
益
企
業
へ
の
貸
し
出
し
を
続
け
た
銀
行
は
自
己
資
本
比
率
規
制
の
制
約
か
ら
、
高
成
長

の
可
能
性
が
あ
る
企
業
向
け
に
新
規
融
資
を
行
う
能
力
が
低
下
す
る
。
こ
の
よ
う
な
制
約
は
主
と
し
て
中
小
企
業
や
新

設
企
業
に
影
響
が
あ
っ
た
。
確
立
し
た
企
業
は
依
然
と
し
て
資
本
市
場
に
頼
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
（
こ
の
点

に
関
し
て
はA

rikaw
a and M

iyajim
a 2005

を
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
問
題
業
種
に
か
か
わ
る
ソ
フ
ト
な
予
算
制
約
、（
す
な
わ
ち
融
資
審
査
が
ル
ー
ズ
な
こ
と
）
が
、

知
ら
ぬ
間
に
一
貫
し
て
一
九
九
〇
年
代
の
信
用
逼
迫
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
深
刻
な
信
用

の
非
効
率
的
配
分
は
製
造
業
部
門
と
非
製
造
業
部
門
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
違
い
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
全
体
的
な
生

産
性
の
低
下
の
一
因
と
も
な
っ
た
。
メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
・
シ
ス
テ
ム
の
機
能
変
化
の
引
き
金
は
銀
行
部
門
全
体
の
健
全

性
低
下
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
多
く
の
評
論
家
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
銀
行
部
門
を
再
編
成
し
、
さ
ら
に

リ
ス
ト
ラ
を
進
め
る
こ
と
が
明
ら
か
に
金
融
部
門
の
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
典
型
的
な
Ｊ
型
企
業
統
治
の
特
徴
で
あ
る
株
式
の
持
ち
合
い
と
内
部
昇
進
者
か
ら
な
る
役
員
会
は
、
金
融
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革
命
が
も
た
ら
し
た
外
部
環
境
の
変
化
を
考
え
る
と
、
も
は
や
適
切
で
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
。
外
国
機
関
投
資
家

の
増
大
、
企
業
の
資
金
調
達
先
と
し
て
の
資
本
市
場
の
台
頭
、
債
券
格
付
け
の
重
要
性
増
大
な
ど
の
た
め
に
、
企
業
と

資
金
提
供
者
と
の
関
係
は
大
き
く
変
化
し
た
。
外
部
の
投
資
家
に
対
し
て
、
も
っ
と
透
明
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
経
営

の
機
能
が
分
離
し
た
構
造
の
取
締
役
会
が
必
要
と
な
っ
た
。
実
際
に
も
、
Ｊ
型
の
企
業
統
治
に
固
執
す
る
企
業
は
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
低
く
な
る
可
能
性
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
（M

iyajim
a 2005

）。
し
た
が
っ
て
、
株
式
の
持
ち
合
い
を

さ
ら
に
解
消
し
、
取
締
役
会
を
改
革
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
統
治
の
仕
組
み
を
変
更
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要

な
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
多
く
の
日
本
企
業
で
は
従
来
の
内
部
組
織
が
新
た
な
挑
戦
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
阻
害
と
な
っ
て
い

る
。
取
締
役
の
数
を
増
や
す
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
傾
向
は
、
従
業
員
に
昇
進
の
十
分
な
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と

を
企
図
し
た
政
策
の
論
理
的
な
帰
結
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
取
締
役
会
が
過
度
に
大
き
い
と
、
会
社
が
適
切
な
戦
略
的

決
定
を
迅
速
に
下
す
妨
げ
に
な
る
（Y

erm
ack 1996

）。
さ
ら
に
、
分
権
化
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
部
門

の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
権
限
や
責
任
が
移
譲
さ
れ
て
い
な
い
組
織
の
企
業
で
は
、
適
切
な
リ
ス
ト
ラ
対
策
を
採
用
す
る
の
が

遅
か
っ
た
。
企
業
統
治
に
欠
陥
が
あ
っ
た
た
め
、
事
業
の
多
角
化
や
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
と
い
っ
た
形
態
が
特
徴
と
な
っ
て

い
る
産
業
（
金
融
や
総
合
電
器
メ
ー
カ
ー
な
ど
）
で
は
、
企
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
企
業
が
迅
速
な
意
思
決
定
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
役
員
会
の
規
模
を
縮
小
し
、
内
部
組
織
を
刷
新
す
る
こ
と
が
至

上
命
題
で
あ
る
。

　

企
業
統
治
の
変
化
の
ほ
か
、
日
本
企
業
に
お
け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
も
再
考
を
要
す
る
。
漸
進
的
な
技
術
革
新
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に
お
い
て
は
十
分
に
機
能
し
た
年
功
序
列
型
の
シ
ス
テ
ム
は
、
革
新
的
な
技
術
革
新
が
競
争
力
優
位
の
た
め
の
鍵
を
握

る
産
業
に
お
い
て
は
適
切
で
は
な
い
。
日
本
の
Ｒ
＆
Ｄ
の
生
産
性
が
低
い
一
因
は
、
十
分
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
技
術

者
に
与
え
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
年
功
制
度
は
工
場
の
現
場
に
お
け
る
知
識
の
集
積
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
を

享
受
し
て
き
た
長
期
的
雇
用
制
度
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

日
本
企
業
は
技
術
革
新
の
推
進
に
と
っ
て
十
分
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
長
期
雇
用
に
も
適
合

す
る
と
い
う
よ
う
な
解
決
策
に
関
し
て
は
、
い
ま
だ
探
求
の
実
験
途
上
に
あ
る
。
そ
れ
と
の
関
係
で
、
ス
ト
ッ
ク
・
オ

プ
シ
ョ
ン
が
一
九
九
七
年
に
導
入
さ
れ
て
、
個
人
の
発
明
家
が
か
つ
て
よ
り
も
大
き
な
報
酬
を
手
に
し
た
こ
と
は
特
に

注
目
さ
れ
る
。

結
論

　

か
ね
て
よ
り
全
労
働
者
を
動
機
づ
け
て
「
カ
イ
ゼ
ン
」
な
ど
の
ミ
ク
ロ
の
知
識
創
造
に
貢
献
し
て
い
た
日
本
は
、
漸

進
的
な
技
術
革
新
を
中
心
と
す
る
知
識
創
造
経
済
の
発
展
と
い
う
点
で
は
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
、
し
か
も
、
そ
う

い
っ
た
概
念
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
そ
う
し
て
い
た
、
と
い
う
主
張
さ
え
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

が
達
成
さ
れ
、
バ
ブ
ル
後
の
停
滞
期
を
経
て
、
日
本
の
経
済
シ
ス
テ
ム
に
期
待
な
い
し
必
要
と
さ
れ
る
も
の
に
は
変
化

が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
過
去
に
お
け
る
日
本
の
成
功
を
規
定
し
て
い
た
制
度
や
関
係
の
存
続
と
適
合
性
が
疑
問
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。



56

　

転
換
点
は
一
九
九
七
年
の
銀
行
危
機
で
あ
る
。
こ
れ
が
伝
統
的
な
企
業
統
治
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
か
か
わ
る
モ
デ

ル
の
再
考
と
改
革
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
政
府
は
こ
の
よ
う
な
民
間
部
門
の
改
革
を
、
独
禁
法
や
商
法
の
改
正
な

ど
と
い
っ
た
規
制
改
革
に
よ
っ
て
後
押
し
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｊ
型
モ
デ
ル
の
特
徴
で
あ
る
株
式
の
持
ち
合
い
や
銀
行

中
心
の
金
融
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
、
Ｊ
型
モ
デ
ル
に
は
妥
当
性
を
失
っ
て
い
な
い
側
面
も
確
か
に
あ
る
。
他
の
モ
デ
ル
に
対
す
る
重
要
な
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
の
一
つ
は
、
企
業
特
殊
な
ス
キ
ル
の
蓄
積
を
動
機
づ
け
て
、
カ
イ
ゼ
ン
な
ど
の
漸
進
的
な
技
術
革
新
を
可

能
と
す
る
企
業
内
部
の
組
織
や
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
仕
組
み
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
議
論
の
余
地
は
あ
ろ
う
が
、
日
本

企
業
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
過
去
の
成
功
を
手
本
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
諸
外
国
に
と
っ
て
も
、
将
来
的
な

成
功
の
た
め
に
重
要
な
点
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
企
業
を
一
ま
と
め
に
し
て
見
る
、
ま
た
、
特
に
政
府
の
政
策
だ
け
を
見
る
と
い
う
歴
史
的
な
傾
向
は
、
将
来
を

考
え
る
際
に
は
ま
っ
た
く
不
適
切
で
あ
る
。
他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
も
同
じ
で
あ
る
が
、
日
本
の
幾
つ
か
の
産
業
や
企

業
は
非
常
に
競
争
力
が
強
く
、
絶
え
間
な
い
世
界
環
境
の
変
化
に
素
早
く
対
応
し
て
い
る
。
仮
に
日
本
の
成
長
の
経
験

か
ら
は
他
に
何
も
学
ぶ
べ
き
教
訓
が
な
い
と
し
て
も
、
日
本
の
経
済
や
企
業
の
強
靭
性
と
順
応
性
だ
け
は
過
少
評
価
す

べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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第
三
章　

日
本
の
産
業
お
よ
び
企
業
の
競
争
力

竹
内　

弘
高

　

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
時
が
経
ち
、
停
滞
が
当
た
り
前
の
こ
と
に
見
え
て
く
る
の
に
し
た
が
っ
て
、
日
本
と
い
う

国
（
と
日
本
企
業
）
は
果
た
し
て
「
ニ
ュ
ー
」
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
な
か
で
繁
栄
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
多

く
の
人
々
が
疑
問
に
感
じ
始
め
た
。
日
本
の
強
み
と
言
わ
れ
て
い
た
多
く
の
こ
と
が
弱
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

主
張
で
あ
る
。
日
本
の
社
会
的
、
文
化
的
な
規
範
は
、
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
特
徴
で
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
企

業
家
精
神
、
リ
ス
ク
テ
ー
キ
ン
グ
と
相
容
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
批
判
の
多
く
は
妥
当
で
あ
っ
た
し
、

今
で
も
そ
う
で
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
と
日
本
企
業
は
実
際
に
は
改
革
し
、
順
応
し
、
盛
り
返
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の

上
、
日
本
企
業
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
き
て
い
る
。

　

本
章
で
は
、
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
性
格
と
そ
の
外
国
企
業
へ
の
適
用
可
能
性
を
概
観
す
る
。
コ
ン
テ
ク
ス
ト

と
し
て
は
、
最
初
に
戦
後
初
期
の
発
展
期
に
お
け
る
日
本
の
成
功
を
検
証
し
て
、
競
争
力
と
い
う
面
で
実
際
に
は
二
つ

の
日
本
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
本
章
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
の
競
争
力
に
関
し
て
、
第
二

部
の
事
例
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
主
要
点
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
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成
功
の
源
泉

　

一
九
五
〇
年
代
初
め
か
ら
八
〇
年
代
ま
で
の
日
本
の
成
功
の
牽
引
力
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

一
般
に
は

互
い
に
関
係
す
る
二
つ
の
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
一
連
の
政
府
の
政
策
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
日
本

企
業
に
共
通
す
る
一
連
の
経
営
慣
行
で
あ
る
。
両
要
因
と
も
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、
諸
外
国
に
も
甚
大
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
た
。
日
本
国
内
で
は
、
英
米
型
よ
り
も
統
制
が
と
れ
て
い
て
、
し
か
も
公
平
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
し

く
本
質
的
に
優
れ
た
形
態
の
資
本
主
義
を
日
本
が
発
明
し
た
の
だ
と
い
う
考
え
が
助
長
さ
れ
た
。
海
外
で
は
、
政
策
当

局
や
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
が
日
本
型
モ
デ
ル
に
見
習
い
、
そ
の
一
部
を
模
倣
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
大
き
な
賞
賛
を
浴
び
た
日
本
型
政
府
モ
デ
ル
は
実
際
に
は
成
功
よ
り
も
失
敗
を
説
明
し
て
い
る
。
日
本
企

業
の
成
功
に
関
す
る
伝
統
的
な
見
方
に
つ
い
て
も
、
良
い
面
は
あ
る
が
、
危
険
な
ほ
ど
不
完
全
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。

　

日
本
が
成
功
し
た
と
い
う
見
方
は
比
較
的
少
数
の
企
業
の
急
成
長
に
一
因
が
あ
る
。
半
導
体
、
工
作
機
械
、
鉄
鋼
な

ど
同
じ
産
業
が
繰
り
返
し
検
討
の
対
象
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
研
究
者
は
こ
の
よ
う
な
事
例
を
検
討
し
て
、
何
が
起

こ
っ
た
か
を
説
明
し
、
日
本
全
体
の
成
功
に
関
し
て
一
般
化
す
る
と
い
う
知
的
な
飛
躍
を
試
み
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。

　

事
例
研
究
の
幅
を
広
げ
る
と
違
っ
た
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、Porter, T

akeuchi, and 

Sakakibara (2000)

は
日
本
の
成
功
の
向
こ
う
に
あ
る
失
敗
を
検
討
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
国
際
市
場
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に
お
け
る
占
有
シ
ェ
ア
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
い
う
競
争
力
の
な
い
産
業
が
日
本
に
は
常
に
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
産

業
が
関
心
を
呼
ぶ
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
失
敗
を
検
証
し
て
こ
そ
、
政
府
と
企
業
の
両
レ
ベ
ル
で
良
い

政
策
と
悪
い
政
策
を
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

二
つ
の
日
本

　

一
九
七
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
日
本
の
産
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
二
つ
の
日
本
が
あ
っ
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
ず
、
家
庭
用
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
自
動
車
な
ど
非
常
に
競
争
力
の
強
い
産
業

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
部
門
が
経
済
全
体
を
牽
引
し
、
輸
出
と
生
産
性
の
両
方
を
押
し
上
げ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
産
業
は
比
較
的
少
数
で
、
生
産
性
全
体
の
足
を
慢
性
的
に
引
っ
張
り
続
け
て
い
た
多
数
の
産
業
と
併
存
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
競
争
力
の
な
い
日
本
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
国
際
貿
易
が
行
わ
れ
て
い
る
産
業
で
は
あ
る
が
、
日

本
が
一
度
も
重
要
な
世
界
輸
出
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
た
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
部
門
に
は
農
業
、
化
学
、
家
庭

用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
品
、
医
療
製
品
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
広
範
な
分
野
が
含
ま
れ
る
。

こ
れ
ら
の
業
種
に
属
す
る
企
業
は
、
日
本
企
業
は
輸
出
が
で
き
る
く
ら
い
に
強
く
な
る
ま
で
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
理
論
に
基
づ
い
て
、
貿
易
障
壁
を
初
め
と
す
る
競
争
制
限
的
な
規
制
で
し
ば
し
ば
保
護
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
企

業
は
競
争
力
が
な
い
ま
ま
の
状
態
が
継
続
し
、
現
在
で
も
そ
の
多
く
が
保
護
さ
れ
て
い
る
。
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も
う
一
つ
の
部
門
は
、
小
売
、
卸
売
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
、
建
設
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
、
通
信
、

住
宅
、
食
品
加
工
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
国
内
的
な
」
産
業
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
産
業
は
ほ
ぼ
全
部
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

非
常
に
非
効
率
で
あ
る
が
、
大
量
の
雇
用
を
生
み
出
し
て
お
り
、
一
種
の
社
会
福
祉
制
度
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
業

界
の
集
約
と
再
編
は
多
種
多
様
な
政
府
の
政
策
や
介
入
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
て
い
る
。

　

二
つ
の
日
本
を
許
容
す
る
論
拠
と
し
て
は
も
っ
と
も
ら
し
い
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
競
争
力
の
あ
る
日
本
が
経
済

を
牽
引
す
る
一
方
で
、
競
争
力
の
な
い
日
本
が
雇
用
、
安
定
、
自
給
自
足
、
小
規
模
な
家
族
企
業
の
存
続
を
提
供
し
て

い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
非
効
率
な
日
本
の
コ
ス
ト
は
日
本
の
消
費
者
が
高
価
格
と
い
う
形
で
負
担
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
政
策
当
局
は
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
も
た
ら
す
二
つ
の
破
滅
的
な
結
末
を
予
想
で
き
な
か
っ
た
。
第
一
に
、

競
争
力
の
な
い
日
本
は
事
業
コ
ス
ト
を
一
律
に
押
し
上
げ
て
、
輸
出
産
業
の
競
争
力
を
弱
め
る
。
第
二
に
、
経
済
の
大

部
分
に
つ
い
て
国
際
競
争
力
の
あ
る
産
業
を
育
成
す
る
と
い
う
道
が
閉
ざ
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
多
く
の
産
業
は
あ
ま
り

に
も
異
質
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
は
海
外
市
場
で
は
う
ま
く
機
能
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
日
本
に
は
新
し
い
輸
出
産
業
が
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
育
た
な
か
っ
た
。

日
本
政
府
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
し
て
の
役
割

　

日
本
政
府
が
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
基
本
的
な
論
拠
は
、
経
済
を
導
い
て
い
く
の
に
適
切
な
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視
野
と
情
報
を
も
っ
た
企
業
な
ど
存
在
し
え
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
一

部
の
産
業
は
積
極
的
に
支
援
し
て
育
成
す
べ
き
で
あ
る
。
成
長
す
る
見
込

み
と
生
活
水
準
を
引
き
上
げ
て
く
れ
る
可
能
性
が
、
本
来
的
に
他
産
業
よ

り
も
有
望
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
産
業
は
国
際
競
争
で
き
る
よ
う

規
模
の
拡
大
を
図
る
べ
く
、
保
護
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
一
般
的

に
は
、
介
入
に
よ
り
、
浪
費
的
で
破
壊
的
な
競
争
を
回
避
で
き
、
国
と
し

て
は
資
源
を
保
全
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
央
政
府
が
推
進
し
、
安
定
し

た
官
僚
制
度
が
指
揮
す
る
輸
出
主
導
型
の
成
長
政
策
は
、
こ
の
よ
う
な
考

え
方
の
中
心
に
く
る
。
貿
易
や
外
国
人
投
資
に
か
か
わ
る
規
制
は
渋
々
な

が
ら
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
見
方
に
沿
っ
た
も
の

で
あ
る
。
日
本
企
業
は
規
制
に
よ
っ
て
海
外
市
場
へ
の
参
入
に
向
け
て
、

国
内
で
競
争
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
表
３
・
１
は
ア
ク

テ
ィ
ビ
ス
ト
と
し
て
の
日
本
型
政
府
モ
デ
ル
の
構
成
要
素
を
要
約
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

こ
の
モ
デ
ル
は
頻
繁
に
研
究
対
象
に
な
っ
て
き
て
い
る
成
功
し
た
産
業

―
―

家
庭
用
ミ
シ
ン
（
四
〇
年
代
）、
鉄
鋼
（
六
〇
年
代
）、
造
船
（
七
〇

年
代
）、
半
導
体
（
八
〇
年
代
）―

―

に
お
け
る
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る

安定した官僚機構を持つ中央政府による積極的介入（特に MITI）注 1

経済成長に貢献する特定産業の重点育成
輸出の積極的促進
広範にわたる「指導」、許認可、規制
国内市場の選別的保護
外国企業による直接投資の制限
独占禁止法の緩い運用
不況産業にとどまらない政府主導の合理化
カルテルの公認
斜陽産業への介入
規制に縛られた金融市場および限定的なコーポレート・ガバナンス制度
政府が支援する共同研究開発プロジェクト

表 3.1　アクティビストとしての日本型政府モデル

注 1：MITIは 2001年 1月 6日実施で名称変更され若干再編された．現在はMETIと呼ばれている．
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慣
行
か
ら
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
サ
ン
プ
ル
を
さ
ら
に
広
げ
る
と
、
こ
れ
ら
が
代
表
的
な
成
功
産
業
で
は

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
、
年
代
ご
と
に
日
本
型
政
府
モ
デ
ル
で
言
わ
れ
る
施
策
が
ほ
と
ん
ど
何
も
実
施
さ
れ

て
い
な
い
の
に
、
国
際
的
な
競
争
力
を
も
っ
た
産
業
も
常
に
台
頭
し
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
オ
ー
ト
バ
イ
（
六
〇
年

代
）、
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
（
七
〇
年
代
）、
自
動
車
（
八
〇
年
代
）、
ゲ
ー
ム
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
九
〇
年
代
）
と
い
っ

た
具
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
も
含
め
て
他
の
成
功
し
た
産
業
を
十
数
業
種
研
究
し
た
。
ロ
ボ
ッ

ト
、
工
業
用
ミ
シ
ン
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
、
炭
素
繊
維
、
醤
油
な
ど
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ

ら
の
産
業
で
も
政
府
に
よ
る
介
入
は
や
は
り
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
大
き
な
補
助
金
も
ま
っ
た
く
な
か
っ
た

し
、
介
入
策
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

部
分
的
な
例
外
は
ミ
シ
ン
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
、
輸
出
を
促
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
衣
服
や
雇
用
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
た
め
に
介
入
対
象
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
が
競
争
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
政
府
の
介
入
が
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
工
業
用
ミ
シ
ン
で
あ
っ
て
、
家
庭
用
ミ
シ
ン
で
は
な
か
っ
た
（
詳
細
な
議
論
に
関
し
て
はPorter 

1990

を
参
照
）。

　

日
本
型
政
府
モ
デ
ル
に
対
す
る
も
っ
と
も
強
力
な
反
論
に
な
る
の
は
失
敗
事
例
の
ほ
う
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
サ
ン

プ
ル
で
は
、
消
費
財
（
ア
パ
レ
ル
や
洗
剤
）、
先
端
的
製
造
業
（
民
間
航
空
機
や
化
学
品
）、
サ
ー
ビ
ス
（
金
融
サ
ー

ビ
ス
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）、
加
工
食
品
（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
）
な
ど
を
含
め
、
重
要
部
門
が
幅
広
く
カ

バ
ー
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
幅
広
く
カ
バ
ー
す
べ
く
、
選
定
さ
れ
た
産
業
も
あ
る
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
競
争
力
の
な
い
加

工
食
品
部
門
の
典
型
例
で
あ
る
。
こ
の
部
門
で
は
日
本
が
国
際
競
争
力
を
持
つ
の
は
醤
油
だ
け
で
あ
り
、
即
席
め
ん
が
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や
や
競
争
力
を
保
持
し
て
い
る
。
同
様
に
、
日
本
の
消
費
者
向
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
は
ほ
と
ん
ど
国
際
的
に
成
功
し
た

こ
と
が
な
い
が
、
洗
剤
は
そ
の
典
型
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
共
通
す
る
問
題
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
明
確
に
な
っ
た
の
は
、
日
本
型
政
府
モ
デ
ル
は
日
本
の
競
争
力
の
な
い
失
敗
産
業
に
お
い
て
広
く
み
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

化
学
品
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
が
育
成
対
象
に
選
ん
だ
部
門
で
あ
り
、
政
府
は
価
格
統
制
、
租
税
優
遇
措
置
、
融
資
、
新
規
参

入
者
の
承
認
、
過
剰
能
力
削
減
を
調
整
す
る
カ
ル
テ
ル
、
Ｒ
＆
Ｄ
に
対
す
る
補
助
金
を
提
供
し
た
。
民
間
航
空
機
に
関

し
て
は
、
実
質
的
に
単
一
の
共
同
企
業
体
が
対
象
で
あ
っ
た
。
航
空
機
と
エ
ン
ジ
ン
を
開
発
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
す

べ
て
が
協
調
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
会
社
相
互
間
で
は
ほ
と
ん
ど
競
争
が
な
か
っ
た
。
証
券
業
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
厳
格

な
許
認
可
制
度
、
固
定
手
数
料
制
、
割
当
制
度
、
外
国
競
合
他
社
か
ら
の
保
護
、
業
界
に
対
す
る
緊
急
融
資
な
ど
を
通

じ
て
、
競
争
の
制
限
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
は
、
広
範
な
補
助
金
、

租
税
優
遇
措
置
、
融
資
保
証
、
協
調
的
な
共
同
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

一
時
は
日
本
が
成
功
し
た
原
因
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
宣
伝
さ
れ
て
き
た
政
府
の
政
策
、
な
か
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
競
争
を
制
限
し
た
政
策
は
、
実
は
日
本
経
済
に
甚
大
な
コ
ス
ト
を
背
負
わ
せ
て
い
た
。
成
功
し
た
産
業
と
い
う
の

は
こ
の
よ
う
な
政
策
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
諸
外

国
の
競
争
力
に
関
し
て
周
知
の
こ
と
と
も
整
合
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
熾
烈
な
競
合
こ
そ
経
済
的
な
活
力
が
生
ま
れ
る
唯

一
の
道
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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人
的
資
源
と
教
育

　

日
本
は
し
ば
し
ば
厳
格
な
基
礎
教
育
と
大
勢
の
よ
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
つ
い
て
賞
賛
を
浴
び
て

い
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
で
は
、
成
功
し
な
か
っ
た
産
業
で
は
よ
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア

や
専
門
家
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
日
本
の
大
学
は
電
気
工
学
や
生
産
工
学
と
い
っ
た
分
野
に
関
し
て
は

大
勢
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る
も
の
の
、
化
学
、
化
学
工
学
、
金
融
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学
、
航
空
工
学
な
ど
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
悪
い
産
業
に
と
っ
て
重
要
な
分
野
で
は
驚
く
ほ
ど
弱
い
。
大
学
で
は
資
金
不
足
と
設
備
の
老
朽
化
を

阻
害
要
因
と
し
て
、
多
く
の
重
要
な
分
野
で
確
固
と
し
た
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
欠
如
し
て
い
る
。

　

日
本
の
生
産
性
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
分
野
で
最
先
端
の
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
修
得
す
る
人
が
増

え
な
い
限
り
増
加
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
企
業
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
強
み
で
は
あ
る
が
、
大
企
業
に

雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
力
の
一
部
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
企
業
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
一
流
の
大
学
教
育

に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
企
業
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
を
生
み
出
す
傾

向
が
強
い
一
方
で
、
近
代
的
な
知
識
経
済
は
も
っ
と
大
勢
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

は
証
券
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の
産
業
で
は
問
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
知
識
の
集
約
化
が
進
展
し
て
い
る

経
済
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
産
業
が
よ
り
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
、
高
度
に
専
門
化
し
た
労
働
者
が
よ

り
一
層
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
大
学
が
抱
え
る
問
題
に
、
政
府
官
僚
制
度
に
よ
る
厳
し
い
管
理
と
ミ
ク
ロ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
政
府
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が
運
営
す
る
国
立
大
学
は
二
〇
〇
四
年
四
月
に
独
立
行
政
法
人
に
再
編
さ
れ
た
も
の
の
、
地
位
が
新
し
く
な
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
大
学
は
こ
れ
ま
で
よ
り
も
自
律
的
な
運
営
が
で
き
る
自
由
を
手
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
、
現
在
の
政
策
議
論
に
は
大
学
を
ど
の
よ
う
に
運
営
す
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
戦
略
的
な
枠
組
み

が
ま
っ
た
く
欠
如
し
て
い
る
。
文
部
科
学
省
は
大
学
を
独
立
さ
せ
た
の
で
ア
メ
リ
カ
の
私
立
大
学
制
度
に
匹
敵
す
る

と
主
張
し
て
い
る
が
、
規
制
面
で
は
依
然
と
し
て
厳
格
な
統
制
を
維
持
し
て
い
る
。
積
極
的
な
面
と
し
て
は
、
文
部

科
学
省
は
二
〇
〇
三
年
以
降
、「
卓
越
し
た
研
究
拠
点
」（
Ｃ
Ｏ
Ｅ : Center of Excellence

）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

二
七
〇
件
以
上
始
動
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
補
助
金
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
連
動
さ
せ
て
、

大
学
間
で
競
争
を
奨
励
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

要
約
す
る
と
、
日
本
の
基
礎
教
育
制
度
と
大
学
制
度
は
大
幅
な
改
革
を
必
要
と
し
て
い
る
。
基
礎
教
育
制
度
は
高
水

準
を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
日
本
と
し
て
は
創
造
的
な
問
題
解
決
を
も
っ
と
重
視
し
、
中
央
政
府
が
制
定
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
は
決
別
す
べ
き
で
あ
る
（
教
育
制
度
に
つ
い
て
は
第
七
章
で
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す
る
）。

知
識
経
済
に
お
け
る
政
府
の
役
割

　

日
本
政
府
は
効
率
性
と
安
定
性
を
高
め
る
と
い
う
名
目
で
、
競
争
を
指
導
、
抑
制
、
制
限
す
る
こ
と
に
、
自
身
の
役

割
が
あ
る
と
か
つ
て
は
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
今
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
と
知
識
経
済
を
下
支
え
す
る
イ
ン
フ
ラ
の

質
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
改
善
す
べ
く
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
日
本
の
大
学
シ
ス
テ
ム
を
刷
新
し
て
、
日
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本
人
が
あ
ら
ゆ
る
学
問
分
野
に
関
し
て
最
先
端
の
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
修
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
政
府
と
し
て
は
競
争
を
促
進
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
要
な
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
奨
励
す
べ
く
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
競
争
を
促
進
す
る
政
策
課
題
は
多
面
的
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

二
〇
〇
五
年
四
月
に
実
施
さ
れ
た
改
正
独
禁
法
は
正
し
い
方
向
へ
の
動
き
で
は
あ
る
が
、
取
締
り
の
強
化
と
制
裁
の

厳
格
化
も
必
要
と
さ
れ
る
。
他
の
無
数
の
法
律
、
規
則
、
要
件
な
ど
も
、
現
在
の
数
多
く
の
曖
昧
な
競
争
障
壁
を
削
減

す
る
と
い
う
考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
全
面
的
に
再
点
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
輸
入
や
外
国
投
資
に
か
か
わ
る

規
制
は
、
保
護
対
象
に
な
っ
て
い
る
多
数
の
産
業
を
む
し
ろ
麻
痺
さ
せ
て
お
り
、
撤
廃
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
貿

易
や
外
国
投
資
の
開
放
と
経
済
成
長
や
生
活
水
準
の
向
上
と
の
間
に
は
強
い
相
関
性
が
あ
る
こ
と
は
、
統
計
的
に
も
裏

付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

政
府
と
し
て
は
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
従
っ
て
、
も
っ
と
も
生
産
的
な
会
社
だ
け
が
市
場
で
存
続
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
売
（
ダ
イ
エ
ー
、
マ
ツ
ヤ
デ
ン
キ
）、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
（
九
州
産
業
運
輸
）、
鉱
業

（
三
井
鉱
山
）、
住
宅
（
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
）
な
ど
非
効
率
で
旧
態
依
然
の
国
内
産
業
で
は
、
現
在
進
行
中
の
再
編
努
力
は

も
っ
と
拡
大
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
努
力
に
つ
い
て
は
、
政
府
支
援
の
下
で
企
業
再
編
を
担
当
す

る
特
殊
会
社
の
産
業
再
生
機
構
（
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｊ
）
が
先
頭
に
立
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
五
月
に
開
業
し
て
以
来
、
Ｉ
Ｒ

Ｃ
Ｊ
は
再
編
の
対
象
に
四
一
の
企
業
グ
ル
ー
プ
を
選
定
し
た
が
、
二
〇
〇
八
年
五
月
ま
で
に
再
生
を
完
了
す
る
計
画
に

な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
政
府
と
し
て
は
再
編
が
労
働
者
に
及
ぼ
す
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
、
解
放
さ
れ
た
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資
源
の
他
産
業
へ
の
活
用
を
円
滑
化
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
政
府
は
金
融
市
場
を
管
理
し
た
り
、
企
業
統
治
シ
ス
テ
ム
を
企
業
に
代
わ
っ
て
運
営
し
た
り
し
よ
う
と
す
る

こ
と
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
厳
格
な
情
報
開
示
と
証
券
規
制
を
伴
っ
た
民
間
に
よ
る
有
効
な
企
業

統
治
シ
ス
テ
ム
で
代
替
す
べ
き
で
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
企
業
家
精
神
を
促
進
す
る

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
企
業
家
精
神
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
政
府
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
て
く
る
構
造
を
変

更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
一
に
、
政
府
は
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
努
力
を
指
導
す
る
役
割
か
ら
自
分
自
身
手
を
引
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
代
わ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
け
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
改
善
し
、
科
学
技
術
要
員
の
質
を
向
上
し
、
国
の

科
学
イ
ン
フ
ラ
を
強
化
す
る
こ
と
に
集
中
す
べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
知
的
所
有
権
の
保
護
は
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
な
か
で
も
侵
害
事
件
を
裁
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
迅
速
化

と
、
特
許
侵
害
に
か
か
わ
る
制
裁
の
厳
格
化
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
最
先
端
の
情
報
技
術
を
行
き
渡
た
ら
せ
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
活
用
を

通
じ
て
さ
ら
に
生
産
的
に
な
ら
な
い
限
り
、
ま
た
、
労
働
力
を
新
し
く
て
も
っ
と
良
い
方
法
で
活
用
し
な
い
限
り
、
日

本
は
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

第
四
に
、
新
規
の
企
業
設
立
と
企
業
家
精
神
を
促
進
す
る
強
力
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
を
あ
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げ
れ
ば
、
長
期
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
税
の
引
き
下
げ
、
損
失
の
繰
り
延
べ
を
認
め
る
寛
容
な
税
制
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
円
滑
化
な
ど
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
会
社
設
立
に
と
っ
て
障
壁
と
な
る
承
認
や
報
告
義

務
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
は
大
幅
に
削
減
す
べ
き
で
あ
る
。

ミ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
競
争
力

　

一
国
の
繁
栄
は
最
終
的
に
は
企
業
の
競
争
力
に
よ
る
生
産
性
に
左
右
さ
れ
て
い
る
。
生
産
性
は
収
益
に
影
響
す
る
。

そ
れ
は
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
支
配
で
き
る
（
買
い
手
の
視
点
か
ら
は
支
払
い
意
志
）
価
格
と
生
産
の
効
率
性
の
両
方
を

含
む
指
標
で
あ
り
、
会
社
が
ど
れ
く
ら
い
高
度
化
し
て
い
る
か
を
反
映
し
て
い
る
。

　

会
社
の
高
度
化
に
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
業
務
の
効
率
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
産
プ
ロ
セ
ス
、
技
術
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
方
法
、
経
営
手
法
な
ど
の
分
野
に
関
し
て
、
会
社
が
世
界
の
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
ど
の
程
度
接
近
し
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
先
進
国
で
の
成
功
に
は
よ
り
根
本
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
会
社
が
特

有
の
戦
略
を
ど
の
程
度
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
詳
し
い
議
論
はPorter 1996

を
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
な
二
つ
の
競
争
方
法
が
存
在
す
る
こ
と
は
、Porter, T

akeuchi, and Sakakibara (2000)

に
掲
載
さ

れ
て
い
る
日
本
に
つ
い
て
の
競
争
力
の
あ
る
産
業
と
競
争
力
の
な
い
産
業
の
事
例
研
究
で
明
白
で
あ
る
。
日
本
企
業
は

業
務
の
効
率
性
が
顕
著
で
あ
れ
ば
国
際
的
に
競
争
力
が
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
日
本
企

業
は
業
務
の
効
率
性
に
関
し
て
、
つ
ま
り
、
幅
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
適
用
可
能
な
形
で
質
を
改
善
し
、
コ
ス
ト
を
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削
減
す
る
と
い
う
点
で
、
国
際
標
準
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。 

日
本
企
業
が
生
産
性
を
改
善
す
る
た
め
の
多
種
多
様

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
世
界
に
教
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
な
か
に
は
、
総
合
品
質
管
理
、

ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
方
式
の
在
庫
管
理
、
継
続
的
な
改
善
、
サ
イ
ク
ル
・
タ
イ
ム
の
削
減
、
リ
ー
ン
・
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
、
緊
密
な
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
関
係
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
以
降
、
業
務
の

効
率
性
に
か
か
わ
る
日
本
企
業
と
欧
米
企
業
の
格
差
は
、
後
者
が
日
本
の
慣
行
を
模
倣
し
、
Ｉ
Ｔ
を
取
り
入
れ
始
め
る

と
、
縮
小
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
企
業
の
競
争
力
は
、
ビ
デ
オ
・
ゲ
ー
ム
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
車
な
ど
の
産
業
で
一
部
の
企
業
に
見
ら
れ
た
よ
う

に
、
特
有
の
戦
略
が
あ
っ
た
場
合
に
は
と
り
わ
け
磐
石
で
あ
っ
た
。
一
方
、
競
争
力
の
な
い
産
業
で
は
、
日
本
企
業
は

業
務
上
の
有
効
性
を
改
善
し
よ
う
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に
直
面
し
、
お
互
い
に
模
倣
す
る
か
、
あ
る
い
は
国
際
市
場

で
ほ
と
ん
ど
価
値
を
生
ま
な
い
よ
う
な
形
で
競
争
し
た
の
で
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
重
要
性

　

競
争
の
高
度
化
は
必
ず
し
も
企
業
の
み
で
作
り
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
企
業
が
活
動
し
て
い
る
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
の
質
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
は
特
有
の
戦
略
が
ど
の
程
度
実
現
で
き
る
か
だ
け
で
な
く
、
企
業

が
業
務
の
効
率
性
を
ど
の
程
度
達
成
で
き
る
か
に
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。

　

例
え
ば
、
規
制
上
の
手
続
き
が
煩
わ
し
い
、
物
流
が
信
頼
で
き
な
い
、
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
が
未
整
備
で
あ
る
、
あ
る
い

は
生
産
用
の
機
械
に
関
し
て
企
業
が
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
、
な
ら
ば
、
業
務
の
効
率
性
は
達
成
不
可
能
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で
あ
ろ
う
。
同
様
に
、
よ
く
教
育
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ル
ー
ト
が
う
ま
く
開

拓
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
現
地
の
顧
客
が
洗
練
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
企
業
は
特
有
の
戦
略
で
競
争
す
る
の
が
困

難
で
あ
ろ
う
。

　

一
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
は
、
図
３
・
１
の
よ
う
に
次
に
列
挙
す
る
固
有
で
は
あ
る
が
互
い
に
関
連
す
る
四
つ
の
要
因

で
形
成
さ
れ
て
い
る
。

一	

要
素
イ
ン
プ
ッ
ト
の
コ
ス
ト
、
品
質
、
特
化
（
要
素
条
件
）

二	

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
集
積
と
競
争
力
（
関
連
・
支
援
産
業
）

三	

洗
練
さ
れ
た
国
内
需
要
（
需
要
条
件
）

四	

厳
し
い
国
内
競
争
（
企
業
戦
略
・
競
合
関
係
）

　

企
業
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
関
係
は
、
日
本
の
競
争
力
の
あ
る
産
業
と
競
争
力
の
な
い
産
業
に
関
す

る
事
例
研
究
で
明
白
で
あ
る
。
競
争
力
は
、
産
業
の
環
境
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、
刺
激
に
富
み
、
競
争
が
熾
烈
な
場
合

に
強
化
さ
れ
維
持
さ
れ
て
い
る
。
図
３
・
１
に
お
け
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
型
の
枠
組
み
の
用
語
を
使
え
ば
、
日
本
が
繁
栄

し
て
い
た
時
の
そ
の
よ
う
な
産
業
に
は
、
良
好
な
要
素
条
件
、
競
争
力
が
あ
る
関
連
・
支
援
産
業
、
洗
練
さ
れ
た
国
内

の
需
要
条
件
、
お
よ
び
厳
し
い
国
内
競
争
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
も
し
人
的
資
源
、
資
本
資
源
、
物
理
資
源
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
、
科
学
技
術
イ
ン
フ
ラ
が
利
用
不
可
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能
あ
る
い
は
劣
悪
、
重
要
な
関
連

お
よ
び
裾
野
産
業
が
脆
弱
あ
る
い

は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
、
国
内

の
顧
客
ニ
ー
ズ
が
国
際
的
な
ニ
ー

ズ
と
合
致
し
て
い
な
い
、
有
効
な

国
内
競
争
が
存
在
し
て
い
な
い
な

ど
の
場
合
、
そ
の
産
業
は
当
然
の

こ
と
と
し
て
競
争
力
が
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
要
因
と
ミ

ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
要
因
が
交
差

す
る
の
は
こ
こ
で
あ
る
。
一
国

の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
と
個
別

企
業
の
高
度
化
が
解
き
が
た
く
絡

み
合
っ
て
い
る
。
国
と
し
て
の
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
が
良
質
な
イ
ン
プ
ッ

ト
、
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
、
よ
り
高

企業戦略・
競合関係

採用する戦略の種類と国
内における競争の性格を
形作るコンテクスト

企業が競争するために必
要となる

天然（物理）資源
人的資源
資本資源
物理的インフラ
行政インフラ
情報インフラ
科学技術インフラ

•
•
•
•
•
•
•

製品やサービスに対する
国内需要の性質

地元サプライヤーや
関連産業の利用可能
性と質

需要条件

関連産業・
支援産業

要素インプット
条件

出所：Porter (1990)．

図 3.1　日本のビジネス環境：ダイヤモンド型の枠組み
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次
の
教
育
機
関
に
恵
ま
れ
て
い
れ
ば
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
企
業
戦
略
が
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
企
業
の

ほ
う
も
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
形
成
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
々
の
企
業
は
地
元
大
学
と
協
働
す
る
、
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
を
引
き
つ
け
る
、
自
社
だ
け
で
な
く
全
体
的
な
競
争
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
と
っ
て
も
有
益
な
規
準
を
設
定
す
る
な
ど

の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

会
社
、
大
学
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
加
え
て
、
多
種
多
様
な
機
関
や
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
形
成
に
貢
献
し

て
お
り
、
ミ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
新
し
い
知
識
創
造
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
政
府
、
顧

客
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
研
究
所
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
提
供
者
、
規
格
設
定
機
関
、

業
界
団
体
、
商
工
会
議
所
な
ど
が
あ
る
。

日
本
の
社
内
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

知
識
経
済
の
な
か
で
日
本
の
会
社
が
も
っ
て
い
る
明
白
な
優
位
性
の
一
つ
は
、
会
社
内
部
の
分
野
、
機
能
、
部
署
、

地
位
を
ま
た
い
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
驚
く
べ
き
能
力
で
あ
る
。
こ
の
協
働
す
る
能
力
こ
そ
日
本
企
業

が
小
さ
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
の
両
方
の
引
き
金
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
能
力
の
真
髄
で
あ
る
。
こ

の
点
を
う
ま
く
例
証
し
て
い
る
の
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
に
お
け
る
最
初
の
小
型
複
写
機
開
発
の
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
が
小
型

複
写
機
の
市
場
を
作
り
出
し
、
キ
ヤ
ノ
ン
の
カ
メ
ラ
事
業
か
ら
オ
フ
ィ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
事
業
へ
の
転
換
の
成

功
推
進
力
と
な
っ
た
。
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キ
ヤ
ノ
ン
に
お
け
る
小
型
複
写
機
開
発
の
事
例

　

キ
ヤ
ノ
ン
の
経
営
陣
は
開
発
チ
ー
ム
に
対
し
て
、
だ
れ
で
も
使
え
て
、
最
低
限
の
コ
ス
ト
で
生
産
で
き
る
複
写
機
を

考
案
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
は
Ｒ
＆
Ｄ
か
ら
八
名
、
生
産
か
ら
三
名
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
二
名
、
製

品
設
計
か
ら
一
名
と
い
う
計
一
四
名
で
構
成
さ
れ
た
。
成
功
す
る
た
め
に
は
、
複
写
機
が
信
頼
で
き
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
チ
ー
ム
に
は
わ
か
っ
て
い
た
。
既
存
の
モ
デ
ル
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
保
守
点
検
問
題
の
九
〇
％
は
複

写
機
の
ド
ラ
ム
が
原
因
で
あ
っ
た
た
め
、
チ
ー
ム
は
ド
ラ
ム
を
使
い
捨
て
に
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
使
い
捨
て
に
す
る

た
め
に
は
、
ド
ラ
ム
を
安
く
作
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
率
直
な
意
見
交
換
を
行
い
、
キ
ヤ
ノ
ン
の
他
の
分
野
か
ら
人
々
を
呼
ん
で
、
ど
う
し
た
ら
問

題
が
解
決
で
き
る
か
を
議
論
し
た
。
あ
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
拡
大
し
た
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

「
リ
ズ
ム
」
が
創
造
的
な
解
決
策
を
発
見
す
る
鍵
に
な
っ
た
。「
皆
の
リ
ズ
ム
が
そ
ろ
わ
な
い
と
喧
嘩
に
な
っ
て
ま
と
め

る
の
が
大
変
だ
。
し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
の
リ
ズ
ム
が
最
初
か
ら
完
全
に
そ
ろ
っ
て
い
る
と
、
や
は
り
良
い
結
果
を
達
成

す
る
の
が
む
ず
か
し
い
。
乖
離
と
収
斂
の
リ
ズ
ム
が
で
き
て
く
る
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
討
論
を
う
ま
く
リ
ー
ド
す
る
の

が
コ
ツ
だ
」。

　

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
は
飲
み
会
の
時
に
起
こ
っ
た
。
チ
ー
ム
・
リ
ー
ダ
ー
の
田
中
宏
が
ビ
ー
ル
の
缶
を
手
に
し
て
、

「
こ
の
缶
を
作
る
の
に
い
く
ら
か
か
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
疑
問
を
口
に
し
た
。
こ
の
疑
問
か
ら
、
ビ
ー
ル
の
ア
ル
ミ
缶

を
作
る
プ
ロ
セ
ス
が
複
写
機
用
の
ア
ル
ミ
製
ド
ラ
ム
の
製
造
に
応
用
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
臆
測
に
つ
な
が
っ
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た
。
コ
ピ
ー
機
用
の
ド
ラ
ム
が
ビ
ー
ル
缶
と
ど
う
同
じ
で
、
ど
う
違
う
の
か
を
探
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
は
適
切
な
低
コ
ス
ト
技
術
を
考
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
受
け
て
、
キ
ヤ
ノ
ン
は
一
九
八
〇
年
、
本
格
的
に
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
れ
を
う
け
、
最
初
は
一
三
〇
名
か
ら
な
る
正
式
な
タ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ス
が
結
成
さ
れ
た
。
最
終
的
に
は
、
基
礎
研

究
、
製
品
開
発
、
生
産
技
術
、
消
費
者
研
究
を
行
う
科
学
者
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
門
家
を
含
む
、
お

そ
よ
二
〇
〇
人
ほ
ど
の
大
所
帯
に
な
っ
て
い
っ
た
（
詳
細
に
関
し
て
はN

onaka and T
akeuchi 1995, ch. 5

を
参

照
）。

一
般
的
な
教
訓

　

キ
ヤ
ノ
ン
の
事
例
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
新
し
い
知
識
を
創
造
す
る
の
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
の
は
チ
ー

ム
で
あ
る
。
個
々
人
が
相
互
作
用
し
合
い
な
が
ら
、
効
果
的
な
内
省
も
内
在
し
て
い
る
恒
常
的
な
対
話
が
可
能
な
共
有

さ
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
、
チ
ー
ム
が
提
供
す
る
の
で
あ
る
。
チ
ー
ム
・
メ
ン
バ
ー
は
対
話
と
議
論
を
通
じ
て
、
新
し

い
視
点
を
生
み
出
す
。
情
報
を
プ
ー
ル
し
て
、
そ
れ
を
多
角
的
に
検
討
す
る
。
や
が
て
、
そ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
見

方
を
新
し
い
集
団
的
な
見
方
に
一
本
化
す
る
。
こ
の
対
話
に
は
相
当
な
対
立
と
意
見
の
不
一
致
が
伴
う
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
の
対
立
こ
そ
従
業
員
が
既
存
の
前
提
を
疑
問
視
し
、
自
分
た
ち
の
経
験
を
新
し
い
形
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

小
型
複
写
機
の
事
例
は
、
あ
る
一
つ
の
部
門
や
専
門
家
グ
ル
ー
プ
が
新
し
い
知
識
創
造
に
排
他
的
な
責
任
を
負
っ
て
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い
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
上
級
役
員
、
中
間
管
理
職
、
最
前
線
の
従
業
員
な
ど
全
員
が

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
あ
る
一
人
の
貢
献
度
の
価
値
は
組
織
内
の
階
層
の
位
置
で
は
な
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
セ
ス
全
体
に
提
供
し
た
情
報
の
重
要
性
に
よ
っ
て
ま
さ
し
く
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
：
組
織
を
ま
た
い
だ
結
び
付
き

　

知
識
経
済
の
な
か
で
日
本
企
業
が
も
っ
て
い
る
利
点
の
一
つ
に
、
組
織
を
ま
た
い
で
協
働
す
る
驚
く
べ
き
能
力
が
あ

る
。「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
外
部
の
構
成
要
素
と
結
び
付
き
を
形
成
す
る
能
力
は
、
日

本
企
業
の
際
立
っ
た
特
徴
で
あ
る
（D

ahlm
an 2001, p. 5

）。
ト
ヨ
タ
が
自
動
車
産
業
の
質
、
効
率
、
コ
ス
ト
を
常
に

改
善
し
よ
う
と
、
比
較
的
小
さ
い
緊
密
に
結
び
付
い
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
一
群
と
協
働
し
て
い
る
の
が
適
例
で
あ
る

（A
hm

adjian 2004

を
参
照
）。
し
か
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
実
現
す
る
た
め
に
会
社
が
組
織

の
外
部
者
と
ど
の
よ
う
に
協
働
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
大
阪
の
松
下
電
器
に
も
っ
と
顕
著
な
事
例
が

あ
る
。

松
下
の
パ
ン
製
造
機
の
事
例

　

一
九
八
五
年
、
松
下
の
商
品
開
発
担
当
者
は
新
し
い
家
庭
用
パ
ン
製
造
機
を
作
ろ
う
と
懸
命
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

パ
ン
生
地
を
う
ま
く
こ
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
た
。
懸
命
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
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ン
の
耳
は
焦
げ
て
し
ま
う
一
方
で
、
中
が
ほ
と
ん
ど
生
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
調
理
器
部
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
は
問
題
の
分
析
に
余
念
が
な
か
っ
た
。
機
械
が
こ
ね
た
パ
ン
生
地
と
パ
ン
職
人
が
こ
ね
た
パ
ン
生
地
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
比
較
さ
え
行
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
有
意
義
な
デ
ー
タ
は
得
ら
れ
な
い
。

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
者
の
田
中
郁
子
が
つ
い
に
斬
新
な
提
案
を
す
る
。
彼
女
の
ア
イ
デ
ア
は
、
大
阪
で
一
番
の
パ
ン

職
人
と
い
う
評
判
の
大
阪
国
際
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
か
ら
訓
練
を
受
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
松
下
の
田
中
と
エ

ン
ジ
ニ
ア
数
名
が
ホ
テ
ル
の
チ
ー
フ
・
ベ
ー
カ
ー
に
師
事
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
作
業
に
つ
い
て
数
カ
月
た
っ
た
あ
る

日
、
田
中
は
師
匠
が
生
地
を
ひ
ね
り
な
が
ら
引
き
延
ば
す
と
い
う
二
つ
の
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
こ

れ
が
正
し
い
生
地
で
あ
り
、
パ
ン
を
作
る
秘
密
だ
っ
た
こ
と
が
後
で
わ
か
る
。
田
中
は
機
械
の
仕
様
書
を
作
成
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、「
ひ
ね
り
な
が
ら
引
き
延
ば
す
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
、
自
分
が
得
た
知
識
を
他
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
に
も
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
こ
ね
る
の
に
使
う
べ
き
撹
拌
器
の
強
度
と
速
度
に
関
し

て
も
提
案
を
行
っ
た
。

　

田
中
が
製
品
の
仕
様
書
（
機
械
の
な
か
に
特
殊
な
リ
ブ
を
取
り
付
け
る
こ
と
も
含
む
）
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
に
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
と
緊
密
に
協
働
し
な
が
ら
の
試
行
錯
誤
が
さ
ら
に
一
年
間
続
い
た
。
そ
れ
で
よ
う

や
く
チ
ー
フ
・
ベ
ー
カ
ー
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
再
生
す
る
の
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
が
、
松
下
独
特
の
「
パ

ン
生
地
を
ひ
ね
る
」
方
法
と
製
品
で
あ
り
、
初
年
度
に
は
日
本
の
新
し
い
台
所
用
品
と
し
て
は
販
売
新
記
録
を
樹
立
し

た
の
で
あ
る
。

　

上
述
し
た
一
般
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
日
本
以
外
の
企
業
で
も
模
倣
で
き
る
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
日
本
企
業
と
し
て
の
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松
下
だ
け
に
固
有
な
組
織
に
か
か
わ
る
側
面
が
三
つ
あ
る
。
第
一
は
、
田
中
は
商
品
開
発
チ
ー
ム
の
中
核
的
な
メ
ン

バ
ー
で
は
な
か
っ
た
の
に
、
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
牽
引
す
る
人
物
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
会
社
は
彼
女
が

ホ
テ
ル
で
数
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
弟
子
入
り
す
る
の
を
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、
ホ
テ
ル
側
も
好
き
な
だ
け
彼

女
を
居
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
シ
ェ
フ
に
と
っ
て
は
邪
魔
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
大
阪
国
際
ホ
テ

ル
が
喜
ん
で
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
松
下
が
地
元
で
い
か
に
尊
敬
さ
れ
て
い
た
か
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る

（
本
節
の
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
の
説
明
はN

onaka 1991

に
基
づ
く
翻
案
で
あ
る
）。

知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス

　

パ
ン
作
り
に
お
け
る
田
中
郁
子
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
異
な
っ
た
二
種
類
の
知
識
の
働
き
を
例
証
し
て
い
る
。

　

そ
の
動
き
の
終
点
に
は
、
パ
ン
製
造
機
の
製
品
仕
様
書
と
い
う
「
形
式
」
知
（explicit know

ledge

）
が
あ
る
。

形
式
知
は
形
式
的
で
体
系
的
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
は
伝
達
が
容
易
で
、
製
品
仕
様
書
、
科
学
的
な
方
程
式
、
あ

る
い
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
出
発
点
に
は
、
チ
ー
フ
・
ベ
ー
カ
ー
が
所
有
し
て
い
る
よ
う
な
「
暗
黙
」
知
（tacit know

ledge

）
と
い

う
表
現
す
る
の
が
容
易
で
な
い
別
種
の
知
識
が
あ
る
。
暗
黙
知
は
き
わ
め
て
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
。
定
式
化
す
る
の

が
困
難
で
あ
る
た
め
、
伝
達
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
。
暗
黙
知
は
、
動
作
や
具
体
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
個
人

の
決
意
に
も
深
く
根
差
し
て
い
る
。
職
人
技
な
い
し
専
門
職
、
特
定
の
技
術
な
い
し
製
品
市
場
、
あ
る
い
は
作
業
グ
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ル
ー
プ
な
い
し
チ
ー
ム
の
行
動
に
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

暗
黙
知
の
一
部
は
技
術
的
な
ス
キ
ル
か
ら
な
る
。「
ノ
ウ
ハ
ウ
」
と
い
う
用
語
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
非
公
式
で
特

定
す
る
の
が
困
難
な
ス
キ
ル
で
あ
る
。
名
匠
は
本
能
的
に
、
ほ
と
ん
ど
無
意
識
に
体
を
動
か
し
て
お
り
、
往
々
に
し
て

ス
キ
ル
の
背
後
に
あ
る
科
学
的
な
い
し
技
術
的
な
原
理
を
明
確
に
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

暗
黙
知
は
重
要
な
認
識
に
か
か
わ
る
側
面
も
も
っ
て
い
る
。
暗
黙
知
は
、
心
理
的
な
モ
デ
ル
、
信
念
、
視
点
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
あ
ま
り
に
も
深
く
根
付
い
て
い
る
た
め
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
捉
え
て
し
ま
い
、
明
確
に
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
暗
黙
的
な
モ
デ
ル
が
自
分
を
取
り
巻
く
世
界
を
ど
う
見
る
か
を
強
く
規
定
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

暗
黙
知
と
形
式
知
の
区
別
は
、
表
３
・
２
に
見
る
よ
う
に
、
ど
ん
な
組
織
に
お
い
て
も
知
識
創
造
に
関
し
て
四
つ
の

基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

田
中
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
、
知
識
が
ど
こ
で
生
ま
れ
て
、
知
識
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
が
ど
こ
で
始
ま
る
の
か
を
示
す

好
例
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
新
し
い
知
識
は
必
ず
個
人
か
ら
生
ま
れ
る
。
革
命
的
な
新
商
品
を
開
発
す
る
た
め
に
、
町
で
最
高
の
パ
ン

職
人
に
師
事
す
る
と
い
う
直
観
を
得
た
の
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
。
同
様
に
、
研
究
者
は
新
し
い

特
許
に
つ
な
が
る
洞
察
を
得
る
。
中
間
管
理
職
の
市
場
動
向
に
関
す
る
直
観
が
重
要
な
新
製
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
触
媒

に
な
る
。
作
業
現
場
の
労
働
者
が
長
年
の
経
験
か
ら
新
し
い
プ
ロ
セ
ス
革
新
を
思
い
つ
く
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
個

人
知
が
会
社
全
体
に
と
っ
て
貴
重
な
組
織
知
に
転
換
さ
れ
て
い
る
。
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換
言
す
れ
ば
、
組
織
自
体
は

自
分
で
知
識
を
創
造
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
組
織
と
し
て
は
、
個
々
人

の
知
識
創
造
活
動
を
支
援
し
刺

激
し
、
適
切
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト

を
提
供
す
る
こ
と
が
非
常
に
重

要
に
な
る
。
組
織
の
知
識
創
造

は
個
々
人
が
創
造
す
る
知
識
を

「
組
織
的
に
」
増
幅
し
て
、
対

話
、
議
論
、
経
験
の
共
有
、
正

当
化
を
通
じ
て
、
グ
ル
ー
プ
・

レ
ベ
ル
で
明
確
に
す
る
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ

る
。

　

第
二
に
、
田
中
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
知
識
創
造
が
共
同
化

暗黙知から暗黙知へ（共同化：socialization）
人は暗黙知を他人と直接共有することがある．例えば，田中郁子は大阪国際ホテルのパン職長に

師事した時，毎日の社会的な相互作用を通じて師匠の暗黙知を学んでいる．彼の暗黙的スキルは

田中の暗黙知の基盤の一部になる．換言すれば，彼女はパン作りという技能に「共同化」された

のである．

暗黙知から形式知へ（表出化：externalization）
田中郁子がパン職長に師事しながら獲得したパン作りに関する自分の暗黙知の基盤を，形式知と

して明確に表現できると，すなわち，だいたいのイメージを提示すべく「ひねりながら引き延ば

す」という語句を使うことによって，また，こねるのに使う撹拌器の強度と速度を示唆すること

によって表現できると，彼女は暗黙知を形式知に転換したことになる．形式知はパイロット・チー

ムのメンバーだけでなく，松下の他の人々と共有され，コンセプト，イメージ，書類などといっ

た新知識の基礎となる．

形式知から形式知へ（連結化：combination）
それから，形式知にかかわる個別の断片が組み合わされ，編集され，処理されて，より複雑で体

系的な一連の形式知が形成される．それを受けて，新たな形式知は組織のメンバーの間で普及す

る．例えば，パイロット・チームは田中郁子が表現した形式知を標準化して，すなわち，彼女が使っ

た語句（ひねりながら引き延ばす）と，彼女が示唆した撹拌器の強度と速度という形で標準化し，

それを一体化して製品コンセプト，マニュアル，あるいは業務便覧にまで仕上げる．

形式知から暗黙知へ（内面化：internalization）
最後に，個々人は行動，慣行，反省を通じて，組織全体を通じて創造され共有されていた形式知

を暗黙知に転換する．例えば，新製品コンセプトは田中とそのチーム・メンバーの暗黙知の基盤

をさらに豊かにする．彼らは家庭用パン製造機のような製品が本当の質を提供できるということ

を，非常に直感的に理解できるようになる．それを使って，共有している精神的なモデルないし

技術的なノウハウという形でもっている自分自身の暗黙知の基盤を広げ，拡張し，再構成する．

表 3.2　知識創造の基本的パターン
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で
始
ま
っ
て
、
ス
パ
イ
ラ

ル
的
に
知
識
転
換
の
四
形

態
を
通
じ
て
動
い
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
（
共
同

化
・
表
出
化
・
連
結
化
・

内
面
化
）
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。図
３
・
２

と
表
３
・
３
は
こ
れ
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ス
パ
イ
ラ
ル
状
に
進
行

し
な
が
ら
、
暗
黙
知
と
形

式
知
の
相
互
作
用
が
増
幅

さ
れ
る
。
ス
パ
イ
ラ
ル
は

存
在
論
的
な
レ
ベ
ル
（
す

な
わ
ち
、
個
人
、
グ
ル
ー

共同化

表出化

連結化

内面化

直接体験を通じて暗黙知の共有・創造

対話と思考を通じて暗黙知を明確化

形式知や情報を体系化・応用

実際に新しい暗黙知を学習・修得

暗黙知

形式知

形式知

暗黙知

共同化 表出化

連結化内面化

対話と思考を通じて
暗黙知を明確化

形式知や情報を体
系化・応用

実際に新しい暗黙
知を学習・修得

直接経験を通じて暗
黙知の共有・創造

図 3.2　知識創造の SECI プロセス

表 3.3　SECI スパイラル
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プ
、
組
織
、
組
織
相
互
間
）
を
上
が
っ
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
規
模
が
大
き
く
な
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て

創
造
さ
れ
た
知
識
は
新
た
な
知
識
創
造
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
引
き
起
こ
し
て
、
班
、
課
、
部
、
そ
し
て
組
織
の
境
界
さ
え

超
越
し
て
い
き
な
が
ら
、
水
平
的
に
も
垂
直
的
に
も
拡
大
し
て
い
く
。
ス
パ
イ
ラ
ル
が
組
織
の
境
界
を
越
え
て
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
大
学
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
顧
客
、
競
合
他
社
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
政
府
な
ど
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ

た
知
識
が
相
互
作
用
し
て
、
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
が
さ
ら
に
増
幅
さ
れ
る
。

結
論

　

日
本
の
経
験
と
革
新
的
な
企
業
か
ら
何
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？　

新
興
諸
国
の
政
策
当
局
に
と
っ
て

も
っ
と
も
重
要
な
点
は
、
お
そ
ら
く
、
大
き
な
賞
賛
を
浴
び
て
き
た
日
本
政
府
の
モ
デ
ル
は
、
戦
後
日
本
の
経
済
的
な

成
功
の
原
因
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
は
、
そ
れ
は
む
し
ろ
日
本
の
失
敗
の
ほ
う
と
関
係
が
深
い
の

で
あ
る
。
問
題
の
核
心
は
政
府
が
競
争
を
信
用
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
生
産
性
と
繁
栄
を
妨
害
す
る
形
で
介
入
し
た
こ

と
に
あ
る
。
知
識
経
済
に
お
け
る
政
府
の
役
割
は
明
確
で
あ
る
。
政
府
は
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
質
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

の
改
善
に
努
め
、
競
争
を
円
滑
に
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
企
業
家
精
神
を
促
進
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

日
本
企
業
の
成
功
に
か
か
わ
る
通
念
の
ほ
う
は
ま
だ
的
を
射
て
い
る
点
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
危
険
な
ほ
ど
不
完
全

で
あ
る
。
世
界
的
に
見
て
、
企
業
は
単
な
る
質
と
業
務
の
効
率
性
を
超
越
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
面
で
特
有
の
戦

略
と
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
関
し
て
競
争
す
る
と
い
う
方
向
に
動
く
べ
き
で
あ
る
。
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
作
り
出
す
も
の
で
あ
っ
て
、
自
然
に
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。
幸
運
や
偶
然
に
任
せ
て

お
い
て
も
時
に
は
う
ま
く
い
く
こ
と
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
当
の
コ
ツ
は
何
度
も
繰
り
返
し
行
う
こ
と
に
あ
る
。
こ

れ
は
高
い
目
標
を
設
定
し
て
、
あ
く
ま
で
も
実
験
を
継
続
し
、
執
拗
に
こ
つ
こ
つ
精
勤
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
。
こ
れ
は
大
変
な
作
業
で
あ
る
。
日
本
企
業
に
よ
る
当
時
の
経
験
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ブ
レ
ー
ク
ス

ル
ー
は
組
織
の
境
界
を
ま
た
ぐ
と
と
も
に
、
社
内
の
多
種
多
様
な
個
人
の
グ
ル
ー
プ
と
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
新
し
い
知
識
を
創
造
す
る
の
は
会
社
で
は
な
く
て
個
人
な

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
概
観
し
て
き
た
キ
ヤ
ノ
ン
に
お
け
る
組
織
的
な
知
識
創
造
や
松
下
に
お
け
る
組
織
の
境
界
を
越
え
た
知
識

創
造
は
、
日
本
の
企
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
引
き
起
こ
す
た
め
に
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
優

位
性
の
古
典
的
な
事
例
で
あ
る
。（
一
九
八
〇
年
代
と
）
か
な
り
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
知
識
経
営
に
関
す
る
文
献
に

出
て
き
た
最
初
の
実
例
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
も
各
種
出
版
物
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
き
て
い
る
、
と
い
う
点
で
古
典
的

な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
重
要
な
の
は
、
日
本
企
業
が
知
識
経
済
の
な
か
で
競
争
力
の
あ
る
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
手
に
で
き
た
か
ど

う
か
で
あ
る
。
短
い
答
え
と
し
て
は
、
日
本
で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
依
然
と
し
て
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
知
識
に
対
す
る
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
新
た
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
得
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ

く
、
い
や
こ
れ
ま
で
以
上
に
適
切
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
短
い
答
え
は
第
二
部
で
も
っ
と
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い

る
。
第
二
部
は
知
識
経
営
に
対
す
る
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
し
な
が
ら
、
五
つ
の
事
例
研
究
に
お
い
て
実
際
の
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ケ
ー
ス
に
関
係
付
け
て
い
る
。
事
例
研
究
の
対
象
に
な
っ
た
企
業
は
次
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
。
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
小
売
）、
ト
ヨ
タ
の
レ
ク
サ
ス
部
門
（
自
動
車
）、
シ
ャ
ー
プ
（
テ
レ
ビ
）、

キ
ー
エ
ン
ス
（
電
子
部
品
）、
任
天
堂
（
家
庭
用
ビ
デ
オ
・
ゲ
ー
ム
）、
シ
マ
ノ
（
自
転
車
部
品
）。
こ
の
よ
う
な
会
社

の
経
験
は
知
識
経
済
の
な
か
で
競
争
力
に
関
し
て
新
鮮
な
考
え
方
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
歴
史
は
繰
り
返
す
可
能
性
が
あ
る
。
世
界
中
の
製
造
業
者
が
こ
れ
ま
で
日
本
の
製
造
業
の
経
営
手
法

を
学
ん
で
き
た
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
、
知
識
で
競
争
し
よ
う
と
思
う
企
業
は
知
識
創
造
に
関
す
る
日
本
の
ア
プ

ロ
ー
チ
か
ら
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
四
章　

高
度
な
知
識
経
済
向
け
の
新
し
い
経
済
的
お
よ
び
制
度
的
レ
ジ
ー
ム
の
要
素

早
川　

達
二

　

経
済
に
と
っ
て
知
識
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
日
本
で
は
長
い
伝
統
が
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
が
高
度
な
知
識
経

済
に
向
か
う
際
の
知
的
お
よ
び
実
際
的
な
基
盤
を
な
し
て
い
る
。
日
本
の
近
代
化
、
軍
国
主
義
化
、
戦
後
の
復
興
の
過

程
を
通
じ
て
、
人
々
は
科
学
技
術
の
重
要
性
に
強
い
信
念
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
態
度
は
原
則
的
に
知
識
経

済
が
も
っ
て
い
る
性
格
と
は
矛
盾
し
な
い
。
し
か
し
、
現
行
の
経
済
的
お
よ
び
制
度
的
な
レ
ジ
ー
ム
の
一
部
は
グ
ロ
ー

バ
ル
な
環
境
と
相
容
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
に
と
っ
て
は
枠
組
み
の
修
正
を
完
成
さ
せ
て
、
将
来

の
知
識
経
済
に
も
っ
と
適
合
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。

　

本
章
で
は
、
知
識
経
済
の
観
点
か
ら
、
日
本
の
新
し
い
経
済
的
お
よ
び
制
度
的
な
レ
ジ
ー
ム
の
背
景
と
特
性
を
分
析

す
る
。
政
府
の
規
制
緩
和
を
含
め
、
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
構
造
改
革
の
到
達
度
を
評
価
す
る
こ
と
に
関
心
を
向
け

た
い
。
ま
た
、
本
章
で
は
、
日
本
が
よ
り
高
度
な
知
識
経
済
へ
移
行
し
て
い
く
の
に
影
響
し
、
し
た
が
っ
て
、
日
本
経

済
が
一
九
九
〇
年
代
に
減
速
す
る
原
因
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
多
種
多
様
な
要
因
も
分
析
す
る
。

　

こ
の
第
四
章
は
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
背
景
と
し
て
金
融
や
労
働
の
市
場
に
関
す
る
問
題
を
レ
ビ
ュ
ー
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す
る
。
そ
の
上
で
、
対
外
経
済
政
策
を
検

討
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
知
識
経
済
に
関
す

る
政
府
の
役
割
と
必
要
と
さ
れ
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
取
り
上
げ
る
。
図
４
・
１
は

背
景
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
一
九
七
〇―

二
〇
〇
三
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
と
イ
ン
フ
レ

率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

事
業
運
営
に
か
か
わ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

表
４
・
１
は
知
識
経
済
と
し
て
の
日
本
経

済
を
展
望
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
五
年
現

在
、
ビ
ジ
ネ
ス
規
制
や
そ
の
実
施
状
況
に
か

か
わ
る
各
種
指
標
で
見
て
、
日
本
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
日
本
と
し
て

は
知
識
経
済
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
新
規

0.0

15.0

–5.0
1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000

25.0

5.0

10.0

20.0

図 4.1　成長率とインフレ率（1970-2003 年）

％

実質 GDP 成長率 CPI インフレ率

出所：World Bank, World Development Indicators．
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開
業

日
本

労
働

者
の

採
用

・
解

雇

国
1

手
続

き
数

時
間

（
日

数
）

費
用

（
対

1
人

当
た

り
所

得
比

％
）

最
低

資
本

金
（

対
1

人
当

た
り

所
得

比
％

）
採

用
の

困
難

性
に

関
す

る
指

数
2

労
働

時
間

の
厳

格
性

に
関

す
る

指
数

3
雇

用
の

厳
格

性
に

関
す

る
指

数
4

解
雇

費
用

（
何

週
間

分
の

賃
金

に
相

当
す

る
か

）
低

所
得

国
10

62
179.7

289.5
45

58
50

52.4
下

位
中

所
得

国
10

48
40

222.4
35

46
39

58.6
上

位
中

所
得

国
9

45
21.3

96.1
30

48
35

36.2
高

所
得

国
6

22
7.4

55.7
28

49
34

38.2
日
本

11
31

10.7
75.3

17
40

19
21.2

不
動

産
登

記
融

資
投

資
家

保
護

国
1

手
続

き
数

時
間

（
日

数
）

費
用

（
対

不
動

産
価

格
比

％
）

法
的

権
利

に
関

す
る

指
数

5
信

用
情

報
に

関
す

る
指

数
6

民
間

信
用

情
報

機
関

の
カ

バ
レ

ッ
ジ

（
対

成
人

人
口

比
％

）
情

報
開

示
に

関
す

る
指

数
7

低
所

得
国

6
120

10.4
4

1
0.1

5
下

位
中

所
得

国
6

65
5.4

4
2

10.6
4

上
位

中
所

得
国

5
103

4
5

4
21.7

5
高

所
得

国
4

47
4.5

6
4

51.5
5

日
本

6
14

4
6

6
61.2

6

契
約

の
執

行
廃

業
経

済
の

特
性

国
1

手
続

き
数

時
間

（
日

数
）

費
用

（
対

負
債

比
％

）
時

間
（

年
数

）
費

用
（

対
財

産
比

％
）

回
収

率
（

％
）

1
人

当
た

り
GN

I
（

米
ド

ル
）

非
公

式
経

済
（

対
2003

年
GN

I比
％

）
低

所
得

国
36

436
48.1

3.7
19

13.8
445

39.4
下

位
中

所
得

国
31

414
29.5

3.5
19

24.6
1,985

38.4
上

位
中

所
得

国
31

415
18.4

3.4
16

34.7
5,958

31.2
高

所
得

国
23

272
11.7

1.8
8

68.9
27,833

17.6
日
本

16
60

8.6
0.6

4
92.7

37,180
11.3

表
4.1　

日
本
の
現
状
（
2005

年
現
在
）

注
：

1. 低
所
得
国

52
カ
国
，
下
位
中
所
得
国

50
カ
国
，
上
位
中
所
得
国

22
カ
国
，
高
所
得
国

31
カ
国
の
平
均
．

2
～

4. 値
が
大
き
い
ほ
ど
規
制
が
厳
格
で
あ
る
こ
と
を
示
す
．

5. 値
が
大

き
い
ほ
ど
担
保
や
倒
産
に
関
す
る
法
律
が
信
用
ア
ク
セ
ス
拡
大
を
後
押
し
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
．

6. 値
が
大
き
い
ほ
ど
公
的
登
記
所
な
い
し
民
間
信
用
情
報
機
関
か
ら
，
融
資
判
断

の
円
滑
化
に
資
す
る
信
用
情
報
が
入
手
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
．

7. 値
が
大
き
い
ほ
ど
情
報
開
示
が
多
い
こ
と
を
示
す
．

出
所
：

W
orld B

ank, The D
oing B

usiness D
atabase, http://rru.w

orldbank.org/D
oingB

usiness．
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開
業
に
関
し
て
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
新
規
開
業
に
必
要
と
さ
れ
る
最
低
資
本
金
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、

二
〇
〇
三
年
二
月
に
政
府
は
規
制
を
改
訂
し
た
の
で
、
新
設
企
業
の
資
本
金
は
い
く
ら
で
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
。
経

済
産
業
省
（
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
）
の
承
認
さ
え
取
得
す
れ
ば
、
新
規
企
業
の
資
本
金
は
最
初
の
五
年
間
は
一
円
で
す
ら
か
ま
わ

な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
外
の
申
請
は
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
受
理
さ
れ
る
。

　

一
方
、
日
本
で
は
廃
業
は
比
較
的
簡
単
で
、
倒
産
企
業
の
債
権
者
は
他
の
諸
国
に
比
べ
る
と
債
権
の
大
き
な
割
合
を

回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

金
融
市
場

　

日
本
で
は
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
銀
行
数
が
過
剰
で
あ
る
。
銀
行
は
高
度
成
長
期
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
、

企
業
融
資
に
関
し
て
支
配
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
低
金
利
政
策
と
課
税
所
得
算
出
に
際
し
て
利
払
い
費
が
控
除
で
き

る
税
制
と
相
ま
っ
て
、
借
入
コ
ス
ト
は
低
位
に
維
持
さ
れ
て
い
た
。
高
度
成
長
期
に
は
、
旺
盛
な
資
金
需
要
を
反
映
し

て
、
企
業
の
負
債
が
過
度
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、
銀
行
の
過
剰
融
資
も
顕
著
に
な
っ
た
。
表
４
・
２
は
戦
後
期
に
つ

い
て
証
券
市
場
と
借
入
金
の
相
対
的
規
模
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
は
Ｇ
７
諸
国
の
な
か
で
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
見
た
株
式
市
場
の
時
価
総
額
が
一
九
九
〇―

二
〇
〇
三
年
の
間
に
低

下
し
た
唯
一
の
国
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
九
〇
年
に
崩
壊
が
始
ま
っ
た
バ
ブ
ル
の
規
模
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
（
表
４
・
３
）。
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知
識
経
済
に
は
資
金
の
効
率
的
な
配
分
に
貢
献
す
る
金

融
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
金
融
仲

介
機
関
の
適
正
な
機
能
は
株
式
と
不
動
産
の
市
場
の
バ
ブ

ル
が
弾
け
て
以
降
、
不
良
債
権
の
累
増
で
重
大
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。

　

資
金
調
達
を
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
依
存
し
て
い
る
こ
と

が
、
不
動
産
バ
ブ
ル
の
崩
壊
後
に
日
本
が
素
早
く
回
復
で

き
な
い
も
っ
と
も
重
要
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
特
に
銀
行
は
膨
大
な
不
良
債
権
を
抱
え
て
い
た
。

銀
行
が
非
常
に
効
率
の
悪
い
企
業
（「
ゾ
ン
ビ
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
）
を
引
き
続
き
支
援
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
、

潜
在
的
に
儲
か
る
企
業
に
対
す
る
融
資
を
締
め
出
し
て
い

る
た
め
、
生
産
性
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性

が
あ
る
。
要
す
る
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
停
滞
は
金
融
シ

ス
テ
ム
が
機
能
不
全
に
陥
っ
て
、
資
金
配
分
を
誤
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
主
因
だ
と
さ
え
言
え
る
だ
ろ
う
（Fukuda 

and K
oibuchi 2004, Bayoum

i 2001, Bergoeing et 

証券市場 借入金
年 小計 株式 国内債 外国債 CP 小計 民間機関 公的機関
1955 21.3 17.2 4.1 0.0 0.0 78.7 69.6 9.1
1965 22.5 17.4 4.9 0.2 0.0 77.5 70.2 7.3
1975 13.6 9.0 4.4 0.3 0.0 86.4 78.4 8.0
1985 17.0 9.9 5.1 2.0 0.0 83.0 74.7 8.3
1995 22.2 9.5 8.2 3.1 1.4 77.8 64.6 13.2

株式時価総額（対 GDP 比％）
1990 年 2003 年

カナダ 42.1 104.4
フランス 25.8 77.1
ドイツ 21.2 44.9
イタリア 13.5 41.9
日本 96.1 70.7
イギリス 85.8 134.4
アメリカ 53.2 130.3

銀行部門の国内信用残高（対 GDP 比％）
1990 年 2003 年

カナダ 82.3 92.3
フランス 104.4 107.2
ドイツ 104.4 142.9
イタリア 89.4 105.3
日本 260.7 157.3
イギリス 121.0 150.4
アメリカ 174.5 261.8

表 4.2　企業の資金調達構造（残高ベース）

表 4.3　株式市場と銀行システム

出所：Hoshi and Kashyap (2001)の表 4.5および表 7.8．

出所：World Bank, World Development Indicators．
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al. 2004

を
参
照
）。

　
A

ndo et al. (2003)

に
よ
れ
ば
、
日
本
の
企
業
部
門
の
総
資
産
収
益
率
は
非
常
に
低
い
が
、
こ
れ
は
低
配
当
を
許
容

す
る
企
業
統
治
が
主
因
で
あ
る
。
日
本
企
業
の
内
部
留
保
は
増
配
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
た
め
、
株
式
価
値
に
貢
献
し

て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
統
治
を
変
更
し
て
、
株
式
保
有
者
が
よ
り
平
等
な
立
場
で
経
営
者
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
会
計
シ
ス
テ
ム
と
法
人
税
制
も
家
計
の
純
資
産
、
し
た
が
っ
て

消
費
を
増
や
す
方
向
で
改
革
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
日
本
の
会
社
は
収
益
性
を
無
視
し
な
が
ら
、
売
上
高
と
市
場
シ
ェ

ア
の
増
加
を
追
求
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
今
で
は
周
知
と
な
っ
て
い
る
（
例
え
ばPorter et al. 

2000

を
参
照
）。

　

H
ayashi and Prescott (2002)

に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
資
金
供
与
を
受
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
収
益
率

は
低
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
第
二
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
全
要
素
生
産
性
（
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）
の
伸
び
率
が
大
幅
に
低
下
し
た

時
期
に
当
た
っ
て
い
る
。Fukao and K

w
on (2004)

は
日
本
の
企
業
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
を
一
九
九
四―

二
〇
〇
一
年

に
つ
い
て
分
析
し
た
結
果
、
製
造
業
部
門
に
お
け
る
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
伸
び
鈍
化
の
相
当
な
部
分
は
、
退
出
効
果
が
マ
イ
ナ
ス

に
作
用
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
退
出
企
業
の
平
均
Ｔ
Ｆ
Ｐ
水
準
は
生
存
企
業

よ
り
も
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

系
列
シ
ス
テ
ム
（
産
業
グ
ル
ー
プ
）
は
メ
ン
バ
ー
企
業
の
倒
産
防
止
に
は
効
率
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ

れ
は
グ
ル
ー
プ
の
メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
が
非
効
率
な
企
業
の
救
援
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
。
資

金
の
効
率
的
な
配
分
と
い
う
観
点
で
、
こ
れ
が
望
ま
し
い
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
然
な
が
ら
銀
行
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の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
悪
影
響
を
も

た
ら
す
こ
と
が
多
か
っ
た
（
例
え
ば

H
oshi and K

ashyap 2001

を
参

照
）。

　

日
本
で
は
政
府
系
金
融
機
関
（
Ｇ

Ｆ
Ｉ
）
が
総
資
産
、
預
金
、
融
資
の

各
面
で
、
重
要
な
役
目
を
演
じ
て
き

て
い
る
こ
と
は
留
意
し
て
お
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。
日
本
郵
政
公
社
は
世
界

最
大
の
預
金
取
扱
機
関
で
あ
る
。
表

４
・
４
で
要
約
し
て
い
る
よ
う
に
、

二
〇
〇
三
年
三
月
現
在
、
同
公
社
が

金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
に
占
め
る
シ
ェ

ア
は
預
金
で
二
二
％
、
総
資
産
で

一
三
％
に
も
達
し
て
い
る
。

　

八
つ
の
主
要
Ｇ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
融
資

は
二
〇
〇
三
年
三
月
現
在
で
融
資
総

総資産
機関数 兆円

（対総計比％）
対 GDP 比 預金残高兆円

（対総計比％）
貸出残高兆円

（対総計比％）
銀行
　都市銀行                  7 407 81.6 248 223
                            (21.6) (22.7) (28.0)
　その他                    224 382.7 76.6 284.5 227
                            (20.3) (26.1) (28.5)
協同組合系                  
　金融機関                  2137 370 74.2 320 136
                            (19.6) (29.3) (17.1)
非預金取扱                  
　金融機関                  
　生命保険                  43 179 35.9 n.a. 47
                            (9.5) (n.a.) (5.9)
　損害保険                  59 31 6.2 n.a. 4
                            (1.6) (n.a.) (0.5)
　証券会社等                279 107 21.4 n.a. n.a.
                            (5.7) (n.a) (n.a.)
公的金融機関                
　日本郵政公社              1 242 48.5 239 0.7
                            (12.8) (21.9) (0.1)
　政府系金融機関            8 166 33.2 ... 159
                            (8.8) (...) (19.9)
金融システム総計            2758 1884 377.6 1092 797

（日本銀行は除く）            (100.0) (100.0) (100.0)

表 4.4　日本の金融システム構造（2003 年末）

出所：International Monetary Fund (2003)．
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額
の
二
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
預
金
取
扱
機
関
同
士
の
競
争
条
件
を
平
準
化
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
日
本
郵
政
公
社

の
民
営
化
と
い
う
こ
と
が
現
在
進
行
中
の
金
融
改
革
の
目
玉
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
歴
史
的
に
見
る
と
、
日
本
郵
政

公
社
の
貯
金
と
簡
易
生
命
保
険
が
財
政
投
融
資
計
画
（
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
）
の
資
金
源
と
な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
Ｇ
Ｆ
Ｉ
や
政
府

機
関
、
公
社
、
地
方
政
府
、
中
央
政
府
に
資
金
供
与
が
行
わ
れ
て
い
た
。
環
境
が
変
化
す
る
な
か
で
、
Ｇ
Ｆ
Ｉ
の
業
績

は
さ
ま
ざ
ま
と
な
っ
た
。
民
間
銀
行
が
融
資
し
な
い
よ
う
な
借
り
手
に
補
助
金
付
き
の
融
資
を
行
う
こ
と
は
、
経
済
成

長
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
各
種
Ｇ
Ｆ
Ｉ
の
見
直
し
と
改
革
が
進
行
中
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
五
年
半
ば
ま
で
に
は
、
不
良
債
権
の
問
題
は
よ
う
や
く
下
火
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
金
融
庁
が
公

表
し
て
い
る
未
解
決
の
不
良
債
権
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
現
在
、
一
七
兆
九
〇
〇
〇
億
円
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
三
・
五
％

と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
民
間
金
融
機
関
を
救
済
す
る
た
め
に
、
総
額
二
五
兆
円
（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
四
・
九
％
）
の

公
的
資
金
が
注
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
主
要
銀
行
は
借
入
金
を
ほ
と
ん
ど
返
済
し
て
お
り
、
未
決
済
の
同
資
金
は

一
六
兆
九
〇
〇
〇
億
円
（
同
三
・
三
％
）
に
減
少
し
て
い
る
。

　

金
融
シ
ス
テ
ム
問
題
に
か
か
わ
る
損
失
は
最
終
的
に
は
納
税
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
巨
額
に
な
る
だ

ろ
う
。
た
だ
し
、
政
府
が
引
き
続
き
資
金
回
収
に
努
め
て
い
る
折
か
ら
、
最
終
的
な
負
担
総
額
は
当
面
確
定
さ
れ
て
い

な
い
。H

oshi and K
ashyap (2004)

の
推
計
で
は
、
総
コ
ス
ト
は
少
な
く
と
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
〇
％
に
達
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
は
銀
行
に
加
え
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
の
損
失
七
八
兆
円
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
一
五
％
）
と
生
命
保
険

会
社
の
損
失
を
救
済
す
る
こ
と
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
（Fukao 2003

も
参
照
）。

　

金
融
改
革
が
進
展
す
れ
ば
、
金
融
シ
ス
テ
ム
が
知
識
経
済
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
弾
力
的
に
対
応
す
る
よ
う
に
な
る
た
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め
、
資
金
の
効
率
的
な
配
分
が
実
現
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。H
oshi and K

ashyap (2001)

の
見
方
で
は
、
企

業
金
融
は
将
来
的
に
証
券
市
場
へ
の
依
存
度
が
高
ま
り
、
一
九
二
〇
年
代
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
富
裕
層
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
幅
広
い
層
か
ら
貯
蓄
を
引
き
つ
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
シ
フ
ト
は
知
識
経
済
を
後
押
し
す
る
も
の
と
し

て
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
は
特
に
不
動
産
の
よ
う
な
伝
統
的
な
担
保
を
保
有
し
て
い
な
い
会
社
向

け
に
も
、
十
分
な
資
金
を
供
与
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
証
券
市
場
は
う
ま
く
機
能
し
さ
え
す
れ
ば
、
知
識
を
生
か

し
た
事
業
活
動
に
着
手
し
よ
う
と
し
て
い
る
新
し
い
会
社
に
と
っ
て
は
、
一
層
便
利
で
弾
力
的
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
投
資
は
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
の
フ
ロ
ー
金
額
は

二
八
〇
〇
億
円
と
ア
メ
リ
カ
の
約
六
％
の
水
準
に
す
ぎ
ず
、
残
高
で
は
一
兆
二
〇
〇
億
円
と
同
三
％
強
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
（
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｉ 

二
〇
〇
三
）。

　

株
式
市
場
や
銀
行
は
種
類
の
異
な
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
成
長
に
貢
献
し
て
い
る
わ
け

で
、
そ
の
意
味
で
は
両
者
は
相
互
補
完
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
銀
行
に
は
抱
え
る
こ
と
が
で
き
る
金
融
リ
ス
ク
に
関
し

て
、
総
じ
て
よ
り
厳
し
い
限
度
が
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
高
度
な
知
識
経
済
の
た
め
に
は
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
以
外
の

ル
ー
ト
を
経
由
し
て
、
中
小
企
業
向
け
に
ベ
ン
チ
ャ
ー･
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
供
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
。
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労
働
力

　

一
九
五
〇
年
代
以
降
九
〇
年
代
ま
で
、
日
本

の
労
働
市
場
に
は
終
身
雇
用
と
年
功
序
列
型

の
賃
金
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
状

況
は
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
企
業
は
そ
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
の
が
む
ず
か
し
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
失
業
率
は
一
九
九
〇

年
代
半
ば
に
上
昇
し
始
め
た
。
一
九
九
〇―

九
一
年
の
二
・
一
％
に
対
し
て
、
失
業
率
は

二
〇
〇
二
年
に
五
・
四
％
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た

（
図
４
・
２
）。

　

加
え
て
、
失
業
期
間
が
長
期
化
し
て
い
る
。

失
業
期
間
が
一
二
カ
月
以
上
に
及
ん
で
い
る

人
の
割
合
が
、
男
女
と
も
一
九
九
〇
年
以
降
上

昇
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
女
性
の
割
合
は

二
〇
〇
三
年
に
ピ
ー
ク
を
打
っ
た
模
様
で
あ
る

0

3

1985 1990 1995 2000

6

1

2

4

5

失業率

％

図 4.2　失業率（1983-2004 年）

出所：総務省統計局．
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が
、
男
性
の
比
率
は
〇
四
年
に
な
っ
て
も
引
き
続
き
上
昇
し
た
（
表
４
・
５
）。

　

労
働
市
場
改
革
は
日
本
に
と
っ
て
明
ら
か
に
優
先
事
項
で
あ
る
も
の
の
、
金
融
部

門
、
製
品
市
場
、
貿
易
な
ど
の
改
革
と
比
較
す
る
と
、
よ
り
困
難
な
構
造
改
革
と
い
え
る

（IM
F 2004a

を
参
照
）。

　

失
業
率
は
一
般
的
に
は
短
期
的
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
人
口
動

態
の
変
化
に
直
面
し
て
い
る
た
め
だ
。
生
産
年
齢
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一
五―

六
四
歳
の

人
口
の
割
合
は
一
九
九
三
年
以
降
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
れ

ば
、
一
九
九
二
年
の
七
〇
％
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
は
六
七
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
二
〇
三
〇
年
に
は
五
七
・
五
％
に
ま
で
低
下
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
（U

nited 

N
ations 2005
）。
こ
の
減
少
を
相
殺
す
る
た
め
に
は
、
日
本
と
し
て
は
退
職
年
齢
、
労

働
力
参
加
、
移
民
に
関
連
す
る
政
策
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
の
節
で
は
こ
れ

を
順
に
検
討
す
る
。

退
職
年
齢

　

退
職
年
齢
は
特
別
な
関
心
を
集
め
て
い
る
。
日
本
は
一
九
四
七―

四
九
年
に
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
を
経
験
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ブ
ー
マ
ー
は
「
団
塊
の
世
代
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
現
在
、
そ
の
数
は
六
八
〇
万
人
で
、
人
口
の
五
・
三
％
を
占
め
て
い

年 全体（対総失業者比％） 男性（対男性失業者比） 女性（対女性失業者比）
1990 19.1 26.2 8.8
2001 26.6 32.1 18.3
2002 30.8 36.2 22.4
2003 33.5 38.9 24.6
2004 33.7 40.2 23.1

表 4.5　長期失業（12カ月以上）の発生率

出所：OECD (2005)．
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る
（
一
九
五
〇
年
生
ま
れ
も
含
め
れ
ば
、
そ
の
数
は
八
九
〇
万
人
、
人
口
の
七
％
に
達
す
る
）。

　

団
塊
の
世
代
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
こ
の
一
〇
年
間
の
後
半
に
は
退
職
年
齢
に
達
す
る
。
も
し
全
員
が
一

度
に
職
場
を
離
れ
る
と
す
れ
ば
、
企
業
内
部
の
技
術
移
転
や
ス
キ
ル
水
準
に
深
刻
な
問
題
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
の

退
職
は
日
本
全
体
の
家
計
部
門
の
貯
蓄
率
を
さ
ら
に
引
き
下
げ
る
し
、
公
的
年
金
制
度
の
財
政
的
な
存
続
性
に
も
影
響

す
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、K

oga (2004)

に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
の
家
計
貯
蓄
率
の
低
下
は
人
口

動
態
の
要
因
で
ほ
と
ん
ど
説
明
で
き
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
モ
デ
ル
が
日
本
に
当
て
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確

認
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
の
結
果
を
回
避
す
る
た
め
に
、
政
府
と
企
業
は
、
今
で
も
な
お
通
常
の
退
職
年
齢
で
あ
る

六
〇
歳
以
上
の
労
働
者
が
働
き
続
け
る
こ
と
を
奨
励
す
る
政
策
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
、
大
企
業

や
公
共
部
門
が
正
式
な
退
職
年
齢
を
引
き
上
げ
る
こ
と
や
、
退
職
者
を
再
雇
用
す
る
措
置
を
開
発
す
る
こ
と
な
ど
が
含

ま
れ
る
だ
ろ
う
。
幸
い
な
こ
と
に
、
団
塊
の
世
代
の
多
く
は
六
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
働
き
続
け
る
つ
も
り
で
い
る
。
や
は

り
幸
運
な
こ
と
だ
が
、
六
〇
代
の
人
々
は
賃
金
よ
り
も
、
労
働
時
間
、
職
場
環
境
、
職
種
に
優
先
度
を
置
い
て
い
る

（O
hashi 2005

）。
こ
れ
は
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
で
雇
用
主
の
財
務
状
況
を
窮
地
に
陥
れ
る
こ
と
な
く
、
高
齢
者
を
雇

用
し
続
け
る
の
に
必
要
な
よ
り
弾
力
的
で
革
新
的
な
給
与
制
度
を
工
夫
す
る
の
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

若
者

　

原
則
論
と
し
て
、
知
識
経
済
は
伝
統
的
な
種
類
の
経
済
に
比
べ
る
と
、
新
し
い
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る
若
い
世
代
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に
む
し
ろ
好
都
合
で
あ
ろ
う
。
伝
統
的
な
経
済
で
は
、
労
働
ス
キ
ル
の
悪
化
な
い
し
陳
腐
化
の
進
行
が
ず
っ
と
遅
い

し
、
個
々
人
は
時
間
を
か
け
て
仕
事
の
経
験
を
通
じ
て
ス
キ
ル
を
蓄
積
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
生
産
活
動
に
従
事

し
て
い
な
い
若
い
単
身
者
の
割
合
が
過
去
一
〇
年
間
に
増
加
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
長
期
的
に
は
悪
い
結
果
を
も

た
ら
し
か
ね
な
い
社
会
的
お
よ
び
経
済
的
な
懸
念
事
項
で
あ
る
。

　

ニ
ー
ト
（
無
業
者
）
に
分
類
さ
れ
る
人
々
の
数
は
、二
〇
〇
四
年
現
在
で
約
六
四
万
人
（
労
働
力
人
口
の
〇
・
七
五
％
）

と
九
三
年
の
約
四
〇
万
人
（
同
〇
・
四
六
％
）
か
ら
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
二
一
〇
万
人
の
「
フ
リ
ー
タ
ー
」

（
労
働
力
の
三
・
二
％
）
が
い
る
。
こ
れ
は
学
生
で
も
主
婦
で
も
な
い
が
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
仕
事
を
し
て
い
る
若
者
で

あ
る
。
こ
の
言
葉
は
も
と
も
と
は
自
ら
好
ん
で
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
仕
事
を
し
て
い
た
人
々
だ
け
を
指
し
て
い
た
が
、
フ

ル
タ
イ
ム
の
職
を
求
め
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
見
つ
か
ら
な
い
人
々
も
含
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
の

発
表
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
九―

九
三
年
の
期
間
に
つ
い
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
求
職
を
し
た
高
校
卒
業
者
の
九
九
％
に
は

求
人
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
二
〇
〇
二
年
と
〇
三
年
に
は
求
人
比
率
は
九
〇
％
に
低
下
し
た
。
二
〇
〇
五
年
三
月
の
卒
業

生
に
つ
い
て
は
、
景
気
の
改
善
を
反
映
し
て
、
求
人
比
率
は
九
四
％
に
回
復
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
ま

た
は
労
働
に
関
し
て
安
定
あ
る
い
は
望
ま
し
い
地
位
に
つ
け
な
い
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
が
大
勢
残
っ
て
い
る
。

　

や
り
た
い
仕
事
の
種
類
と
実
際
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
、
失
望
し
て
し
ま
う
若
者
も
な
か
に
は
い
る
。

こ
の
問
題
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
が
、
若
年
層
が
生
産
的
な
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
た
め
に
は
、
労
働
市

場
に
関
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
な
公
的
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

高
等
教
育
の
卒
業
生
に
関
し
て
も
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
。
日
本
で
も
修
士
号
や
博
士
号
の
取
得
者
を
増
や
そ
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う
と
い
う
文
部
科
学
省
（
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
）
の
意
図
を
反
映
し
て
、
大
学
院
の
数
は
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ミ
ス
マ
ッ
チ

の
実
例
と
し
て
、
国
際
開
発
援
助
の
分
野
で
は
安
定
し
た
職
の
数
が
限
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
関

連
し
た
コ
ー
ス
を
履
修
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
博
士
号
を
取
得
す
る
者
が
増
え
て
い
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
オ
ー

バ
ー
・
ド
ク
タ
ー
」（
安
定
し
た
就
職
が
で
き
な
い
博
士
）
の
数
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
的
資
源
を
活
用

し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
高
等
教
育
に
注
い
だ
私
的
お
よ
び
公
的
資
源
の
重
大
な
浪
費
を
意
味
す
る
。
大
学
院
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
す
る
関
係
者
は
、
関
連
す
る
実
際
的
な
雇
用
市
場
に
も
っ
と
ウ
ェ
イ
ト
を
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

雇
用
主
の
側
か
ら
す
る
と
、
訓
練
と
助
言
の
方
法
を
変
更
し
た
ほ
う
が
良
い
場
合
も
あ
る
。
採
用
し
て
も
す
ぐ
に
辞

め
て
し
ま
う
若
者
労
働
者
も
、
本
人
と
監
督
者
の
両
方
に
も
う
少
し
の
忍
耐
と
時
間
が
伴
え
ば
、
優
秀
な
社
員
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
高
卒
者
の
二
五
％
以
上
が
最
初
の
就
職
先
を
一
年
以
内
に
辞
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
離
職
率
は

一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
一
五
％
ほ
ど
で
あ
っ
た
。A

riga (2005)

は
こ
の
増
加
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
農
村
部
と
都

市
部
の
両
方
で
、
高
卒
者
の
就
職
斡
旋
シ
ス
テ
ム
の
質
が
悪
化
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
他
に
も
っ
と
良
い
就
職

口
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
甘
い
考
え
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
い
っ
た
動
機
で
離
職
す
る
者
も
な
か
に
は
い
る
。

女
性

　

労
働
力
に
女
性
の
参
加
が
増
え
れ
ば
経
済
成
長
を
押
し
上
げ
る
だ
ろ
う
。
女
性
の
労
働
力
参
加
率
は
一
九
九
〇
年

以
降
総
じ
て
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
平
均
で
あ
る
六
〇
％
に
達
し
た
。
七
〇
％
に
な
っ

て
い
る
諸
国
も
多
い
の
で
、
日
本
で
も
さ
ら
に
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
女
性
の
参
加
率
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が
一
九
九
〇―

二
〇
〇
四
年
に
四
三
％
か
ら
五
八
％
に
上
昇

し
、
九
〇
年
代
の
力
強
い
経
済
成
長
率
に
寄
与
し
て
お
り
、
こ

れ
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

（
二
〇
〇
四
）
で
も
研
究
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
女
性
の
六
五
％
は
フ
ル

タ
イ
ム
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
そ
の
割
合
は
五
八
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
日
本
の
男
性
の
場
合
、
フ
ル
タ
イ
ム
の

割
合
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
の
八
〇
％
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
以
来
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
二
〇
〇
〇

年
に
記
録
し
た
八
五
％
の
最
高
水
準
は
下
回
っ
て
い
る
）。
労

働
参
加
率
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
表
４
・
６
に
ま
と
め
て
あ
る
。

　

子
育
て
中
の
母
親
は
労
働
力
に
参
加
す
る
意
欲
を
ま
っ
た
く

失
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
参
加
す
る
と
し
て
も
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
ほ
う
が
よ
く
好
ま
れ
て
い
る
。
弾
力
的
な
労
働
時
間
や

寛
大
な
出
産
休
暇
・
病
気
休
暇
な
ど
と
い
っ
た
勤
務
制
度
に
加

え
て
、
託
児
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
あ
れ
ば
、
ス
カ
ン

ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
母
親
で
あ
る
こ
と
と
女

性
の
労
働
力
参
加
は
両
立
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

15-64 歳総人口（％） 同男性（％） 同女性（％）
1990 年 2004 年 1990 年 2004 年 1990 年 2004 年

オーストラリア 73 73.6 84.4 80.8 61.5 66.3
カナダ 76.6 78.2 84.9 83.0 68.3 73.5
フィンランド 76.5 73.8 79.6 75.5 73.4 72.0
フランス 67.1 69.5 76.5 75.3 58.0 63.7
ドイツ 67.4 72.7 79.0 79.1 55.5 66.1
アイルランド 60.1 68.6 77.5 79.1 42.6 58.0
イタリア 59.5 62.5 75.1 74.5 44.0 50.6
日本 70.1 72.2 83.0 84.2 57.1 60.2
ニュージーランド 73.2 76.6 83.4 83.8 63.2 69.6
スペイン 61.7 69.7 81.3 81.6 42.2 57.7
スウェーデン 84.7 78.7 86.8 80.7 82.5 76.6
イギリス 77.8 76.2 88.3 83.1 67.3 69.6
アメリカ 76.5 75.4 85.6 81.9 67.8 69.2
OECD 69.3 70.1 82.3 80.3 56.6 60.1

表 4.6　労働力参加率

出所：OECD (2005)．
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よ
り
多
く
の
女
性
が
働
け
る
よ
う
に
イ
ン
フ
ラ
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
公
的
資
金
の
増
大
が
必
要
で
あ
る
。
同
様

に
、
有
給
の
出
産
休
暇
な
ど
を
女
性
に
提
供
す
れ
ば
、
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

女
性
の
労
働
力
参
加
と
出
生
率
が
逆
相
関
関
係
に
あ
る
と
い
う
懸
念
に
関
し
て
、Jaum

otte (2003)

は
ス
カ
ン
ジ

ナ
ビ
ア
諸
国
の
女
性
の
参
加
率
と
出
生
率
は
と
も
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
平
均
に
比
べ
れ
ば
高
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
と

は
対
照
的
に
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
両
比
率
と
も
相
対
的
に
低
い
。

　

日
本
で
は
男
女
の
双
方
に
関
し
て
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
図
る
政
策
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
女
性
は
出
産

す
る
子
供
の
数
を
減
ら
す
こ
と
を
選
ぶ
必
要
な
く
労
働
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
て
い
る

地
域
別
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
出
生
率
は
女
性
の
労
働
力
参
加
率
と
正
の
相
関
関
係
に
あ
り
、
男
性
の
平
均
労
働

時
間
と
は
負
の
相
関
関
係
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
し
ば
ら
く
人
口
補
充
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
日
本
の
出
生
率
の

上
昇
が
可
能
と
な
る
た
め
に
は
、
時
間
と
柔
軟
性
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
雇
用
者
が
理
解
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
う

す
れ
ば
、
親
と
し
て
は
仕
事
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
の
出
生
率
低
下
は
い
く
つ
か
の
複
雑
な
要
因
に
根
差
し
て
い
る
。
支
え
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
と
労
働
慣
行
が
欠
如

し
て
い
る
こ
と
以
外
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
世
代
に
比
べ
て
晩
婚
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
の
場
合
、
大
学
に
在
籍
中
に
結
婚
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
習
慣
は

今
で
は
稀
で
あ
る
。
若
い
世
代
が
家
庭
を
持
つ
前
に
集
中
的
な
勉
強
や
仕
事
を
経
験
す
る
こ
と
を
優
先
す
る
傾
向
が
強

い
の
は
事
実
で
あ
る
が
、「
出
会
い
」
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
若
者
が
雇
用
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
で
苦
し
む
傾
向
が
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
出
生
率
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
結
婚
は
決
定
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的
に
重
要
で
あ
る
。
出
生
の
九
八
％
は
既
婚
の
母
親
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

移
民

　

日
本
は
移
民
に
ほ
と
ん
ど
依
存
し
て
い
な
い
。
厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
三
年
現
在
、
日
本
に
は

五
六
万
八
〇
〇
〇
人
の
合
法
的
な
外
国
人
労
働
者
が
滞
在
し
て
い
る
。
日
本
の
出
生
率
低
下
と
高
齢
化
に
伴
っ
て
需
要

が
増
加
す
る
可
能
性
が
高
い
職
種
を
中
心
に
、
外
国
人
労
働
者
に
雇
用
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
に
は
、
低
賃
金
の
あ
ま
り
好
ま
れ
な
い
仕
事
に
加
え
て
、
医
師
、
看
護
師
、
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
な
ど
が

あ
る
。

　

例
え
ば
、
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
間
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
交
渉
で
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
老
人
介
護
師

の
事
例
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
そ
う
い
っ
た
外
国
人
労
働
者
は
日
本
の
制
度
に
基
づ
い
て
認
証
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
う
な
る
と
高
水
準
の
日
本
語
能
力
が
必
要
に
な
る
。
日
本
語
の
習
得
は
容
易
で
は
な
い

も
の
の
、
発
音
は
さ
ほ
ど
複
雑
で
は
な
い
た
め
、
日
本
語
の
会
話
力
は
あ
る
程
度
の
努
力
が
あ
れ
ば
身
に
付
く
で
あ
ろ

う
。
タ
イ
か
ら
の
調
理
人
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
交
渉
中
で
あ
る
。

　

雇
用
主
は
移
民
を
日
本
人
と
同
等
に
取
扱
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
税
金
、
福
利
厚
生
、
年
金
な
ど
と
い
っ
た

分
野
に
関
し
て
は
、
規
則
の
見
直
し
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

移
民
の
増
加
に
対
し
て
門
戸
を
開
放
す
れ
ば
、
日
本
と
世
界
と
の
一
体
化
が
さ
ら
に
強
ま
り
、
日
本
の
文
化
や
言
葉

の
国
際
的
な
普
及
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
知
識
の
相
互
的
な
波
及
が
加
速
化
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
他
の
諸
国
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と
同
様
に
、
移
民
に
関
し
て
は
制
限
的
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
感
情
も
存
在
し
て
い
る
の
で
、
規
制
の
変
更
に
は
重

要
な
政
治
的
決
断
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
政
策
変
更
は
進
行
中
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
日
本
自
身
の
国
際

的
な
利
益
に
も
適
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

出
生
率
が
低
い
諸
国
で
は
、
移
民
が
税
金
の
支
払
い
や
社
会
保
険
料
の
拠
出
金
を
通
じ
て
、
将
来
世
代
の
財
政
負
担

を
軽
減
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
広
く
議
論
さ
れ
て
い
る
。
特
に
ド
イ
ツ
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
高
齢
化
の
程
度
が
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
て
遅
い
ア
メ
リ
カ
で
は
、
移
民
が
財
政
に
及
ぼ
す

好
影
響
は
あ
っ
た
と
し
て
も
き
わ
め
て
微
々
た
る
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
日
本
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ペ
ル
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
移
民
は
、
送
金
を
通
じ
て
本
国
に
貢
献
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
経
済
を

刺
激
し
、
長
期
的
に
財
政
状
況
の
健
全
化
に
役
立
っ
て
い
る
。

労
働
の
移
動
性

　

労
働
力
の
質
と
配
分
の
改
善
は
よ
り
幅
広
い
労
働
力
参
加
の
促
進
と
同
じ
く
ら
い
重
要
で
あ
ろ
う
。
終
身
雇
用
の
伝

統
を
維
持
し
て
い
る
企
業
も
な
か
に
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
制
度
の
維
持
は
ま
す
ま
す
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
年
金
の
携
帯
性
を
増
大
す
る
こ
と
を
含
め
、
労
働
市
場
の
弾
力
性
を
高
め
れ
ば
、
労
働
の
移
動
性
、
し
た

が
っ
て
、
知
識
経
済
が
必
要
と
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

確
立
し
た
大
企
業
や
政
府
省
庁
で
は
、
新
規
採
用
さ
れ
た
大
卒
者
は
伝
統
的
に
終
身
雇
用
を
期
待
す
る
傾
向
が
あ

り
、
雇
用
主
の
ほ
う
も
中
途
採
用
は
行
わ
な
か
っ
た
。
職
業
関
連
の
継
続
的
な
教
育
や
訓
練
へ
の
参
加
率
は
日
本
で
は
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比
較
的
高
く
、
二
〇
〇
〇
年
の
数
字
で
三
二
％
と
な
っ
て
い
た
（
厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ
）。
し
か
し
、
実
地
訓
練
は

こ
れ
ま
で
企
業
固
有
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。
長
期
雇
用
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
と
し
て
は
若
手
と
熟
練
の
両

方
の
労
働
者
に
対
し
て
正
式
な
社
内
的
な
教
育
や
訓
練
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の

諸
国
で
は
こ
う
い
っ
た
機
会
は
勤
続
年
数
に
応
じ
て
増
大
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

年
功
序
列
型
賃
金
の
期
待
と
年
金
の
携
帯
性
が
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
雇
用
主
を
変
え
よ
う
と
い
う
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
弱
か
っ
た
。
終
身
雇
用
が
不
確
実
に
な
る
の
に
伴
い
、
労
働
者
が
最
新
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て
、

雇
用
可
能
な
候
補
者
と
し
て
雇
用
市
場
に
再
参
入
で
き
る
よ
う
に
、
訓
練
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。
純
粋
に
社
内
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
よ
り
も
、
広
く
応
用
可
能
な
ス
キ
ル
を
労
働
者
に
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
強
調
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
政
府
は
第
七
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
教
育
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る

個
々
の
労
働
者
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
。
過
剰
人
員
を
抱
え
て
お
く
こ
と
が
財
政
的
に
不
可
能
で
あ
る
こ

と
を
理
解
す
る
企
業
が
増
加
し
て
い
る
状
況
下
、
年
齢
や
勤
続
年
数
に
あ
ま
り
影
響
さ
れ
な
い
給
与
体
系
が
望
ま
れ

る
。

　

伝
統
的
な
制
度
の
下
で
ほ
と
ん
ど
即
座
に
終
身
雇
用
の
公
約
を
す
る
代
わ
り
に
、
一
定
期
間
に
わ
た
っ
て
試
用
的
に

雇
用
す
る
と
い
う
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。
雇
用
者
側
も
ど
の
人
の
雇
用
を
継
続
す
る
か
に
つ
い
て
弾
力
性
を
望
み
始

め
て
い
る
が
、
中
途
採
用
に
関
し
て
も
同
じ
く
積
極
的
に
な
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
中
途
採
用
は
、
企
業
に
と
っ
て
新
し

い
あ
る
い
は
企
業
が
必
要
と
す
る
ス
キ
ル
の
経
験
を
も
つ
労
働
者
を
確
保
す
る
に
は
、
最
善
の
方
法
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。
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対
外
経
済
政
策

　

表
４
・
７
は
Ｇ
７
各
国
に
お

け
る
国
際
取
引
の
重
要
性
を
比

較
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の

輸
出
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
シ
ェ

ア
は
ア
メ
リ
カ
と
は
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
が
、
他
の
五
カ
国
に
比

べ
る
と
や
や
低
い
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
日
本
で
は
輸
出
が
し

ば
し
ば
成
長
に
と
っ
て
重
要
な

エ
ン
ジ
ン
の
役
割
を
演
じ
て
き

た
。
日
本
の
輸
入
と
純
海
外
直

接
投
資
（
純
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
フ
ロ
ー

は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で

は
飛
び
抜
け
て
低
い
水
準
と

な
っ
て
い
る
。

財・サービス輸出（対 GDP 比％）
1999 2000 2001 2002 2003

カナダ           43.7 46.1 44.0 41.6 38.4
フランス         25.9 28.6 27.9 27.0 25.8
ドイツ           29.6 33.8 35.3 35.9 36.0
イタリア         25.5 28.3 28.4 27.0 25.4
日本             10.1 10.8 10.4 11.2 11.8
イギリス         26.4 28.1 27.3 26.2 25.1
アメリカ         10.8 11.2 10.3 9.7 9.3

財・サービス輸入（対 GDP 比％）
1999 2000 2001 2002 2003

カナダ             40.0 40.3 38.3 37.2 34.4
フランス           23.7 27.3 26.3 25.2 24.6
ドイツ             28.8 33.4 33.3 31.6 31.8
イタリア           23.5 27.3 27.0 26.0 24.9
日本               8.5 9.4 9.8 9.9 10.2
イギリス           28.2 30.1 30.1 29.2 28.1
アメリカ           13.6 15.1 14.0 13.7 13.9

FDI（純フロー，対 GDP 比％）
1999 2000 2001 2002 2003

カナダ                 3.8 9.3 3.9 2.9 0.7
フランス               3.2 3.2 3.8 3.4 2.7
ドイツ                 2.6 11.2 1.1 1.8 0.5
イタリア               0.6 1.2 1.4 1.2 1.1
日本                   0.3 0.2 0.1 0.2 0.1
イギリス               6.1 8.5 3.8 1.9 1.2
アメリカ               3.1 3.3 1.7 0.7 0.4

表 4.7　輸出・輸入・FDI（1999-2003 年）

出所：World Bank, World Development Indicators．
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Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
波
及
効
果
が
あ
る
た
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
途
上
国
だ
け
で
な
く
、
先
進
国
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
つ
ま
り
、
対
内
Ｆ
Ｄ
Ｉ
が
多
い
ほ
ど
、
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
普
及
が
刺
激
さ
れ
、
日
本
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
流
れ
に
つ
い
て
い
く
の
に
役
立
つ
。

　

東
ア
ジ
ア
諸
国
と
自
由
貿
易
協
定
や
経
済
連
携
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本
に

と
っ
て
初
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
二
〇
〇
二
年
に
発
効
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
に
は
メ
キ
シ
コ
と
も
Ｆ
Ｔ
Ａ
が

締
結
さ
れ
た
。
日
本
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
と
も
交
渉
中
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
国
間
協
定
を
超
え

た
東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
は
、
経
済
的
な
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す
る
論
理
的
な
防
御
と
な
る
で
あ
ろ
う
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
役
割
に

関
す
る
肯
定
的
な
見
方
に
関
し
て
はU
rata 2005

を
参
照
を
参
照
）。

　

日
本
に
と
っ
て
は
近
隣
の
ブ
ー
ム
を
呈
し
て
い
る
東
ア
ジ
ア
地
域
に
注
力
す
る
の
は
自
然
な
な
り
ゆ
き
で
あ
る
も
の

の
、
そ
の
他
の
諸
国
も
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
な
ど
多
角
的
シ
ス

テ
ム
が
描
い
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
の
動
き
に
、
引
き
続
き
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
つ
も
り
な
ら
ば
、
な

お
の
こ
と
そ
う
い
え
る
だ
ろ
う
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
交
渉
が
進
展
し
な
い
状
況
下
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
な
ど
重
要
な
貿
易
相
手
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
締
結
で
き
れ
ば
、
日
本
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
押
し
上
げ
、
日
本
が
知
識

経
済
を
推
進
す
る
の
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
の
財
政
が
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
は
い
え
、
国
際
社
会
は
日
本
が
相
対
的
に
高
水
準
の
政
府
開
発
援

助
を
維
持
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
幸
い
に
も
通
常
援
助
は
途
上
国
と
日
本
と
の
貿
易
を
円
滑
化
す
る
の
に
役
立

つ
。
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も
し
日
本
が
本
当
に
国
際
的
な
相
互
利
益
を
享
受
す
る
た
め
に
は
経
済
の
開
放
が
重
要
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
農
業
部
門
の
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
部
門
は
制
限
的
な
貿
易
措
置
や
政
府
補
助
金
に

よ
っ
て
ず
っ
と
保
護
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
諸
外
国
も
農
業
分
野
を
保
護
し
て
い
る
の
で
、
日
本
と
し
て
は

農
業
の
開
放
を
推
進
す
る
た
め
に
は
他
の
諸
国
と
政
策
協
調
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
改
革
に
は

大
き
な
政
治
リ
ス
ク
が
伴
う
が
、
そ
れ
で
も
日
本
と
貿
易
相
手
国
の
双
方
に
利
益
が
あ
る
だ
ろ
う
。
日
本
で
農
業
改
革

を
困
難
な
も
の
と
し
て
い
る
特
殊
要
因
の
ひ
と
つ
に
選
挙
制
度
が
あ
る
。
農
村
部
は
都
市
部
と
比
較
し
て
不
釣
合
い
に

大
き
な
代
表
権
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
よ
り
は
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
課
題
で
あ

る
。政

府
の
役
割
を
再
検
討
す
る

　

政
府
は
政
策
選
択
を
通
じ
て
高
度
な
知
識
経
済
の
な
か
で
鍵
と
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
の
苦

境
は
、
適
切
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
基
本
的
な
重
要
性
を
実
証
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
金
融
監
督

の
分
野
を
筆
頭
に
、
マ
ク
ロ
経
済
上
の
逆
境
に
対
処
す
る
能
力
を
改
善
す
る
努
力
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
政
府
は
高
等
教
育
と
研
究
開
発
に
対
す
る
支
援
を

維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
知
識
経
済
で
は
、
そ
れ
が
重
大
な
部
分
を
構
成
す
る
か
ら
だ
。
日
本
で
は
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
研
究
開
発
に
関
し
て
は
民
間
部
門
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
政
府
に
は
そ
れ
を
統
制
す
る
の
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で
は
な
く
、
円
滑
に
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

政
府
は
公
共
調
達
に
関
し
て
さ
ら
に
改
革
を
実
施
し
、
よ
り
競
争
的
な
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
要
と

さ
れ
る
一
般
的
な
イ
ン
フ
ラ
を
今
よ
り
も
低
コ
ス
ト
で
提
供
す
る
と
い
う
挑
戦
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ

の
一
環
と
し
て
、
政
府
は
購
入
に
関
し
て
競
争
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

競
争
政
策
も
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
規
制
の
枠
組
み
と
し
て
も
、
知
識
産
業
に
関
し
て
新
設
企
業
や
中
小
企
業
の

発
展
を
促
す
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
産
業
の
再
編
や
再
生
を
引
き
続
き
奨
励
す
る
こ
と
も
特
に
重
要
で
あ
る
。

産
業
再
生
機
構
（
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｊ
）
は
二
〇
〇
三
年
に
官
民
合
同
で
創
設
さ
れ
、
事
業
基
盤
は
健
全
で
は
あ
る
が
、
財
務
や

そ
の
他
の
面
で
困
難
に
陥
っ
て
い
る
企
業
に
対
し
て
再
生
の
た
め
の
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
Ｉ
Ｒ
Ｃ

Ｊ
は
支
援
対
象
企
業
の
選
定
に
か
か
わ
る
法
定
期
限
を
前
に
し
て
、
四
一
件
の
申
請
を
受
理
し
て
い
る
。

　

日
本
は
、
伝
統
的
に
中
央
政
府
に
依
存
し
て
き
た
地
方
政
府
の
技
術
的
お
よ
び
財
務
的
な
能
力
を
強
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
人
口
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
、
農
村
部
の
活
性
化
を
公
共
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
訴
え
ず
に
図
っ
て
い
く
た

め
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
さ
れ
る
。D

oi and Ihori (2004)

の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
地
方
レ
ベ
ル
に
お
け
る

公
共
投
資
の
生
産
性
は
一
九
九
〇
年
代
に
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
鈍
化
は
こ
の
非
効

率
な
公
共
投
資
が
原
因
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
都
道
府
県
で
は
予
算
を
改
善
す
る
た
め
に
、
不
必
要
な
公
共

投
資
の
削
減
努
力
を
す
る
一
方
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
民
間
部
門
に
よ
る
資
金
調
達
を
奨
励
し
て
い
る
。

　

中
央
政
府
は
規
模
の
経
済
を
図
る
べ
く
、
地
方
レ
ベ
ル
で
は
自
治
体
の
合
併
に
よ
っ
て
行
政
管
理
の
効
率
化
を
促
進

し
て
い
る
。
こ
の
政
策
の
主
な
目
的
は
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
に
あ
る
一
方
で
、
副
産
物
と
し
て
経
済
活
動
を
刺
激
す
る
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こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

公
共
部
門
の
こ
の
よ
う
な
責
務
は
重
要
で
は
あ
る
が
、
政
府
の
規
模
が
小
さ
く
な
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
政
府
の
財
政
状
況
悪
化
と
目
前
に
迫
っ
た
人
口
の
減
少
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
財
政
の
維
持
可
能
性
は

Ihori et al. (2003)

が
特
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
政
策
を
受
け
て
深
刻
な
問
題
に
な
り
つ
つ
あ

る
。D

oi and Ihori (2004)

は
日
本
の
財
政
赤
字
は
も
は
や
維
持
不
可
能
で
あ
る
と
主
張
し
、
政
府
に
対
し
て
毎
年

赤
字
を
削
減
し
て
、
二
〇
一
三
年
ま
で
に
利
払
い
費
を
含
め
て
財
政
収
支
全
体
の
均
衡
を
達
成
す
る
よ
う
勧
奨
し
て
い

る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
従
来
に
比
べ
て
効
率
的
か
つ
有
効
に
な
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ

る
。
増
税
が
真
剣
に
議
論
さ
れ
て
お
り
、
消
費
税
と
年
金
給
付
金
を
結
び
付
け
る
な
ど
新
し
い
制
度
も
提
案
さ
れ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
ど
公
共
財
の
提
供
に
は
、
公
共
部
門
と
非
営
利
団
体
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
の
協
調
を
通
じ
た
民
間
資
金
の
ほ
う
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
通
常
は
公
共
部
門
が
行
っ
て
い
る
活
動
の
一
部
に
民
間

部
門
が
参
加
す
る
こ
と
も
、
経
済
を
刺
激
す
る
上
で
は
望
ま
し
い
。
最
後
に
、
経
済
成
長
そ
の
も
の
は
公
的
債
務
の
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
削
減
し
て
税
収
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
的
債
務
管
理
の
改
善
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ
と
は
常
に
念

頭
に
と
ど
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
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日
本
が
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
競
争
の
活
発
化
を
重
視
し
つ
つ
、
高
度
な
知
識
経
済
に
転
換
し
て
い
く
の
に
伴
っ
て
、

雇
用
と
金
銭
的
な
厚
生
に
関
連
し
た
本
質
的
な
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
不
確
実
性
の

増
大
に
対
処
で
き
る
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
な
か
で
も
、
中
小
企

業
の
開
廃
業
に
関
連
し
た
既
存
の
制
度
を
強
化
し
た
り
、
失
職
し
た
労
働
者
に
対
し
て
新
し
い
ス
キ
ル
を
訓
練
す
る
機

会
を
提
供
し
た
り
す
る
措
置
が
含
ま
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。
日
本
で
は
中
小
企
業
が
歴
史
的
に
重
要
で
あ
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
政
府
と
し
て
は
起
業
家
精
神
と
新
規
起
業
を
促
進
し
よ
う
と
い
う
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
の
努
力
を
優
先
す
べ
き
で

あ
る
。

　

人
口
の
老
齢
化
は
前
例
の
な
い
挑
戦
課
題
を
突
き
付
け
て
い
る
。
政
府
財
政
が
債
務
で
呻
吟
し
て
い
る
状
況
下
、
福

祉
に
か
か
わ
る
世
代
間
対
立
に
ど
う
や
っ
て
対
処
す
る
の
か
に
努
力
の
焦
点
を
当
て
る
べ
き
で
あ
る
。
他
の
事
情
を

一
定
と
し
て
、
人
口
の
な
か
で
高
齢
者
の
割
合
が
増
え
れ
ば
、
財
政
収
支
は
悪
化
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
年
金
給
付
金

と
医
療
ケ
ア
に
か
か
わ
る
支
出
の
増
加
と
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
税
収
の
減
少
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る

（IM
F 2004b

、Faruquee and M
uhleisen 2003

を
参
照
）。

　

現
行
の
公
的
年
金
制
度
は
拠
出
金
の
増
加
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
こ
れ
は
若
い
世
代
の
負
担
を
増
や
す
の
で
、

世
代
間
の
不
平
等
に
つ
な
が
る
。
若
者
の
公
的
年
金
制
度
加
入
意
欲
を
阻
害
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
退

職
給
付
金
を
削
減
す
る
た
め
の
年
金
改
革
の
実
施
は
政
治
的
に
困
難
で
あ
る
。
高
齢
者
は
自
分
た
ち
の
切
迫
し
た
自
己

利
益
を
念
頭
に
置
い
て
投
票
す
る
可
能
性
が
大
き
い
か
ら
だ
。
現
実
的
な
解
決
策
は
労
働
力
参
加
率
を
引
き
上
げ
て
、

年
金
制
度
に
積
極
的
に
参
加
す
る
労
働
者
の
数
を
増
や
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
可
能
性
は
消
費
税
を
年
金
給
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付
金
に
充
当
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

結
論

　

日
本
の
戦
後
の
経
済
シ
ス
テ
ム
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
う
ま
く
機
能
し
た
。
し
か
し
、
高
度
な
知
識
経
済
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
、
国
際
的
な
競
争
に
は
適
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
が
成
長
の
潜
在
力

を
阻
害
し
て
い
る
と
考
え
る
向
き
さ
え
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た
ら
し
た
環
境
変
化
に
官
民
両
部
門
の
反
応
が
遅

れ
た
一
因
に
、
戦
後
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
一
九
九
〇
年
代
の
長
期
間
に
及
ぶ
停
滞
は
、
基
本

的
に
は
そ
の
反
応
の
鈍
さ
が
原
因
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
例
え
ばT

eranishi 2005

を
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
は
現
在
の
経
済
的
お
よ
び
制
度
的
な
政
府
の
形
態
を
再
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
非

常
に
重
要
な
継
続
中
の
改
革
と
し
て
、
監
督
能
力
の
強
化
と
日
本
郵
政
公
社
の
民
営
化
を
含
め
、
政
府
系
金
融
機
関
の

役
割
の
見
直
し
を
通
じ
た
金
融
市
場
の
改
善
が
あ
る
。
も
っ
と
活
発
な
議
論
と
具
体
的
な
行
動
が
あ
れ
ば
、
労
働
市
場

は
よ
り
効
率
的
に
な
り
、
産
業
の
国
際
競
争
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
広
い
意
味
で
の
教
育
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
生
涯
教
育
の
機
会
が
利
用
で
き
る
枠
組
み
を
提
供
し
て
、
労
働
者
が
雇

用
機
会
の
変
化
に
対
応
し
て
再
訓
練
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

政
府
に
は
日
本
が
高
度
な
知
識
経
済
に
移
行
し
て
い
く
の
を
後
押
し
す
る
、
と
い
う
重
要
な
役
割
が
あ
る
。
特
に
伝

統
的
に
非
効
率
な
部
門
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
政
策
変
更
が
あ
れ
ば
、
生
産
性
が
急
上
昇
す
る
の
か
を
特
定
す
る
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こ
と
が
緊
急
の
重
要
課
題
で
あ
る
。
Ｔ
Ｆ
Ｐ
が
加
速
化
し
な
い
限
り
、
産
出
の
伸
び
は
労
働
力
の
減
少
に
伴
っ
て
減
速

す
る
だ
ろ
う
。
望
ま
し
い
シ
ナ
リ
オ
と
い
う
の
は
、
有
効
な
構
造
改
革
と
恒
常
的
な
技
術
進
歩
を
通
じ
て
、
Ｔ
Ｆ
Ｐ
が

持
続
的
な
形
で
上
昇
す
る
こ
と
で
あ
る
。
持
続
的
な
経
済
成
長
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
今
度
は
公
的
債
務
の
管
理
を
改
善

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

財
政
上
の
要
因
は
生
産
性
や
経
済
の
伸
び
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
は
両
者
を
一
体
的
な
も

の
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
銀
行
は
不
良
債
権
が
引
き
起
こ
し
た
苦
境
を
よ
う
や
く
克
服
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
金
融
部
門
全
体
と
し
て
は
「
知
識
経
済
を
ど
の
よ
う
に
し
て
支
援
す
る
の
か
」
と
い
う
重
要
な
挑
戦
課
題
が
残
っ

て
い
る
。
新
規
企
業
の
役
割
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
た
め
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
さ
ら
な
る
供
与
を
奨
励

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

伝
統
的
な
終
身
雇
用
制
度
に
つ
い
て
は
重
要
な
見
直
し
が
現
在
進
行
中
で
あ
る
。
終
身
雇
用
は
年
功
序
列
型
の
賃
金

と
相
ま
っ
て
安
定
性
を
も
た
ら
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
完
了
し
た
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
の
プ
ロ
セ
ス
を
下
支
え
し
て
き

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
知
識
経
済
に
適
合
す
る
よ
う
な
労
働
市
場
と
は
必
ず
し
も
整
合
的
で
は
な

い
。
そ
う
で
は
な
く
、
日
本
に
は
移
動
性
と
柔
軟
性
が
高
く
、
生
涯
学
習
や
特
に
女
性
の
再
参
入
の
機
会
も
増
加
す
る

と
い
う
特
徴
の
あ
る
労
働
市
場
が
必
要
で
あ
る
。

　

あ
る
意
味
で
、
非
効
率
部
門
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
々
は
、
消
費
者
や
効
率
的
な
部
門
が
大
き
な
コ
ス
ト
を
負
担
す

る
形
で
、
安
定
性
と
自
給
自
足
を
享
受
し
て
き
た
と
い
え
る
。
真
の
起
業
家
精
神
に
向
け
て
心
構
え
を
切
り
換
え
て
、

政
府
に
保
護
を
求
め
る
と
い
う
姿
勢
と
は
決
別
す
る
時
が
き
て
い
る
。
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政
府
は
厳
し
い
財
政
制
約
の
下
で
、
国
を
、
な
か
で
も
農
村
部
を
活
性
化
し
、
高
度
な
知
識
経
済
と
し
て
の
日
本
の

潜
在
力
を
実
現
す
る
た
め
に
、
革
新
的
で
費
用
効
果
的
な
方
法
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
府
は
規
模
が
小
さ

く
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
実
際
に
提
供
さ
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
な
お
さ
ら
効
率
化
・
有
効
化
を
図
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
財
政
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
伝
統
的
に
は
公
共
部
門
が
提
供
し
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
に
も
、
民
間

部
門
の
参
加
が
増
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ト
レ
ン
ド
は
知
識
経
済
と
し
て
の
成
長
と
進
展
の
両
面

か
ら
歓
迎
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
は
こ
れ
ま
で
深
刻
な
危
機
を
克
服
し
て
き
て
い
る
し
、
起
業
家
精
神
も
確
か
に
存
続
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現

行
制
度
は
革
新
的
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
リ
ス
ク
・
テ
ー
キ
ン
グ
を
支
援
す
る
と
い
う
点
で
は
う
ま
く
機
能
し

て
き
て
い
な
い
。
過
度
に
リ
ス
ク
回
避
的
な
態
度
は
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

制
度
を
含
め
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
教
育
や
雇
用
の
面
で
正
当
な
セ
カ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
ス
を
保
証

す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
須
で
あ
る
。
一
般
の
人
々
が
抱
い
て
い
る
失
敗
の
懸
念
を
軽
減
す
れ
ば
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
存

在
し
て
い
た
自
信
を
取
り
戻
す
助
け
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
日
本
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境

下
で
、
真
に
高
度
な
知
識
経
済
と
し
て
の
自
分
を
自
ず
と
再
発
見
し
、
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
な
挑
戦
を
克
服
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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第
五
章　

情
報
イ
ン
フ
ラ

根
津　

利
三
郎

　

情
報
の
流
れ
は
知
識
社
会
の
鍵
を
握
る
要
素
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
通
信
の
急
速
な
進

歩
を
受
け
て
、
ま
さ
し
く
イ
ン
フ
ォ
バ
ー
ン
（
情
報
の
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
エ
ー
）
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
。
多
く
の

企
業
、
投
資
家
、
政
策
当
局
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
崩
壊
に
至
る
高
速
軌
道
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
、
特
に
日
本
の

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
企
業
は
こ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
が
程
度
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
成
功
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

本
章
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
（
パ
ー
ト
Ａ
）
で
は
知
識
経
済
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
通
信
事
業
を
検
討

す
る
。
第
二
部
（
パ
ー
ト
Ｂ
）
で
は
日
本
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
、
特
に
そ
の
情
報
技
術
へ
の
関
与
を
検
討
す

る
。
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パ
ー
ト
Ａ　

通
信

　

通
信
は
知
識
社
会
を
創
造
す
る
の
に
必
要
不
可
欠
な
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
革
命
に
つ
い
て
も
っ
と
も
際
立
っ

て
い
る
側
面
は
、
パ
ソ
ン
コ
ン
に
加
え
て
、
ま
さ
し
く
通
信
（
特
に
ワ
イ
ヤ
レ
ス
通
信
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
進
歩

で
あ
る
。

　

パ
ー
ト
Ａ
は
電
話
サ
ー
ビ
ス
と
携
帯
電
話
に
か
か
わ
る
第
一
段
階
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
の
概
観
で
始
ま
る
。
次
い

で
、
そ
れ
を
受
け
て
日
本
電
信
電
話
公
社
の
分
割
を
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
心
を
向
け
る
。

こ
れ
に
は
日
本
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
技
術
で
支
配
的
に
な
っ
て
い
る
非
対
称
デ
ジ
タ
ル
加
入
者
線
（
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
）
の
普

及
と
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
急
速
な
普
及
が
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
携
帯
電
話
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ア
ク
セ
ス
と
そ
れ
以
外
の
新
し
い
技
術
の
い
く
つ
か
を
検
討
す
る
。
こ
の
パ
ー
ト
Ａ
の
結
論
と
し
て
、
政
府
の
政

策
立
案
者
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
教
訓
を
提
示
す
る
。

日
本
の
規
制
緩
和

　

日
本
の
通
信
市
場
が
新
規
参
入
に
正
式
に
開
放
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
五
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
電
気
通
信
事
業
法

と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
（
日
本
電
信
電
話
会
社
法
）
に
基
づ
く
。
こ
れ
は
日
本
が
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
と
と
も
に
、
通
信
業
界

を
民
営
化
・
自
由
化
し
た
最
初
の
国
の
一
つ
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
に
基
づ
い
て
、
通
信
の
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国
家
独
占
体
が
民
営
化
さ
れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
（
日
本
語
で
は
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
）
に
転
換
さ
れ
た
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
が
一
九
八
四
年
に
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
テ
レ
コ
ム
（
現
在
は
Ｂ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
）
を
民
営
化
し
、
ア
メ
リ
カ
が

同
じ
く
八
四
年
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
テ
レ
フ
ォ
ン
＆
テ
レ
グ
ラ
フ
（
九
四
年
以

降
は
単
に
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
〇
五
年
に
は
Ｓ
Ｂ
Ｃ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｉ
ｎ
ｃ
．
に
買
収
さ
れ
た
）
を
分
割
し
て
か
ら
間
も
な

く
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

民
営
化
は
一
九
八
〇
年
に
始
ま
っ
た
政
府
の
行
政
改
革
と
い
う
よ
り
大
き

な
プ
ロ
セ
ス
の
一
環
で
あ
っ
た
。
日
本
で
も
っ
と
も
重
要
な
産
業
界
の
団

体
で
あ
る
経
団
連
の
会
長
を
当
時
つ
と
め
て
い
た
土
光
敏
夫
を
長
と
し
て
、

一
九
八
〇
年
に
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
臨
時
行
政
調
査
会
は

一
九
八
一
年
七
月
以
降
一
連
の
報
告
書
を
発
表
し
、
八
二
年
の
報
告
書
で
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
民
営
化
だ
け
で
な
く
、
分
割
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
後
述
）。

　

政
府
は
一
九
八
七
年
四
月
ま
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
を
売
却
し
な
か
っ
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ

自
身
に
対
す
る
売
却
も
含
め
て
、
一
連
の
売
却
を
経
て
、
二
〇
〇
五
年
九
月

現
在
、
政
府
の
株
式
所
有
率
は
三
三
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
と
し
て

ボ
ッ
ク
ス
五
・
一　

通
信
用
語

　

交
換
局
と
個
々
の
利
用
者
と
の
接
続
は
歴

史
的
に
、
業
界
で
は
「
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
プ
」

な
い
し
「
加
入
者
ル
ー
プ
（
加
入
者
回
線
）」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
最
後
の
一
マ

イ
ル
」（
加
入
者
側
か
ら
見
る
と
「
最
初
の

１
マ
イ
ル
」）
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
接
続
は
有
線
で
も
無
線
で
も
よ
い
。
固

定
回
線
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
プ
は
地
域
回
線
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
「
固
定
回
線
」
は
銅
線
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
な
ど
物
理
的
な
電
話
回
線
の
こ
と

で
あ
る
。
携
帯
電
話
は
無
線
に
よ
る
接
続
を

用
い
て
い
る
。

　

周
波
数
域
は
無
線
通
信
に
使
わ
れ
る
電
磁

波
の
波
長
の
範
囲
の
こ
と
で
あ
る
。
ユ
ー

ザ
ー
の
混
信
を
回
避
す
る
た
め
に
、
特
定
の

波
長
を
使
用
す
る
権
利
は
政
府
の
許
可
や
規

制
に
服
し
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
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は
株
式
売
却
を
も
っ
と
早
く
行
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
日
本
の
株
式
市
場
が
崩
壊
し
た
た
め

中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

規
制
緩
和
は
日
本
に
重
要
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
八
五
年
、
新
規
通
信
事
業
者
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
）
と
呼
ば
れ
る
三

社
が
長
距
離
電
話
事
業
に
参
入
し
、
八
七
年
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
第
二
電
電
（
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）、
日
本
テ
レ

コ
ム
（
Ｊ
Ｔ
）、
日
本
高
速
通
信
（
テ
レ
ウ
ェ
イ
）
で
あ
る
。
三
社
は
、
例
え
ば
、
東
京
‐
大
阪
間
な
ど
通
話
量
が
多

い
線
に
集
中
し
た
。
競
争
の
結
果
、
長
距
離
中
継
回
線
の
利
用
コ
ス
ト
は
大
幅
に
下
が
り
、
東
京
‐
大
阪
間
に
つ
い
て

は
一
九
八
五―

二
〇
〇
〇
年
の
間
に
八
〇
％
も
低
下
し
た
。

　

し
か
し
、
既
存
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
に
匹
敵
す
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
の
は
非
現
実
的
で
あ
り
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
は

ユ
ー
ザ
ー
と
の
接
続
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
地
域
ル
ー
プ
回
線
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
コ
ス
ト
が
大
幅
に
低
下
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
三
分
間
七
円
か
ら
一
〇

円
に
上
昇
し
た
時
期
さ
え
あ
る
。
競
争
圧
力
が
ほ
と
ん
ど
な
い
環
境
下
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
は
価
格
引
き
下
げ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
作
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
地
域
通
話
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
わ
る
競
争
欠
如
は
日
本
固
有
の
も
の
で
は
な

い
。
多
く
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
交
換
局
と
固
定
電
話
加
入
者
と

の
「
最
後
の
一
マ
イ
ル
」
は
、
既
存
の
企
業
が
引
き
続
き
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
。
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ボ
ッ
ク
ス
五
・
二　

日
本
の
移
動
通
信
会
社

　

日
本
に
は
移
動
通
信
会
社
が
四
社
あ
る
。
二
〇
〇
五

年
三
月
現
在
の
デ
ー
タ
で
見
る
と
、
支
配
的
な
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
子
会
社
で
あ
る
。

　

ド
コ
モ
は
同
社
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
世
界
一

流
の
移
動
通
信
会
社
」
で
あ
る
。
海
上
通
信
や
ポ
ケ

ベ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
各
種
移
動
体

通
信
を
一
本
化
す
る
た
め
に
、
一
九
九
一
年
に
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
子
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。「
当
社
は
広
範
囲

に
わ
た
る
最
先
端
の
移
動
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
が
、
そ
れ
に
は
世
界
で
も
っ
と
も

人
気
の
あ
る
移
動
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
四
四
〇
〇
万
人
の
加
入
者
に
対
し
て
電
子
メ
ー

ル
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
提
供
す
る
ｉ
モ
ー

ド
（
一
九
九
九
年
導
入
）、
お
よ
び
Ｗ-

Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ａ

（W
ideband Code D

ivision M
ultiple Access

）
に

基
づ
き
二
〇
〇
一
年
に
世
界
で
初
め
て
導
入
さ
れ
た
Ｇ

３
（
第
三
世
代
）
の
携
帯
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
Ｆ
Ｏ
Ｍ

Ａ
（Freedom

 of M
obile M

ultim
edia Access

）
が

含
ま
れ
る
」。
同
社
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
ア
メ
リ
カ
に

加入者数（万人） シェア（％） 会社
48.8 56 ＮＴＴドコモ
19.5 22 ＫＤＤＩ
15.0 17 ボーダフォン
3.6 4 ツーカー

一
〇
〇
％
子
会
社
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
顧
客
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
の
在

住
者
で
あ
る
（
二
〇
〇
五
年
前
半
に
行
わ
れ
た
英
文
版
の
新
聞
発
表
の
う
ち

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
に
つ
い
て
」
と
い
う
部
分
か
ら
の
引
用
）。

　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
行
わ
れ
た
Ｋ
Ｄ
Ｄ
、
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
お
よ

び
Ｉ
Ｄ
Ｏ
（
日
本
移
動
通
信
）
の
合
併
の
結
果
と
し
て
誕
生
し
た
。
Ｋ
Ｄ

Ｄ
（
国
際
電
信
電
話
公
社
）
は
規
制
緩
和
以
前
は
、
国
際
通
信
に
関
し
て
政

府
所
有
の
独
占
企
業
体
で
あ
っ
た
。
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
一
九
八
七
年
六
月
に
西
日
本

（
大
阪
・
神
戸
・
京
都
地
域
）
で
移
動
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

子
会
社
の
関
西
セ
ル
ラ
ー
を
設
立
し
た
。
一
九
九
二
年
に
日
産
自
動
車
が
Ｄ

Ｄ
Ｉ
の
移
動
通
信
事
業
に
参
加
し
て
い
る
。

　

ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン
株
式
会
社
は
ロ
ン
ド
ン
を
本
拠
地
と
す
る
ボ
ー
ダ
フ
ォ

ン
・
グ
ル
ー
プ
が
九
七
・
七
％
を
所
有
し
て
い
る
。
ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン
は
Ｊ

フ
ォ
ン
グ
ル
ー
プ
の
Ｊ
Ｔ
と
提
携
す
る
形
で
、
一
九
九
〇
年
に
日
本
の
携
帯

電
話
市
場
に
参
入
し
た
。
二
〇
〇
一
年
ま
で
に
Ｊ
Ｔ
に
対
す
る
出
資
率
が

六
七
％
に
達
し
て
、
支
配
権
を
握
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
三
年
八

月
、
Ｊ
Ｔ
は
固
定
電
話
事
業
を
リ
ッ
プ
ル
ウ
ッ
ド
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ズ
Ｌ

Ｌ
Ｃ
の
関
連
会
社
に
売
却
す
る
と
発
表
し
た
。
固
定
電
話
事
業
と
日
本
テ
レ

コ
ム
と
い
う
社
名
は
二
〇
〇
四
年
に
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
購
入
し
て
い
る
。

　

ツ
ー
カ
ー
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
、
Ｇ
３
に
は
従
事
し
て
い
な
い
。
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携
帯
電
話

　

一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
、
先
進
国
の
機
器
メ
ー
カ
ー
と
通
信
会
社
は
自
国
市
場
向
け
に
携
帯
電
話
の
標
準
を
開

発
し
つ
つ
あ
っ
た
。
日
本
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
携
帯
電
話
子
会
社
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
Ｐ
Ｄ
Ｃ
（personal digital 

cellular

）
と
呼
ば
れ
る
デ
ジ
タ
ル
標
準
の
開
発
を
リ
ー
ド
し
た
。

　

ド
コ
モ
は
当
時
も
今
で
も
日
本
で
は
支
配
的
な
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
で
あ
る
。
規
制
緩
和
を
受
け
て
、
二
つ

の
会
社
が
そ
れ
と
競
合
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
つ
は
Ｉ
Ｄ
Ｏ
（
日
本
移
動
通
信
）
で
ド
コ
モ
の
技
術
を
利
用
す
る
こ

と
に
し
た
が
、
も
う
一
つ
の
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
ア
メ
リ
カ
の
モ
ト
ロ
ー
ラ
社
の
技
術
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

機
器
メ
ー
カ
ー
と
の
関
係

　

終
戦
後
か
ら
一
九
八
〇
年
代
ま
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
一
部
の
通
信
機
器
メ
ー
カ
ー
と
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
。

特
に
富
士
通
、
日
立
、
三
菱
電
機
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
沖
電
気
、
東
芝
の
六
社
は
、「
電
電
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

電
話
の
技
術
と
標
準
の
開
発
は
、
世
界
一
流
の
研
究
所
を
も
つ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
な
か
で
進

行
し
た
。
技
術
が
確
立
す
る
と
、
機
器
の
生
産
は
そ
れ
に
共
同
参
画
す
る
メ
ー
カ
ー
に
依
存
す
る
こ
と
と
な
る
。
政
府

の
影
響
力
と
自
社
標
準
を
普
及
さ
せ
た
い
と
い
う
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
希
望
に
沿
っ
て
、
メ
ー
カ
ー
は
巨
大
な
国
内
市
場
に
注
力

し
た
。
外
国
市
場
へ
の
拡
張
に
関
心
が
あ
っ
た
も
の
の
、
違
っ
た
技
術
標
準
を
二
つ
同
時
に
追
求
す
る
と
い
う
の
は
あ

ま
り
に
も
重
荷
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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同
じ
よ
う
な
関
係
は
か
つ
て
は
欧
米
で
も
あ
っ
た
。
各
電
話
運
営
会
社
（
ア
メ
リ
カ
以
外
で
は
国
営
）
を
主
に
国
内

メ
ー
カ
ー
で
構
成
さ
れ
る
一
団
が
取
り
巻
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
電
話
会
社
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
は
完
全
独
占
に
近

い
状
態
に
あ
っ
た
が
、
一
九
八
四
年
ま
で
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
大
手
機
器
メ
ー
カ
ー
を
所
有
し
て

さ
え
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
特
に
ア
メ
リ
カ
で
一
九
八
四
年
に
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
が
分
割
さ
れ
て
以
降
、
機
器
市
場
は
日
本
を
例
外
と
し
て
開

放
的
に
な
っ
た
。
日
本
の
電
電
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
外
部
に
対
し
て
門
戸
を
閉
じ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
ソ
ニ
ー
な
ど
他
の
日

本
企
業
で
さ
え
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
（
ド
コ
モ
を
含
む
）
と
主
要
メ
ー
カ
ー
と
の
長
年
の
関
係
が
障
壁
に
な
っ
て
、
国
内
市
場
に

参
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
第
二
世
代
の
携
帯
電
話
に
関
し
て
は
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
。
市
場
が
分
断
し
た

ま
ま
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
不
利
に
な
る
と
い
う
認
識
の
下
に
、
欧
州
郵
便
電
気
通
信
主
管
庁
会
議
（
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
）
は

一
九
八
〇
年
後
半
に
な
る
と
、
権
威
を
も
っ
て
Ｇ
Ｓ
Ｍ
（Group Special M

obile

）
方
式
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の

標
準
と
し
て
統
一
市
場
を
創
出
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
Ｐ
Ｄ
Ｃ
規
格
を
開
発
す
る
時

と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
を
デ
ジ
タ
ル
電
話
技
術
の
規
格
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
ア
ナ
ロ
グ
規
格
を

使
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
を
一
挙
に
追
い
越
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｇ
Ｓ
Ｍ
方
式
は
違
っ
た
頭
文
字
（Global System

 for 

M
obile com

m
unications

）
を
表
す
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
得
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
好
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例
で
あ
る
。

　

ノ
キ
ア
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
と
エ
リ
ク
ソ
ン
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
と
い
う
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
の
二
社
は
、
Ｇ
Ｓ

Ｍ
規
格
に
ま
ず
影
響
力
を
与
え
て
、
そ
れ
を
諸
外
国
に
普
及
さ
せ
る
能
力
が
あ
っ
た
た
め
、
特
に
有
利
に
な
っ
た
。
Ｇ

Ｓ
Ｍ
は
一
九
九
六
年
末
ま
で
に
、
一
〇
五
カ
国
の
二
〇
〇
以
上
の
電
話
会
社
に
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
日

本
の
受
話
器
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
メ
ー
カ
ー
は
と
も
に
ほ
と
ん
ど
が
取
り
残
さ
れ
、
独
自
技
術
に
固
執
し
続
け
て

い
た
モ
ト
ロ
ー
ラ
（
ア
メ
リ
カ
）
も
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
シ
ェ
ア
を
失
っ
た
。

　

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
日
本
企
業
と
モ
ト
ロ
ー
ラ
に
と
っ
て
結
末
が
違
っ
た
形
に
な
り
得
た
か
ど
う
か
は
不
透

明
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
自
国
の
最
大
手
企
業
）
が
国
内
市
場
に
供
給
す
る
と
い
う

の
が
先
進
国
の
伝
統
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
市
場
を
統
一
化
す
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
は

規
模
の
経
済
を
達
成
で
き
、
電
話
利
用
者
も
通
話
範
囲
を
拡
大
で
き
る
と
い
う
の
が
狙
い
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
分
割

　

ア
メ
リ
カ
の
一
九
九
六
年
電
気
通
信
法
は
、
特
に
地
域
ル
ー
プ
線
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
（
基
幹
網
か
ら
の
分
離
）

に
関
し
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
通
信
政
策
に
広
範
な
影
響
を
与
え
た
。
日
本
を
含
め
他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
も
間
髪
を
入

れ
ず
に
追
随
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
を
実
現
す
る
の
は
単
に
法
律
を
制
定
す
る
よ
も
む
ず
か
し

い
こ
と
が
判
明
し
た
。
既
存
の
会
社
は
規
制
当
局
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
た
り
、
そ
れ
を
く
じ
い
た
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り
、
拒
否
す
る
方
法
さ
え
い
く
つ
も
講
じ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
で
一
九
九
七
年
に
改
正
さ
れ
た
日
本
電
信
電
話
会
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
法
に
は
、
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
以
外
の
重

要
な
規
定
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
事
業
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
（
と
も
に
地
域
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
）、
お
よ
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
長
距
離
）
に
分
割
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
分
割

は
一
九
九
九
年
七
月
に
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
本
当
の
分
割
で
は
な
い
。
三
社
は
す
べ
て
新
設
さ
れ
た
Ｎ
Ｔ

Ｔ
持
株
会
社
の
傘
下
に
置
か
れ
た
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
こ
れ
は
政
治
的
な
妥
協
の
産

物
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
し
て
は
一
体
化
し
た
会
社
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
郵
政
省
の
諮
問
会
議
は
分

割
に
関
し
て
意
見
が
分
か
れ
、
当
時
、
連
立
政
権
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
社
会
民
主
党
は
公
然
と
分
割
に
反
対
し
て
い

た
。
し
か
も
郵
政
大
臣
は
社
民
党
出
身
者
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
幅
な
改
革
に
賛
成
す
る
人
々
は
手
強
い
反
対

に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。
分
割
す
れ
ば
全
体
的
に
効
率
性
が
低
下
し
、
均
一
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
く
な
り
、
研

究
開
発
能
力
が
弱
体
化
す
る
、
と
い
う
の
が
分
割
反
対
派
の
主
張
で
あ
っ
た
。

　

競
争
政
策
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
分
割
で
有
意
義
な
目
的
が
達
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
透
明
で
あ
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
の
事
業
会
社
は
年
次
事
業
計
画
、
大
規
模
投
資
、
上
級
管
理
職
の
任
命
、
買
収
合
併
、
Ｒ
＆
Ｄ
な
ど
と
い
っ
た

戦
略
的
な
決
定
に
つ
い
て
は
、
持
株
会
社
の
承
認
を
取
得
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

各
事
業
会
社
は
通
信
市
場
の
個
別
分
野
で
は
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
な
帝
国
を
形
成
し
て
い
た
た
め
、
競
争
は
活
発
化
し
な

か
っ
た
。
持
株
会
社
と
し
て
も
事
業
会
社
相
互
間
で
競
争
を
促
進
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
電
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話
料
金
と
相
互
接
続
料
金
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と
で
は
、
財
務
状
況
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
一

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

地
域
ル
ー
プ
回
線
の
競
争
に
向
け
た
も
う
ひ
と
つ
の
試
み

　

二
〇
〇
五
年
半
ば
時
点
、
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
が
高
価
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
は
安
価
で
あ
る
と
い

う
日
本
の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
二
重
構
造
は
、
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
に
参
入
す
る
と
い
う
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
も
う
ひ
と
つ

の
大
胆
な
試
み
で
挑
戦
を
受
け
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
一
一
月
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
割
引
料
金
で
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
す
べ
く
許
可
申
請
を
行
う
と
発
表
し
た
。
固
定
回
線
の
独
占
的
な
支
配
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
力
の
源
で

あ
り
続
け
た
。

　

二
〇
〇
四
年
一
二
月
、
現
在
で
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
る
日
本
テ
レ
コ
ム
（
Ｊ
Ｔ
）
は
「
お
と
く

ラ
イ
ン
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
毎
月
固
定
さ
れ
て
い
る
基
本
料
金
に
対
す
る
挑
戦
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
基
本
料
金
の
引
き
下
げ
で
対
抗
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
地
域
ル
ー
プ
の
開
放
が
義
務
化
さ
れ
て
か

ら
七
年
間
を
経
て
、
通
信
業
界
は
純
粋
な
独
占
か
ら
本
格
的
な
競
争
時
代
に
突
入
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

有
効
な
競
争
を
確
保
す
る
と
い
う
政
府
政
策
の
役
割
が
、
通
信
部
門
で
今
ほ
ど
決
定
的
に
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
な

い
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
独
自
の
地
域
ル
ー
プ
回
線
を
構
築
す
る
こ
と
な
く
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
回
線
を
リ
ー
ス
し
よ
う
と
い

う
の
で
あ
る
。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続

　

情
報
技
術
の
価
値
は
、
個
人
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
接
続
さ
れ
、
情
報
が
大
量
交
換
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
フ

ル
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
接
続
は
初
期
の
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
が
一
般
の
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
な

さ
れ
て
い
た
。
大
企
業
は
し
ば
し
ば
独
自
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
環
と
し
て
電
話
会
社
か
ら
電
話
線
を
リ
ー
ス
し
て
い
た

が
、
一
般
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
物
理
的
に
区
別
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
組
織
に
よ
っ
て
は
建
物
や
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
独
自
の
交
換
機
や
電
話
回
線
を
も
つ
場
合
も
あ
っ
た
。
地
理
的
に
分
散
し
た
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
大
企
業
に

と
っ
て
は
、
衛
星
や
マ
イ
ク
ロ
波
の
お
か
げ
で
デ
ー
タ
の
伝
達
に
電
話
会
社
を
迂
回
す
る
機
会
が
生
ま
れ
た
。
た
だ

し
、
マ
イ
ク
ロ
波
の
活
用
は
見
通
し
が
確
保
で
き
る
状
況
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
商
業
的
に
利
用
可
能
に
な
っ
た
初
期
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
顧
客
は
一
般
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
の
ア
ク
セ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
に
接
続
し
て
い
た
。
こ
れ
は
ユ
ー
ザ
ー
が
ア
ク
セ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
の

電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
の
で
、「
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ク
セ
ス
に
電
話
回

線
を
利
用
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
二
つ
の
重
要
な
意
味
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
す
べ
て
の
諸
国
に
共
通
す
る
ス
ピ
ー
ド
の
問
題
が
あ
る
。
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
で
は
当
初
は
毎
秒

二
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
ビ
ッ
ト
の
ス
ピ
ー
ド
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
や
が
て
こ
れ
は
理
論
的
な
上
限
値
と
し
て
約

五
五
、〇
〇
〇
ビ
ッ
ト
ま
で
増
加
し
た
が
、
実
際
の
ス
ピ
ー
ド
は
特
に
「
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
」（
パ
ソ
コ
ン
か
ら
シ
ス
テ
ム

に
デ
ー
タ
を
伝
送
）
す
る
場
合
に
は
も
っ
と
遅
く
な
る
。
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第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
問
題
と
し
て
コ
ス
ト
が
あ
る
。
日
本
と

大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
市
内
通
話
は
メ
ー
タ
ー
制
で
、
接
続
時
間
で
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、
一
般
的
に
は
そ
う
な
っ
て
お
ら
ず
、
一
度
接
続
し
て
し
ま
え
ば
、
ど
れ
だ
け
長
く
接
続
し
て
い
る
の
か

は
無
関
係
で
あ
る
。
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
は
「
常
時
オ
ン
に
な
っ
て
い
る
（
接
続
し
て
い
る
）」
こ
と
を
好
む
た
め
、
こ

の
定
額
料
金
制
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
促
進
に
非
常
に
効
果
的
で
あ
っ
た
。

　

日
本
で
は
、
市
内
通
話
料
金
が
接
続
時
間
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
一
分
間
当
た
り
の
コ
ス
ト
が
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
諸
国
の
な
か
で
最
高
で
あ
っ
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
図
５
・
１
で
見
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
二
年
八
月

現
在
で
は
、
四
〇
時
間
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
コ
ス
ト
は
、
電
話
料
金
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
料
金
の
両
方
を
含
め
る
と
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
や
ド
イ
ツ
の
ほ
ぼ
二
倍
に
達
し
て
い

た
。
日
本
の
専
用
（
リ
ー
ス
）
回
線
の
コ
ス
ト
は
他
の
諸
国
と
比
べ
て
さ
ら
に
高
か
っ
た
。
既
存
の
電
話
イ
ン
フ
ラ
使

用
に
伴
う
高
コ
ス
ト
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｔ
利
用
の
高
コ
ス
ト
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
よ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
提
供

　

日
本
に
お
け
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
を
巡
る
話
は
政
策
的
示
唆
に
溢
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
こ
の
技
術
が
気
に
入
ら
な
か
っ

た
。
ま
ず
は
全
国
的
な
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
か
ら
、
次
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
移
行
し
た
い
と
考
え
て

い
た
た
め
（
ボ
ッ
ク
ス
五
・
四
を
参
照
）、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
と
っ
て
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
は
逸
脱
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。
実
際
、
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Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
は
音
声
電
話
で
用
い
ら
れ
て
い
る
銅
製
の

ツ
イ
ス
ト
ペ
ア
ケ
ー
ブ
ル
（
よ
り
対
線
）
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
使
用
す
る
伝
達
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
名
前
が

示
唆
す
る
通
り
デ
ジ
タ
ル
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
加
入
者
へ
の
デ
ー
タ
伝
達
速
度
は
、
加
入
者
か
ら

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
方
向
よ
り
も
速
い
。
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
は
Ｄ
Ｓ

Ｌ
の
特
殊
形
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
一
般
に
Ｄ
Ｓ
Ｌ
と

言
わ
れ
て
い
る
も
の
は
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
で
は
な
い
こ
と
に
注

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
は
「fiber to the hom
e

」
の
頭
文
字
を

と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
中
継
回
線
は
す
で

に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
地
域
ル
ー

プ
回
線
は
ほ
と
ん
ど
が
銅
製
ケ
ー
ブ
ル
で
あ
る
。
Ｆ
Ｔ

Ｔ
Ｈ
は
「
最
後
の
一
マ
イ
ル
」
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
す

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
（
総
合
デ
ジ
タ
ル
通
信
網
）
は
初
期
の
デ

ジ
タ
ル
通
信
技
術
で
あ
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
経
験

は
ボ
ッ
ク
ス
五
・
四
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ッ
ク
ス
五
・
三　

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
、
そ
の
他

通
信
関
係
の
略
号
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70
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日本 アメリカ ドイツ フランス イギリス 韓国

ダイヤルアップ ADSL

図 5.1　ダイヤルアップと ADSL の料金比較

注：ADSL料金は 1Mb/s当たりに調整．
出所：OECD, Telecommunication Outlook (2003)．
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
ア
ン
バ
ン
ド
ル
し
た
地
域
ル
ー
プ
を
使
っ
て
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
新
し
い
事
業
に
対

し
て
、
協
力
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
最
初
に
当
時
の
東
京
メ
タ
リ
ッ
ク
通
信
、
次
に
孫
正
義
が
経
営
す
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
子
会
社
ヤ
フ
ー
・

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が
新
規
に
参
入
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
二
〇
〇
〇
年
末
ま
で
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
止
す
る
と
い
う
引
き

延
ば
し
戦
術
に
訴
え
た
（
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
中
継
局
に
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
用
の
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
を
い
う
。

通
信
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
地
域
ル
ー
プ
を
使
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
に
接
続
す
る
に
は
こ
れ
が
必
要
な
の
で
あ
る
）。
そ
の
時
点

で
公
正
取
引
委
員
会
（
Ｊ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
が
介
入
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
独
占
禁
止
法
違
反
の
リ
ス
ク
を
冒
し
て
い
る
と
公
に
警

告
し
た
。
Ｊ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
日
本
の
両
社
に
対
し
て
も
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
と
〇
三
年
一
二
月
の
二
回
に
わ

た
っ
て
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
警
告
を
発
し
て
い
る
。

　

ヤ
フ
ー
・
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
は
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
向
け
た
前
進
を
続
け
、
二
〇
〇
一
年
六
月
に
は
サ
ー
ビ

ス
開
始
に
漕
ぎ
付
け
た
。
こ
れ
は
目
覚
し
い
成
功
を
収
め
、
毎
月
三
〇
万
人
も
の
新
規
加
入
者
を
獲
得
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
西
日
本
の
両
社
も
そ
の
年
の
始
め
に
、
月
額
六
〇
〇
〇
円
、
毎
秒
一
・
五
メ
ガ
ビ
ッ
ト
（
Mb
／
ｓ
）
で
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

の
提
供
を
開
始
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
す
る
ヤ
フ
ー
は
三
〇
〇
〇
円
で
八
Mb
／
ｓ
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
ま
で
に
こ

の
価
格
は
二
四
〇
〇
円
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
す
る
地
域
ル
ー
プ
利
用
料
は
一
九
〇
〇
円
に
ま
で
低
下
し
た
。
図
５
・
１
に
見

る
よ
う
に
、
こ
れ
は
世
界
的
に
も
最
低
水
準
の
価
格
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
日
本
で
は
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
巡
っ
て
初
め
て
本
格
的
な
競
争
が
起
こ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
競

争
促
進
に
関
す
る
日
本
政
府
の
公
約
は
限
定
的
で
し
か
な
い
と
い
う
評
価
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
か
か
わ
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ボ
ッ
ク
ス
五
・
四　

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
：
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
た
話

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
展
す
る
初
期
段
階
の
頃
か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
は
ダ

イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
接
続
は
速
度
の
点
で
不
十
分
と
な
り
、
日
本
と
し
て
は

最
終
的
に
ま
っ
た
く
違
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
最
初
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
開
発
し
た
技
術

で
、
一
般
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
と
呼
ば
れ
て
い
る
全
国
的
な
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
同
社
は
二
〇
一
〇

年
ま
で
に
す
べ
て
の
家
庭
と
事
務
所
を
つ
な
ぐ
光
フ
ァ
イ
バ
ー
・
ケ
ー
ブ

ル
を
敷
設
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
戦
略
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
く
不
幸
な
結
果
に
な
っ
た
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
一
九
八
八
年
に
市
場
に
登
場
し
た
が
、
九
五
年
ま
で
に
わ
ず
か

五
一
万
人
の
加
入
者
し
か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
に

加
入
者
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
増
加
に
対
応
で
き
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
準
備

が
整
っ
た
頃
に
は
、
ず
っ
と
競
争
力
の
強
い
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
は
当
初
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
と
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
も
の
の
、
実
際
に
は
送
信
速
度
が
わ

ず
か
毎
秒
六
万
四
〇
〇
〇
ビ
ッ
ト
と
ほ
ぼ
ア
ナ
ロ
グ
の
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ

と
同
じ
で
あ
る
ナ
ロ
ー
バ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
は
二
〇
〇
〇
年
の

発
足
当
初
で
さ
え
毎
秒
数
十
万
ビ
ッ
ト
が
可
能
で
、
す
ぐ
に
数
百
万
ビ
ッ

ト
に
ま
で
改
善
し
た
。
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
は
既
存
の
電
話
回
線
が
使
え
る
の
で
、

ゼ
ロ
か
ら
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
よ
り
も
コ
ス
ト
的

に
大
幅
に
安
価
で
あ
っ
た
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
な
か
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
基
本
的
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
を
追
求
し
た
の
は
日
本
と
ド
イ
ツ
だ
け
で
あ
る
。
加

入
者
は
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
シ
フ
ト
し
続
け
て
お
り
、
あ
る
時
点
で
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
は

静
か
に
消
え
去
る
で
あ
ろ
う
。

　

技
術
の
多
様
性
と
そ
の
予
測
不
可
能
な
性
格
を
認
識
し
た
上
で
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
と
し
て
は
政
府
が
多
様
な
技
術
が
あ
る
な
か
で
特
定
の
一
つ
の
選
択

を
試
み
る
こ
と
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
。
日
本
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
は
技
術
の

選
択
に
政
府
が
関
与
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
示
す
古
典
的
な
事
例
と
い
え

よ
う
。
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る
政
府
の
措
置
は
賞
賛
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。
現
在
で
は
、
日
本
の
通
信
政
策
当
局
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
明
確

な
成
功
事
例
と
し
て
広
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

　

ヤ
フ
ー
・
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
は
市
場
シ
ェ
ア
を
確
保
す
べ
く
極
め
て
攻
撃
的
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
初
め
現
在
で

は
約
四
〇
％
の
シ
ェ
ア
を
誇
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
三
五
％
で
後
塵
を
拝
し
て
い
る
。
イ
ー
・
ア
ク
セ
ス
や
ア
ッ
カ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ス
な
ど
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
攻
撃
的
な
新
規
事
業
者
も
拡
大
中
の
市
場
に
参
入
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
独
占
体
と

い
え
る
地
位
に
固
定
化
し
て
い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
、
重
要
な
市
場
で
シ
ェ
ア
を
支
配
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
と
い
う
の
は
ユ

ニ
ー
ク
な
展
開
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
新
規
事
業
者
に
よ
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
参

入
に
か
か
わ
る
多
数
の
試
み
は
確
立
し
た
通
信
会
社
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
て
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
は
価
格
が
最
低
で
あ
る
ば
か
り
か
、
接
続
ス
ピ
ー
ド
は
今
や
一
〇
Mb
／
ｓ
を
凌
駕
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
一
〇
〇
Mb
／
ｓ
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
を
約
束
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
こ
れ
は
高
品
位
テ
レ
ビ

（
Ｈ
Ｄ
Ｔ
Ｖ
）
画
像
に
と
っ
て
も
十
分
な
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
大
部
分
が
一
Mb
／
ｓ
に
満
た
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

接
続
ス
ピ
ー
ド
に
比
べ
れ
ば
こ
れ
は
ず
っ
と
速
い
。

　

消
費
者
に
と
っ
て
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
魅
力
に
は
圧
倒
的
な
も
の
が
あ
る
。
価
格
が
こ
れ
ほ
ど
低
く
、
ス
ピ
ー
ド
が
こ
れ
ほ

ど
速
く
、
常
時
接
続
中
に
し
て
お
け
る
能
力
が
あ
る
た
め
、
加
入
者
数
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
〇
三
年
に
か
け
て
激
増
を

示
し
、
〇
五
年
六
月
に
は
一
四
〇
〇
万
人
以
上
に
達
し
て
い
る
。
ケ
ー
ブ
ル
・
モ
デ
ム
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
他
の
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
接
続
を
合
わ
せ
る
と
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
総
人
口
に
対
す
る
普
及
率
は
、
今
や
日
本
の
ほ
う
が
ア
メ

リ
カ
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
日
本
人
の
一
五
％
強
が
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ア
ク
セ
ス
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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競
争
の
影
響

　

熾
烈
な
競
争
の
結
果
の
一
つ
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
収
益
水
準
が
低
下
し
て
い
る
。
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
事
業
は
儲
か
ら
な
い
、
な
い
し
ほ
と
ん
ど
儲
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ

は
個
別
事
業
の
デ
ー
タ
を
公
表
し
て
い
な
い
が
、
ヤ
フ
ー
Ｂ
Ｂ
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）
を
見
る
と
二
〇
〇
四
年
度
に

九
七
〇
億
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
競
争
環
境
は
果
た
し
て
維
持
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
懸

念
が
浮
上
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
八
月
、
ヤ
フ
ー
Ｂ
Ｂ
は
ま
さ
し
く
攻
撃
的
な
販
売
促
進
を
停
止
し
て
、
長
期
的
な

収
益
を
も
っ
と
重
視
す
る
方
針
に
転
換
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
イ
ン
フ
ラ
が
フ
ル
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
若
干
の
疑
問
が

あ
る
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
利
用
度
を
測
定
す
る
の
に
便
利
な
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
に
日
本
で

は
三
三
万
件
の
音
楽
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
た
と
い
う
数
字
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ア
イ
チ
ュ
ー
ン
ズ
（iT

unes

）

か
ら
の
音
楽
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
ベ
ー
ス
に
考
え
る
と
、
世
界
合
計
の
う
ち
わ
ず
か
約
一
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
日
本

は
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
で
は
先
頭
を
走
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
は
い
る
も
の
の
、
利
用
度
は
依
然
と
し
て
か
な
り
限
定
的

で
し
か
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
や
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
フ
ィ
ン
に
し
か
使
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
コ
ン
テ
ン
ツ
所
有
者
の
知
的
財
産
権
（
Ｉ
Ｐ
Ｒ
）
の
保
護
と
普
及
促
進
の
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
コ

ン
セ
ン
サ
ス
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
作
権
所
有
者
は
一
般
的
に
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る

価
格
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
売
却
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
極
め
て
硬
直
的
で
あ
る
。
鍵
は
「
妥
当
な
」
と
い
う
点
に
あ
る
。



130

消
費
者
と
し
て
は
支
払
う
と
し
て
も
多
額
の
支
払
い
は
嫌
う
よ
う
で
あ
る
。
ピ
ア
・
ツ
ー
・
ピ
ア
（
Ｐ
２
Ｐ
）
の
フ
ァ

イ
ル
送
信
が
可
能
に
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
入
手
可
能
な
た
め
、
知
的
財
産
権
（
Ｉ
Ｐ
Ｒ
）
所
有
者
に
よ
る
配
信
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
ほ
ぼ
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
も
議
論
の
あ
る
法
的
な
問
題
で
あ
る
。

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
と
い
う
代
替
策

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
家
庭
向
け
通
信
サ
ー
ビ
ス
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
：fiber to the hom

e

）
の
現
状
を
見
て
お
く
価
値

が
あ
ろ
う
。
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
普
及
は
だ
れ
が
考
え
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
速
か
っ
た
一
方
で
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
は
二
〇
〇
五
年

ま
で
は
わ
ず
か
な
伸
び
を
示
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
六
月
現
在
、
加
入
者
数
は
約
三
四
〇
万
人
と

〇
四
年
九
月
比
で
一
〇
〇
万
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
利
用
者
は
依
然
と
し
て
一
四
一
〇
万
人
に
も
達
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
の
普
及
率
は
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
に
一
〇
〇
〇
万
世
帯
を
接
続
す
る
と
い
う
政

府
が
設
定
し
た
当
初
の
目
標
を
大
幅
に
下
回
る
可
能
性
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
五
年
半
ば
現
在
に
お
け
る
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
目
標
は
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
三
〇
〇
〇
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
主
要
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
東
京
電
力

（T
EPCO

）
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
速
度
が
今
や
毎
秒
四
〇
〇
〇
万
ビ
ッ
ト
に
ま
で
上
昇
し
た
た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
対
す

る
優
位
性
が
縮
小
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
が
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
中
継
基
地
か
ら
離
れ
た
地
域
を
除

け
ば
、
す
べ
て
が
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
で
提
供
可
能
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
音
声
デ
ー
タ
を
送
受

信
す
る
技
術
（
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
：voice over Internet protocol

）
に
関
し
て
は
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
の
ほ
う
が
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
よ
り
も
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便
利
で
あ
る
。
こ
れ
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
相
ま
っ
て
、
加
入
の
急
増
に
貢
献
し

て
い
る
。

　

日
本
以
外
で
は
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
は
実
現
性
の
あ
る
選
択
肢
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
高
価
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
世
界

的
に
見
る
と
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
容
量
に
大
規
模
な
投
資
を
行
っ
た
企
業
は
甚
大
な
損
失
を
計
上
し
て
い
る
。
し
か
し
、

日
本
企
業
の
間
で
は
、
技
術
と
と
も
に
、
適
正
な
価
格
で
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
り
も
物
理
的
イ
ン
フ
ラ
を
構

築
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
考
え
方
が
今
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ア
ジ
ア
に
お
け
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
急
速
な
普
及

　

日
本
の
政
策
当
局
は
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
普
及
率
が
主
要
な
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
な
か
で
最
高
だ
と
い
う
こ
と
で
興
奮
し

て
い
る
が
、
一
方
で
韓
国
、
台
湾
、
中
国
（
香
港
を
含
む
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
比
較
で
は
依
然
と
し
て
日
本
の
影

は
薄
く
な
る
。
特
に
韓
国
は
大
い
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。
同
国
は
ど
の
先
進
国
よ
り
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
情
報
社
会

へ
移
行
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
通
信
と
い
う
の
は
開
発
が
相
対
的
に
遅
れ
て
い
る
国
で
も
、
先
進
諸
国

を
追
い
越
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
と
い
う
面
で
先
頭
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
分
野
な
の
で
あ
る
。

こ
の
一
因
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
す
べ
き
大
型
の
設
備
装
置
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
政
策
決
定
や
国

の
自
己
像
も
反
映
し
て
い
る
。

　

韓
国
の
経
験
を
詳
細
に
分
析
し
て
み
る
と
、
ユ
ニ
ー
ク
な
条
件
を
通
じ
て
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
結
論
が
出
て
く
る
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の
で
、
他
の
諸
国
の
手
本
に
な
る
可
能
性
は
低
い
で
あ
ろ
う
。
韓
国
を
初
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

普
及
の
成
功
を
説
明
す
る
要
因
と
し
て
は
、
以
下
が
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
に
、
す
べ
て
の
諸
国
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
都
市
部
で
は
人
口
密
度
が
極
め
て
高
く
、
多
数
の
高
層
ア
パ
ー

ト
建
築
が
林
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
物
理
的
な
近
接
性
は
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
と
っ
て
理
想
的
な
条
件
を
提
供
し
て

い
る
。
中
継
基
地
か
ら
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
と
、
速
度
が
急
減
す
る
か
ら
だ
。
仮
に
人
口
密
度
が
低
い
と
す
れ

ば
、
全
家
庭
を
カ
バ
ー
す
る
の
が
非
常
に
コ
ス
ト
高
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ほ
ぼ
全
土
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
さ
え
ほ
と
ん

ど
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
当
て
は
ま
る
。

　

第
二
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
は
大
体
が
し
ば
し
ば
著
作
権
に
違
反
し
て
流
通
し
て
い
る
ゲ
ー
ム
、
映
画
、
テ
レ
ビ
番
組
で

あ
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
な
か
に
は
、
政
府
が
ニ
ュ
ー
ス
を
検
閲
し
、
編
集
さ
れ
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
け
が
放
送
を
許
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
た
め
人
々
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
検
閲
を
受
け
て
い
な
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
探
求
に
駆

り
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
は
そ
の
よ
う
な
広
く
人
気
の
あ
る

使
い
方
を
創
造
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ス
は
検
閲
さ
れ
て
お
ら
ず
、
著
作
権
は
よ
り
積
極
的
な
保
護
を
受
け

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
多
く
で
は
、
政
府
が
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
接
続
の
構
築
を
支
援
し
て
い
る
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
の
高
普
及
率
は
商
業
的
な
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
国
家
威
信
に
か
か
わ
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運
営
し
て
い
る
企
業
の
多
く
は
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
。
韓
国
は
自
国
文
化
を
発
展
さ
せ

る
た
め
に
映
画
産
業
に
補
助
金
を
供
与
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は
最
初
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ネ
ッ
ト
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ワ
ー
ク
上
で
配
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
普
及
率
で
リ
ー
ド
し
て
い
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
は
、
必
ず
し
も

他
の
諸
国
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
、
あ
る
い
は
存
在
し
な
い
よ
う
な
下
支
え
に
な
る
特
性
や
背
景
が
あ
る
。
都
市
部
の

人
口
密
度
が
高
い
点
を
除
け
ば
、
日
本
に
は
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
携
帯
通
信

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
携
帯
電
話
機
を
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が

一
九
九
九
年
に
ｉ
モ
ー
ド
・
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
圧
倒
的
な
成
功
を
収
め
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ｉ
モ
ー
ド
は
欧
米
市
場
に
は
あ
ま
り
食
い
込
め
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
市
場
で
は
、
携
帯
電
話
は
若

干
の
テ
キ
ス
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
は
あ
る
も
の
の
、
主
と
し
て
音
声
通
信
手
段
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
た
め
だ
。
日

本
の
運
営
事
業
者
と
機
器
メ
ー
カ
ー
は
第
三
世
代
（
３
Ｇ
）
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
て
動
い
て
お
り
、
そ
う
な
る
と

動
画
の
伝
達
が
可
能
に
な
る
。

　

携
帯
電
話
は
経
済
お
よ
び
社
会
の
両
面
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
のCom

m
unications O

utlook

に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
一
年
現
在
、
日
米
両
国
の
合
計
で
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
近
い
収
入
が
携
帯
電
話
で
生
み
出
さ
れ
て

お
り
、
両
国
で
最
大
の
公
益
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
携
帯
電
話
加
入
者
数
は
、
二
〇
〇
五
年
八
月
現
在
で

八
八
〇
〇
万
人
と
、
前
年
比
六
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
国
内
市
場
は
飽
和
点
に
近
づ
い
て
お
り
、
今
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後
の
受
話
器
の
需
要
は
ほ
と
ん
ど
が
買
い
替
え
用
に
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国

の
人
口
の
半
数
以
上
が
携
帯
電
話
を
所
有
し
て
い
る
。
固
定
電
話
の
イ
ン
フ
ラ
が
不
十
分
な
途
上
国
の
多
く
で
は
、
ワ

イ
ヤ
レ
ス
・
シ
ス
テ
ム
が
近
代
的
な
情
報
社
会
へ
の
よ
り
費
用
効
果
的
な
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る
だ
ろ
う
。

新
し
い
通
信
技
術

　

ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
で
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
構
内
通
信
網
（w

ireless LA
N

）
が
割
安
で

使
い
勝
手
の
良
い
選
択
肢
と
し
て
注
目
を
集
め
始
め
た
。
こ
の
技
術
は
、
通
常
は
小
さ
な
箱
か
短
い
棒
で
あ
る
接
続
ポ

イ
ン
ト
（
基
地
）
ま
で
は
既
存
の
銅
製
な
い
し
フ
ァ
イ
バ
ー
の
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
す
る
。
こ
の
基
地
は
電
波
を
利
用
し

て
機
器
（
普
通
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
に
接
続
す
る
。
機
器
に
は
専
用
カ
ー
ド
が
組
み
込
ま
れ
て
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な
る
。
構
内
と
い
う
定
義
か
ら
し
て
、
基
地
は
半
径
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
し
か
カ
バ
ー
で

き
な
い
が
、
ホ
テ
ル
、
事
務
所
、
喫
茶
店
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
顧
客
に
無
償
提
供
が
可
能
な
場
合

も
あ
る
。
基
地
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
と
っ
て
、
コ
ス
ト
は
典
型
的
に
は
個
人
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
接
続
コ
ス
ト
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。

　

ワ
イ
ヤ
レ
ス
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
あ
る
い
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
に
と
っ
て
は
適
切
な
周
波
数
域
の
選
定
が
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

現
在
、
ワ
イ
フ
ァ
イ
（W

i-Fi

）
と
い
う
技
術
は
電
子
レ
ン
ジ
と
同
じ
二
・
四
ギ
ガ
ヘ
ル
ツ
（
Ｇ
Ｈ
ｚ
）
の
周
波
数
域
を

用
い
て
い
る
。
半
径
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
到
達
す
る
ワ
イ
マ
ッ
ク
ス
（W

iM
ax

）
と
い
う
も
っ
と
強
い
シ
グ
ナ
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ル
も
実
験
中
で
あ
る
。
適
切
な
周
波
数
を
割
り
当
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
技
術
は
携
帯
電
話
に
全
面
的
に
取
っ

て
代
わ
る
潜
在
性
を
も
っ
て
い
る
。
事
実
、
ア
メ
リ
カ
で
は
携
帯
電
話
の
普
及
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
よ
り
も
遅
れ
て

お
り
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
か
な
り
力
を
入
れ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。

　

電
力
線
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
Ｂ
Ｐ
Ｌ
）
も
開
発
中
で
あ
る
。
東
京
電
力
は
東
京
の
住
宅
地
域
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
テ
ス

ト
を
実
施
し
て
い
る
。
三
菱
電
機
、
ソ
ニ
ー
、
松
下
な
ど
の
機
器
メ
ー
カ
ー
は
、
日
本
の
共
通
規
格
制
定
に
向
け
て
協

働
し
て
い
る
。
混
信
の
問
題
が
解
決
さ
れ
れ
ば
、
政
府
は
二
〇
〇
六
年
中
に
こ
の
技
術
を
承
認
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
も
実
地
試
験
が
進
行
中
で
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
Ｂ
Ｐ
Ｌ
は
す
で
に
商
業
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
の
連
邦
通
信
委
員
会
は
こ
の
技
術
を
支
持
し
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
七
月
に
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
の
公
益
事
業
会
社
と
共
同
で
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
発
表
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
通
信
業
界
は
多
種
多
様
な
競
合
す
る
技
術
と
膨
大
な
規
模
の
不
確
実
性
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ

る
。結

論

　

通
信
政
策
に
関
す
る
日
本
の
経
験
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
多
数
の
結
論
が
導
か
れ
る
。

一	

政
府
の
政
策
は
技
術
に
関
し
て
中
立
的
な
立
場
を
維
持
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
有
線
と
無
線
の
両
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方
で
こ
の
よ
う
に
広
範
な
技
術
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ど
れ
が
も
っ
と
も
有
望
か
を
政
府
が
判
断
す
る

の
は
不
可
能
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
と
い
う
の
は
予
測
不
可
能
で
あ
る
。
政
府
が
自
国
産
の
Ｉ
Ｔ
を
後
押
し
し
よ
う

と
す
れ
ば
互
換
性
を
阻
害
し
て
、
国
内
市
場
を
諸
外
国
か
ら
隔
絶
さ
せ
る
危
険
さ
え
あ
る
。

　
　
　

こ
れ
は
周
波
数
域
の
割
当
な
ど
と
い
っ
た
分
野
に
関
す
る
規
制
責
任
を
放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

個
別
技
術
に
対
し
て
中
立
的
な
態
度
で
実
施
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
政
府
は
技
術

と
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
の
両
面
で
、
多
種
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
奨
励
す
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
に
努
力
す

べ
き
な
の
で
あ
る
。

二	

規
制
の
撤
廃
が
自
動
的
に
健
全
な
競
争
環
境
を
作
り
出
す
わ
け
で
は
な
い
。
新
規
参
入
者
が
必
要
と
す
る
イ

ン
フ
ラ
を
所
有
し
て
い
る
既
存
事
業
者
は
、
特
に
独
占
体
あ
る
い
は
擬
似
独
占
体
で
あ
る
場
合
に
は
、
力
を

乱
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
競
争
政
策
は
競
争
条
件
を
平
準
化
す
る
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

日
本
で
は
地
域
固
定
電
話
線
サ
ー
ビ
ス
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
牛
耳
っ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
子
会
社
で
あ
る
ド
コ
モ
が
移
動
通
信
で
も
優
勢
で
は
あ
る
も
の
の
、
競
争
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
関
し
て
は
、
新
規
参
入
者
が
新
技
術
で
新
た
な
市
場
を
創
出
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
懸
命
に
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
分
野
が
新
し
い
ほ
ど
、
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
既
存
者
へ

の
依
存
度
が
低
い
ほ
ど
、
一
般
的
に
は
競
争
が
活
発
化
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
新
規
参
入
者
が
成
功
を
収
め

る
可
能
性
が
高
ま
る
。

　
　
　

日
本
の
消
費
者
は
民
営
化
と
競
争
に
よ
っ
て
膨
大
な
利
益
を
享
受
し
て
き
た
。
一
方
、
新
規
の
サ
ー
ビ
ス
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提
供
者
に
と
っ
て
の
「
成
功
」
と
い
う
の
は
、
ま
だ
必
ず
し
も
利
益
を
意
味
し
て
い
な
い
。
古
い
独
占
体
の

ほ
う
が
い
か
な
る
競
合
者
と
な
り
得
る
も
の
よ
り
も
懐
が
深
く
、
し
た
が
っ
て
、
持
久
力
も
強
い
。
さ
ら
に
、

新
参
者
よ
り
も
長
生
き
す
る
と
い
う
官
僚
主
義
や
規
制
に
か
か
わ
る
ゲ
ー
ム
に
精
通
し
て
い
る
。
競
争
を
促

進
す
る
と
い
う
政
府
の
真
摯
な
政
策
も
、
最
終
的
な
結
末
は
疑
わ
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
政
策
当
局
や
規
制

当
局
と
し
て
は
、
特
に
「
最
後
の
一
マ
イ
ル
」
に
関
し
て
は
油
断
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

三	

Ｉ
Ｐ
Ｒ
は
情
報
社
会
の
発
展
に
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
う
の
は

コ
ピ
ー
や
模
倣
が
簡
単
で
あ
る
。
通
信
と
放
送
の
融
合
が
進
展
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ
が
通
信

の
性
格
に
対
し
て
よ
り
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
新
し
い
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
が
猛
ス
ピ
ー

ド
で
構
築
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
テ
ン
ポ
は
そ
れ
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
日
本

の
イ
ン
フ
ォ
バ
ー
ン
は
が
ら
空
き
の
高
速
道
路
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
　

日
本
に
お
け
る
音
楽
や
ビ
デ
オ
の
著
作
権
保
護
は
、
柔
軟
性
と
効
率
性
に
欠
け
、
自
由
な
発
展
を
許
し
て

い
な
い
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
で
も
あ
る
。
先
進
国
で
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｒ
は
往
々
に
し
て
音
楽
、
ゲ
ー

ム
、
映
画
な
ど
の
普
及
を
容
易
に
す
る
技
術
と
衝
突
し
て
い
る
。
ナ
ッ
プ
ス
タ
ー
（N

apster

）
が
適
例
だ
。

二
〇
〇
四
年
に
は
同
様
の
事
例
が
日
本
で
も
持
ち
上
が
っ
た
。
現
状
で
は
、
ビ
デ
オ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
テ

レ
ビ
番
組
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
配
信
す
る
こ
と
に
ま
つ
わ
る
法
的
リ
ス
ク
が
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
利
用
に
と
っ

て
最
大
の
抑
止
力
と
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｒ
保
護
と
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
・
普
及
の
間
に
お
け

る
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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四	

周
波
数
域
の
管
理
は
規
制
当
局
に
と
っ
て
は
政
治
的
に
む
ず
か
し
い
課
題
で
あ
る
。
ワ
イ
ヤ
レ
ス
・
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
が
増
え
て
い
る
た
め
、
周
波
数
域
は
稀
少
資
源
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
商
品
に
小
型
Ｉ
Ｃ
を
装

着
す
る
電
波
方
式
認
識
（
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）
が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
需
要
は
さ
ら
に
増
え
る
だ
ろ
う
。

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
が
限
ら
れ
た
周
波
数
を
集
中
的
に
使
用
す
べ
く
開
発
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
予
想

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
周
波
数
域
の
割
当
を
担
当
し
て
い
る
官
庁
を

提
訴
し
た
。
携
帯
電
話
向
け
に
新
し
い
周
波
数
域
を
取
得
す
る
権
利
が
あ
る
と
主
張
し
た
訴
え
で
あ
る
。

　
　
　

規
制
当
局
と
し
て
は
最
大
限
の
公
益
の
た
め
に
周
波
数
を
割
り
当
て
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
現
在
の
周

波
数
域
の
割
当
方
法
は
、
一
部
の
割
当
を
再
配
分
す
べ
き
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
た
め
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

だ
れ
が
ど
の
周
波
数
を
何
の
目
的
で
使
用
し
て
い
る
か
に
関
す
る
情
報
を
公
開
し
て
透
明
化
す
る
こ
と
が
、

そ
の
第
一
歩
と
な
る
だ
ろ
う
。
ユ
ー
ザ
ー
の
多
く
は
容
量
が
有
り
余
っ
て
い
た
何
十
年
も
前
に
許
可
を
取
得

し
て
い
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
取
り
上
げ
る
の
は
政
治
的
に
困
難
な
こ
と
が
多
い
で
は
あ
ろ
う
が
、
何
ら
か

の
再
割
当
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
導
入
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

二
〇
〇
五
年
七
月
、
周
波
数
域
の
割
当
と
使
用
の
管
理
に
関
す
る
改
正
法
が
国
会
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
法

律
が
ど
の
よ
う
に
施
行
さ
れ
る
か
は
注
意
し
て
モ
ニ
タ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
。
政
策
当
局
と
し
て
は
、
新
技

術
の
開
発
が
進
展
中
で
あ
り
、
多
数
の
ユ
ー
ザ
ー
が
混
信
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
同
一
の
周
波
数
を
同
時
期

に
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
遅
か
れ
早
か
れ
、
特
定
の
周
波
数

を
特
定
の
ユ
ー
ザ
ー
に
特
定
の
用
途
で
割
り
当
て
る
と
い
う
既
存
の
制
度
は
不
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
周
波
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数
域
を
所
轄
す
る
政
府
は
そ
の
よ
う
な
技
術
開
発
に
干
渉
す
べ
き
で
は
な
い
。

五	

政
府
が
管
理
し
て
い
る
通
信
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
対
し
て
は
有
効
な
企
業
統
治
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
府
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
と
っ
て
最
大
の
株
主
で
あ
る
し
、
今
後
と
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。
政
府
が
こ
の
役
割
を
ど
の

よ
う
に
果
た
し
て
き
た
の
か
は
不
透
明
で
あ
る
。
財
務
省
は
代
表
者
を
株
主
総
会
に
派
遣
し
て
は
い
る
が
、

経
営
問
題
に
関
し
て
は
沈
黙
を
守
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
二
〇
〇
二
年
か
ら
〇
三
年
に
か
け
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
は
海
外
の
携
帯
電
話
サ
ー
ビ

ス
会
社
に
対
す
る
投
資
で
一
兆
五
〇
〇
〇
億
円
も
の
赤
字
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
に
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
は
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ェ
ブ
・
ホ
ス
テ
ィ
ン
グ
会
社
ヴ
ェ
リ
オ
（V

erio

）
の
買
収
に
関
連
し
て
四
五
億
ド
ル

の
償
却
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
損
失
に
つ
い
て
だ
れ
が
責
任
を
と
っ
た
の
か
は
い
ま
だ
に
不
明
で
あ
る
。

六	

政
府
が
管
理
し
て
い
る
通
信
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
対
し
て
は
、
有
効
な
規
制
上
の
監
視
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
日
本
政
府
は
株
式
の
三
四
％
弱
を
所
有
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
と
っ
て
は
最
大
の
株
主
で
あ
る
。

会
社
の
株
式
の
三
分
の
一
以
上
を
所
有
す
る
こ
と
に
伴
う
法
的
義
務
と
し
て
、
政
府
は
最
大
の
株
主
で
あ
り

続
け
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

と
い
う
こ
と
は
、
政
府
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
す
る
規
制
に
関
し
て
は
利
益
相
反
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ

る
。
こ
れ
は
日
本
が
二
〇
〇
〇
年
に
規
制
当
局
を
改
革
し
た
際
の
レ
ビ
ュ
ー
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
指
摘
し
た
点
で

あ
る
。
株
主
は
財
務
省
、
一
方
で
規
制
と
政
策
立
案
は
郵
政
省
の
管
轄
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
利
益
相
反
は

な
い
、
と
い
う
の
が
日
本
政
府
の
回
答
で
あ
っ
た
。
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企
業
統
治
シ
ス
テ
ム
の
良
さ
と
政
府
規
制
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
非
常
に
複
雑
な
構
造
に
な
っ

て
い
る
だ
け
に
特
に
重
要
で
あ
る
。
子
会
社
五
社
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
持
株
会
社
の
傘
下
で
活
動
し
て
い
る
が
、
傘
下

内
で
部
門
間
補
助
金
の
授
受
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
く
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
競
争
に
遭
遇
し
た
際

に
は
競
争
面
で
不
公
正
な
優
位
に
立
て
る
こ
と
に
な
る
。
議
論
の
余
地
は
あ
ろ
う
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
日
本
の

両
社
が
賦
課
し
て
い
る
高
い
固
定
電
話
料
金
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
ヤ
フ
ー
・
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と
戦
う
際
に
、
世

界
最
低
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
料
金
に
す
る
た
め
の
補
助
金
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
の
約
三
分
の
二
を
稼
ぎ
出
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

二
〇
〇
四
年
度
に
は
貢
献
度
は
六
三
％
に
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
利
益
の
大
部
分
は
３
Ｇ
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

に
つ
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
。
消
費
者
運
動
リ
ー
ダ
ー
の
主
張
で
は
、
消
費
者
は
ド
コ
モ
に
対
す
る
毎
月
の
支
払

い
が
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
る
折
か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
し
て
は
料
金
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
消
費
者
に
還
元
す
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
統
治
体
制
で
は
こ
の
よ
う
な
声
に
耳
を
傾
け
る
部
署
が
な
い
。

パ
ー
ト
Ｂ　

道
に
迷
う
：
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
の
エ
レ
ク
ト
ニ
ク
ス
産
業

　

一
九
九
〇
年
代
は
日
本
に
と
っ
て
「
失
わ
れ
た
十
年
」
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
も
っ
と
も
大
き
く
道
を
踏

み
外
し
た
の
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
で
あ
っ
た
。
同
産
業
の
な
か
で
、
最
大
の
影
響
を
こ
う
む
っ
た
の
は
情
報
通
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信
技
術
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
う
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
と
、
こ
の
経
験
が
日
本
企
業
の
事

業
戦
略
に
と
っ
て
何
を
意
味
す
る
の
か
と
い
う
点
が
、
パ
ー
ト
Ｂ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
は
も
っ
と
も
急
成
長
を
し
て
い
た
な
か
の
一
つ
で
あ
る
日
本
経
済
は
、
九
〇
年
代
に
入
る
と
減
速

し
始
め
、
同
後
半
に
は
Ｇ
７
諸
国
の
な
か
で
成
長
率
が
最
低
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
鍵
と
な
る
製
造
業
部
門
の
拡
大
停
止

が
主
因
で
あ
る
。

　

理
由
は
部
門
ご
と
に
違
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
鉄
鋼
産
業
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
三
〇
年
間
に
わ
た
る
困
難
な
時

期
を
、
品
質
面
で
優
位
性
を
堅
持
し
、
労
働
力
を
継
続
的
に
削
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
と
か
生
き
延
び
て
き
て
い

る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
海
外
需
要
に
応
え
る
べ
く
海
外
で
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
国
内
の
生
産
は
増
え
て
い
な
い
。

こ
の
二
つ
の
部
門
は
世
界
的
に
も
っ
と
も
競
争
力
が
あ
っ
た
し
、
今
で
も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
産
業
は
日
本
経

済
の
成
長
に
は
寄
与
し
な
か
っ
た
。
日
本
の
消
費
者
向
け
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
ブ
ラ
ン
ド
、
な
か
で
も
オ
ー
デ
ィ
オ
・

ビ
ジ
ュ
ア
ル
機
器
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ゲ
ー
ム
は
依
然
と
し
て
世
界
的
に
重
要
で
あ
り
、
支
配
的
で
あ
る
と
さ
え
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
日
本
製
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
日
本
以
外
で
目
に
す
る
の
は
非
常
に
稀

で
あ
る
。
同
じ
こ
と
が
携
帯
電
話
機
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
も
っ
と
目
に
つ
き
に
く
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
重
要
性

が
劣
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
に
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
Ｏ
Ｓ
）
が
あ
る
が
、
日
本
製
の
も
の
は
た
だ
の
一
つ
も
な
い
。

　

日
本
の
Ｉ
Ｔ
産
業
の
興
亡
は
、
こ
の
部
門
の
発
展
の
基
盤
で
あ
る
半
導
体
産
業
の
話
に
要
約
さ
れ
る
。

　

図
５
・
２
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
市
場
シ
ェ
ア
が
一
九
八
八
年
に
は
五
〇
％
強
で
頭
打
ち
に
な
り
、
そ
れ
以
降
は
低
下

に
転
じ
て
、
九
七
年
に
は
三
〇
％
未
満
に
な
っ
た
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
ア
メ
リ
カ
は
一
九
八
〇
年
代
に
日
本
に
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奪
わ
れ
て
い
た
シ
ェ
ア
を
回
復
し
始
め
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

企
業
が
回
復
し
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
す
べ
て
の
チ
ッ

プ
（
半
導
体
）
が
ア
メ
リ
カ
で
生
産
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
必
ず
し
も
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
実
際
問
題
と
し

て
は
、
多
く
が
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ベ
ル
の
下
で
ア
ジ
ア
の
メ
ー

カ
ー
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
の
経
験
は
八
〇
年
代
と
好

対
照
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
時
に
は
、
日
本
の
消
費
者
向
け

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
メ
ー
カ
ー
は
、
ビ
デ
オ
・
レ
コ
ー

ダ
ー
や
カ
ラ
ー
・
テ
レ
ビ
で
世
界
市
場
を
圧
倒
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
は
す
べ
て
ア
ナ
ロ
グ
技
術
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
モ
ト
ロ
ー
ラ
は
最
初
は
携
帯
電
話
に
関
し
て
ア
ナ
ロ
グ

規
格
に
執
着
し
た
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
Ｇ
Ｓ
Ｍ
規
格
の

促
進
に
成
功
し
た
企
業
に
敗
北
を
喫
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
日
本
の
エ
レ
ク
ロ
ニ
ク
ス
産
業
が
技
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
離
さ
れ
て
、
世
界
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
座
か

ら
滑
り
落
ち
た
の
は
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
移
行

0
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図 5.2　世界の半導体市場におけるシェア

アメリカ 日本 その他
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が
遅
れ
た
こ
と
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
。
戦
略
の
欠
如
が
も
う
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。
特
に
、
競
争
す
べ
き
市
場
へ
の

集
中
と
そ
の
選
択
の
失
敗
、
技
術
規
格
に
関
す
る
戦
略
の
欠
如
、
設
計
と
製
造
の
一
体
的
プ
ロ
セ
ス
へ
の
過
度
な
依
存

が
主
因
と
い
え
よ
う
。

　

自
動
車
と
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
両
産
業
を
比
較
す
る
と
有
益
で
あ
ろ
う
。
自
動
車
は
継
続
的
で
は
あ
る
が
、
総
じ

て
漸
進
的
な
改
善
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
企
業
が
優
れ
て
い
る
形
の
競
争
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
Ｉ
Ｔ
部
門
で
は
機
能
し
な
い
だ
ろ
う
。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
Ｉ
Ｔ
部
門
で
起
こ
っ
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
っ
た
く
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
非
連
続
的
で
破
壊
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
改
善
」

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
あ
ま
り
な
じ
ま
な
い
。
日
本
の
大
企
業
に
典
型
的
な
設
計
と
製
造
の
両
部
門
の
一
体
化
と
も
両
立

し
に
く
い
。
こ
の
よ
う
な
話
題
に
つ
い
て
は
詳
し
く
後
述
す
る
。

産
業
の
構
造
と
戦
略

　

日
本
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
と
Ｉ
Ｔ
産
業
に
一
体
何
が
起
こ
っ
た
の
か
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
構
造
と

戦
略
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
両
産
業
と
も
「
総
合
電
器
」
と
呼
ば
れ
る
企
業
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
き
て

い
る
。
表
５
・
１
は
こ
れ
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

比
較
的
小
さ
い
企
業
も
含
め
こ
の
よ
う
な
企
業
の
特
徴
は
、
製
品
の
幅
が
き
わ
め
て
広
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
事
業
に
対
す
る
「
横
並
び
」
ア
プ
ロ
ー
チ
の
結
果
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
立
、
東
芝
、
三
菱
電
機
は
、
冷
蔵
庫
か
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ら
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ
ン
、
原
子
力
発
電
機
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
至
る
ま
で
、
事
実
上
、
電
気
で
動
く
も

の
す
べ
て
を
生
産
し
て
い
る
。
松
下
（
ブ
ラ
ン
ド
名

は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
と
ソ
ニ
ー
は
家
庭
用
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
製
品
の
優
れ
た
企
業
で
あ
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と

富
士
通
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
通
信
機
器
に
や
や
特
化

し
て
い
る
。

　
「
横
並
び
」
戦
略
は
ま
っ
た
く
理
由
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
仮
に
Ａ
社
が
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
打

ち
出
し
て
Ｂ
社
が
追
随
し
な
い
場
合
、
も
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
す
る
と
、
Ｂ
社
は
困
っ
た
こ
と
に

不
利
な
立
場
に
陥
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
仮
に
Ｂ
社

も
追
随
し
て
い
れ
ば
、
Ｂ
社
は
Ａ
社
と
対
等
な
立
場

で
い
ら
れ
る
。
た
と
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
失
敗
し
て

も
、
Ａ
社
と
Ｂ
社
は
と
も
に
損
す
る
の
で
、
Ｂ
社
は

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
競
争

的
環
境
下
で
、
惨
敗
を
回
避
す
る
こ
と
が
他
社
を
凌

親会社 連結ベース
1985 年 2004 年 2004 年

30,260 (2) 25,970 90,270 日立 1

34,240 (1) 41,460 87,130 松下電器
25,260 (3) 28,160 58,360 東芝
18,890 (4) 24,270 48,550 日本電気（NEC）
12,920 (6) 28,460 47,630 富士通
18,580 (5) 20,220 34,110 三菱電機
10,480 (7) 14,590 24,840 三洋電機

その他主要エレクトロニクス会社 2

10,710 28,950 74,960 ソニー
n.a. n.a. 34,680 キヤノン 3

9,080 n.a. 28,000 デンソー 4

9,100 20,850 25,400 シャープ

表 5.1　日本の総合電器メーカー（売上高：億円）

備考：翌暦年3月に終わる会計年度のデータ．かっこ内の数字は親会社の1985年のランキング．日立，東芝，
三菱がもっとも多角化している．NECと富士通は他社と比べてあまり多角化していない．
注：1．日立の親会社の減収は，各種事業について法的に独立した子会社を設立するという方針を反映した
ものである．2．日経 NEEDS（Nikkei Economic Electronic Databank System）が産業別の企業グルー
プとして抽出しているベース．NEEDSは日本経済新聞社が運営している日本企業のデータに関する大手
サプライヤー．3．キヤノンは 1985年にはエレクトロニクス企業とは見なされていなかった．4．デンソー
は自動車用のエレクトロニクス部品を製造しており，トヨタと密接な関係がある．
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駕
す
る
こ
と
よ
り
も
重
要
な
場
合
、「
横
並
び
」
に
は
利
点
が
あ
る
。
こ
れ
が
実
際

に
も
戦
後
期
の
日
本
の
事
情
だ
っ
た
。
し
か
し
、
国
家
的
な
見
地
か
ら
す
る
と
、
こ

れ
は
最
適
と
は
い
え
な
い
。
ど
の
企
業
も
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
の
に
必
要
な
臨
界
質
量
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
Ｉ
Ｔ
企
業
あ
る
い
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
の
名
前
を
あ
げ
て
み
ろ

と
言
わ
れ
た
人
は
、
総
合
電
器
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
を
言
う
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
は

も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
最
大
手
企
業
の
Ｉ
Ｔ
事
業
は
多
数
の
独

立
系
Ｉ
Ｔ
企
業
の
合
計
と
同
規
模
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
大
き
い
か
ら
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
大
規
模
な
「
純
粋
の
」
Ｉ
Ｔ
企
業
は
日
本
で
は
一
般
的
で
は
な

い
。
世
界
的
に
も
最
大
手
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ル
ー
プ
の
親

会
社
で
あ
る
富
士
通
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
例
外
に
も
っ
と
も
近
い
と
い
え
る
。

　

日
本
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に
は
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
に
そ
っ
て
、
統
合
的
か
つ
継
続
的

に
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
行
う
と
い
う
長
年
の
伝
統
が
あ
る
（
表
５
・
２
）。
継
ぎ
目
の
な

い
一
貫
し
た
事
業
に
よ
る
相
乗
効
果
を
確
信
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

企
業
は
す
べ
て
の
鍵
と
な
る
部
品
や
半
製
品
も
自
分
で
、
あ
る
い
は
長
期
的
な
協
働

関
係
に
あ
る
下
請
業
者
や
関
連
会
社
を
通
じ
て
生
産
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
各
事
業

は
恒
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
じ
て
、
他
の
事
業
と

生産工程，典型的には，順番に並べると以下の作業から構成されている．それぞれ
が何らかの形で価値を追加していく連鎖のなかでリンクを形成しているといえる．

1． R&D・設計・開発
2． 鍵となる部品・半製品
3． 製造・組立
4． 物流（配送）
5． マーケティング
6． 顧客サービス・アフターサービス

表 5.2　バリュー・チェーン
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の
徹
底
的
な
調
整
を
図
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
に
あ
る
事
業
全
体
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良
く
、
情
報

の
流
れ
が
着
実
で
あ
る
こ
と
が
、
効
率
的
な
生
産
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
会
社
の
見
方
で
あ

る
。
日
本
の
企
業
は
一
般
的
に
特
に
こ
の
種
の
調
整
に
熟
達
し
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
統
合
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
日
本
の
製
造
業
メ
ー
カ
ー
の
効
率
性
と
高
品
質
の
根
源
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

モ
ジ
ュ
ー
ル
生
産

　

製
造
業
内
部
に
お
け
る
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
の
連
鎖
の
な
か
で
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
生
産
と
呼
ば
れ
る
生
産
モ
デ
ル
が

出
現
し
て
き
た
（
表
５
・
２
）。
最
終
製
品
の
構
成
部
品
を
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
。
モ
ジ
ュ
ー
ル

が
価
格
と
合
意
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
含
め
て
仕
様
書
に
合
致
し
て
さ
え
い
れ
ば
、
ア
セ
ン
ブ
ラ
ー
の
ほ
う
は

そ
の
中
身
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
仕
様
は
気
に
し
な
い
。

　

モ
ジ
ュ
ー
ル
化
は
企
業
の
第
一
線
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
供
給
す
る
会
社
）
に
対
し
て
、
自
分
の
専
門
分

野
に
つ
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
セ
ン
ブ
ラ
ー
は
社
内
で

も
っ
て
い
る
も
の
を
超
え
て
、
専
門
的
な
Ｒ
＆
Ｄ
能
力
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

モ
ジ
ュ
ー
ル
化
に
よ
っ
て
製
品
を
特
定
市
場
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ノ
キ
ア
は

同
じ
よ
う
な
携
帯
電
話
を
各
電
話
会
社
の
要
件
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
内
蔵
し
た
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
使

用
し
て
い
る
。
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機
敏
で
焦
点
を
絞
っ
た
企
業

　

世
界
的
に
有
名
な
日
本
の
総
合
エ
レ
ク
ロ
ト
ニ
ク
ス
会
社
が
つ
ま
ず
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ッ
プ
・
テ
ン
以
下

で
相
対
的
に
う
ま
く
い
っ
て
い
る
会
社
が
多
数
あ
る
。

　

特
に
相
当
な
数
の
日
本
企
業
が
、
世
界
的
な
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
の
な
か
で
必
要
不
可
欠
な
部
品
の
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
し
て
、
支
配
的
な
地
位
の
確
立
に
成
功
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
ニ
ッ
チ
に
焦
点
を
絞
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
日
本
電
産
（
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
・
ド
ラ
イ
ブ
用
の
小
型
モ
ー
タ
ー
）、
日
東
電
工
（
Ｉ

Ｃ
シ
ー
リ
ン
グ
材
用
樹
脂
を
含
む
精
製
化
学
製
品
）、
ロ
ー
ム
（
注
文
に
よ
る
Ｌ
Ｓ
Ｉ
半
導
体
）、
村
田
製
作
所
（
世

界
最
大
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
蓄
電
器
メ
ー
カ
ー
）
な
ど
が
あ
る
。
成
功
し
た
ニ
ッ
チ
企
業
の
多
く
は
新
規
参
入
者
で
あ
る

が
、
適
応
を
遂
げ
た
確
立
し
た
企
業
も
な
か
に
は
あ
る
。
非
常
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
決
断
力
の
あ
る
最
高
経
営
責
任
者

が
い
た
こ
と
が
、
成
功
の
鍵
を
握
る
要
因
で
あ
っ
た
。

　

キ
ヤ
ノ
ン
、
リ
コ
ー
、
シ
ャ
ー
プ
は
中
規
模
で
、
あ
る
程
度
多
角
化
し
て
い
る
企
業
で
は
あ
っ
た
が
、
適
応
に
成
功

し
た
企
業
の
例
と
い
え
る
。
創
業
は
す
べ
て
一
九
二
〇
年
代
な
い
し
三
〇
年
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

に
対
応
し
て
戦
略
を
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
キ
ヤ
ノ
ン
は
カ
メ
ラ
か
ら
印
刷
機
や
デ
ジ
タ
ル
・
カ
メ
ラ
に
焦

点
を
シ
フ
ト
し
て
、
資
源
の
希
少
化
を
回
避
す
る
た
め
パ
ソ
コ
ン
か
ら
撤
退
し
た
。
や
は
り
か
つ
て
は
カ
メ
ラ
・
メ
ー

カ
ー
だ
っ
た
リ
コ
ー
は
キ
ヤ
ノ
ン
と
競
合
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
一
九
五
〇
年
代
に
す
で
に
参
入
し
て
い
た
印
刷
機
市

場
に
も
っ
と
焦
点
を
置
い
て
い
る
。
シ
ャ
ー
プ
は
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
Ｌ
Ｃ
Ｄ
）
技
術
を
育

成
し
て
き
て
お
り
、
今
や
フ
ラ
ッ
ト
型
テ
レ
ビ
の
世
界
的
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
る
（
シ
ャ
ー
プ
に
関
し
て
は
第
二
部
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に
お
け
る
事
例
研
究
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
）。

ア
ジ
ア
の
生
産
者
の
役
割

　

バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
の
な
か
で
製
造
の
リ
ン
ク
を
外
部
委
託
す
る
と
い
う
戦
略
は
大
い
に
意
味
が
あ
る
。
ア
ジ
ア

に
は
そ
の
仕
事
に
十
分
適
し
た
企
業
が
多
数
あ
る
。

　

半
導
体
を
考
え
て
み
よ
う
。「
フ
ァ
ウ
ン
ダ
リ
ー
」（foundry

）
と
呼
ば
れ
る
工
場
は
、
建
設
し
て
操
業
す
る
と
な

る
と
極
め
て
高
価
に
つ
く
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
五
年
七
月
に
発
表
さ
れ
た
イ
ン
テ
ル
の
工
場
は
、
ア
メ
リ
カ
で
建
設
す

れ
ば
約
三
〇
億
ド
ル
か
か
る
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
企
業
が
「
フ
ァ
ブ
レ
ス
」（fabless

）
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

製
造
施
設
を
所
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
、
設
計
図
面
を
作
成
し
て
、
半
導
体
を
下
請
け
と
し
て
製
造

す
る
「
専
用
フ
ァ
ウ
ン
ダ
リ
ー
」
に
引
き
渡
す
。
こ
の
分
野
で
最
大
の
企
業
の
一
つ
で
あ
る
台
湾
積
体
電
路
製
造
業
会

社
（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
は
、
一
九
八
七
年
に
こ
の
産
業
の
先
駆
者
と
な
っ
た
が
、
同
社
の
発
表
で
は
二
〇
〇
四
年
の
売
上
が

七
七
億
ド
ル
に
達
し
て
お
り
、
〇
五
年
に
は
二
七
億
ド
ル
の
設
備
投
資
を
計
画
し
て
い
る
。
や
は
り
台
湾
を
本
拠
地
と

す
る
聯
華
電
子
（
Ｕ
Ｍ
Ｃ
）
も
別
の
大
手
フ
ァ
ウ
ン
ダ
リ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
分
野
は
台
湾
企
業
オ
ン
リ
ー
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
も
ア
メ
リ
カ
の
工
場
か
ら
フ
ァ
ウ
ン
ダ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
し
、
日
本

で
は
東
芝
や
富
士
通
も
そ
う
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　

多
く
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
が
ア
ジ
ア
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
組
立
の
外
部
委
託
と
い
う
の
は
長
年
の
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慣
行
な
の
で
あ
る
。
こ
の
分
野
で
最
大
の
企
業
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
ソ
レ
ク
ト
ロ
ン
（Solectron

）
で
あ
る
が
、

一
九
七
七
年
に
創
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
大
手
三
社
の
う
ち
二
社
は
北
ア
メ
リ
カ
に
本
社
が
あ
る
。
そ
れ
は
サ

ン
ミ
ナ
（Sanm

ina

）‐
Ｓ
Ｃ
Ｉ
と
セ
レ
ス
テ
ィ
カ
（Celestica

）
で
あ
る
。
後
者
は
カ
ナ
ダ
所
在
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
ら
分

離
独
立
し
た
会
社
で
あ
る
。
第
四
位
の
フ
レ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ニ
ク
ス
（Flextronics

）
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
本
社
で
は

あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
企
業
の
後
継
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
社
は
い
ず
れ
も
ア
ジ
ア
で
工
場
を
操

業
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
中
小
企
業
は
別
の
ア
メ
リ
カ
企
業
と
協
働
す
れ
ば
、
ア
ジ
ア
の
生
産
設
備

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

台
湾
は
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
活
動
の
中
心
地
で
あ
る
。
台
湾
企
業
は
大
陸
中
国
に
あ
る
子
会
社
も
合
わ
せ
る
と
、

二
〇
〇
二
年
に
は
世
界
全
体
の
Ｐ
Ｃ
マ
ザ
ー
ボ
ー
ド
の
七
五
％
、
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
と
Ｌ
Ｃ
Ｄ
モ
ニ
タ
ー
の
六
〇
％

を
生
産
し
た
こ
と
に
な
る
。
台
湾
の
Ｐ
Ｃ
関
連
産
業
は
一
九
九
〇
年
代
に
年
率
二
一
％
の
成
長
を
遂
げ
、
売
上
は

九
〇
年
の
七
〇
億
ド
ル
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
は
四
七
〇
億
ド
ル
に
達
し
た
。
こ
の
生
産
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
メ
リ
カ
向
け

で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
二
八
〇
億
ド
ル
に
達
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
台
湾
の
企
業
は
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
工
場
を

中
国
大
陸
に
移
転
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
パ
ソ
コ
ン
の
約
九
〇
％
は
中
国
で
組
み
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
（
日
本

貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
推
計
）。
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開
放
的
な
革
新

　

ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｔ
企
業
は
大
学
と
の
緊
密
な
関
係
か
ら
利
益
を
享
受
し
て
い
る
。
ル
ー
ト
一
二
八
に
沿
っ
て
ハ
イ
テ

ク
企
業
が
密
集
す
る
の
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
が
果
た
し
た
役
割
と
、
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
の
谷
を
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
に
転
換
す
る
の
に
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
が
果
た
し
た
役
割
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
と
ア
イ
デ
ア
を

双
方
通
行
に
す
る
動
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
密
接
な
関
係
は
日
本
で
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
で
は
大
学

の
研
究
者
と
産
業
人
と
が
相
互
交
流
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
た
く
さ
ん

の
接
触
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
学
に
課
さ
れ
た
政
府
の
規
制
が
原
因
で
、
両
者
は
非
公
式
で
個
人
的
な
性
質
の
関
係

に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
大
学
の
教
員
は
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
、
ア
イ
デ
ア
の
双
方
向
的
な
移
転
を
奨
励
す

る
よ
う
な
形
で
、
産
業
界
と
相
互
交
流
す
る
こ
と
は
通
常
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
協
力
を
阻
害
す
る
よ
う
な
態
度

が
両
サ
イ
ド
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
様
に
、
成
功
し
て
い
る
大
企
業
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
科
学
者
の
エ
リ
ー
ト
層
を
抱
え
て
、
歴
史
的
に
は
、
大
学
教
員

と
同
じ
よ
う
に
、
外
部
で
行
わ
れ
た
仕
事
を
や
や
軽
蔑
す
る
感
じ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
社
外
で
開
発
さ
れ
た
技
術
を
無

視
す
る
「
自
前
主
義
」（N

IH
 : not-invented-here―

―
こ
こ
で
発
明
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
）
と
い
う
態
度
に
反

映
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
特
に
日
本
に
当
て
は
ま
り
、
他
の
総
合
電
器
メ
ー
カ
ー
や
Ｉ
Ｔ
企
業
と
の
競
合
を
背
景
に
、

開
放
性
と
い
う
の
は
会
社
に
対
す
る
裏
切
り
と
い
う
感
じ
で
見
ら
れ
て
い
た
。
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新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
「
開
放
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
外
部
資
源
の
入
手
可
能
性
と

そ
の
活
用
、
な
か
で
も
社
外
か
ら
提
供
さ
れ
た
技
術
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
世
界
の
Ｉ
Ｔ
部
門
で
成
功
し
て
い
る

企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、
大
手
企
業
で
さ
え
、
Ｎ
Ｉ
Ｈ
的
な
態
度
と
決
別
し
て
、
代
わ
り
に
場
所
と
方
法
は
問
わ
ず
技
術

を
探
し
求
め
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

技
術
の
入
手

　

技
術
が
自
社
固
有
の
も
の
で
あ
る
必
要
が
な
い
時
代
に
、
企
業
は
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
を
入
手
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？

　

買
収
合
併
が
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
世
界
で
ト
ッ
プ
の
ル
ー
タ
ー
・
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
シ
ス
コ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
は
、

二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
五
年
間
に
ハ
イ
テ
ク
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
七
〇
社
も
買
収
し
て
い
る
。
確
立
し
て
い
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
さ

え
、
ビ
ッ
グ
・
ボ
ッ
ク
ス
（
な
い
し
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
）
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
変
身
し
つ

つ
あ
る
な
か
で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
を
買
収
し
て
コ
ア
事
業
に
統
合
化
し
て
い
る
。

　

共
同
Ｒ
＆
Ｄ
が
も
う
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
開
発
に
膨
大
な
費
用
を
要
す
る
技
術
も
あ
る
。
最
終
的
に
は
競
争
相
手

に
な
る
と
こ
ろ
さ
え
含
め
て
、
Ｒ
＆
Ｄ
に
つ
い
て
初
期
の
商
業
化
す
る
前
の
段
階
を
数
社
が
共
同
し
て
資
金
拠
出
で

き
れ
ば
、
全
員
が
利
益
を
享
受
で
き
る
。
こ
れ
が
日
本
政
府
が
主
導
し
て
い
る
共
同
開
発
の
背
後
に
あ
る
考
え
方
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
民
間
が
組
織
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、
日
本
と
同
じ
く
相
互
信
頼
の
問
題
に
遭
遇
し
て
い
る
。
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し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
は
自
己
選
択
に
よ
っ
て
参
加
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
日
本
企
業
ほ
ど
躊
躇
し
て
い
な
い

も
の
と
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
共
同
Ｒ
＆
Ｄ
は
し
ば
し
ば
製
品
を
販
売
す
る
合
弁
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
で
親
会
社
の
懸
念
は
一
段
と
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

　

要
す
る
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
創
造
性
の
高
さ
、
広
さ
、
深
さ
に
直
接
貢
献
す
る
技
術
の
市
場
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

市
場
が
日
本
に
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
議
論
の
余
地
は
あ
ろ
う
が
、
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム

の
欠
点
で
あ
り
、
全
体
の
非
効
率
性
に
帰
結
し
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
な
く
単
に
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
を
増
や
し
て
も
状
況
は
改
善
し
な
い
。
創
造
的
な
リ
ス
ク
テ
ー

キ
ン
グ
の
文
化
と
い
う
基
本
的
な
中
味
が
欠
如
し
た
ま
ま
で
、
形
式
を
整
え
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

　

大
学
と
産
業
界
の
関
係
強
化
は
日
本
に
と
っ
て
中
心
的
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
心
強
い
ト
レ
ン
ド
が
見
え

て
き
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
に
経
済
産
業
省
は
大
学
が
生
み
出
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
関
し
て
、
二
〇
〇
五
年
三
月

ま
で
に
一
〇
〇
〇
社
と
い
う
目
標
を
設
定
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
事
実
上
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
八

月
に
九
〇
〇
社
、
〇
五
年
三
月
に
一
一
一
二
社
に
達
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
七
章
で
詳
論
す
る
。

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
源
で
あ
る
退
出
と
参
入

　

退
出
と
参
入
は
経
済
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
鍵
と
な
る
源
泉
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
新
し
い
技
術
が
出
現
し
た
時

に
そ
れ
が
起
こ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
か
ら
ミ
ニ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
シ
フ
ト
し
た
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際
、
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
五
〇
〇
の
リ
ス
ト
で
上
位
の
名
前
は
新
し
い
企
業
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
に

別
の
企
業
の
波
が
Ｉ
Ｔ
革
命
を
牽
引
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
新
し
い
と
言
わ
れ
た
企
業
も
や
は
り
追
い
落
と
さ
れ

た
。
一
〇
年
後
に
は
、
こ
の
よ
う
な
技
術
的
に
先
駆
的
だ
っ
た
会
社
も
再
び
脇
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
新
し
い
技
術
の
出
現
は
そ
れ
を
活
用
す
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ

デ
ル
と
新
し
い
経
営
陣
の
台
頭
を
も
意
味
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
売
上
で
見
て
、
一
九
八
五
年
に
上
位
一
〇
社
の
リ

ス
ト
に
入
っ
て
い
た
企
業
で
、
二
〇
〇
四
年
の
リ
ス
ト
に
残
っ
て
い
た
の
は
わ
ず
か
四
社
に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
は
Ｉ
Ｂ

Ｍ
、
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
、
Ｎ
Ｃ
Ｒ
、
ア
ッ
プ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
だ
け
な
の
で
あ
る
（
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・

パ
ッ
カ
ー
ド
は
二
〇
〇
二
年
に
コ
ン
パ
ッ
ク
を
買
収
し
た
際
、
デ
ジ
タ
ル
・
エ
ク
ウ
ィ
ッ
プ
メ
ン
ト
の
残
骸
を
吸
収
し

た
）。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
日
本
で
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
企
業
の
上
位
一
〇
社
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
年

の
間
で
相
対
的
な
順
位
の
入
れ
替
え
は
あ
っ
た
も
の
の
、
名
前
の
変
更
は
一
社
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
表
５
・
１
を
参

照
）。

　

古
い
企
業
が
新
し
い
企
業
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
い
う
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
継
続
的
な
動
き
を
背
景
に
し
て
、

ア
メ
リ
カ
は
技
術
競
争
の
先
頭
に
返
り
咲
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
迅
速
な
回
転
は

な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
？

　

ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｔ
革
命
は
い
わ
ゆ
る
「
破
壊
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
出
現
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
存
立
基
盤
と
な
っ
て
い
る
技
術
を
陳
腐
化
さ
せ
て
し
ま
う
革
新
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
確
立
し
た
企
業
は
歴
史
的
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に
見
る
と
、
そ
の
よ
う
な
革
新
か
ら
得
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
を
最
初
に
追
求
す
る
の
は
一

般
に
新
し
い
企
業
と
な
る
。
も
し
革
新
が
確
か
に
有
益
で
成
功
す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
れ
ば
、
新
し
い
会
社
は
古
い
や

り
方
に
執
着
し
て
い
る
会
社
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
確
立
し

た
企
業
で
も
適
応
は
可
能
で
あ
る
。

　

日
本
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
言
う
と
、
既
存
企
業
は
新
し
い
実
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
試
み
る
よ
り
も
、
既
存

の
事
業
が
収
入
を
生
み
出
し
て
い
る
限
り
は
、
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
に
関
心
が
向
い
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

日
本
の
Ｉ
Ｔ
産
業
は
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
む
動
き
が
あ
ま
り
に
も
遅
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
大
手
企
業
が

ア
メ
リ
カ
の
新
規
企
業
と
比
べ
る
と
、
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
後
者
は
既
存
の
事
業
を
心

配
し
な
く
て
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
し
、
日
本
の
企
業
は
新
規
事
業
に
参
入
す
べ
き
か
否
か
、
さ
ら
に
重
要

な
こ
と
と
し
て
、
参
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
組
織
を
ど
の
よ
う
に
変
更
す
べ
き
か
と
い
う
議
論
に
、
あ
ま
り
に
多
く
の
時

間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
過
ぎ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
デ
ー
タ
の
流
れ
を
指
示
す
る
の
に
使
わ
れ
る
ル
ー
タ
ー
の
例
は
、
啓
発
的
で
あ
る
。
こ
の
ビ

ジ
ネ
ス
は
二
社
が
支
配
し
て
い
る
。
世
界
全
体
の
シ
ェ
ア
で
見
て
、
シ
ス
コ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
（Cisco System

s

）
が

六
〇
％
、
ジ
ュ
ニ
パ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
（Juniper N

etw
orks

）
が
三
〇
％
を
押
さ
え
て
い
る
。
日
本
企
業
は

高
度
な
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
技
術
を
も
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
市
場
で
さ
え
ル
ー
タ
ー
に
関
し
て
は
重
要
な
プ

レ
ー
ヤ
ー
で
は
な
い
。
富
士
通
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
日
立
な
ど
日
本
の
ス
イ
ッ
チ
・
メ
ー
カ
ー
は
ル
ー
タ
ー
を
生
産
す
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
既
存
取
引
が
無
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
、
あ
え
て
そ
う
し
な
か
っ
た
の
で
あ
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る
。厳

し
い
教
訓

　

日
本
の
Ｉ
Ｔ
企
業
は
お
の
れ
の
行
動
の
な
か
に
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
教
訓
を
学
ん
だ
。
そ
の
う
ち
よ

り
重
要
な
も
の
を
以
下
で
検
討
す
る
。
焦
点
の
絞
り
込
み
、
知
的
財
産
権
の
保
護
の
強
化
、
外
部
資
源
の
さ
ら
な
る
活

用
と
い
う
三
点
で
あ
る
。

焦
点
の
絞
り
込
み

　

世
界
的
な
競
争
が
熾
烈
さ
を
極
め
て
い
る
な
か
で
、
日
本
企
業
は
「
横
並
び
」
戦
略
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
気
が
つ
い
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
自
社
が
競
争
力
の
優
位
性
が
あ
る
分
野
に
焦
点
を
絞
り
込
む
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
半
導
体
で
は
、
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
か
ら
も
っ
と
高
度
な
チ
ッ
プ
へ
の
シ
フ
ト
が
見
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
九

年
一
二
月
に
日
立
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
設
立
し
た
合
弁
会
社
エ
ル
ピ
ー
ダ
（Elpida

）
が
、
今
や
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
を
生
産
し
て
い
る

唯
一
の
日
本
企
業
と
な
っ
て
い
る
。
Ｌ
Ｓ
Ｉ
で
も
、
日
本
企
業
は
相
互
間
で
、
ま
た
外
国
企
業
と
戦
略
的
提
携
を
推
進

し
て
い
る
。
世
界
最
大
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
で
あ
る
ル
ネ
サ
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（Renesas T

echnology

）

は
、
日
立
と
三
菱
電
機
が
二
〇
〇
三
年
四
月
に
設
立
し
た
合
弁
企
業
で
あ
る
。
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知
的
財
産
権
の
保
護

　

日
本
企
業
は
知
的
財
産
権
の
保
護
を
強
く
決
意
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
企
業
は
、
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
の
生
産
技
術

の
保
護
で
失
敗
し
た
こ
と
が
韓
国
や
台
湾
の
企
業
が
市
場
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
と
今
で

は
感
じ
て
い
る
。
日
本
企
業
は
か
つ
て
は
欧
米
企
業
が
提
訴
し
た
知
的
財
産
権
訴
訟
で
は
被
告
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ

た
一
方
で
、
今
で
は
提
訴
す
る
側
に
い
る
。
企
業
は
訴
訟
件
数
の
増
加
に
対
応
し
て
法
務
ス
タ
ッ
フ
を
強
化
し
つ
つ
あ

る
。

　

多
数
の
企
業
が
一
部
の
事
業
を
日
本
に
戻
し
て
い
る
。
安
価
な
労
働
力
の
利
用
と
い
う
利
点
と
現
地
工
場
に
お
け
る

技
術
の
漏
出
と
い
う
リ
ス
ク
を
比
較
考
量
し
た
の
で
あ
る
。
過
去
に
欧
米
の
工
場
見
学
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本

人
が
ど
れ
だ
け
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
か
を
お
そ
ら
く
思
い
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
日
本
企
業
は
部
外

者
の
工
場
や
研
究
施
設
の
見
学
を
停
止
し
つ
つ
あ
る
。
一
部
の
専
門
家
は
こ
の
よ
う
な
動
き
を
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク

ス
化
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
保
護
に
非
常
に
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と
今
や
見
な
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
新
し
い
態
度
の
背
景
に
は
、
日
本
の
知
的
財
産
権
を
厳
格
に
保
護
す
る
と
い
う
日
本
政
府
の
政
策
が
あ

る
。
特
に
二
〇
〇
三
年
に
関
税
率
法
が
改
正
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
日
本
の
Ｉ
Ｐ
Ｒ
を
侵
害
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
製

品
に
関
し
て
は
、
迅
速
な
輸
入
禁
止
措
置
が
簡
単
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
特
許
や
そ
の
他
の
Ｉ

Ｐ
Ｒ
の
侵
害
に
対
し
て
は
、
断
固
と
し
た
戦
い
を
挑
む
と
い
う
決
意
が
あ
る
。
な
か
で
も
こ
れ
は
平
面
型
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
デ
ジ
タ
ル
・
カ
メ
ラ
な
ど
、
家
庭
用
デ
ジ
タ
ル
製
品
に
つ
い
て
明
確
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
初
め
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て
日
本
企
業
が
商
業
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
韓
国
や
台
湾
の
企
業
が
た
ち
ま
ち
追
い
つ
い
て
き
て
い
る
。

外
部
資
源
の
さ
ら
な
る
活
用

　

競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
に
外
部
資
源
を
利
用
す
る
と
い
う
の
は
、
ま
す
ま
す
一
般
化
し
て
き
て
い
る
。
標
準
的
な

部
品
に
つ
い
て
は
、
内
製
す
る
よ
り
も
台
湾
な
ど
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
積
極
的
に
購
入
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
に

な
っ
て
い
る
。
フ
ァ
ン
ダ
リ
ー
や
ア
セ
ン
ブ
ラ
ー
へ
の
外
部
委
託
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
一
般
化
し
て
い
る
。
一
方
、
東

芝
と
富
士
通
は
二
〇
〇
四
年
に
そ
れ
ぞ
れ
フ
ァ
ウ
ン
ダ
リ
ー
事
業
に
参
入
し
て
、
ア
メ
リ
カ
企
業
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
最

先
端
の
Ｌ
Ｓ
Ｉ
を
生
産
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
重
要
な
リ
ン
ク
と
し
て
日
本
企
業
を
巻
き
込
ん
だ
国
境
を
越

え
る
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
。

　

外
部
の
技
術
的
資
源
を
利
用
す
れ
ば
、
企
業
は
Ｒ
＆
Ｄ
に
か
か
わ
る
リ
ス
ク
を
分
散
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
市
場
投

入
ま
で
の
時
間
を
短
縮
化
で
き
る
。
新
た
に
開
発
さ
れ
た
技
術
の
山
の
な
か
か
ら
有
望
な
技
術
を
発
見
す
る
と
い
う
作

業
に
は
、
実
証
さ
れ
て
い
な
い
技
術
の
商
業
的
な
潜
在
力
を
見
分
け
る
洞
察
力
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
活
用
す
る
た
め

の
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
に
翻
訳
す
る
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
才
能
（
日
本
語
で
は
「
目
利
き
」）
は
日

本
で
は
非
常
に
稀
な
よ
う
で
、
そ
の
た
め
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
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結
論

　

一
九
九
〇
年
代
が
七
〇
年
代
や
八
〇
年
代
と
違
う
点
は
、
Ｉ
Ｔ
部
門
を
中
心
に
多
数
の
「
破
壊
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
が
輩
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。
日
本
で
は
ア
メ
リ
カ
と
は
違
っ
て
、
経
済
に
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
吹
き
込
む
新
規
の
市

場
参
入
者
が
少
な
か
っ
た
。
旧
式
の
経
営
慣
行
や
陳
腐
化
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
を
維
持
し
て
い
た
確
立
し
た
企
業

は
、
新
技
術
を
有
効
に
活
用
し
な
か
っ
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
の
こ
の
よ
う
な
苦
し
い
経
験
の
結
果
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
国
民
経
済
が
新
し
い
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
利
益
を
享
受
す
る
た
め
に
は
、
企
業
家
精
神
を
育
み
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
を
開
発
す
る
義
務

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
で
は
起
こ
り
、
日
本
で
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
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第
六
章　

Ｉ
Ｔ
革
命
の
日
本
経
済
へ
の
示
唆

元
橋　

一
之

　

日
本
経
済
は
な
ぜ
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
革
命
の
利
益
を
享
受
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
？　

日
本
企
業
は
一
九
八
〇

年
代
に
は
半
導
体
を
初
め
と
す
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
の
支
配
的
な
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
プ
ロ
セ
ス
の
劇
的
な
変
化
の
主
因
と
し
て
Ｉ
Ｔ
が
注
目
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ

革
命
の
時
期
に
、
日
本
は
経
済
的
に
停
滞
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
日
本
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
は
韓
国
、
台
湾
、

中
国
、
そ
の
他
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
て
競
争
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
外
資
企
業
に
支
え
ら
れ
て

い
る
と
は
い
え
、
消
費
者
向
け
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
の
多
く
の
分
野
で
中
国
が
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

本
章
で
は
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
と
そ
れ
に
と
も
な
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
焦
点
を
あ
て
、
Ｉ
Ｔ
革
命
の
経
済
的
意
義
を
検

討
す
る
。
最
初
に
日
本
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
と
生
産
性
の
関
係
を
分
析
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
た
比
較
を

行
う
。
日
本
の
状
況
と
は
対
照
的
に
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
ア
メ
リ
カ
で
は
力
強
い
成
長
パ
タ
ー
ン
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。
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一
九
七
五―

二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
比
較
し
た
成
長
要
因
分
析
を
行
う
と
、
Ｉ
Ｔ
が
マ
ク
ロ
・
レ

ベ
ル
で
経
済
成
長
と
生
産
性
に
及
ぼ
し
た
影
響
が
わ
か
る
。
ア
メ
リ
カ
経
済
の
成
長
が
一
九
九
五
年
以
降
回
復
し
た
大

き
な
要
因
は
Ｉ
Ｔ
の
発
展
に
あ
る
（Jorgenson 2002

）。
加
え
て
、
二
〇
〇
一
年
に
始
ま
っ
た
経
済
の
減
速
期
に
お

い
て
も
ア
メ
リ
カ
の
労
働
生
産
性
は
堅
調
に
推
移
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
潜
在
成
長
率
が
大
幅
に
高
ま
っ
た
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
る
（Jorgenson, H

o, and Stiroh 2002

）。

　

こ
の
よ
う
な
マ
ク
ロ
で
見
た
動
向
は
産
業
レ
ベ
ル
あ
る
い
は
企
業
レ
ベ
ル
で
ミ
ク
ロ
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
更

に
理
解
が
深
ま
る
。
Ｉ
Ｔ
は
典
型
的
な
汎
用
技
術
（General Purpose T

echnology

）
で
あ
り
、
経
済
に
広
範
囲
に

わ
た
っ
て
普
及
し
、
企
業
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
異
な
っ
た
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
顧
客
の
密
接
な
連
携
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
慣

行
や
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
に
も
影
響
を
与
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｉ
Ｔ
革
命
の
経
済
イ
ン
パ
ク
ト
を
よ
り
深
く
理
解
す

る
た
め
に
は
、
企
業
レ
ベ
ル
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
Ｉ
Ｔ
と
デ
ジ
タ
ル
革
命
の
意
義
を
、
経
済
制
度
と
し
て
の
「
日
本
型
経
営
シ
ス
テ
ム
」
な
い
し
「
日
本
型

モ
デ
ル
」
と
の
関
係
で
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
範
な
普
及
を
受
け
て
、
知
識
創
造

プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
形
式
知
（
形
式
的
に
記
述
さ
れ
明
示
的
な
表
現
で
伝
達
が
可
能
で
あ
る
情
報
や
知
識
）
の
役
割
が

重
要
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
形
式
知
の
相
対
的
な
重
要
性
の
シ
フ
ト
は
、
暗
黙
知
の
取
り
扱
い
に
優
位
性
が
あ
っ
た
日

本
企
業
は
形
式
知
よ
り
む
し
ろ
暗
黙
知
（
明
示
的
な
表
現
で
記
述
で
き
な
い
暗
示
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
る
情
報
や
知

識
）
の
取
り
扱
い
に
優
位
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
形
式
知
の
相
対
的
な
重
要
性
の
高
ま
り
は
、
形
式
知
に
強
い
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ア
メ
リ
カ
企
業
に
よ
り
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
特
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業

で
見
ら
れ
る
製
品
構
造
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
は
、
当
該
分
野
の
技
術
革
新
の
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
化
す
る
。
こ
の
よ
う
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ピ
ー
ド
の
速
い
分
野
に
お
い
て
は
、
形
式
知
を
用
い
た
迅
速
な
経
営
判
断
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
と

さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

更
に
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
政
策
的
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
示
す
。
要
約
す
れ
ば
、

日
本
企
業
が
国
際
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
価
格
で
は
な
く
質
的
な
競
争
力
の
強
化
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
日
本
全
体
と
し
て
知
識
創
造
活
動
を
最
大
化
で
き
る
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
、
優
先
的
な
政
策
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
中
で
Ｉ
Ｔ
を

い
か
に
有
効
に
活
用
し
て
い
く
か
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
、
社
内
の
研

究
開
発
に
大
き
く
依
存
す
る
自
前
主
義
が
特
徴
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｔ
革
命
の
時
代
に
お
い
て
は
、
企
業
間
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
外
部
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
の
Ｉ
Ｔ
と
経
済
成
長

　

生
産
性
の
決
定
要
因
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
の
影
響
に
つ
い
て
は
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年

代
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
圧
倒
的
な
進
歩
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
の
時
期
は
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
生

産
性
ト
レ
ン
ド
が
上
方
に
屈
曲
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
米
国
に
お
い
て
一
九
八
〇
年
代
に
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は
鈍
化
し
て
い
た
生
産
性
は
、
九
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
加
速
的
に
上
昇
す
る
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。O

liner and 

Sichel (2000)

に
よ
れ
ば
、
一
九
九
五
年
以
降
の
生
産
性
は
年
率
一
・
五
％
高
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
約
三
分
の

二
は
Ｉ
Ｔ
投
資
の
寄
与
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
の
い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
後
で
さ
え
、
ア
メ
リ
カ

の
労
働
統
計
局
（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
）
が
測
定
し
た
労
働
生
産
性
は
堅
調
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
生
産
性
回
復
の
か
な
り
の
部
分
は
、
Ｉ
Ｔ
投
資
の
急
増
で
説
明
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
（Bailiy 2002

）。

　

Jorgenson and M
otohashi (2005)

は
同
様
の
分
析
を
日
本
に
も
適
用
し
て
、
日
米
両
国
の
経
済
成
長
に
お
け
る

Ｉ
Ｔ
の
役
割
を
比
較
し
て
い
る
。
成
長
率
は
労
働
、
資
本
、
お
よ
び
全
要
素
生
産
性
（
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）
と
い
う
要
素
投
入
の

寄
与
度
に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
資
本
投
入
は
更
に
Ｉ
Ｔ
資
本
と
非
Ｉ
Ｔ
資
本
に
分
解
で
き
る
。

　

図
６
・
１
は
日
米
そ
れ
ぞ
れ
で
Ｉ
Ｔ
投
資
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
比
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
Ｉ
Ｔ
比
率
は

一
九
八
〇
年
代
の
活
発
な
Ｉ
Ｔ
投
資
を
反
映
し
て
、
八
〇
年
代
半
ば
に
ア
メ
リ
カ
を
凌
駕
し
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代

に
入
る
と
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
景
気
回
復
が
見
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
企
業
は
Ｉ
Ｔ
投
資
を
加
速
化
し
て
、
Ｉ
Ｔ
比
率
は

二
〇
〇
〇
年
に
は
日
本
に
追
い
つ
い
て
い
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
の
基
本
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
Ｉ
Ｔ
投
資
ブ
ー
ム
は

何
も
ア
メ
リ
カ
だ
け
の
特
殊
な
現
象
で
は
な
く
、
日
本
企
業
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
投
資
レ
ベ
ル
に
お

い
て
日
米
で
そ
う
大
き
な
違
い
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
意
味
で
、
表
６
・
１
の
結
果
、
す
な
わ
ち
、Jorgenson and M

otohashi (2005)

が
試
算
し
た
成
長
率
の
分
解

は
不
思
議
で
は
な
い
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
日
本
の
経
済
成
長
率
の
主
要
な
源
泉
は
、
Ｉ
Ｔ
の
機
器
と
ソ
フ
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ト
ウ
ェ
ア
を
中
心
と
し
た
資
本
サ
ー
ビ
ス

の
寄
与
度
増
大
に
あ
る
（
資
本
サ
ー
ビ
ス

と
は
付
加
価
値
増
加
に
寄
与
し
た
資
本
ス

ト
ッ
ク
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
）。

　

日
本
で
は
、
Ｉ
Ｔ
資
本
サ
ー
ビ
ス
の
寄

与
度
は
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
低
下
し
て

か
ら
、
九
五
年
以
降
に
力
強
く
反
騰
し
て

い
る
。
し
か
し
、
上
昇
は
ア
メ
リ
カ
ほ
ど

大
き
く
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
Ｉ

Ｔ
の
寄
与
度
は
一
九
七
三―

二
〇
〇
三
年

の
間
に
着
実
に
増
大
し
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
ア
メ
リ
カ

と
の
比
較
で
は
、
日
本
の
方
が
Ｔ
Ｆ
Ｐ

の
伸
び
が
高
い
。
し
か
し
、
一
九
九
五―

二
〇
〇
三
年
の
間
に
Ｔ
Ｆ
Ｐ
伸
び
率
の
日

米
逆
転
が
起
き
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

に
占
め
る
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
寄
与
率
は
、
ア
メ
リ

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

3.5%

4.0%

4.5%

5.0%

1980 1984 1988 1992 1996 2000

図 6.1　日米における IT 投資の対名目GDP比（1980-2000 年）

日本 アメリカ

注：IT投資はコンピュータ，ソフトウェア，通信機器を含む．
出所：各種統計に基づく筆者の試算．
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カ
で
は
一
九
七
三―

九
〇
年
の

一
〇
％
か
ら
、
九
〇―

九
五
年

の
一
三
％
、
九
五―

二
〇
〇
三

年
の
二
八
％
と
上
昇
し
た
の
で

あ
る
。

　

両
国
の
成
長
率
の
格
差
は

何
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
？　

労
働
投
入
が

一
九
九
〇
年
代
を
通
し
て
ほ
と

ん
ど
日
本
の
成
長
に
貢
献
し
て

い
な
い
こ
と
が
大
き
な
原
因
で

あ
る
。
Ｔ
Ｆ
Ｐ
で
見
る
生
産
の

効
率
化
が
進
ん
だ
が
、
労
働
需

要
が
増
加
せ
ず
、
む
し
ろ
減
少

傾
向
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は

労
働
投
入
が
労
働
力
の
伸
び
を

1973-90 1990-95 1995-2003
日本

4.03 1.64 1.28 GDP
寄与度

0.36 0.29 0.54 IT 資本サービス
1.01 0.77 0.62 非 IT 資本サービス
1.09 –0.22 –0.32 労働サービス
1.57 0.80 0.45 TFP

IT 資本サービスの内訳
0.18 0.13 0.22 コンピュータ
0.12 0.12 0.20 ソフトウェア
0.07 0.04 0.11 通信機器

アメリカ
2.98 2.44 3.55 GDP

寄与度
0.38 0.49 0.88 IT 資本サービス
1.11 0.71 1.01 非 IT 資本サービス
1.18 0.93 0.67 労働サービス
0.31 0.31 0.99 TFP

IT 資本サービスの内訳
0.20 0.22 0.49 コンピュータ
0.07 0.16 0.22 ソフトウェア
0.11 0.10 0.17 通信機器

表 6.1　日米における IT の成長寄与度（年率％，1973-2003 年）

注：この結果は日本に関しては IT投資にかかわる調整済みのデフレーターに基づく．同じ計算を国全体
のデフレーターに基づいて行うと，IT資本の寄与度は 1995-2005年について 0.54％から 0.40％に低
下する．しかし，TFPの伸びはどちらの推計でも 0.45％で不変である（Jorgenson and Motohashi 
2005）．価格調整の違いを反映して，この日本の GDP成長率は政府統計によるものとは違う．四捨五入
のため合計は一致しない可能性がある．
出所：Jorgenson and Motohashi (2005)．
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大
き
く
凌
駕
し
て
、
失
業
率
の
低
下
と
労
働
力
参
加
率
の
上
昇
が
見
ら
れ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
日
本
に
お
い
て
は
他
の
先
進
国
と
比
較
し
て
、
一
人
当
た
り
労
働
時
間
の
減
少
が
一
九
九
〇
年
代
を

通
じ
て
続
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
はH

ayashi and Prescott (2002)

が
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
が
、
週
五
日
制
労
働

の
普
及
と
祝
日
数
の
増
加
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
労
働
投
入
の
減
少
は
歴
史
的
に
見
て
失
業
率
が
高
か
っ
た
こ
と
な
ど
需

要
サ
イ
ド
の
要
因
も
関
係
が
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
回
復
は
、
半
導
体
集
積
回
路
や
記
憶
装
置
の
価
格
が
大
幅
に
下
落
し
、
Ｉ

Ｔ
革
命
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
化
し
た
こ
と
に
原
因
が
あ
ろ
う
。
パ
ソ
コ
ン
Ｃ
Ｐ
Ｕ
や
記
憶
装
置
に
お
い
て
新
製
品
が
登

場
す
る
た
び
に
そ
の
性
能
は
格
段
に
向
上
し
て
き
た
が
、
価
格
は
同
じ
か
安
く
す
ら
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と

は
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
性
能
あ
た
り
の
単
価
が
大
幅
に
下
落
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
Ｉ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
の
買
い
換
え
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
性
能
で
安
価
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｉ
Ｔ
産
業
（
半
導
体
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
通
信
機
器
な
ど
）
に
お
い
て
技
術
進
歩
が
驚
異
的
な
ペ
ー
ス
で
進
ん
だ
こ
と

が
、
当
該
部
門
の
大
幅
な
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
伸
び
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
Ｉ
Ｔ
産
業
に
お
け
る
Ｔ
Ｆ
Ｐ
上
昇
は
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル

で
見
た
生
産
性
に
対
し
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。Jorgenson and M

otohashi (2005)

の
推
計
に
よ
れ
ば
、

Ｉ
Ｔ
部
門
に
お
け
る
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
伸
び
が
日
本
全
体
に
お
け
る
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
伸
び
の
約
八
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｔ
部
門
の
技
術
進
歩
で
は
説
明
で
き
な
い
そ
の
他
の
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
伸
び
は
Ｒ
＆
Ｄ
投
資
や
市
場
効
率
性
の
向
上
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
生
産
性
の
伸
び
を
産
業
別
に
分
解

し
て
み
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
に
大
き
な
割
合
を
占
め
た
の
は
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（Fukao and 



166

M
iyagaw

a 2003

）。
こ
の
時
期
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
生
産
性
の
伸
び
は
、
一
九
九
〇
年
以
降
実
施
さ
れ
た
一

連
の
規
制
緩
和
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
産
業
レ
ベ
ル
の
研
究
の
結
果
、
通
信
、
小
売
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
非
製
造
業

分
野
に
お
い
て
、
規
制
緩
和
と
生
産
性
の
伸
び
が
正
の
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（CA

O
 2001

）。

こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
投
資
に
よ
ら
な
い
生
産
性
上
昇
要
因
を
取
り
除
く
と
、
Ｉ
Ｔ
が
ユ
ー
ザ
ー
部
門
の
生
産
性
に
与
え
た

影
響
は
非
常
に
小
さ
い
も
の
に
な
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

産
業
お
よ
び
企
業
の
レ
ベ
ル
で
見
た
Ｉ
Ｔ
と
生
産
性
の
関
係

　

本
節
で
は
ユ
ー
ザ
ー
部
門
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
と
生
産
性
の
関
係
を
、
産
業
お
よ
び
企
業
の
レ
ベ
ル
で
検
討
す
る
。
Ｉ
Ｔ

と
い
う
の
は
一
つ
の
部
門
に
固
有
の
技
術
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
ま
た
が
っ
て
広
く

普
及
し
て
い
る
。
経
済
産
業
省
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
調
査
は
、
産
業
別
の
Ｉ
Ｔ
支
出
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
支
出
と
Ｉ
Ｔ
投
資
は
違
う
こ
と
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
例
え
ば
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
レ
ン
タ
ル
費
用
は
Ｉ

Ｔ
支
出
で
あ
っ
て
Ｉ
Ｔ
投
資
で
は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
レ
ン
タ
ル
さ
れ
て
い
る
の
で
、
支
出
の
ほ
う

が
ユ
ー
ザ
ー
側
の
Ｉ
Ｔ
利
用
に
関
し
て
は
よ
り
正
確
な
姿
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
表
６
・
２
は
二
〇
〇
〇
年
の
Ｉ
Ｔ

支
出
に
つ
い
て
産
業
別
シ
ェ
ア
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

総
売
上
高
に
対
す
る
Ｉ
Ｔ
支
出
の
比
率
で
見
た
Ｉ
Ｔ
集
約
度
と
い
う
観
点
で
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
部
門
（
二
・
一
％
）

の
ほ
う
が
製
造
業
（
〇
・
九
％
）
よ
り
も
ず
っ
と
高
い
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
集
約
度
の
高
さ
は
必
ず
し
も
生
産
性
の
伸
び
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の
大
き
さ
に
つ
な
が
ら
な
い
。N

ishim
ura and M

inetaki (2004)

は

Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
伸
び
と
、
産
業
別
の
総
資
本
ス
ト
ッ
ク
に
対
す
る
Ｉ
Ｔ
資
本

ス
ト
ッ
ク
の
比
率
で
見
た
Ｉ
Ｔ
集
約
度
の
関
係
を
分
析
し
て
い
る
。
こ

の
産
業
別
の
回
帰
分
析
に
よ
れ
ば
、
Ｉ
Ｔ
が
生
産
性
に
対
し
て
統
計
的

に
優
位
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
同
じ
よ
う
な
結
果

が
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
も
見
出
さ
れ
て
い
る
（Stiroh 2002

）。

　

Ｉ
Ｔ
集
約
度
が
高
く
て
も
、
実
質
価
格
で
見
る
と
Ｉ
Ｔ
資
本
の
深
化

度
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
は
必
ず
し
も
つ
な
が
ら
な
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
小
型
化
（
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
）
を
産
業
別
に
比
べ
た
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
日
本
の
銀
行
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
・

シ
ス
テ
ム
が
支
配
的
で
あ
る
一
方
、
他
の
産
業
で
は
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
ベ
ー
ス
と
し
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
ー
・
シ
ス
テ
ム
が
広

く
普
及
し
て
い
る
（M

otohashi 2005

）。
一
般
的
に
は
、
技
術
進
歩

と
価
格
低
下
の
ス
ピ
ー
ド
は
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ほ
う
が
速
い
。
し

た
が
っ
て
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
Ｉ
Ｔ
集
約
度
が
高
い
と
い
う
こ
と

は
、
単
に
シ
ス
テ
ム
が
高
価
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
可
能
性

が
大
き
い
。 

第一次産業 1
建設 2
製造業 31
公益事業 6
運輸・通信 2
小売・卸売 9
金融サービス 20
IT サービス 26
その他サービス 3

表 6.2　日本における IT 支出の産業別分布（2000 年，％）

注：IT支出総額は 4兆 4,100億円（1ドル 115円で換算すると約 380億ドル）．データは 2000年中に終
わる会計年度．これは大企業（したがって支出の大部分）については 2000年 3月に終わる年度，中小企
業についてはほとんどが 2000暦年を意味する．ITサービス産業には，ソフトウェアや情報を提供・処理
するサービスが含まれる．
出所：METI, ICT Workplace Survey．
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Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
伸
び
が
産
業
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
Ｉ
Ｔ
投
資
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
原
因
で
あ
る
。
例
え

ば
、
市
場
競
争
は
生
産
性
の
伸
び
に
影
響
す
る
（N

ickel 1996

）。
Ｒ
＆
Ｄ
も
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
牽
引
力
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
、M

otohashi (2003)

は
Ｉ
Ｔ
が
Ｔ
Ｆ
Ｐ
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
厳
密
な
検
討
を

行
う
た
め
に
、
製
造
業
と
商
業
（
小
売
業
と
卸
売
業
）
の
部
門
に
つ
い
て
、
企
業
レ
ベ
ル
の
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用

と
生
産
性
に
か
か
わ
る
分
析
を
実
施
し
て
い
る
。
経
済
産
業
省
（
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
）
が
Ｉ
Ｔ
と
業
績
に
関
す
る
企
業
レ
ベ
ル

の
豊
富
な
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
収
集
し
て
い
る
お
か
げ
で
、
汎
用
技
術
（General Purpose T

echnology

）
と
そ
の
経

済
的
影
響
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。（
汎
用
技
術
と
は
、M

otohashi (1997)

で
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
で
、
あ
る
い
は
同
一
産
業
内
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ
ま
な
使
い
方
が
で
き
る
技
術

の
こ
と
で
あ
る
）。
例
え
ば
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
生
産
シ
ス
テ
ム
（
Ｆ
Ｍ
Ｓ
）
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト･

バ
ン
キ
ン
グ
は
Ｉ

Ｔ
の
応
用
と
し
て
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
同
一
社
内
に
お
い
て
さ
え
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
か
ら
在
庫
管
理
シ

ス
テ
ム
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
Ｉ
Ｔ
の
適
用
事
例
が
見
ら
れ
る
。

　

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
に
お
け
る
企
業
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
に
は
適
用
分
野
別
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
に
関
す
る
情
報

が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
適
用
分
野
別
に
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
比
較
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｔ
と

企
業
レ
ベ
ル
業
績
の
関
係
を
理
解
す
る
の
に
有
益
な
情
報
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

表
６
・
３
は
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
い
る
企
業
と
利
用
し
て
い
な
い
企
業
の
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
伸
び
率
を
比
較
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
分
析
の
結
果
は
変
数
や
モ
デ
ル
設
計
の
誤
り
に
左
右
さ
れ
や
す
い
。
し
か
し
、
こ
の
表
を

見
る
と
分
か
る
よ
う
に
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
は
Ｔ
Ｆ
Ｐ
に
対
し
て
、
総
じ
て
プ
ラ
ス
効
果
が
あ
る
と
結
論
付
け
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る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

た
だ
、
こ
の
生
産
性
プ
レ
ミ
ア
ム
（
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
る
Ｔ
Ｆ
Ｐ
上
昇
率
の
違
い
）
は
非
常
に
小
さ
い
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
使
用
グ
ル
ー
プ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
不
使
用
グ

ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
Ｔ
Ｆ
Ｐ
伸
び
率
の
分
散
が
非

常
に
大
き
い
こ
と
も
見
て
と
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
モ
デ
ル
で
分
析
を
行
っ

た
結
果
、
回
帰
モ
デ
ル
の
統
計
的
検
証
に
よ
れ
ば
、
一
〇
％
の
有
意
水
準

で
係
数
が
プ
ラ
ス
（
ゼ
ロ
で
な
い
）
で
あ
る
と
い
え
る
も
の
は
、
一
二
個

の
う
ち
わ
ず
か
一
個
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
利
用
は
平
均
す
れ
ば
Ｔ
Ｆ
Ｐ
に
対
し
て
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
る
も
の

の
、
そ
の
関
係
は
非
常
に
弱
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

M
otohashi (2003)

で
は
、
発
注
、
生
産
、
在
庫
、
顧
客
関
係
、
人
材

管
理
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
の
種
類
別
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
に
つ

い
て
も
、
同
じ
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
結
果
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
効
果

は
非
常
に
小
さ
く
、
プ
ロ
セ
ス
の
種
類
別
に
特
定
の
パ
タ
ー
ン
は
見
出
せ

な
い
。
欧
米
に
関
し
て
は
比
較
可
能
な
研
究
は
な
い
も
の
の
、
同
種
の
研

究
を
組
織
化
す
る
努
力
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
二
〇
〇
三
）
に
よ
っ
て
払
わ
れ
て

1991–94 1994–97 1997–2000
企業内ネットワーク

1.0 0.1 2.2 製造業
–0.6 3.7 4.3 小売・卸売

企業間ネットワーク
3.1 0.7 1.8 製造業

–0.3 2.1 0.5 小売・卸売

表 6.3　日本における TFP の伸びに対する情報ネットワーク利用の影響（1997-2000
年，年率％）

注：数値は特定の種類の ITネットワークを利用している企業と利用していない企業との差．例えば，企業
内ネットワークを利用している製造業企業の 1991-94年における TFPの伸び率は，それを利用していな
い企業より 1.0％高い．この生産性の伸びのプレミアムは期間，ITネットワークの種類，産業により異なる．
出所：Motohashi (2003)．これは労働，IT資本，非 IT資本を投入とする生産関数の推定による結果である．
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い
る
。

　

日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
比
較
す
る
た
め
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
に
関
係
す
る
労
働
生
産
性
に
つ
い
て
二
つ
の
指
標

の
上
昇
が
、A

trostic et al. (2004)

に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
従
業
員
一
人
当
た

り
の
売
上
が
一
九
九
七
年
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
ほ
う
が
そ
う
で
な
い
よ
り
も
一
二
％
、
同
じ
く
従
業
員

一
人
当
た
り
付
加
価
値
が
五
％
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
一
九
九
九
年
の
格
差
は
売
上
に
つ
い
て

二
八
％
、
付
加
価
値
に
つ
い
て
二
九
％
で
あ
り
、
米
国
の
方
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
に
よ
る
効
果
が
高
い
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。

組
織
面
の
検
討

　

日
本
企
業
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
生
産
性
に
対
す
る
効
果
が
小
さ
い
の
は
、
Ｉ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
と
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
企
業
組
織
の
変
革
な
ど
に
対
す
る
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
で
説
明
で
き
る

だ
ろ
う
。
企
業
レ
ベ
ル
で
考
え
る
と
、
Ｉ
Ｔ
投
資
と
い
う
の
は
単
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
購
入
す
る
こ

と
で
は
な
い
。
成
功
す
る
た
め
に
は
、
組
織
面
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
、
Ｉ
Ｔ
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
ユ
ー
ザ
ー

が
共
同
し
て
新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
（Bresnahan and Greenstein 1997

）。

　

Ｉ
Ｔ
投
資
を
最
大
限
に
有
効
活
用
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
組
織
形
態
や
労
働
慣
行
が
重
要
か
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
数
々
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、Ichiniow

ski et al. (1996)

は
企
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
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な
組
織
面
で
の
取
り
組
み
を
企
業
レ
ベ
ル
の
調
査
に
よ
っ
て
把
握
し
て
、
そ
れ
と
企
業
業
績
と
の
関
係
を
検
討
し
て
い

る
。
具
体
的
な
組
織
的
取
り
組
み
と
し
て
は
、
作
業
チ
ー
ム
（
例
え
ば
、
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
）
の
導
入
、
従
業
員
持
株
制

度
（
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
）、
弾
力
的
な
職
務
割
当
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
研
究
で
は
、「
高
度
な
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る

取
り
組
み
」（high-perform

ance w
ork system

）
が
業
績
の
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｔ
と
組
織
に
か
か
わ
る
資
産
の
補
完
性
に
つ
い
て
も
、Bresnahan, Brynjolfsson, and H

itt (2002)

が
企
業

レ
ベ
ル
の
定
量
分
析
を
使
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
生
産
性
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｔ
投
資
と
革
新
的
な
職

場
慣
行
の
両
方
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
組
織
に
か
か
わ
る
資
産
（
無
形
資
産
）
の
価
値
と
Ｉ
Ｔ
の
関

係
に
つ
い
て
は
、Brynjolfsson, H

itt, and Y
ang (2002)

に
お
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
革
新
的
な
職
場

慣
行
と
企
業
の
株
式
時
価
総
額
と
の
関
係
を
検
討
し
、
両
者
の
間
に
正
の
相
関
関
係
を
見
出
し
て
い
る
。

　

企
業
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補
完
す
る
資
産
に
は
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
顧
客
の
関
係
を
処
理
す
る
企
業
の
能
力
が
含
ま

れ
る
。
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
管
理
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
）
と
顧
客
関
係
管
理
（
Ｃ
Ｒ
Ｍ
）
は
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
応
用

の
直
接
的
な
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
に
Ｓ
Ｃ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
だ
け
で
は
、
必
ず
し
も
業
績
改
善
に
は
つ

な
が
ら
な
い
。
も
し
そ
う
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
デ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
取
り
入
れ
て
い
る
革
新
的
な
Ｓ
Ｃ
Ｍ
を
だ
れ

も
が
模
倣
し
て
、
デ
ル
は
競
争
上
の
優
位
性
を
即
座
に
失
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
デ
ル
が
Ｓ
Ｃ
Ｍ
に
よ
っ
て
優
れ
た
業

績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
デ
ル
固
有
に
存
在
す
る
他
社
が
模
倣
す
る
こ
と
が
容
易
に
で
き
な
い
何
ら
か
の
無

形
資
産
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
が
示
唆
し
て
い
る
の
は
、
新
し
い
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
社
内
の
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業
務
慣
行
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
、
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
や
顧
客
と
の
関
係
な
ど
、
様
々
な

側
面
に
お
い
て
新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
の
価
格
が
大
き
く
下
が
る
な
か
で
、
組

織
面
で
の
変
化
（
組
織
に
か
か
わ
る
資
本
投

資
）
の
コ
ス
ト
は
相
対
的
に
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
組
織
資
本
に
対
す
る
適
切

な
投
資
が
な
け
れ
ば
、
新
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の

導
入
も
う
ま
く
機
能
せ
ず
、
期
待
さ
れ
る
業

績
の
改
善
も
達
成
が
困
難
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
専
門
家
の
意
見
は
一
致
し
て

い
る
。

　

こ
の
点
に
お
い
て
日
本
企
業
は
新
た
な
Ｉ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
際
、
組
織
面
の
変

更
を
あ
ま
り
行
っ
て
い
な
い
。
図
６
・
２
は

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
連
し
た
プ
ロ
セ

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
図 6.2　組織上の変化と IT 採用

フラットな組
織構造

権限の委譲 機能横断的な
チーム

ビジネス慣行
の調整

日本 アメリカ ヨーロッパ NIES

注：データは 2000年．NIESは新興工業国．
出所：METI, White Paper on International Trade, 2001．
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ス
に
つ
い
て
、
組
織
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
変
更
を
実
施
し
た
企
業
の
シ
ェ
ア
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

労
働
の
制
約

　

日
本
企
業
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
投
資
が
ア
メ
リ
カ
企
業
に
比
べ
て
過
少
で
あ
る
と
い
う
証
拠
は
な
い
が
、
硬
直
的
な
労

働
市
場
か
ら
来
る
制
約
が
一
因
で
同
水
準
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
達
成
で
き
な
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
日
本
企
業

に
と
っ
て
従
業
員
を
解
雇
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
企
業
の
組
織
を
大
き
く
変
更
す
る
と
、
通
常
は
労
働
者

の
再
配
分
が
必
要
に
な
り
、
総
員
数
の
削
減
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。
日
本
で
も
新
し
い
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

た
際
、
組
織
の
水
平
化
、
部
門
の
統
合
、
後
方
事
務
ス
タ
ッ
フ
の
削
減
な
ど
、
確
か
に
組
織
変
更
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
変
更
に
伴
う
余
剰
労
働
力
は
、
ど
こ
か
別
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
配
置
転
換
す
る
と
い
う
形
で

主
に
社
内
的
に
吸
収
さ
れ
て
い
た
（M

otohashi 1999

、
社
会
経
済
生
産
性
本
部
が
一
九
九
一―

九
四
年
に
実
施
し
た

新
技
術
の
採
用
と
組
織
変
更
に
か
か
わ
る
企
業
レ
ベ
ル
の
調
査
デ
ー
タ
を
使
用
）。

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
伸
び
は
、
労
働
投
入
を
犠
牲
に
し
て
達
成
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
し
、
実
際
に
も
そ
う
な
っ
て
い
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
日
本
の
大
企
業
は
大
幅
な
労
働
力
の
再
編
を
実

行
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
力
の
削
減
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
悪
い
従
業
員
の
解
雇
で
は
な
く
て
、
主
に
早
期

退
職
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
活
発
な
労
働
市
場
が
外
部
に
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
Ｉ
Ｔ
革
命
が
牽
引
す
る
労
働
需
要

の
急
速
な
シ
フ
ト
に
対
応
し
た
人
材
の
再
配
分
は
そ
も
そ
も
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
バ
ブ
ル
破
裂
後
の
経
済
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
停
滞
が
、
こ
の
硬
直
性
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
た
。
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Ｉ
Ｔ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式

　

日
本
の
Ｉ
Ｔ
ユ
ー
ザ
ー
の
業
績
が
振
る
わ
な
い
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
Ｉ
Ｔ
の
管
理
ス
タ
イ
ル
に
根
ざ
し
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
課
や
部
の
単
位
で
分
断
さ
れ
て
い
て
、
全
社
を
通
じ
る
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
企
業
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
が
歴
史
的
に
ど
う
発
展
し
て
き
た
か
を
反
映
し
て
い
る
。
過
去
に
お
い
て
は
、
シ
ス

テ
ム
は
財
務
会
計
、
在
庫
管
理
、
顧
客
関
係
と
い
っ
た
個
別
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ニ
ー
ズ
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
し
か
し
、

今
や
Ｅ
Ｒ
Ｐ
（Enterprise Resource Planning

）
シ
ス
テ
ム
が
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
一
つ
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
統
合
化
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｐ
は
企
業
全
体
に
つ
い
て
各
部
門
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
統
合
化
し
て
お
り
、
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
日
々
の
意
思
決
定
用
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
効
率
性
向
上
は
必
ず
し
も
会
社

全
体
の
生
産
性
の
上
昇
に
つ
な
が
ら
な
い
が
、
Ｅ
Ｒ
Ｐ
に
よ
っ
て
会
社
と
し
て
は
総
合
的
な
最
適
化
と
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
入
手
が
可
能
に
な
る
。

　

ア
メ
リ
カ
企
業
は
Ｅ
Ｒ
Ｐ
を
広
く
活
用
し
て
い
る
一
方
で
、
日
本
で
の
普
及
は
相
対
的
に
遅
々
と
し
て
い
る
。
導
入

さ
れ
て
い
る
場
合
で
さ
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
に
適
切
な
修
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
は
ま
っ
た
く
貢
献
し
な
い
。
業
務
慣
行
の
変
更
に
か
か
わ
る
組
織
面
で
の
硬
直
性
が
、
こ
こ
で
も
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の

有
効
活
用
を
阻
害
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

経
済
産
業
省
は
上
場
企
業
約
五
〇
〇
社
を
対
象
に
、
Ｉ
Ｔ
管
理
法
式
と
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
（M

ET
I 2003

）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
六
六
％
の
企
業
は
部
署
ご
と
の
情
報
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
て
い
る
一
方
で
、
全
社
的
に
最
適
化
さ
れ
た
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
企
業
は
一
九
％
に
と
ど
ま
っ
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て
い
た
。

　

経
済
産
業
省
の
こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
企
業
全
体
と
し
て
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
会
社
は
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
決
断
速
度
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
Ｂ
Ｐ
Ｒ
）、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対
応
と
い
っ
た
面
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
改
善
し
て
い
る
。
問
題
は
企
業

全
体
に
わ
た
る
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
企
業
の
割
合
が
わ
ず
か
一
九
％
に
す
ぎ
な
い
点
に
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

が
部
門
ご
と
の
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
一
般
的
に
は
、
日
本
企
業
が
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
意
思
決
定
機
構
を

持
つ
こ
と
が
多
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

日
本
型
モ
デ
ル
と
Ｉ
Ｔ
ユ
ー
ザ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
は
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
と
経
済
制
度
と
し
て
の
「
日
本
型
モ
デ
ル
」
と
の
関
係
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

「
日
本
型
モ
デ
ル
」
と
い
う
用
語
は
、
日
本
経
済
が
戦
後
期
に
発
展
を
遂
げ
て
い
く
な
か
で
、
日
本
企
業
が
実
践
し
て

い
た
ユ
ニ
ー
ク
な
経
営
ス
タ
イ
ル
を
包
括
的
に
指
し
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
と
し
て
は
長
期
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の

維
持
、
人
材
管
理
と
し
て
は
終
身
雇
用
と
年
功
序
列
、
財
務
分
野
で
は
間
接
金
融
へ
の
依
存
度
が
高
い
こ
と
、
そ
し

て
、
企
業
統
治
に
関
し
て
は
メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
が
影
響
力
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度

と
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
と
い
う
の
は
、
労
働
市
場
、
資
本
市
場
、
製
品
市
場
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て

最
適
な
資
源
配
分
が
行
わ
れ
る
と
い
う
古
典
的
な
経
済
理
論
と
は
反
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
欧
米
企
業
も
市
場
原
理
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だ
け
で
運
営
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
日
本
企
業
が
欧
米
企
業
に
比
べ
て
非
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
大
き
く
依
存

し
て
い
る
と
い
う
の
は
や
は
り
正
し
い
。

　

比
較
制
度
分
析
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
：Com

parative Institutional A
nalysis

）
は
日
本
型
モ
デ
ル
の
分
析
に
有
用
な
道
具

を
提
供
し
て
く
れ
る
（A

oki 2001

）。
新
古
典
派
経
済
学
で
は
、
企
業
は
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

て
い
る
が
、
日
本
型
モ
デ
ル
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
企
業
の
組
織
構
造
を
探
る
枠
組
み
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例

え
ば
、
管
理
職
や
経
営
部
門
に
お
け
る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
、
そ
し
て
部
門
間
の
相
互
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
対
し
て
モ

デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
き
て
い
る
（A

oki and O
kuno 1996

）。
こ
の
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
各
機
能
部
門
が
高
度
に
補

完
的
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
も
有
利
な
の
は
、
各
部
門
が
広
く
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
意
思
決
定
権
を
作
業
現
場

の
レ
ベ
ル
に
移
譲
す
る
制
度
と
な
る
。
各
機
能
部
門
が
高
度
に
補
完
的
で
は
な
い
場
合
に
は
、
も
っ
と
も
有
利
な
の
は

中
央
集
権
的
な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
意
思
決
定
を
特
徴
と
す
る
制
度
に
な
る
。
日
本
型
モ
デ
ル
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る

終
身
雇
用
は
、
社
内
に
お
け
る
情
報
共
有
を
高
め
る
傾
向
が
強
く
、
日
本
企
業
は
作
業
現
場
で
の
意
思
決
定
を
強
調
す

る
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

企
業
行
動
と
組
織
構
造
の
日
米
比
較
の
実
証
研
究
と
し
て
はK

agono et al. (1983)

が
有
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
行

わ
れ
た
企
業
レ
ベ
ル
の
調
査
に
基
づ
け
ば
、
日
本
企
業
は
ア
メ
リ
カ
企
業
と
比
べ
て
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、

分
権
化
さ
れ
た
形
で
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
日
本
企
業
に
お
け
る
機
能
間
の
調
整
は
む
し
ろ
作
業
現

場
レ
ベ
ル
で
活
発
で
あ
る
と
い
え
る
。
加
え
て
、
そ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
・
ベ
ー
ス
の
管
理
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
シ

ス
テ
ム
で
は
、
従
業
員
一
人
一
人
に
関
し
て
は
詳
細
な
職
務
内
容
説
明
書
を
必
要
と
し
な
い
。
こ
れ
は
日
本
企
業
に
お
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け
る
長
期
的
な
労
使
関
係
と
矛
盾
し
な
い
。
日
本
企
業
に
見
ら
れ
る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
分

断
化
は
、
Ｉ
Ｔ
投
資
に
か
か
わ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
な
し
に
行
わ
れ

て
い
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
意
思
決
定
と
符
合
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
会
社
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ

る
が
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
は
そ
の
利
益
は
相
対
的
に
小
さ
い
。
第
一
の
理
由
は
、
有
効

な
機
能
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
Ｉ
Ｔ
革
命
以
前
に
す
で
に
達
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
日
本
企
業
の
ほ
う
が
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
限
界
利
益
が
小
さ

い
。
第
二
に
、
日
本
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
を
デ
ジ
タ
ル
形
式
で
体
系
化
す
る
の

は
困
難
で
あ
る
。
明
確
に
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
常
的
な
意
思
決
定
は
微
妙
で
柔
軟
な

形
で
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
日
本
企
業
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に

は
形
式
知
よ
り
も
暗
黙
知
の
利
用
に
優
れ
て
い
る
（N

onaka and T
akeuchi 1995

）。

形
式
知
は
暗
黙
知
よ
り
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
が
容
易
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は

次
章
で
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す
る
。

　

表
６
・
４
は
様
式
化
し
た
日
本
企
業
と
ア
メ
リ
カ
企
業
に
お
け
る
経
営
慣
行
の
対
照
と
、

そ
の
Ｉ
Ｔ
利
用
へ
の
意
義
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
の
会
社
全
体

に
わ
た
る
適
用
は
日
本
型
モ
デ
ル
に
は
し
っ
く
り
こ
な
い
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。

アメリカ企業 日本企業 IT 利用の意味

機能間調整 非活発 活発 IT 手段活用は相対的に不利

職務説明書・責任 明瞭 不明瞭 ビジネス・プロセスのリエン
ジニアリングが困難

意思決定プロセス トップダウン ボトムアップ IT システムの分断

知識創造プロセス 形式知 暗黙知 デジタル化情報の非有効利用

表 6.4　アメリカ企業と日本企業の比較
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日
本
企
業
の
長
所
と
短
所

　

本
節
で
は
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
利
用
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
日
米
企
業
を
比
較
す
る
た
め
に
経
済

産
業
研
究
所
（
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
）
が
実
施
し
た
「
組
織
Ｉ
Ｑ
」
調
査
の
結
果
を
提
示
す
る
（RIET

I 2002

）。

　

組
織
Ｉ
Ｑ
は
企
業
の
外
部
情
報
に
対
す
る
感
応
度
、
社
内
情
報
を
効
率
的
に
処
理
す
る
能
力
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

の
質
に
関
す
る
総
合
的
な
尺
度
を
示
す
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
はM

endelson and Ziegler (1999)

が

導
入
し
た
概
念
で
あ
る
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
企
業
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

組
織
Ｉ
Ｑ
と
企
業
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
関
係
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
は
日
本
企
業
に
対
し
て
同
じ
よ
う
な
調
査
を
実
施
し
た
。
各
企
業
の
組
織
Ｉ
Ｑ
は
ほ
と
ん
ど
が
以
下
の

要
素
に
基
づ
い
て
い
る
。

一	

外
部
情
報
の
把
握
：
顧
客
コ
ン
タ
ク
ト
の
頻
度
、
競
合
他
社
や
技
術
に
関
す
る
情
報
の
入
手
。

二	

社
内
情
報
の
流
れ
：
競
合
他
社
や
市
場
に
関
す
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
水
平
的
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
利
用
。

三	

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
：
委
任
の
程
度
（
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
）、
社
内
に
お
け
る
情
報
の
流
れ
。

四	

組
織
の
焦
点
：
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
明
確
さ
、
運
営
上
の
目
的
、
評
価
基
準
。

五	

創
造
性
：
暗
黙
知
の
創
造
を
目
指
し
た
活
動
、
ア
イ
デ
ア
を
成
就
す
る
能
力
。

–0.3 –0.2 –0.1 0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5
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図
６
・
３
はM

endelson and Ziegler

に
お
け
る
ア

メ
リ
カ
企
業
と
比
較
し
な
が
ら
、
日
本
企
業
の
得
点
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
の
値
は
日
本
企
業
の
ほ
う
が

得
点
が
高
い
こ
と
を
、
マ
イ
ナ
ス
の
値
は
低
い
こ
と
を
表

す
。
質
問
が
主
観
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
た
め
、
結
果
の
解

釈
に
当
た
っ
て
は
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
る
。

　

日
本
企
業
は
色
々
な
面
で
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
企
業
よ

り
も
高
得
点
を
マ
ー
ク
し
て
い
る
。
し
か
し
、
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
の
回
答
者
は
全
体
と
し
て
よ
り
悲
観
的
な
回
答
を

し
て
お
り
、
そ
れ
が
全
体
の
得
点
を
押
し
下
げ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
比
較
は
こ
の
結
果
を
絶
対
的
な
も
の
と
し

て
取
り
扱
う
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
企

業
が
ど
の
分
野
で
相
対
的
に
強
い
か
弱
い
か
を
決
定
す
る

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
得
点
を
使
う
こ
と

は
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
結
果
は
相
対
的
な
得
点

の
ト
レ
ン
ド
を
観
察
す
る
の
に
利
用
す
る
こ
と
も
で
き

る
。

–0.3 –0.2 –0.1 0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

図 6.3　アメリカ企業との対比で見た日本企業の組織 IQ

暗黙知の創造

組織の焦点

意思決定プロセス

社内情報の流れ

外部情報の入手 平均

半導体

デジタル電気機器
携帯電話
パソコン

注：数値は RIETI (2001)に基づく 2001年の日本の得点から，Mendelson and Ziegler (1999)に基づく
アメリカの得点を差し引いたもの．
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日
本
企
業
は
す
べ
て
の
部
門
で
「
暗
黙
知
の
創
造
」
で
最
高
点
、「
社
内
情
報
の
流
れ
」
で
最
低
点
を
記
録
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
を
も
っ
と
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、N

onaka and T
akeuchi (1995)

に
お
け
る
「
共
同

化
・
表
出
化
・
結
合
化
・
内
面
化
」（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
）
モ
デ
ル
を
使
う
と
便
利
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
会
社
の
知
識
を

暗
黙
知
と
形
式
知
の
二
つ
に
区
分
し
て
い
る
。
こ
れ
が
以
下
の
四
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
知
識
創
造
の
ベ
ー
ス
に
な

る
（
各
先
頭
の
文
字
が
モ
デ
ル
名
と
な
っ
て
い
る
）。

一	

共
同
化
（Socialization

：
暗
黙
知
か
ら
暗
黙
知
を
創
造
）。

二	

表
出
化
（Externalization

：
暗
黙
知
か
ら
形
式
知
を
創
造
）。

三	

結
合
化
（Com

bination
：
形
式
知
か
ら
形
式
知
を
創
造
）。

四	

内
面
化
（Internalization
：
形
式
知
か
ら
暗
黙
知
を
創
造
）。

　

暗
黙
知
の
創
造
は
正
式
な
も
の
に
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
従
業
員
は
各
自
の
暗
黙
知
を
具
体
的

な
概
念
や
新
製
品
に
転
換
す
る
。
日
本
企
業
は
表
出
化
に
つ
い
て
は
相
対
的
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
社
内
情
報
の
流
れ
は
社
内
的
に
は
暗
黙
知
や
形
式
知
の
内
部
的
な
循
環
に
か
か
わ
る
。
換
言

す
れ
ば
、
こ
れ
は
共
同
化
と
結
合
化
に
か
か
わ
る
。「
社
内
情
報
の
流
れ
」
と
い
う
区
分
の
な
か
の
個
別
項
目
を
見
る

と
、
日
本
企
業
は
競
合
他
社
や
市
場
に
関
す
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
製
品
の
仕
様
書
の
内
部
共
有
に
つ
い
て
、
こ
れ

は
と
も
に
形
式
知
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
得
点
が
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
企
業
は
結
合
化
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に
つ
い
て
特
に
弱
点
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

Ｉ
Ｔ
分
野
の
進
展
を
受
け
て
、
企
業
の
経
営
陣
に
と
っ
て
は
外
部
情
報
の
活
用
が
容
易
に
な
り
、
外
部
組
織
と
の
協

働
を
重
視
す
る
オ
ー
プ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
営
モ
デ
ル
の
ほ
う
が
比
較
優
位
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
形
式
知
を

積
極
的
に
活
用
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
日
本
企
業
は
社
外
の
形
式
知
は
有
効
活
用
し
て
い
な
い
。

　

日
本
企
業
は
「
外
部
組
織
と
協
調
し
た
製
品
開
発
の
管
理
」
と
「
戦
略
的
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
の
選
択
」
で
は
き
わ
め

て
低
い
得
点
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
技
術
進
歩
の
ペ
ー
ス
が
速
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
急
激
な
変
化
を
遂
げ
て
い
る
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
で
は
、
企
業
は
外
部
の
動
向
に
関
し
て
は
情
報
に
精
通
し
続
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人

材
や
情
報
な
ど
社
内
の
資
源
を
頼
り
に
し
て
い
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
は
な
く
、
企
業
が
自
社
の
事

業
分
野
で
自
社
を
正
当
に
位
置
付
け
よ
う
と
思
う
な
ら
、
他
の
組
織
と
の
連
携
を
積
極
的
に
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

　

日
本
企
業
が
形
式
知
の
取
り
扱
い
に
相
対
的
に
弱
い
と
い
う
こ
と
は
、
技
術
進
歩
が
急
速
な
分
野
を
中
心
に
、
競
争

力
面
で
立
場
の
弱
体
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

Ｉ
Ｔ
革
命
と
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
：
日
本
型
モ
デ
ル
に
対
す
る
挑
戦

　

数
十
年
間
に
わ
た
る
Ｉ
Ｃ
技
術
の
改
善
を
背
景
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
迅
速
化
か
つ
小
型
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
そ
の
他
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
が
急
ピ
ッ
チ
で
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
進
歩
が
企
業
の
Ｉ
Ｔ
投
資
を
促

進
し
、
経
済
構
造
の
変
化
を
引
き
起
こ
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
革
命
は
電
気
工
学
や
材
料
科
学
の
目
覚
し
い
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ペ
ー
ス
の
進
歩
で
加
速
し
て
き
て
い
る
感
が
あ
る
。

　
「
半
導
体
集
積
回
路
の
集
積
度
は
一
八
ヶ
月
～
二
四
ヶ
月
で
倍
に
な
る
」
と
い
う
ム
ー
ア
の
法
則
は
、
提
唱
さ
れ
て

数
十
年
経
っ
た
現
在
で
も
妥
当
で
あ
る
。
通
信
分
野
に
お
け
る
回
線
容
量
の
制
約
に
対
す
る
懸
念
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

と
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
打
ち
砕
か
れ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
能
力
と
通
信
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
、
そ

れ
が
な
け
れ
ば
経
済
活
動
が
停
止
し
て
し
ま
う
ほ
ど
、
社
会
の
基
本
的
な
枠
組
み
に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｔ
革
命
が
経
済
に
及
ぼ
す
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
え
る
た
め
に
は
、
事
業
運
営
、
製
品
、
技
術
に
関
連
す
る
情
報
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
形

で
、
企
業
間
と
企
業
と
最
終
消
費
者
の
間
の
両
方
に
か
か
わ
る
情
報
の
流
通
面
で
特
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
公
に
入
手
可
能
な
情
報
の
流
れ
は
、
社
内
情
報
（
例
え
ば
、
未
公
表
の
製
品
・
技
術
に

関
係
す
る
情
報
や
、
会
社
固
有
の
経
営
手
法
に
関
係
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
）
の
流
れ
よ
り
も
ず
っ
と
速
い
テ
ン
ポ
で
増

大
し
て
い
る
。
企
業
間
の
秘
密
情
報
交
換
に
か
か
わ
る
効
率
性
も
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
改
善
し
た
お
か
げ
で
著
し

く
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
の
性
格
に
か
か
わ
る
質
的
な
変
化
の
お
か
げ
で
、
企
業
の
経
営
陣
は
外
部
情
報

を
活
用
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
り
、
企
業
も
特
定
の
外
部
組
織
と
も
っ
と
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
に
積
極
的
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
ど
ん
な
場
合
で
も
有
利
な
状
況
や
比
較
優
位
が
確
保
で
き
る
よ
う
な
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ベ
ー
ス

の
経
営
モ
デ
ル
が
台
頭
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

組
織
Ｉ
Ｑ
テ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
日
本
企
業
は
Ｉ
Ｔ
の
台
頭
で
ま
す
ま
す
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
形
式
知
の
取
り

扱
い
に
相
対
的
に
弱
い
。
一
方
、
部
門
間
の
補
完
性
が
強
く
調
整
が
必
要
な
分
野
で
は
、
日
本
型
モ
デ
ル
は
有
効
で
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あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｉ
Ｔ
革
命
の
イ
ン
パ
ク

ト
は
産
業
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
な
の
で
あ

る
。

　

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
は
特
に
深
刻

な
状
態
に
あ
る
。
製
品
構
造
に
モ
ジ
ュ
ー

ル
化
と
い
う
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
る
た

め
だ
（A

ndo and M
otohashi 2002

）。

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
で
は
、
最
終
製
品
だ

け
で
な
く
そ
の
部
品
ま
で
生
産
し
て
い
る

一
貫
メ
ー
カ
ー
は
、
生
産
と
サ
プ
ラ
イ
・

チ
エ
ー
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ

ン
グ
の
流
れ
を
背
景
に
、
極
度
に
専
門
化

し
た
部
品
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
競
争
力
の

優
位
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
ボ
ッ

ク
ス
六
・
一
で
説
明
し
て
あ
る
よ
う
に
、

「
モ
ジ
ュ
ー
ル
構
造
」
の
台
頭
に
関
係
し

て
い
る
。

ボ
ッ
ク
ス
六
・
一　

モ
ジ
ュ
ー
ル
構
造

　

モ
ジ
ュ
ー
ル
構
造
と
は
、
製
品
を
構
成
す
る
部
品
間
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
が
標
準
化
さ

れ
、
相
互
互
換
的
な
部
品
を
組
合
す
こ
と
に
よ
っ
て
複
雑
な
製
品
（
ほ
と
ん
ど
が
物
理
的
な

も
の
で
あ
る
が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
含
む
こ
と
も
あ
る
）
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
デ
ザ

イ
ン
の
こ
と
を
い
う
。
典
型
的
な
事
例
と
し
て
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
製
品
を
構
成
す
る
Ｃ
Ｐ
Ｕ
や
ハ
ー
ド
・
デ
ィ
ス
ク
・
ド
ラ
イ
ブ
は
相
互
互
換

性
が
あ
り
、
複
数
の
企
業
か
ら
供
給
さ
れ
た
も
の
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

モ
ジ
ュ
ー
ル
構
造
を
も
つ
製
品
に
お
い
て
は
、
個
々
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
部
品
）
の
開
発
を

パ
ラ
レ
ル
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
各
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
お
い
て
メ
ー
カ
ー
間
競
争
が

生
じ
る
の
で
、
製
品
全
体
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。

　

モ
ジ
ュ
ー
ル
化
さ
れ
た
製
品
に
お
い
て
は
、
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
の
ア
ン
バ
ン
ド
ル

化
（
１
つ
の
企
業
に
よ
る
供
給
形
態
か
ら
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
毎
に
複
数
の
業
者
が
生
産
を
行
う

構
造
と
な
る
こ
と
）
が
進
む
。
そ
の
よ
う
な
製
品
に
お
け
る
競
争
上
の
優
位
性
は
製
品
の
鍵

を
握
る
キ
ー
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
全
体
を

統
括
す
る
能
力
に
基
づ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
日
本
型
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
根
本
的
な
脅

威
と
な
る
。
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
効
率
化
す
る
こ
と
が
困
難
な
暗
黙
知
に
よ
る
生
産
技

術
・
ス
キ
ル
や
顧
客
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
長
期
的
な
関
係
に
よ
る
製
品
開
発
が
こ
れ
ま
で

の
日
本
企
業
の
競
争
力
の
源
泉
で
あ
り
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
経
営
と
は
相
反

す
る
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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結
論

　

本
章
で
は
、
Ｉ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
日
本
経
済
に
及
ぼ
す
イ
ン
パ
ク
ト
を
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
統
計
に
加
え
て
、

生
産
性
と
組
織
の
面
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
企
業
の
ミ
ク
ロ
的
分
析
を
用
い
て
検
討
し
た
。
日
本
の
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
伸
び

は
ア
メ
リ
カ
に
匹
敵
し
て
お
り
、
そ
の
約
半
分
は
Ｉ
Ｔ
部
門
に
よ
る
も
の
で
説
明
で
き
る
。
企
業
レ
ベ
ル
の
分
析
が
示

す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
Ｉ
Ｔ
利
用
企
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
の
利
用
度
と
そ
れ
に
よ
る
生
産
性
は
そ
れ
ほ
ど
強
力
で
は
な

く
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
日
本
で
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
相
対
的
に
低
い
。
新
技
術
を
採
用
す
る
と
、
必
ず
業
務
慣
行
や

経
営
シ
ス
テ
ム
の
変
更
が
必
要
に
な
る
。
Ｉ
Ｔ
の
進
歩
が
Ｉ
Ｔ
産
業
に
お
け
る
大
幅
な
生
産
性
上
昇
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
に
関
し
て
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
が
、
ユ
ー
ザ
ー
産
業
に
お
け
る
組
織
面
で
の
硬
直
性
が
新
し
い
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の

有
効
活
用
を
阻
害
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

加
え
て
、
日
本
型
モ
デ
ル
は
デ
ジ
タ
ル
革
命
を
一
因
と
し
て
大
幅
な
変
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
革
命
を
背
景
と
し
た

熾
烈
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
競
争
の
な
か
で
、
経
営
陣
の
意
思
決
定
に
と
っ
て
は
ス
ピ
ー
ド
と
協
力
が
特
に
重
要
で
あ

る
。
ス
ピ
ー
ド
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
企
業
は
自
社
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
（
も
っ
と
も
比
較
優
位
が
あ
る
能

力
）
を
ベ
ー
ス
に
、
何
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
か
を
選
択
す
る
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
慎
重
に
検
討
し
、
自
社
の
資
源

を
特
定
の
分
野
に
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
略
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。
欧
米

企
業
は
国
境
を
越
え
た
買
収
合
併
や
提
携
を
積
極
的
に
追
求
し
て
お
り
、
補
完
的
な
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
を
も
っ
て

い
る
企
業
同
士
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
化
し
て
収
益
率
を
高
め
る
た
め
に
協
働
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
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う
の
は
常
識
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
日
本
の
競
争
力
の
優
位
性
を
支
え
て
き
た
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
型
経
営
と
「
独
り
で
や
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
は
、
も
は
や
国
際
競
争
の
挑
戦
に
は
対
応
で
き
な
い
。

　

進
行
中
の
Ｉ
Ｔ
革
命
の
な
か
で
成
功
裡
に
競
争
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
と
協
働
を
重
視
し
た
企
業
戦
略
を

策
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
全
体
の
シ
ス
テ
ム
を
構
成
要
因
で
あ
る
制
度
も
含
め
て
改
革
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
と
い
う
分
析
上
の
枠
組
み

の
な
か
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
て
い
る
制
度
（
例
え
ば
、
製
品
市
場
、
知
的
財
産
権
、
金
融
市
場
、
労
働
市
場

な
ど
）
の
相
互
間
の
補
完
性
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
日
本
と
し
て
の
「
処
方
箋
」
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
主
要
企
業
が
ア
ン
カ
ー
（
錨
）
に
な
っ
て
お
り
、
色
々
な
理
由
か
ら
産
業

界
と
大
学
や
研
究
所
と
の
連
携
は
強
く
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
経
験
に
基
づ
く
と
、
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
拍

車
を
か
け
る
た
め
に
は
、
大
学
や
研
究
所
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

　

各
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
歴
史
的
お
よ
び
制
度
的
な
背
景
を
ベ
ー
ス
に
し
て
変
移
す
る
も
の
で
あ

り
、
ど
の
タ
イ
プ
が
最
善
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
一
律
の
判
断
を
下
す
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
日
本
は
戦

後
期
に
は
素
晴
ら
し
い
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
企
業
が
社
内
の
暗
黙
知
を
有
効

活
用
し
、
企
業
が
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
活
か
し
て
新
製
品
を
輩
出
し
、
ト
ヨ
タ
に
お
け
る
よ
う
な

新
し
い
生
産
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
き
わ
め
て
う
ま
く
機
能
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

後
、
Ｉ
Ｔ
革
命
の
結
果
と
し
て
勃
発
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
の
荒
波
の
な
か
で
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
を
初
め
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と
す
る
多
く
の
産
業
で
、
比
較
優
位
は
ア
メ
リ
カ
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ベ
ー
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
に

シ
フ
ト
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ベ
ー
ス
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
シ
ス
テ
ム
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
を
促
進
す
る
の
が
重
要
で
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
ス
ピ
ー
ド
を
求
め
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
競
争
が
行
わ
れ
て
い
る
世
界
で
は
、
自
前
主
義
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
機
能
し
な
い
の
で

あ
る
。
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第
七
章　

教
育
・
訓
練
・
人
的
資
源
：
技
能
の
要
請
に
応
え
る

米
澤　

彰
純

小
杉　

礼
子

　

急
速
な
技
術
の
変
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
伴
う
知
識
基
盤
経
済
の
な
か
で
、
労
働
力
に
必
要
と
さ
れ
る
技
能
は
常
に

変
化
を
続
け
て
い
る
。
人
的
資
源
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
労
働
者
が
新
し
い
技
能
を
修
得
で
き
る
生
涯
学
習
シ
ス
テ

ム
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
故
、
教
育
・
訓
練
は
、
国
民
経
済
の
成
否
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
政
府
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
脈
の
な
か
で
は
技
能
や
人
的
資
源
の
形
成
が
極
め
て
重
要
な
課

題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
を
進
め
て
い
る
。

　

本
章
は
次
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
二
〇
世
紀
の
日
本
の
成
功
を
下
支
え
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
を
、

特
に
高
等
教
育
に
注
目
し
て
概
観
す
る
。
そ
の
上
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
労
働
市
場
の
変
化
が
教
育
制
度
に
与
え
て
い

る
課
題
を
示
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
や
学
業
の
質
の
問
題
に
対
す
る
政
策
的
対
応
を
分
析
す
る
。

　

職
業
的
技
能
の
修
得
と
伝
統
的
な
雇
用
慣
行
の
役
割
を
検
討
す
れ
ば
、
議
論
は
民
間
部
門
が
果
た
す
役
割
に
ま
で
及

ぶ
こ
と
に
な
る
。
教
育
シ
ス
テ
ム
の
場
合
と
同
じ
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
労
働
市
場
の
変
化
は
雇
用
慣
行
や
訓
練
に
関
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す
る
政
策
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
。
こ
こ
で
は
、
特
に
、
知
識
経
済
の
進
展
が
も

た
ら
す
影
響
に
注
目
し
、
具
体
的
な
政
策
提
言
を
行
う
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
日
本
の
労
働
市
場
に
ど
の
よ
う
な
変
更
が
必
要
か
を
示
す
。
な
お
、
こ
の
多
く
は
途
上
国

に
も
妥
当
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
章
の
結
論
部
分
で
、
い
く
つ
か
の
政
策
提
言
を
追
加
的
に
示
す
。

教
育
シ
ス
テ
ム
の
概
観

　

日
本
で
は
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
単
線
的
な
学
校
シ
ス
テ
ム
の
中
で
基
本
的
に
は
能
力
主
義
的
な
競
争
が
行
わ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
、
大
多
数
の
生
徒
を
学
業
の
競
争
へ
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
（N

akam
ura 2003

）。

　

日
本
は
近
代
社
会
へ
の
移
行
の
初
期
段
階
で
、
高
水
準
の
就
学
率
を
達
成
し
て
い
る
。
明
治
維
新
以
前
に
お
い
て

も
、
一
九
世
紀
半
ば
頃
に
は
基
礎
教
育
と
高
等
教
育
の
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
、
支
配
階
級
の
エ
リ
ー
ト
や
商
人
が
主
に

利
用
し
て
い
た
。
明
治
（
一
八
六
八―

一
九
一
二
年
）
政
府
は
、
基
礎
教
育
の
普
及
を
特
に
重
視
し
た
。
一
九
四
〇
年

代
半
ば
ま
で
、
日
本
で
は
全
国
民
が
六
年
間
の
基
礎
教
育
を
享
受
し
、
職
業
・
普
通
双
方
の
中
等
教
育
、
さ
ら
に
は
基

幹
的
な
研
究
機
能
を
持
つ
七
校
の
帝
国
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
教
育
と
中
等
後
教
育
も
比
較
的
高
度
に
発
達
し
て

い
た
。

　

義
務
教
育
は
中
学
校
ま
で
の
九
年
間
の
み
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
四
年
に
は
一
八
歳
人
口
の
八
七
・
五
％
が
全
日
制
の

高
等
学
校
を
卒
業
し
、
合
計
一
二
年
間
の
教
育
を
修
了
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
七
六
％
は
高
等
教
育
・
中
等
後
教
育
に
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進
学
し
、
高
等
学
校
卒
業
後
す
ぐ
に
フ
ル
タ
イ
ム
で
正
規
の
就
職
を
し
た
者
は
わ
ず
か
一
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

（
文
部
科
学
省 2004

）。
な
お
、
高
等
教
育
・
中
等
後
教
育
へ
の
進
学
率
の
推
移
を
見
る
と
、
一
九
七
五
年
三
九
％
、

八
五
年
五
二
％
、
九
五
年
六
五
％
と
な
る
。

構
造

　

一
九
四
五―

五
一
年
の
占
領
軍
統
治
下
で
、
日
本
は
教
育
シ
ス
テ
ム
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
か
ら
ア
メ
リ
カ
型
に
転
換
し

た
。

　

大
学
は
四
年
間
の
学
士
課
程
、
二
年
間
の
修
士
課
程
、
三
年
間
の
博
士
課
程
を
基
本
と
す
る
。
専
門
職
の
た
め
の
大

学
院
教
育
が
急
増
し
、
大
学
院
教
育
の
期
間
と
内
容
は
多
様
化
し
て
い
る
。
短
期
大
学
は
二
年
間
の
教
育
に
よ
る
準
学

士
号
取
得
を
基
本
と
し
、
学
生
の
ほ
と
ん
ど
は
女
子
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
二
年
間
を
基
本
と
し
、
専
門
士
取
得
に
つ
な
が
る
中
等
後
教
育
と
し
て
、
専
修
学
校
専
門
課
程
が
あ
る
。

ま
た
、
高
等
専
門
学
校
は
、
三
年
間
の
後
期
中
等
教
育
と
二
年
間
の
短
期
高
等
教
育
を
組
み
合
わ
せ
た
五
年
間
の
職
業

志
向
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
高
等
専
門
学
校
は
、
準
学
士
号
を
授
与
し
、
技
術
者
を
排
出
す
る
と
同

時
に
、
威
信
が
高
い
大
学
へ
の
編
入
の
た
め
の
有
利
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
し
て
極
め
て
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
。
し
か

し
、
卒
業
生
の
数
は
極
め
て
少
な
い
。
二
〇
〇
五
年
に
は
、
高
等
専
門
学
校
の
卒
業
生
の
約
四
一
％
が
主
と
し
て
大
学

の
学
士
課
程
三
年
に
編
入
し
て
い
る
。
各
種
学
校
は
、
学
位
に
は
つ
な
が
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
関
連
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
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就
職
も
就
学
も
し
て
な
い
人
々
は
「
ニ
ー
ト
」（N

EET

：not in em
ploym

ent, education, or training

）
と
呼

ば
れ
て
い
る
（
玄
田
・
曲
沼 2004

、K
osugi 2004, 

小
杉 2005

を
参
照
）。
ニ
ー
ト
は
若
者
の
約
二
％
を
占
め
て
お

り
、
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
き
、
学
生
で
も
主
婦
で
も
な
い
人
々
は
「
フ
リ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
の
多
く
は
教
育
・
労
働
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
安
定
し
た
、
ま
た
は
望
ま
し
い

地
位
を
得
ら
れ
な
い
人
々
で
あ
る
。

公
立
学
校
の
役
割

　

日
本
の
子
供
た
ち
は
極
め
て
標
準
化
さ
れ
た
教
育
経
験
を
長
い
間
共
有
し
て
き
た
。
中
央
政
府
は
、
全
国
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
厳
格
に
管
理
し
、
学
習
条
件
の
平
等
化
を
図
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
�
�
。

　

現
在
、
分
権
化
と
規
制
緩
和
の
政
策
が
進
行
し
て
お
り
、
地
域
間
で
財
政
状
況
の
格
差
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
一
部
の
地
域
で
は
、
小
学
校
に
学
校
選
択
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
小
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
公
立

部
門
に
属
し
て
お
り
、
近
隣
の
公
立
校
に
通
わ
な
い
の
は
未
だ
例
外
的
で
あ
る
。
全
国
的
に
見
る
と
、
私
立
小
学
校
に

通
う
生
徒
の
割
合
は
二
〇
〇
五
年
で
わ
ず
か
〇
・
九
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
大
き
く
豊
か
な
都
市
で
あ
る

�
�　

一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
お
け
る
高
等
学
校
に
至
る
ま
で
の
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
分
析
と
し
て
有
益
な
の
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ａ 

（
一
九
九
八
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
参
考
文
献
リ
ス
ト
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ａ
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
報
告
書
で
あ
り
、
ア
メ

リ
カ
が
科
学
と
数
学
を
中
心
に
、
自
国
の
教
育
制
度
を
改
善
す
る
方
策
を
模
索
し
て
い
た
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
か
ら
の
教
訓

が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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東
京
で
さ
え
、
二
〇
〇
四
年
の
割
合
は
四
・
六
％
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
比
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

　

前
期
中
等
教
育
に
つ
い
て
見
る
と
、
二
〇
〇
五
年
現
在
、
九
四
％
の
生
徒
が
一
般
的
に
は
自
宅
が
あ
る
学
校
区
内
の

公
立
校
で
学
ん
で
い
る
。
後
期
中
等
教
育
は
義
務
教
育
で
は
な
い
が
、
二
九
％
の
生
徒
が
私
立
校
に
通
っ
て
い
る
。
後

期
中
等
学
校
は
公
立
で
も
私
立
で
も
、
学
業
評
価
と
入
学
試
験
に
基
づ
い
て
選
考
す
る
制
度
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
の
生
徒
は
、
学
業
成
績
に
応
じ
て
区
分
さ
れ
階
層
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
学
校
の
種
別
化
・
階
層
化

（
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
）
に
よ
っ
て
、
各
学
校
か
ら
威
信
の
高
い
高
等
教
育
機
関
へ
入
学
で
き
る
確
率
に
違
い
が
生
じ
て
い

る
。

　

K
ariya and Rosenbaum

 (1987)

は
、
高
等
学
校
の
生
徒
が
進
学
し
な
い
場
合
で
も
、
学
校
の
学
業
成
績
を
気
に

か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
あ
っ
た
と
主
張
し
た
。
こ
れ
は
、
高
等
学
校
卒
業
後
の
正
規
の
職
業
へ
の
斡
旋
が
、

日
本
の
教
育
制
度
の
な
か
で
高
等
学
校
教
員
の
責
任
の
下
に
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
成
績
が
真
ん
中

よ
り
も
下
の
高
校
生
に
と
っ
て
さ
え
、
成
績
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

　

歴
史
的
に
見
る
と
、
中
等
教
育
が
終
わ
る
ま
で
続
く
能
力
主
義
に
基
づ
い
た
競
争
に
生
徒
全
員
を
参
加
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
平
均
的
に
高
水
準
の
学
業
達
成
が
確
保
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

高
等
教
育

　

一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
高
等
教
育
の
大
衆
化
の
進
展
に
よ
り
、
教
員
一
人
当
た
り
の
学
生
数
が
増
加
、
学
生
一
人
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当
た
り
の
教
育
費
が
悪
化
し
、
大
学
教
育
の
質
の
危
機
が
顕
在
化
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。
特
に
私
立
大
学
で

は
、
学
生
数
の
急
増
に
教
職
員
の
増
加
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
。
教
育
の
質
を
維
持
す
る
た
め
、
政
府
は
高
等
教
育
計

画
を
策
定
し
て
一
九
七
六
年
か
ら
実
施
に
う
つ
し
た
。
こ
の
高
等
教
育
計
画
で
は
、
私
立
も
含
め
て
各
大
学
の
学
生
数

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。

　

学
生
数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
一
九
八
〇
年
代
に
は
特
に
厳
格
で
あ
っ
た
。
こ
の
お
か
げ
で
教
員
一
人
当
た
り
の
学
生

数
は
大
幅
に
改
善
し
た
が
、
こ
れ
は
入
学
競
争
が
さ
ら
に
激
化
す
る
こ
と
も
意
味
し
た
。
そ
の
当
時
、
そ
れ
ほ
ど
威
信

が
高
く
な
い
私
立
大
学
を
含
め
て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
四
年
制
大
学
が
こ
の
超
過
需
要
を
背
景
に
入
学
選
抜
を
行
っ

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒
は
い
わ
ゆ
る
「
学
歴
社
会
」
の
な
か
で
、
生
き
残
り
の
た
め
に

実
際
懸
命
に
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（D

ore 1997

）。

　

表
７
・
１
は
、
二
〇
〇
四
年
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
と
学
生
の
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

高
等
教
育
の
質

　

日
本
で
は
、
高
等
教
育
は
選
抜
の
た
め
の
装
置
だ
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
日
本
の
高
等
教
育
修
了
者
の
一

般
的
な
能
力
は
、
熾
烈
な
進
学
競
争
を
背
景
に
、
入
学
時
点
で
す
で
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
日
本
の
大
学
は
階
層
的
な
構
造
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
も
っ
と
も
選
抜
度
の
高
い
大
学
を
卒

業
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
な
能
力
が
特
に
高
い
こ
と
の
証
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
政
府
を
含
め
雇
用
主

が
主
に
大
学
名
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
大
学
時
代
に
何
を
学
ん
だ
か
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
払
わ
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れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
学
生
は
受
験
準
備
だ
け
に
力
を
注

ぎ
、
よ
り
実
質
的
な
学
習
や
創
造
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高

め
る
こ
と
は
無
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
大
学
の
定
員
数
が

制
限
さ
れ
て
い
た
時
期
に
は
、
こ
の
種
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
お
そ
ら
く

か
な
り
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
学
生
数
の
増
加
と
進

学
率
の
上
昇
が
こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
が
二
〇
〇
四
年
に
行
っ
た
調
査

で
、
四
年
制
私
立
大
学
の
二
九
％
が
十
分
な
学
生
数
を
確
保
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
相
当
数
の
高
等
教
育
機
関
は
入
学

が
非
常
に
容
易
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

高
等
教
育
就
学
者
が
無
事
卒
業
・
修
了
す
る
率
は
、
二
〇
〇
〇
年

に
九
四
％
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
な
か
で
は
最
高
で
あ
っ
た
（O

ECD
 

2004
）。
日
本
の
大
学
生
は
在
学
中
に
付
加
価
値
を
付
け
よ
う
が
付
け
ま

い
が
、
ほ
と
ん
ど
卒
業
が
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
企
業
が
卒
業
前

に
学
生
の
採
用
を
内
定
す
る
と
い
う
慣
習
や
、
授
業
料
が
高
い
こ
と
を
理

由
に
子
供
を
四
年
間
で
卒
業
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
家
族
の
強
い
要
求
に

よ
り
、
私
立
を
中
心
に
、
学
業
面
で
十
分
な
準
備
が
で
き
て
い
な
く
て
も

合計 国立 公立 私立
機関数
　大学 709 87 80 542
　短期大学 508 12 45 451
　高等専門学校 63 55 5 3
　専修学校専門課程 3,443 15 200 3,228

学生数
　大学 2,809,323 624,394 122,864 2,062,065
　短期大学 233,749 2,975 16,510 214,264
　高等専門学校 58,681 51,729 4,656 2,296
　専修学校専門課程 791,540 1,124 28,663 761,753

表 7.1　日本の高等教育の機関数と学生数（2004 年）

出所：文部科学省 (2004)．
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学
生
を
卒
業
さ
せ
る
圧
力
が
働
い
て
い
る
。

　

二
〇
〇
四
年
の
厚
生
労
働
省
に
よ
る
若
者
の
雇
用
可
能
性
に
関
す
る
調
査
に
よ
る
と
、
雇
用
主
は
中
等
教
育
お
よ
び

高
等
教
育
の
修
了
者
の
能
力
に
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
満
足
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
雇
用
者
は
、
特

に
大
学
卒
業
者
に
つ
い
て
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
こ
と
に
消
極
的
な
点
や
、
問
題
を
発
見
し
、
情
報
を
収
集
、
目

標
を
達
成
す
る
能
力
が
十
分
で
な
い
と
不
満
を
抱
い
て
い
る
。

高
等
教
育
へ
の
投
資

　

経
済
成
長
と
教
育
と
の
間
に
は
時
系
列
デ
ー
タ
で
見
る
と
正
の
相
関
関
係
が
あ
る
。
ま
た
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま

で
に
早
く
も
達
成
さ
れ
た
中
等
教
育
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
と
高
等
教
育
の
大
衆
化
を
背
景
と
し
た
知
識
イ
ン
フ
ラ
は
、

日
本
の
経
済
的
成
功
の
一
因
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

　

大
学
生
の
七
〇
％
以
上
は
私
立
大
学
に
通
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
発
展
に
伴
い
、
家
計
が

教
育
に
投
資
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
高
等
教
育
財
政
に
対
す
る
多
大
な
私
的
貢
献
を
背
景
に
、

政
府
は
自
ら
の
投
資
を
製
造
業
部
門
の
発
展
に
必
要
な
工
学
や
自
然
科
学
の
分
野
に
集
中
し
た
。
大
学
に
お
け
る
研
究

活
動
は
主
に
公
立
部
門
が
担
っ
て
お
り
、
大
学
院
生
の
大
半
は
国
立
大
学
で
勉
強
し
て
い
る
。

　

私
的
投
資
が
高
水
準
で
あ
る
主
因
は
、
そ
れ
が
良
い
投
資
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

矢
野 (1991)

は
各
レ
ベ
ル
の
教
育
の
収
益
率
を
分
析
し
た
。
大
学
教
育
の
収
益
率
は
高
等
学
校
教
育
よ
り
も
高
く
な
っ

て
い
る
。
教
育
シ
ス
テ
ム
が
選
抜
装
置
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
結
果
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
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K
aneko (1987)

は
、
高
等
教
育
へ
の
参
加
率
は

そ
の
収
益
率
が
低
下
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
上
昇
し

続
け
た
と
主
張
し
た
。
こ
れ
は
基
本
的
に
、
高
校
卒

業
者
の
就
職
と
所
得
に
関
す
る
展
望
が
大
学
卒
業
者

よ
り
も
悪
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
に
お
け
る
高
等
教
育
に
か
か
わ
る
全
支
出

を
見
る
と
、
二
〇
〇
一
年
に
生
徒
一
人
当
た
り

一
一
、一
六
四
ド
ル
で
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
の

一
〇
、〇
五
二
ド
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
を

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
見
る
と
、
日
本
は
一
・
一
％
（
公
共

支
出
〇
・
五
％
と
民
間
支
出
〇
・
六
％
の
合
計
）
と
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
の
一
・
三
％
を
若
干
下
回
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
家
計
な
ど
民
間
支
出
部
分
の
割
合
が
非
常

に
大
き
く
（
五
七
％
）、
こ
れ
は
韓
国
（
五
八
％
）

に
次
ぐ
水
準
で
あ
る
。
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
高
等
教

育
に
占
め
る
民
間
支
出
の
割
合
が
大
き
い
国
々
で

は
、
高
等
教
育
支
出
の
総
額
が
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
通
常

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

0 10 20 30 40 50 60 70

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
％

民間支出が占める比率

カナダ アメリカ 韓国

日本
メキシコ

スペイン
アイルランド

オーストリア
オランダ

イギリス
イタリアチェコ

アイスランド
スロバキア

ギリシア

デンマーク

オーストラリア
ベルギー

トルコ フランス
ハンガリー

図 7.1　OECD諸国の高等教育支出の対GDP比と、高等教育支出のうちで民間支
　　　   出が占める比率　

注：各国通貨は購買力平価によって米ドルに換算．
出所：OECD (2004)．



196

二
％
以
上
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
日
本
の
高
等
教
育
に
対
す
る
公
共
支
出
は
一
％
台
と
き

わ
め
て
低
く
、
十
分
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
（
デ
ー
タ
は
す
べ
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

二
〇
〇
四
に
基
づ
く
。
各
国
通
貨
建
て

計
数
は
購
買
力
平
価
で
米
ド
ル
に
換
算
）。
他
の
諸
国
と
の
比
較
は
図
７
・
１
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
の
諮
問
委
員
会
で
あ
る
中
央
教
育
審
議
会
は
、
高
等
教
育
向
け
の
公
共
支
出
（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
〇
・
五
％
）

は
あ
ま
り
に
も
低
過
ぎ
る
の
で
、
他
の
先
進
国
並
み
の
水
準
に
ま
で
増
加
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
中
央
教

育
審
議
会 2005
）。

　

近
藤 (2002)

の
指
摘
で
は
、
家
計
の
経
済
状
況
が
高
等
教
育
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
一
つ
の
要
因
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
し
か
も
、
高
等
教
育
費
の
家
計
に
対
す
る
依
存
が
低
下
す
る
と
い
う
兆
候
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
現
実

は
む
し
ろ
逆
で
あ
り
、
国
公
立
大
学
は
政
府
か
ら
の
財
政
支
援
削
減
を
補
填
す
る
た
め
に
、
授
業
料
を
引
き
上
げ
て
い

る
。
学
生
へ
の
貸
与
お
よ
び
給
付
の
奨
学
金
の
大
幅
な
拡
大
、
あ
る
い
は
産
業
界
か
ら
の
支
援
な
ど
、
政
策
の
根
本
的

な
変
更
が
緊
急
に
必
要
で
あ
る
。
実
際
、
文
部
科
学
省
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
貸
与
な
ど
の
奨
学
金
を
利
用
し
て
い
る
大

学
生
の
比
率
は
、
一
九
九
六
年
の
二
一
・
二
％
か
ら
二
〇
〇
二
年
の
三
一
・
二
％
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
つ
き
つ
け
る
教
育
シ
ス
テ
ム
の
課
題

　

教
育
シ
ス
テ
ム
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
は
、
日
本
社
会
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

近
隣
諸
国
に
お
け
る
労
働
力
が
も
つ
技
能
の
急
速
な
向
上
に
よ
り
、
競
争
環
境
は
さ
ら
に
熾
烈
さ
を
増
し
て
い
る
。
多



第七章　教育・訓練・人的資源：技能の要請に応える

197

く
の
場
合
、
製
造
業
者
が
日
本
で
投
資
を
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
。

　

一
九
八
八
年
以
降
、
政
府
は
「
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
」（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
制
度
に
基
づ
い
て
二
〇
〇
四
年
に
は
、
中
学
生
の
外
国
語
教
育
を
支
援
す
る
た
め
に
世
界
各
地
か
ら

六
一
〇
三
人
の
若
者
が
来
日
し
て
い
る
。
文
部
科
学
省
は
二
〇
〇
三
年
に
「『
英
語
が
使
え
る
日
本
人
』
の
育
成
の
た

め
の
行
動
計
画
」
を
策
定
し
た
。
し
か
し
、
大
学
院
レ
ベ
ル
ま
で
の
日
常
的
な
教
育
・
研
究
が
日
本
語
に
大
き
く
依
存

し
て
い
る
こ
と
が
、
日
本
人
の
英
語
力
向
上
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

工
学
と
自
然
科
学
で
は
、
言
語
の
要
因
は
そ
こ
ま
で
決
定
的
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
は
よ
り
直
接
的
か

つ
激
烈
で
あ
る
。
実
際
、
日
本
の
工
学
教
育
の
多
く
は
高
い
評
価
を
維
持
し
て
い
る
。
学
生
は
総
じ
て
懸
命
に
勉
強

し
、
実
験
室
で
作
業
を
し
、
学
士
課
程
で
も
大
学
院
レ
ベ
ル
の
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
日
本
技
術
者
教
育
認

定
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）
は
工
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
証
に
関
す
る
多
国
間
協
定
で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ア
コ
ー
ド

（
詳
細
に
つ
い
て
はw

w
w

.w
ashingtonaccord.org

）
に
基
づ
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
進
め
て
い
る
。

　

日
本
の
学
術
・
産
業
の
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
統
合
が
進
め
ば
、
工
学
に
限
ら
ず
、
社
会
科
学
や
経
営
学
に

つ
い
て
の
教
育
・
訓
練
の
質
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
法
学
や
行
政
な
ど
一
部
の
分
野
で
は
そ
の
よ
う
な
変
化
が

ど
う
し
て
も
遅
く
な
る
。
こ
れ
は
多
く
の
先
進
国
に
お
け
る
経
験
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
分
野
の
国
内
志

向
が
強
い
た
め
で
あ
る
。
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1990 年 2004 年

進学
フルタイム

正規職 その他 進学
フルタイム

正規職 その他
短大 3.2 85.1 11.7 13.7 61.6 24.7
学士課程 6.8 81.0 12.2 14.0 55.8 30.2
修士 15.3 72.2 12.5 15.0 65.5 19.5
博士 0.3 63.5 36.2 2.9 56.3 40.8

表 7.2　修士修了者でフルタイムの就職をした者の割合が学士課程卒業者のその割合
　　　   を初めて上回ったのは 1999 年

出所：文部科学省 (2004)．

労
働
市
場
の
変
化
と
教
育

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
労
働
市
場
の
変
化
は
、
教
育
・
訓
練
の
あ
り
方
に
い
く
つ

か
の
面
で
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
を
示
す
。
労
働
市
場
に
お
け

る
そ
の
他
の
変
化
及
び
そ
の
雇
用
慣
行
や
技
能
形
成
に
対
す
る
影
響
は
、
後
続
の
節

で
取
り
上
げ
る
。

　

第
一
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
経
済
的
停
滞
を
受
け
て
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
は

激
化
し
て
い
る
。
卒
業
生
は
採
用
し
て
く
れ
る
企
業
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
貢
献

で
き
る
か
を
証
明
す
る
よ
う
強
い
圧
力
を
受
け
る
。
ま
た
、
大
学
や
短
期
大
学
の
卒

業
生
で
フ
ル
タ
イ
ム
の
正
規
の
職
に
就
け
な
い
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ

ほ
ど
劇
的
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
大
学
院
修
了
者
に
つ
い
て
も
当
て

は
ま
る
。
デ
ー
タ
は
表
７
・
２
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
有
名
大
学
の
学
士
課
程
を
卒
業
す
る
こ
と
が
労
働
市
場
で
も
つ
意
味
が

変
化
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
一
つ
の
要
因
は
、
大
学
院
修
了
者
が
大
量
採
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
伝
統
的
な
入
学
試

験
制
度
に
基
づ
く
大
学
入
学
者
の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
威
信
の
高
い
大
学
を
含
め
、
多
様
な
入
学
者
選
抜
の
方
式
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が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
小
論
文
や
面
接
な
ど
の
活
用
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
入
学
者
選
抜
の

多
様
化
の
主
目
的
は
よ
り
多
様
な
学
生
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
特
別
な
才
能
を
も
っ
て
い
る
者
や
海
外
留
学
の
経

験
が
あ
る
者
、
社
会
人
に
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
試
験
の
点
数
で
学
力
を
証
明
し
な
く
て
も
、
大
学
に
入
学
で
き
る
機

会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
採
用
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
の
増
加
に
よ
っ
て
、
求
職
者
の
行
動
に
変
化
が
現
れ

て
い
る
。
大
学
の
就
職
部
や
教
員
を
通
じ
た
求
人
は
、
あ
ま
り
重
要
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
過
去
に
就
職
実

績
の
な
い
大
学
の
卒
業
者
で
も
、
一
流
企
業
に
応
募
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
か
に
は
採
用
の
際
、
求

職
者
の
出
身
大
学
さ
え
尋
ね
な
い
企
業
も
あ
る
。

　

大
学
卒
業
生
の
一
般
的
能
力
を
評
価
す
る
の
に
、
民
間
会
社
が
開
発
し
た
標
準
テ
ス
ト
に
頼
る
企
業
が
増
え
て
い

る
。
入
学
時
点
に
お
け
る
大
学
の
選
抜
度
と
卒
業
時
点
に
お
け
る
民
間
テ
ス
ト
の
得
点
の
間
に
は
強
い
相
関
関
係
が
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
日
本
企
業
が
一
般
的
な
訓
練
可
能
性
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
傾
向

は
、
少
な
く
と
も
新
卒
者
の
採
用
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

教
育
に
お
け
る
政
策
対
応

　

国
際
化
と
情
報
技
術
の
発
展
を
背
景
と
し
た
技
能
要
請
の
変
化
を
受
け
て
、
教
育
政
策
も
変
化
し
て
き
た
。

一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
、
政
府
は
初
中
等
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変
更
し
て
、
よ
り
創
造
的
で
問
題
解
決
型
の
学
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習
を
奨
励
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
同
時
に
、
詰
め
込
み
主
義
に
対
す
る
批
判
を
受
け
て
、
文
部
省
（
二
〇
〇
一
年
よ
り

科
学
技
術
庁
と
統
合
し
文
部
科
学
省
）
は
生
徒
に
ゆ
と
り
の
あ
る
学
習
環
境
を
与
え
る
た
め
、
知
識
の
必
要
条
件
を
最

小
化
し
よ
う
と
し
た
。
総
合
学
習
の
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
基
礎
的
な
技
能
の
授
業
時
間
数
が
削
減
さ
れ
、
土
曜
日

の
授
業
は
廃
止
さ
れ
た
。

　

初
・
中
等
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
文
部
科
学
省
が
学
習
指
導
要
領
を
策
定
し
て
お
り
、
後
期
中
等
教
育

機
関
及
び
高
等
教
育
機
関
へ
の
入
学
試
験
は
こ
の
学
習
指
導
要
領
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省

は
、
生
徒
の
学
力
の
到
達
度
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
保
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

学
力
に
関
す
る
懸
念

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
教
育
の
専
門
家
や
大
学
教
授
た
ち
が
初
中
等
教
育
に
お
け
る
学
力
低
下
を
指
摘
し

始
め
た
。
藤
田 (2001)

は
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
文
部
省
の
政
策
は
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
先
進
国
が
学
業
成
績

に
関
心
を
向
け
て
い
る
な
か
で
、
教
育
面
で
「
武
装
解
除
」
を
図
っ
た
に
等
し
い
と
主
張
し
た
。

　

苅
谷
・
志
水 

編(2004)

の
指
摘
で
は
、
学
力
低
下
が
著
し
か
っ
た
の
は
不
利
な
社
会
的
背
景
を
も
つ
生
徒
で
あ
る
。

中
流
家
庭
の
生
徒
で
さ
え
、
威
信
の
高
い
学
校
に
進
学
す
る
た
め
塾
や
予
備
校
に
通
う
こ
と
が
一
般
化
し
て
い
る
状
況

の
下
で
、
こ
れ
ら
の
費
用
負
担
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

学
習
態
度
の
変
化
も
一
因
で
あ
る
。
出
生
率
低
下
に
伴
う
若
年
人
口
の
減
少
と
、（
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
先
進
社
会
す

べ
て
に
共
通
す
る
）
個
人
主
義
的
な
文
化
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
学
習
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
あ
り
方
が
確
実
に
変



第七章　教育・訓練・人的資源：技能の要請に応える

201

化
し
た
。
何
ら
か
の
高
等
教
育
な
い
し
中
等
後
教
育
の
機
会
を
見
つ
け
る
こ
と
は
も
は
や
難
し
く
は
な
い
。
威
信
の
高

い
大
学
は
依
然
と
し
て
高
い
選
抜
度
を
維
持
し
て
は
い
る
も
の
の
、
多
く
の
大
学
や
短
期
大
学
・
専
修
学
校
な
ど
は
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
志
願
者
に
入
学
許
可
を
与
え
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
三
年
の
国
際
数
学
・
理
科
教
育
動
向
調
査
（
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
）
の
結
果
が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
の

中
学
二
年
生
の
数
学
と
理
科
の
成
績
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
も
は
や
世
界
一
で
は
な
い
。
二
〇
〇
三
年

に
実
施
さ
れ
た
国
際
的
な
標
準
テ
ス
ト
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
）
で
も
、
日
本
の
生
徒
は
他

の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
生
徒
に
比
較
し
て
、
数
学
・
理
科
の
理
解
力
と
問
題
解
決
能
力
の
成
績
は
非
常
に
高
い
が
、
読
解

力
は
平
均
的
で
あ
る
。

　

両
方
の
調
査
と
も
、
日
本
の
大
多
数
の
生
徒
は
数
学
や
理
科
の
勉
強
が
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て
お
ら
ず
、
他
の
諸
国

と
比
べ
る
と
自
分
の
こ
れ
ら
の
分
野
の
能
力
や
成
績
に
関
し
て
自
信
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
の
よ
う
な
指
標
で
示
さ
れ
る
平
均
的
な
学
力
の
高
さ
に
よ
っ
て
、
経
済
的
成
功
が
約
束
さ
れ
る
と
主
張

す
る
の
は
単
純
に
過
ぎ
る
。
加
え
て
、
標
準
的
な
全
国
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
入
学
試
験
の
た
め
に
蓄
積
さ
れ
た

知
識
が
そ
の
人
の
高
い
生
産
性
を
直
接
的
に
保
証
し
て
い
る
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
と
は
い
え
、
中
等
教
育
レ
ベ
ル
に

お
け
る
学
力
の
低
下
は
専
門
的
な
分
野
で
の
学
習
に
と
っ
て
障
害
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

質
の
保
証

　

政
府
は
教
育
の
質
の
保
証
に
関
す
る
政
策
を
強
化
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
以
降
、
す
べ
て
の
高
等
教
育
機
関
は
政
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府
の
認
証
を
受
け
た
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
基
準
認
定
）
の
役
割
を
果
た
す
認
証
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
専
門
職
大
学
院
で
は
、
分
野
別
の
認
証
評
価
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
学
士
課
程
の
評
価
は
、
高
等
教
育

機
関
全
体
の
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る
た
め
、
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
政
府
に
は
認
証
評
価
に
不
合
格
と
な
っ
た
機
関
を
た
だ
ち
に
閉
鎖
す
る
法
的
権
限
が
な
い
の
で
、

評
価
そ
の
も
の
が
高
等
教
育
の
質
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
は
小
さ
い
。
し
か
し
、
認
証
評
価
に
合
格
し
て
い

な
け
れ
ば
、
市
場
で
き
わ
め
て
不
利
に
な
る
だ
ろ
う
。
入
学
者
の
受
け
入
れ
や
卒
業
生
の
労
働
市
場
へ
の
送
り
出
し
に
お

け
る
市
場
競
争
は
、
高
等
教
育
機
関
が
質
の
向
上
に
向
け
て
努
力
す
る
上
で
大
き
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
公
立
大
学
の
法
人
化
、
行
政
改
革
特
区
に
お
け
る
（
職
業
教
育
指
向
の
強
い
）
株
式
会
社
大
学
の
設
立
、
外
国
大
学

日
本
校
に
対
す
る
日
本
政
府
に
よ
る
公
的
な
指
定
制
度
な
ど
の
政
策
変
更
も
、
高
等
教
育
に
関
す
る
市
場
競
争
を
刺
激
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
高
等
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
要
部
分
は
、
具
体
的
な
職
業
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
内

容
と
は
あ
い
か
わ
ら
ず
無
関
係
な
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

職
業
能
力

　

日
本
で
は
職
業
能
力
開
発
に
関
し
て
は
、
企
業
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
れ
は
長
期
雇
用
慣
行
や
年
功

的
賃
金
の
採
用
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
企
業
は
定
年
ま
で
雇
用
し
続
け
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
新
規
の
学
卒
者
を
採

用
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
雇
用
慣
行
の
起
源
は
少
な
く
と
も
一
九
二
〇
年
代
ま
で
遡
る
。
萌
芽
期
に
あ
っ
た
重
化
学
工
業
で
は
、
輸
入
技

術
が
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
た
。
大
企
業
は
基
礎
教
育
を
修
了
し
た
ば
か
り
の
若
者
を
大
量
に
雇
用
し
、
職
業
上
の
技

能
を
習
得
さ
せ
る
戦
略
を
と
っ
た
。
こ
れ
ら
の
大
企
業
は
、
企
業
内
に
学
校
を
設
立
し
て
、
職
業
上
の
技
能
だ
け
で
は

な
く
、
英
語
や
数
学
と
い
っ
た
学
科
も
教
え
た
。
こ
う
し
て
育
て
た
労
働
力
を
企
業
に
囲
い
込
む
た
め
に
、
会
社
側
は

賃
金
面
で
の
年
功
的
要
素
を
強
め
、
定
年
ま
で
働
け
ば
多
額
の
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
た
。

　

日
本
の
工
業
施
設
は
第
二
次
世
界
大
戦
で
大
き
な
損
傷
を
こ
う
む
っ
た
が
、
回
復
は
極
め
て
速
か
っ
た
。
一
九
五
〇

年
代
ま
で
に
大
企
業
の
多
く
は
戦
前
の
企
業
内
訓
練
シ
ス
テ
ム
を
復
活
さ
せ
、
九
年
間
の
義
務
教
育
を
終
え
た
ば
か
り

の
若
者
を
主
に
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

企
業
内
訓
練
と
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
重
要
性

　

一
九
五
〇
年
代
後
半
に
経
済
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
高
度
経
済
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
が
、
企
業
内
の
職
業
能
力

開
発
も
拡
充
さ
れ
た
。
急
速
な
技
術
進
歩
に
よ
り
職
業
能
力
の
絶
え
間
な
い
向
上
が
要
請
さ
れ
、
生
産
の
拡
大
に
よ
っ

て
効
率
的
な
組
織
運
営
が
必
要
と
な
っ
た
。
従
業
員
の
継
続
的
な
訓
練
の
必
要
性
を
認
識
し
た
企
業
は
、
技
能
者
か
ら

管
理
職
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
別
の
企
業
内
教
育
訓
練
を
体
系
化
し
た
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
訓
練
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に
、
職
場
内
訓
練
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
：O

n the Job T
raining

）

と
品
質
管
理
（
Ｑ
Ｃ
）
サ
ー
ク
ル
も
職
業
能
力
形
成
の
場
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
国
際
的
な
市
場
競
争
に
参
加
し

始
め
て
い
た
日
本
の
企
業
に
と
っ
て
、
労
働
力
の
質
の
向
上
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
現
場
作
業
員
ま
で
も
が
そ
の
危
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機
感
を
共
有
し
た
。
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
は
、
こ
う
し
た
危
機
感
を
背
景
と
し
た
自
主
的
な
勉
強
会
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、

そ
れ
は
現
場
作
業
者
の
仕
事
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
高
め
、
職
業
能
力
の
向
上
に
貢
献
し
た
。
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
に
関

す
る
詳
し
い
議
論
に
つ
い
て
は
ボ
ッ
ク
ス
７
・
１
に
示
し
た
。

　

終
身
雇
用
慣
行
を
背
景
と
し
て
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
、
日
本
企
業
の
人
的
資
源
開
発
の
戦
略
的
な
中
核
と
な
っ
た
。
日
本
企

業
は
高
等
教
育
修
了
者
を
会
社
の
将
来
を
担
う
基
幹
的
人
材
と
し
て
処
遇
し
、
大
卒
者
を
数
年
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
の
分
野
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
雇
用
管
理
は
大
企
業
で
は
広
く
一
般
化
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
中
小
企
業
で
は
体
系
的
な
企
業
内
訓
練

を
整
備
す
る
経
済
的
余
裕
が
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
規
学
卒
を
採
用
し
、
企
業
内
訓
練
を
経
て
職
業
能
力

も
忠
誠
心
も
高
い
「
生
え
抜
き
」
の
労
働
力
と
し
て
育
て
る
雇
用
管
理
の
あ
り
方
は
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
望
ま
し

い
モ
デ
ル
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
職
業
能
力
開
発
の
仕
組
み
は
企
業
に
柔
軟
性
を
も
た
ら
し
、
環
境
変
化
へ
の
適
応
力
を
高
め
た
。
職
務
の

範
囲
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
人
一
人
の
労
働
者
が
受
け
る
訓
練
の
範
囲
も
ま
た
、
幅
広
い
も
の
と
な
っ

た
。
こ
う
し
た
特
徴
ゆ
え
に
、
日
本
の
多
く
の
企
業
は
、
一
九
七
三
年
の
第
一
次
石
油
危
機
後
に
構
造
転
換
を
迫
ら
れ

た
際
、
従
業
員
の
職
種
転
換
を
比
較
的
容
易
に
進
め
、
雇
用
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

幅
広
い
対
応
力
を
持
つ
労
働
力
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
は
、
生
産
工
程
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
ま

た
技
術
革
新
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
国
と
し
て
の
職
業
能
力
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
終
身
雇
用
の
特
性
は
、

ボ
ッ
ク
ス
七
・
二
に
ま
と
め
て
あ
る
。



第七章　教育・訓練・人的資源：技能の要請に応える

205

ボ
ッ
ク
ス
七
・
一　

Ｑ
Ｃ
：
製
品
の
改
善
の
た
め
に
創
造
さ
れ
共
有
さ
れ
る
知
識

　

品
質
管
理
（
Ｑ
Ｃ
）
は
、
一
九
四
八
年
に
明
示
的
な
経
営
戦
略
と
し
て
初

め
て
日
本
で
導
入
さ
れ
て
以
来
、
大
幅
な
進
歩
を
と
げ
て
き
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
企
業
に
追
い
つ
こ
う
と
必
死
だ
っ
た
日
本
企
業
は
、
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス

慣
行
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
が
、
Ｑ
Ｃ
も
そ
の
１
つ
で
あ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
Ｑ
Ｃ
は
も
と
も
と
統
計
に
よ
る
品
質
管
理
の
形
態
で
あ
り
、

最
終
製
品
を
「
合
格
」
あ
る
い
は
「
不
合
格
」
に
分
類
す
る
こ
と
を
専
門
に

担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
企
業
は
す
ぐ
に
生
産
ラ

イ
ン
の
労
働
者
が
直
接
Ｑ
Ｃ
に
関
与
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
そ
の
後
、
Ｑ
Ｃ
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
様
式
に
発
展
を
と
げ
、
組
織
と
し

て
の
学
習
の
あ
り
方
は
、
日
米
間
で
は
相
異
な
る
も
の
に
な
っ
た
。
日
本
の

Ｑ
Ｃ
は
し
ば
し
ば
ア
メ
リ
カ
の
も
の
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、

こ
れ
は
む
し
ろ
参
加
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
分
権
化
さ
れ
て
い
て
水
平

的
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
Ｑ
Ｃ
は
む
し
ろ
一
方

向
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
中
央
集
権
的
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
日
本
企
業
が

日
本
型
Ｑ
Ｃ
を
採
用
し
始
め
た
の
は
一
九
六
二
年
頃
で
あ
る
。

　

現
在
の
日
本
で
は
、
Ｑ
Ｃ
と
い
え
ば
、
一
般
的
に
製
品
の
品
質
の
継
続
的

な
「
改
善
」
と
管
理
に
向
け
て
協
働
し
て
い
る
生
産
ラ
イ
ン
労
働
者
の
小
グ

ル
ー
プ
（
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
）
が
行
っ
て
い
る
活
動
を
指
す
。
各
労
働
者
は
自

分
が
担
当
し
て
い
る
具
体
的
な
仕
事
に
関
し
て
専
門
的
な
情
報
を
有
し
て
い

る
。

　

典
型
的
に
は
、
各
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
正
規
の
勤
務
時
間
外
に
集

ま
っ
て
、
自
分
た
ち
の
製
品
の
問
題
、
そ
の
問
題
の
背
景
に
あ
る
要
因
、
採

用
す
べ
き
是
正
措
置
に
関
し
て
、
必
ず
共
通
の
理
解
を
持
つ
よ
う
に
す
る
。

こ
の
よ
う
な
情
報
と
知
識
の
共
有
は
、
各
労
働
者
が
行
う
報
告
を
も
と
に
し

た
議
論
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
報
告
が
社
内
の
他
の
労
働
者
グ

ル
ー
プ
に
対
し
て
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
個
々
の
サ
ー
ク
ル
を
超
え
た
情

報
と
知
識
の
共
有
が
可
能
に
な
る
。
管
理
者
は
Ｑ
Ｃ
活
動
を
支
援
し
奨
励
す

べ
く
、イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
。
こ
れ
は
総
合
的
品
質
管
理
（
Ｔ
Ｑ
Ｃ
）

と
呼
ば
れ
る
大
が
か
り
な
Ｑ
Ｃ
制
度
の
一
部
を
な
し
て
い
る
。

　

Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
は
優
先
的
な
議
題
な
ど
は
何
も
設
定
し
な
い
で
行
わ
れ
る

の
が
通
常
で
あ
る
。
会
議
で
は
ど
ん
な
種
類
の
小
さ
な
問
題
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
欠
陥
を
早
い
段
階
で
発
見
し
て
対
処
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｑ
Ｃ
は
管
理
職
の
承
認
を
要
し
な
い
よ
う
な
小
さ
な

改
善
を
促
進
す
る
。
同
様
に
、
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
変
更
は
低
コ
ス
ト
で
ほ

と
ん
ど
時
間
を
要
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
リ
ス
ク
が
低
い
。
こ
の
よ
う
な
緊
密

な
情
報
の
共
有
が
日
々
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
社
内
に
お
い
て
知
識
の
有

効
な
発
展
が
可
能
に
な
る
。

　

詳
細
はAoki and Dore (1996)

を
参
照
願
い
た
い
。
こ
の
分
野
の
先
駆

的
な
研
究
は
小
松 (1984)

お
よ
び
郷
司 (1984)

が
行
っ
て
い
る
。
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政
府
に
よ
る
職
業
訓
練

　

企
業
内
で
の
職
業
訓
練
は
、
日
本
の
経
済
発
展
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
公
的
な
職
業
訓
練
も

ま
た
、
中
小
企
業
に
対
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
中
学
校
卒

業
後
に
高
等
学
校
へ
進
学
す
る
者
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
公
共
職
業
訓
練
校
へ
の
進
学
者
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
こ

の
後
、
日
本
の
職
業
訓
練
政
策
は
公
共
職
業
訓
練
校
で
の
直
接
の
訓
練
で
は
な
く
、
民
間
企
業
が
行
う
企
業
内
訓
練
の

促
進
に
重
点
を
移
す
こ
と
に
な
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
、
政
府
は
企
業
横
断
的
な
西
欧
型
徒
弟
制
度
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
一
九
五
八

年
に
制
定
さ
れ
た
職
業
訓
練
法
で
は
、
技
能
の
社
会
的
通
用
性
を
高
め
る
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
た
公
的
規
制
は
緩

和
さ
れ
、
事
業
主
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
企
業
が
実
態
と
し
て
、
す
で
に
新
卒
者
を
雇
用
し
て
か
ら

訓
練
す
る
と
い
う
措
置
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の
現
実
に
合
っ
た
法
律
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

後
、
企
業
内
訓
練
は
一
定
基
準
を
満
た
せ
ば
「
認
定
職
業
訓
練
」
と
し
て
認
め
ら
れ
、
政
府
か
ら
訓
練
費
用
の
助
成
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
八
五
年
に
職
業
訓
練
法
は
職
業
能
力
開
発
法
に
改
正
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
仕
事
の
過
程
で
知
識
・
技
能
を
付

与
し
、
態
度
を
陶
冶
す
る
職
場
内
訓
練
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
が
職
業
能
力
開
発
の
主
要
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

日
本
で
は
、
職
場
に
お
け
る
訓
練
や
英
会
話
学
校
な
ど
の
商
業
的
な
訓
練
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
正
規
の
学
校
教
育
制
度

の
枠
外
の
訓
練
機
会
が
多
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
職
業
訓
練
や
能
力
開
発
に
お
け
る
政
府
の
役
割
は
、
後
述

の
よ
う
に
生
涯
学
習
と
の
関
連
で
復
活
し
つ
つ
あ
る
。
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ボ
ッ
ク
ス
七
・
二　

長
期
雇
用
慣
行
と
職
業
能
力
開
発

　

長
期
雇
用
慣
行
が
国
レ
ベ
ル
の
職
業
能
力
形
成
に
与
え
る
影
響
は
、
次

の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

長
所企

業
に
と
っ
て
従
業
員
の
能
力
開
発
に
投
資
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に

な
る
。

Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
活
用
し
や
す
い
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
、
一
部
の
分
野
で
は
他
の
タ
イ

プ
の
訓
練
よ
り
も
有
効
で
あ
る
。

広
範
な
訓
練
の
お
か
げ
で
、
労
働
者
は
自
分
が
行
え
る
職
務
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
。

技
能
や
知
識
を
隠
そ
う
と
い
う
労
働
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
弱
い
こ

と
か
ら
、
技
能
や
知
識
の
労
働
者
間
で
の
移
転
な
い
し
普
及
が
容
易
で

あ
る
。

労
働
者
個
人
も
長
期
的
視
野
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
た
め
各
人
は

自
分
の
能
力
開
発
が
し
や
す
い
。

労
働
者
の
選
抜
時
期
を
遅
く
設
定
す
る
こ
と
で
、
長
期
に
わ
た
る
競
争

が
生
じ
、
労
働
者
の
モ
ラ
ー
ル
が
高
い
状
態
を
保
て
る
。（
し
か
し
、

こ
の
先
送
り
に
は
下
記
の
通
り
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る
）。

••••••

短
所失

業
者
や
短
期
雇
用
者
が
職
業
能
力
開
発
機
会
か
ら
排
除
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。

正
規
の
教
育
機
関
が
生
涯
学
習
の
機
会
と
し
て
活
用
さ
れ
に
く
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

管
理
職
と
な
る
労
働
者
を
選
抜
す
る
時
期
が
遅
く
な
る
傾
向
が
あ
る
た

め
、
優
秀
な
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
妨
げ
る
可
能
性
が
あ
る
。

高
い
職
階
ま
で
昇
進
し
な
い
が
業
績
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
の
職
階
に
と

ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
労
働
者
の
間
で
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

技
能
や
技
術
は
企
業
固
有
の
も
の
に
な
り
が
ち
で
、
企
業
間
移
動
に
は

障
害
に
な
る
。

•••••



208

労
働
市
場
の
変
化
と
技
能
形
成

　

日
本
の
労
働
市
場
は
、
知
識
産
業
の
台
頭
の
他
、
貿
易
の
自
由
化
、
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
を
受
け
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
職
業
能
力
開
発
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
本
節
で
は
こ
れ
を
検
討
す
る
。

貿
易
の
自
由
化
と
女
性
労
働
者

　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
段
階
的
に
進
め
ら
れ
た
貿
易
自
由
化
政
策
の
下
で
、
企
業
は
、
新
し
い
環
境
に
適
合
し
た
職
業

能
力
開
発
の
あ
り
方
を
模
索
し
た
。

　

長
期
雇
用
を
前
提
と
し
た
新
規
学
卒
者
の
採
用
と
そ
れ
に
引
き
続
く
Ｏ
Ｊ
Ｔ
重
視
の
教
育
訓
練
と
い
う
日
本
企
業
の

基
本
的
な
ス
タ
イ
ル
は
変
化
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
有
期
限
雇
用
者
な
ど

の
非
正
規
労
働
者
が
増
加
し
た
。
彼
ら
は
主
と
し
て
技
能
習
得
が
容
易
な
職
場
に
、
低
賃
金
で
、
か
つ
雇
用
調
整
が
容

易
な
労
働
力
と
し
て
雇
用
さ
れ
、
生
産
性
の
向
上
に
貢
献
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
労
働
者
の
大
多
数
は
子
供
の
手
が
か
か
る
時
期
が
過
ぎ
た
中
高
年
女
性
で
あ
っ
た
。
性
別
役
割
分
業
観

の
強
い
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
現
在
で
さ
え
、
相
当
数
の
女
性
が
結
婚
と
同
時
に
仕
事
を
辞
め
て
、
子
育
て
と
家
事

に
専
念
す
る
傾
向
が
強
い
。
家
庭
用
電
化
製
品
の
普
及
な
ど
か
ら
家
事
の
低
減
が
進
み
、
ま
た
、
進
学
率
が
高
ま
り
子

供
の
教
育
費
用
が
か
さ
む
な
ど
の
労
働
力
供
給
側
の
要
因
も
あ
り
、
多
く
の
中
高
年
女
性
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と

し
て
労
働
市
場
に
復
帰
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
女
性
が
一
旦
離
職
し
て
か
ら
再
参
入
す
る
と
い
う
傾
向
は
、
特
に
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
強
か
っ

た
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
二
〇―

二
四
歳
の
女
性
の
労
働
力
率
は
七
〇
％
強
、
二
五―

二
九
歳
で
は
五
〇
％
弱
、
四
〇

―

四
九
歳
で
は
六
〇
％
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
、
労
働
力
率
の
ピ
ー
ク
が
二
つ
あ
り
、
そ
の
間
に
谷
が

で
き
る
Ｍ
字
型
の
曲
線
に
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
と
知
識
経
済

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
と
知
識
経
済
は
、
そ
れ
自
体
、
職
場
の
文
化
を
あ
る
程
度
変
化
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
で

事
業
展
開
し
て
い
る
外
資
系
企
業
と
、
多
国
籍
企
業
に
発
展
し
た
日
本
企
業
の
両
方
に
当
て
は
ま
る
。

　

工
学
分
野
の
大
学
院
生
の
数
は
、
顕
著
に
増
加
し
た
。
一
方
、
政
府
に
よ
っ
て
重
視
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会
科
学
の
専
門
職
大
学
院
で
学
ぶ
人
は
そ
れ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
。
こ
の
最
も
大
き
な
要
因
は
、

伝
統
的
な
日
本
企
業
に
お
け
る
大
学
院
の
学
位
取
得
者
に
対
す
る
報
酬
制
度
で
あ
ろ
う
。

　

加
藤 (2003)

に
よ
れ
ば
、
外
資
系
企
業
と
伝
統
的
な
日
本
企
業
と
で
は
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
経
営
学
修
士
）
に
対
す
る
報

酬
制
度
が
異
な
っ
て
い
る
。
大
き
な
バ
ラ
ツ
キ
は
あ
る
も
の
の
、
外
資
系
企
業
は
Ｍ
Ｂ
Ａ
に
対
し
て
は
最
初
か
ら
高
給

を
提
示
す
る
傾
向
が
強
い
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
日
本
企
業
は
学
士
課
程
を
卒
業
し
て
か
ら
働
き
続
け
て
い
る
同
年

齢
の
人
と
ほ
ぼ
同
じ
給
与
し
か
最
初
は
支
払
わ
な
い
傾
向
が
強
い
。
発
明
や
特
許
取
得
に
関
し
て
会
社
が
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
対
し
て
報
奨
を
行
い
始
め
て
い
る
の
と
同
様
に
、
幹
部
職
の
労
働
者
の
間
で
の
移
動
性
が
高
ま
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

状
況
は
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
学
教
育
を
選
抜
装
置
と
し
て
使
う
と
い
う
伝
統
的
な
あ
り
方
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は
、
も
は
や
日
本
企
業
に
と
っ
て
は
有
利
と
は
い
え
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
図
７
・
２
は
こ
の
デ
ー
タ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

雇
用
慣
行
と
知
識
経
済

　

経
済
が
停
滞
期
に
入
っ
て
か
ら
も
、
日
本
の
産
業
は
知
識
経
済

化
へ
の
対
応
を
求
め
ら
れ
て
き
た
。
日
本
型
雇
用
慣
行
は
、
次
の

よ
う
な
内
在
的
な
要
因
に
よ
っ
て
そ
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
問

わ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
長
期
雇
用
の
慣
行
は
、
年
功
的
要
素
の
強
い
賃
金

体
系
や
昇
進
の
仕
組
み
を
内
在
し
て
い
た
。
賃
金
の
低
い
若
者
が

多
数
で
、
賃
金
の
高
い
高
齢
者
が
少
数
で
あ
れ
ば
、
生
産
性
に
比

べ
て
労
務
費
の
低
い
効
率
的
な
経
営
に
な
る
。
し
か
し
、
高
齢
化

が
急
速
に
進
み
、
経
済
発
展
の
速
度
が
落
ち
た
状
況
が
続
い
て
き

た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
日
本
型
雇
用
を
維
持
す
る
こ
と

は
す
で
に
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
。
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図 7.2　大学院修了後の収入の増加

収
入
増
加
経
験
者
の
比
率
（
％
）

出所：Kato (2003)．

外資系企業

日本企業



第七章　教育・訓練・人的資源：技能の要請に応える

211

　

日
本
経
営
者
団
体
連
合
（
日
経
連
）
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
め
に
「
新
時
代
の
『
日
本
的
経
営
』」
と
い
う
提
言
を

ま
と
め
た
が
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
の
は
、
長
期
雇
用
の
モ
デ
ル
に
乗
れ
る
者
を
限
定
し
て
、
専
門
性
の
高
い
者
と
、
無

技
能
・
低
技
能
労
働
者
を
そ
れ
ぞ
れ
有
期
限
雇
用
で
雇
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。
現
実
は
、
急
ピ
ッ
チ
で
こ
の
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
。
長
期
雇
用
へ
の
入
り
口
で
あ
る
新
卒
者
の
採
用
が
減
少
し
て
お
り
、
有
期
な
い
し
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
契

約
に
よ
る
非
正
規
労
働
者
の
数
が
増
加
し
て
い
る
。

　

表
７
・
３
は
、
高
卒
の
若
者
で
も
大
卒
の
若
者
で
も
、
最
も
多
い
の
は
依
然
と
し
て
正
社
員
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
が
、
他
の
雇
用
形
態
や
求
職
中
の
者
が
激
増
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
特
に
低
学
歴
層
や
女
性
で
著
し
い
。
日

本
で
は
正
社
員
の
解
雇
は
容
易
で
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
方
針
は
企
業
に
と
っ
て
経
営
リ
ス
ク
と
労
働
費
用
の
削
減
に

つ
な
が
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。

労
働
市
場
に
お
け
る
機
会
の
変
化

　

長
期
で
フ
ル
タ
イ
ム
の
雇
用
機
会
は
、
高
卒
以
下
の
学
歴
層
に
対
し
て
、
と
り
わ
け
大
き
く
減
少
し
た
。
知
識
経
済

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
企
業
は
長
期
雇
用
の
対
象
を
、
専
門
知
識
を
多
く
持
つ
者
に
限
定
し
て
き
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
の
間
の
福
利
厚
生
、
賃
金
、
昇
進
機
会
な
ど
に
か
か
わ
る
格
差
は
、
他
の
先

進
国
に
比
べ
て
大
き
い
。
こ
の
背
景
に
は
、
性
別
役
割
分
業
観
の
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
非
正
規
労

働
者
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
っ
た
時
期
、
正
規
の
賃
金
を
支
払
わ
れ
る
労
働
力
に
対
し
て
女
性
は
周
辺
的
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
両
者
は
文
字
通
り
ま
っ
た
く
違
う
世
界
に
住
ん
で
い
た
と
い
え
る
。
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合
計

実
数

（
千
人
）

自
営

・
家

業
役

員
正

規
そ

の
他

雇
用

無
業

・
就

職
希

望
無

業
・

就
職

希
望

な
し

大卒

男
子

1992
年

100.0
478

1.1
0.8

91.8
3.6

2.1
0.6

1997
年

100.0
554

1.5
0.4

82.3
7.3

6.8
1.7

2002
年

100.0
608

0.9
0.3

73.1
13.0

10.9
1.7

女
子

1992
年

100.0
257

1.1
0.3

82.9
9.3

4.1
2.3

1997
年

100.0
350

1.5
0.3

72.3
17.0

6.7
2.1

2002
年

100.0
421

0.4
0.1

64.1
25.1

8.6
1.8

高卒

男
子

1992
年

100.0
2,043

4.0
0.7

80.4
7.7

4.6
2.6

1997
年

100.0
1,919

4.3
0.5

74.4
10.9

7.3
2.5

2002
年

100.0
1,390

3.2
0.4

59.6
21.8

11.8
3.1

女
子

1992
年

100.0
2,029

2.2
0.3

66.6
11.2

13.1
6.6

1997
年

100.0
1,694

2.0
0.2

56.0
19.1

16.1
6.6

2002
年

100.0
1,182

1.8
0.1

38.2
33.4

18.8
7.7

表
7.3　

若
年
労
働
者
(20-24

歳
層
)の
就
業
状
況

出
所
：
就
業
構
造
基
礎
調
査
．

単
位
；
％
、
太
字
は
千
人
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し
か
し
、
今
や
若
者
が
、
か
つ
て
は
中
高
年
女
性
の
再
参
入
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
の
周
辺
的
な
労
働
市
場
に
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
や
有
期
限
の
雇
用
を
求
め
て
流
入
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
の
格
差
が
現
在

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

技
能
と
人
的
資
源
の
形
成
に
か
か
わ
る
新
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

技
能
と
人
的
資
源
の
形
成
に
か
か
わ
る
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
す
で
に
方
向
転
換
が
始
ま
っ
て
い
る
。
経
済
環
境

の
変
化
が
進
む
中
で
、
企
業
主
導
の
職
業
能
力
開
発
は
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
日
本
の
教
育

シ
ス
テ
ム
で
は
職
業
上
の
技
能
と
人
的
資
源
の
形
成
の
た
め
の
生
涯
学
習
を
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
打
ち
出
さ
れ
て

き
て
い
る
。

　

こ
の
節
に
続
く
各
節
で
は
、
職
業
能
力
形
成
ニ
ー
ズ
へ
の
企
業
の
対
応
と
、
企
業
外
部
で
の
職
業
能
力
開
発
に
関
す

る
政
策
を
検
討
し
、
そ
の
後
、
生
涯
学
習
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

　

職
業
能
力
開
発
政
策
の
上
で
は
、
一
九
九
七
年
の
法
改
正
に
お
い
て
「
個
人
主
導
の
能
力
開
発
」
が
法
律
上
明
確
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
一
九
九
八
年
に
は
個
人
に
対
し
て
直
接
給
付
金
が
支
払
わ
れ
る
「
教
育
訓
練
給
付
金
制
度
」
が
発

足
し
た
。
企
業
を
離
れ
て
、
労
働
者
個
人
が
、
あ
ら
か
じ
め
職
業
能
力
開
発
お
よ
び
向
上
に
資
す
る
と
指
定
を
受
け

た
民
間
の
教
育
課
程
を
受
講
し
た
時
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
国
が
助
成
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
講
座
の
指
定
数
は

一
万
四
〇
〇
〇
程
度
で
、
二
〇
〇
二
年
に
は
三
八
万
人
が
利
用
し
た
実
績
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
に
は
、
財
源
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が
雇
用
保
険
で
あ
る
た
め
保
険
加
入
者
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
無
業
者
や
雇
用

保
険
未
加
入
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
若
者
な
ど
、
職
業
能
力
開
発
が
特
に
必
要
な
者
た
ち
は
利
用
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
個
人
主
導
の
職
業
能
力
の
形
成
に
対
す
る
投
資
は
、
男
性
労
働
者
と
比
べ
る
と
、
高
等
教
育
を
修
了
し
た

女
性
の
幹
部
労
働
者
の
ほ
う
が
積
極
的
で
あ
る
。

職
業
能
力
形
成
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
企
業
の
対
応
策

　

一
九
九
〇
年
代
初
め
ま
で
、
日
本
型
経
営
は
非
常
に
効
率
的
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
日
本
企
業
は
長
期
の
フ

ル
タ
イ
ム
雇
用
と
企
業
内
職
業
能
力
開
発
を
組
み
合
わ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
は
こ
れ
に
加
え
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

や
有
期
限
雇
用
の
周
辺
的
労
働
者
の
存
在
に
も
大
き
く
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
企
業
主
導
型
の
社
内
訓
練
に
大
き
く
依
存
し
て
き
た
た
め
に
、
職
場
外
で
専
門
的
能
力
を
形

成
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
発
達
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
知
識
経
済
の
中
で
の
日
本
の
職
業
能
力
開
発
の
弱
点
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
企
業
は
職
業
能
力
を
開
発
す
る
た
め
の
社
内
シ
ス
テ
ム
を
変
更
し
つ
つ
あ
る
。
図
７
・
３
が
示
す
通
り
、

教
育
訓
練
費
用
が
総
人
件
費
に
占
め
る
割
合
は
一
九
九
〇
年
代
に
急
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
バ
ブ
ル
期
に

お
け
る
非
常
に
高
い
水
準
か
ら
の
低
下
で
あ
り
、
九
〇
年
代
半
ば
の
水
準
は
一
九
七
〇
年
代
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
的
経
営
の
特
徴
は
広
範
な
階
層
別
の
教
育
訓
練
で
、
こ
れ
は
「
底
上
げ
型
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
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し
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
企
業
は
、
次
第
に
特
定
の
者
に
訓

練
投
資
を
集
中
す
る
「
選
抜
型
」
の
教
育
訓
練
を
取
り
入
れ
て

き
た
。
厚
生
労
働
省(2004)

に
よ
れ
ば
、
日
本
企
業
の
四
〇
％

は
「
選
抜
型
」
訓
練
の
ほ
う
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
は
、「
底
上
げ
型
」
を
支
持
す
る

企
業
が
多
い
も
の
の
、
高
等
教
育
卒
業
者
の
割
合
が
高
い
企
業

で
は｢

選
抜
型｣

を
支
持
す
る
傾
向
が
強
い
。
こ
れ
は
知
識
経

済
の
な
か
で
、
知
識
を
基
盤
と
す
る
企
業
の
訓
練
政
策
が
少
数

の
中
核
的
な
労
働
者
に
集
中
投
資
す
る
方
向
に
変
化
し
つ
つ
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

社
外
の
資
源
を
開
発
す
る
政
策

　

日
本
の
雇
用
慣
行
が
転
換
し
つ
つ
あ
る
現
状
の
下
、
企
業
主

導
の
職
業
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
発
展
の
限
界
に
直
面
し
て

い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
国
レ
ベ
ル
で
新
し
い
よ
く
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

社
外
の
職
業
能
力
開
発
の
機
会
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。
知

0.2
1975 1978 1980 1982 1984 1988 1995 2002

0.25

0.3

0.35

0.4
図 7.3　総人件費に占める教育訓練費のシェア

出所：Ohki (2003)．
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識
経
済
と
い
う
文
脈
の
な
か
で
、
高
等
教
育
機
関
は
中
心
的
な
役
目
を
演
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
課
題
は
、
学

校
的
な
文
脈
を
ど
の
よ
う
に
専
門
的
な
知
識
や
技
能
に
関
係
付
け
る
か
で
あ
る
。
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
質
と
価
値
の

両
面
に
つ
い
て
、
産
業
界
の
観
点
か
ら
再
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

職
業
能
力
の
労
働
市
場
は
（
企
業
横
断
的
で
は
な
く
）
少
数
の
専
門
職
に
つ
い
て
、
し
か
も
そ
の
よ
う
な
職
業
能

力
を
も
っ
て
い
る
小
さ
な
割
合
の
労
働
者
に
対
し
て
発
展
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
（
例
え
ば
、Cole and T

om
inaga 

1976

を
参
照
）。
専
門
知
識
を
基
盤
に
し
た
専
門
職
が
知
識
経
済
の
な
か
で
増
加
し
て
お
り
、
日
本
は
こ
の
よ
う
な
分

野
に
つ
い
て
基
準
を
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。
よ
り
一
般
的
に
言
え
ば
、
潜
在
的
な
雇
用
者
に
と
っ
て
有
益
な
形
で
定
義

さ
れ
、
測
定
で
き
る
職
業
能
力
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
会
社
主
導
の
訓
練
制
度
が
強
力
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で

は
困
難
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
四
年
以
降
、
法
律
や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
専
門
職
大
学
院
が
高
等
教
育
政
策
の
一
環
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
と
認
証
評
価
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
専
門
職
の
学
位
や
資
格
に
対
す
る

社
会
的
認
知
が
高
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
伝
統
的
に
は
、
主
と
し
て
ど
こ
の
会
社
に
勤
め
て
い
る
か
が
雇
用
に
お
け
る

威
信
の
源
泉
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
ど
の
よ
う
な
専
門
職
に
つ
い
て
い
る
か
で
、
そ
の
人
の
威
信
が
決
ま
る
と
い
う

よ
う
に
、
部
分
的
に
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
経
済
・
社
会
的
危
機
が
緊
急
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

非
正
規
労
働
者
や
若
年
失
業
者
の
訓
練
を
大
幅
に
拡
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
事
務
職
や
販
売
な
ど
を
対
象
に

し
た
職
業
訓
練
制
度
を
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
の
公
的
な
認
証
や
資
格
の
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
と
も
に
、
開
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発
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

生
涯
学
習
シ
ス
テ
ム
の
確
立

　

日
本
社
会
で
は
、
生
涯
学
習
は
職
業
的
技
能
や
資
格
を
修
得
す
る
た
め
の
手
段
と
い
う
よ
り
も
、
主
と
し
て
主
婦
や

退
職
者
が
自
己
実
現
ま
た
は
文
化
活
動
を
お
こ
な
う
機
会
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
生
涯
学
習
の
職
業
面

が
重
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

現
在
、
日
本
で
は
公
共
職
業
訓
練
機
関
に
お
い
て
一―

二
年
間
の
フ
ル
タ
イ
ム
の
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
は
非
常
に

少
な
い
。
一
九
五
〇
年
代
に
は
公
共
職
業
訓
練
機
関
で
技
能
習
得
を
す
る
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
中
等
教
育
及
び

高
等
教
育
へ
の
進
学
率
の
上
昇
と
と
も
に
、
そ
の
役
割
は
縮
小
し
た
。
し
か
し
、
職
業
的
技
能
の
習
得
を
求
め
る
成
人

学
習
者
に
対
す
る
学
習
機
会
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
を
選
抜
装
置
と
し
て
活
用
す
る
と
い

う
あ
り
方
が
確
立
し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
成
人
学
習
者
は
再
び
公
共
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
希
求
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

職
業
志
向
の
生
涯
学
習
に
対
し
て
の
社
会
的
・
個
人
的
な
需
要
は
、
確
実
に
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う

な
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
教
育
水
準
の
低
い
者
や
女
性
を
中
心
に
非
正
規
労
働
者
の
割
合
が
上
昇
を
続
け
て
い
る
。
会
社
に
は
こ
の

よ
う
な
人
々
に
対
し
て
訓
練
機
会
を
提
供
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
な
い
。

　

第
二
に
、
相
当
数
の
大
学
卒
業
者
が
初
職
を
か
な
り
早
い
時
期
に
離
れ
て
い
る
（
表
７
・
４
）。
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第
三
に
、
長
期
的
に
見
る
と
、
離
職
し
て
も
労
働
条
件
が
改
善
す
る
見
込
み
は
ほ
と
ん
ど

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
離
職
の
大
多
数
が
自
発
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

二
〇―

二
九
歳
に
つ
い
て
見
る
と
、
自
発
的
失
業
者
と
非
自
発
的
失
業
者
の
比
率
は
ほ
ぼ
二
対

一
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
四
に
、
終
身
雇
用
や
年
功
的
な
制
度
に
対
す
る
態
度
が
変
化
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

重
視
す
る
会
社
の
割
合
は
、
図
７
・
４
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
明
ら
か
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

変
化
の
必
要
性

　

日
本
社
会
で
は
、
伝
統
的
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
乗
っ
て
い
る
労
働
者
が
こ
れ
ま
で
の
努
力
に

対
し
て
の
利
益
や
報
酬
を
失
う
リ
ス
ク
が
増
大
し
て
い
る
と
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
学
校
教
育
や
仕
事
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
勤
勉
さ
は
、
そ
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
か
ら
脱
落
し
て
し
ま
え
ば
、
報
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
教
育

に
必
要
な
家
計
支
出
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
子
育
て
は
困
難
で
あ
る
。
特
に
女

性
が
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
の
困
難
さ
を
考
え
る
と
、
子
育
て
は
引
き
続
き
困
難
で
あ
り

続
け
る
で
あ
ろ
う
（
山
田 2004

は
こ
の
よ
う
な
意
見
を
強
く
主
張
し
て
お
り
、
筆
者
た
ち
も

こ
れ
に
同
意
す
る
）。

卒業年 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000
合計  25.0 23.7 24.3 27.9 32.0 33.6 32.5 32.0 34.3 36.5
男子  19.9 18.7 19.2 22.4 26.4 27.8 26.8
女子  38.8 36.5 37.2 42.0 45.7 45.7 44.4 n.a. n.a. n.a.

表 7.4　大学卒業者の早期（3年以内）離職率

出所：厚生労働省 (2004)．



第七章　教育・訓練・人的資源：技能の要請に応える

219

　

こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
労
働
市
場
と
教
育
訓

練
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
変
化
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、
こ

こ
ま
で
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
必
要

と
さ
れ
る
変
化
の
い
く
つ
か
を
概
観
し
て
お
き

た
い
。
こ
れ
に
は
子
育
て
を
終
え
た
女
性
を
中

心
に
、
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
も
含
め
た
人
々

の
労
働
市
場
へ
の
再
参
入
を
容
易
に
す
る
こ

と
、
教
育
訓
練
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
公
平

性
を
確
保
す
る
こ
と
、
卒
業
生
が
必
要
不
可
欠

な
技
能
を
確
実
に
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
認
証
評
価
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
、
外
国
語
の
技
能
を
重
視
す
る
こ
と
な

ど
が
含
ま
れ
る
。

　

特
に
子
育
て
を
終
え
た
女
性
や
ニ
ー
ト
、
フ

リ
ー
タ
ー
に
対
し
て
も
、
労
働
市
場
へ
の
再
参

入
を
容
易
に
す
べ
き
で
あ
る
。
労
働
市
場
を
、

0

10

20

30

40

50

60

1990 1993 1996 1999 2002

％

図 7.4　日本企業の人的資源管理政策

年功序列主義を重視する

能力主義を重視する

両者の折衷

終身雇用慣行を重視する

出所：厚生労働省 (2004)．
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①
退
出
者
も
再
参
入
で
き
、
②
転
職
が
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
な
柔
軟
性
を
も
つ
シ
ス
テ
ム
に
変
え
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
変
更
が
実
現
す
れ
ば
、産
業
界
で
は
知
識
の
共
有
が
も
っ
と
活
発
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
フ
リ
ー
タ
ー
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
失
業
者
な
ど
、
現
在
は
シ
ス
テ
ム
に
見
放
さ
れ
て
い
る
人
々
に
対
し
て
、
社
会
に
再
び
参
加
し
貢

献
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
は
明
ら
か
な
利
点
が
あ
る
。
女
性
労
働
者
の
活
用
が
増
大
す
れ
ば
、
労
働
市
場
が
活
性

化
す
る
だ
け
で
な
く
、
家
計
所
得
の
安
定
性
が
確
保
で
き
る
た
め
子
育
て
が
も
っ
と
容
易
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

高
等
教
育
及
び
生
涯
教
育
・
訓
練
の
機
会
に
対
す
る
公
平
な
ア
ク
セ
ス
を
、
公
的
お
よ
び
私
的
な
教
育
サ
ー
ビ
ス
の

有
効
活
用
を
通
じ
て
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
質
保
証
、
対
象
を
絞
っ
た
補
助
金
、
貸
与
奨
学
制
度
に
関
し
て
、

政
府
が
も
っ
と
努
力
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
国
公
立
の
高
等
教
育
機
関
で
さ
え
授
業
料
が
高
い
こ

と
や
、
私
立
高
等
教
育
に
対
す
る
依
存
度
が
高
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
貸
与
奨
学
制
度
は
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
た
め

の
有
効
な
手
段
に
な
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
職
業
志
向
の
生
涯
学
習
拡
充
策
の
一
環
と
し
て
、
成
人
学
習
者
に
対
す
る

貸
与
奨
学
金
や
ロ
ー
ン
の
機
会
を
も
っ
と
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
育
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
社
会
的
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
整
備
の
重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

高
等
教
育
で
は
、
関
連
す
る
労
働
市
場
に
結
び
付
い
た
も
っ
と
専
門
分
野
の
教
育
が
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
高

等
教
育
機
関
の
定
員
に
は
余
剰
が
あ
る
。
こ
れ
に
取
り
組
み
、
質
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
二
〇
〇
四
年
に
導
入
さ
れ

た
評
価
制
度
と
（
特
に
卒
業
生
の
能
力
に
関
連
し
た
）
質
保
証
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
入
学
者
獲
得
で

競
合
し
て
い
る
各
高
等
教
育
機
関
が
、
潜
在
的
な
学
生
に
対
し
て
み
ず
か
ら
の
質
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
よ
り
一
般
的
に
言
え
ば
、
国
や
教
育
機
関
の
評
価
活
動
は
、
学
生
や
企
業
を
含
め
た
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
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全
関
係
者
に
対
し
、
適
切
な
情
報
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。
不
必
要
な
高
等
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
廃
止
す
る
か
、
有
効

な
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
方
向
転
換
す
べ
き
で
あ
る
。

　

日
本
人
が
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お
い
て
競
争
力
を
も
つ
よ
う
に
、
教
育
訓
練
の
機
会
を
も
っ
と
積
極
的
に
活
用
す
べ

き
で
あ
る
。
教
育
は
初
等
教
育
段
階
か
ら
、
も
っ
と
幅
広
く
、
徹
底
的
に
国
際
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
学
生
や
労
働
者

の
外
国
語―

―
特
に
英
語―

―

の
能
力
は
、（
英
語
圏
の
諸
国
を
除
く
）
他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
ほ
と
ん
ど
の
諸
国
に
比
べ
て
後
れ
を
と
っ
て
い
る
。
外
国
語
教
育
は
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
生
徒
に
対
し
て
強
化
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
英
語
力
が
あ
れ
ば
知
識
共
有
の
範
囲
が
大
き
く
広
が
る
。
東
ア
ジ
ア
諸
国
相
互
間
の
経
済
・
社
会
的

交
流
が
著
し
く
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ア
ジ
ア
言
語
（
特
に
中
国
語
と
韓
国
語
）
の
教
育
も
促
進
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
や
ア
ジ
ア
地
域
に
加
え
て
、
ア
フ
リ
カ
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
諸
国
と
の
学
生
や
教
員
の

交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
際
社
会
で
仕
事
を
す
る
た
め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
を
増
大
さ

せ
る
上
で
き
わ
め
て
効
果
的
で
あ
る
。

結
論

　

日
本
は
、
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
観
点
か
ら
の
、
相
反
す
る
要
請
に
直
面
し
て
い
る
。
一
方
で
は
、
ミ
ク
ロ
的
に
は
安

定
的
で
保
護
さ
れ
た
生
活
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
の
七
八
％
は
日
本
型
の
終
身
雇

用
を
、
六
七
％
は
年
功
的
な
給
与
体
系
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
若
者
の
間
に
は
よ
り
個
人
主
義
的
な
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文
化
が
広
が
り
、
ま
た
、
学
校
で
勉
強
す
る
こ
と
へ
の
個
人
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
低
下
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
若
者
の
ほ
と
ん
ど
は
訓
練
や
能
力
開
発
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
労
働
者
が
自
発
的
に
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
の
供
給
は
十
分
で
あ
る
が
、
特
定
の
職
業
に
つ
な
が
る
道
す
じ
と
明
確
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
教
育
経
験
は
、
も
は
や
終
身
雇
用
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
多
く
の
若
者
は
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
よ
り
も
フ

リ
ー
タ
ー
と
し
て
の
生
活
を
好
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
た
だ
長
期
的
な
希
望
が
も
て
な
い
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い

（
山
田 2004

）。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
政
策
課
題
の
な
か
で
教
育
が
占
め
る
位
置
づ
け
は
、
重
要
さ
を
増
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

他
方
、
マ
ク
ロ
的
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
現
実
を
見
る
と
、
安
定
性
を
望
む
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
の

マ
ク
ロ
政
策
は
明
ら
か
に
強
力
な
教
育
訓
練
制
度
を
要
請
し
て
い
る
。
基
本
的
な
英
語
力
に
加
え
て
、
世
界
的
な
リ
ー

ダ
ー
や
資
格
を
も
っ
た
専
門
家
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
い
つ
も
国
の
政
策
課
題
に
な
っ
て
き
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争

を
背
景
に
、
高
水
準
の
知
識
イ
ン
フ
ラ
は
ま
す
ま
す
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
政
府
は
初
中
等

教
育
の
活
性
化
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
知
識
や
技
能
の
形
成
を
強
化
し
始
め
て
い
る
。

　

筆
者
た
ち
は
、
労
働
や
産
業
に
か
か
わ
る
既
存
の
慣
行
が
劇
的
に
変
化
す
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

は
当
面
は
、
日
本
社
会
に
伝
統
的
な
シ
ス
テ
ム
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
と
が
並
存
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。

　

本
章
で
指
摘
し
た
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
途
上
国
を
中
心
に
日
本
以
外
の
国
々
に
も
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
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る
。
ボ
ッ
ク
ス
七
・
三
に
は
、
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
要
約
し

た
も
の
を
示
し
た
。

　

内
閣
主
導
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
は
二
〇
〇
五
年
四
月
に
、

「
日
本
二
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
発
表
し
た
（Council on 

Econom
ic and Fiscal Policy 2005

）。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、

日
本
が
さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
取
り
残
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
、
人
々
が
生
活
と
社
会
に
つ

い
て
楽
観
的
で
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ

れ
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
よ
う
な
五
つ
の
具
体
的
な
行
動
を
と

る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

一	

「
人
間
力
」
を
高
め
る
教
育
を
築
く
（
人
間
力
と
は
、

社
会
に
参
画
し
そ
の
運
営
に
加
わ
る
と
と
も
に
、
自

立
し
た
一
人
の
人
間
と
し
て
力
強
く
生
き
る
た
め
の

総
合
力
を
意
味
す
る
）。

二	
知
的
基
盤
を
確
立
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
る
。

三	

財
・
人
・
資
本
の
円
滑
な
流
れ
を
確
保
す
る
。

ボ
ッ
ク
ス
七
・
三　

途
上
国
一
般
に
と
っ
て
の
意
義

人
的
資
源
は
開
発
を
進
め
る
上
で
鍵
と
な
る
要
因
の

一
つ
で
あ
る
。
日
本
は
近
代
に
お
け
る
経
済
発
展
の

最
初
期
の
段
階
か
ら
、
識
字
能
力
と
一
般
教
育
の
普

及
に
取
り
組
ん
だ
。

日
本
は
人
的
資
源
の
開
発
に
多
く
の
資
源
を
活
用
し

た
。
こ
れ
に
は
単
に
公
教
育
だ
け
で
な
く
、
産
業
界

内
部
で
の
訓
練
や
労
働
者
の
自
発
的
な
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
も
含
ま
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
人
的
資
源
開
発
の
様
々
な
シ
ス
テ

ム
が
も
つ
特
性
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

外
国
貿
易
や
経
済
の
統
合
化
が
増
大
す
る
に
し
た

が
っ
て
、
事
業
を
管
理
し
製
品
を
販
売
す
る
の
に
必

要
と
さ
れ
る
技
能
は
、
よ
り
広
範
で
複
雑
に
な
っ
て

い
る
。

各
国
の
社
会
・
経
済
的
文
脈
が
多
様
で
あ
る
こ
と

は
、
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
革
新
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

••••
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四	

地
球
的
規
模
の
課
題
の
解
決
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す

五	

優
れ
た
専
門
知
識
、
言
語
能
力
、
交
渉
の
技
能
を
も
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
実
際
ど
の
よ
う
な
政
策
が
と
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
語
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ

る
。
日
本
の
人
的
資
源
の
訓
練
制
度
が
曲
が
り
角
に
き
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
政
府
は
こ
の
こ
と
を
十
分
認
識

し
た
上
で
、
今
こ
そ
具
体
的
な
挑
戦
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
べ
き
で
あ
る
。
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第
八
章　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
：

小
田
切　

宏
之

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
（
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
）
と
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
関
係
す
る
活
動
を
支
援
し
た
り
規
制
し
た
り
す
る
企
業
、
産
業
、
お
よ
び
政
策
の
諸
条
件
を
い
う
。
国
内
お
よ
び
世

界
の
経
済
が
変
化
し
、
科
学
技
術
の
進
歩
で
企
業
や
国
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
に
し
た
が
い
、
そ
う
い
っ
た
シ

ス
テ
ム
は
い
ず
れ
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、
み
ず
か
ら
を
改
革
し
適
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
章
で
は
、
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
改
革
や
適
応
を
検
討
す

る
。
政
府
系
研
究
機
関
（
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）
と
大
学
の
役
割
を
含
め
、
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
的
お

よ
び
定
量
的
な
概
観
を
最
初
に
行
う
。
そ
の
上
で
、
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
取
り
巻

く
環
境
が
、
特
に
こ
の
一
〇
年
間
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
を
検
討
す
る
。
こ
れ
に
は
、
日
本
が
先
進
諸
国
に

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
に
伴
う
い
く
つ
か
の
結
果
や
、
二
一
世
紀
に
成
長
の
要
因
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
い
わ
ゆ

る
サ
イ
エ
ン
ス
型
の
産
業
の
台
頭
が
含
ま
れ
る
。
そ
こ
で
、
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
を
振
興
す
る
政
府
の
政
策
を
取
り

サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
改
革
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上
げ
る
。
主
な
強
調
点
は
、
産
学
連
携
、
知
的
財
産
権
政
策
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
促
進
に
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は

「
研
究
開
発
（
Ｒ
＆
Ｄ
）
に
お
け
る
企
業
の
境
界
」
の
問
題
に
関
係
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
に

優
し
い
環
境
の
条
件
と
、
伝
統
的
な
日
本
の
雇
用
お
よ
び
企
業
の
シ
ス
テ
ム
は
共
存
し
得
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も

考
え
て
み
た
い
。

初
期
の
工
業
化

　

日
本
で
近
代
的
な
工
業
化
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
、
一
八
六
七
年
の
明
治
維
新
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
新
政
府

は
「
富
国
強
兵
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
経
済
的
お
よ
び
技
術
的
に
欧
米
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
努
力
を

開
始
し
た
。
欧
米
諸
国
か
ら
大
勢
の
知
識
人
を
採
用
し
（
多
く
の
場
合
驚
く
ほ
ど
の
高
給
で
）、
機
械
を
輸
入
し
、
イ

ン
フ
ラ
（
輸
送
や
通
信
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
）
を
建
設
し
、
社
会
的
お
よ
び
法
的
な
枠
組
み
（
会
社
法
や
特
許
法
な

ど
）
を
導
入
し
た
。

　

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
初
等
義
務
教
育
レ
ベ
ル
と
高
等
レ
ベ
ル
の
両
方
に
つ
い
て
、
教
育
制
度
を
確
立
す
る
た
め

に
行
っ
た
投
資
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
二
〇
世
紀
が
始
ま
る
ま
で
に
識
字
能
力
の
な
い
人
は
実
質
的
に
ゼ
ロ
に
な
っ

た
。

　

後
に
東
京
大
学
の
工
学
部
に
な
る
工
学
寮
が
、
維
新
か
ら
わ
ず
か
六
年
後
の
一
八
七
三
年
に
は
創
立
さ
れ
、
教
育
を

受
け
た
技
術
者
を
供
給
し
始
め
た
。
工
学
寮
の
卒
業
者
の
中
に
は
現
在
の
東
芝
や
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
、
東
京
大
学
工
学
部
の
卒
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業
生
に
は
現
在
の
日
立
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
日
産
自
動
車
の
創
業
者
が
い
た
（
こ
の
よ
う
な
企
業
の
歴
史
に
関
し
て
は

O
dagiri and Goto 1996

を
参
照
）。
日
本
の
経
済
発
展
に
関
す
る
初
期
の
研
究
は
し
ば
し
ば
政
府
政
策
の
役
割
を
強

調
し
て
い
る
も
の
の
、
同
書
で
は
こ
う
い
っ
た
人
々
の
企
業
家
精
神
こ
そ
が
日
本
の
工
業
化
に
と
っ
て
真
の
牽
引
力
で

あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

戦
後
の
ト
レ
ン
ド

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
時
点
で
は
、
日
本
は
欧
米
に
後
れ
を
取
っ
て
い
た
。
戦
時
下
に
あ
っ
て
こ
れ
ら
諸
国

で
発
展
し
た
科
学
知
識
（
石
油
化
学
や
ペ
ニ
シ
リ
ン
な
ど
）
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
が
一
九
三
〇

年
代
半
ば
以
降
航
空
機
や
造
船
な
ど
戦
争
関
連
の
産
業
に
大
き
く
傾
斜
し
た
か
ら
で
も
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
は
産
業
お
よ
び
技
術
の
基
盤
を
有
形
資
産
お
よ
び
無
形
資
産
の
両
方
の
形
で
継
承
し
て
い
た
。
特
に
、
技
能
と
経
験

を
も
つ
労
働
者
が
た
く
さ
ん
い
た
。
日
本
は
こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
欧
米
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
努
力
を
再
開
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
努
力
は
、
一
九
五
二―

二
〇
〇
二
年
に
つ
い
て
図
８
・
１
に
示
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の
四
つ
の

指
標
で
確
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
は
特
に
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
積
極
的
に
技
術
を
輸
入
し
た
。
実
質
の
円
（
一
九
九
五
年

価
格
）
ベ
ー
ス
で
見
る
と
、
技
術
輸
入
（
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
外
国
技
術
に
対
す
る
支
払
い
）
は
一
九
五
二
年

の
二
六
〇
億
円
か
ら
七
一
年
に
は
五
一
二
〇
億
円
へ
と
、
年
率
一
七
・
〇
％
の
伸
び
を
み
せ
た
。
こ
の
時
期
の
ほ
と
ん
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ど
は
政
府
が
技
術
輸
入
を
規
制
し
て
い
た
の

で
、
企
業
は
ラ
イ
セ
ン
ス
料
支
払
い
の
た
め

に
外
国
為
替
の
割
当
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
規
制
が
な
け
れ
ば
、
技

術
輸
入
は
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。

　

技
術
輸
入
と
は
簡
単
な
プ
ロ
セ
ス
で
は
な

い
。
輸
入
さ
れ
た
技
術
は
未
熟
か
も
し
れ
な

い
し
、
現
地
の
自
然
お
よ
び
社
会
の
条
件
に

適
合
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
国
内
で
の
熾
烈

な
競
争
を
受
け
て
、
日
本
企
業
は
商
業
的
に

実
証
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
新
技
術
を
輸
入

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
企
業
は
Ｒ
＆
Ｄ
に

対
し
て
巨
額
の
支
出
を
し
て
、
輸
入
技
術
を

製
造
プ
ロ
セ
ス
に
な
じ
む
よ
う
さ
ら
に
開
発

を
進
め
て
、
商
業
的
な
継
続
利
用
が
で
き
る

1

10

1952 1956 1960 1964 1968 1972 1976 1980 1984 1988 1992 1996 2002

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

100,000,000
図 8.1　日本におけるイノベーション活動のトレンド（1952-2002 年）

一
〇
〇
万
円

R&D 支出 技術輸入
特許出願 技術輸出

注：R&D支出，技術輸出，技術輸入は 100万円単位で 1995年価格（1952-80年は GDPデフレーター，
81-2002年は R&Dデフレーターを使用）．特許申請は日本人による特許庁に対する出願件数．特許庁は
1988年に多項制による出願の受理を始めている．したがって，1988年以降の出願件数はそれ以前のもの
との厳密な比較には適さない．
出所：総務省（R&D支出），日本銀行（技術輸出入），特許庁（特許出願件数）．
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よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
一
因
で
、
一
九
五
二

―

七
一
年
に
は
国
内
の
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
も
年
率

一
六
・
九
％
と
い
う
高
い
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

国
内
の
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
シ
ェ
ア

は
一
九
五
六
年
の
〇
・
六
二
％
か
ら
、
七
一
年
に

は
一
・
八
五
％
へ
と
上
昇
し
た
（
図
８
・
２
を
参

照
）。

　

Ｒ
＆
Ｄ
の
ウ
ェ
イ
ト
は
徐
々
に
輸
入
技
術
の
改

良
か
ら
独
自
の
発
明
に
シ
フ
ト
し
た
。
こ
れ
は
特

許
取
得
活
動
の
増
加
と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
一
九
七
一―

八
七
年
に
お
け
る
日
本
人
の

特
許
庁
に
対
す
る
特
許
出
願
件
数
は
、
図
８
・
１

に
見
る
よ
う
に
、
年
率
九
％
の
増
加
を
示
し
た
。

　

技
術
輸
出
も
増
加
を
示
し
始
め
て
い
る
。
こ
れ

は
日
本
企
業
の
発
明
が
増
加
し
た
だ
け
で
な
く
、

一
九
八
〇
年
代
に
増
加
し
始
め
た
日
本
企
業
の
海

1956 1960 1964 1968 1972 1976 1980 1984 1988 1992 1996 2002
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50
図 8.2　R&Dの対 GDP比（％）と技術の輸出対輸入比率のトレンド

％
な
い
し
比
率

R&D 支出の対 GDP 比（％）
技術の輸出対輸入比率（総務省データ）
技術の輸出対輸入比率（日本銀行データ）

注：総務省データと日銀データの相違は本文中で簡単に説明してある．詳細は吉見 (1993)を参照．



230

外
子
会
社
に
対
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
が
増
え
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
図
８
・
２
で
示
し

た
よ
う
に
、
技
術
輸
出
の
技
術
輸
入
に
対
す
る
比
率
が
改
善
し
始
め
た
。

　

日
本
銀
行
統
計
に
よ
れ
ば
、
技
術
輸
出
が
技
術
輸
入
に
追
い
つ
い
た
の
は
二
〇
〇
二
年
と
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
総
務
省
デ
ー
タ
で
は
、
一
九
九
三
年
以
降
、
技
術
輸
出
は
同
輸
入
を
上
回
っ
て
い
る
。
総
務
省
デ
ー
タ

は
日
銀
デ
ー
タ
と
は
違
っ
て
、
機
械
設
備
の
輸
出
に
伴
う
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
に
関
す
る
受
け
取
り
を
含
み
、
商
標
関
連

の
取
引
を
除
外
し
て
い
る
。
日
本
は
機
械
設
備
に
つ
い
て
は
純
輸
出
国
、
商
標
に
関
し
て
は
純
輸
入
国
で
あ
る
た
め
、

技
術
輸
出
対
技
術
輸
入
の
比
率
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
総
務
省
の
ほ
う
が
日
銀
を
常
に
凌
駕
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

総
務
省
の
二
〇
〇
二
年
の
デ
ー
タ
で
見
る
と
、
自
動
車
産
業
で
は
同
比
率
が
七
五
・
〇
と
特
に
高
い
値
に
達
し
て
い

た
。
こ
れ
に
続
く
の
は
化
学
五
・
九
、
鉄
鋼
四
・
八
、
医
薬
品
三
・
四
で
あ
る
。
電
気
機
器
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
機

器
、
通
信
機
器
の
各
産
業
で
も
一
・
〇
五
と
一
を
越
え
て
お
り
、
日
本
が
今
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ハ
イ
テ
ク
競
争
の
最
先

端
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
自
動
車
の
比
率
が
高
い
の
は
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
積
極
的
な
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
親
会
社
か
ら
海
外
子
会
社
へ
の
技
術
輸
出
は
自
動
車
で
は
全
体

の
八
六
・
七
％
に
達
し
て
い
る
が
、
自
動
車
を
除
く
製
造
業
で
は
四
九
・
二
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
親
子
会

社
間
の
技
術
輸
入
は
製
造
業
全
体
で
も
一
三
・
四
％
を
占
め
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
技
術
輸
入
の
ほ
と
ん
ど
が
独
立

企
業
間
の
対
等
な
取
引
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
、（
医
薬
品
を
含
め
た
）
化
学
で
は
こ
の
割
合
が

七
一
・
八
％
に
も
達
し
て
お
り
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
多
数
の
多
国
籍
企
業
が
日
本
に
子
会
社
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
国
際
比
較
は
表
８
・
１
に
示
さ
れ
て
い
る
。
Ｒ
＆
Ｄ
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
と
い
う
面
で
は
、
日

本
は
他
の
大
国
を
凌
駕
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
支
出
の
絶
対
額
は
ア
メ
リ
カ
の
半
分
以
下
で
あ
る
。
人
口
当
た
り
の
科

学
者
数
で
は
、
日
本
は
最
高
で
あ
る
が
、
フ
ル
タ
イ
ム
換
算
値
ベ
ー
ス
で
は
日
米
は
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
ろ
う
（
表
８
・
１

の
注
を
参
照
）。

　

特
許
法
の
相
違
か
ら
特
許
活
動
の
国
際
比
較
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
が
、
表
８
・
１
に
は
ア
メ
リ
カ
の
特
許
登
録
に

お
け
る
国
別
シ
ェ
ア
が
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
シ
ェ
ア
は
二
〇
％
と
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
の
合
計
を

優
に
凌
駕
し
て
い
る
。

　

民
間
企
業
が
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
に
占
め
る
シ
ェ
ア
を
見
る
と
、
一
九
九
一
年
と
二
〇
〇
一
年
の
両
年
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス

を
除
く
ど
の
主
要
国
で
も
約
七
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
両
年
で
大
差
が
あ
る
の
は
、
民
間
部
門
の
シ
ェ
ア
が
日
本
で
は

若
干
低
下
し
た
一
方
で
、
他
の
諸
国
で
は
上
昇
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
一
年
以
前
、
日
本
は
産
業
界
が
支

出
以
上
に
負
担
し
て
い
た
唯
一
の
国
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
企
業
が
政
府
か
ら
Ｒ
＆
Ｄ
資
金
を
ほ
と
ん
ど
受
領
し
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
欧
米
企
業
は
相
当
な
額
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、

欧
米
で
は
政
府
資
金
の
割
合
が
低
下
す
る
一
方
、
日
本
で
は
政
府
の
Ｒ
＆
Ｄ
資
金
が
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
政
府

の
関
与
が
高
ま
っ
た
と
い
う
点
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。
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日
本

ア
メ
リ
カ

EU
ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス

イ
ギ
リ
ス

中
国

韓
国

R&D
支

出
（

億
円

）
*

137,720
310,660

221,590
68,560

48,340
35,970

25,250
13,350

165,280
422,010

279,070
82,120

52,580
43,990

89,610
33,204

R&D
支

出
/G

D
P（

％
）

2.92
2.68

1.90
2.53

2.37
2.02

0.74
1.92

3.29
2.79

1.93
2.53

2.18
1.89

1.09
2.92

R&D
支

出
に

占
め

る
産

業
負

担
の

割
合

（
％

）
**

72.7
57.4

61.9
42.5

49.6
68.9

68.5
66.5

52.5a
46.2

72.4a
R&D

支
出

に
占

め
る

政
府

負
担

の
割

合
（

％
）

**
18.2

38.7
35.7

48.8
35.0

21.0
26.7

31.0
38.7a

30.2
23.9a

R&D
支

出
に

占
め

る
産

業
の

割
合

（
％

）
70.7

72.7
69.5

61.5
67.1

69.3
74.5

71.0
62.4

67.4
74.0a

総
R&D

支
出

に
占

め
る

基
礎

研
究

の
割

合
（

％
）

13.3
16.9

20.9
20.3

14.6
20.9

23.6a
12.6a

科
学

者
数

***
582,815

981,659
746,543

241,869
129,780

128,000
471,400

728,215
1,261,227b

971,497a
259,597

172,070a
157,662c

742,700
136,337

1
万

人
当

た
り

科
学

者
数

47.0
38.7

20.3
30.2

22.2
22.1

4.1
57.2

45.2b
25.7a

31.5
28.4a

26.6c
5.8

28.8
ア

メ
リ

カ
特

許
の

シ
ェ

ア
（

％
）

21.8
53.0

7.9
3.1

2.9
0.4

0.1
20.0

52.6
6.8

2.4
2.4

2.1
0.1

技
術

輸
出

/技
術

輸
入

****
0.94

4.42
0.79

0.71
1.01

2.27
2.36

0.67
1.19

2.22

表
8.1　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
国
際
比
較
：
1991

年
（
上
段
）
と
2001

年
（
下
段
）

*
時
価
を

O
E

C
D
の
購
買
力
平
価（

P
P

P）で
換
算
．
中
国
に
関
す
る

1991
年
の
数
字
は
過
少
評
価
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
．
数
字
は
韓
国
を
除
き
人
文
科
学
や
社
会
科
学
向
け
の
支
出
も
含
む
．

**R
&D
支
出
総
額
に
は
大
学
，
非
営
利
機
関
，
外
国
人
の
負
担
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
，
こ
の

2
つ
だ
け
を
合
計
し
て
も

100％
に
な
ら
な
い
．

***
日
本
に
関
し
て
は
人
数
（

H
C
）．
フ
ル
タ
イ
ム
換
算
値
（

FTE）
は

2002
年
に
関
し
て

H
C
の
約

77%
と
推
定
さ
れ
る
．

****
日
本
に
関
し
て
は
総
務
省
デ
ー
タ
．

a．
2000

年
b．

1999
年

c．
1998

年
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高
度
成
長
期
に
お
け
る
市
場
競
争
の
役
割

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
の
高
度
成
長
期
に
は
、
所
得
は
増

加
し
市
場
も
拡
大
し
た
。
企
業
に
は
急
成
長
と
増
収
増
益
を
達
成
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
市
場
で
の
競
争

は
激
烈
さ
を
極
め
て
い
た
。
こ
れ
が
主
要
な
動
機
と
な
っ
て
、
こ

の
時
期
に
積
極
的
な
技
術
輸
入
と
Ｒ
＆
Ｄ
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

ボ
ッ
ク
ス
八
・
一
に
は
企
業
が
ど
の
よ
う
に
チ
ャ
ン
ス
に
対
応
し
た

か
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
失
敗
し
た
企
業
は
倒
産
し
た
。
一
方
、
新
技

術
の
発
明
や
輸
入
技
術
の
導
入
と
商
業
化
に
成
功
す
れ
ば
、
し
ば
し

ば
見
返
り
は
膨
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
見
返
り
は
政
府
の
保
護

政
策
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
て
い
た
。
輸
入
と
海
外
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ

Ｉ
）
が
い
ず
れ
も
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
漸
進
的

な
自
由
化
が
行
わ
れ
る
ま
で
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
国
内
企
業
は

海
外
の
多
国
籍
企
業
と
の
競
争
を
ほ
と
ん
ど
心
配
せ
ず
に
市
場
を
支

配
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

ボ
ッ
ク
ス
八
・
一　

市
場
機
会
へ
の
対
応

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
多
数
の
新

し
い
企
業
が
革
新
的
な
製
品
や
プ
ロ
セ
ス
を
携
え
て
、
新

し
い
成
長
市
場
に
参
入
し
た
。
こ
れ
に
は
本
田
技
研
や
ソ

ニ
ー
な
ど
世
界
的
に
有
名
な
事
例
だ
け
で
な
く
、
都
築
紡

績
と
い
う
非
公
開
で
そ
れ
ほ
ど
有
名
で
は
な
い
企
業
も
含

ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
既
存
企
業
も
新
市
場
に
参
入

し
た
。
例
え
ば
、
一
九
〇
九
年
に
設
立
さ
れ
た
ス
ズ
キ
自

動
車
は
最
初
は
紡
績
会
社
で
あ
っ
た
が
、
五
〇
年
代
に
は

主
要
な
オ
ー
ト
バ
イ
お
よ
び
小
型
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に

な
っ
た
。
多
角
化
し
た
企
業
も
あ
る
。
一
九
二
六
年
に

レ
ー
ヨ
ン
・
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
業
し
た
東
レ
は
製
品
ラ

イ
ン
を
拡
大
し
て
、
日
本
最
大
の
合
成
繊
維
メ
ー
カ
ー
に

な
り
、
化
学
品
に
も
多
角
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
も
っ
と
小
規
模
な
企
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
的

な
製
品
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
的
な
工
場
レ
イ
ア
ウ
ト
、
新

し
い
プ
ロ
セ
ス
を
携
え
て
、
市
場
の
リ
ー
ダ
ー
に
挑
戦
し

た
事
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
て
、
そ
の
他
の
事
例
に

関
し
て
はO

dagiri and G
oto (1996)

を
参
照
。
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外
国
企
業
は
製
品
の
対
日
輸
出
に
よ
っ
て
も
あ
る
い
は
現
地
生
産
の
た
め
に
対
日
投
資
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

技
術
的
な
優
位
性
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
外
国
企
業
と
し
て
は
日
本
企
業
に
技
術
ラ

イ
セ
ン
ス
を
供
与
す
る
と
い
う
選
択
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
九
七
三
年
に
資
本
の
自
由
化
が
完
了
す
る
と
、
多

く
の
外
国
企
業
は
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
に
つ
い
て
も
っ
と
厳
格
に
な
っ
た
。
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
を
拒
否
し
て
、
直
接
投
資

に
踏
み
切
る
こ
と
さ
え
時
々
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
時
と
し
て
、
ク
ロ
ス
・
ラ
イ
セ
ン
ス
（
相
互
特
許
使
用
）
契
約
に

よ
っ
て
、
日
本
企
業
に
対
し
て
技
術
提
供
を
要
求
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

保
護
主
義
的
な
政
策
が
採
用
さ
れ
て
い
た
時
期
で
さ
え
も
、
日
本
企
業
は
資
本
や
貿
易
の
自
由
化
が
近
い
う
ち
に
あ

る
だ
ろ
う
と
認
識
し
て
い
た
点
に
留
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
企
業
の
生
存
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
る
と

見
ら
れ
て
い
た
。
自
動
車
や
電
気
機
器
な
ど
の
産
業
で
は
特
に
懸
念
が
大
き
か
っ
た
。
戦
前
の
経
験
か
ら
ゼ
ネ
ラ
ル
・

モ
ー
タ
ー
ズ
（
Ｇ
Ｍ
）
や
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
Ｇ
Ｅ
）
と
い
っ
た
外
国
の
多
国
籍
企
業
が
、
技
術
と
財
務

の
面
で
自
分
た
ち
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
一
九
三
〇
年
頃
に
は
Ｇ
Ｍ
と

フ
ォ
ー
ド
は
合
わ
せ
る
と
日
本
で
七
〇―
八
〇
％
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
電
気
機
器
で
は
、

（
日
立
を
例
外
と
し
て
）
日
本
の
主
要
メ
ー
カ
ー
は
全
社
が
欧
米
企
業
の
技
術
や
経
営
手
法
を
取
り
入
れ
、
資
本
参
加

を
仰
い
で
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
は
技
術
的
な
遅
れ
を
痛
感
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
多
国
籍
企
業
の
財

務
力
は
圧
倒
的
に
強
か
っ
た
。
例
え
ば
、
Ｇ
Ｍ
の
一
九
六
五
年
の
売
上
高
は
ト
ヨ
タ
の
二
六
倍
に
も
達
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
脅
威
が
、
日
本
企
業
が
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
、
懸
命
に
投
資
す
る
誘
因
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
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政
策
の
役
割

　

優
遇
税
制
、
補
助
金
、
低
利
融
資
な
ど
政
府
の
政
策
も
企
業
を
支
援
し
た
（
一
九
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
こ
の
よ
う

な
政
策
の
詳
細
に
関
し
て
は後

藤

・若
杉

 1984

を
参
照
）。
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
に
関
す
る
税
額
控
除
は
一
九
六
六
年
に
始

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
企
業
は
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
額
の
う
ち
、
そ
れ
ま
で
の
最
高
水
準
を
超
過
す
る
部
分
の
一
定

割
合
を
法
人
税
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
控
除
比
率
は
（
過
去
の
最
大
値
か
ら
の
）
超
過

分
の
二
〇
％
に
設
定
さ
れ
た
（
た
だ
し
、
法
人
税
の
一
〇
％
ま
で
を
限
度
と
す
る
）。
こ
の
措
置
や
そ
の
他
の
Ｒ
＆
Ｄ

を
促
進
す
る
租
税
政
策
に
伴
う
税
額
控
除
総
額
は
、
一
九
八
〇
年
に
は
三
八
〇
億
円
に
達
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
は
同
年
の
産
業
界
全
体
に
よ
る
Ｒ
＆
Ｄ
総
支
出
の
ち
ょ
う
ど
一
・
二
％
に
相
当
す
る
。

　

金
額
的
に
は
僅
少
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
制
度
は
企
業
の
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
が
年
々
増
加
し
て
い
る
場
合
に
は
確
か
に

助
け
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
の
デ
フ
レ
期
に
な
る
と
、
名
目
の
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
は
ほ
と
ん
ど
増
加
し
な

か
っ
た
。
一
九
九
三
年
と
九
四
年
の
両
年
に
は
実
際
に
も
支
出
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
制
度
を
利
用
で

き
な
い
企
業
が
増
え
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
政
府
は
二
〇
〇
三
年
に
新
し
い
制
度
を
導
入
し
た
。
企
業
は
Ｒ
＆
Ｄ
支

出
総
額
の
一
〇―

一
二
％
を
法
人
税
か
ら
控
除
で
き
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
た
だ
し
法
人
税
額
の
二
〇
％
を
限
度
と

す
る
）。

　

政
府
は
補
助
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
提
供
し
て
い
る
が
、
金
額
的
に
は
比
較
的
小
さ
い
。
表
８
・
１
で
見
る
よ
う
に
、

日
本
の
産
業
界
は
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
の
ほ
と
ん
ど
を
自
身
で
負
担
し
て
き
た
。
政
府
資
金
は
二
〇
〇
一
年
で
わ
ず
か
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一
六
二
〇
億
円
に
と
ど
ま
り
、
産
業
界
の
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
総
額
の
一
・
四
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
ア
メ
リ

カ
の
九
・
三
％
に
比
べ
て
か
な
り
小
さ
い
。
政
府
の
比
率
は
日
本
で
は
基
本
的
に
安
定
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
八
九
年
に
は
日
本
で
は
政
府
の
シ
ェ
ア
は
ア
メ
リ

カ
の
三
四
・
三
％
に
対
し
て
一
・
二
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
デ
ー
タ
は
『
科
学
技
術
白
書
』
各
号
に
よ
る
）。

　

政
府
資
金
は
各
省
庁
が
所
轄
す
る
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
配
分
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
省
庁
と
し
て

は
、
通
商
産
業
省
、
農
林
水
産
省
、
厚
生
省
、
郵
政
省
、
科
学
技
術
庁
が
あ
っ
た
。
な
お
、
政
府
省
庁
は
二
〇
〇
一
年

に
再
編
さ
れ
、
名
称
も
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

通
産
省
は
主
と
し
て
製
造
業
に
関
係
す
る
政
策
を
担
当
し
て
い
た
。
大
型
工
業
技
術
研
究
開
発
制
度
や
次
世
代
産
業

基
盤
技
術
研
究
開
発
制
度
な
ど
を
通
じ
て
、
多
数
の
Ｒ
＆
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
財
政
的
に
支
援
し
た
の
で
あ
る
。
通

常
、
研
究
組
合
や
財
団
法
人
が
、
参
加
企
業
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
研
究
は
主
と
し
て
参
加
企
業
か
ら
出
向
し
て
き

た
研
究
者
に
よ
り
遂
行
さ
れ
た
。
Ｖ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
（
超
大
規
模
集
積
回
路
）
や
Ｆ
Ｇ
Ｃ
Ｓ
（
第
五
世
代
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
）
と
い
っ
た
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
一
部
の
有
名
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
中
央
研
究
所
が

設
立
さ
れ
、
す
べ
て
の
参
加
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
た
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
て
協
働
し
た
。
他
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

研
究
者
は
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行
を
自
社
の
研
究
所
内
で
行
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
当
に
参
加
企
業
間
で
共
同

研
究
が
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
え
る
（
Ｒ
Ａ
の
詳
細
に
関
し
て
はGoto 1997

、
Ｆ

Ｇ
Ｃ
Ｓ
の
事
例
研
究
に
関
し
て
はO

dagiri et al. 1997

を
参
照
）。
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大
学
と
政
府
系
研
究
機
関
（
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）
の
役
割

　

大
学
と
政
府
系
研
究
機
関
（
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）
も
Ｒ
＆
Ｄ
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
（
後
述
す
る
Ｇ
Ｒ
Ｉ
の
大
幅
再
編

前
の
最
後
の
年
）
に
つ
い
て
見
る
と
、
政
府
の
Ｒ
＆
Ｄ
予
算
の
う
ち
四
七
％
は
大
学
向
け
、
四
二
％
は
Ｇ
Ｒ
Ｉ
向
け
で

あ
っ
た
。
Ｇ
Ｒ
Ｉ
は
政
府
な
い
し
地
方
公
共
団
体
が
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｒ
Ｉ
研
究
員
の
な
か
で
は
、
農
業
分

野
が
二
〇
〇
一
年
に
つ
い
て
は
三
一
、〇
〇
〇
人
中
の
三
七
％
と
最
大
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
た
。

　

多
く
の
Ｇ
Ｒ
Ｉ
は
二
〇
〇
一
年
に
独
立
行
政
法
人
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
工
業
技
術
院
は
産
業
技
術
総
合

研
究
所
に
再
編
さ
れ
て
い
る
。
産
業
技
術
総
合
研
究
所
は
依
然
と
し
て
研
究
費
の
ほ
と
ん
ど
を
政
府
か
ら
も
ら
っ
て
い

る
が
、
徐
々
に
競
争
的
な
研
究
資
金
に
移
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
産
業
界
か
ら
の
資
金
の
割
合
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ

る
。

　

大
学
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
基
礎
研
究
の
中
心
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
に
大
学
は
日
本
全
体
の
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
の

二
〇
％
を
占
め
た
が
、
そ
の
う
ち
の
六
二
％
は
物
理
学
、
工
学
、
農
業
、
お
よ
び
保
健
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
学
に

お
け
る
四
分
野
の
Ｒ
＆
Ｄ
の
う
ち
、
五
四
％
は
基
礎
研
究
向
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
全
分
野
に
か
か
わ

る
Ｒ
＆
Ｄ
で
は
そ
の
割
合
は
一
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

科
学
者
や
技
術
者
の
供
給
に
関
し
て
い
え
ば
、
表
８
・
２
（
パ
ネ
ル
Ａ
）
を
見
る
と
、
学
士
号
取
得
者
の
人
数
が

一
九
六
五―

二
〇
〇
三
年
の
間
に
三
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
増
加
は
修
士
号
や
博
士

号
の
取
得
者
に
関
し
て
は
さ
ら
に
著
し
く
な
っ
て
い
る
。
同
表
の
パ
ネ
ル
Ｃ
に
よ
れ
ば
、
学
部
生
の
大
半
は
人
文
科
学
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学部 修士 博士
パネル A：課程修了者総数

指数 指数 指数
1965 162,349 100 4,790 100 2,061 100
1970 240,921 148 9,415 197 3,152 153
1975 313,072 193 13,505 282 2,882 140
1980 378,666 233 15,258 319 3,614 175
1985 373,302 230 19,315 403 4,358 211
1990 400,103 246 25,804 539 5,812 282
1995 493,277 304 41,681 870 8,019 389
2000 538,683 332 56,038 1,170 12,375 600
2003 544,894 336 67,412 1,407 14,512 704

パネル B：大学の種類別（2003 年）
％ ％ ％

　国立（14.3％）* 102,639 18.8 39,211 58.2 10,284 70.9
　公立（10.8％）* 21,309 3.9 3,280 4.9 782 5.4
　私立（74.9％）* 420,946 77.3 24,921 37.0 3,446 23.7

パネル C：分野別（2003 年）
％ ％ ％

　人文科学 93,744 17.2 4,836 7.2 1,383 9.5
　社会科学 215,205 39.5 9,830 14.6 1,162 8.0
　理学 19,549 3.6 5,722 8.5 1,500 10.3
　工学 101,401 18.6 28,498 42.3 3,212 22.1
　農学 15,933 2.9 3,471 5.1 1,093 7.5
　保健 30,479 5.6 3,733 5.5 4,561 31.4
　商船 198 0.0 12 0.0 _ 0.0
　家政学 10,822 2.0 444 0.7 50 0.3
　教育（教員研修を含む） 31,767 5.8 5,036 7.5 362 2.5
　芸術 15,222 2.8 1,431 2.1 96 0.7
　その他 10,574 1.9 4,399 6.5 1,093 7.5

表 8.2　大学生の数

注：数字はすべて短期大学を除く．*は大学数で見た割合．
出所：文部科学省．
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や
社
会
科
学
を
学
ん
で
い
る
が
、
大
学
院
生
の
間
で
は
理
学
、
工
学
、
お
よ
び
保
健
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　

日
本
の
大
学
制
度
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
、
国
公
立
大
学
と
私
立
大
学
の
共
存
が
あ
る
。
私
立
大
学
は
学
校
と
学
部

生
徒
の
数
と
い
う
面
で
は
国
公
立
大
学
を
凌
駕
し
て
い
る
が
、
大
学
院
教
育
と
な
る
と
国
立
大
学
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
教
員
の
質
や
入
学
の
困
難
さ
と
い
う
点
で
は
、
国
立
大
学
の
方
が
上
で
、
一
般
的
に
は
名
声
が
よ
り
高
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　

研
究
を
指
向
し
て
い
る
主
要
大
学
が
国
立
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
（
後
述
す
る
二
〇
〇
四
年
の
再
編
ま
で
）、
少
な

く
と
も
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
、
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て
重
要
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。

　

第
一
に
、
学
部
の
新
設
な
ど
国
立
大
学
の
再
編
に
は
文
部
省
の
許
可
だ
け
で
な
く
（
こ
れ
は
私
立
大
学
の
場
合
も
同

じ
）、
大
蔵
省
か
ら
の
財
政
的
な
裏
付
け
も
必
要
と
し
て
い
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
新
し
い
科
学
分
野
の
台
頭
に
対
応

し
た
再
編
が
遅
く
な
り
が
ち
だ
と
い
う
こ
と
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
国
立
大
学
の
教
員
は
す
べ
て
国
家
公
務
員
で
あ
る
た
め
、
公
務
員
規
則
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
民
間
部
門
と
の
協
力
が
困
難
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
教
員
が
会
社
の
役
員
に
就
任
し
た
り
、
企

業
で
働
き
な
が
ら
非
常
勤
で
教
え
た
り
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
産
学
連
携
の
必
要
性

が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
こ
の
よ
う
な
規
則
は
徐
々
に
撤
廃
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
に
は
国
立
大

学
が
法
人
化
し
た
た
め
、
今
後
は
状
況
の
変
化
が
加
速
化
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
話
題
に
つ
い
て
は
後
で
さ

ら
に
検
討
す
る
。
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日
本
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
完
了
と
ア
メ
リ
カ
の
反
応

　

一
九
八
〇
年
代
ま
で
に
日
本
は
欧
米
に
ほ
ぼ
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
た
。
Ｒ
＆
Ｄ
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
見
て
、
日
本
が

一
九
八
七
年
に
初
め
て
ア
メ
リ
カ
を
上
回
り
、
そ
れ
以
来
ず
っ
と
凌
駕
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
が

完
了
し
た
と
い
う
明
ら
か
な
証
左
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

　

一
つ
は
、
欧
米
企
業
が
日
本
企
業
に
対
す
る
技
術
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
を
い
よ
い
よ
躊
躇
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
日
本
企
業
が
世
界
市
場
で
手
強
い
競
争
相
手
に
成
長
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
欧
米
企
業
は
技
術
供
与
の
見

返
り
に
単
に
金
銭
的
な
支
払
い
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
ク
ロ
ス･

ラ
イ
セ
ン
ス
に
よ
っ
て
日
本
の
技
術
を
利
用
す
る
こ

と
を
要
求
し
始
め
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
企
業
は
独
創
的
な
発
明
の
必
要
性
を
ま
す
ま
す
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
産
業
政
策
を
支
持
す
る
ス
タ
ン
ス
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
で
あ
る
。M

ow
ery and 

Rosenberg (1993, p. 58)

は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。「
一
九
八
一
年
に
新
し
く
選
出
さ
れ
た
レ
ー
ガ
ン
政
権

は
、
民
生
用
の
新
技
術
の
開
発
や
商
業
化
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
形
で
あ
れ
連
邦
政
府
が
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
を
拒
否
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
じ
レ
ー
ガ
ン
政
権
で
も
一
九
八
七―

八
八
年
と
の
相
違
は
劇
的
で
あ

る
」。
そ
の
一
例
と
し
て
、
民
生
用
技
術
開
発
に
つ
い
て
、
軍
が
資
金
供
与
を
行
う
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
二
つ
打
ち
出

さ
れ
た
こ
と
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
は
特
許
権
の
保
護
も
強
化
し
た
。「
新
し
い
内
容
に
特
許
権
の
保
護
を
拡
張
す
る
、
侵
害
訴
訟
で
は
特
許

権
所
有
者
に
よ
り
大
き
な
権
利
を
付
与
す
る
、
特
許
権
の
有
効
期
間
を
延
長
す
る
、
と
い
う
の
が
三
つ
の
主
要
な
方
法
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で
あ
る
」（Gallini 2002, p. 133

）。
一
九
八
〇
年
代
に
は
特
許
権
の
対
象
が
遺
伝
子
組
み
換
え
微
生
物
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な
ど
に
も
拡
張
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
特
許
権
訴
訟
に
特
化
し
た
法
廷
（
連
邦
巡
回
控
訴
裁
判

所
）
が
創
設
さ
れ
て
、
法
的
係
争
に
お
い
て
特
許
権
所
有
者
の
勝
訴
が
著
増
し
た
（Gallini 2002

）。

　

事
実
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
、
日
本
企
業
が
提
訴
さ
れ
た
係
争
が
数
件
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

一
九
八
四
年
に
米
社
コ
ー
ニ
ン
グ
が
日
本
の
住
友
電
気
工
業
の
ア
メ
リ
カ
子
会
社
を
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
関
す
る
コ
ー

ニ
ン
グ
の
特
許
権
を
侵
害
し
た
と
し
て
提
訴
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
の
訴
訟
は
住
友
電
工
が
敗
訴
し
、
一
九
八
九
年

に
コ
ー
ニ
ン
グ
が
二
五
〇
〇
万
ド
ル
の
賠
償
金
を
獲
得
す
る
こ
と
で
和
解
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
す
べ
て
の
日
本
企

業
は
唖
然
と
し
た
。
金
額
が
巨
額
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
自
分
た
ち
の
プ
ロ
セ
ス
技
術
は
コ
ー
ニ
ン
グ
の
も
の
と
は
異

な
り
、コ
ー
ニ
ン
グ
の
特
許
権
は
侵
害
し
て
い
な
い
と
い
う
住
友
電
工
の
抗
弁
に
対
し
て
、法
廷
は
均
等
論
（doctrine 

of equivalence

）
を
適
用
し
て
コ
ー
ニ
ン
グ
の
特
許
権
を
広
義
に
解
釈
し
、
住
友
電
工
は
特
許
権
を
侵
害
し
た
と
の

結
論
を
導
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
日
本
企
業
に
対
し
て
、
他
人
の
知
的
所
有
権
を
尊
重
す
る
必
要
性
に
関
し

て
強
烈
な
教
訓
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
（
日
本
企
業
が
自
分
の
知
的
財
産
権
に
対
す
る
尊
重
を
要
求
す
る
訴
訟
は
も
う

少
し
た
っ
て
か
ら
の
話
に
な
る
）。

成
長
の
要
因
の
変
化

　

日
本
が
最
先
端
に
到
達
し
て
以
来
、
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
科
学
の
結
び
付
き
は
緊
密
化
し
て
い
る
。
ア
メ
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リ
カ
の
特
許
出
願
で
引
用
さ
れ
て
い
る
論
文
数
の
増
加
（
一
九
八
五
年
の
〇
・
三
一
か
ら
二
〇
〇
二
年
の
二
・
一
五
へ
）

は
こ
れ
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
（N

arin, H
am

ilton, 

and O
livastro 1997

）、
産
業
の
Ｒ
＆
Ｄ
が
科
学
と
連
動
し
て
い
る
度
合
い
を
示
す
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
特
許
の
対
象
と
な
る
発
明
の
範
囲
な
ど
、
他
の
要
因
に
も
影
響
を
受
け
る
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
医
学
は
そ

れ
ぞ
れ
平
均
の
四
倍
か
ら
一
二
倍
に
達
し
て
い
る
（
科
学
技
術
政
策
研
究
所 2004

に
掲
載
さ
れ
たCH

I Research

社
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
）。

　

つ
ま
り
、
日
本
経
済
の
産
業
別
構
成
は
変
化
し
つ
つ
あ
る
し
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
よ
う
な
サ
イ
エ
ン
ス
型
の

産
業
が
大
き
く
な
る
方
向
に
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
開
発
は
科
学
に
基
づ
い
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
二
つ
の
意
味
で
科
学
に
基
づ
い
て
い
る
。
第
一
は
、
科

学
的
な
研
究
結
果
が
工
業
化
に
応
用
さ
れ
、
発
展
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
科
学
が
Ｒ
＆
Ｄ
や
生
産
の
プ
ロ
セ
ス

で
発
生
す
る
隘
路
を
解
消
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｒ
＆
Ｄ
や
生
産
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
発
見
は
科

学
研
究
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
の
で
、
情
報
の
流
れ
は
双
方
向
的
で
あ
る
と
い
え
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た

い
。
こ
の
科
学
と
産
業
活
動
の
相
互
作
用
は
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
に
関
す
る
特
に
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
は
工
学
ベ
ー
ス
の
産
業
と
は
区
別
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
区
分
は
決
し
て
不
連

続
的
な
飛
躍
で
は
な
い
。
技
術
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
産
業
は
、
日
本
企
業
が
得
意
と
す
る
プ
ロ
セ
ス
や
方
法

に
か
か
わ
る
継
続
的
で
漸
進
的
な
改
善
に
加
え
て
、
科
学
や
工
学
を
頼
り
に
し
て
い
る
。
情
報
産
業
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
産
業
が
も
っ
と
も
適
例
で
あ
ろ
う
。
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
は
科
学
的
知
識
と
工
学
的
ノ
ウ
ハ
ウ
の
両
方
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が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
れ
は
半
導
体
の
開
発
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
は
、
例
え
ば
Ｄ
Ｎ

Ａ
チ
ッ
プ
は
流
体
力
学
と
い
う
工
学
の
知
識
も
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
科
学
と
の
よ
り
深
い
結
び
付
き
が
二
一
世
紀
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
も
っ
と
も
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
の
重
要
性
が
増
加
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
れ
が
今
度
は
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
重
要
な
政
策
変
更
を
迫
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
次
節
で
取
り
上
げ
た
い
。

サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
を
発
展
さ
せ
る
政
策

　

日
本
政
府
は
二
〇
〇
一
年
に
総
合
科
学
技
術
会
議
の
勧
告
に
基
づ
い
て
「
第
二
期
科
学
技
術
基
本
計
画
」
を
決
定
し

た
が
、
そ
の
な
か
で
は
次
の
四
分
野
を
重
点
分
野
と
し
て
い
る
。

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
通
信

環
境

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料

••••
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こ
れ
ら
四
分
野
の
発
展
が
産
業
技
術
の
開
発
に
つ
な
が
っ
て
、
関
連
産
業
の
発
展
を
刺
激
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
産
業
が
中
核
的
な
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
と
見
な
せ
る
だ
ろ
う
。

　

政
府
は
基
本
計
画
に
従
っ
て
、
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
〇
四
年
度
に
か
け
て
こ
れ
ら
の
分
野
へ
の
Ｒ
＆
Ｄ
予
算
を

一
四
・
一
％
増
額
し
た
（
〇
一
年
度
下
期
に
配
分
さ
れ
た
特
別
資
金
は
除
く
）。
一
方
、
こ
の
間
の
Ｒ
＆
Ｄ
予
算
総
額
は

わ
ず
か
四
・
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
四
分
野
の
合
計
で
政
府
の
Ｒ
＆
Ｄ
総
予
算
の
二
二
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。

　

Ｒ
＆
Ｄ
資
金
は
い
く
つ
か
の
省
庁
に
割
当
て
ら
れ
て
い
る
。
関
係
省
庁
間
の
調
整
は
二
〇
〇
一
年
に
基
本
計
画
が
策

定
さ
れ
て
以
来
実
施
さ
れ
て
は
い
る
が
、
不
十
分
な
ま
ま
で
あ
る
。
例
え
ば
、
同
じ
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
各
省
庁

が
一
斉
に
開
始
し
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る
。
ま
た
、
特
定
の
（
通
常
は
著
名
な
）
研
究
者
に
資
金
を
提
供
す
る
場
合
、

そ
の
研
究
者
が
他
の
政
府
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
資
金
を
受
領
し
て
い
る
こ
と
を
見
過
ご
す
こ
と
も
多
い
。

　

こ
の
点
で
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
制
度
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
向
け
の
Ｒ
＆

Ｄ
資
金
は
ほ
と
ん
ど
国
立
衛
生
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
が
取
り
扱
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｈ
に
は
Ｒ
＆
Ｄ
に
従
事
し
て
い
て
、

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
知
識
と
経
験
を
も
っ
た
ス
タ
ッ
フ
も
大
勢
い
る
。

　

ボ
ッ
ク
ス
八
・
二
は
各
省
庁
の
Ｒ
＆
Ｄ
支
援
活
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

政
府
の
Ｒ
＆
Ｄ
資
金
の
大
半
は
補
助
金
や
そ
の
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
学
術
研
究
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
一
部

の
資
金
は
Ｇ
Ｒ
Ｉ
や
企
業
に
も
配
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
研
究
組
合
や
企
業
（
中
小
企
業
や
外
国
企
業
を
含
む
こ
と

も
あ
る
）、
Ｇ
Ｒ
Ｉ
、
大
学
な
ど
が
形
成
し
た
共
同
研
究
組
織
を
通
じ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　

政
府
の
Ｒ
＆
Ｄ
資
金
を
増
額
す
る
こ
と
以
外
で
、
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
の
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発
展
に
よ
り
役
立
つ
よ
う
に
転
換
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
重
要
な
政
策
が
い
く
つ
か
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
産
学
連
携
、
知
的
財
産
権
強
化
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
促
進
と
い
う
三
点
に
焦
点
を
絞
り
た
い

（
よ
り
詳
し
く
は
小
田
切2006

参
照
）。

産
学
連
携

　

サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
に
は
定
義
に
よ
り
、
学
術
研
究
と
の
強

い
連
動
性
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
研
究
の
大
部
分

は
大
学
が
行
っ
て
い
る
の
で
、
緊
密
な
産
学
連
携
が
必
要
と
さ

れ
る
。
学
術
研
究
か
ら
産
業
界
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
か
う

も
っ
と
も
一
般
的
な
情
報
の
流
れ
は
、
お
そ
ら
く
論
文
の
発
表

と
い
う
形
を
と
る
だ
ろ
う
。
産
業
界
の
Ｒ
＆
Ｄ
チ
ー
ム
が
技
術

的
な
困
難
に
遭
遇
し
た
場
合
、
も
っ
と
直
接
的
に
学
者
の
助
言

を
求
め
た
り
、
共
同
研
究
を
提
案
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

大
学
が
所
有
し
て
い
る
特
許
の
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
は
一
般
化

ボ
ッ
ク
ス
八
・
二　

政
府
省
庁
の
Ｒ
＆
Ｄ
活
動

　

文
部
科
学
省
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
科
研
費
）
を
管
轄
し
て

い
る
た
め
、
中
央
政
府
の
Ｒ
＆
Ｄ
予
算
の
う
ち
最
大
の
シ
ェ
ア
を

取
り
扱
っ
て
い
る
。
科
研
費
は
学
術
研
究
者
に
対
し
て
競
争
ベ
ー

ス
で
供
与
さ
れ
る
最
大
の
資
金
源
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
い
え
ば

国
立
科
学
財
団
（
Ｎ
Ｓ
Ｆ
）
と
国
立
衛
生
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
の

大
部
分
に
相
当
す
る
。
二
〇
〇
四
年
度
の
Ｒ
＆
Ｄ
予
算
に
占
め
る

文
部
科
学
省
の
シ
ェ
ア
は
六
三
・
〇
％
で
あ
る
。

　

経
済
産
業
省
が
こ
れ
に
続
き
、
二
〇
〇
四
年
度
の
シ
ェ
ア
は

一
七
・
二
％
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
は
医
療
研
究
（
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
含
む
）
に
、
一
方
農
林
水
産
省
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
農
水
産
業
へ
の
応
用
に
資
金
を
提
供
し
て
い
る
。

　

個
別
省
庁
別
の
財
政
支
援
に
関
す
る
長
期
デ
ー
タ
は
、

二
〇
〇
一
年
に
実
施
さ
れ
た
広
範
な
省
庁
再
編
で
複
雑
に
な
っ
て

い
る
。
文
部
科
学
省
は
旧
文
部
省
と
旧
科
学
技
術
庁
の
大
部
分
を

合
併
し
て
創
設
さ
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
は
旧
労
働
省
と
旧
厚

生
省
が
合
併
し
た
も
の
で
あ
る
。
経
済
産
業
省
は
旧
通
商
産
業
省

が
旧
科
学
技
術
庁
と
旧
郵
政
省
の
各
一
部
を
吸
収
し
て
大
き
く

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
旧
郵
政
省
の
大
き
な
残
っ
た
部
分
は
新
し

い
総
務
省
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
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し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
特
許
か
ら
商
業
化
で
き
る
製
品
を
開
発
す
る
の
は
容
易
で
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
特
許
は
必
要
と
さ
れ
る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
す
べ
て
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
、
大
学
の
発
明
者
が
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
場
合
に
だ
け
移
転
が
ス
ム
ー
ス
に
な
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

さ
ら
に
、「
吸
収
能
力
」
と
い
う
用
語
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
者
の
側
に
十
分
な
能
力
が
要
求
さ
れ

る
し
、
た
と
え
能
力
が
あ
っ
て
も
開
発
途
上
で
思
わ
ぬ
隘
路
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
大
学
の
発
明
者
な
い
し
他

の
学
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば
、
産
業
界
が
必
要
な
能
力
を
修
得
す
る
、
あ
る
い
は
隘
路
を
克
服
す
る
の
に
役
立
つ

だ
ろ
う
。

　

産
業
界
と
し
て
は
、
通
常
は
大
学
に
研
究
を
委
託
す
る
、
ま
た
は
大
学
と
共
同
研
究
を
行
う
、
と
い
う
ほ
う
が
好
都

合
で
あ
る
。
共
同
研
究
は
特
に
魅
力
的
で
あ
る
。
大
学
の
科
学
者
と
産
業
界
の
技
術
者
の
補
完
的
な
能
力
が
組
み
合
わ

さ
っ
て
、
初
期
段
階
で
障
害
を
発
見
し
て
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
委
託
研
究
、
共
同
研

究
と
い
っ
た
形
に
よ
る
積
極
的
な
産
学
連
携
が
実
現
可
能
で
、
し
か
も
奨
励
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
環
境
が
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
日
本
は
そ
の
よ
う
な
方
向
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。

　

日
本
で
歴
史
的
に
産
学
連
携
が
欠
如
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
事
実
、
一
九
世
紀
半
ば
以
降
の
日
本
の
産

業
や
技
術
の
発
展
に
と
っ
て
、
大
学
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
（O

dagiri 1999

）。
し
か
し
、
特
に
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
大
学
の
教
員
の
管
理
に
対
し
て
は
厳
格
な
規
則
が
適
用
さ
れ
始
め
た
た
め
、
産
学
連
携
は
煩
わ
し

い
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ル
ー
ル
が
厳
格
に
適
用
さ
れ
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
主
要
な
大
学
は
国
立
で
あ
り
、
教
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授
陣
が
国
家
公
務
員
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
連
携
は
非
公
式
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、

教
授
と
会
社
の
研
究
者
（
教
え
子
を
含
む
こ
と
が
多
い
）
の
個
人
的
な
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
に
お
け
る
一
連
の
規
制
緩
和
と
改
革
を
受
け
て
、
産
学
連
携
は
積
極
的
に
奨
励
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
教
授
は
今
や
民
間
企
業
の
役
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
産
業
界
と
の
連
携
を
促

進
す
る
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
政
策
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

企
業
か
ら
研
究
資
金
を
受
領
す
る
こ
と
や
、
企
業
の
研
究
員
を
大
学
の
研
究
室
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
関
す
る

官
僚
的
形
式
主
義
が
緩
和
さ
れ
た
。

多
く
の
大
学
で
共
同
研
究
の
た
め
の
特
別
な
施
設
が
設
立
さ
れ
た
。

大
学
発
の
技
術
を
商
業
化
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
新
規
企
業
に
対
し
て
は
、
廉
価
で
ス
ペ
ー
ス
を
貸
与
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

多
く
の
大
学
で
技
術
移
転
機
関
（
Ｔ
Ｌ
Ｏ
）
が
設
立
さ
れ
た
（
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
大
学
内
で
は
な
く
別
組
織

と
し
て
）。
教
員
が
特
許
を
出
願
し
た
り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
交
渉
す
る
の
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
企
業
が
ラ

イ
セ
ン
ス
取
得
に
適
し
た
大
学
や
、
共
同
研
究
す
る
の
に
適
し
た
教
員
を
見
つ
け
る
の
に
も
役
立
つ
。

特
許
料
（
特
許
の
登
録
・
維
持
に
か
か
わ
る
手
数
料
）
は
大
学
研
究
者
な
い
し
Ｔ
Ｌ
Ｏ
の
申
請
に
つ
い
て
は
減

額
さ
れ
て
い
る
。

産
学
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
会
社
の
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
に
対
し
て
は
、
税
額
控
除
が
付
与
さ
れ
る
。

••••••
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国
立
大
学
法
人
法
の
施
行
に
伴
い
、
す
べ
て
の
国
立
大
学
は
二
〇
〇
四
年
に
独
立
行
政
法
人
に
転
換
し
た
。
予
算
の

ほ
と
ん
ど
は
引
き
続
き
中
央
政
府
か
ら
く
る
も
の
の
、
今
で
は
自
分
で
稼
い
だ
所
得
を
保
持
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
国
立
大
学
法
人
に
は
学
生
に
実
際
的
な
コ
ー
ス
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
共
同
研
究
と
し
て

産
業
界
の
資
金
を
募
集
し
た
り
、
大
学
の
発
明
に
関
し
て
特
許
を
取
得
し
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
も
、
収
入
を
増
や
そ
う
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
作
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ

の
改
革
は
、
例
え
ば
、
産
業
界
と
の
連
携
を
希
望
す
る
教
授
に
対
し
て
、
大
学
側
が
弾
力
的
な
雇
用
契
約
を
提
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
産
学
連
携
の
円
滑
化
に
資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
改
革
を
受
け
て
、
産
学
連
携
は
急
増
し
つ
つ
あ
る
。
国
立
大
学
の
産
学
共
同
研
究
の
件
数
は
、

一
九
九
〇
年
の
一
一
三
九
件
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
は
四
〇
二
九
件
、
〇
二
年
に
は
六
七
六
七
件
に
増
加
し
た
（
文
部

科
学
省
に
よ
る
年
度
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
）。
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
一
九
九
五
年
の
一
一
社
か
ら
〇
三
年
に
は

一
七
九
社
に
増
加
し
、
そ
の
結
果
、
そ
の
よ
う
な
企
業
で
二
〇
〇
四
年
八
月
末
現
在
で
も
操
業
中
の
も
の
の
数
は
推
定

九
一
六
社
に
達
し
て
い
る
。
比
較
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
〇
〇
二
暦
年
中
に
設
立
さ
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は

四
五
〇
社
、
一
九
八
〇―

二
〇
〇
二
年
の
累
積
で
は
四
三
二
〇
社
、
そ
の
う
ち
〇
二
年
末
現
在
で
操
業
中
の
も
の
は

二
七
四
一
社
と
な
っ
て
い
る
（A

ssociation of U
niversity M

anagem
ent 2003

）。

　

二
〇
〇
五
年
四
月
現
在
、
大
学
が
設
立
し
た
Ｔ
Ｌ
Ｏ
は
三
六
に
の
ぼ
り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
締
結
が
数
例
報
告
さ
れ

て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
九
月
現
在
、
国
立
大
学
の
教
授
が
企
業
の
取
締
役
な
い
し
監
査
役
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
例

が
二
八
〇
件
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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知
的
財
産
権
に
関
す
る
改
革

　

サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
に
と
っ
て
、
特
許
権
や
著
作
権
な
ど
知
的
財
産
権
（
知
財
）
は
戦
略
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
、
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
に
は
膨
大
な
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
が
必
要
で
あ
り
、
知
財
は
Ｒ
＆
Ｄ
投
資
収
益

を
確
保
す
る
の
に
も
っ
と
も
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　

特
許
権
所
有
者
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
を
含
め
、
知
財
の
強
化
は
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
の
発
展
の
た
め
に
適
切
な

政
策
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
知
財
が
厳
格
で
あ
る
と
実
際
に
は
技
術
進
歩
を
阻
害
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
発
明
さ
れ
た
技
術
の
利
用
と
普
及
を
制
限
す
る
か
ら
で
あ
る
（M

erges and N
elson 1990

）。
と
り
わ
け

Ｄ
Ｎ
Ａ
チ
ッ
プ
や
遺
伝
子
組
み
換
え
動
物
な
ど
に
か
か
わ
る
「
リ
サ
ー
チ
ツ
ー
ル
特
許
」
の
増
加
は
、
技
術
進
歩
の
妨

げ
に
な
る
だ
ろ
う
。
特
許
権
所
有
者
か
ら
許
可
を
取
得
す
る
必
要
性
が
あ
る
た
め
、
Ｒ
＆
Ｄ
が
コ
ス
ト
高
に
な
り
、
時

間
の
浪
費
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
許
権
所
有
者
が
攻
撃
的
な
行
動
に
出

れ
ば
、
多
く
の
Ｒ
＆
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
経
済
的
に
実
施
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
な
知
財
制
度

を
設
計
す
る
際
に
も
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
面
で
の
プ
ラ
ス
効
果
と
利
用
制
限
に
か
か
わ
る
マ
イ
ナ
ス
効
果
に
つ
い
て
う

ま
く
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
許
権
保
護

　
「
普
及
と
排
除
」
と
い
う
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
な
か
で
、
日
本
の
特
許
制
度
は
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
る
と
普
及
の
ほ
う
に
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傾
い
て
い
た
と
言
わ
れ
る
（O

rdover 1991

）。
こ
れ
は
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
期
に
は
、
日
本
と
し
て
は
発
明
者
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
よ
り
も
、
特
許
知
識
を
利
用
す
る
こ
と
で
利
益
が
享
受
で
き
た
た
め
合
理
的
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
今
や
日
本
は
知
識
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
到
達
し
て
お
り
、
緊
急
に
発
明
を
奨
励
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
九
九
五
年
の
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
よ
る
「
知
的
所
有
権
の
貿
易
関
連
の
側
面
に
関
す
る
協
定
」（
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
と
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
合
意
に
従
っ
て
、
日
本
政
府
は
特
許
制
度
を
よ
り
保
護
指
向
な
ア
メ
リ
カ

基
準
に
合
わ
せ
て
き
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
八
年
に
多
項
出
願
が
受
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
一
九
九
四

年
に
は
特
許
付
与
前
の
異
議
申
立
制
度
が
特
許
付
与
後
の
異
議
申
立
制
度
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
は

特
許
対
象
の
発
明
の
範
囲
も
、
特
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
生
物
学
上
の
発
明
な
ど
に
漸
次
拡
大
さ
れ

て
い
る
。

　

日
本
で
は
二
〇
〇
二
年
に
知
的
財
産
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
政
府
は
「
知
的
財
産
の
創
造
、

保
護
及
び
活
用
」（
第
一
条
）
を
推
進
す
る
た
め
に
、
内
閣
の
な
か
に
知
的
財
産
戦
略
本
部
を
設
置
し
た
。
特
許
技
術

の
よ
り
広
範
な
活
用
と
特
許
権
の
よ
り
厳
格
な
執
行
が
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

特
許
が
有
益
か
ど
う
か
は
執
行
可
能
か
ど
う
か
に
左
右
さ
れ
る
。
特
許
訴
訟
は
日
本
で
は
悪
名
が
高
い
ほ
ど
コ
ス
ト

が
高
く
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
主
因
は
特
許
関
連
訴
訟
専
門
の
法
廷
が
な
く
、
必
須
と
さ
れ
る
技
術
的
知
識
を
も
っ
た

裁
判
官
も
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（
弁
護
士
も
僅
少
）。
こ
れ
を
是
正
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
五
年
四
月
に
東
京
高
等
裁

判
所
内
に
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
と
い
う
特
別
法
廷
が
設
置
さ
れ
た
。
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大
学
の
特
許

　

大
学
や
国
立
研
究
所
に
よ
る
特
許
の
取
得
と
活
用
が
も
う
一
つ
の
政
策
の
強
調
点
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
に
行
わ

れ
た
重
要
な
政
策
変
更
は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
九
八
〇
年
の
法
律
に
な
ら
っ
て
日
本
版
バ
イ=

ド
ー
ル
法
と
呼
ば
れ
た
。

政
府
が
委
託
し
て
、
資
金
供
与
を
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
る
研
究
者
は
、
研
究
成
果
と
し
て
の
発
明
に

関
し
て
所
有
権
を
主
張
で
き
る
。
こ
れ
は
研
究
者
に
特
許
権
を
取
得
し
、
同
特
許
の
商
業
的
応
用
を
促
進
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
も
っ
と
提
供
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
学
者
の
発
明
に
関
し
て
は
特
許
料
が
減
額

さ
れ
、
Ｔ
Ｌ
Ｏ
が
多
く
の
大
学
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

大
学
に
よ
る
特
許
権
取
得
や
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
の
増
加
は
ま
だ
目
覚
し
い
ほ
ど
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
漸
進

的
な
変
化
が
生
じ
て
お
り
、
国
立
大
学
が
法
人
化
し
た
こ
と
と
も
相
ま
っ
て
、
今
後
、
日
本
の
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
ス
テ
ム
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
促
進

　

す
で
に
見
た
大
学
が
関
与
す
る
も
の
以
外
で
も
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
促
進
す
る
た
め
の
政
策
措
置
が
い
く
つ
か
実

施
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
九
年
の
新
事
業
創
出
促
進
法
（
ア
メ
リ
カ
の
中
小
企
業
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
［
Ｓ
Ｂ
Ｉ

Ｒ
］
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
ら
っ
て
日
本
版
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
に
基
づ
い
て
、
政
府
は
中
小
企
業

の
新
技
術
の
開
発
や
商
業
化
を
支
援
す
る
た
め
に
補
助
金
や
債
務
保
証
を
供
与
し
て
い
る
。
適
格
対
象
者
に
は
中
小
企
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業
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
個
人
が
含
ま
れ
る
。

　

政
府
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対
す
る
個
人
投
資
家
に
対
し
て
、
税
制
上
の
恩
典
（
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
と
呼
ば
れ
る
）

を
付
与
す
る
こ
と
も
二
〇
〇
二
年
に
開
始
し
て
い
る
。
株
式
会
社
設
立
に
要
す
る
最
低
資
本
金
は
一
〇
〇
〇
万
円
か
ら

わ
ず
か
一
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
同
社
の
設
立
が
新
規
事
業
の
開
始
を
目
的
と
し
、
設
立
後
五
年
以
内
に

資
本
金
を
最
低
一
〇
〇
〇
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
役
員
や
従
業
員
の
報
酬
と
し
て
ス
ト
ッ

ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
推
進
す
る
こ
れ
ら
や
そ
の
他
の
政
策
を
受
け
て
、
ハ
イ
テ
ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
例
え
ば
、
バ
イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｂ
Ａ
）
の
統
計
に
よ
れ
ば
、「
バ
イ
オ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
」

（
手
段
な
い
し
目
的
と
し
て
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
、
従
業
員
数
三
〇
〇
人
以
下
、
設
立
後
二
〇
年
未
満
と
定

義
さ
れ
て
い
る
）
で
操
業
中
の
数
は
、
一
九
九
五
年
末
の
一
〇
八
社
か
ら
二
〇
〇
四
年
末
の
四
六
四
社
へ
と
増
加
し
て

い
る
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
資
金
調
達
も
容
易
に
な
っ
て
い
る
。
新
規
上
場
を
も
っ
と
容
易
に
す
る
た
め
に
、
株
式
市
場
が

三
つ
創
設
な
い
し
再
編
さ
れ
て
い
る
（
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
、
マ
ザ
ー
ズ
、
お
よ
び
ヘ
ラ
ク
レ
ス
）。
こ
れ
を
受
け
て
新
規

公
開
株
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
の
件
数
も
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
〇
三
年
に
は
約
一
〇
〇
社
が
こ
れ
ら
の
市
場
で
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
実
行

し
て
い
る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
企
業
も
多
数
設
立
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
投
資
計
画
の
評
価
、
経
営
・

技
術
問
題
に
関
す
る
助
言
、
あ
る
い
は
人
材
採
用
に
関
し
て
で
さ
え
、
十
分
な
能
力
が
欠
如
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多

い
。
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Ｒ
＆
Ｄ
に
お
け
る
企
業
の
境
界

　
「
Ｒ
＆
Ｄ
に
お
け
る
企
業
の
境
界
」
と
は
、
企
業
内
で
行
う
か
、
外
部
と
共
同
で
行
う
、
あ
る
い
は
全
部
を
外
部
が

行
う
か
の
境
界
を
指
す
用
語
で
あ
る
。
ど
こ
に
境
界
線
を
引
く
か
と
い
う
問
題
は
重
要
な
戦
略
的
決
定
に
な
っ
て
い

る
。

　

企
業
が
あ
ら
ゆ
る
Ｒ
＆
Ｄ
活
動
を
社
内
で
遂
行
す
る
の
は
非
効
率
で
あ
る
ば
か
り
か
非
現
実
的
で
あ
る
。
企
業
と
し

て
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
効
率
的
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
研
究
提
携
、
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
、
外
部
委
託
な

ど
を
通
じ
て
、
多
角
的
な
ソ
ー
ス
か
ら
能
力
を
取
り
入
れ
、
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

分
野
で
は
、
Ｒ
＆
Ｄ
専
門
企
業
、
受
託
企
業
が
多
く
設
立
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
組
織
間
の
協
働
は
お
そ
ら
く
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
医
薬
品
に
も
っ
と
も
よ
く
当
て
は
ま
る
だ
ろ

う
。
日
本
の
製
薬
会
社
の
う
ち
上
位
一
〇
社
に
よ
る
研
究
提
携
の
件
数
は
、
一
九
八
九―

九
九
年
の
間
に
三
倍
に
増
加

し
て
い
る
（O

dagiri 2003

）。
こ
れ
に
は
企
業
と
大
学
の
提
携
や
国
内
企
業
と
外
国
企
業
の
提
携
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
形
態
別
に
は
、
技
術
取
得
（
ラ
イ
セ
ン
ス
・
イ
ン
と
い
う
）
や
共
同
な
い
し
委
託
の
研
究
開
発
が
含
ま
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
系
企
業
を
中
心
と
す
る
新
興
の
バ
イ
オ
企
業
は
、
こ
の
よ
う
な
提
携
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
既
存
企
業
と

同
じ
く
ら
い
活
発
で
あ
る
。
新
し
い
バ
イ
オ
企
業
を
し
ば
し
ば
含
む
Ｒ
＆
Ｄ
提
携
の
増
加
と
い
う
こ
の
よ
う
な
傾
向

は
、H

enderson, O
rsenigo, and Pisano (1999)

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
見
て
も
主
要
医
薬
品

メ
ー
カ
ー
の
間
で
は
一
般
的
で
あ
る
。
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科
学
技
術
政
策
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
の
二
〇
〇
〇
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
Ｒ
＆
Ｄ
提
携
の
も
っ
と
も
重
要
な

理
由
は
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
の
（
知
的
財
産
権
化
さ
れ
た
も
の
以
外
の
）
技
術
的
な
知
識
や
能
力
の
活
用
」、「
ス
ピ
ー
ド
」、

「
資
本
設
備
の
利
用
」、
お
よ
び
「
コ
ス
ト
削
減
」
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
外
部
の
資
産
（
有
形
お
よ
び
無
形
）
や
能
力
を

活
用
し
て
、
そ
れ
を
内
部
の
資
産
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
今
や
企
業
の
効
率
的
な
Ｒ
＆
Ｄ
に
と
っ
て
決
定
的
に
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
小
田
切
・
古
賀
・
中
村 2002

）。

　

企
業
は
定
型
的
な
Ｒ
＆
Ｄ
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
専
門
家
に
積
極
的
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
も
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
の
調
査
に
よ
る
と
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
場
合
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
た
め
の
支
払
い
は
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
総
額
の

二
五
％
に
も
達
し
て
い
る
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
医
薬
品
の
場
合
の
例
と
し
て
は
、
動
物
実
験
、
特
注
サ
ン
プ
ル

の
供
給
、
試
作
品
の
製
作
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、
ゲ
ノ
ム
解
析
、
治
験
な
ど
が
あ
る
。

イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

外
部
能
力
の
広
範
な
活
用
は
、
国
家
的
な
見
地
か
ら
す
る
と
、
提
携
と
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
潜
在
的
な
パ
ー
ト

ナ
ー
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
の
発
展
に
と
っ
て
は
大
前
提
に
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
大
企

業
だ
け
で
な
く
、
大
学
、
Ｇ
Ｒ
Ｉ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
す
べ
て
が
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
た

め
に
は
産
学
連
携
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
推
進
も
至
上
命
題
で
あ
ろ
う
。

　

潜
在
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
幅
広
く
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
に

は
幅
広
い
応
用
の
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
場
合
で
い
え
ば
、
バ
イ
オ
関
連
の
情
報
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科
学
や
サ
ー
ビ
ス
が
（
実
験
器
具
、
バ
イ
オ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
サ
ン
プ
ル
、
試
薬
の
供
給
に
加
え
て
）、
バ
イ

オ
産
業
の
重
要
な
構
成
要
素
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け
る
多
く
の
企
業
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
受
け

手
と
し
て
活
発
で
あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
は
大
企
業
あ
る
い
は
中
小
企
業
、
既
存
企
業
あ
る
い
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
さ

ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
。
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
を
指
向
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て
は
、
そ
う
い
っ
た
企

業
の
存
在
が
必
須
条
件
な
の
で
あ
る
。

新
シ
ス
テ
ム
と
伝
統
的
慣
行
の
共
存

　

出
現
し
つ
つ
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
日
本
の
既
存
の
企
業
や
産
業
に
お
け
る
慣
行
と
共
存
し
得
る

か
、
と
い
う
深
刻
な
問
題
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
慣
行
は
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
が
有
効
で
あ
る
た
め

に
、
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
？　

既
存
の
慣
行
は
存
続
し
得
る
の
だ
ろ
う
か
？　

こ
の
よ
う
な
話
題

を
詳
し
く
検
討
す
る
の
は
本
章
の
範
囲
を
越
え
る
の
で
、
こ
こ
で
は
直
接
関
連
の
あ
る
問
題
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
る

だ
け
に
と
ど
め
た
い
。

　

新
し
い
産
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
経
済
が
従
来
以
上
に
労
働
市
場
と
金
融
市
場
に
関
し
て

柔
軟
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
支
配
的
で
あ
っ
た
内
部
労
働
市
場
で
は
な
く
外
部
の
市
場
を
通
じ

て
、
有
能
な
人
材
の
再
配
分
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
資
金
を
増
加
す
る
必
要
も
あ
る
。
金

融
シ
ス
テ
ム
の
現
状
を
見
る
と
、
そ
れ
を
供
給
す
る
備
え
が
十
分
で
き
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。



256

　

日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム
は
長
い
こ
と
銀
行
と
企
業
の
緊
密
な
関
係
や
安
定
株
主
の
存
在
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
お

り
、
長
期
的
な
労
使
関
係
と
い
う
特
徴
の
あ
る
労
働
シ
ス
テ
ム
を
補
完
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
金
融
シ
ス
テ

ム
は
、
例
え
ば
、
企
業
固
有
の
技
能
の
蓄
積
や
企
業
内
（
か
つ
グ
ル
ー
プ
内
）
の
緊
密
な
情
報
共
有
に
と
っ
て
は
好
都

合
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
累
積
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
容
易
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
小
田
切1992

）。
自
動

車
、
デ
ジ
タ
ル
・
カ
メ
ラ
、
プ
ラ
ズ
マ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
と
い
っ
た
産
業
に
お
け
る
現
在
の
日
本
の
競
争
力
は
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
優
位
性
は
サ
イ
エ
ン
ス
型
の
分
野
で
さ
え
活
用
さ
れ
て
い

る
。
一
例
と
し
て
、
最
大
の
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
で
あ
る
キ
リ
ン
は
、
醗
酵
に
関
す
る
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
ベ
ー
ス
と
し
た
医
薬
品
の
大
量
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
応
用
し
て
い
る
。

　

日
本
の
バ
イ
オ
関
連
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
六
五
社
に
対
し
て
実
施
し
た
調
査
で
は
、「
技
術
ス
タ
ッ
フ
採
用
に
関
す

る
困
難
」、「
資
金
調
達
に
関
す
る
困
難
」、
お
よ
び
「
非
技
術
ス
タ
ッ
フ
（
金
融
、
経
理
、
法
律
な
ど
）
採
用
に
関
す

る
困
難
」
の
三
つ
が
も
っ
と
も
重
要
な
障
壁
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
小
田
切
・
中
村 2002

）。

　

人
材
確
保
に
関
し
て
障
壁
が
あ
る
一
因
は
、
生
物
学
の
学
位
取
得
者
が
学
士
号
の
レ
ベ
ル
を
含
め
て
も
比
較
的
少
な

い
こ
と
に
あ
る
。
二
国
間
の
厳
密
な
比
較
は
学
術
分
野
の
定
義
が
異
な
る
た
め
困
難
で
は
あ
る
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
で

博
士
号
取
得
者
の
対
人
口
比
は
お
そ
ら
く
日
本
の
四
倍
以
上
に
達
す
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
も
っ
と
重
要
な
の
は
、
労
働
者
の
流
動
性
が
低
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
企
業
に
は
有
能
な
人
材
が
い
る
こ

と
が
多
い
。
こ
れ
は
優
秀
な
労
働
者
を
採
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
大
企
業
の
労
働
者
は
社
内
訓
練
が
多
く
、
経
験

も
幅
広
い
傾
向
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
、
す
べ
て
の
人
が
喜
ん
で
安
定
し
た
良
い
仕
事
を
捨
て
、
ベ



第八章　ナショナル・イノベーション・システム：サイエンス型産業を発展させるための改革

257

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
リ
ス
ク
に
身
を
さ
ら
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
そ
の
リ
ス
ク
は
歴
史
的
に

も
っ
と
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漸
進
的
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
し
、
日
本
の
シ
ス
テ
ム
に
も
っ

と
流
動
性
を
組
み
込
む
と
と
も
に
、
経
済
の
大
部
分
に
つ
い
て
伝
統
的
な
シ
ス
テ
ム
の
長
所
を
維
持
し
て
お
く
こ
と
は

実
現
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

変
化
の
一
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
二
〇
〇
二
年
九
月
、
ア
ン
ジ
ェ
ス
（A

nGes

）
Ｍ
Ｇ
は
大
学
か
ら
ス
ピ
ン
オ
フ
し

た
バ
イ
オ
企
業
と
し
て
初
め
て
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
実
行
し
た
。
同
社
は
一
九
九
九
年
一
二
月
に
当
時
の
大
阪
大
学
の
助
教
授
が

設
立
し
た
。
初
代
の
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
経
験
が
あ
る
日
本
人

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
代
目
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
ア
ン
ジ
ェ
ス
に
加
わ
る
た
め
に
日
本
の
最
大
手
の
化
学
会
社
を
退
社
し
た

人
で
、
会
社
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
成
功
裡
に
完
了
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

結
論

　

日
本
の
企
業
や
政
府
は
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
に
よ
り
適
し
た
も
の
に
転
換
す

る
た
め
に
、
意
識
的
な
努
力
を
払
っ
て
き
て
い
る
。
政
府
は
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
関
連
研
究
の
予
算
を
増
や
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
法
律
や
政
策
の
枠
組
み
を
産
学
連
携
、
知
財
の
有
効
活
用
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ

に
適
合
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
産
業
界
は
例
え
ば
あ
ま
り
高
度
で
な
い
製
造
業
の
海
外
移
転
、
赤
字
で
減
少
傾
向
に

あ
る
事
業
の
削
除
、
知
財
管
理
の
改
善
、
科
学
進
歩
の
Ｒ
＆
Ｄ
へ
の
組
み
込
み
な
ど
に
よ
っ
て
、
変
化
し
つ
つ
あ
る
環
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境
の
な
か
で
生
き
残
る
べ
く
適
応
し
て
き
て
い
る
。

　

日
本
の
現
行
シ
ス
テ
ム
が
成
功
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
へ
の
調
整
を
困

難
に
し
、
痛
み
を
伴
う
も
の
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。
日
本
が
バ
ブ
ル
後
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
回
復
し
て
、
新
た
な

成
長
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
る
ま
で
に
、
こ
れ
ほ
ど
長
い
歳
月
を
要
し
た
所
以
で
も
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
人
は

こ
れ
ま
で
二
度
に
わ
た
り
新
た
な
成
長
を
始
め
て
い
る
。
明
治
維
新
に
伴
う
大
混
乱
の
後
と
第
二
次
世
界
大
戦
に
伴
う

破
壊
の
後
が
そ
れ
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
も
そ
の
よ
う
な
成
長
の
過
程
で
変
移
を
遂
げ
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
と
企
業
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
の
明
確
な
答
は
ま
だ

不
明
で
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
は
知
識
や
技
術
の
創
造
に
お
い
て
最
先
端
を
歩
み
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
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第
九
章　

よ
り
高
度
な
知
識
経
済
に
向
か
う
：
教
訓
と
示
唆

柴
田　

勉

　

日
本
の
経
験
は
知
識
経
済
の
理
解
に
と
っ
て
、
数
多
く
の
有
益
な
洞
察
を
提
示
し
て
く
れ
る
。
そ
の
多
く
は
自
国
の

知
識
に
関
連
し
た
側
面
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
途
上
国
に
も
該
当
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
各
章
で
指
摘
さ
れ

た
問
題
と
教
訓
を
こ
こ
で
要
約
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
経
済
と
制
度
の
レ
ジ
ー
ム
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
情
報
イ
ン
フ

ラ
、
教
育
と
ス
キ
ル
を
も
っ
た
人
口
、
お
よ
び
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
、
と
い
う
知
識
経
済
の
四
本
柱
に

沿
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
部
で
は
、
高
業
績
を
あ
げ
て
い
る
六
社
の
知
識
創
造
と
知
識
共
有
に
つ
い
て
事
例
研

究
を
行
い
、
そ
の
要
約
も
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。

経
済
と
制
度
の
レ
ジ
ー
ム

　

日
本
の
戦
後
経
済
シ
ス
テ
ム
は
高
度
な
知
識
経
済
に
適
合
し
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
経
済
環
境
の
変
化
に
対
す

る
公
的
お
よ
び
私
的
両
部
門
の
反
応
が
遅
く
、
し
た
が
っ
て
、
一
九
九
〇
年
代
の
停
滞
が
長
期
化
す
る
原
因
は
こ
の
シ
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ス
テ
ム
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
り
一
般
的
に
言
え
ば
、
現
在
の
日
本
の
経
済
シ
ス
テ
ム
は
み
ず
か
ら
の
成

功
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
環
境
に
お
け
る
そ
の
他
の
変
化
の
、
犠
牲
者
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
過
去
の
成
功
に
貢
献
し
た
日
本
型
シ
ス
テ
ム
の
ほ
と
ん
ど
が
、
今
や
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
。
日
本
企
業
が
成
長
分
野
で
成
功
裡
に
競
争
す
る
た
め
に
変
化
が
必
要
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
系
列
、

メ
イ
ン
・
バ
ン
ク
、
終
身
雇
用
、
年
功
序
列
型
昇
進
、
暗
記
重
視
の
教
育
な
ど
が
あ
る
。
一
部
の
シ
ス
テ
ム
は
す
で
に

変
化
し
つ
つ
あ
る
し
、
し
か
も
大
幅
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
他
の
シ
ス
テ
ム
は
も
っ
と
大
幅
に
変
化
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

　

シ
ス
テ
ム
の
機
能
不
全
は
一
九
九
七
年
の
銀
行
危
機
の
時
に
最
高
潮
に
達
し
た
。
こ
の
た
め
依
然
と
し
て
継
続
し
て

い
る
伝
統
的
な
企
業
統
治
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
モ
デ
ル
が
、
再
検
討
と
改
革
の
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
政
府
は

規
制
面
で
の
改
革
に
よ
っ
て
民
間
部
門
の
改
革
を
後
押
し
し
た
。
例
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
通
信
の
規
制
緩
和
は
利
益

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

改
革
で
も
っ
と
も
重
要
な
分
野
の
一
つ
は
金
融
部
門
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
銀
行
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
る

不
良
債
権
に
苦
し
ん
だ
。
こ
れ
は
一
九
八
〇
年
代
の
資
産
バ
ブ
ル
期
に
お
け
る
不
合
理
な
貸
出
と
そ
の
問
題
へ
の
取
り

組
み
が
遅
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
不
良
債
権
問
題
は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
に
な
る
と
よ
う
や
く
峠
を
越
え
た
。
こ

の
過
程
で
は
合
併
、
株
式
持
ち
合
い
の
大
幅
な
縮
小
、
そ
の
他
の
大
規
模
な
再
編
が
行
わ
れ
た
。

　

政
府
の
側
で
は
、
最
初
に
金
融
監
督
（
一
九
九
八
年
）
が
、
次
い
で
企
画
立
案
（
二
〇
〇
〇
年
）
が
大
蔵
省
の
所
轄

か
ら
外
れ
た
。
新
た
に
設
立
さ
れ
た
金
融
庁
（
Ｆ
Ｓ
Ａ
）
が
二
〇
〇
〇
年
に
こ
の
よ
う
な
権
限
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
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た
。
こ
の
新
し
い
規
制
レ
ジ
ー
ム
が
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

本
書
が
取
り
組
ん
だ
レ
ジ
ー
ム
問
題
は
主
に
労
働
市
場
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
市
場
に
関
係
し
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
の
な
か
で
イ
ン
ド
、
中
国
、
お
よ
び
旧
共
産
圏
諸
国
の
関
与
が
増
大
し
た
こ
と
や
、
情
報
技
術
（
Ｉ

Ｔ
）
革
命
の
進
展
を
受
け
て
、
多
く
の
産
業
で
は
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
方
向
に
比
較
優
位
が
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
新
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と
し
て
は
、
非
常
に
移
動
性
の
高
い
労
働
市
場
、
柔
軟
な
労
働
慣
行
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
に
よ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
指
摘
で
き
る
。
Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
で
は
、
積
極
的
な
買
収
合
併
（
Ｍ
＆
Ａ
）
に
加

え
て
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
生
産
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ベ
ー
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
リ
ス
ト
に
追
加
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
絶
対
的
に
も
、
か
つ
て
の
競
争
相
手
と
の
比
較
で
も
成
功
し
た
こ
と
か
ら
、
ア

メ
リ
カ
で
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
の
多
く
を
モ
デ
ル
に
体
系
化
す
る
と
い
う
動
き
に
つ
な
が
っ
た
。
典
型

的
で
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
有
名
な
の
は
シ
リ
コ
ン
・
バ
レ
ー
型
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
名
称
は
多
数
の

新
し
い
企
業
が
輩
出
し
た
地
理
的
な
場
所
か
ら
き
て
い
る
。
こ
の
特
徴
は
一
九
八
〇
年
代
に
日
本
企
業
が
成
功
し
、
一

般
的
に
Ｊ
型
企
業
と
呼
ば
れ
て
い
た
モ
デ
ル
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
し
て
は
、
Ｊ
型
企
業
の

定
義
と
な
っ
て
い
る
特
徴
の
一
部
（
終
身
雇
用
と
年
功
序
列
型
賃
金
）
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
知
識
経
済
が
必
要
と
す

る
柔
軟
性
に
欠
け
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
維
持
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
経
済
の
大
部

分
に
つ
い
て
は
日
本
型
シ
ス
テ
ム
の
長
所
を
維
持
し
な
が
ら
、
労
働
市
場
に
も
っ
と
移
動
性
を
組
み
込
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
は
実
現
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
の
人
口
は
急
速
に
高
齢
化
し
て
お
り
、
労
働
力
は
縮
小
し
始
め
て
い
る
。
労
働
力
参
加
率
を
引
き
上
げ
る
、
あ
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る
い
は
少
な
く
と
も
低
下
を
減
速
さ
せ
て
、
知
識
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
労
働
者
一
人
当
た
り
の
付
加
価
値

（
労
働
生
産
性
）
を
増
大
さ
せ
る
た
め
の
政
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
短
期
的
な
措
置
と
し
て
は
、
と
り
わ
け
退
職

年
齢
の
引
き
上
げ
と
国
内
労
働
力
の
参
加
率
上
昇
が
必
要
で
あ
る
。

　

長
期
的
な
措
置
に
は
個
人
に
対
し
て
生
涯
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
有
効
求
人

と
、
求
職
者
や
ま
っ
た
く
労
働
市
場
に
参
加
し
て
い
な
い
人
々
と
の
間
に
存
在
す
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
関
し
て
、
そ
れ
を

削
減
す
る
た
め
に
必
要
な
移
動
性
と
柔
軟
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
移
民
は
選
別
的
な
分
野
に
お
け
る
限

定
的
な
数
の
労
働
者
を
除
け
ば
、
短
期
的
に
大
き
く
増
え
る
可
能
性
は
低
い
だ
ろ
う
。

　

日
本
の
伝
統
的
な
労
働
慣
行
は
、
そ
れ
を
下
支
え
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
態
度
も
相
ま
っ
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ

ジ
ネ
ス
の
発
展
を
阻
害
し
て
き
て
い
る
。
な
か
で
も
重
要
な
の
は
、
過
度
に
リ
ス
ク
回
避
的
な
態
度
で
あ
る
。
そ
れ
は

中
途
採
用
が
極
め
て
稀
で
あ
る
労
働
市
場
の
硬
直
性
を
反
映
し
た
も
の
だ
。
状
況
は
変
化
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
日
本

で
は
主
流
の
雇
用
に
再
参
加
す
る
の
は
依
然
と
し
て
困
難
で
あ
る
。

　

経
済
の
開
放
度
を
示
す
重
要
な
特
徴
の
一
つ
に
海
外
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
が
あ
る
。
大
量
の
対
外
Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
「
空

洞
化
」
の
懸
念
を
提
起
し
た
一
方
で
、
対
内
直
接
投
資
が
極
端
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
政
府
は
こ
の
不
均
衡
に
取
り
組

む
措
置
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｍ
＆
Ａ
を
通
じ
た
対
内
Ｆ
Ｄ
Ｉ
が
あ
る
程
度
増
加
す
る
と
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
短
期
的
に
は
限
定
的
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
一
因
は
技
術
の
吸
収
に
か
か
わ
る
こ
れ
ま
で
の
政
策
や
慣
行
の
結
果
に
あ
る
。
日
本
は
韓
国
や
程
度
は
低
い
が

台
湾
と
同
様
、
技
術
移
転
を
Ｆ
Ｄ
Ｉ
に
依
存
し
て
い
な
か
っ
た
。
Ｆ
Ｄ
Ｉ
に
対
し
て
は
む
し
ろ
障
壁
を
設
け
て
、
国
内
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企
業
は
技
術
を
購
入
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
選
択
肢
は
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
や

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
下
で
は
も
は
や
実
行
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
Ｆ
Ｄ
Ｉ

と
人
的
資
源
を
開
発
す
る
政
策
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
Ｆ
Ｄ
Ｉ
へ
の
依
存
度
が
高
い
諸
国
は
能
力
開
発
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
な
い
と
波
及
効
果
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
企
業
に
よ
る
対
外
Ｆ
Ｄ
Ｉ
が
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
は
深
刻
な
挑
戦
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
国
内
の

生
産
基
盤
が
縮
小
し
た
り
、
生
産
か
ら
研
究
開
発
（
Ｒ
＆
Ｄ
）
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
困
難
に
な
る
と
い
っ
た
問

題
が
あ
る
。
後
者
の
問
題
に
関
し
て
は
、
作
業
現
場
で
ス
キ
ル
を
維
持
し
、
重
要
な
技
術
を
保
護
す
る
必
要
性
も
あ
っ

て
、
一
部
の
対
外
直
接
投
資
が
日
本
に
回
帰
す
る
と
い
う
動
き
が
起
こ
っ
て
い
る
。

レ
ジ
ー
ム
関
連
の
教
訓
と
示
唆

　

以
下
の
こ
と
は
す
べ
て
特
に
途
上
国
に
と
っ
て
は
有
益
で
あ
ろ
う
。

金
融
部
門
に
つ
い
て
監
督
が
も
っ
と
行
き
届
き
、
不
良
債
権
の
情
報
開
示
が
よ
り
正
確
で
あ
れ
ば
、
同
部
門
の

問
題
に
対
し
て
も
っ
と
早
期
か
つ
有
効
に
対
処
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
。

企
業
統
治
は
重
要
で
あ
る
。
日
本
の
大
企
業
は
伝
統
的
に
は
銀
行
に
モ
ニ
タ
ー
さ
れ
な
が
ら
、
株
主
よ
り
も
経

営
者
や
従
業
員
の
利
益
を
念
頭
に
経
営
さ
れ
て
い
た
。
大
企
業
の
主
要
な
資
金
源
に
つ
い
て
は
資
本
市
場
が
銀

行
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
た
め
、
銀
行
が
モ
ニ
タ
ー
す
る
能
力
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
低
下
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ

••
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た
状
況
下
、
株
主
、
格
付
機
関
、
債
券
や
株
式
の
ア
ナ
リ
ス
ト
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

透
明
性
が
高
ま
り
、
株
式
の
持
ち
合
い
が
減
少
す
れ
ば
、
業
績
不
振
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
経
営
者
を
変
え
る

こ
と
を
含
め
、
対
応
措
置
が
ス
ム
ー
ス
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

地
方
に
お
け
る
公
共
事
業
と
、
農
業
補
助
金
が
削
減
さ
れ
れ
ば
、
予
算
が
均
衡
化
に
向
い
、
弾
力
性
が
も
っ
と

高
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。

既
得
権
益
に
と
っ
て
改
革
の
阻
止
は
容
易
で
あ
る
。
日
本
で
は
選
挙
区
の
歪
み
か
ら
、
国
会
で
は
地
方
の
代
表

権
が
著
し
く
過
大
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
分
布
を
よ
り
平
等
に
反
映
し
た
選
挙
区
に
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な

る
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

労
働
関
連
の
教
訓
と
提
言

日
本
は
生
涯
学
習
と
再
参
加
機
会
（
特
に
女
性
）
を
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
市
場
を
移
動
性
と
柔
軟

性
が
も
っ
と
高
い
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

高
齢
化
と
人
口
減
少
と
い
う
状
況
下
で
は
、
知
識
と
特
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
労
働
者
一
人
当
た
り
の

付
加
価
値
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

退
職
年
齢
は
長
寿
化
を
反
映
す
べ
き
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
、
延
長
し
て
、
よ
り
弾
力
的
な
給
与
制
度
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
必
要
で
あ
る
。

移
民
に
加
え
て
、
失
業
中
の
女
性
や
若
者
の
労
働
力
参
加
を
増
や
す
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

•••••••



第九章　より高度な知識経済に向かう：教訓と示唆

265

女
性
の
労
働
力
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
と
し
て
は
、
価
格
が
妥
当
な
保
育
施
設
の
利
用
可
能

性
の
増
大
、
労
働
時
間
の
弾
力
化
、
家
族
に
優
し
い
（
自
由
な
）
休
暇
政
策
な
ど
が
あ
る
。

開
放
経
済
関
連
の
教
訓
と
提
言

対
内
Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
そ
れ
を
吸
収
す
る
能
力
を
開
発
す
る
現
実
的
な
努
力
を
伴
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
こ
れ

は
途
上
国
に
特
に
当
て
は
ま
る
）。

通
信
イ
ン
フ
ラ

　
　

通
信
は
知
識
社
会
の
創
造
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
部
分
で
あ
る
。
特
に
ワ
イ
ヤ
レ
ス
電
話
技
術
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
通
信
の
進
歩
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
革
命
の
な
か
で
最
も
際
立
っ
た
側
面
と
い
え

る
。

　

一
九
八
五
年
に
国
家
独
占
体
で
あ
る
日
本
電
信
電
話
公
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
が
部
分
的
に
民
営
化
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、

長
距
離
電
話
に
関
し
て
新
規
参
入
と
料
金
の
低
下
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
最
後
の
一
マ
イ
ル
」
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が

所
有
し
て
い
た
た
め
、
新
規
参
入
者
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
し
て
高
い
ア
ク
セ
ス
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
は
市
内
通
話
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
競
争
を
促
進
す
る
た
め
の
追
加
的
な
措
置
が
と
ら

れ
た
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
そ
れ
に
協
力
し
な
い
と
い
う
巧
妙
な
対
応
を
し
た
。
一
九
九
九
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
三
つ
の
運
営
会
社

••
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に
分
割
さ
れ
て
か
ら
も
、
す
べ
て
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
競
争
促
進
に
は
ほ
と

ん
ど
効
果
が
な
か
っ
た
。
競
争
の
促
進
を
図
る
た
め
に
、
新
た
な
試
み
が
二
〇
〇
四
年
に
開
始
さ
れ
た
。
新
規
参
入
者

が
割
安
な
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
リ
ー
ス
し
た
回
線
に
基

づ
い
て
い
る
。
政
府
は
依
然
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
最
大
の
株
主
で
は
あ
る
が
、
通
信
業
界
の
規
制
は
利
益
相
反
に
は
当
た

ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
政
府
が
後
押
し
し
て
い
た
総
合
デ
ジ
タ
ル
通
信
網
（
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
）
技
術

は
、
他
社
が
提
供
し
て
い
る
非
対
称
デ
ジ
タ
ル
加
入
者
線
（
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
）
技
術
に
敗
北
を
喫
し
た
。
こ
れ
は
予
想
外
の

こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
料
金
は
世
界
で
も
最
低
の
部
類
に
属
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
様
々
な
技
術
が
あ
る

な
か
で
、
ど
れ
が
最
も
有
望
で
あ
る
か
を
政
府
が
あ
ら
か
じ
め
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

　

日
本
の
消
費
者
は
民
営
化
と
競
争
の
お
か
げ
で
多
大
な
利
益
を
享
受
し
た
が
、
新
規
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
ほ
と
ん
ど

は
利
益
が
出
て
い
な
い
。
古
い
独
占
体
が
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
緊
密
な
関
係
を
含
め
、
相
当
な
持
久
力
を
も
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
策
や
規
制
の
当
局
は
特
に
最
後
の
一
マ
イ
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
も
っ
と
監
視
を
強

め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
は
コ
ピ
ー
が
容
易
で
あ
る
た
め
、
情
報
社
会
の
発
展
に
は
知
的
財
産
権
（
Ｉ
Ｐ
Ｒ
）
が
重

要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。



第九章　より高度な知識経済に向かう：教訓と示唆

267

通
信
関
連
の
教
訓
と
示
唆

政
府
の
政
策
は
通
信
分
野
に
関
し
て
は
Ｉ
Ｔ
の
予
測
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
技
術
に
関
し
て
中
立
的
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

政
府
独
占
体
の
民
営
化
は
必
ず
し
も
自
動
的
に
健
全
な
競
争
環
境
を
生
み
出
す
わ
け
で
は
な
い
。
競
争
政
策
に

よ
っ
て
積
極
的
に
競
争
条
件
の
平
準
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

政
府
管
理
下
の
通
信
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
は
効
果
的
な
企
業
統
治
と
統
制
的
な
監
視
が
必
要
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ク
セ
ス
を
初
め
と
す
る
ワ
イ
ヤ
レ
ス
・
シ
ス
テ
ム
は
、
近
代
的
な
情
報
社
会
へ
の
費
用

効
果
的
な
ア
ク
セ
ス
を
提
供
し
、
固
定
電
話
回
線
の
現
状
を
迂
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

都
市
部
の
人
口
密
度
が
高
け
れ
ば
（
典
型
的
に
は
多
数
の
高
層
ア
パ
ー
ト
群
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
）、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ト
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ク
セ
ス
手
段
と
し
て
は
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
が
最
良
で
あ
る
。
韓
国
、
台
湾
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
が
成
功
し
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
条
件
は
他
の
諸
国
に

は
当
て
は
ま
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｒ
の
保
護
と
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
・
普
及
の
間
の
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
世
界
的
な

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
多
く
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
成
長
は
、
著
作
権
保
護
を
ベ
ー
ス
に
築
か
れ
て
い
る
。

••••••
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Ｉ
Ｔ
ユ
ー
ザ
ー
と
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

　

Ｉ
Ｔ
の
生
産
性
は
日
本
で
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
て
い
る
企
業
で
さ
え
も
、
Ｉ
Ｔ
投
資
の
水
準
が
ア

メ
リ
カ
企
業
に
匹
敵
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
性
が
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
業
務
慣
行
や
経
営
シ

ス
テ
ム
を
変
更
す
る
と
い
う
点
で
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
の
ほ
う
が
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
ほ
と
ん
ど

の
非
製
造
業
部
門
で
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
目
覚
し
い
進
展
が
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
日
本
は
強
力
な
パ
ッ
ケ
ー

ジ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
市
場
を
育
成
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
で
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
「
独
力
で
や
る
」
態
度
を
特
徴
と
す
る
日
本

型
モ
デ
ル
は
挑
戦
を
受
け
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
革
命
と
パ
ソ
コ
ン
時
代
を
迎
え
て
、
一
時
期
は
強
か
っ
た
日
本
企
業
は
汎
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
な
ど
の
製
品
で
は
競
争
力
を
失
っ
て
い
る
。
特
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
で
は
、
広
範
な
製

品
を
取
り
扱
い
、
ま
た
、
自
社
の
独
自
技
術
に
依
存
し
て
い
た
日
本
の
総
合
メ
ー
カ
ー
は
、
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
と

モ
ジ
ュ
ー
ル
化
に
乗
じ
た
よ
り
専
門
的
な
部
品
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
競
争
力
を
失
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
関
連
の
教
訓
と
示
唆

Ｉ
Ｔ
投
資
が
生
産
性
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
組
織
や
業
務
慣
行
に
関
し
て
適
切
な
変
更
を
伴
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

統
合
的
な
企
業
資
源
計
画
シ
ス
テ
ム
を
効
果
的
に
導
入
す
る
た
め
に
は
、
強
力
な
指
導
力
と
中
央
集
権
的
な
戦

••
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略
が
必
要
で
あ
る
。

企
業
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
を
策
定
す
る
際
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
、
選
択
、
集
中
、
お
よ
び
協
働
が
中
心
的
な
概
念
と
な
る
。

ス
ピ
ー
ド
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
企
業
と
し
て
は
自
分
た
ち
が
も
っ
と
も
得
意
と
す
る
分
野
で
、
コ
ス
ト
と

の
対
比
で
最
大
の
価
値
が
追
加
で
き
る
と
こ
ろ
（
し
ば
し
ば
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
言
わ
れ
る
）
を
選
択

し
集
中
す
る
必
要
が
あ
る
。
補
完
的
な
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
も
っ
た
企
業
は
、
す
べ
て
の
こ
と
を
社
内

で
行
う
よ
り
も
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
迅
速
に
達
成
で
き
る
た
め
、
利
益
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ス
キ
ル
と
人
的
資
源

　

人
的
資
源
は
発
展
の
な
か
で
鍵
を
握
っ
て
い
る
要
因
で
あ
る
。
日
本
は
近
代
的
な
経
済
発
展
の
も
っ
と
も
初
期
の
段

階
か
ら
、
識
字
能
力
と
一
般
教
育
の
普
及
を
推
進
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
教
育
は
暗
記
を
強
調
し
、
戦
後
期
に
な
る

と
「
ブ
ラ
ン
ド
」
大
学
へ
の
入
学
競
争
に
対
応
し
て
き
た
。
正
式
な
教
育
か
ら
は
職
業
的
な
知
識
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
制
度
は
企
業
の
社
内
職
業
訓
練
、
輸
入
技
術
の
活
用
、
大
量
生
産
と
は
矛
盾
が
な
か
っ
た
。

　

日
本
の
大
学
教
育
の
質
は
国
際
的
な
ラ
ン
キ
ン
グ
で
見
る
と
必
ず
し
も
高
い
評
価
を
得
て
い
な
い
。
質
は
重
要
で
あ

る
。
国
立
大
学
の
法
人
化
や
専
門
大
学
院
の
創
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は
今
後
を

見
守
る
必
要
が
あ
る
。

•



270

　

日
本
の
企
業
内
で
は
大
規
模
な
職
業
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
概
し
て
終
身
雇
用
を
前
提
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
企
業
が
弾
力
性
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
の
に
伴
っ
て
、
終
身
雇
用
が
約
束
さ
れ
る
労
働
者
は
減
少
し
て
い

る
。
こ
れ
は
実
地
訓
練
が
労
働
ス
キ
ル
の
源
と
し
て
は
重
要
性
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の

結
果
、
職
場
以
外
で
の
職
業
教
育
や
生
涯
学
習
が
政
策
課
題
と
し
て
優
先
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
課
題
を
実
現
す

る
に
当
た
っ
て
は
、「
ワ
ン
・
チ
ャ
ン
ス
」
社
会
を
打
破
す
る
意
欲
を
も
っ
た
人
々
に
対
し
て
、「
セ
カ
ン
ド
・
チ
ャ
ン

ス
」
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。
ワ
ン
・
チ
ャ
ン
ス
社
会
で
は
、
入
学
し
た
大
学
と
最
初
に
働
い
た
組
織
が
、
特
に
政
府

を
含
む
大
組
織
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
決
定
す
る
鍵
と
な
る
要
素
と
な
っ
て
い
た
。

　

日
本
語
の
市
場
が
一
億
二
七
〇
〇
万
人
を
擁
す
る
大
き
さ
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
、
外
国
語
能
力
の
修
得
を
阻
害
す

る
要
因
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
日
本
の
学
校
で
は
外
国
語
が
広
く
教
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
外
国

語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
が
優
れ
て
い
る
学
生
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

　

経
済
財
政
諮
問
会
議
が
二
〇
〇
五
年
に
発
表
し
た
「
日
本
二
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
政
府
に
よ
る
問
題
の
認
識
と

そ
の
変
更
の
公
約
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
労
働
者
の
大
半
が
終
身
雇
用
と
年
功
序
列
ベ
ー
ス
の
給
与
を
支

持
し
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
労
働
や
産
業
の
慣
行
を
考
慮
す
る
と
、
短
期
的
に
激
変
が
生
じ
る
可

能
性
は
低
い
で
あ
ろ
う
。
政
府
と
し
て
は
挑
戦
に
立
ち
向
か
う
べ
く
大
胆
な
措
置
を
講
じ
て
、
知
識
経
済
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
道
を
切
り
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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人
的
資
源
関
連
の
教
訓
と
提
言

日
本
の
初
期
の
発
展
に
と
っ
て
、
識
字
能
力
と
一
般
教
育
は
鍵
を
握
る
要
因
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
万
人
の
た
め

の
初
等
教
育
と
い
う
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
と
も
合
致
し
て
い
る
。

能
力
開
発
は
会
社
が
提
供
す
る
訓
練
や
、
総
合
的
品
質
管
理
（
Ｔ
Ｑ
Ｃ
）
な
ど
労
働
者
の
自
発
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
に
よ
っ
て
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
育
訓
練
制
度
は
、
特
に
女
性
に
と
っ
て
不
利
に
な
ら
な
い
形
の
転
職
や
、
労
働
市
場
へ
の
再
参
加
を
ス
ム
ー

ス
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
Ｉ
Ｔ
革
命
が
進
展
す
る
状
況
下
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
く
の
に
必
要
と
さ
れ
る
ス

キ
ル
の
継
続
的
な
調
整
と
、
調
整
を
行
う
た
め
の
手
段
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

教
育
制
度
は
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
外
国
語
、
な
か
で
も
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
の
修
得
を
奨
励

す
べ
き
で
あ
る
。
代
替
策
と
し
て
は
、
教
室
の
授
業
の
相
当
部
分
を
外
国
語
で
実
施
す
る
中
等
お
よ
び
高
等
教

育
学
校
を
い
く
つ
か
創
設
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

大
学
卒
業
の
要
件
は
も
っ
と
厳
し
く
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。

品
質
保
証
、
選
別
的
な
個
人
向
け
補
助
金
、
学
生
ロ
ー
ン
を
提
供
す
れ
ば
、
高
等
教
育
や
生
涯
訓
練
の
ア
ク
セ

ス
が
増
加
す
る
だ
ろ
う
。

•••••••
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ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
（
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
）

　

戦
後
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
期
に
、
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
は
輸
入
技
術
を
国
内
状
況
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
急
増
し
た
。
こ
れ

は
こ
の
時
期
を
特
徴
付
け
る
国
内
市
場
の
シ
ェ
ア
を
巡
る
熾
烈
な
競
争
の
一
環
で
あ
っ
た
。
税
額
控
除
、
補
助
金
、
低

金
利
融
資
と
い
っ
た
政
策
は
、
企
業
が
Ｒ
＆
Ｄ
を
行
う
助
け
に
な
っ
た
。
日
本
の
産
業
界
に
よ
る
Ｒ
＆
Ｄ
は
、
特
に
欧

米
の
産
業
界
と
の
比
較
で
は
、
政
府
か
ら
ほ
と
ん
ど
資
金
供
与
を
受
け
な
か
っ
た
。
政
府
に
よ
る
現
在
の
Ｒ
＆
Ｄ
資
金

供
与
は
う
ま
く
調
整
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

成
長
の
要
因
と
し
て
サ
イ
エ
ン
ス
型
産
業
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス

テ
ム
の
変
化
に
つ
な
が
り
つ
つ
あ
る
。
歴
史
的
に
見
る
と
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
、
大
学
や
公
立
研

究
機
関
と
緊
密
な
関
係
の
な
い
大
企
業
が
主
要
な
担
い
手
で
あ
っ
た
。
今
で
は
両
サ
イ
ド
と
も
連
携
を
形
成
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

伝
統
的
な
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
シ
ス
テ
ム
は
累
積
的
な
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
優
れ
、
自
動
車
や
デ
ジ
タ
ル
・
カ

メ
ラ
な
ど
の
産
業
で
競
争
力
を
生
み
出
し
た
。
し
か
し
、
新
し
い
産
業
や
新
規
起
業
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
シ
リ
コ

ン
・
バ
レ
ー
型
シ
ス
テ
ム
の
一
部
が
必
要
と
さ
れ
る
。
日
本
の
確
立
さ
れ
た
大
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
伝
統
的
シ
ス
テ
ム

に
束
縛
さ
れ
て
い
て
、
製
品
の
発
明
や
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
転
換
が
遅
か
っ
た
し
、
デ
ィ
ス
ラ
プ
テ
ィ
ブ
な

転
換
で
は
更
に
遅
か
っ
た
。
こ
れ
が
ま
す
ま
す
科
学
技
術
ベ
ー
ス
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
数
を
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
所
以
で
あ
る
。
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
お
金
が
か
か
り
、
ど
ん
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
良
い
わ
け
で
も
、
す
べ

て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
金
銭
的
に
成
功
す
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
他
の
諸
国
で
は
比
類
が
な
い
ほ

ど
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
し
て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
的
な
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
し
よ
う
と
し
て
い
る
日
本
な
ど
他
の
諸
国
も
、
潜
在
的
な
起
業
家
の
た
め
に
国
内

イ
ン
フ
ラ
を
構
築
す
る
政
策
を
採
用
し
、
民
間
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
奨
励
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
は
リ
ス
ク
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
の
供
給
に
加
え
て
、
専
門
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
る
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
含
ま
れ
る
。
先
進
技
術
や
Ｉ
Ｐ
Ｒ

に
詳
し
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
会
計
士
、
弁
護
士
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

労
働
市
場
の
移
動
性
も
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
成
功
し
な
か
っ
た
際
、
主
流
の
雇
用

に
再
参
加
で
き
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の
教
訓
と
提
言

ア
メ
リ
カ
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ベ
ー
ス
の

シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
円
滑
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
期
に
は
、
輸
入
技
術
を
国
内
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
、
国
内
の
Ｒ
＆
Ｄ
と

教
育
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
っ
た
。

輸
入
技
術
を
フ
ル
活
用
す
る
た
め
に
は
、
Ｒ
＆
Ｄ
を
促
進
す
る
適
切
な
競
争
環
境
が
必
要
で
あ
る
。
政
府
の
Ｒ

＆
Ｄ
向
け
の
適
切
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
効
果
が
あ
る
。

•••
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政
府
に
よ
る
Ｒ
＆
Ｄ
資
金
供
与
は
、
優
先
順
位
の
設
定
と
省
庁
間
の
十
分
な
調
整
を
必
要
と
す
る
。
ア
メ
リ
カ

の
国
立
衛
生
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
が
手
本
に
な
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｈ
は
政
府
の
生
命
科
学
Ｒ
＆
Ｄ
資
金
の
ほ
と
ん
ど
に

つ
い
て
配
分
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、
み
ず
か
ら
も
Ｒ
＆
Ｄ
を
行
っ
て
い
る
。

国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
変
更
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
支
え
し
て
い
る
各
種
機
関
相
互
の

補
完
性
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

大
学
と
産
業
界
の
協
働
を
特
許
の
ラ
イ
セ
ン
ス
、
委
託
研
究
、
共
同
研
究
と
い
う
形
で
、
さ
ら
に
緊
密
化
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

先
進
国
で
は
技
術
に
か
か
わ
る
Ｉ
Ｐ
Ｒ
は
、
発
明
を
奨
励
す
べ
く
、「
普
及
」
支
持
か
ら
「
排
除
」
支
持
に
シ
フ

ト
す
べ
き
で
あ
る
。

特
許
訴
訟
の
た
め
の
特
別
法
廷
は
有
用
で
あ
る
。

科
学
や
技
術
を
ベ
ー
ス
に
し
た
新
規
起
業
を
含
む
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
適
切
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で

促
進
す
べ
き
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
投
資
家
向
け
に
優
遇
税
制
を
付
与
す
る

「
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
」
が
指
摘
で
き
る
。

企
業
家
の
た
め
の
支
援
体
制
（
先
進
技
術
や
Ｉ
Ｐ
Ｒ
に
詳
し
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
会
計
士
、
弁
護
士
な
ど
）

の
創
設
を
奨
励
す
べ
き
で
あ
る
。

•••••••
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終
わ
り
に

　

日
本
は
通
常
は
漸
進
的
に
し
か
変
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
バ
ブ
ル
後
の
停
滞
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
バ
ブ
ル
崩

壊
か
ら
の
回
復
が
遅
か
っ
た
の
は
、
危
機
の
規
模
が
い
つ
も
総
じ
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
こ
と
が
一
因
で
あ

る
。
こ
れ
は
一
九
九
七
年
の
東
ア
ジ
ア
危
機
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
漸
進
主
義
的
な
傾
向
を
考
え
る
と
、
高
度
な
知
識
経
済
（
科
学
ベ
ー
ス
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
設
、
専
門
ス

キ
ル
を
も
つ
リ
ス
ク
資
金
の
供
与
、
職
場
外
で
の
生
涯
学
習
の
強
化
、
産
学
協
同
の
増
加
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度

の
変
更
な
ど
を
含
む
）
を
発
展
さ
せ
る
主
要
な
挑
戦
が
非
常
な
高
ス
ピ
ー
ド
で
実
現
す
る
と
い
う
可
能
性
は
低
い
だ
ろ

う
。
終
身
雇
用
を
修
正
し
て
成
功
し
て
い
る
会
社
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
れ
は
予
測
可
能
な
将
来
に
わ
た
っ
て
、
伝

統
的
な
シ
ス
テ
ム
と
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
両
方
の
少
な
く
と
も
一
部
が
あ
る
程
度
共
存
す
る
と
い
う
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
と
し
て
は
知
識
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
現
在
よ
り
も
ず
っ
と
容
易
に
創
造
さ
れ
、

修
得
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
、
保
護
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
到
達
す
る
道
を
着
実
に
た
ど
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

知
識
経
済
の
下
で
は
所
得
格
差
が
著
し
く
拡
大
す
る
、
と
い
う
見
方
が
一
部
に
あ
る
。
し
か
し
、
極
端
な
ダ
ー
ウ
ィ

ン
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
知
識
経
済
を
奨
励
し
た
り
、
想
定
し
た
り
す
べ
き
で
は
な
い
。
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
や

人
々
が
安
心
し
て
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
高
度
な
知
識
経
済
の
礎
に
な
っ
て
い
る
べ
き
だ
ろ

う
。

　

歴
史
か
ら
学
べ
る
最
大
の
教
訓
は
「
人
類
は
歴
史
か
ら
何
も
学
ば
な
い
」、
と
い
う
こ
と
だ
と
の
意
見
が
あ
る
。
過
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去
二
〇―

三
〇
年
間
に
日
本
経
済
に
つ
い
て
さ
え
過
度
な
評
価
に
溢
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
よ
う
な
見
方

は
否
定
し
切
れ
な
い
も
の
の
、
わ
れ
わ
れ
は
も
っ
と
賢
明
で
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
。
近
代
世
界
の
な
か
で
日
本
が
確

か
に
達
成
し
た
一
つ
の
こ
と
と
し
て
、
知
識
を
重
要
な
手
段
と
し
て
用
い
た
公
平
な
経
済
成
長
が
あ
る
。

　

過
去
に
う
ま
く
い
っ
た
こ
と
が
将
来
的
に
は
う
ま
く
機
能
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
歴
史
を
知
っ
て
お
く

の
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
読
者
が
属
し
て
い
る
国
が
知
識
経
済
と
い
う
点
で
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
と
は
無
関
係

に
、
筆
者
と
し
て
は
本
書
の
教
訓
が
警
告
に
せ
よ
、
模
倣
す
べ
き
事
例
に
せ
よ
、
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
有
益
で
あ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。



第
II
部

高
度
な
知
識
創
造
企
業
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第
十
章　

知
識
創
造
企
業
の
新
し
い
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

竹
内　

弘
高

　

知
識
経
済
の
な
か
で
最
先
端
を
走
る
た
め
に
は
、
企
業
は
知
識
を
創
造
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
に
知
識
を

も
っ
て
い
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
知
識
創
造
企
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ

ろ
う
か
？　

以
下
で
説
明
す
る
よ
う
に
、
概
念
は
明
確
で
あ
る
が
、
む
ず
か
し
い
の
は
そ
の
実
行
で
あ
る
。
最
初
の

詳
細
な
分
析
はN

onaka and T
akeuchi, T

he K
now

ledge-Creating Com
pany: H

ow
 Japanese Com

panies 

Create the D
ynam

ics of Innovation (1995)

と
題
す
る
研
究
書
で
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
知
識
重
視
の
動
き

は
一
般
化
し
、
文
献
も
著
増
し
て
い
る
�
�
。

�
�　

知
識
管
理
に
関
す
る
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
最
善
慣
行
）
の
普
及
に
熱
心
な
業
界
団
体
や
雑
誌
が
世
界
各
国
に
あ
る
（
こ
の
分

野
の
重
要
な
雑
誌
と
し
て
は
、Journal of K

now
ledge M

anagem
ent, K

now
ledge and Process M

anagem
ent

、
お
よ
びJournal 

of Intellectual Capital

が
あ
る
）。

　

多
く
の
企
業
で
は
今
や
最
高
知
識
責
任
者（
Ｃ
Ｋ
Ｏ
）が
い
て
、知
識
創
造
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
政
府
も
こ
の
動
き
に
関
与
し
て
お
り
、

官
吏
を
海
外
の
会
議
や
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
派
遣
し
て
い
る
（
一
例
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
と
〇
五
年
一
〇
月
に
、
一
橋
大
学
大
学

院
国
際
企
業
戦
略
科
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
は
ア
ジ
ア
一
二
カ
国
を
代
表
す
る
政
府
高
官
一
八
名
を
対
象
に
、
知
識
管
理
に
関
す
る
二
週
間
に
わ
た
る
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日
本
で
日
本
企
業
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
信
奉
者
と
追
跡
研
究
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
？　

手
短
に
答
え
れ
ば
、
知
識
に
対
す
る
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
何
ら
か
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
は
過
去
の
話
だ
。
一
九
九
五
年
に
書
か
れ
た
日
本
の
知
識
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
際
立
っ
た
特

徴
は
、
今
で
は
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
に
つ
い
て
は
ど
う
か
？　

日
本
企
業
は
今
で
も
革
新
的
か
？　

日
本
の
知
識
創
造
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は

依
然
と
し
て
経
営
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
あ
る
か
？　

新
た
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
さ
ら
に
そ
れ
を
前
進
さ
せ
た
の
で
あ
ろ

う
か
？　

あ
る
い
は
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
追
い
越
さ
れ
て
、
膠
着
状
態
に
陥
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

最
初
の
研
究
を
執
筆
し
た
一
人
と
し
て
、
世
界
銀
行
研
究
所
お
よ
び
一
橋
大
学
の
同
僚
と
共
同
で
本
書
を
執
筆
す
る

こ
と
で
、
以
上
の
質
問
に
答
え
て
み
た
い
。
日
本
で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
依
然
と
し
て
活
発
で
あ
り
、
日
本
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
新
し
い
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
得
て
、
従
来
と
同
じ
よ
う
に
、
い
や
お
そ
ら
く
は
さ
ら
に
妥
当
性
を
増
し
て
い

る
、
と
い
う
の
が
短
い
回
答
に
な
る
。

　

こ
の
短
い
答
え
を
こ
の
後
の
五
つ
の
章
で
詳
述
す
る
。
こ
れ
は
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
ト
ヨ
タ
の
レ
ク

サ
ス
部
門
、
シ
ャ
ー
プ
、
キ
ー
エ
ン
ス
、
任
天
堂
、
シ
マ
ノ
に
関
す
る
事
例
研
究
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
企
業
は
小
売

セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
で
開
催
し
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
は
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
資
金
を
拠
出
し
て
野
中
郁
二
郎
が
統
括
し
た
。
講
義
、

事
例
研
究
、
企
業
訪
問
で
構
成
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
）。

　

寄
付
基
金
に
よ
る
教
授
職
さ
え
あ
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
知
識
学
特
別
名
誉
教
授
（
一
九
九
七
年
に

創
設
さ
れ
て
以
来
、
野
中
が
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
い
て
い
る
）
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
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（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
）、
自
動
車
、
テ
レ
ビ
、
電
子
部
品
、
家
庭
用
ビ
デ
オ
・
ゲ
ー
ム
、
自
転
車
部
品
と
広
範

な
産
業
分
野
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
研
究
対
象
に
し
た
の
は
、
独
自
の
市
場
分
野
で
主
導
的
な
シ
ェ
ア
を
維
持

し
、
継
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
自
己
変
革
に
特
に
優
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
日
本
に
も
失
敗
事
例
は
あ
り
、
そ

れ
か
ら
も
何
ら
か
の
教
訓
が
得
ら
れ
る
。
本
書
の
第
一
部
第
三
章
を
参
照
）。

　

次
節
で
は
事
例
研
究
の
結
果
を
要
約
す
る
。
そ
の
後
の
節
で
は
知
識
に
対
す
る
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
構
成
し
て
い

る
概
念
を
要
約
し
て
お
き
た
い
。

事
例
研
究

　

こ
の
第
二
部
で
検
討
す
る
日
本
企
業
の
経
験
は
、
知
識
経
済
に
お
け
る
競
争
力
と
い
う
も
の
に
関
し
て
新
鮮
な
考
え

方
を
示
唆
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、
研
究
対
象
に
し
た
企
業
が
ど
の
よ
う
に
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
知
識
創
造
の
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
達
成
し
た
の
か
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
い
う
の
は
ア
メ
リ
カ
の
発
明
で
あ
る
が
、
日
本
で
劇
的
な
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
。
セ
ブ

ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｓ
Ｅ
Ｊ
）
は
ま
さ
に
現
地
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
親
会
社
の
オ
ー
ナ
ー
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
そ
の
革
新
的
な
商
品
（
お
い
し
い
お
に
ぎ
り
、
斬
新
な
サ
ラ
ダ
、
有
名
店
の

麺
類
、
地
域
限
定
の
名
産
物
な
ど
）
や
サ
ー
ビ
ス
（
携
帯
電
話
の
充
電
、
ド
ラ
イ
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
受
け
取
り
、
銀
行
サ
ー
ビ
ス
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）、
不
在
者
投
票
、
宅
配
便
な
ど
）
だ
け
で
な
く
、
目
新
し
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い
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
で
も
有
名
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
新
し
い
市
場
を
創
出
し
、
日
本
で
の
人
々
の
生
活
や
仕
事
の
仕

方
を
変
え
て
き
た
。
こ
れ
を
行
う
た
め
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
も
ち
ろ
ん
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
顧
客
と
も
密

接
に
協
働
し
た
の
で
あ
る
。

　

レ
ク
サ
ス
は
投
入
さ
れ
て
か
ら
わ
ず
か
一
一
年
後
の
二
〇
〇
〇
年
に
、
ア
メ
リ
カ
で
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
を
凌
駕

す
る
一
番
売
れ
て
い
る
高
級
車
に
な
っ
た
。
ト
ヨ
タ
は
「
改
善
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、「
こ
れ
ま
で
製
作
さ
れ
た

な
か
で
最
良
の
車
」
を
生
産
す
る
た
め
に
、
生
産
シ
ス
テ
ム
、
品
質
、
生
産
性
を
改
善
す
る
方
法
の
飽
く
な
き
追
求
を

継
続
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
レ
ク
サ
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
単
に
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
も
た
ら
す
製
品
の
生
産

に
か
か
わ
る
も
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
人
が
羨
む
よ
う
な
顧
客
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
に
か
か
わ
る
継
続
的
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
。
顧
客
と
相
互
作
用
す
る
際
に
は
問
題
の
解
決
で
あ
れ
商
機
の
活
用
で
あ
れ
、
決
し
て
労

を
い
と
わ
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

電
子
部
品
の
多
く
は
単
な
る
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
（
日
用
品
）
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
示
唆
す
る
低
マ
ー
ジ

ン
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
企
業
は
「
次
元
的
」
競
争
か
ら
「
非
次
元
的
」
競
争
に
移
行
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
日
本

有
数
の
セ
ン
サ
ー
と
測
定
・
計
測
機
器
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
キ
ー
エ
ン
ス
は
、
こ
の
移
行
を
、
顧
客
と
非
常
に
緊
密
に

協
働
し
て
、
顧
客
固
有
の
解
決
策
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
で
世
界

的
な
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
任
天
堂
は
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
人
の
肩
越
し
か
ら
、
そ
の
人
が
探
求
し
て
い
る
「
面
白
さ
」

の
要
素
を
発
見
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
会
社
は
、
自
社
の
顧
客
に
密
接
す
る
こ
と
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
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シ
ャ
ー
プ
は
知
識
を
創
造
し
、
共
有
し
、
保
護
し
、
破
棄
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
、
一
連
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

執
拗
に
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
Ｌ
Ｃ
Ｄ
）・
テ
レ
ビ
で
世
界
一
の
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
た
。

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
Ｌ
Ｃ
Ｄ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
だ
っ
た
シ
ャ
ー
プ
は
、
世
界
で
初
め
て
第
六
世
代
の
工
場
を
稼
動
さ
せ

た
。
そ
の
工
場
で
は
一
五
〇
〇
×
一
八
〇
〇
mm
（
日
本
で
は
畳
サ
イ
ズ
と
呼
ば
れ
る
）
と
い
う
巨
大
Ｌ
Ｃ
Ｄ
パ
ネ
ル
を

生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
町
田
勝
彦
は
社
長
に
就
任
し
て
わ
ず
か
二
カ
月
後
に
、
国
内
市
場
で
販
売
す
る
シ
ャ
ー
プ

の
テ
レ
ビ
を
二
〇
〇
五
年
ま
で
に
す
べ
て
Ｌ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
フ
ラ
ッ
ト
・
ス
ク
リ
ー
ン
に
切
り
換
え
る
と
い
う
目
標
を
設

定
し
、
同
社
は
そ
の
年
ま
で
に
、
日
本
市
場
向
け
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
生
産
を
中
止
し
た
。
町
田
が
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
一
つ
の
方
法
は
、
物
事
を
大
き
く
考
え
て
、
他
人
が
あ
ま
り
に
も
リ
ス
キ
ー
だ

と
考
え
る
も
の
に
果
敢
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。

　

シ
マ
ノ
は
ア
メ
リ
カ
の
ト
ッ
プ
・
ブ
ラ
ン
ド
三
社
（
ト
レ
ッ
ク
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
、
お
よ
び
ス
ペ
シ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
）

が
販
売
し
て
い
る
最
高
級
自
転
車
用
の
部
品
で
九
〇
％
の
シ
ェ
ア
を
誇
り
、
マ
ウ
ン
テ
ン
・
バ
イ
ク
用
の
部
品
で
も
世

界
中
で
圧
倒
的
な
地
位
を
築
い
て
い
る
。
シ
マ
ノ
は
研
究
、
製
造
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
間
の
壁
を
取
り
払
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
引
き
起
こ
し
た
。
会
社
外
で
は
顧
客
と
緊
密
に
協
働
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
継
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
刺
激
し
て
き
た
。
シ
マ
ノ
は
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
の
従
業
員
十
数
人
を
欧
米
の

メ
ー
カ
ー
や
小
売
業
者
の
と
こ
ろ
に
毎
年
派
遣
し
て
、
数
カ
月
間
に
わ
た
り
消
費
者
の
動
向
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
チ
ー
ム
は
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
優
勝
者
ラ
ン
ス
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
な

ど
一
流
選
手
と
定
期
的
に
会
っ
て
、
製
品
や
試
作
品
を
検
討
し
て
い
る
。
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知
識
に
対
す
る
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

知
識
に
対
す
る
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
く
の
鍵
と
な
る
分
野
で
、
伝
統
的
な
欧
米
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
っ
て

い
る
。
日
本
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
徴
を
表
10
・
１
に
要
約
し
た
。

会
社
を
一
つ
の
有
機
的
生
命
体
と
し
て
見
る

　

西
洋
哲
学
の
主
流
に
お
い
て
は
、
知
識
を
所
有
し
処
理
す
る
主
要
な
主
体
は
個
人
で
あ
る
。
日
本
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

で
も
知
識
は
個
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
は
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
組
織
知
を
創
造
す
る
の
に

個
人
と
企
業
の
間
の
相
互
作
用
が
果
た
す
重
要
な
役
割
だ
け
で
な
く
、
こ
の
相
互
作
用
を
円
滑
化
す
る
の
に
グ
ル
ー
プ

が
果
た
す
重
要
な
役
割
も
認
め
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
知
識
創
造
は
次
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
起
こ
る
。

個
人

グ
ル
ー
プ

社
内
組
織

　

会
社
の
捉
え
方
の
違
い
が
、
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
テ
イ
ラ
ー
か
ら
ハ
ー

•••
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バ
ー
ト
・
サ
イ
モ
ン
に
至
る
ま
で
の
伝
統
的
な
欧
米
流
経
営
手
法
の
根
底
に
あ
る
の

は
、
会
社
と
い
う
も
の
は
「
情
報
を
処
理
す
る
」
た
め
の
機
械
で
あ
る
と
い
う
見
方
で

あ
る
。
日
本
で
は
、
会
社
は
一
つ
の
有
機
的
生
命
体
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
ほ
う
が

多
い
。
会
社
は
ま
る
で
個
人
と
同
じ
よ
う
に
、
集
団
的
な
個
性
や
基
本
目
的
を
も
つ
こ

と
が
で
き
る
。
会
社
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
（
使
命
）、
ど
こ
を
目
指
し
て
い
る
の

か
（
ビ
ジ
ョ
ン
）、
ど
ん
な
世
界
に
住
み
た
い
の
か
（
価
値
観
）、
そ
し
て
、
も
っ
と
も

重
要
な
の
は
、
ど
う
す
れ
ば
そ
の
世
界
は
実
現
で
き
る
の
か
、
な
ど
に
関
す
る
理
解
の

共
有
が
、
日
本
的
な
考
え
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
。

　

こ
の
点
で
、
知
識
創
造
と
い
う
の
は
ア
イ
デ
ア
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
の
と
同
時

に
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
ア
イ
デ
ア
ル
（
理
想
）
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
理
想
は
知
識

創
造
を
行
っ
て
い
る
会
社
の
な
か
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
刺
激
す
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
真
髄
は
特
定
の
使
命
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
価
値
観
に
合
わ
せ
て
、
世
界
を
再

創
造
す
る
こ
と
に
あ
る
。
新
し
い
知
識
を
創
造
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
会
社
を
、
さ
ら

に
、
そ
の
な
か
で
働
い
て
い
る
す
べ
て
の
個
人
を
、
個
人
や
組
織
と
し
て
の
自
己
変
革

と
い
う
絶
え
間
な
い
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
文
字
通
り
再
創
造
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
知
識
創
造
企
業
の
な
か
で
は
、
新
し
い
知
識
の
創
造
と
い
う
の
は
行
動
の
あ
り
方

（
ま
さ
に
存
在
の
あ
り
方
）
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
は
全
員
が
知
識
労
働
者
な
の
で
あ

1. 企業を機械としてではなく一つの有機的生命体として見る。
2. 真実を求めるよりも信念の正当化を重視する。
3. 形式知よりも暗黙知を強調する。
4. 新しい知識を創造するために、既存の組織構造だけでなく、自己組織化チームを頼りに

する。
5. トップ・マネジメントと最前線の労働者の間に齟齬があれば、その解決を中間管理職に

委ねる。
6. 内部者だけでなく外部者からも知識を獲得する。

表 10.1　知識に対する日本のアプローチ
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る
。
こ
れ
は
特
殊
な
機
能
な
い
し
特
殊
部
門
の
活
動
と
見
ら
れ
て
い
る
知
識
創
造
と
は
対
照
を
な
す
（
こ
の
点
に
関
す

る
詳
細
に
つ
い
て
は
、N

onaka and T
akeuchi 1995, ch. 3

お
よ
びN

onaka 1994

を
参
照
）。

正
当
化
さ
れ
た
信
念
と
し
て
の
知
識

　

ほ
と
ん
ど
の
西
洋
哲
学
者
は
、
知
識
と
は
プ
ラ
ト
ン
が
導
入
し
た
概
念
「
正
当
化
さ
れ
た
真
な
る
信
念
」
で
あ
る
こ

と
に
同
意
し
て
お
り
、
伝
統
的
な
西
洋
の
認
識
論
（
知
識
に
関
す
る
理
論
）
は
、「
真
実
性
」
を
知
識
の
最
も
重
要
な

特
性
と
捉
え
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
命
題
や
形
式
論
理
で
典
型
的
に
表
現
さ
れ
る
知
識
の
絶
対
的
で
静
的
な
、
非
人
間
的

な
側
面
を
強
調
す
る
。
例
え
ば
、
数
学
を
考
え
て
み
よ
う
。
絶
対
的
真
理
は
公
理
に
基
づ
い
た
合
理
的
な
論
理
か
ら
演

繹
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、「
人
間
は
す
べ
て
死
を
免
れ
な
い
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
人
間
で
あ
る
、
ゆ
え
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス

も
死
を
免
れ
な
い
」
と
い
う
演
繹
の
形
式
論
理
を
考
え
て
み
よ
う
。
す
べ
て
が
論
理
的
で
あ
る
が
、
新
た
な
発
想
が
生

ま
れ
る
余
地
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
知
識
の
「
正
当
化
さ
れ
た
信
念
」
と
い
う
側
面
を
強
調
す
る
。
知
識
を
、

個
人
の
信
念
が
人
間
に
よ
っ
て
「
真
実
」
へ
と
正
当
化
さ
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
プ
ロ
セ
ス
と
捉
え
、
知
識
は
人
間
の

行
為
と
本
質
的
に
関
係
し
て
い
る
と
見
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
の
価
値
体
系
に
深
く
根
ざ
し
た
「
信
念
」
や
「
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
に
代
表
さ
れ
る
知
識
の
行
動
的
・
主
観
的
側
面
に
注
目
す
る
。

　

情
報
と
知
識
は
、
い
ず
れ
も
特
定
の
文
脈
や
あ
る
関
係
に
お
い
て
の
み
「
意
味
」
を
持
つ
が
、
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
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は
、
次
の
二
点
で
そ
れ
ら
を
明
確
に
区
分
し
て
い
る
。
第
一
に
、
知
識
は
情
報
と
違
っ
て
、
信
念
や
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
に
密
接
に
か
か
わ
り
、
あ
る
特
定
の
立
場
、
見
方
、
あ
る
い
は
意
図
を
反
映
し
て
い
る
。
第
二
に
、
知
識
は
情
報
と

違
っ
て
、
目
的
を
持
っ
た
行
為
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
知
識
は
主
観
的
な
世
界
観
か
ら
発
露
す
る
の
で
、「
唯
一
無
二

の
絶
対
的
真
理
」
に
は
お
そ
ら
く
到
達
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
よ
り
実
際
的
で
あ

り
、
利
用
す
る
人
に
と
っ
て
知
識
が
実
際
的
で
あ
れ
ば
、
柔
軟
に
知
識
を
「
真
実
」
と
み
な
す
の
で
あ
る
。

暗
黙
知
の
強
調

　

西
洋
的
経
営
の
伝
統
で
は
知
識
は
「
明
示
的
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
形
式
的
・
体
系
的
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
形
式
知
は
、
言
葉
や
数
字
で
表
す
こ
と
が
で
き
、
デ
ー
タ
、
科
学
的
な
公
式
、
成
文
化
さ
れ
た
手

続
き
と
い
っ
た
形
で
、
簡
単
に
伝
達
・
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
な
も
の
は
何
で
も
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
簡
単
に
処
理
で
き
る
、
電
子
的
に
伝
達
で
き
る
、
あ
る
い
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
保
存
で
き
る
も

の
は
す
べ
て
、
ご
く
当
た
り
前
に
知
識
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
企
業
は
ま
っ
た
く
異
な
る
知
識
観
を
も
ち
、
言
葉
や
数
字
で
表
現
さ
れ
た
知
識
は
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な
い

と
考
え
て
い
る
。
知
識
は
本
質
的
に
「
暗
黙
的
」
で
、
目
に
見
え
に
く
く
、
表
現
し
が
た
い
も
の
と
見
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
暗
黙
知
は
き
わ
め
て
個
人
的
で
、
形
式
化
し
に
く
い
の
で
、
他
人
に
伝
達
し
て
共
有
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ

れ
ゆ
え
、
日
本
人
は
し
ば
し
ば
装
飾
的
な
表
現
、
メ
タ
フ
ァ
ー
、
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
訴
え
る
。
主
観
に
基
づ
く
洞
察
、
直
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観
、
勘
が
、
こ
の
知
識
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
暗
黙
知
は
、
個
人
の
行
動
、
経
験
、
理
想
、
価
値
観
、
情
念
な

ど
に
も
深
く
根
ざ
し
て
い
る
。

　

日
本
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
直
接
体
験
や
試
行
錯
誤
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
。
子
供
が
食
べ
、
歩
き
、

話
す
こ
と
を
学
ぶ
よ
う
に
、
日
本
人
は
「
心
」
だ
け
で
な
く
「
体
」
も
使
っ
て
学
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の
「
心
身
一
如
」

を
強
調
す
る
伝
統
は
、
十
三
世
紀
に
禅
宗
が
確
立
し
て
以
来
、
日
本
的
思
考
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
禅
宗
徒
が
内

的
瞑
想
と
身
体
的
修
行
に
よ
っ
て
得
よ
う
と
す
る
理
想
的
境
地
で
あ
る
。

　

禅
は
身
体
的
修
業
を
つ
う
じ
て
英
知
を
養
お
う
と
す
る
武
士
道
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。「
行
動
の
人
」
で

あ
る
こ
と
が
、
哲
学
や
文
学
の
習
得
よ
り
も
重
要
視
さ
れ
た
。
直
接
体
験
か
ら
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
心
で
学
ぶ
こ

と
を
重
視
す
る
「
シ
ス
テ
ム
思
考
」
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
シ
ス
テ
ム
思
考
や
学
習
組
織
の
唱
導
者
で
あ
るSenge 

(1990) 

は
、
試
行
錯
誤
に
よ
る
学
習
は
幻
想
に
す
ぎ
な
い
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
、
組
織
内
部
で
下
さ
れ
る
き
わ
め
て
重

要
な
決
断
は
数
十
年
に
わ
た
っ
て
組
織
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
長
い
時
間
枠
で
は
直
接
体
験
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
不
可
能
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

自
己
組
織
化
チ
ー
ム

　

自
己
組
織
化
チ
ー
ム
は
知
識
創
造
に
対
す
る
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
な
か
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

個
々
人
が
対
話
で
き
る
共
通
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
で
は
相
当
な
意
見
の
対
立
や
不
一
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致
が
許
容
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
見
の
衝
突
こ
そ
が
、
そ
れ
ま
で
当
然
視
さ
れ
て
き
た
前
提
に
疑
問
を
抱
か
せ
、
自

分
の
経
験
を
新
し
い
角
度
か
ら
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
・
レ
ベ
ル
で
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
相
互
作
用
が
、
個
人
知
か
ら
組
織
知
へ
の
変
換
を
促
進
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
で
は
社
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
や
部
署
か
ら
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
構
成
が
鍵
と
な
る
。
例
え

ば
、
シ
ャ
ー
プ
で
は
、
社
員
は
部
署
・
地
位
・
時
期
に
関
係
な
く
引
き
抜
か
れ
、
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
二
年
間
も
従

事
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
知
識
創
造
の
任
務
を
独
占
す
る
部
署
や
専
門
家
グ
ル
ー
プ
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
の

証
左
で
あ
る
。

中
間
管
理
職
の
中
枢
的
な
役
割

　

中
間
管
理
職
は
組
織
的
知
識
創
造
に
対
す
る
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
な
か
で
中
枢
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
ト
ッ

プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
会
社
が
ど
こ
を
目
指
す
べ
き
か
、
と
い
う
方
向
感
を
提
示
し
て
、
会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
夢
（「
ど

う
あ
る
べ
き
か
」）
を
明
確
化
す
る
。
一
方
、
最
前
線
に
い
る
社
員
は
現
実
（「
ど
う
で
あ
る
か
」）
を
直
視
し
て
い
る
。

中
間
管
理
職
は
、
ト
ッ
プ
が
創
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
も
の
と
現
実
世
界
に
あ
る
も
の
と
の
齟
齬
を
、
中
間
的
な
ビ
ジ

ネ
ス
や
製
品
に
関
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
創
造
す
る
こ
と
で
仲
立
ち
す
る
役
割
を
担
う
。
知
識
創
造
に
対
す
る
こ
の
よ
う

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ミ
ド
ル
・
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
呼
ぶ
。

　

中
間
管
理
職
が
ト
ッ
プ
と
最
前
線
の
社
員
と
の
橋
渡
し
役
を
担
う
の
は
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
に
ア
メ
リ
カ
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で
は
、
橋
渡
し
役
は
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
見
な
さ
れ
、
企
業
が
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
「
リ
ー
ン
（
む

だ
の
な
い
）
で
ミ
ー
ン
（
け
ち
な
）」
に
な
ろ
う
と
す
る
な
か
で
、
中
間
管
理
職
の
ポ
ス
ト
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
今
に
な
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
合
理
化
の
マ
イ
ナ
ス
効
果
が
痛
感
さ
れ
て
お
り
、
中
間
管
理
職
の
重
要
な
、
積

極
的
な
、
綜
合
的
な
役
割
に
新
た
な
関
心
が
払
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
知
識
創
造
や
組
織
構
造
に
対
す
る
日
本
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、
い
つ
も
中
間
管
理
職
の
重
要
性
を
認
識
し
て
き
た
。

　

中
間
管
理
職
は
社
内
で
情
報
の
垂
直
的
・
水
平
的
な
流
れ
の
交
差
点
に
位
置
し
て
い
る
お
か
げ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
知

識
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
の
理
想
的
な
リ
ー
ダ
ー
候
補
と
な
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
中
間
管
理
職
は
会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
し
た
が
っ
て
現
実
を
作
り
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

知
識
経
済
の
な
か
で
チ
ー
ム
・
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
に
は
、
中
間
管
理
職
と
し
て
多
く
の
資
質
が
要
求
さ
れ
、
次

の
よ
う
な
ス
キ
ル
が
必
要
と
さ
れ
る
。

一	

中
間
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
創
造
す
る
た
め
の
仮
説
を
考
案
す
る
。

二	

知
識
創
造
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
統
合
す
る
。

三	

チ
ー
ム
・
メ
ン
バ
ー
間
の
対
話
を
促
進
す
る
。

四	

メ
タ
フ
ァ
ー
や
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
用
い
て
、
他
の
人
が
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
出
し
そ
れ
を
明
確
化
す
る
の
を
助
け
る
。

五	

チ
ー
ム
・
メ
ン
バ
ー
間
の
信
頼
感
を
醸
成
す
る
。

六	

過
去
を
理
解
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
未
来
の
行
動
経
路
を
構
想
す
る
。
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七	

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
調
整
・
管
理
す
る
。

外
部
か
ら
の
知
識
獲
得

　

日
本
企
業
は
い
つ
も
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
顧
客
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
さ
ら
に
は
競
合
他
社
に
さ
え

も
、
洞
察
や
手
が
か
り
を
求
め
て
き
た
。
外
部
か
ら
獲
得
し
た
知
識
は
広
く
社
内
で
共
有
さ
れ
、
自
社
の
知
識
ベ
ー
ス

の
一
環
と
し
て
保
存
さ
れ
、
新
し
い
開
発
技
術
、
製
品
、
シ
ス
テ
ム
、
あ
る
い
は
競
争
手
法
の
開
発
に
従
事
し
て
い
る

人
々
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
る
。

　

松
下
が
開
発
し
て
い
た
自
動
製
パ
ン
機
の
問
題
を
克
服
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
に
、
社
員
の
田
中
郁
子
が

数
ヶ
月
間
に
わ
た
り
パ
ン
作
り
の
師
匠
の
と
こ
ろ
に
弟
子
入
り
し
た
の
は
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ヨ
タ
は
組
織

の
境
界
を
越
え
て
知
識
を
創
造
す
る
た
め
に
、
関
連
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
グ
ル
ー
プ
と
緊
密
に
協
働
す
る
お
手
本
で
あ
る
。

知
識
変
換
モ
ー
ド

　

知
識
創
造
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
（
共
同
化
、
表
出
化
、
連
結
化
、
内
面
化
）
と
し
て
知
ら
れ
る
四
つ
の
知
識
変
換
モ
ー
ド
を

通
じ
て
進
行
す
る
。
表
10
・
２
と
図
10
・
１
は
こ
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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ス
パ
イ
ラ
ル
状
に
進
行
し
な
が
ら
、
暗
黙
知
と
形
式
知
の
相
互
作
用
が
増
幅
さ
れ
る
。
ス
パ

イ
ラ
ル
は
存
在
論
的
な
レ
ベ
ル
（
す
な
わ
ち
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
組
織
、
組
織
相
互
間
）
を

上
が
っ
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
規
模
が
大
き
く
な
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
創
造
さ

れ
た
知
識
は
新
た
な
知
識
創
造
ス
パ
イ
ラ
ル
を
引
き
起
こ
し
て
、
班
、
課
、
部
、
そ
し
て
組
織

の
境
界
さ
え
超
越
し
て
い
き
な
が
ら
、
水
平
的
に
も
垂
直
的
に
も
拡
大
し
て
い
く
。
ス
パ
イ
ラ

ル
が
組
織
の
境
界
を
越
え
て
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
大
学
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
顧
客
、
競
合
他

社
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
政
府
な
ど
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
知
識
が
相
互
作
用
し
て
、
知
識

創
造
プ
ロ
セ
ス
が
さ
ら
に
増
幅
さ
れ
る
（
詳
細
はA

hm
adjian 2004

を
参
照
）。

　

知
識
ス
パ
イ
ラ
ル
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
多
数
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
換
な
い
し
綜
合
が
行
わ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
以
下
を
ま
た
い
だ
変
換
な
い
し
綜
合
が
含
ま
れ
る
。

一	

暗
黙
知
と
形
式
知

二	

社
内
の
レ
ベ
ル
（
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
組
織
）

三	

社
内
の
機
能
、
課
、
部

四	

社
内
の
階
層
（
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
中
間
管
理
職
、
最
前
線
の
労
働
者
）

五	

社
内
の
知
識
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
顧
客
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
競

合
他
社
、
大
学
、
政
府
、
そ
の
他
関
係
者
が
創
造
し
た
社
外
の
知
識

共同化
表出化
連結化
内面化

直接体験を通じて暗黙知の共有・創造
対話と思考を通じて暗黙知を明確化
形式知や情報を体系化・応用
実際に新しい暗黙知を学習・修得

表 10.2　SECI スパイラル
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こ
の
よ
う
な
綜
合
能
力
が
知
識
創
造
プ
ロ

セ
ス
の
成
否
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

「
場
」
の
概
念

　

知
識
創
造
に
か
か
わ
る
相
互
作
用
を
説
明

す
る
た
め
に
、「
場
」
の
概
念
が
使
わ
れ
て

い
る
。
場
は
「
い
つ
」
や
「
ど
の
よ
う
に
」

に
加
え
て
、
相
互
作
用
の
「
連
携
点
」
や
そ

れ
が
起
こ
る
の
は
「
ど
こ
」
か
を
説
明
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
場
は
一
種
の
つ
な
が

り
（
ネ
ク
サ
ス
）
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
場
は
単
純
な
つ
な
が

り
を
は
る
か
に
越
え
た
も
の
で
あ
る
。
場
は

新
し
い
意
味
を
創
造
す
る
た
め
に
個
々
人
が

相
互
作
用
し
合
う
共
通
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を

暗黙知

形式知

形式知

暗黙知

共同化 表出化

連結化内面化

対話と思考を通じて
暗黙知を明確化

形式知や情報を体
系化・応用

実際に新しい暗黙
知を学習・修得

直接体験を通じて暗
黙知の共有・創造

図 10.1　知識スパイラルの SECI プロセス

出所：Nonaka and Takeuchi (1995)を翻案．
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提
供
す
る
。

　

場
は
そ
の
性
格
上
、
場
当
た
り
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
楽
譜
に
沿
っ
た
演
奏
よ
り

も
ジ
ャ
ズ
に
お
け
る
即
興
演
奏
に
似
て
い
る
。
ジ
ャ
ズ

の
即
興
演
奏
で
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
リ
ア
ル
・
タ
イ
ム

で
共
有
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

で
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
が
事
前
に
共
有
さ
れ

て
い
る
。
場
当
た
り
的
と
い
う
の
は
自
然
発
生
的
と
い

う
こ
と
と
同
じ
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
つ

ま
り
、
組
織
は
連
携
点
を
確
立
し
て
、
そ
の
と
き
に
場

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
ス
ペ
ー
ス
を
指
定
し
て
お
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
表
10
・
３
は
場
の
基
本
的
な

特
徴
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

結
論

　

第
二
部
の
結
論
を
冒
頭
で
述
べ
る
た
め
に
は
、
あ
と

連携点 1

実在的グループ：大会やシンポジウム、学会や業界団体、社内会議、プロジェクト・チーム、
タスクフォースなど
概念的グループ：慣習などが同じコミュテニィ
どこ 1

実在的スペース：コンベンション・センター、工場現場、売り場、事務所スペース、会議室
など
仮想的スペース：電話会議、ファイル共有、ソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）、
チャット・ルームやブログなどのオンライン会話、ウィキ（wiki）のようなサイトなど
性格
場当たり的でダイナミック
コンテクストの共有
実存的（時間や場所の観点で「いた」ことがある）
種類
内向き（組織内など）
顧客に対して外向き
非顧客（サプライヤー、ディーラー、競合他社、地元コミュニティ、政府など）に対して外
向き注 1：「場」は複数の連携や「どこ」に関係することができる。表は可能性を例示したにすぎない。

表 10.3　「場」の基本的な特徴
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に
続
く
五
つ
の
章
で
、
日
本
企
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
ど
の
よ
う
に
創
造
す
る
か
に
当
た
っ
て

新
し
い
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
、
読
者
に
納
得
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
企
業
は

知
識
経
営
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
ら
に
押
し
広
げ
て
、
多
種
多
様
の
新
た
な
概
念
を
生
み
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
重
要

な
こ
と
は
、
日
本
企
業
が
、
知
識
経
済
に
お
い
て
競
争
的
優
位
を
確
保
す
る
鍵
が
組
織
間
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
を
証
明

し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
新
し
い
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
社
外
（
顧
客
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
そ
し
て
競
争

相
手
さ
え
も
）
と
協
働
す
る
方
法
を
発
見
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
、
新
し
い
知
識
を
創
造
す
る
。
そ
し
て
新
し
い
知
識

は
、
社
内
で
あ
れ
社
外
で
あ
れ
そ
の
出
生
を
問
わ
ず
、
革
新
的
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
推
進
す
る
。

　

敷
居
は
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
、
企
業
が
組
織
的
知
識
創
造
に
対
す
る
日
本
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
利
用
す
る
こ
と
で
利
益
を
享
受
で
き
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
し
か
し
、
日
本
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
発
展
し

て
き
て
い
る
。
今
こ
そ
、
知
識
ベ
ー
ス
の
競
争
を
志
す
い
か
な
る
企
業
も
、
組
織
間
知
識
創
造
に
対
す
る
日
本
的
ア
プ

ロ
ー
チ
か
ら
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
十
一
章　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
業
界
に
お
け
る
知
識
創
造
：

野
中　

郁
次
郎

　

社
会
は
徐
々
に
知
識
社
会
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
社
会
の
変
化
を
反
映
し
て
、
知
識
の
概
念
や
知
識
経
営
も
経
営
書

や
ビ
ジ
ネ
ス
雑
誌
で
人
気
が
出
て
き
て
い
る
。
本
章
の
目
的
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
業
界
で
競
争
力
の
面
で
優

位
に
立
つ
た
め
に
、
知
識
創
造
が
果
た
す
役
割
に
関
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
あ
る
。
特
に
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
（
Ｓ
Ｅ
Ｊ
）
を
知
識
企
業
論
の
立
場
か
ら
検
討
す
る
（N

onaka 1991, 1994

、N
onaka and T

akeuchi 

1995

、N
onaka and T

oyam
a 2002

、T
akeuchi and N

onaka 2004

、N
onaka and T

oyam
a 2003

）。

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
日
本
最
大
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
で
、
一
万
以
上
の
店
舗
を
擁
し
、
最
高
収
益
を
上
げ
て

い
る
日
本
企
業
の
一
つ
で
あ
る
。
同
社
に
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
す
る
の
に
、
顧
客
か
ら
得
た
暗
黙
知
を
活
用

し
て
体
系
化
す
る
と
い
う
知
識
創
造
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
移
ろ
い
や
す
い
顧
客
の
ニ
ー
ズ

や
欲
求
を
競
合
他
社
よ
り
も
効
率
的
に
満
た
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

本
章
は
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
次
節
で
は
、
存
在
論
と
認
識
論
を
結
合
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
知
識
創

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
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造
企
業
の
構
成
要
素
を
説
明
す
る
概
念
の
枠
組
み
を
提
示
す
る
。
そ
の
上
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
に
お
け
る
知
識
創
造
を
知
識
ビ

ジ
ョ
ン
、
牽
引
力
と
な
る
目
的
、
対
話
、
慣
行
、「
場
」（「
動
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
文
脈
」
の
意
）、
外
部
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
述
べ
る
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
国
際
的
な
事
業
展
開
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
Ｓ

Ｅ
Ｊ
成
功
の
主
要
要
因
を
分
析
す
る
。
結
論
に
は
経
営
上
の
示
唆
も
含
ま
れ
て
い
る
。

概
念
の
枠
組
み

　

知
識
企
業
は
二
つ
の
結
合
し
た
構
成
要
素
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
知
識
ビ
ジ
ョ
ン
、
推
進
目
的
、
対
話
、
慣

行
な
ど
は
知
識
創
造
企
業
の
基
本
的
な
構
成
要
素
で
あ
る
。
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
は
、
文
脈
固
有
で
共
有
さ
れ
て
い
る

相
互
作
用
の
文
脈
（「
場
」）
に
依
存
し
て
い
る
。
知
識
は
暗
黙
知
と
形
式
知
の
相
互
作
用
に
加
え
て
、
行
為
者
と
環
境

の
相
互
作
用
を
通
じ
て
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
組
織
、
組
織
間
の
レ
ベ
ル
で
創
造
さ
れ
る
。
暗
黙
知
と
形
式
知
は
完
全

に
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
互
い
に
補
完
的
な
存
在
と
し
て
理
解
で
き
る
。
暗
黙
知
は
個
人
的
で
、
表
出
化

が
む
ず
か
し
く
、
文
脈
固
有
で
あ
る
が
（Polanyi 1952

）、
形
式
知
は
成
文
化
や
移
転
が
可
能
で
あ
る
。

知
識
創
造
企
業
の
基
本
的
な
構
成
要
素

　

知
識
創
造
企
業
の
基
本
的
な
構
成
要
素
は
知
識
ビ
ジ
ョ
ン
、
推
進
目
的
、
対
話
、
慣
行
で
あ
る
（
図
11
・
１
）。

　

知
識
ビ
ジ
ョ
ン
は
企
業
が
理
想
と
す
る
使
命
や
領
域
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、「
会
社
は
何
の
た
め
に
存
在
し
て
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い
る
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
に
根
差
し
て
い
る
。
分

析
的
な
戦
略
と
は
対
照
的
に
、
知
識
ビ
ジ
ョ
ン
は
会

社
の
理
想
的
な
慣
習
を
価
値
主
導
で
明
確
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
哲
学
者M

artin H
eidegger (1962)

は
、
時
間
性
に
関
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
側
面
は
、

存
在
の
可
能
性
を
意
味
す
る
将
来
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。

　

過
去
の
経
験
と
予
想
さ
れ
る
将
来
の
組
み
合
わ
せ

か
ら
現
在
の
行
為
が
生
ま
れ
る
。
同
様
に
、
戦
略
的

な
意
思
決
定
を
担
当
す
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
常
に
過
去

を
振
り
返
っ
て
、
過
去
の
製
品
や
プ
ロ
セ
ス
に
注
意

し
な
が
ら
、
知
識
を
創
造
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
将
来
も

見
渡
す
必
要
が
あ
る
。
知
識
ビ
ジ
ョ
ン
は
こ
の
よ
う

に
過
去
、
現
在
、
お
よ
び
未
来
の
間
で
の
つ
な
が
り

を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
過
去
は
未
来
の
予
測
と

し
て
の
み
意
味
が
あ
る
か
ら
だ
。
中
間
管
理
職
は

ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
最
前
線
の

       形式知（客観性

） 
知識資産 

ビジョン
（何？）

推進目的

対話
（なぜ？）

環境

慣行
（どのように？）

場
（共有コン

テクスト）

図 11.1　知識創造企業の基本要素
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混
沌
と
し
た
現
実
と
の
橋
渡
し
を
す
る
。
中
間
管
理
職
は
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
ビ
ジ
ョ
ン

を
内
面
化
し
て
、
知
識
創
造
を
円
滑
に
す
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ー
チ
、
助
言
者
、
調
整
役
の
役
割
を
果
た
す
。

　

駆
動
目
標
は
概
念
や
数
値
だ
け
で
な
く
、
集
団
的
な
規
律
と
し
て
も
現
実
化
さ
れ
て
い
て
、
知
識
ビ
ジ
ョ
ン
、
対

話
、
実
践
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
一
貫
性
に
ま
と
め
上
げ
る
（N

onaka, Peltokorpi, and T
om

ae 2005

）。
こ
の
結
合

リ
ン
ク
は
、
自
己
実
現
の
た
め
の
行
為
に
は
将
来
へ
の
向
上
心
や
取
り
巻
く
現
実
と
結
び
付
い
て
い
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
単
純
な
事
実
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
企
業
は
知
識
創
造
の
た
め
の
資
源
を
供
給
す
べ
く
、
利
益
を

生
み
出
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
単
一
の
経
済
的
基
準
な
い
し
原
理
に
よ
っ
て
会
社
内

の
洞
察
を
円
滑
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
場
知
識
を
把
握
し
て
、
出
現
し
て
く
る
顧
客
の
要
求
が
予
想
で
き
る
よ
う
に

な
る
（Collins 2001

を
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
経
済
的
基
準
は
内
省
や
社
会
的
相
互
作
用
を
通
じ
て
現
実
が
現
わ
れ

て
く
る
よ
う
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
透
明
で
あ
る
く
ら
い
に
、
繊
細
な
も
の
で
あ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

　

対
話
は
企
業
の
境
界
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
場
」
を
リ
ン
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
同
理
解
を
高
め
る
。
ア
イ
デ

ア
の
自
由
な
流
れ
を
作
り
出
す
た
め
に
は
、
対
話
は
共
感
、
互
恵
、
関
与
、
開
放
さ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
参
加
者
は
自
分
の
主
観
的
な
感
情
を
表
現
す
る
と
同
時
に
、
複
数
の
視
点
か
ら
現
象
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
先
入
観
を
一
旦
取
り
払
う
必
要
が
あ
る
（D

epraz, V
alera, and V

erm
ersch 2003

）。
確
定
的
で
な
い
対
話

の
流
れ
は
、
参
加
者
が
感
情
、
信
念
、
ア
イ
デ
ア
、
思
考
の
作
用
を
内
省
す
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
主
張
の
間
に
中
間
点
は
存
在
し
な
い
。

　

実
践
は
論
理
的
言
動
よ
り
も
、
よ
り
弁
証
法
的
と
な
る
「
作
動
中
の
弁
証
法
」
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
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人
々
は
自
己
を
よ
り
高
い
次
元
を
目
指
し
、
修
得
し
た
暗
黙
知
や
ス
キ
ル
に
つ
い
て
内
省
す
る
。
行
動
の
一
部
は
本
来

的
に
暗
黙
的
で
あ
る
た
め
、
実
践
は
認
識
さ
れ
て
い
る
行
動
パ
タ
ー
ン
を
行
う
、
総
合
的
な
能
力
と
し
て
の
組
織
ル
ー

テ
ィ
ン
と
は
違
う
（N

elson and W
inter 1982

）。
実
践
と
い
う
の
は
伝
統
的
な
日
本
の
「
型
」
と
同
じ
で
あ
る
と

考
え
て
よ
い
。
そ
れ
は
学
習
（
修
）⇒

打
破
（
破
）⇒

創
造
（
理
）
と
い
う
連
続
し
た
循
環
で
構
成
さ
れ
る
行
動
や
慣

行
の
理
想
形
で
あ
る
。
理
想
形
は
行
動
に
か
か
わ
る
実
際
の
関
与
あ
る
い
は
一
時
的
な
中
断
の
い
ず
れ
か
を
通
じ
た
内

省
に
よ
っ
て
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（H

eidegger 1962

、Shon 1983

）。
実
践
は
ひ
と
た
び
共
有
さ
れ
て
体

系
化
さ
れ
る
と
、
会
社
の
知
識
資
産
の
一
部
に
な
る
。

　

場
は
知
識
が
共
有
、
創
造
、
活
用
さ
れ
、
動
的
に
共
有
さ
れ
る
文
脈
で
あ
る
（N

onaka and K
onno 1998

）。
場

の
本
質
は
ス
ペ
ー
ス
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
具
体
的
な
時
期
、
ス
ペ
ー
ス
、
歴
史
の
な
か
で
生
じ
る
相
互
作
用
を

通
じ
て
、
共
有
さ
れ
、
創
造
さ
れ
る
文
脈
や
意
味
で
あ
る
。
場
は
個
人
、
作
業
グ
ル
ー
プ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー

ム
、
非
公
式
サ
ー
ク
ル
、
会
議
、
仮
想
ス
ペ
ー
ス
、
顧
客
接
触
に
お
い
て
出
現
す
る
。

　

場
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
限
ら
れ
た
視
点
を
超
越
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
日
本
の
哲
学
者
で
あ
る
西
田
幾
多
郎 (1921/1990)

は
、
場
の
本
質
は
「
無
」
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
場

の
な
か
で
、
人
は
自
分
自
身
の
こ
と
を
、
す
な
わ
ち
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
絶
対
的
な
真
実
で
あ
る
こ
と
に
関
す
る
予

見
し
て
い
た
概
念
を
忘
れ
て
、
他
人
に
対
し
て
開
放
的
に
な
れ
る
。
人
は
他
人
と
の
関
係
に
よ
る
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通

じ
て
自
分
自
身
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
、
他
人
の
意
見
や
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
主
観
的
な

意
見
は
理
解
さ
れ
て
共
有
さ
れ
る
。
指
導
者
は
物
理
的
な
ス
ペ
ー
ス
（
会
議
室
な
ど
）、電
脳
ス
ペ
ー
ス
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
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タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
）、
精
神
的
な
ス
ペ
ー
ス
（
共
通
目
標
）
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
場
」
を
活
気
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、組
織
構
造
や
経
営
シ
ス
テ
ム
（
キ
ャ
リ
ア
制
度
や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
制
度
な
ど
）
も
「
場
」

を
活
気
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス

　

知
識
は
暗
黙
知
と
形
式
知
の
連
続
的
な
転
換
を
通
じ
て
創
造
さ
れ
る
（N

onaka 1991, 1994

、N
onaka and 

T
akeuchi 1995

）。
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
は
次
の
四
局
面
の
知
識
転
換
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。

一	

共
同
化
（
新
し
い
暗
黙
知
が
古
い
暗
黙
知
か
ら
形
成
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
）⇒

二	

表
出
化
（
新
し
い
形
式
知
が
新
し
い
暗
黙
知
か
ら
形
成
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
）⇒

三	

連
結
化
（
新
し
い
暗
黙
知
が
古
い
形
式
知
か
ら
形
成
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
）⇒

四	

内
面
化
（
新
し
い
知
識
が
新
し
い
形
式
知
か
ら
形
成
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
）

　

プ
ロ
セ
ス
は
共
同
化
で
始
ま
る
。
こ
れ
は
日
々
の
社
会
的
な
相
互
作
用
で
共
有
さ
れ
た
経
験
を
通
じ
て
、
新
し
い
暗

黙
知
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
局
面
で
は
、
物
事
を
あ
り
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
観
察
し
、
感
じ
る
と
い
う
現

象
学
的
な
方
法
が
有
効
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
個
人
的
な
偏
見
、
信
念
、
先
入
観
の
一
時
的
な
中
断
と
い
う
現
象
学
的

な
東
洋
哲
学
の
概
念
に
よ
っ
て
純
粋
な
経
験
を
修
得
し
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
（N

ishida 1921/1990

、H
usserl 
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1931

）。

　

表
出
化
の
局
面
に
い
る
人
々
は
、
比
喩
、
類
推
、
手
本
、
対
話
、
内
省
を
通
じ
て
、
各
自
が
も
っ
て
い
る
暗
黙
知
を

共
有
す
る
。
こ
の
局
面
は
理
想
主
義
に
基
盤
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
暗
黙
知
は
人
の
主
観
的
な
経
験
の
本
質
あ
る
い

は
理
想
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
に
な
る
た
め
だ
。
個
人
的
な
知
識
の
深
層
を
表
出
化
す
る
に
は
、
ア
ブ
ダ

ク
シ
ョ
ン
（
仮
説
生
成
の
発
想
法
）
と
リ
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
結
果
～
原
因
を
探
る
）
と
い
う
方
法
の
連
続
的
使
用
が

有
効
で
あ
る
（Law

son 1997

）。
こ
の
局
面
で
重
要
な
効
果
を
発
揮
す
る
の
は
、
愛
、
配
慮
、
信
頼
、
逆
説
の
受
容
、

反
対
の
性
格
の
育
成
で
あ
る
（N

onaka and T
akeuchi 1995

）。

　

連
結
化
の
局
面
で
は
、
表
出
化
さ
れ
た
暗
黙
知
が
集
団
的
な
認
識
や
実
際
的
な
用
途
の
た
め
に
、
明
示
的
な
形
で
体

系
化
さ
れ
て
明
確
化
さ
れ
る
。
矛
盾
は
こ
こ
で
ほ
と
ん
ど
が
論
理
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
。
合
理
主
義
は
、
形
式
知
の

連
結
、
編
集
、
分
解
に
は
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
知
識
の
連
結
化
は
情
報
技
術
、
分
業
、
階
層
に
よ
っ
て
円
滑
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
建
設
的
に
活
用
す
れ
ば
、
企
業
と
い
う
境
界

の
内
外
に
形
式
知
を
移
転
す
る
の
が
容
易
に
な
る
。

　

内
面
化
の
局
面
で
は
新
し
い
形
式
知
は
ソ
フ
ト
な
実
験
や
規
律
を
通
じ
て
修
得
さ
れ
る
。
実
地
学
習
と
い
う
実
際
主

義
は
、
形
式
知
を
自
分
自
身
の
知
識
と
し
て
テ
ス
ト
、
修
正
、
体
現
す
る
の
に
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
知
識
創
造
の
最

終
製
品
と
し
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
製
品
は
、
収
益
性
の
高
い
成
長
を
通
じ
て
利
益
や
株
主
価
値
を
生
み
出
す
。
こ
の
プ

ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
企
業
は
知
的
資
源
な
い
し
知
識
資
産
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

知
識
創
造
は
上
向
き
の
ス
パ
イ
ラ
ル
で
あ
り
、
暗
黙
知
と
形
式
知
の
相
互
作
用
が
知
識
転
換
の
四
つ
の
モ
ー
ド
を
通
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じ
て
増
幅
さ
れ
る
。
ス
パ
イ
ラ
ル
は
知
識
ビ
ジ
ョ
ン
に
し
た
が
っ
て
、
存
在
論
的
な
レ
ベ
ル
を
上
昇
し
て
い
く
に
つ
れ

て
大
き
く
な
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
知
識
創
造
の
新
た
な
ス
パ
イ
ラ
ル
の
引
き
金
と
な
り
、
相
互
作
用
の
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
通
じ
て
、
班
、
課
、
部
、
そ
し
て
組
織
の
境
界
す
ら
超
越
し
て
、
縦
横
に
拡
大
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｓ
Ｅ
Ｊ
）

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
日
本
で
有
数
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
二
月
期
の
総
売
上
高

は
二
・
四
兆
円
、
営
業
収
入
は
四
六
七
〇
億
円
で
あ
る
。
国
内
店
舗
数
は
二
〇
〇
三
年
に
は
一
万
店
を
越
え
て
今

や
一
〇
、八
二
六
店
に
達
し
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
業
界
に
お
け
る
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
シ
ェ
ア
は
売
上
高
で

三
一
・
五
％
、
店
舗
数
で
二
一
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
日
当
た
り
の
一
店
舗
の
売
上
高
は
平
均
六
四
万
七
〇
〇
〇

円
で
あ
る
。
主
要
な
競
合
他
社
に
つ
い
て
同
じ
数
字
を
見
る
と
、
ロ
ー
ソ
ン
四
八
万
四
〇
〇
〇
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
四
六
万
四
〇
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。
連
結
ベ
ー
ス
の
営
業
収
益
で
は
も
っ
と
格
差
が
大
き
く
、
Ｓ
Ｅ

Ｊ
の
一
六
五
六
億
九
八
〇
〇
万
円
に
対
し
て
、
ロ
ー
ソ
ン
三
八
〇
億
八
七
〇
〇
万
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

二
九
〇
億
九
二
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
店
舗
の
ほ
と
ん
ど
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
で
あ
る
が
、
同
社
は
二
〇
〇
四
年
度
末
現
在
三
二
一
八
店
舗
を
所
有

し
て
直
接
経
営
し
て
い
る
。
国
内
店
舗
の
平
均
面
積
は
わ
ず
か
一
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ

の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
店
舗
の
約
半
分
の
大
き
さ
で
あ
る
。
規
模
の
制
約
か
ら
、
典
型
的
な
店
舗
が
取
り
扱
っ
て
い
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る
の
は
在
庫
管
理
単
位
（
Ｓ
Ｋ
Ｕ
）
で
見
て
わ
ず
か
三
〇
〇
〇
項
目
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
に
対
し
て
大
型
ス
ー
パ
ー
は

一
〇
万
項
目
を
越
え
て
い
る
（
Ｓ
Ｋ
Ｕ
は
メ
ー
カ
ー
と
サ
イ
ズ
・
色
・
味
な
ど
の
特
徴
に
関
し
て
固
有
の
製
品
の
こ
と

を
指
す
）。

　

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
の
店
頭
で
の
販
売
は
飲
料
、
麺
類
、
パ
ン
、
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
の
加
工
食
品
、
お
に
ぎ
り
、
弁

当
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
、
牛
乳
や
酪
農
品
な
ど
の
生
鮮
食
品
、
雑
誌
、
婦
人
用
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
、
電
池
な
ど
の
非
食
品
に
分
類
で
き
る
。
ボ
ッ
ク
ス
十
一
・
一
に
は
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
ビ
ジ
ネ
ス
運
営
は
、
知
識
ビ
ジ
ョ
ン
、
駆
動
目
標
、
対
話
、
実
践
、「
場
」
と
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
連
結

さ
せ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
で
説
明
さ
れ
る
。

絶
対
的
価
値
と
基
本
の
徹
底

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
知
識
ビ
ジ
ョ
ン
は
顧
客
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
予
測
し
対
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
知
識
ビ
ジ
ョ
ン
の
絶
対
的
価

値
は
社
訓
に
あ
る
「
変
化
へ
の
対
応
」
や
「
基
本
の
徹
底
」
と
い
う
文
章
と
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
鈴
木
敏
文
の
「
お
客
様
は
何

を
求
め
て
い
る
か
？
」
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
こ
の
お
か
げ
で
、
過
去
の
慣
行
に
挑

戦
し
、
そ
れ
を
打
破
し
、
再
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
鈴
木
の
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
経
営
に
は
普
遍
的
な
モ
デ
ル
な

ど
な
い
」
と
い
う
考
え
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
事
業
運
営
が
き
わ
め
て
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
示
唆
し

て
い
る
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
色
々
な
地
域
や
国
に
お
け
る
顧
客
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
適
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
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コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
業
界
で
は
、

一
番
よ
く
売
れ
る
製
品
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な

特
徴
が
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。
鈴

木
に
よ
れ
ば
、
模
倣
は
単
に
過
去
を
延
長

す
る
プ
ロ
セ
ス
に
す
ぎ
な
い
。「
私
た
ち

に
と
っ
て
、
最
大
の
競
争
相
手
は
、
同
業

他
社
他
店
で
は
な
く
、
た
え
ず
変
化
し

て
や
ま
な
い
お
客
様
の
要
求
な
の
で
す
。

（『
商
売
の
創
造
』、
講
談
社
、
二
〇
〇
三

年
）」
と
彼
は
指
摘
す
る
。
実
際
に
も
、

過
去
の
成
功
は
大
量
の
不
必
要
な
も
の
と

い
う
逆
説
を
生
み
が
ち
で
あ
る
。
多
種
多

様
な
購
買
可
能
な
商
品
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
消
費
者
が
欲
し
い
も
の
が
な
か

な
か
見
つ
か
ら
な
い
時
が
ま
さ
に
そ
れ
で

あ
る
。
商
品
が
合
わ
な
け
れ
ば
、
顧
客
の

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
（
そ
の
店
を
継
続
し
て
利

ボ
ッ
ク
ス
十
一
・
一　

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
関
係

　

ア
メ
リ
カ
を
拠
点
と
す
る
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
日
本
で
セ
ブ
ン
‐

イ
レ
ブ
ン
と
い
う
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
開
発
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
を
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
（
Ｉ
Ｙ
）
に
供
与
し
た
。
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｓ
Ｅ
Ｊ
）
は

一
九
七
四
年
五
月
に
東
京
に
第
一
号
店
を
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
五
年
後
に
は
上
場
を
し
て
以

来
、
日
本
で
も
っ
と
も
収
益
性
の
高
い
企
業
の
一
つ
で
あ
る
。
結
局
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
親
会
社
よ

り
も
大
き
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
五
年
に
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

が
設
立
さ
れ
、
両
社
と
Ｉ
Ｙ
グ
ル
ー
プ
内
の
一
部
企
業
の
親
会
社
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｙ
は
Ｓ
Ｅ
Ｊ
と
と
も
に
所
有
し
て
い
る
子
会
社
で
あ
る
Ｉ
Ｙ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を

通
じ
て
、
倒
産
し
た
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
の
約
七
〇
％
を
一
九
九
一
年
に
購
入
し
た
。
ア
メ
リ
カ

拠
点
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
の
チ
ェ
ー
ン
店
は
日
本
企
業
の
支
配
下
で
転
換
し
、
現
在
、
サ

ウ
ス
ラ
ン
ド
の
遺
産
は
「
７
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
」
と
い
う
ロ
ゴ
と
会
計
シ
ス
テ
ム
の
一
部
だ
け

と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
Ｉ
Ｙ
の
Ｉ
Ｙ
Ｇ
に
対
す
る
持
ち
分
を
取
得
し
た

の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
に
対
す
る
直
接
お
よ
び
間
接
の
持
ち
分
は
七
三
％

に
達
し
た
。
同
年
九
月
、
Ｉ
Ｙ
Ｇ
は
ア
メ
リ
カ
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
株
の
残
り
二
七
％
を

公
開
買
い
付
け
し
た
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る
鈴
木
敏
文
は
、
日
本
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
業
界
の
父
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
第
一
号
店
を
開
設
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
ト
ッ
プ
に
上

り
詰
め
た
人
な
の
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
に
は
親
会
社
Ｉ
Ｙ
の
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
な
り
、
後

継
の
持
株
会
社
で
も
同
じ
地
位
を
維
持
し
て
い
る
。
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用
し
た
い
と
思
う
度
合
い
）
と
利
益
が
減
少
し
て
、
往
々
に
し
て
さ
ら
に
懸
命
に
模
倣
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
簡
単
に

下
方
ス
パ
イ
ラ
イ
ル
に
陥
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
鈴
木
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
が
成

功
す
る
た
め
に
は
、
過
去
（
昨
日
の
お
客
様
）
を
否
定
し
て
、
常
に
将
来
（
明
日
の
客
様
）
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
根
本
的
な
解
決
を
図
る
し
か
な
い
。

機
会
損
失

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
駆
動
目
標
は
、
恒
常
的
な
「
仮
説
作
成
と
テ
ス
ト
」
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
通
じ
た
「
機
会
損
失
の
削
減
」
で

あ
る
。
機
会
損
失
が
起
こ
る
の
は
、
適
切
な
場
所
や
時
間
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
常
に
機
会
発
掘
を
行
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
顧
客
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
変
化
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
業
務
に
長
期
的
に
も
っ
と
も
重
要
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
か

か
わ
る
機
会
が
現
実
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
例
は
一
〇
〇
円
お
に
ぎ
り
か
ら
銀
行
サ
ー
ビ
ス
（
バ
ン
キ
ン
グ
）
ま

で
と
幅
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
駆
動
目
標
が
高
収
益
と
長
年
に
わ
た
る
革
新
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
着
実
な
導
入

の
両
方
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
小
売
業
の
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
業
務
の
基

本
は
不
変
の
ま
ま
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

顧
客
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
適
応
し
て
い
く
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
と
し
て
は
店
に
や
っ
て

き
た
消
費
者
が
欲
し
い
も
の
が
見
つ
か
ら
ず
に
去
っ
て
行
く
と
い
う
状
況
を
回
避
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
機
会
損
失
を

削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
未
実
現
販
売
に
よ
る
機
会
損
失
は
過
剰
在
庫
に
伴
う
在
庫
費
用
と
は
違
っ
て
目
に
見
え
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な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
な
け
れ
ば
把
握
す
る
の
も
困
難
で
あ
る
。
代
わ
り
に
そ
れ
は
消
費
者
と
の
相

互
作
用
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
暗
黙
の
洞
察
の
な
か
に
埋
も
れ
て
い
る
。
従
業
員
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
指
示
に
従

う
の
で
は
な
く
、
主
観
的
な
洞
察
に
基
づ
い
て
考
え
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
業
界
で
は
情

報
技
術
の
役
割
が
高
ま
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
業
務
は
ほ
と
ん
ど
が
人
間
の
洞
察
力
に
基
づ
い
て
い

る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
で
は
発
注
は
す
べ
て
の
店
の
各
従
業
員
の
責
任
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
高
校
生

さ
え
含
ま
れ
る
。
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の
よ
う
に
高
度
な
中
央
集
権
的
な
発
注
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
代
わ
り
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ

は
責
任
を
各
地
の
従
業
員
に
委
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
顧
客
の
こ
と
が
も
っ
と
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、

店
の
従
業
員
で
あ
る
と
い
う
信
念
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

従
業
員
は
発
注
す
る
ご
と
に
商
品
の
売
上
に
関
し
て
仮
説
を
立
て
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ソ
フ
ト
・

ド
リ
ン
ク
を
注
文
す
る
に
は
、
道
路
工
事
、
地
元
の
祭
り
、
近
く
の
学
校
で
の
野
球
の
試
合
な
ど
特
別
な
行
事
が
あ
る

か
ど
う
か
だ
け
で
な
く
、
天
気
予
報
も
考
慮
す
る
。
そ
の
よ
う
な
具
体
的
な
知
識
は
実
際
に
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
い

る
人
だ
け
が
入
手
可
能
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
地
元
の
知
識
を
毎
日
織
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
機
会
損
失

を
削
減
し
て
い
る
。

仮
説
の
作
成

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
で
は
暗
黙
知
を
綜
合
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
毎
週
の
会
議
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
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ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
Ｏ
Ｆ
Ｃ
、
店
舗
経
営
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
の
店
舗
訪
問
を
通
じ
て
暗
黙
知
を
共
有

し
て
い
る
お
か
げ
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
現
実
の
変
化
を
反
映
さ
せ
る
べ
く
ビ
ジ
ネ
ス
運
営
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
結
び
付
き
を
強
化
し
て
い
る
の
で
、
一
般
的
な
問
題
の
解
決
方
法
を
見
つ
け
る
の
に

役
立
ち
、
予
期
せ
ぬ
環
境
変
化
に
不
意
打
ち
を
食
ら
う
こ
と
が
回
避
で
き
る
。

本
部
の
会
議

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
人
々
に
よ
っ
て
、
毎
週
定
期
的
に
会
議
を
開
催
し
て
い
る
日
本
で
唯
一
の
会
社
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
毎
週
火
曜
日
の
朝
に
東
京
本
部
で
開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ｃ
会
議
で
あ
る
。
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ザ
ー
、
Ｏ
Ｆ
Ｃ
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
社
員
は
そ
こ
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
方
法
を
見
出
す
た
め
に
暗
黙
知
を

共
有
す
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
鈴
木
も
参
加
し
て
、
経
営
方
針
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果
、
一
般
的
な
管
理
問
題
に
つ

い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。
知
識
ビ
ジ
ョ
ン
を
補
強
す
る
た
め
、
鈴
木
は
会
議
の
た
び
に
「
お
客
様
は
何
を

求
め
て
い
る
か
？
」
と
い
う
疑
問
を
取
り
上
げ
る
。

　

午
後
に
な
る
と
、
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
地
域
別
に
集
ま
っ
て
、
戦
略
を
実
行
す
る
た
め
戦
術
を
練
る
。
こ
の
作
業
で
鍵
と
な
る

部
分
は
、
天
候
、
道
路
工
事
、
宣
伝
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
行
事
と
い
っ
た
地
域
の
要
因
を
考
慮

す
る
こ
と
で
あ
る
。
消
費
者
嗜
好
に
つ
い
て
地
域
の
ト
レ
ン
ド
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
考
慮
に
入
れ
る
。
火
曜
日
の
夜
、

Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
自
分
の
地
域
に
飛
行
機
で
帰
る
。
翌
朝
、
本
部
で
策
定
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
に
店
舗
を
訪
問

し
て
、
そ
の
週
の
た
め
に
推
奨
さ
れ
た
戦
術
を
実
施
す
る
手
助
け
を
す
る
。
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情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
要
員
も
Ｆ
Ｃ
会
議
に
出
席
し
て
、
実
務
的
な
問
題
や
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
方
法
を
議
論
す

る
。
情
報
シ
ス
テ
ム
本
部
の
前
部
長
で
あ
る
碓
井
誠
に
よ
れ
ば
、「
自
分
の
仕
事
は
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
開
発
で
は

な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
発
生
す
る
問
題
に
対
し
て
解
決
策
を
提
供
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
情
報
シ
ス
テ

ム
と
い
う
構
成
要
素
が
、
作
業
現
場
の
主
観
的
な
現
実
と
本
部
の
客
観
的
な
意
思
決
定
手
段
と
の
間
で
、
具
体
的
な
結

び
付
き
と
し
て
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
会
議
で
情
報
シ
ス
テ
ム
関
連
の
問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
際
に
は
、
迅
速
な
問
題

解
決
が
優
先
課
題
と
な
る
。

　

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
毎
週
月
曜
日
に
会
議
を
開
く
。
午
前
中
は
前
週
の
業
績
を
検
討
し
て
、
午
後
は
戦
略
を
策
定
す
る
。

参
加
者
は
自
分
の
担
当
分
野
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
を
す
る
。
デ
ー
タ
は
客
観
的
に
見
た
現
実
を
示

し
て
い
る
一
方
で
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
文
脈
特
有
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
用
い
て
暗
黙
知
を
ふ
り
か
え
り
、
将
来
の
ト
レ
ン
ド

を
予
想
し
よ
う
と
す
る
。

　

実
施
の
ス
ピ
ー
ド
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
は
問
題
に
直
面
し
て
い
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
会
議
を
去
っ
て
、
た
だ
ち

に
問
題
を
解
決
で
き
て
、
そ
の
措
置
と
そ
の
措
置
に
よ
る
当
面
の
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
会

議
の
結
論
は
火
曜
日
に
Ｏ
Ｆ
Ｃ
に
報
告
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
毎
週
の
会
議
は
コ
ス
ト
が
高
い
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
旅
費
、
宿
泊
費
、
そ
の
他
関
連
費
用
に
年
間
約
二
四
億
円

も
支
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
会
議
の
重
要
性
は
単
純
な
経
済
的
な
論
拠
で
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
共
有
情
報
の
な
か
に
は
情
報
技
術
を
使
っ
て
伝
達
可
能
な
も
の
も
あ
る
が
、
物
理
的
な
相
互
作
用
の
お
か
げ
で
、

周
囲
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
一
貫
性
が
生
ま
れ
る
対
面
式
の
対
話
を
通
じ
て
、
暗
黙
知
の
共
有
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
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の
で
あ
る
。
環
境
の
変
化
を
理
解
し
て
、
そ
れ
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
失
敗
す
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の

質
、
最
終
的
に
は
収
益
と
い
う
面
で
、
機
会
損
失
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
会
議
は
知
識
と
収
益
の

両
方
が
生
ま
れ
て
く
る
重
要
な
源
泉
な
の
で
あ
る
。

実
践

　

会
社
で
は
実
践
が
あ
る
た
め
、
従
業
員
は
自
分
の
行
動
に
関
し
て
内
省
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
店
舗
と
本
部

の
双
方
に
お
い
て
、
新
し
い
従
業
員
は
一
律
の
研
修
期
間
中
に
消
費
者
の
観
点
で
考
え
る
よ
う
奨
励
さ
れ
る
。
Ｏ
Ｆ
Ｃ

が
頻
繁
に
店
舗
を
訪
問
し
て
く
る
時
間
帯
に
は
、
日
常
的
な
行
動
と
し
て
反
省
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
最
先
端
の
情
報

技
術
が
仮
説
作
成
を
体
系
化
し
て
、
主
観
的
知
識
と
客
観
的
知
識
の
間
に
弁
証
法
的
な
相
互
作
用
を
生
む
。
仮
説
が
正

確
に
立
て
ら
れ
て
い
れ
ば
、
機
会
損
失
が
減
少
す
る
。
顧
客
が
近
所
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
必
要
な
商
品
を
適

切
な
時
に
発
見
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
従
業
員
が
仮
説
を
作
成
す
る
際
に
暗
黙
知
の
重
要
性
を
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
研
修
で
は
現
場
で
蓄
積
さ
れ
た
実
際
的
な
知
識
が
重
視
さ
れ
る
。
新
し
い
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
中
央
研
修
所
で
一

カ
月
間
の
研
修
を
受
け
、
そ
の
後
、
通
常
の
店
舗
で
二
カ
月
の
実
地
訓
練
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
を
行
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
常

に
顧
客
の
視
点
で
考
え
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
質
を
改
善
す
る
方
法
を
発
見
す
る
た
め
の
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ア
イ
デ
ア
を
表
出
化
す
る
こ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　

ほ
と
ん
ど
が
大
学
生
か
主
婦
で
あ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
従
業
員
は
、
全
員
が
店
舗
に
お
け
る
観
察
、
指
導
、
練
習
を

通
じ
て
、
実
践
的
な
ス
キ
ル
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
。
内
部
研
修
の
ほ
う
が
学
校
教
育
よ
り
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
従
業
員
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
訓
練
の
な
か
で
重
要
な
部
分
は
、
販
売
時
点
情
報
管
理
（
Ｐ
Ｏ
Ｓ
）
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
た
商
品
の
発
注
で
あ
る
。
従
業
員
は
発
注
す
る
際
に
、
第
一
に
、
平
均
的
な
顧
客
の
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
、
第

二
に
、
平
均
的
な
家
庭
、
次
に
親
友
の
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
多

角
的
な
立
場
か
ら
考
え
る
の
に
役
立
つ
。
従
業
員
は
常
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
建
設
現
場
、
販
売
に
影
響
す
る
可
能

性
が
あ
る
そ
の
他
の
環
境
シ
グ
ナ
ル
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
常
に
気
を
配
っ
て
い
る
。
店
長
は
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
に
難
し
い
仕
事
を
行
わ
せ
る
こ
と
で
、
出
現
し
て
く
る
顧
客
ニ
ー
ズ
に
関
し
て
仮
説
を
立
て
さ
せ
る
よ
う
奨
励
さ

れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
鈴
木
に
よ
れ
ば
、「
責
任
が
あ
る
と
仕
事
が
楽
し
く
な
り
、
独
立
的
な
思
考
力
が
高
ま
る
」
か

ら
で
あ
る
。

　

顧
客
と
の
相
互
作
用
で
暗
黙
知
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
で
は
新
卒
の
従
業
員
全
員
の
キ
ャ
リ
ア
は
Ｓ
Ｅ
Ｊ
店

に
お
け
る
広
範
な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
訓
練
で
始
ま
る
。
新
人
従
業
員
は
職
務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、
約
二
年
間
に
わ

た
っ
て
多
種
多
様
な
役
目
で
働
き
、
顧
客
へ
の
直
接
対
応
や
店
舗
管
理
に
関
す
る
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
少
数
の
店
舗
を
直
接
所
有
・
経
営
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
業
員
の
経
験
に
基

づ
く
暗
黙
知
が
あ
ら
ゆ
る
組
織
レ
ベ
ル
の
意
思
決
定
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
後
に
Ｏ
Ｆ
Ｃ
に
な
っ
て
、
本
部
と
店
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舗
の
間
で
重
要
な
知
識
リ
ン
ク
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
従
業
員
も
い
る
。

　

暗
黙
知
を
現
場
と
組
織
全
体
で
蓄
積
し
普
及
す
る
た
め
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
手
段
と
し
て
「
ブ
ラ
ブ
ラ
社

員
」
と
い
う
者
が
い
る
。
こ
の
よ
う
な
若
い
従
業
員
は
商
品
開
発
部
に
属
し
て
い
る
。
店
舗
の
な
か
を
歩
き
回
っ
て
顧

客
と
社
交
す
る
の
が
彼
ら
の
仕
事
で
あ
る
。
特
に
若
い
顧
客
か
ら
は
、
新
し
い
発
想
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
蓄
積
さ
れ
た
知
識
は
、
報
告
書
と
い
う
明
示
的
な
形
に
転
換
さ
れ
る
。
こ
れ
は
情
報
収
集
に
有
効
な
方
法
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
Ｏ
Ｆ
Ｃ
）

　

Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
店
舗
に
企
画
、
仮
説
作
成
、
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
関
し
て
助
言
を
行
う
。
地
域
ベ
ー
ス
の
ゾ
ー
ン
・
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
元
で
、
本
部
と
最
前
線
を
結
び
付
け
る
中
間
管
理
職
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
は
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ド

ル
・
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
部
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
顧
客
か
ら
得
た
暗
黙
知
を
体
系
化
し

て
、
組
織
の
上
の
レ
ベ
ル
に
そ
れ
を
伝
達
す
る
。
さ
ら
に
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
ビ
ジ
ョ

ン
を
内
面
化
し
、
知
識
創
造
を
円
滑
化
す
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ー
チ
、
助
言
者
、
調
整
役
の
機
能
を
果
た
す
の

で
あ
る
。

　

各
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
複
数
の
店
舗
を
担
当
し
て
い
る
が
、
各
店
を
週
二
回
、
二
、三
時
間
訪
問
す
る
。
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
そ
の
際
に
、

新
商
品
に
関
す
る
知
識
を
共
有
し
て
、
実
際
的
な
助
言
を
与
え
る
。
緊
密
な
社
会
的
相
互
作
用
の
プ
ロ
セ
ス
の
お
か
げ

で
、
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
特
定
の
時
期
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
顧
客
嗜
好
に
関
す
る
暗
黙
知
を
吸
収
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
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る
。
あ
る
店
舗
で
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
に
気
が
つ
け
ば
、
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
そ
れ
を
た
だ
ち
に
他
の
店
舗
や
ゾ
ー
ン
・
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
級
レ
ベ
ル
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
考
え
ら
れ
る
ゾ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
こ
の
知

識
を
会
議
や
そ
の
他
の
対
面
式
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
他
の
Ｏ
Ｆ
Ｃ
や
本
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
移
転
す
る
。

情
報
シ
ス
テ
ム

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
情
報
シ
ス
テ
ム
を
五
回
変
更
し
て
い
る
。
六
〇
〇
億
円
の
コ
ス
ト
を
か
け
て
開
発
し
た
現
在
の
第
五
世
代

シ
ス
テ
ム
は
一
九
九
九
年
に
導
入
さ
れ
た
。
衛
星
通
信
と
統
合
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
店
舗
、
配

送
セ
ン
タ
ー
、
メ
ー
カ
ー
、
本
部
、
Ｏ
Ｆ
Ｃ
、
地
域
オ
フ
ィ
ス
が
結
び
付
い
て
い
る
。
店
舗
に
は
動
画
、
静
止
画
、
音

響
、
テ
キ
ス
ト
、
数
値
デ
ー
タ
な
ど
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
が
提
供
さ
れ
る
。
従
業
員
は
商
品
情
報
や
表
示
方
法
、
会

社
の
現
在
の
テ
レ
ビ
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
天
候
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
過
去

の
注
文
、
販
売
記
録
、
売
り
切
れ
在
庫
、
販
売
ト
レ
ン
ド
、
新
商
品
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。
さ
ら
に
、
シ

ス
テ
ム
を
使
え
ば
、
各
店
舗
は
販
売
実
績
値
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

仮
説
作
成
に
関
し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
が
主
観
的
な
直
感
を
店
舗
現
場
で
蓄
積
さ
れ
て
い
る
客
観
的
知
識
と
結
び
付
け

て
く
れ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
従
業
員
は
自
分
が
立
て
た
仮
説
に
基
づ
い
て
発
注
量
を
決
定
す
る
。
仮
説
は
環
境

関
連
の
知
識
（
顧
客
と
の
相
互
作
用
、
観
察
な
ど
）
と
情
報
（
販
売
記
録
な
ど
）
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
る
。
発
注
す
る
時
、
従
業
員
は
、
例
え
ば
、
明
日
は
地
元
の
お
祭
り
だ
か
ら
ビ
ー
ル
と
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
消
費
量

は
増
加
す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
仮
説
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
に
、
前
回
の
お
祭
り
の
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時
の
消
費
パ
タ
ー
ン
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
発
注
が
す
む
と
、
仮
説
が
過
去
の
経
験
と
整
合
性
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
蓄
積
さ
れ
て
い
る
販
売
デ
ー
タ
と
の
チ
ェ
ッ
ク
が
な
さ
れ
る
。
商
品
発
注
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
業
務
で
も
っ
と
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
環
境
関
連
の
暗
黙
知
の
把
握
に
か
か
っ
て
い

る
か
ら
だ
。

　

収
集
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
に
は
購
入
品
目
と
正
確
な
購
入
時
間
以
上
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
従
業
員

も
性
別
や
年
齢
な
ど
顧
客
の
情
報
を
入
力
で
き
る
。
こ
の
情
報
と
品
目
の
陳
列
場
所
と
正
確
な
取
引
時
間
に
関
す
る

デ
ー
タ
が
取
引
記
録
と
し
て
組
み
合
わ
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
録
が
一
日
に
三
回
本
部
で
収
集
さ
れ
分
析
さ
れ
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
約
二
〇
分
か
か
る
。
店
舗
を
訪
れ
る
顧
客
数
を
考
え
る
と
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
二
〇
〇
三
年
に
は
毎
日
約

九
八
〇
万
件
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
取
引
を
分
析
し
た
こ
と
に
な
る
。
ど
ん
な
種
類
の
顧
客
に
、
い
く
つ
商
品
が
売
れ
た
か
に
関
す

る
詳
細
な
情
報
は
蓄
積
さ
れ
て
、
将
来
の
商
品
開
発
に
活
用
さ
れ
る
。
デ
ー
タ
・
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
は
品
目
ご
と
に
一

年
間
以
上
に
わ
た
る
販
売
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
販
売
を
予
測
す
る
た
め
の
高
度
な
目
的
分
析
を
支
援
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
以
外
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
ト
レ
ン
ド
（
消
費
者
行
動
、
生
活
ス
タ
イ
ル
や
習
慣
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ト
レ
ン

ド
な
ど
）、
市
場
動
向
（
企
業
戦
略
、
製
品
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
な
ど
）、
地
域
的
差
異
（
人
口
変
化
、
学
校
行
事
な

ど
）、
天
気
予
報
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。

　

詳
細
な
こ
と
と
し
て
は
、
天
候
情
報
シ
ス
テ
ム
が
興
味
深
い
。
毎
日
五
回
、
そ
れ
ぞ
れ
半
径
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

カ
バ
ー
し
た
レ
ポ
ー
ト
が
何
百
と
い
う
気
象
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
子
的
に
送
信
さ
れ
て
く
る
。
こ
れ
は
有
用
で
あ
る
。
と
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い
う
の
は
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
店
舗
間
で
は
気
温
が
摂
氏
五
度
も
違
う
こ
と
が
あ
り
得
る
か
ら
だ
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
あ
る
品
目
を
維
持
す
る
か
廃
止
す
る
か
を
決
定
す
る
の
に
、
販
売
ト
レ
ン
ド
を
利
用
す
る
。
典
型
的
に

は
、
新
商
品
は
一―

二
週
間
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、
数
週
間
後
に
は
減
少
し
始
め
る
。
一
店
舗
当
た
り
の
販
売
が
一
定
水

準
ま
で
落
ち
込
む
と
、
そ
の
商
品
は
推
奨
リ
ス
ト
か
ら
削
除
さ
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
商
品
の
寿
命
は
時
と
と
も
に
短
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
新
商
品
が
導
入
さ
れ
て
旧
商
品
が
廃
止
さ
れ
る
ペ
ー
ス
が
速
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
。
各
店
舗
が
扱
っ
て
い
る
三
〇
〇
〇
Ｓ
Ｋ
Ｕ
の
品
目
の
う
ち
、
約
半
分
は
毎
年
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

　

デ
ー
タ
は
店
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
一
日
に
数
回
調
整
す
る
の
に
使
う
こ
と
も
で
き
る
。
例
え
ば
、
あ
る
店
舗
で
は
時

間
に
よ
っ
て
売
れ
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
種
類
が
違
う
こ
と
が
検
知
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
デ
ー
タ
と
暗
黙
の
直
感
を
使

え
ば
、
従
業
員
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
配
置
を
「
本
日
の
注
目
商
品
」
と
し
て
強
調
す
る
よ
う
調
整
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

酪
農
製
品
担
当
の
部
長
で
あ
っ
た
池
田
紀
行
は
数
年
間
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い

る
時
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
売
上
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
次
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
シ
ー
ズ
ン
が
訪
れ

る
と
、
店
舗
は
こ
の
警
告
を
受
け
て
在
庫
を
増
や
し
た
。
こ
の
お
か
げ
で
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
売
上
は
例
年
の
倍
に
な
っ
た

が
、
こ
れ
は
顧
客
ニ
ー
ズ
の
予
測
で
機
会
利
益
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

「
場
」
と
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
投
入
す
る
た
め
に
、
外
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し
て
い
る
。

チ
ー
ム
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
知
識
を
結
合
化
す
れ
ば
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
導
入
が
可
能

に
な
る
た
め
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
そ
の
他
の
外
部
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
安
定
的
な
関
係
が
漸
進
的
な
改
善
に
は
必
須
で
あ

る
。
オ
ー
プ
ン
な
知
識
の
交
換
や
結
合
化
に
基
づ
い
た
こ
の
種
の
協
業
は
す
べ
て
の
関
係
者
に
利
益
を
も
た
ら
す
。

配
送
シ
ス
テ
ム

　

店
舗
は
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
全
国
約
三
〇
〇
カ
所
の
配
送
セ
ン
タ
ー
に
加
え
て
、
弁
当
や
お
に

ぎ
り
な
ど
日
持
ち
の
し
な
い
品
目
を
作
っ
て
い
る
約
三
〇
〇
の
工
場
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
日
持
ち
の
し

な
い
品
目
は
一
日
三
回
配
送
さ
れ
て
い
る
。
冷
凍
製
品
な
ど
を
含
め
他
の
品
目
は
週
当
た
り
三―

七
回
配
送
さ
れ
て
い

る
。
別
の
配
送
セ
ン
タ
ー
が
書
籍
と
雑
誌
を
毎
日
搬
送
し
て
い
る
。

　

配
送
シ
ス
テ
ム
の
改
善
の
核
と
な
る
の
は
、
頻
繁
な
人
的
相
互
作
用
に
あ
る
。
効
率
性
を
高
め
る
た
め
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ

は
複
合
配
送
セ
ン
タ
ー
の
責
任
者
と
定
期
的
な
会
合
を
開
催
し
て
い
る
（
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
商
品
を
単
一
の
場
所
に
ま

と
め
、
そ
れ
を
各
店
舗
向
け
に
仕
分
け
す
る
）。
さ
ら
に
、
本
部
の
配
送
担
当
者
が
定
期
的
に
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
て

問
題
に
対
処
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
知
識
共
有
の
お
か
げ
で
、
セ
ン
タ
ー
や
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
改
善
す
べ
き

分
野
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
の
お
か
げ
で
迅
速
な
デ
ー
タ
処
理
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
午
後
四
時
以
降
の
配
送
依
頼
を
午
前

一
〇
時
ま
で
に
発
注
し
た
場
合
、
七
分
未
満
で
電
子
的
な
処
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
配
送
時
間
が
迅
速
で
あ
る
た
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め
、
二
〇
〇
二
年
に
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
ほ
と
ん
ど
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
品
目
に
つ
い
て
防
腐
剤
を
廃
止
し
た
。
加
え
て
、
大
量

在
庫
を
抱
え
る
必
要
は
な
い
し
、
過
剰
生
産
に
よ
る
損
失
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

チ
ー
ム
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
・
投
入
す
る
た
め
に
、
チ
ー
ム
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
を
通
じ
て
、
ベ
ン

ダ
ー
や
メ
ー
カ
ー
と
協
力
し
て
い
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
は
総
売
上
の
な
か
で
重
要
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
の
で
、

外
部
と
の
協
働
は
重
要
で
あ
る
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
純
売
上
は
二
〇
〇
三
年
の
総
売
上
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
）。

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
目
の
マ
ー
ジ
ン
は
通
常
の
商
品
よ
り
も
大
き
い
た
め
、
粗
利
益
率
に
も
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

　

食
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
外
部
協
力
で
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は
、
一
九
七
九
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
デ
リ
カ
・

フ
ー
ズ
協
同
組
合
（
Ｎ
Ｄ
Ｆ
）
で
あ
る
。
メ
ー
カ
ー
八
八
社
が
参
加
し
て
い
る
Ｎ
Ｄ
Ｆ
は
、
商
品
開
発
、
品
質
管
理
、

共
同
購
入
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

チ
ー
ム
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
は
体
系
化
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
市
場
ニ
ー
ズ
の
決
定
と
投
入
す
べ
き
商

品
の
種
類
の
決
定
か
ら
始
ま
る
。
市
場
ニ
ー
ズ
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
、
サ
ー
ベ
イ
、
顧
客
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
か
ら
の
暗

黙
知
に
基
づ
い
て
い
る
。
主
観
知
と
客
観
知
の
恒
常
的
な
相
互
作
用
を
通
じ
て
、
通
常
の
前
提
を
打
破
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。
例
え
ば
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
を
解
釈
す
る
と
、
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
年
を
通
し
て
よ
く
売
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
消
費
者
の
嗜
好
と
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の
製
パ
ン
・
メ
ー
カ
ー
が
供
給
す
る
商
品

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
付
け
入
っ
て
、
焼
き
立
て
の
パ
ン
（oven-fresh bread
）
の
開
発
で
も
先
頭
を
切
っ
た
。
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Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
商
品
ア
イ
デ
ア
を
も
っ
て
メ
ー
カ
ー
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、
事
業
化
の
可
能
性
と
生
産
コ
ス
ト
に
関
す
る

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
依
頼
す
る
。
価
値
が
顧
客
を
引
き
つ
け
る
の
に
も
っ
と
も
重
要
な
方
法
で
あ
る
た
め
、
メ
ー
カ
ー

は
品
質
を
強
調
す
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
開
発
す
る
に
当
た
っ
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
大
手
メ
ー
カ
ー
五
社

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
結
局
は
、
森
永
乳
業
と
赤
城
乳
業
が
商
品
を
共
同
開
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

は
成
功
し
、
既
存
商
品
を
大
幅
に
上
回
る
売
れ
行
き
を
示
し
た
。
焼
き
立
て
の
パ
ン
を
開
発
す
る
際
に
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は

味
の
素
、
伊
藤
忠
、
各
地
の
製
パ
ン
業
者
な
ど
と
協
働
し
た
。
こ
の
パ
ン
は
Ｓ
Ｅ
Ｊ
が
競
合
他
社
と
の
差
別
化
を
図
る

の
に
貢
献
し
た
。

　

チ
ー
ム
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
は
オ
ー
プ
ン
な
知
識
共
有
に
基
づ
い
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
新
商
品
が
対
象
と
す

る
消
費
者
へ
の
共
通
の
理
解
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
。
共
有
ビ

ジ
ョ
ン
と
補
完
的
な
知
識
に
後
押
し
さ
れ
な
が
ら
、
メ
ー
カ
ー
が
サ
ン
プ
ル
、
レ
シ
ピ
、
そ
の
他
の
関
連
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
商
品
を
改
善
す
る
た
め
、
会
議
に
お
い
て
知
識
共
有
が
も
っ
と
も
集
中
的
に
行
わ
れ
る
。
商

品
が
最
終
的
な
承
認
を
得
る
ま
で
に
、
開
発
に
関
し
て
は
数
回
に
わ
た
る
会
議
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ち
ょ
う
ど

い
い
味
の
炒
飯
を
開
発
す
る
の
に
一
八
カ
月
を
要
し
た
。

　

役
員
会
の
最
終
承
認
を
得
て
生
産
が
開
始
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
目
標
は
「
ド
リ
ー
ム
・
チ
ー
ム
」
を
結
成
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
プ
ロ
セ
ス
を
体
系
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
麺
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
著
名
な
製
麺
メ
ー
カ
ー
五

社
、
ス
ー
プ
・
メ
ー
カ
ー
三
社
、
香
辛
料
メ
ー
カ
ー
五
社
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
ー
カ
ー
二
社
、
麺
レ
ス
ト
ラ
ン
六
社
と
い

う
チ
ー
ム
で
実
現
し
た
。
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知
識
提
携

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
事
業
や
関
連
会
社
を
通
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
多
角
化
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
情
報
シ

ス
テ
ム
、
規
制
緩
和
、
消
費
者
嗜
好
の
変
化
、
広
範
な
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
お
か
げ
で
、
円
滑
に
進
展
し
て
い

る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
電
子
商
取
引
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
は7dream

.com

（
株
式
会
社
セ
ブ
ン
ド
リ
ー
ム
・
ド
ッ

ト
コ
ム
）
と
い
う
仮
想
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー
ル
を
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
野
村
総
合
研
究
所
、
ソ
ニ
ー
な
ど
他
の
大
企
業
と
協

力
し
て
構
築
し
た
。
音
楽
、
旅
行
・
娯
楽
、
一
般
商
品
、
自
動
車
関
連
商
品
、
写
真
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
商
品
と
い

う
六
つ
の
分
野
に
つ
い
て
、
一
〇
万
を
超
え
る
品
目
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
い
た
っ
て
単
純
で
あ
る
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
注
文
す
る
と
、
直
送
す
る
か
、
受
取
可
能
な
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
の
店
舗
に
配
送
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　

規
制
緩
和
と
日
本
の
銀
行
が
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
や
や
鈍
感
な
こ
と
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
が
二
〇
〇
一
年
に
銀
行
業
を
開

始
し
た
動
機
で
あ
る
。
当
初
は
ア
イ
ワ
イ
バ
ン
ク
銀
行
と
い
う
名
称
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
に
セ
ブ
ン
銀

行
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
銀
行
は
も
っ
ぱ
ら
店
舗
内
に
設
置
さ
れ
た
現
金
自
動
預
け
払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
通
じ
て
運

営
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
は
物
理
的
な
存
在
が
な
い
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
店
舗
は
二
四
時
間
営
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
初
め
て
二
四
時
間
の
銀
行
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
は

ほ
と
ん
ど
の
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
午
後
八
時
ま
で
し
か
使
え
な
い
。
幅
広
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
セ

ブ
ン
銀
行
は
他
の
金
融
機
関
四
九
社
と
提
携
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
四
月
現
在
、
二
五
都
道
府
県
で
少
な
く
と
も
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一
〇
、〇
九
八
台
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
は
、
顧
客
の
暗
黙
知
を
把
握
し
、
規
制
緩
和
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
協
力
の
た
め
に
外
部

パ
ー
ト
ナ
ー
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
場
ニ
ー
ズ
の
特
定
を
体
系
的
に
追
求
し
た
こ
と
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て

い
る
。
導
入
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
は
既
存
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
関
連
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
補
完
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
情
報
シ
ス
テ
ム
本
部
に
い
た
山
本
健
一
に
よ
れ
ば
、「
こ
れ
は
当
社
の
店
頭
サ
ー
ビ
ス
に

あ
っ
た
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
も
の
で
あ
る
」。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
顧
客
の
嗜
好
を
変
え
た
の
で
あ
る
。

海
外
展
開

　

日
本
の
小
売
市
場
が
成
熟
化
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
国
際
的
な
拡
大
を
開
始
し
て
い
る
。
セ
ブ
ン
‐
イ
レ

ブ
ン
の
ア
メ
リ
カ
拠
点
の
子
会
社
が
も
っ
て
い
る
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
含
め
る
と
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
チ
ェ
ー
ン
は
一
八
の
国

と
地
域
で
営
業
し
て
い
る
�
�
。

　

成
長
の
潜
在
力
が
も
っ
と
も
大
き
い
の
は
中
国
と
見
ら
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
二
〇
〇
二
年
一
月
に
、
北
京
首
聯
商

業
集
団
お
よ
び
中
国
糖
業
酒
類
集
団
と
の
合
弁
企
業
で
中
国
に
進
出
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
四
月
に
北
京
市
東
城
区

�
�　

二
〇
〇
五
年
二
月
現
在
、
ア
メ
リ
カ
、
台
湾
、
タ
イ
、
韓
国
、
中
国
、
メ
キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ト
ル
コ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
、
グ
ア
ム
、
お
よ
び
日
本
に

合
計
二
七
、七
二
七
店
舗
あ
る
。
す
べ
て
が
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
他
の
名
称
と
し
て
は
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
・
マ
ー

ケ
ッ
ツ
、
ハ
イ
ズ
・
デ
イ
リ
ー
・
ス
ト
ア
、
ク
イ
ッ
ク
・
マ
ー
ツ
が
あ
る
。



322

の
東
直
門
内
大
街
に
開
店
し
た
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
店
は
、
中
国
で
は
外
資
と
の
合
弁
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
第
一
号
と
な
っ
た
。
こ
の
店
舗
は
一
八
七
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
日
本
の
平
均
的
な
店
舗
よ
り
か
な
り
大
き
い
も
の

の
、
ア
メ
リ
カ
の
店
舗
に
比
べ
る
と
そ
れ
で
も
や
や
小
さ
い
規
模
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
二
〇
〇
四
年
に
中
国
で
六
〇
店
舗
開
設
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
ま
で
に
は
広
州
に
三
〇
〇
店
、
北
京
に

五
〇
〇
店
を
新
規
オ
ー
プ
ン
す
る
計
画
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
に
は
上
海
に
も
展
開
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
直
営
店
を
も
っ
て
い
る
だ
け
に
と
ど
ま
る
が
、
近
い
将
来
に
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
の
開
設
も
計
画

し
て
い
る
。

　

中
国
で
の
事
業
展
開
で
は
、
地
元
の
嗜
好
に
敏
感
に
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
を
含
め
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
日
本
で
の
小
売
ノ

ウ
ハ
ウ
の
一
部
を
移
転
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・

マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
、
中
国
の
事
業
環
境
に
適
応
さ
せ
よ
う
と
多
大
な
努
力
を
払
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
店
舗
、
配
送
単
位
、
メ
ー
カ
ー
の
間
に
良
質
な
結
び
つ
き
を
作
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
を
検
討
し
て
い

る
。

　

従
業
員
研
修
と
経
営
慣
行
も
日
本
か
ら
移
転
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
現
地
の
従
業
員
に
責
任
を
持
た
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
愛
社
精
神
が
し
っ
か
り
と
確
保
さ
れ
て
い
る
。
研
修
の
な
か
で
は
、
顧
客
と
の
社
会
的
相
互
作
用
を
通
じ
て

外
部
知
識
を
活
用
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
現
地
顧
客
の
ニ
ー
ズ
と
要
望
に
適
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
北
京
の
店
舗
に
日
本
の
店
舗
に
は
な
い
調
理
設
備

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
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Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
中
国
事
業
に
関
し
て
何
ら
か
の
具
体
的
な
予
想
を
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
一
方
で
、
現
地
の
嗜
好
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
作
る
に
当
た
っ
て
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
応
じ
た
現
地
の
暗
黙
知
を
活
用
し
た
こ
と
は
非
常

に
良
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
社
に
よ
る
と
、
中
国
人
の
顧
客
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
好
意
的
な
反
応
を
見
せ

て
お
り
、
特
に
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
人
気
が
高
い
。

Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
成
功
の
主
要
要
素

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
目
標
は
変
化
に
対
し
て
柔
軟
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
急
速
に
変
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と

い
う
根
本
的
な
原
則
の
堅
持
に
あ
る
。
競
争
相
手
は
同
業
他
社
他
店
で
は
な
く
て
、
消
費
者
や
消
費
者
の
要
求
に
あ

る
、
と
い
う
信
念
を
本
部
と
傘
下
の
店
舗
は
共
有
し
て
い
る
。
図
11
・
２
は
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
円
滑
に
し
て
い

る
要
素
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

在
庫
削
減
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
従
業
員
に
は
単
純
な
役
割
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
が
ち
な
他
の
小
売
企
業
者
と
比
べ

て
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
が
際
立
っ
て
い
る
の
が
こ
の
よ
う
な
要
素
な
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
全
従
業
員
は
日
常
的
な
ル
ー
チ
ン
に

従
う
の
で
は
な
く
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
特
有
の
暗
黙
知
を
活
用
し
て
、
未
来
指
向
的
か
つ
顧
客
指
向
的
な
心
構
え
を
も
つ

こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
従
業
員
の
研
修
、
従
業
員
の
相
互
作
用
、
会
議
な
ど
で
は
、
競
争
優
位
性
と
し
て
、
コ
ン

テ
ク
ス
ト
固
有
の
暗
黙
知
と
情
報
技
術
を
革
新
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

機
会
損
失
は
知
識
創
造
を
通
じ
て
最
小
化
さ
れ
る
。
店
員
は
暗
黙
知
を
蓄
積
す
る
た
め
に
、
Ｏ
Ｆ
Ｃ
か
ら
地
元
コ
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
注
意
を
払
う
よ
う
要
請
さ

れ
て
い
る
。
従
業
員
は
、
例
え
ば
、
店
舗
の
裏

に
あ
る
事
務
所
で
の
仮
説
的
な
対
話
を
通
じ

て
、
蓄
積
さ
れ
た
知
識
を
表
出
化
す
る
。
毎
週

の
Ｏ
Ｆ
Ｃ
会
議
や
チ
ー
ム
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ

ジ
ン
グ
も
や
は
り
知
識
を
表
出
化
す
る
た
め
の

行
動
の
一
例
で
あ
る
。
表
出
化
さ
れ
た
知
識
は

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
オ
ー
ダ
ー
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
：
発
注
作
業
を
行
う
携
帯
端
末
）
な

ど
情
報
技
術
を
使
っ
て
結
合
化
さ
れ
る
。
デ
ー

タ
は
一
日
当
た
り
数
回
処
理
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ

Ｅ
Ｊ
は
仮
説
作
成
を
教
え
た
り
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
通

じ
た
検
証
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
業
員
が

知
識
を
内
面
化
す
る
の
を
手
助
け
し
て
い
る
。

　

暗
黙
知
と
形
式
知
の
結
合
化
に
よ
っ
て
、
Ｓ

Ｅ
Ｊ
は
実
存
す
る
会
社
に
な
る
。
こ
れ
は
「
あ

な
た
に
と
っ
て
、
セ
ブ
ン
と
は
？
」
と
尋
ね
た

図 11.2　SEJ の知識創造要素
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二
〇
〇
四
年
の
広
告
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
質
問
は
顧
客
と
従
業
員
の
両
方
が
、
近
所
に
あ
る
セ
ブ

ン
‐
イ
レ
ブ
ン
店
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
を
奨
励
す
る
た
め
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
鈴
木
が
考
案

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る
鈴
木
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
溢
れ
た
指
導
力
が
会
社
の
成
功
に
貢
献
す
る
一
方
で
、
た
と
え
指
導
者
が
変

わ
っ
た
と
し
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
や
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
も
っ
て
い
る
知
識
の
内
面
化
が
で
き
て
い
る
た

め
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
業
界
で
ト
ッ
プ
の
座
を
維
持
で
き
る
と
期
待
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ

う
。

　

知
識
創
造
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
オ
ー
プ
ン
で
あ
り
、
組
織
の
境
界
の
内
外
で
顧
客
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
多
種
多
様

な
相
互
に
結
び
付
い
た
関
係
者
を
巻
き
込
ん
で
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
の
あ
ら

ゆ
る
部
分
で
仮
説
作
成
を
支
援
し
て
い
る
（
図
11
・
３
）。

　

仮
説
は
顧
客
と
相
互
作
用
す
る
店
員
、
毎
週
の
会
議
や
店
舗
内
で
店
員
と
相
互
作
用
す
る
Ｏ
Ｆ
Ｃ
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
従
業

員
や
他
の
メ
ー
カ
ー
と
相
互
作
用
し
て
い
る
チ
ー
ム
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
な
ど
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
慣
行
の
な
か
に
は
競
合
他
社
が
模
倣
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
に
埋
め

込
ま
れ
て
い
る
暗
黙
知
は
移
転
不
可
能
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
結
び
付
い
た
「
場
」
に
い
る
人
々
は
、
現
在
の
行
動
を
未
来
指
向
的
に
熟
慮
す
る
こ
と
を
通
じ
て
暗
黙

知
を
活
用
す
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
過
去
の
経
験
を
効
率
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
将
来
の

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
い
と
い
う
願
望
が
、
過
去
の
購
入
パ
タ
ー
ン
に
新
た
な
意
味
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
存
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在
論
は
機
会
の
察
知
に
つ
な
が
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
で
は
仮
説
の

作
成
、
実
行
、
評
価
と
い
う
際
限
の
な
い
繰
り
返
し
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
は
外

部
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
相
互
作
用
に
ま
で
拡
張
さ
れ
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
実
践
は
社
会
的
相
互
作
用
を
通
じ
て
、
日
本

の
外
で
も
成
功
裡
に
導
入
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
派
遣
さ
れ
て
、
営
業
を
開
始
し
、
暗

黙
知
を
現
地
従
業
員
に
移
転
す
る
。
例
え
ば
、
中
国
で
は

現
地
従
業
員
は
品
揃
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
、
顧
客
と
の
相

互
作
用
、
商
品
の
発
注
な
ど
に
関
し
て
教
育
を
受
け
て
い

る
。

　

ロ
ー
ソ
ン
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
ど
他
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
は
Ｓ
Ｅ
Ｊ
慣
行
の
一
部
を
模
倣

し
た
一
方
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
に
追
い
付
く
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
特
有
の
能
力
は
自
己
知
や
組
織
知
の
創
造
を

通
じ
て
、
常
に
自
分
の
慣
行
を
超
越
し
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。
そ
の
結
果
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
ど
の
競
合
他
社
よ
り
も
う
ま

場を支援する共同化

顧客

店員OFC

FC 会議
マネジャー会議

チーム・マーチャ
ンダイジング

場を支援する
内面化

仮説作成

POS データ
情報システム

場を支援する結
合化と内面化：

仮説検証 知識

組織
市場

図 11.3　SEJ における支援の場
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く
、
自
分
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
顧
客
の
ニ
ー
ズ
や
欲
求
の
変
化
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

結
論

　

本
章
で
は
、
知
識
創
造
が
行
為
者
と
環
境
、
そ
し
て
暗
黙
知
と
形
式
知
の
弁
証
法
的
な
相
互
作
用
を
通
じ
て
生
じ
る

こ
と
を
示
し
た
。
知
識
ビ
ジ
ョ
ン
、
駆
動
目
標
、
対
話
、
実
践
、「
場
」
と
い
っ
た
要
素
は
そ
れ
を
補
強
し
て
く
れ
る
。

動
的
な
暗
黙
知
は
企
業
を
環
境
か
ら
隔
離
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
人
々
と
企
業
や
企
業
を
取
り
巻
く
現
実
と
結
び
付

け
る
。
知
識
は
頻
繁
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
連
鎖
を
通
じ
て
創
造
さ
れ
る
。
こ
れ
は
多
様
な
存
在
に
よ
る
知
識
共

有
が
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
を
加
速
化
す
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
存
在
と
し
て
、

ま
た
、
特
有
の
ル
ー
ル
、
信
頼
、
知
識
移
転
、
知
識
創
造
を
も
っ
た
社
会
交
流
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
概
念
化
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
の
例
示
に
な
っ
て
い
る
。
同
社
は
対
話
や
実
践
を
駆
動
目
標
と
し
て
の
機
会
損
失
に

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
結
び
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
環
境
の
相
互
作
用
は
慣
行
と
対
話
の
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
発
生

し
て
い
る
。
環
境
に
埋
め
込
ま
れ
た
暗
黙
知
を
慣
行
を
通
じ
て
取
り
込
ん
だ
り
（
主
体
と
客
体
の
一
体
化
）、
こ
の
暗

黙
知
を
対
話
の
徹
底
的
な
概
念
化
を
通
じ
て
高
次
化
す
る
こ
と
（
主
体
と
客
体
の
分
離
）
が
、
そ
の
例
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ

Ｊ
の
存
在
論
は
未
来
指
向
的
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
台
頭
し
て
く
る
顧
客
ニ
ー
ズ
が
事
業
を
牽
引
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
消
費
者
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
重
視
す
れ
ば
、
従
業
員
は
現
在
の
現
実
の
な
か
で
過
去
の
経
験
を
活
用
す
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る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
認
識
論
は
仮
説
検
証
に
よ
っ
て
主
観
的
な
洞
察
を
客
観
化
す
る
こ
と
を
通
じ
て
行

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

慣
行
の
共
有
と
体
系
化
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
模
倣
が
困
難
な
知
識
資
産
を
開
発
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
知

識
資
産
は
Ｓ
Ｅ
Ｊ
が
も
っ
と
も
革
新
的
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
に
な
る
の
に
役
立
ち
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
戦
略

立
案
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
慣
行
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
内
外
に
あ
る
多
数
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
が
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
モ
デ
ル
に
な
ら
お
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
変
化
を
遂
げ
て
や
ま
な
い
顧
客
の
ニ
ー
ズ
や
欲
求

に
恒
常
的
に
応
え
よ
う
と
い
う
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
飽
く
な
き
追
求
と
は
競
争
で
き
な
い
で
い
る
。

　

本
章
の
事
例
研
究
は
記
述
的
で
あ
り
、
あ
る
一
つ
の
成
功
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
が
環
境
の
変
化

に
対
応
し
て
長
期
的
に
ど
の
よ
う
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
き
た
か
を
コ
ン
テ
ク
ス
ト
固
有
的
に
例
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
漸
進
的
変
化
に
関
し
て
標
準
的
な
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
組
織
に
お
け
る
革
新
的
な

イ
ベ
ン
ト
を
予
測
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
は
、
弁
証
法
的
な
自
己

発
見
、
処
理
、
よ
り
包
括
的
な
全
体
性
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
を
通
じ
て
、
知
識
を
創
造
し
て
い
る
と
主
張
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
知
識
創
造
行
為
と
い
う
も
の
は
知
識
ビ
ジ
ョ
ン
、
対
話
、
実
践
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

加
え
て
、
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
に
基
盤
を
置
い
て
い
る
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
十
二
章　

学
習
し
自
己
革
新
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
：

大
薗　

恵
美

　

日
本
企
業
の
競
争
力
の
源
泉
の
一
つ
と
し
て
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
メ
ー
カ
ー
と
サ
プ
ラ
ラ
イ

ヤ
ー
の
安
定
的
な
関
係
が
あ
る
。
本
章
で
は
、
そ
の
よ
う
な
関
係
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
社
会
資
本
と
い
う
観
点
か

ら
分
析
す
る
。
社
会
資
本
は
、
あ
る
組
織
が
改
善
の
た
め
に
学
習
し
、
環
境
変
化
に
適
応
し
、
自
ら
を
変
え
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と
は
、
比
較
的
安
定
な
メ
ン
バ
ー
構
成
と
、
構
成
メ
ン
バ
ー
間
に
緊
密
な
協
働
関

係
が
あ
る
企
業
の
集
団
の
こ
と
で
あ
る
。

　

多
く
の
研
究
で
は
、
ト
ヨ
タ
や
ホ
ン
ダ
な
ど
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
競
争
力
は
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
関
係

に
源
泉
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
デ
ィ
ー
ラ
ー
（
小
売
業
者
）
と
の
関
係

に
焦
点
を
当
て
る
。
こ
れ
は
自
動
車
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
い
う
通
常
の
焦
点
と
は
対
照
的
で
あ
る
（
ボ
ッ
ク
ス

十
二
・
一
）。

　

本
章
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
最
初
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
、
社
会
資
本
、
知
識
経
営
の
概
念
を
提
示
す

ト
ヨ
タ
と
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
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る
。
次
に
、
レ
ク
サ
ス
と
そ
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
概
観
す
る
。
こ
の
コ
ン

テ
ク
ス
ト
で
も
っ
て
、
ト
ヨ
タ
と
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
と
し
て
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
、
ト
ヨ
タ
の
社
会
資
本
創

造
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
部
分
は
、
社
会
資
本
の
構
造
、
関
係
、
認
知

の
側
面
と
、
ト
ヨ
タ
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
に
関
す
る
節
に

分
か
れ
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
ど
の
よ
う
に
し
て
環
境
変
化
に
適
応
で
き
る

の
か
、
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
か
か
わ
る
レ
ク
サ
ス
の
成
功
が

移
植
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
も
検
討
す
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と
は
、
比
較
的
安
定
な
構
成
メ
ン
バ
ー
と
構
成

メ
ン
バ
ー
間
で
緊
密
な
協
働
関
係
が
あ
る
企
業
の
集
団
の
こ
と
で
あ

る
。
制
度
的
な
形
と
し
て
は
、
こ
れ
は
市
場
と
垂
直
的
統
合
企
業
の

中
間
に
く
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
長
所
は
ま
さ
に
市
場
と
垂
直
的

統
合
企
業
の
両
方
の
強
み
が
享
受
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
換
言
す
れ

ボ
ッ
ク
ス
十
二
・
一　

自
動
車
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

　

自
動
車
製
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
な
か
で
、
部

品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
特
定
部
品
に
特
化
し
て
、
そ
の

分
野
に
関
す
る
知
識
を
深
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
じ
部
品
を
製
作
し
て
い
る
競
合
他
社
と
の
競
争
と

期
待
さ
れ
る
報
酬
の
両
方
に
動
機
付
け
ら
れ
て
継
続

的
な
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
と
同
時

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
適
用
さ
れ
て
い

る
間
に
も
更
に
変
化
を
続
け
て
い
る
ト
ヨ
タ
生
産
方

式
な
ど
の
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
を
内
面
化
し
て
い
る
。
こ

れ
を
受
け
て
、
ア
セ
ン
ブ
ラ
ー
は
、
製
品
コ
ン
セ
プ

ト
や
シ
ス
テ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
、
エ
ン
ジ
ン
や
車
体
な

ど
高
付
加
価
値
部
品
の
開
発
、
製
品
企
画
な
ど
戦
略

的
な
問
題
、
国
際
戦
略
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
な
ど

長
期
的
な
問
題
に
集
中
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
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ば
、
市
場
が
参
加
者
に
提
供
す
る
局
部
的
な
収
益
率
を
極
大
化
す
る
と
い
う
経
済
的
動
機
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
組

織
が
構
成
員
に
対
し
て
も
っ
て
い
る
一
種
の
有
効
な
調
整
お
よ
び
統
制
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
実
現
は
容
易
で
は
な
い
。
設
計
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
悪
け
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
は
収
益
、
調

整
、
統
制
に
欠
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

典
型
的
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
は
自
動
車
や
航
空
機
な
ど
統
合
的
な
製
品
構
造
に
な
っ
て
い
る
産
業
に
見
出
せ

る
。
し
た
が
っ
て
、
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
最
終
ア
セ
ン
ブ
ラ
ー
を
含
む
日
本
の
自
動
車
産
業
は
ま
さ
に
典
型
例
と
い

え
る
。
こ
の
組
織
形
態
は
他
の
地
域
や
非
日
系
企
業
に
も
応
用
可
能
で
あ
り
、
競
争
力
が
あ
る
。
日
本
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
に
よ
っ
て
日
本
の
外
で
も
適
用
さ
れ
て
お
り
、
非
日
系
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
追
加
に
も
成
功
し
て
い
る
。

　

こ
の
概
念
は
他
の
産
業
に
も
適
用
可
能
で
、
一
例
と
し
て
小
売
業
界
が
指
摘
で
き
る
。「
チ
ー
ム
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ

イ
ジ
ン
グ
」
で
は
、
小
売
業
者
は
小
売
の
知
識
を
商
品
開
発
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
名
の
あ
る
メ
ー
カ
ー
を

巻
き
込
む
と
と
も
に
、
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
陳
列
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
サ
ー
バ
ー
に
か
か
わ
る
産
業
で
は
、
製
品
は
モ
ジ
ュ
ー
ル
構
造
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
の
で
、
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
と
ア
セ
ン
ブ
ラ
ー
の
間
で
は
そ
れ
ほ
ど
の
調
整
を
し
な
い
。
そ
れ
で
も
デ
ル
は
グ
ル
ー
プ
と
し
て
在
庫
管

理
や
品
質
管
理
を
改
善
す
る
た
め
に
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
安
定
的
な
学
習
関
係
を
築
い
て
い
る
（D

yer and H
atch 

2004

）。
さ
ら
に
、
技
術
が
複
雑
で
、
し
か
も
変
化
が
速
い
業
界
で
も
、
多
く
の
会
社
が
自
社
に
欠
け
て
い
る
技
術
能

力
を
有
す
る
他
社
と
比
較
的
安
定
し
た
関
係
を
構
築
し
て
い
る
。
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概
念
の
出
現

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
一
部
の
研
究
者
が
組
織
は
知
識
の
貯
蔵
庫
で
あ
る
と
発
言
し
始
め
た
。
組
織
は

知
識
を
創
造
し
、
獲
得
し
、
組
み
合
わ
せ
、
改
善
し
、
保
存
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
（N

onaka and T
akeuchi 

1995, N
ahapiet and Ghoshal 1998, Ghoshal 1999

）。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
で
は
、
組
織
が
な
ぜ
、
そ
し
て
い
つ
必
要
に
な
る
か
に
関
し
て
、
取
引
コ
ス
ト
理
論
に
代
替
す
る

説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
組
織
が
も
っ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

取
引
コ
ス
ト
理
論
の
主
張
で
は
、
組
織
は
相
互
に
合
意
可
能
な
条
件
の
探
求
や
日
和
見
的
な
行
動
の
モ
ニ
タ
ー
な

ど
、
取
引
に
か
か
わ
る
コ
ス
ト
を
克
服
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
理
想
的
で
あ
る
と
仮
定
し

て
い
る
。
し
か
し
、
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
は
暗
黙
知
を
共
有
し
、
そ
れ
を
形
式
知
に
転
換
し
、
別
の
形
式
知
と
結

合
化
し
、
そ
の
形
式
知
を
内
面
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
暗
黙
知
に
変
え
る
こ
と
だ
と
理
解
す
る
と
（N

onaka and 

T
akeuchi 1995

）、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
あ
ま
り
理
想
的
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
経
験
を
共
有

し
、
他
人
の
見
方
を
理
解
す
る
た
め
に
は
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
理
解
し
、
情
報
な
い
し
知
識
の
共
有
に
伴
う
リ
ス
ク

を
削
減
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
知
識
経
営
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
歴
史
的
に
は
、
組
織
と
い
う
も
の
は
必
要
な
知
識
を
提
供
す
る
た

め
に
市
場
だ
け
を
頼
り
に
す
る
よ
り
も
、
内
部
の
構
造
や
プ
ロ
セ
ス
を
開
発
し
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
多
く
の
産
業
で
は
、
す
べ
て
を
組
織
の
な
か
で
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
は
こ
の

問
題
に
対
し
て
解
決
策
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
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そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を
知
識
経
営
の
視
点
か
ら
研
究
し
て
、
そ
れ
が
学
習
と
自
己
革
新
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
に
良
い
環
境
に
な
り
得
る
の
か
を
例
示
し
て
み
た
い
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、N

ahapiet 

and Ghoshal (1998)

が
開
発
し
た
社
会
資
本
の
理
論
に
基
づ
く
枠
組
み
を
、
ト
ヨ
タ
の
高
級
車
事
業
で
あ
る
レ
ク
サ

ス
の
事
例
に
適
用
す
る
。
焦
点
は
ト
ヨ
タ
と
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
の
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
。

社
会
資
本
と
知
識
経
営

　

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
要
因
が
知
識
の
共
有
と
創
造
を
促
進
す
る
。
例
え
ば
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
背

景
と
し
た
組
織
学
習
の
研
究
者
で
あ
るGarvin (1993)

は
、
次
の
よ
う
な
要
因
を
指
摘
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク

な
問
題
解
決
、
実
験
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
の
レ
ビ
ュ
ー
を
使
っ
た
り
、
知
識
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
る

過
去
の
経
験
（
失
敗
を
含
む
）
か
ら
の
学
習
、
他
人
（
顧
客
や
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
化
し
た
競
合
他
社
を
含
む
）
か
ら
の
学

習
、
現
場
訪
問
に
よ
る
知
識
の
移
転
、
人
材
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
標
準
化
、
訓
練
な
ど
。

　

N
onaka and T

akeuchi (1995)

は
次
の
五
つ
を
指
摘
し
て
い
る
。
不
確
実
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
に
対

し
て
方
向
性
を
与
え
る
意
図
、
自
律
性
、
現
状
維
持
に
変
化
を
も
た
ら
す
動
揺
や
創
造
的
カ
オ
ス
、
有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
す
る
情
報
や
役
割
の
重
複
と
い
う
意
味
で
の
冗
長
さ
、
最
少
有
効
多
様
性
（
組
織
内
に
少
な
く

と
も
環
境
と
同
じ
程
度
の
多
様
性
）。
そ
の
後
、
野
中
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ョ
ン
（「
会
社
は
何
の
た
め
に
存
在
し
て
い
る
の

か
？
」）
が
追
加
さ
れ
て
い
る
（
第
十
一
章
を
参
照
）。
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
究
者
は
知
識
創
造
の
た
め
に
他
の
要
因
も
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
特

に
以
下
が
含
ま
れ
る
。
実
験
、
失
敗
に
対
す
る
心
理
的
な
安
全
、
組
織
の
境
界
を
越
え
る
多
種
多
様
な
知
識
間
の
連

鎖
、
確
立
さ
れ
た
組
織
の
業
務
上
の
ル
ー
チ
ン
や
政
治
的
な
駆
引
き
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
護
す
る
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
や
コ
ー
チ
、
う
ま
く
調
整
さ
れ
た
様
々
な
機
能
内
部
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
チ
ー
ム
（
重
量
級
チ
ー
ム
）、
そ
し
て

と
り
わ
け
組
織
と
し
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
動
機
な
ど
。

　

上
述
の
組
織
要
因
は
す
べ
て
、
知
識
の
共
有
と
創
造
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
章
で
取
り
組
む
組
織
間

の
状
況
（
独
立
し
た
経
済
体
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
資
産
、
目
標
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、
ビ
ジ

ネ
ス
・
モ
デ
ル
な
ど
を
も
っ
て
い
る
状
況
）
の
た
め
に
は
、
根
本
的
な
い
く
つ
か
の
要
因
も
追
加
で
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
含
ま
れ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
参
加
者
に
と
っ
て
何
が
知
識
を
共
有
す
る
動

機
に
な
る
の
か
？　

他
の
参
加
者
の
知
識
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
学
習
や
知
識
創
造

に
影
響
す
る
の
か
？　

何
が
視
点
相
互
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
新
し
い
知
識
の
創
造
を
可
能
に
す
る
の
か
？

　

こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
を
、
社
会
資
本
の
理
論
に
基
づ
い
てN

ahapiet and Ghoshal (1998)

が
開
発
し
た

枠
組
み
を
使
っ
て
検
討
す
る
。
社
会
資
本
は
知
識
を
も
っ
て
い
る
当
事
者
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
価
値
の
期
待
、
知
識
の
交

換
な
い
し
組
み
合
わ
せ
の
動
機
、
組
み
合
わ
せ
る
能
力
な
ど
す
べ
て
が
、
交
換
や
組
み
合
わ
せ
が
実
現
す
る
た
め
に
必

要
と
さ
れ
る
条
件
に
影
響
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
的
資
本
の
開
発
を
促
進
す
る
。
図
12
・
１
は
こ
れ
を
例
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
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社
会
資
本
の
特
性

　

社
会
資
本
の
特
性
を
理
解
す
る
た
め
に

は
、
構
造
、
関
係
、
お
よ
び
認
知
と
い
う
三

つ
の
側
面
か
ら
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
を
後
で
ト
ヨ
タ
と
そ
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
に

具
体
的
に
適
用
す
る
。

構
造
的
な
側
面

　

社
会
資
本
の
構
造
的
な
側
面
と
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
の
結
び
付
き
方
の
種
類
（
疎
か

密
か
）
と
参
加
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
系
内

で
の
位
置
（
中
枢
か
周
辺
か
）
の
こ
と
を
い

う
。

　

密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
過
剰
な
く
ら
い

コ
ン
タ
ク
ト
先
が
あ
る
た
め
、
参
加
者
の
間

で
は
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
情
報
が
共
有
さ
れ
て

図 12.1　社会資本と知識創造
社会資本の特徴 知識共有・創造の要因

構造の側面
ネットワークの結び付き方

の種類：疎か密か
ネットワーク体系：

中枢か周辺か

関係の側面
信頼と信頼性

規範
責務

ネットワークとの一体感

知識共有・創造の要因
知識をもった当事者へのアクセス

価値観共有の期待
共有・創造の動機

組み合わせ・創造の能力

認知の側面
共有されている記号・言語
共有されている物語・伝承

共有されているビジョン

出所：Nahapiet and Ghoshal (1998)と Tsai and Ghoshal (1998)に基づく翻案．
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い
る
し
、
情
報
の
共
有
も
よ
り
効
率
的
で
あ
る
。
疎
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
よ
り
多
様
な
情
報
が
あ
る
。
ベ
ス
ト
・
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
疎
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
も
迅
速
か
つ
広
く
共
有
さ
れ

る
の
で
（Rogers 1995

）、
シ
ス
テ
ム
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
継
続
的
な
改
善
が
生
ま
れ
る
。
疎
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
多
様
な
知
識
を
統
合
化
す
る
こ
と
が
必
要
な
根
本
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
好
ま
し
い
環
境
を
提
供
す

る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
枢
部
に
位
置
す
る
参
加
者
は
、
よ
り
多
く
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
一
方
、
周
辺
部
に
い
る

人
は
そ
れ
が
限
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
他
の
参
加
者
か
ら
学
習
し
た
り
、
自
分
の
知
識
を
他
人
と
共
有
す
る
に
は
よ
り

良
い
立
場
に
あ
る
一
方
、
後
者
は
直
面
す
る
環
境
が
異
な
り
、
グ
ル
ー
プ
の
規
範
に
あ
ま
り
制
約
を
受
け
な
い
た
め
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
は
よ
り
良
い
立
場
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
周
辺
部
で
起
こ
る
」

と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
イ
ノ
ベ
ン
テ
ィ
ブ
な
組
織
に
は
「
門
番
」
が
い
る
（A

llen 1977

）。
門
番
は
外
部
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
多
く
、
内
部
の
参
加
者
が
自
分
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
外
部
情
報
を
理
解
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
の
一
員
に
な
れ
る
よ
う
に
翻
訳
し
て
あ
げ
る
役
目
を
果
た
す
。
換
言
す
れ
ば
、
漸
進
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

な
い
し
改
善
は
中
枢
に
い
る
人
が
開
始
す
る
可
能
性
が
高
い
一
方
、
根
本
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
周
辺
に
い
る
人
が

着
手
す
る
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
漸
進
的
な
も
の
と
根
本
的
な
も
の
の
両
方
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
か
か

わ
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
に
は
、
中
枢
部
に
核
と
な
る
参
加
者
だ
け
で
な
く
、
周
辺
部
に
も
参
加
者
が
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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関
係
の
側
面

　

関
係
の
側
面
と
は
、
相
互
作
用
の
関
係
の
こ
と
を
い
う
。
統
治
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
機
能
し
得
る
、
信
頼
、
共
有
さ

れ
た
規
範
、
責
務
、
一
体
感
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
側
面
の
強
さ
は
、
他
の
参
加
者
の
日
和
見
的
な
行
動
の
可

能
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
報
共
有
に
伴
う
リ
ス
ク
を
削
減
し
、
知
識
共
有
に
伴
う
期
待
価
値
を
高
め
る

こ
と
で
あ
る
。
信
頼
が
あ
れ
ば
、
参
加
者
は
自
分
の
欠
点
を
認
め
、
改
善
を
要
す
る
分
野
に
つ
い
て
同
意
す
る
。
こ
れ

は
改
善
と
他
人
か
ら
の
学
習
の
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

批
判
を
甘
受
す
る
、
失
敗
に
対
し
て
寛
容
で
あ
る
、
多
様
性
を
評
価
す
る
と
い
っ
た
規
範
は
、
改
善
や
革
新
に
と
っ

て
必
要
な
実
験
を
奨
励
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
服
従
や
集
団
思
考
に
陥
る
こ
と
を
回
避
す
る
の
に
役
立
つ
。

認
知
の
側
面

　

認
知
の
側
面
と
は
、
共
有
さ
れ
て
い
る
記
号
や
言
語
、
そ
し
て
神
話
、
伝
承
、
比
喩
な
ど
の
共
有
さ
れ
て
い
る
物
語

の
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
は
有
意
義
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
知
識
共
有
を
可
能
と
す
る
共
有
さ
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト

と
重
複
す
る
知
識
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
伝
承
は
暗
黙
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
現
実
に
関
し
て

共
通
の
理
解
を
可
能
に
す
る
。
共
有
さ
れ
て
い
る
ビ
ジ
ョ
ン
や
理
想
が
あ
れ
ば
、
参
加
者
は
改
善
す
る
よ
う
、
ま
た
、

相
互
作
用
を
同
一
目
標
に
向
け
る
よ
う
鼓
舞
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
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レ
ク
サ
ス
と
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
と
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
多
数
の
分
野
で
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
手
本
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
典
型
例
の
事
例
研
究
に
は
な
ら
な
い
。
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
組
織
形
態
の
両
方
の
利
益
を
享
受
し
て
い

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を
説
明
す
る
事
例
に
な
る
。
つ
ま
り
、
参
加
し
て
い
る
組
織
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
利
益
を
追

求
す
る
と
い
う
企
業
家
精
神
と
独
創
性
を
発
揮
す
る
と
同
時
に
、
全
体
と
し
て
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
知
識
を
共
有
し
、
相
互
に
学
習
し
競
争
力
を
確
保
し
て
い
る
。
レ
ク
サ
ス
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が

成
功
し
て
い
る
の
は
、「
完
璧
へ
の
飽
く
な
き
追
求
」
と
い
う
態
度
で
作
業
を
継
続
的
に
改
善
し
、
市
場
変
化
に
漸
進

的
に
適
応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
全
体
と
し
て
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
・

モ
デ
ル
は
変
更
し
て
い
な
い
。

　

レ
ク
サ
ス
は
一
九
八
九
年
に
ア
メ
リ
カ
に
初
め
て
投
入
さ
れ
て
以
来
、
非
常
な
成
功
を
収
め
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年

に
は
ア
メ
リ
カ
の
高
級
車
部
門
で
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
を
抜
き
、
ト
ッ
プ
の
市
場
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
た
。
レ
ク
サ
ス

は
初
期
だ
け
で
な
く
三
年
後
の
品
質
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
何
回
も
首
位
を
獲
得
し
、
中
古
車
市
場
で
も
相
対
的
に
高
い
転

売
価
格
が
付
い
て
い
る
。

　

レ
ク
サ
ス
は
、
ト
ヨ
タ
と
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
両
方
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ト
ヨ
タ
は
こ
の

モ
デ
ル
を
投
入
す
る
の
に
要
し
た
総
投
資
額
を
開
示
し
て
い
な
い
が
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
各
社
は
独
立
し
た
デ
ィ
ー
ラ
ー

店
舗
を
建
設
し
て
、
標
準
的
な
内
外
装
を
整
備
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
た
め
に
、
三
〇
〇
～
五
〇
〇
万
ド
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ル
投
資
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
リ
ン
ク
す
る
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
は
ト
ヨ
タ
が
支
払
い
を
負
担
し
て
お
り
、

三
〇
〇
万
ド
ル
以
上
か
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
レ
ク
サ
ス
ほ
ど
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
を
、
こ
れ
ほ
ど
素
早
く
成
功
裡
に
確
立
し
た
例
は
そ
れ
ま
で
な
か
っ

た
。
車
そ
の
も
の
と
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
の
経
験
の
両
面
で
、
レ
ク
サ
ス
を
他
の
高
級
車
ブ
ラ
ン
ド
と
差
別
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ト
ヨ
タ
は
こ
れ
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

競
合
ブ
ラ
ン
ド
が
デ
ザ
イ
ン
や
エ
ン
ジ
ン
・
パ
ワ
ー
の
極
限
を
追
求
し
て
い
る
な
か
で
、
レ
ク
サ
ス
車
は
し
ば
し

ば
「
控
え
め
な
」
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
レ
ク
サ
ス
は
職
人
技
の
結
集

で
あ
り
、
品
質
は
時
を
越
え
て
永
続
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
墓
場
の
よ
う
に
静
か
」
だ
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
エ
ン
ジ
ン
、
空
気
の
流
れ
、
道
路
が
引
き
起
こ
す
騒
音
や
振
動
を
大
幅
に
削
減
し
た
成
果
で
あ
る
。
こ
れ
は
デ
ザ

イ
ン
と
部
品
の
加
工
と
組
立
に
か
か
わ
る
正
確
さ
の
両
方
を
反
映
し
て
い
る
。
職
人
技
は
細
部
に
ま
で
行
き
渡
っ
て
い

る
。
イ
ン
テ
リ
ア
の
木
質
は
低
価
格
モ
デ
ル
で
も
、
す
べ
て
同
一
の
木
か
ら
切
り
取
ら
れ
て
木
目
が
そ
ろ
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
材
料
は
一
〇
年
経
っ
て
も
脱
色
や
磨
耗
が
最
小
限
に
と
ど
ま
る
よ
う
選
び
抜
か
れ
て
い
る
。

　

レ
ク
サ
ス
契
約
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
対
し
て
、
顧
客
を
あ
た
か
も
自
宅
に
ご
招
待
す
る
賓
客
の
よ
う
に
応
対
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
る
。
こ
れ
を
支
援
す
る
た
め
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
も
整
備
員
も
、
業
界
の
よ
り
一
般
的
な
慣
行
で
あ
る
歩
合

制
に
で
は
な
く
、
給
与
制
に
な
っ
て
い
る
。
一
般
に
は
価
格
交
渉
に
応
じ
な
い
。

　

デ
ィ
ー
ラ
ー
は
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
方
法
を
常
に
模
索
し
て
お
り
、
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
共
有
し
て
い
る
。
な

か
に
は
車
の
整
備
を
待
っ
て
い
る
顧
客
に
食
事
券
を
提
供
す
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
さ
え
あ
る
。
会
社
は
効
率
的
な
サ
ー
ビ
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ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
販
売
し
た
車
ご
と
に
カ
ル
テ
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー

ラ
ー
の
販
売
と
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
顧
客
満
足
度
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
高
級
車
部
門

で
は
レ
ク
サ
ス
の
顧
客
は
も
っ
と
も
満
足
度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と
し
て
の
ト
ヨ
タ
と
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー

　

ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
所
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
じ
ブ
ラ
ン
ド
を
販
売

し
て
い
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
お
互
い
に
競
争
し
、
勝
っ
た
ほ
う
が
生
き
残
る
。
こ
れ
と
対
極
に
あ
る
の
が
垂
直
統
合
で
あ

る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
プ
ジ
ョ
ー
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
販
売
と
整
備
の
プ
ロ
セ
ス
を
厳
格
に
管

理
し
、
販
売
情
報
を
直
接
入
手
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
市
場
で
は
弱
い
立
場
に
あ
っ
て
、
な
か
な
か
優
秀
な
デ
ィ
ー
ラ
ー

を
確
保
で
き
な
か
っ
た
プ
ジ
ョ
ー
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
非
常
に
有
益
で
あ
っ
た
。

　

ト
ヨ
タ
は
ほ
と
ん
ど
の
国
で
第
三
の
形
態
を
活
用
し
て
い
る
。
そ
れ
は
独
立
的
に
所
有
さ
れ
て
い
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
で

構
成
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
（
日
本
で
も
、
二
〇
〇
五
年
に
レ
ク
サ
ス
を
投
入
す
る
ま

で
、
ト
ヨ
タ
は
販
売
網
の
八
％
し
か
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ホ
ン
ダ
は
三
〇
％
を
所
有
し
て
い
る
）。

ト
ヨ
タ
の
考
え
で
は
、
製
品
中
心
な
い
し
メ
ー
カ
ー
中
心
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
網
よ
り
も
、
こ
の
ほ
う
が
企
業
家
精
神
に
溢

れ
た
顧
客
中
心
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
網
に
つ
な
が
る
。

　

米
国
ト
ヨ
タ
自
動
車
販
売
（
Ｔ
Ｍ
Ｓ
：
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
販
売
子
会
社
）
と
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
構
成
さ
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れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
に
は
、
安
定
し
た
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
、
参
加
者
数
が
比
較
的
少
数
、
規
範
や
価
値
観
の
共

有
、
多
層
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
四
つ
の
鍵
と
な
る
特
徴
が
あ
る
。

　

レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
ト
ヨ
タ
に
は
、
価
値
観
、
規
範
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
洞
察
、
懸
念
な
ど
の
暗
黙
知
を
交
換
す

る
徹
底
し
た
多
層
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
。
こ
れ
は
認
知
の
側
面
の
な
か
で
重
要
な
要
素

で
あ
る
た
め
、
後
に
ト
ヨ
タ
の
具
体
的
な
慣
行
を
紹
介
す
る
際
に
詳
述
す
る
。

少
数
の
長
い
歴
史
を
持
つ
デ
ィ
ー
ラ
ー

　

ト
ヨ
タ
は
意
図
的
に
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
数
を
制
限
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
競
合
他
社
を
大
幅
に
下
回
っ

て
い
る
。
レ
ク
サ
ス
は
一
九
八
九
年
に
八
一
社
で
販
売
を
開
始
し
た
が
、
長
期
的
な
目
標
二
〇
〇
社
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
当
時
、
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
と
Ｂ
Ｍ
Ｗ
は
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
〇
社
以
上
、
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
と
リ
ン
カ
ー

ン
は
そ
れ
ぞ
れ
一
六
〇
〇
社
以
上
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
擁
し
て
い
た
。
二
〇
〇
五
年
九
月
現
在
、
レ
ク
サ
ス
は
一
八
二
社

の
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
二
一
四
カ
所
（
そ
れ
ぞ
れ
整
備
と
部
品
の
部
門
が
あ
る
）
運
営
し
て
い
る
。
後
述

の
通
り
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
数
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
ヨ
タ
と
し
て
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
社
員
と

対
面
式
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
機
会
が
増
え
る
（
ト
ヨ
タ
が
四
〇
％
以
上
の
市
場
シ
ェ
ア
を
押
さ
え
て
い
る

日
本
で
は
、
競
合
他
社
よ
り
も
販
売
拠
点
数
は
多
い
が
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
網
を
所
有
し
て
い
る
企
業
の
数
は
少
な
い
。
ト

ヨ
タ
と
し
て
は
規
模
の
経
済
が
作
用
す
る
た
め
、
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
よ
り
強
固
な
デ
ィ
ー
ラ
ー
基
盤

を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
）。
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デ
ィ
ー
ラ
ー
網
が
売
却
さ
れ
る
の
は
、
オ
ー
ナ
ー
の
継
承
プ
ラ
ン
の
一
環
で
あ
る
の
が
一
般
的
で
、
こ
れ
ま
で
の

一
五
年
間
で
、
レ
ク
サ
ス
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
不
履
行
を
理
由
に
デ
ィ
ー
ラ
ー
契
約
を
更
新
し
な
か
っ
た
の
は
、

わ
ず
か
一
回
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
同
社
は
成
績
不
振
者
を
切
り
捨
て
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
教
育
し
て
改
善
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
学
習
や
参
加
者
の
間
に
お
け
る
知
識
創
造
の
た
め
に
は
安
定
し
た
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ

る
。
暗
黙
知
を
構
築
・
共
有
し
、
参
加
者
相
互
の
関
係
を
発
展
さ
せ
、
グ
ル
ー
プ
と
の
一
体
感
を
育
む
た
め
に
は
、
時

間
が
重
要
な
要
素
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

規
範
と
価
値
観
の
共
有

　

レ
ク
サ
ス
部
門
の
社
員
や
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
規
範
や
価
値
観
を
共
有
し
て
い
る
の
で
、
レ
ク
サ
ス
と
の
一
体
感
を
抱
い

て
お
り
、
自
分
た
ち
を
ト
ヨ
タ
の
他
の
部
門
か
ら
差
別
化
し
て
い
る
。
レ
ク
サ
ス
が
開
発
中
だ
っ
た
時
、
明
確
な
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
本
部
、
顧
客
、
マ
ス
コ
ミ
に
決
意
を
宣
言
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
っ
た
。
潜
在
的
な
デ
ィ
ー
ラ
ー
さ
え
も
含
む
大
勢
の
人
々
が
、
果
た
し
て
ト
ヨ
タ
は
市
場
の
考
え
方
を
変
え
る
ど

こ
ろ
か
、
高
級
車
を
開
発
で
き
る
か
、
顧
客
を
引
き
つ
け
ら
れ
る
か
、
新
し
い
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
が
維
持
で
き
る
く
ら

い
大
き
く
成
長
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
レ
ク
サ
ス
に
固
有
な
規
範
と
価

値
観
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ク
サ
ス
・
チ
ー
ム
の
創
始
メ
ン
バ
ー
は
「
レ
ク
サ
ス
契
約
」
を
起
草
し

た
。
Ｔ
Ｍ
Ｓ
は
、
レ
ク
サ
ス
部
門
の
全
社
員
と
レ
ク
サ
ス
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
全
社
員
に

対
し
て
、
レ
ク
サ
ス
契
約
に
署
名
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
（
ボ
ッ
ク
ス
十
二
・
二
）。
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レ
ク
サ
ス
を
投
入
し
て
、
し
か
も
品
質
を
大
い
に
宣

伝
し
て
か
ら
わ
ず
か
数
カ
月
し
か
経
っ
て
い
な
か
っ
た

一
九
八
九
年
の
年
末
に
、
ト
ヨ
タ
が
初
め
て
レ
ク
サ
ス
を

リ
コ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
、
こ
の
契
約
に

対
す
る
約
束
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
Ｌ
Ｓ
４
０
０

の
問
題
と
し
て
、
過
熱
し
て
変
形
し
た
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
、

切
り
換
え
不
能
に
な
っ
た
ク
ル
ー
ズ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
し
て
バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ
が
発
生
し
た
。
各
故
障
に
つ
き

一
つ
の
事
例
が
発
生
し
た
だ
け
で
、
事
故
や
傷
害
は
起

こ
っ
て
い
な
い
。
ト
ヨ
タ
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
な
か
に
は
こ

の
程
度
の
問
題
で
は
リ
コ
ー
ル
は
不
要
だ
と
考
え
る
向
き

も
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
法
律
で
は
部
品
交
換
を
要
す
る

の
は
安
全
問
題
が
関
係
し
て
い
る
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
リ
コ
ー
ル
を
準
備
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
レ
ク
サ
ス
は
「
一
四
〇
〇
名
の
完
璧
主
義
者
た
ち
が

つ
く
っ
た
」
と
い
う
宣
伝
文
句
や
「
完
璧
へ
の
飽
く
な
き

追
求
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
無
効
に
な
っ
て
し

ボ
ッ
ク
ス
十
二
・
二　

レ
ク
サ
ス
契
約

レ
ク
サ
ス
は
世
界
で
も
っ
と
も
競
争
の
激
し
い

そ
し
て
威
信
あ
る
自
動
車
レ
ー
ス
に
参
入
し
ま
す
。

五
〇
年
を
越
え
る
ト
ヨ
タ
の
自
動
車
製
造
は

レ
ク
サ
ス
車
の
創
造
に
よ
り
絶
頂
点
に
達
し
て
い
き
ま
す
。

レ
ク
サ
ス
車
は
自
動
車
業
界
の
歴
史
上
、
最
高
の
車
と
な
り
ま
す
。

レ
ク
サ
ス
は
こ
の
レ
ー
ス
に
勝
ち
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
レ
ク
サ
ス
は
基
本
か
ら
正
し
く
や
り
遂
げ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
レ
ク
サ
ス
は
業
界
で
も
っ
と
も
優
れ
た

販
売
網
を
築
き
上
げ
ま
す
。

レ
ク
サ
ス
は
お
客
様
を
自
宅
へ
ご
招
待
す
る
時
の
よ
う
に

お
客
様
一
人
一
人
に
接
し
ま
す
。

も
し
で
き
な
い
と
思
う
な
ら
、
そ
う
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

も
し
で
き
る
と
思
う
な
ら
、
き
っ
と
そ
う
な
る
で
し
ょ
う
！

私
達
に
は
で
き
る
の
で
す
。
そ
し
て
や
り
遂
げ
ま
す
。
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ま
う
リ
ス
ク
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

約
八
〇
〇
〇
台
を
巻
き
込
ん
だ
リ
コ
ー
ル
は
ス
ム
ー
ス
で
迅
速
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
契
約
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
、
整
備
に
か
か
わ
る
最
高
の
品
質
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｔ
Ｍ
Ｓ
は
ク

リ
ス
マ
ス
前
に
完
了
す
る
よ
う
に
二
〇
日
間
で
の
修
理
を
計
画
し
た
。
そ
れ
は
非
現
実
的
だ
と
考
え
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー

も
な
か
に
は
い
た
。
問
題
を
起
こ
し
た
部
品
は
レ
ク
サ
ス
専
用
だ
っ
た
た
め
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
生
産
を
急
増
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
整
備
員
も
訓
練
が
必
要
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
デ
ィ
ー

ラ
ー
が
目
標
よ
り
早
く
完
了
し
た
。
こ
れ
と
比
較
し
て
、
ト
ヨ
タ
部
門
が
一
九
八
四
年
に
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
で
合
計

九
万
一
〇
〇
〇
台
の
リ
コ
ー
ル
を
実
施
し
た
時
に
は
、
部
品
交
換
に
丸
一
年
か
か
っ
た
。

　

レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
社
長
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
Ｔ
Ｍ
Ｓ
は
レ
ク
サ
ス
の
部
品
を
リ
コ
ー
ル
発
表

と
同
時
に
送
っ
て
き
た
。
同
じ
日
に
、
整
備
員
が
派
遣
さ
れ
て
き
て
、
修
理
方
法
を
教
え
て
く
れ
た
。
私
は
一
五
年
間

に
わ
た
り
複
数
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
小
売
販
売
業
を
や
っ
て
い
る
が
、
こ
ん
な
に
効
率
的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
初

め
て
の
経
験
だ
」（A
utom

otive N
ew

s, D
ecem

ber 11, 1989

）。

　

こ
れ
は
レ
ク
サ
ス
の
価
値
に
対
す
る
ト
ヨ
タ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
証
明
す
る
も
の
で
、
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー

の
理
解
と
信
念
を
強
く
し
た
。
一
九
九
〇
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
デ
ィ
ー
ラ
ー
会
議
で
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
協
会
の
会
長

が
最
初
に
口
に
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
リ
コ
ー
ル
を
、
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
デ
ィ
ー

ラ
ー
の
評
判
が
改
善
し
た
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
組
織
内
で
連
帯
感
が
強
ま
っ
た
、
何
よ
り
レ
ク
サ
ス
整
備
部
門
の
プ
ロ
セ

ス
が
知
れ
渡
っ
た
、
と
い
う
同
氏
の
観
察
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
リ
コ
ー
ル
後
、
多
く
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
レ
ク
サ
ス
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契
約
を
復
誦
し
て
か
ら
、
毎
日
の
仕
事
に
取
り
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
リ
コ
ー
ル
の
話
は
レ
ク
サ
ス
の
社
員
や

デ
ィ
ー
ラ
ー
の
間
で
は
伝
説
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
円
相
場
の
対
ド
ル
上
昇
を
受
け
て
レ
ク
サ
ス
事
業
が
苦
境
を
経
験
し
た
際
に
も
、
共
有
さ
れ

て
い
る
規
範
や
価
値
観
に
対
し
て
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
発
揮
さ
れ
た
。
当
時
、
レ
ク
サ
ス

車
は
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
の
で
値
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
値
上
げ
は
最
新
モ
デ
ル
が
競
合
他
社
と
比
べ
て

苦
戦
し
て
い
る
時
に
実
施
さ
れ
た
。
な
か
に
は
現
金
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
値
引
き
を
強
調

し
始
め
た
デ
ィ
ー
ラ
ー
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
大
多
数
は
レ
ク
サ
ス
部
門
と
の
会
議
で
、
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
（
特
に
現
金
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
）
へ
の
反
対
を
表
明
し
た
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、
レ
ク
サ
ス
部
門
の
顧
客
満

足
度
と
質
を
重
視
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
矛
盾
す
る
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
レ
ク
サ
ス
部
門
に

「
基
本
へ
の
回
帰
」
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

　

レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
ト
ヨ
タ
の
間
で
も
う
一
つ
共
有
さ
れ
て
い
る
価
値
観
は
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
利
益
を
出
さ

な
い
限
り
、
ト
ヨ
タ
は
自
分
自
身
の
事
業
で
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
ト
ヨ
タ
の
信
念
で
あ
る
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
、
継
続
的
に
改
善
し
て
い
く
た
め
に
、
人
材
と
設
備
に
投
資
し
な
い
か
ら
だ
。
こ
の
価

値
観
は
レ
ク
サ
ス
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
「
一
に
ユ
ー
ザ
ー
、
二
に
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
三
に
メ
ー
カ
ー
」
と
い
う
ト
ヨ
タ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｍ
Ｓ
の
社
員
は
、
決
断
を
下
し
自
分
た
ち
の
行
動
を
説
明
す
る
際
に
、
し
ば

し
ば
こ
の
表
現
を
使
っ
て
い
る
。

　

他
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
直
接
販
売
を
開
始
し
た
際
、
ト
ヨ
タ
は
追
随
が
非
常
に
遅
か
っ
た
。
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し
か
し
、
よ
う
や
く
開
始
し
た
時
に
は
、
そ
れ
は
第
一
世
代
の
プ
リ
ウ
ス
の
よ
う
な
車
種
で
あ
っ
た
。
需
要
が
限
定
さ

れ
、デ
ィ
ー
ラ
ー
に
よ
っ
て
は
在
庫
保
有
が
経
済
的
で
は
な
い
モ
デ
ル
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
社
は
サ
イ
オ
ン（Scion

）

ブ
ラ
ン
ド
に
関
し
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
も
っ
と
も
広
く
活
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
機
能
を
情
報
提
供
、
モ
デ
ル
の

検
索
、
価
格
計
算
に
限
定
し
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
販
売
を
侵
食
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
販
売
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
形

に
し
て
い
る
。（
サ
イ
オ
ン
は
ト
ヨ
タ
の
初
心
者
向
け
低
価
格
車
で
、
特
に
、
一
九
八
〇―

九
四
年
生
ま
れ
の
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
Ｙ
の
ト
レ
ン
ド
・
セ
ッ
タ
ー
を
対
象
に
し
て
い
る
。
日
本
で
販
売
さ
れ
た
も
の
（ist

、pB

な
ど
）
を

ベ
ー
ス
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
二
〇
〇
三
年
に
投
入
さ
れ
た
。）

構
造
的
な
側
面

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
び
付
き
の
種
類
と
い
う
こ
と
で
は
、
ト
ヨ
タ
と
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

織
は
非
常
に
密
で
あ
る
。
多
層
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
同
じ
価
値
観
、
方
針
、
態
度
、
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
を
共
有
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
こ
の
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
枢
に
く
る
の
が
レ
ク
サ
ス
部
門
で
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
あ
ら
ゆ
る
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
立
場
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ト
ヨ
タ
は
市
場
や
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
間
の

ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
関
す
る
情
報
を
収
集
で
き
る
の
で
、
よ
り
良
い
製
品
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
を
開

発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ト
ヨ
タ
と
し
て
は
重
要
な
現
地
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ス
テ

ム
・
レ
ベ
ル
の
知
識
創
造
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
ト
ヨ
タ
は
知
識
保
管
所
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
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よ
っ
て
、
要
請
が
あ
れ
ば
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
対
し
て
協
議
や
指
導
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
顧
客
や
競
合
他
社
、
地
元
経
済
や
規
制
な
ど
の
地
元
市
場
の
状
況
と
い
っ
た
地
元
の
さ
ま
ざ

ま
な
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
が
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。
会
社
に
対
し

て
周
辺
部
に
位
置
し
て
い
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
他
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
た
め
に
は
、
ト
ヨ
タ
と
し
て
は
何
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
を
承
知
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
有
益
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
台
頭
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
、
必
要
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
ト
ヨ
タ
自
身
を
変
え
て
で
も
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
そ
れ
を
標
準
的
な
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
に
仕
上
げ
る
の
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
ト
ヨ
タ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
枢
に
い
る
と
い
う

こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤
は
、
地
域
事
務
所
や
レ
ク
サ
ス
部
門
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
訪
問
す
る
こ
と
に
あ

る
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
事
業
を
観
察
し
検
討
す
る
だ
け
で
な
く
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
学
習
し
、
必
要
な
時
は
助
言
を
提
供

す
る
。
訪
問
と
デ
ィ
ー
ラ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
の
各
種
会
合
を
通
じ
て
、
ト
ヨ
タ
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
中
枢
に
位
置
し
て
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
四
五
社
前
後
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
担
当
す
る
地
域
事
務
所
が
四
つ
あ
る
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
五
～
一
〇
社
を
受
け

持
っ
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
重
要
な
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
販
売
、
整
備
、
金
融
の
担
当
者
に
毎
日
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン
タ
ク
ト
は
電
話
か

定
期
訪
問
に
よ
る
。
入
手
し
た
情
報
は
毎
月
の
地
域
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議
で
報
告
さ
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
あ
る
Ｔ
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Ｍ
Ｓ
の
レ
ク
サ
ス
部
門
に
伝
達
さ
れ
る
。
こ
れ
が
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
や
独
創
的
な
顧
客
サ
ー
ビ
ス
が
集
約
さ

れ
、
レ
ク
サ
ス
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
共
有
す
る
よ
う
に
な
る
重
要
な
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
あ
る
Ｔ
Ｍ
Ｓ
の
レ
ク
サ
ス
部
門
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
す
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
、
デ
ィ
ー

ラ
ー
を
頻
繁
に
訪
問
す
る
。
こ
れ
は
ト
ヨ
タ
の
全
部
門
に
共
通
す
る
事
業
運
営
の
態
度
と
方
法
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
「
現
地
現
物
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
こ
れ
は
「
現
場
で
現
物
を
見
る
」
と
い
う
意
味
で
、「
歩
き
回
っ
て

管
理
す
る
」
に
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
意
識
的
に
問
題
を
発
見
し
問
題
解
決
を
す
る
プ
ロ
セ
ス
の

一
環
と
し
て
、「
理
解
す
る
こ
と
」
に
よ
り
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
）。
さ
ら
に
、
Ｔ
Ｍ
Ｓ
の
最
高
執
行
責
任
者
（
Ｃ
Ｏ

Ｏ
）
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
役
員
だ
け
で
な
く
、
部
品
、
整
備
、
洗
車
な
ど
の
担
当
者
と
も
定
期
的
に
会
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
書
か
れ
た
メ
モ
は
担
当
部
署
に
伝
達
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
極
め
て
異
例
の

行
動
で
あ
る
。
日
本
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
、
本
社
部
門
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
の
販
売
子
会
社
の
代
表
者
が
み
ず
か
ら

デ
ィ
ー
ラ
ー
を
訪
問
す
る
と
い
う
の
は
、
一
般
的
な
慣
行
で
は
な
か
っ
た
。
ト
ヨ
タ
で
は
、
日
本
の
本
社
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
や
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
ア
メ
リ
カ
で
は
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
訪
問
し
て
、
現
実
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

ト
ヨ
タ
と
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
に
よ
っ
て
も

支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
全
国
デ
ィ
ー
ラ
ー
会
議
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
サ
イ
ド
・
チ
ャ
ッ
ト
会
議
、
全
国
デ
ィ
ー

ラ
ー
諮
問
会
議
、
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
広
告
（
Ｌ
Ｄ
Ａ
）
協
会
が
あ
る
。
も
っ
と
も
徹
底
し
て
い
る
の
は
フ
ァ
イ

ヤ
ー
・
サ
イ
ド
・
チ
ャ
ッ
ト
会
議
と
全
国
デ
ィ
ー
ラ
ー
諮
問
会
議
で
あ
る
。
レ
ク
サ
ス
部
門
は
こ
の
二
つ
の
会
議
を
互

い
に
補
完
し
合
っ
て
い
る
一
組
と
見
な
し
て
い
る
。
諮
問
会
議
が
収
集
し
た
意
見
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
多
数
意
見
を
反
映
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し
て
い
る
。
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
サ
イ
ド
・
チ
ャ
ッ
ト
会
議
で
の
意
見
や
感
想
は
そ
れ
以
外
で
は
聞
か
れ
な
い
よ
う
な
詳
細

や
ポ
イ
ン
ト
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　

フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
サ
イ
ド
・
チ
ャ
ッ
ト
会
議
の
目
的
は
会
社
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
す
べ
て
の
こ
と
を
面
と
向

か
っ
て
議
論
す
る
こ
と
に
あ
る
。
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
全
米
一
二
カ
所
で
開
催
さ
れ
て
、
一
回
に
一
〇
～
二
〇
人

の
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
参
集
す
る
。
Ｔ
Ｍ
Ｓ
の
レ
ク
サ
ス
部
門
の
長
と
各
部
署
の
役
員
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
役
員
と

会
う
の
で
あ
る
。
レ
ク
サ
ス
部
門
の
ほ
う
か
ら
は
製
品
の
価
格
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
整
備
な
ど
に
関
す
る
方
針
を
説

明
す
る
。
こ
の
方
針
を
基
本
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
用
い
て
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
レ
ク
サ
ス
部
門
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
同
じ

テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
、
自
由
な
議
論
に
入
る
。
こ
れ
は
レ
ク
サ
ス
部
門
か
ら
の
方
針
の
単
純
な
伝
達
以
上
の
も
の
で
あ

る
。
会
議
の
重
点
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
意
見
や
疑
問
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
会
議
は
「
聞
く
た
め
に

こ
こ
に
き
た
」
と
い
う
精
神
で
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
一
九
九
五
年
に
販
売
が
落
ち
込
ん
だ
時
期
に
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
心

配
を
軽
減
し
、
解
決
策
を
計
画
し
、
将
来
の
成
長
を
確
実
に
す
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
。

　

全
国
デ
ィ
ー
ラ
ー
諮
問
会
議
は
年
二
回
開
催
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
三
日
間
に
わ
た
る
会
議
で
、
現
地
デ
ィ
ー
ラ
ー
協

会
の
代
表
者
九
名
と
四
つ
の
地
域
事
務
所
の
代
表
者
が
集
う
。
各
地
域
の
意
見
を
聴
取
し
て
、
Ｔ
Ｍ
Ｓ
に
対
し
て
要

望
を
提
出
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
こ
の
会
議
に
対
す
る
関
心
が
高
い
の
は
、
ど
ん
な
に
つ
ま
ら
な
い
よ
う
に
思
え
て

も
、
す
べ
て
の
コ
メ
ン
ト
が
Ｔ
Ｍ
Ｓ
の
回
答
と
一
緒
に
な
っ
て
全
デ
ィ
ー
ラ
ー
向
け
に
配
布
さ
れ
る
小
冊
子
と
し
て
公

表
さ
れ
る
か
ら
だ
。

　

ト
ヨ
タ
は
毎
年
の
全
国
デ
ィ
ー
ラ
ー
会
議
を
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
と
っ
て
特
別
な
経
験
に
な
る
よ
う
に
お
膳
立
て
を
し
て
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い
る
。
日
本
本
社
の
会
長
、
社
長
、
そ
の
他
の
上
級
役
員
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
紹
介
す
る
が
、
こ
れ
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
こ
そ

会
社
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
の
だ
と
い
う
こ
と
の
合
図
で
あ
る
。
本
社
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
日
本
で
は
デ
ィ
ー
ラ
ー

会
議
に
定
期
的
に
出
席
し
て
い
る
が
、
他
の
日
系
メ
ー
カ
ー
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
の
会
議
で
は
一
般
的
で
は
な
い
。
米

系
メ
ー
カ
ー
の
場
合
、
本
社
か
ら
出
席
す
る
最
高
位
の
代
表
者
は
通
常
は
部
門
担
当
役
員
ど
ま
り
で
あ
る
。
こ
の
会
議

の
参
加
者
は
六
〇
〇
～
八
〇
〇
人
に
達
す
る
。

関
係
の
側
面

　

レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
非
常
に
率
直
か
つ
建
設
的
に
意
見
を
表
明
す
る
。
グ
ル
ー
プ
に
矛
盾
す
る
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
が
あ
れ
ば
、
あ
る
い
は
単
に
別
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
含
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
、
情
報
の
共
有
、
学
習
、

知
識
創
造
に
は
障
壁
が
で
き
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
（N

ahapiet and Ghoshal 1998

）。

　

デ
ィ
ー
ラ
ー
は
シ
ス
テ
ム
・
レ
ベ
ル
の
改
善
が
自
分
た
ち
の
利
益
に
適
う
と
思
え
ば
意
見
を
述
べ
る
。
つ
ま
り
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
に
対
す
る
一
体
感
が
強
い
ほ
ど
、
知
識
（
ノ
ウ
ハ
ウ
を
含
む
）
を
共
有
し
よ
う
と
す

る
意
欲
が
高
ま
る
。
全
国
デ
ィ
ー
ラ
ー
協
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
ト
ヨ
タ
に
対
し
て
一
貫

し
て
例
外
的
に
高
い
満
足
度
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
強
い
一
体
感
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ

る
。
経
済
的
な
成
功
も
満
足
度
の
格
付
け
に
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
ト
ヨ
タ
の
「
デ
ィ
ー
ラ
ー
な
し
に
は
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
繁
栄
は
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
一
貫
し
た
方
針
が
評
価
を
高
め
て
い
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
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デ
ィ
ー
ラ
ー
が
知
識
を
共
有
す
る
た
め
に
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
他
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
の
関
係
に
お
い
て
信
頼
が

あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
自
分
が
公
正
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
必
要
だ
。
デ
ィ
ー

ラ
ー
に
賞
罰
を
与
え
る
の
に
も
っ
と
も
重
要
な
手
段
は
割
当
で
あ
る
。
需
要
の
高
い
車
を
何
台
入
手
で
き
る
か
は
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
の
事
業
に
と
っ
て
大
き
な
差
と
な
る
か
ら
だ
。
信
頼
を
築
く
た
め
に
ト
ヨ
タ
が
用
い
て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
一
つ
に
、
割
当
プ
ロ
セ
ス
を
透
明
に
す
る
と
い
う
の
が
あ
る
。
使
っ
て
い
る
算
式
を
客
観
的
に
し
て
、
全
デ
ィ
ー

ラ
ー
に
知
ら
せ
て
い
る
の
だ
。
た
だ
し
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
他
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
販
売
や
割
当
の
台
数
を
教
え
る
と
い
う

こ
と
は
し
て
い
な
い
。

認
知
の
側
面

　

言
語
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
参
加
者
が
思
考
プ
ロ
セ
ス
や
事
業
の
運
営
方
法
を
共
有
す
る

の
に
役
立
つ
。
例
え
ば
、
地
域
事
務
所
は
現
地
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
成
し
て
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
名
は
削
除
し

た
上
で
各
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
情
報
を
開
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
評
価
す
る
の
に
共
通

言
語
を
提
供
し
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
事
業
を
ど
の
よ
う
に
運
営
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
共
有
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
で
他
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
比
べ
て
ど
う
な
の
か
を
理
解
し
、
知
識
共
有
を
奨
励
す
る
の
に
有

益
で
あ
る
。

　

物
話
や
伝
説
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
参
加
者
が
理
想
、
規
範
、
価
値
観
を
共
有
す
る
の
に
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役
立
ち
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
機
械
的
な
統
制
や
金
銭
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
少
な
く
て
も
、
優
れ
た
慣
行
を
創
造

し
、
普
及
し
、
維
持
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
。

　

レ
ク
サ
ス
は
非
常
に
良
い
製
品
を
も
つ
と
い
う
点
で
大
い
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。
レ
ク
サ
ス
最
初
の
車
で
あ
る
Ｌ
Ｓ

４
０
０
は
ノ
イ
ズ
の
な
い
ス
ム
ー
ス
な
走
り
と
繊
細
な
職
人
技
で
伝
説
に
な
っ
た
。
他
の
高
級
車
メ
ー
カ
ー
は
ど
う
い

う
作
り
方
に
な
っ
て
い
る
か
を
見
る
た
め
分
解
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
車
の
伝
説
が
レ
ク
サ
ス
社
員
と
デ
ィ
ー

ラ
ー
を
激
励
し
た
。
プ
ラ
イ
ド
が
鼓
舞
さ
れ
、
レ
ク
サ
ス
の
整
備
を
担
当
し
て
い
る
あ
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
言
葉
に
よ
れ

ば
、「
車
に
対
す
る
プ
ラ
イ
ド
は
整
備
の
質
と
従
業
員
の
情
熱
に
つ
な
が
る
。
顧
客
の
た
め
に
適
切
な
こ
と
を
し
よ
う

と
い
う
決
意
は
、
こ
の
情
熱
と
プ
ラ
イ
ド
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
く
る
」（O

sono 2000, pp. 13-14

）。

　

理
想
や
期
待
を
共
有
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
組
織
は
改
善
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
積
極
的
で
な
く
な
る
。
妥
協
に

つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
レ
ク
サ
ス
と
ト
ヨ
タ
の
他
の
車
種
の
両
方
を
製
造
し
て
い
る
あ
る
工
場
で
は
、
ま
さ
に
そ
う
い

う
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
レ
ク
サ
ス
Ｒ
Ｘ
三
〇
〇
を
投
入
し
た
際
、
Ｊ
・
Ｄ
・
パ
ワ
ー
＆
ア
ソ
ー
シ
エ
イ
ツ
が
実
施
し
た

一
九
九
九
年
の
初
期
品
質
調
査
で
レ
ク
サ
ス
は
六
位
に
落
ち
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
レ
ク
サ
ス
は
ず
っ
と
一
位
か
二

位
だ
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
は
問
題
を
分
析
し
、
工
場
労
働
者
を
含
む
製
造
関
係
者
の
間
に
顧
客
の
期
待

に
つ
い
て
理
解
不
足
が
あ
り
、
そ
れ
が
根
本
原
因
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。

　

日
本
に
い
る
製
造
関
係
者
で
レ
ク
サ
ス
の
顧
客
に
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
顧
客
が
ど
ん

な
生
活
を
し
て
お
り
、
車
に
何
を
求
め
て
い
る
か
に
関
し
て
ま
っ
た
く
無
知
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
顧
客
の
理
想
や
要
求

に
関
し
て
明
確
な
理
解
が
な
く
て
、
効
率
性
の
圧
力
が
高
ま
っ
て
い
れ
ば
、
質
に
つ
い
て
妥
協
す
る
、
あ
る
い
は
要
求
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水
準
の
質
を
達
成
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
と
決
め
て
し
ま
う
の
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
ほ
と
ん
ど
の
レ
ク
サ
ス
車
は
質

の
要
求
水
準
が
そ
れ
よ
り
低
い
他
の
車
種
と
同
一
ラ
イ
ン
で
生
産
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
も
、
こ
れ
に
輪
を
か
け

た
。

　

顧
客
の
期
待
を
工
場
労
働
者
と
共
有
す
る
た
め
に
、
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
訪
日
の
招
待
を
受
け
た
。
レ
ク
サ

ス
・
オ
ー
ナ
ー
の
写
真
や
感
想
が
工
場
に
掲
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

言
語
は
主
観
に
影
響
し
、
共
通
言
語
を
共
有
し
て
い
れ
ば
人
々
が
見
方
を
共
有
す
る
助
け
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

レ
ク
サ
ス
の
質
を
表
現
す
る
用
語
を
作
っ
て
い
れ
ば
有
益
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
完
璧
へ
の
飽
く
な
き
追
求
」
と
い
う

レ
ク
サ
ス
が
初
め
て
投
入
さ
れ
た
際
に
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
使
わ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
も
で
き

た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
工
場
労
働
者
に
は
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
貫
し
た
認
知
シ
ス
テ
ム
を
共
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
に
は
、
集
団
思
考
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。
レ
ク
サ
ス

の
場
合
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
地
方
市
場
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
新
し
い
情
報
を

受
け
入
れ
、
自
己
満
足
に
み
ず
か
ら
立
ち
向
か
う
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
上
級
役
員
が
熱
心
に
聞
こ
う
と
い
う
態
度
で

参
加
す
る
形
の
会
議
も
有
益
で
あ
る
。

継
続
的
な
改
善
を
越
え
て

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
参
加
者
が
自
分
た
ち
の
共
有
し
て
い
る
価
値
観
に
反
し
た
行
動
を
と
る
、
あ
る
い
は
自
分
た
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ち
の
関
係
を
変
更
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
よ
う
な
環
境
変
化
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
適
応
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
か
？　

シ
ス
テ
ム
全
体
に
か
か
わ
る
変
化
を
引
き
起
こ
す
た
め
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
中
枢
に
あ
る
参
加
者
が
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ト
ヨ
タ
は
レ
ク
サ
ス
部
門
の
設
立
以
外
で
も
、
シ
ス
テ
ム
全
体
に
か
か
わ
る

変
更
を
成
功
裡
に
実
施
し
て
き
た
経
験
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
何
ら
か
の
洞
察
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

サ
イ
オ
ン
の
投
入
も
そ
う
い
う
試
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ト
ヨ
タ
は
購
入
者
が
自
分
の
車
を
特
別
仕
様
に
す
る
よ
う

奨
励
し
、
自
動
車
購
入
の
経
験
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
プ
ッ
シ
ュ
」
か
ら
「
プ
ル
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変

更
し
よ
う
と
し
て
い
た
（「
プ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
の
は
、
す
で
に
製
造
さ
れ
て
い
る
車
を
売
る
の
を
好
む
自
動
車
メ
ー

カ
ー
や
、
特
に
他
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
入
手
す
る
と
か
メ
ー
カ
ー
に
発
注
す
る
よ
り
も
、
自
分
の
在
庫
か
ら
車
を
売
る

こ
と
を
好
む
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
こ
と
を
い
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
潜
在
的
な
買
い
手
は
、
す
ぐ
に
入
手
可
能
な
も
の
の

な
か
か
ら
選
択
す
る
よ
う
圧
力
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
得
る
。「
プ
ル
」
と
い
う
の
は
、
特
定
の
車
種
を
選
択
す
る
よ

う
強
い
圧
力
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
顧
客
に
好
き
な
も
の
を
選
択
し
て
も
ら
う
こ
と
を
い
う
）。
こ
れ
は
シ
ス
テ
ミ
ッ

ク
な
変
更
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
一
社
だ
け
で
こ
の
よ
う
な
規
模
の
変
化
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
想
像
す
る
の
は
困
難

で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
車
の
購
入
は
総
じ
て
不
愉
快
な
体
験
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ト
ヨ
タ
の
顧
客
で
さ
え
否
定

的
に
見
て
い
た
。
こ
れ
に
取
り
組
む
た
め
、
ト
ヨ
タ
は
サ
イ
オ
ン
に
関
し
て
は
価
格
交
渉
を
排
除
し
、「
ケ
ー
ス
・
マ

ネ
ジ
ャ
ー
」
を
置
く
よ
う
奨
励
し
た
。
そ
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
車
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
契
約
締
結
、
金

融
、
登
録
、
保
険
の
手
配
ま
で
の
手
続
き
す
べ
て
を
一
人
で
担
当
す
る
。
競
合
他
社
の
多
く
で
は
、
こ
の
よ
う
な
手
続
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き
は
四
人
も
の
手
を
煩
わ
せ
る
の
が
普
通
だ
。

　

シ
ス
テ
ム
・
レ
ベ
ル
の
変
革
を
起
こ
す
た
め
に
は
ま
た
、
組
織
的
な
レ
ベ
ル
の
見
識
を
参
加
者
と
共
有
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ト
ヨ
タ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
に
地
域
統
括
本
部
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
こ
に
車
、
広
告
予
算
、
人
員

の
割
当
を
行
う
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
、
各
国
販
売
会
社
に
よ
る
自
律
的
な
運
営
は
こ
れ
に
取
っ
て
代
わ

ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
各
国
の
自
律
性
は
そ
の
国
の
企
業
家
精
神
を
鼓
舞
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
。
さ
て
、
ト
ヨ
タ

の
事
業
運
営
方
法
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
意
思
決
定
を
行
っ
て
い
る
会
社
と

比
べ
る
と
、
特
定
の
国
に
投
資
を
割
り
当
て
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
由
貿
易
圏
に
伴
う
機
会
と
脅
威
の
台

頭
に
直
面
し
て
い
る
状
況
下
、
ト
ヨ
タ
に
と
っ
て
自
律
性
は
特
に
問
題
化
し
て
き
て
い
た
。
ト
ヨ
タ
は
、
シ
ス
テ
ミ
ッ

ク
な
問
題
を
各
国
で
働
い
て
い
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
共
有
し
、
意
思
決
定
を
透
明
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
的
な
視

点
を
変
化
さ
せ
た
。

こ
れ
は
移
植
可
能
か
？

　

継
続
的
に
改
善
し
、
自
己
革
新
を
図
る
良
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を
構
築
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
ト
ヨ

タ
の
運
営
事
例
に
よ
れ
ば
、
ト
ヨ
タ
で
さ
え
常
に
成
功
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
変
化
が
不
可
能
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

タ
イ
で
は
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
あ
る
時
点
で
ト
ヨ
タ
と
利
益
相
反
関
係
に
あ
り
、
現
金
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
そ
の
他
の
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販
売
促
進
策
の
源
泉
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
交
渉
を
有
利
に
す
る
た
め
に
、
販
売
情
報
を
日
常
的
に
ト
ヨ
タ
・
モ
ー

タ
ー
・
タ
イ
ラ
ン
ド
（
Ｔ
Ｍ
Ｔ
）
か
ら
隠
匿
し
て
い
た
（O

sono 2003

）。
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
貢
献

す
る
こ
と
も
な
く
、
彼
ら
と
Ｔ
Ｍ
Ｔ
の
間
で
は
相
互
に
学
ぶ
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
Ｔ
Ｍ
Ｔ
は
一
九
九
四
年
に

状
況
の
改
革
に
着
手
し
た
。
二
〇
〇
二
年
ま
で
と
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
Ｔ
Ｍ
Ｔ
は
現
地
ト
ヨ
タ
・
デ
ィ
ー

ラ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
性
格
を
転
換
す
る
の
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
Ｔ
Ｍ
Ｔ
は
現
金
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
販
促
資
金
で
利
益
を
上
げ
る
こ
と
か
ら
、
顧
客
を
満
足
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
利
益
を
上
げ
る
こ
と
に
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
規
範
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
顧
客
を
満
足
さ
せ
、
機

会
損
失
を
最
小
化
す
る
た
め
に
は
、
物
流
管
理
の
改
善
が
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
小
売
販
売
情
報
を
デ
ィ
ー

ラ
ー
と
Ｔ
Ｍ
Ｔ
の
間
で
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
Ｔ
Ｍ
Ｔ
は
対
面
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し

た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｍ
Ｔ
は
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
も
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
共
有
し
た
。
そ
れ
は
他
国
で
は
実
践
さ
れ
て

い
る
「
一
に
ユ
ー
ザ
ー
、
二
に
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
三
に
メ
ー
カ
ー
（
Ｔ
Ｍ
Ｔ
を
含
む
）」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
Ｔ
Ｍ
Ｔ
は
、
特
に
割
当
に
関
し
て
明
確
な
ル
ー
ル
を
確
立
し
た
。
注
文
と
配
送
に
関
し
て
安
定
し
た
方

針
と
強
固
な
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
割
当
制
度
は
透
明
性
が
増
す
一
方
で
政
治
性
が
減
少
す
る
た
め
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
は
そ
の
公
平
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

Ｔ
Ｍ
Ｔ
は
助
言
と
プ
ロ
セ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
段
も
提
供
し
た
。
耳
を
傾
け
る
態
度
を
採
用
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
疎
な
も
の
か
ら
密
な
も
の
に
変
え
て
、
相
互
学
習
を
容
易
に
し
た
。
要
す
る
に
、
Ｔ
Ｍ
Ｔ
は
仲
間
意
識
を
確
立
し

た
の
で
あ
る
。
タ
イ
の
事
業
運
営
は
、
継
続
的
な
改
善
と
相
互
学
習
を
中
心
と
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
今
や
、
タ
イ
に
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関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
ト
ヨ
タ
の
対
途
上
国
戦
略
に
と
っ
て
戦
略
的
な
核
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

結
論

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
、
Ｔ
Ｍ
Ｓ
レ
ク
サ
ス
部
門
、
レ
ク
サ
ス
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
構
成
さ
れ
る
レ
ク
サ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

組
織
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
点
で
は
、
継
続
的
な
改
善
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
行
わ
れ
て
い

る
。
改
善
は
共
有
さ
れ
て
組
織
内
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
結
果
、
非
常
に
競
争
的
な
環
境
下
で
も
、
組
織
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
一
貫
し
て
競
合
他
社
を
凌
駕
し
て
い
る
。

　

社
会
資
産
と
い
う
点
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
は
各
参
加
者
に
改
善
の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
動
機
を
与

え
、
自
律
性
を
享
受
し
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
。
参
加
者
は
相
互
信
頼
と
互
恵
的
な
関
係

を
背
景
に
、
知
識
を
共
有
す
る
よ
う
動
機
付
け
ら
れ
て
い
る
。
他
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
改
善
を
助
け
る
こ
と
も
含
め
、
情

報
の
共
有
に
恩
恵
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

構
造
的
な
側
面
が
こ
れ
に
貢
献
し
て
い
る
。
安
定
し
た
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
、
参
加
者
が
少
数
で
あ
る
こ
と
、
多
層
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
、
参
加
者
に
対
し
て
暗
黙
知
や
学
習
を
交
換
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
規
範
、

価
値
観
、
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
暗
黙
知
が
共
有
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
密
で
、
徹
底
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
な
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
参
加
者
は
組
織
と
の
一
体
感
を
抱
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
日
和



358

見
的
な
行
動
は
阻
止
さ
れ
る
。
ト
ヨ
タ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
枢
に
据
え
る
お
か
げ
で
、
同
社
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
周

辺
部
で
発
生
し
て
い
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
探
求
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
特
徴
は
ト
ヨ
タ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
た
め
に
、
一
貫
し
て
継
続
的
に
社
会
資
本
に
投
資
し
て

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
自
己
改
善
し
、
自
己
革
新
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
た
め
に
は
、
時
間
、
一
貫

し
た
努
力
、
社
会
資
本
に
対
す
る
投
資
が
必
要
で
あ
る
。
長
期
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
一
貫
性
が
な
け
れ
ば
、
継
続

的
に
自
己
革
新
す
る
組
織
グ
ル
ー
プ
を
創
造
す
る
こ
と
な
ど
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
構
造
の
適
用
に
成
功
す
れ
ば
、
継
続
的
な
学
習
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
が
グ
ル
ー

プ
・
メ
ン
バ
ー
で
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
恩
恵
と
し
て
、
各
参
加
企
業
と
グ
ル
ー
プ
全
体
の
組
織
能
力
が
高

ま
る
だ
ろ
う
。
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第
十
三
章　

知
識
ベ
ー
ス
能
力
の
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
：
シ
ャ
ー
プ

一
條　

和
生

　

知
識
経
済
で
は
、
知
力
に
加
え
て
個
人
知
や
組
織
知
が
、
企
業
の
世
界
の
重
要
な
資
源
と
し
て
実
物
資
産
に
取
っ
て

代
わ
っ
て
い
る
（D

rucker 1993
）。
し
た
が
っ
て
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
会
社
の
成
功
は
リ
ー
ダ
ー
が
知
識
の
創
造

と
共
有
を
通
じ
て
、
知
的
能
力
を
ど
の
程
度
開
発
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
知
識
が
あ
れ
ば
競
争
力
で
優
位
に
立

て
る
（Eisenhardt and Santos 2001
）。
会
社
は
す
ぐ
れ
た
知
識
資
産
を
蓄
積
し
て
い
る
優
秀
な
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
採

用
、
育
成
、
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。
明
敏
で
有
能
な
人
々
を
引
き
付
け
、
そ
の
知
的
能
力
の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
能

力
は
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
と
い
え
る
。

　

と
同
時
に
、
会
社
は
優
秀
な
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
会
社
の
開
発
し
た
知
識
を
、
地
理
的
お
よ
び
機
能
的
な
境
界
を
越
え

て
、
効
果
的
に
、
効
率
的
か
つ
迅
速
に
、
共
有
す
る
の
を
奨
励
す
べ
き
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
競
争
的
な
環
境
の
な

か
で
勝
利
す
る
た
め
に
は
、
会
社
と
し
て
は
知
識
を
戦
略
的
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

知
識
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
展
開
を
し

て
い
る
会
社
に
は
特
に
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
、
多
種
多
様
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
識
資
産
の
増
加
に
成
功
し
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た
企
業
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。

　

一
九
九
〇
年
代
前
半
以
降
、「
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
人
気
沸
騰
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
世
界
中
の

企
業
の
研
究
者
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
会
社
と
し
て
は
知
識
労
働
者
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
者
、
科
学
者
、
医
者
、
作
家
、
独
創
的
な
思
想
家
な
ど
）
の
育
成
に
焦
点
を
当
て
る
よ
う
提
言
し
て
い

る
。
工
業
化
後
の
情
報
経
済
の
要
請
に
応
え
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
競
争
的
な
状
況
下
で
勝
利
を
収
め
ら
れ
る
よ
う
な
学

習
環
境
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
企
業
が
国
境
の
向
こ
う
側
で
起
こ
っ
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
。
こ
れ
は
挑
戦
で
あ
る
と
と
も
に
好
機
で
も
あ
る
。
会
社
が
事
業
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な

い
く
つ
か
の
止
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
る
。

要
素
価
格
が
低
い
と
こ
ろ
に
製
造
事
業
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
は
コ
ス
ト
面
で
優
位
に
立
て
る
。

高
度
で
要
求
の
厳
し
い
顧
客
と
緊
密
に
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
と
し
て
は
製
品
開
発
の
た
め
に
貴

重
な
情
報
、
経
験
、
知
識
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
場
も
な
か
に
は
あ
る
。

海
外
で
事
業
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
は
拡
大
し
て
い
る
外
国
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
増
大
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
優
秀
な
現
地
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
引
き
つ
け
る
必
要
性
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
動
機
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

教
育
や
科
学
に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
が
よ
く
発
展
し
て
い
る
諸
国
に
Ｒ
＆
Ｄ
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

••••
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企
業
は
す
ぐ
れ
た
専
門
知
識
、
技
術
、
製
品
コ
ン
セ
プ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
が
熾
烈
で
あ
る
こ
と
や
技
術
変
化
が
急
速
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
企
業
が
知
識
資
産
を
戦

略
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
鍵
と
な
る
競
争
要
因
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
技
術
変
化
が

恒
常
的
な
分
野
で
は
、
製
造
業
者
は
新
技
術
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
競
合
他
社
か
ら
そ
の
専
門
知
識
を
保
護
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
（D

oz et al. 2001

）。
さ
ら
に
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
陳
腐
化
し
た
技
術
に
執
着
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
企
業
の
知
識
ベ
ー
ス
能
力
に
関
す
る
意
思
決
定
に
関
す
る
問
題

は
、
ま
す
ま
す
幅
広
く
多
様
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
文
献
で
は
、
企
業
内
に
お
け
る
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
に
関
す
る
議
論
・
知
識
創
造
活
動

を
強
調
し
過
ぎ
て
い
る
。
ま
た
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
そ
れ
を
一
貫
し
て
可
能
に
す
る
の
に
十
分
な
イ
ン
フ
ラ

が
組
織
内
に
存
在
し
て
こ
そ
、
一
貫
し
て
生
じ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
（V

on K
rogh et al. 2000

）。
ナ
レ
ッ

ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
も
っ
と
全
体
論
的
に
理
解
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
点
を
理
解
す
る
た
め
に
、
本
章

で
は
シ
ャ
ー
プ
の
事
例
研
究
を
行
い
た
い
。

　

本
章
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
次
節
で
は
、
シ
ャ
ー
プ
を
紹
介
し
た
上
で
、
同
社
が
競
争
し
て
い
る
液

晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
Ｌ
Ｃ
Ｄ
）
市
場
を
説
明
す
る
。
競
合
各
社
の
戦
略
を
検
討
す
る
。
特
に
Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
の
事
例
は

詳
細
に
検
討
す
る
。
知
識
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
全
体
論
的
な
概
念
を
シ
ャ
ー
プ
の
ケ
ー
ス
か
ら
検
討
し
た
上
で
、
理
論

お
よ
び
実
践
に
関
す
る
一
般
的
な
意
義
を
最
後
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
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競
争
力
の
優
位
性
を
獲
得
し
維
持
す
る

　

熾
烈
な
競
争
に
直
面
し
て
い
る
会
社
は
、
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
て
全
体
論
的
な
展
望
を
持
つ
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
適
例
が
シ
ャ
ー
プ
に
よ
る
知
識
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
」
化
で
あ
る
。
そ
れ
は
シ
ャ
ー
プ
固
有
の
知

識
を
他
社
が
模
倣
す
る
の
を
困
難
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
製
品
の
カ
ス
タ
ム
化
、
複
雑
さ
、
知
的

財
産
権
の
保
護
な
ど
と
い
っ
た
要
因
の
組
み
合
わ
せ
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
す
る
。
シ
ャ
ー
プ
は
こ
れ
を
同
社
の

企
業
戦
略
の
要
の
一
つ
と
位
置
づ
け
し
て
い
る
。

　

シ
ャ
ー
プ
は
日
本
で
は
業
績
が
も
っ
と
も
良
い
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
度

の
連
結
業
績
を
見
る
と
、
売
上
は
二
兆
五
三
〇
〇
億
円
（
前
年
度
比
一
二
％
増
）
に
達
し
、
営
業
利
益
は
一
五
〇
〇
億

円
（
二
三
％
増
）、
純
益
は
七
五
〇
億
円
（
二
四
％
増
）
で
あ
っ
た
。
日
本
の
他
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
企
業
が
売
上

の
減
少
で
苦
し
ん
で
い
る
一
方
で
、
シ
ャ
ー
プ
の
好
業
績
は
際
立
っ
て
い
る
。

　

こ
の
成
功
は
主
と
し
て
シ
ャ
ー
プ
の
開
発
し
た
独
創
的
な
Ｌ
Ｃ
Ｄ
デ
バ
イ
ス
と
同
関
連
製
品
の
お
か
げ
で
あ
る
。
例

え
ば
、
シ
ャ
ー
プ
は
二
〇
〇
二
年
に
カ
メ
ラ
付
き
の
携
帯
電
話
を
初
め
て
投
入
し
た
。
こ
の
市
場
を
創
出
で
き
た
の

は
、
必
要
と
さ
れ
る
部
品
を
シ
ャ
ー
プ
が
開
発
し
て
い
た
か
ら
だ
。

ア
ジ
ア
で
の
直
接
対
決

　

シ
ャ
ー
プ
は
Ｌ
Ｃ
Ｄ
技
術
を
活
用
し
た
新
し
い
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
的
に
有
数
の
エ
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レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
た
。
Ｌ
Ｃ
Ｄ
は
も
と
も
と
ラ
ジ
オ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ

カ
（
Ｒ
Ｃ
Ａ
）
が
一
九
六
三
年
に
開
発
し
た
も
の
で
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
六
八
年
に
世
界
初
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
パ
ネ
ル
を
製
作
し
て
い

る
。
し
か
し
、
生
産
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
を
初
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
企
業
は
そ
の
商
業
化
を
あ
き
ら

め
た
。

　

一
方
、
シ
ャ
ー
プ
は
こ
の
事
業
に
成
長
機
会
を
認
め
て
、
Ｌ
Ｃ
Ｄ
技
術
の
革
新
的
な
製
品
へ
の
活
用
で
先
頭
に
立
っ

た
。
そ
の
第
一
号
は
一
九
七
三
年
に
投
入
さ
れ
た
白
黒
Ｌ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
小
型
計
算
機
で
あ
る
。
携
帯
情
報
端
末
（
Ｐ

Ｄ
Ａ
）
と
カ
ム
コ
ー
ダ
ー
（
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
）
が
そ
れ
に
続
く
。
シ
ャ
ー
プ
の
戦
略
は
新
し
い
Ｌ
Ｃ
Ｄ
製
品
市
場
を
開

拓
す
る
た
め
に
、
Ｌ
Ｃ
Ｄ
技
術
を
執
拗
に
改
善
し
続
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
シ
ャ
ー
プ
は
産
業
界
の

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
。

　

大
型
化
す
る
一
方
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
パ
ネ
ル
の
開
発
は
技
術
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
が
、
シ
ャ
ー
プ
は
一
九
八
八
年
に

Ｐ
Ｃ
用
の
一
四
・
四
イ
ン
チ
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
パ
ネ
ル
の
製
作
に
成
功
し
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
Ｐ
Ｃ
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
は
Ｌ
Ｃ
Ｄ
が
Ｃ
Ｒ
Ｔ
（
陰
極
線
管
）
に
取
っ
て
代
わ
り
始
め

た
。
そ
の
結
果
、
台
湾
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
メ
ー
カ
ー
が
手
強
い
競
争
相
手
と
し
て
台
頭
し
て
く
る
。
ア
メ
リ
カ
の
Ｐ
Ｃ
メ
ー

カ
ー
の
多
く
は
製
造
を
台
湾
に
外
部
委
託
し
て
い
る
の
で
、
聯
友
光
電
（U

nipac O
ptoelectronics Corp.

）
な
ど

と
い
っ
た
企
業
が
Ｌ
Ｃ
Ｄ
を
生
産
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
企
業
の
競
争
上
の
利
点
の
一
つ
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の

よ
う
な
一
流
の
Ｐ
Ｃ
メ
ー
カ
ー
と
協
働
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
適
切
な
モ
ニ
タ
ー

を
ず
っ
と
安
い
コ
ス
ト
で
、
し
か
も
短
期
間
で
生
産
で
き
た
の
で
あ
る
。



364

　

台
湾
の
企
業
は
シ
ャ
ー
プ
を
初
め
と
す
る
日
本
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
メ
ー
カ
ー
が
購
入
し
た
の
と
同
じ
生
産
設
備
を
購
入
す
る

場
合
が
多
か
っ
た
。
彼
ら
は
Ｐ
Ｃ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
の
小
型
パ
ネ
ル
の
生
産
で
特
に
競
争
力
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、
日
本
企
業
は
さ
ら
に
効
率
良
く
モ
ニ
タ
ー
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
も
っ
と
大
型
の
パ
ネ
ル
に
事
業

を
シ
フ
ト
し
た
。
そ
の
後
、
台
湾
の
代
表
的
な
Ｌ
Ｃ
Ｄ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
聯
友
光
電
と
達
碁
科
技
（
Ａ
Ｄ
Ｔ
：A

cer 

D
isplay T

echnology

）
は
二
〇
〇
一
年
に
合
併
し
て
、
友
達
光
電
（
Ａ
Ｕ
Ｏ
：A

U
 O

ptoronics

）
と
な
っ
た
。

　

韓
国
系
の
競
合
他
社
と
し
て
サ
ム
ス
ン
（
三
星
）
電
子
と
Ｌ
Ｇ
電
子
が
あ
る
。
サ
ム
ス
ン
は
と
り
わ
け
シ
ャ
ー
プ
の

手
強
い
競
争
相
手
で
あ
る
。
同
社
は
一
九
九
七
年
の
韓
国
の
金
融
危
機
、
メ
モ
リ
ー
・
チ
ッ
プ
価
格
の
暴
落
、
ア
メ
リ

カ
の
Ｐ
Ｃ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｔ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
買
収
に
関
連
し
た
七
億
ド
ル
の
償
却
な
ど
を
受
け
て
、
膨
大
な

債
務
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
サ
ム
ス
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
イ
・
ゴ
ン
ヒ
会
長
（
創
業
者
の
息
子
で
一
九
八
七
年
以
来

会
長
職
）
は
、
一
九
九
六
年
に
新
し
い
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
ユ
ン
・
ジ
ョ
ン
ヨ
ン
を
迎
え
入
れ
た
。
新
経
営
陣
は
ア
ナ
ロ
グ

か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
シ
フ
ト
に
好
転
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
見
て
、
サ
ム
ス
ン
の
急
激
な
転
換
に
着
手
し
た
。
新
し
い

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
エ
レ
ク
ロ
ト
ニ
ク
ス
産
業
で
は
ス
ピ
ー
ド
が
鍵
と
な
る
成
功
要
因
で
あ
る
。
サ
ム
ス
ン
は
事
業
を

合
理
化
し
て
、
中
核
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
事
業
を
二
〇
億
ド
ル
で
売
却
し
た
。
こ
れ
と
他
の
人
員
削
減
な
ど
を
合

わ
せ
る
と
、
二
万
四
〇
〇
〇
人
の
雇
用
削
減
を
達
成
し
た
。

　

サ
ム
ス
ン
は
収
益
を
確
保
す
る
た
め
、
Ｌ
Ｃ
Ｄ
、
プ
ラ
ズ
マ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
・
カ
メ

ラ
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
メ
モ
リ
ー
な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
製
品
・
機
器
に
事
業
を
絞
っ
て
い

る
。
新
製
品
開
発
と
製
造
開
始
の
ス
ピ
ー
ド
、
規
模
の
経
済
を
通
じ
た
競
争
と
い
う
の
が
同
社
の
勝
利
の
戦
略
で
あ
る
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（
同
社
の
再
編
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
はBusiness W

eek 2003

を
参
照
）。

　

サ
ム
ス
ン
は
Ｌ
Ｃ
Ｄ
事
業
で
は
迅
速
な
動
き
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｌ
Ｃ
Ｄ
パ
ネ
ル
の
投
入
で
は
、
か
つ
て
は

い
つ
も
シ
ャ
ー
プ
に
後
れ
を
取
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
半
ば
に
シ
ャ
ー
プ
に
か
な
り
先
ん
じ
て
、
第
五
世

代
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
パ
ネ
ル
を
市
場
に
投
入
し
て
世
間
を
驚
か
せ
た
（
Ｌ
Ｃ
Ｄ
パ
ネ
ル
の
世
代
は
大
き
さ
に
関
係
し
て
お
り
、

第
五
世
代
と
は
一
一
〇
〇
×
一
二
五
〇
mm
の
こ
と
を
い
う
）。

シ
ャ
ー
プ
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
事
業
戦
略

　

シ
ャ
ー
プ
は
Ａ
Ｕ
Ｏ
、
サ
ム
ス
ン
、
Ｌ
Ｇ
電
子
な
ど
と
い
っ
た
会
社
と
の
よ
り
厳
し
い
競
争
に
直
面
し
た
も
の
の
、

常
に
技
術
的
な
リ
ー
ダ
ー
を
追
求
す
る
と
い
う
戦
略
は
変
更
し
て
い
な
い
。

　

二
〇
〇
二
年
に
シ
ャ
ー
プ
は
連
続
粒
界
結
晶
（
Ｃ
Ｇ
）
シ
リ
コ
ン
液
晶
の
開
発
に
成
功
し
た
。
こ
れ
は
薄
膜
に
し
て

ガ
ラ
ス
に
貼
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
液
晶
粒
子
を
作
り
出
し
、
制
御
す
る
初
め
て
の
技
術
で
あ
る
。
こ
の
技
術
に
よ

り
ガ
ラ
ス
板
を
Ｌ
Ｃ
Ｄ
パ
ネ
ル
や
テ
レ
ビ
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
転
換
で
き
る
。
さ
ら
に
、
内
側
の
半
導
体
メ
モ
リ
ー
の
操

作
で
、
テ
レ
ビ
番
組
を
保
存
す
る
能
力
を
も
っ
て
い
た
。
Ｃ
Ｇ
シ
リ
コ
ン
に
は
他
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
と
比
較
し
て
、
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
ガ
ラ
ス
板
上
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
関
連
機
器
を
配
列

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
各
製
品
は
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
都
合
の
い
い
よ
う
に
カ
ス
タ
ム
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
こ
の
技
術
は
多
数
の
シ
ャ
ー
プ
製
品
に
使
わ
れ
つ
つ
あ
る
し
、
パ
ネ
ル
は
カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
を
生
産
し
て
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い
る
競
合
他
社
を
含
め
他
の
企
業
に
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
開
発
は
市
場
投
入
に
先
立
っ
て
社
内
で
も
極
秘
裏
に
進
め
ら
れ
た
。
シ
ャ
ー
プ
は
Ｃ
Ｇ
シ
リ
コ
ン
に
関
し
て
は

少
数
の
特
許
し
か
出
願
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
業
界
の
通
常
の
や
り
方
と
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
プ
は
長

い
間
Ｌ
Ｃ
Ｄ
関
連
の
特
許
に
関
し
て
は
出
願
件
数
が
最
多
で
あ
る
こ
と
で
有
名
で
あ
っ
た
。
今
や
、
競
争
力
を
維
持
す

る
た
め
に
、
同
社
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
化
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
技
術
」
の
戦
略
的
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
方
針
転
換
が
な
さ
れ
た
の
は
、
特
許
の
登
録
は
技
術
の
真
髄
の
競
合
他
社
へ
の
漏
出
を
意
味
す
る
こ
と
に

シ
ャ
ー
プ
が
気
が
つ
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
方
針
転
換
の
た
め
に
、
Ｃ
Ｇ
シ
リ
コ
ン
生
産
用
の
機
械
を
社
内
で
製
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。
技
術
に
か
か
わ
る
知
識
の
社
内
粘
着
性
の
増
加
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
（von H

ippel 1998

）。
生
産
機
械
を

外
部
か
ら
購
入
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
シ
ャ
ー
プ
は
わ
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
そ
れ
を
カ
ス
タ
ム
化
し
た
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
化
さ
れ
た
知
識
に
関
し
て
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
社
内
で
の
知
識
普
及
に
継
続
的
な

注
意
を
払
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
シ
ャ
ー
プ
は
次
の
よ
う
な
複
雑
な
決
定
の
連
鎖
に
直
面
し
た
。

一	

知
識
創
造
の
結
果
と
し
て
の
Ｃ
Ｇ
シ
リ
コ
ン
開
発
。

二	

最
終
製
品
の
カ
ス
タ
ム
化
問
題
（
潜
在
的
な
競
争
相
手
に
よ
る
製
品
の
模
倣
回
避
な
ど
）。

三	

生
産
工
程
の
加
速
度
的
な
構
造
。

四	

大
量
生
産
ス
キ
ル
と
経
営
手
法
の
形
成
。
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三
番
目
と
四
番
目
は
競
合
他
社
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
遅
ら
せ
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
取
ら
れ
た
措
置
は
戦
略
的
に

非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
。
厳
格
な
戦
略
プ
ラ
ン
の
実
施
と
継
続
が
あ
っ
て
初
め
て
、
シ
ャ
ー
プ
は
携
帯
型
機
器
（
携
帯

電
話
や
自
社
製
の
ザ
ウ
ル
ス―

―

ア
メ
リ
カ
で
は
ウ
ィ
ザ
ー
ド
と
呼
ば
れ
て
い
る―

―

な
ど
の
Ｐ
Ｄ
Ａ
に
使
わ
れ
て
い

る
ス
ク
リ
ー
ン
）
向
け
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
市
場
で
リ
ー
ダ
ー
の
位
置
を
確
保
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

他
の
す
べ
て
の
メ
ー
カ
ー
が
大
型
に
集
中
し
て
い
た
一
九
九
〇
年
代
に
、
シ
ャ
ー
プ
は
携
帯
サ
イ
ズ
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
と
い

う
ニ
ッ
チ
市
場
に
も
重
要
性
を
認
め
て
い
た
。
シ
ャ
ー
プ
の
選
択
は
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
極
め
る
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
会
社
の
方
針
の
結
果
だ
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

知
識
の
独
自
性
は
技
術
の
模
倣
を
阻
止
す
る
の
に
有
効
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
（Chakravarthy et al. 2003

）。

ニ
ッ
チ
の
位
置
取
り
と
カ
ス
タ
ム
化
が
も
た
ら
し
た
競
争
力
の
追
加
的
な
保
護
の
お
か
げ
で
、
追
随
者
を
完
全
に
排
除

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
優
位
性
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
シ
ャ
ー
プ
と
し
て
は
ま
ず
革
新
的
な
製
品
を
開
発

す
る
た
め
に
創
造
さ
れ
た
知
識
を
活
用
し
た
上
で
、
そ
れ
に
対
す
る
有
効
な
保
護
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
略

的
な
位
置
取
り
と
企
業
と
し
て
の
知
識
ベ
ー
ス
能
力
の
戦
略
的
な
管
理
の
組
み
合
わ
せ
が
、
シ
ャ
ー
プ
が
競
争
力
の
優

位
性
を
獲
得
・
維
持
す
る
の
に
決
定
的
に
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｇ
シ
リ
コ
ン
は
、
相
互
関
連
の
あ
る
多
層
的
な
知
識
ベ
ー
ス
の
活
動
が
企
業
の
知
識
資
産
の
保
護
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
を
例
示
し
て
い
る
。
シ
ャ
ー
プ
は
同
じ
戦
略
を
適
用
し
て
、
大
型
Ｌ
Ｃ
Ｄ
市
場
の
競
争
ル
ー
ル
を
変
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
次
節
で
は
知
識
経
営
に
関
し
て
有
効
な
仮
説
を
立
て
る
た
め
に
Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
の
ケ
ー
ス
を
詳
細
に
検



368

討
す
る
。

テ
レ
ビ
市
場
に
お
け
る
知
識
ビ
ジ
ョ
ン
と
革
新

　

シ
ャ
ー
プ
は
革
命
的
な
Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
市
場
で
は
世
界
有
数
の
メ
ー

カ
ー
の
一
つ
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
に
は
世
界
で
三
四
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
、
一
五
〇
万
台
近
く
を
販
売
し
た
。
地

域
別
に
シ
ェ
ア
の
内
訳
を
見
る
と
、
日
本
で
は
ほ
ぼ
五
〇
％
（
七
五
万
五
〇
〇
〇
台
）、
日
本
以
外
で
ほ
ぼ
二
七
％

（
七
二
万
六
〇
〇
〇
台
）
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ク
オ
ス
・
シ
リ
ー
ズ
が
投
入
さ
れ
た
二
〇
〇
一
年
一
月
以
降
の
四
年
間

で
販
売
さ
れ
た
Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
は
一
四
〇
〇
万
台
に
達
す
る
が
、
シ
ャ
ー
プ
は
そ
の
う
ち
三
六
％
（
五
〇
〇
万
台
）
を

占
め
た
。

　

シ
ャ
ー
プ
の
町
田
勝
彦
社
長
は
一
九
九
八
年
に
、
二
〇
〇
五
年
ま
で
に
日
本
市
場
で
は
Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
し
か
販
売

し
な
い
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
社
長
就
任
か
ら
わ
ず
か
二
カ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。
町
田
は

シ
ャ
ー
プ
の
テ
レ
ビ
の
将
来
性
に
以
前
か
ら
関
心
が
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
、
攻
撃
的
な
韓
国
の
競
合
他
社
が
市
場
を
席

巻
し
て
い
た
。
シ
ャ
ー
プ
は
一
九
五
三
年
に
一
四
イ
ン
チ
Ｃ
Ｒ
Ｔ
型
テ
レ
ビ
の
生
産
を
開
始
し
て
い
た
も
の
の
、
Ｃ
Ｒ

Ｔ
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
製
造
供
給
企
業
）
先
か
ら
供
給
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
社
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
に

関
し
て
社
外
ソ
ー
ス
へ
の
依
存
を
続
け
て
い
た
が
、
そ
の
多
く
は
最
終
製
品
の
市
場
で
も
競
合
相
手
で
あ
っ
た
。

　

か
つ
て
テ
レ
ビ
製
品
担
当
の
部
長
を
務
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
町
田
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
会
社
の
看
板
商
品
で
あ
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る
テ
レ
ビ
の
シ
ェ
ア
が
下
が
れ
ば
、
量
販
店
に
対
す
る
会
社
の
交
渉
力
が
失
わ
れ
る
時
期
が
く
る
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
世
界
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
の
な
か
で
、
競
争
力
の
優
位

性
を
獲
得
・
維
持
す
る
こ
と
を
強
く
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
な
ら
、
町
田
は
Ｃ
Ｒ
Ｔ
テ
レ
ビ
を
ど
う
や
っ

て
生
産
す
る
か
と
い
う
知
識
を
喜
ん
で
放
棄
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
胆
な
決
断
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
ー
プ
は

自
分
で
は
Ｃ
Ｒ
Ｔ
を
生
産
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
Ｃ
Ｒ
Ｔ
テ
レ
ビ
に
関
し
て
は
、
生
産
工
程
や
カ
ラ
ー
調
整
技
術

を
含
め
相
当
な
知
識
を
開
発
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

当
時
、
シ
ャ
ー
プ
は
す
で
に
約
三
〇
年
間
に
わ
た
り
Ｌ
Ｃ
Ｄ
開
発
に
積
極
的
に
携
わ
っ
て
お
り
、
一
九
七
三
年
に
は

Ｌ
Ｃ
Ｄ
を
使
っ
た
初
め
て
の
計
算
機
を
導
入
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｌ
Ｃ
Ｄ
技
術
の
開
発
に
関
す
る
長
期
的

な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
テ
レ
ビ
を
含
め
る
と
い
う
の
は
大
胆
な
決
断
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
シ
ャ
ー
プ
は
そ
れ
ま
で

Ｔ
Ｖ
用
途
に
Ｌ
Ｃ
Ｄ
を
開
発
し
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
声
明
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
は
、
Ｃ
Ｒ
Ｔ
テ
レ
ビ
が
も
っ
と
長
い
こ
と
主
流
に
と
ど
ま
る
と
一

般
的
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
Ｌ
Ｃ
Ｄ
パ
ネ
ル
の
大
き
さ
を
拡
張
す
る
の
は
技
術
的
に
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と

が
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
危
険
な
賭
け
と
も
し
て
い
た
。
シ
ャ
ー
プ
に
と
っ
て
テ
レ
ビ
で
は
も
っ
と
も
手
強
い
競
争
相
手
の
ソ

ニ
ー
は
、
独
自
の
ト
リ
ニ
ト
ロ
ン
・
モ
ニ
タ
ー
の
成
功
も
あ
っ
て
、
伝
統
的
な
Ｃ
Ｒ
Ｔ
生
産
の
知
識
を
破
棄
す
る
こ
と

に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。

　

町
田
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
予
測
で
も
展
望
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
明
確
な
独
創
性
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
当
時

Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
担
当
マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
水
嶋
繁
光
は
、
こ
の
声
明
に
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
し
た
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一
人
で
あ
っ
た
。
現
在
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
技
術
開
発
本
部
長
で
あ
る
水
嶋
は
、
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
の
こ
と
は
公
表
さ
れ

る
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
し
、
そ
の
当
時
、
一
〇
〇
％
内
製
で
Ｌ
Ｃ
Ｄ
パ
ネ
ル
を
製
作
す
る
十
分
な
自
信
も
な
か
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
製
品
開
発
チ
ー
ム
を
率
い
る
よ
う
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｃ
モ
ニ
タ
ー
な
ど
そ
れ
ま
で
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
製
品
は
、
正
面
か
ら
見
る
設
計
に
な
っ
て
い
た
。
テ
レ
ビ
で
は
も
っ
と
広

角
の
視
野
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
が
Ａ
Ｓ
Ｖ
（
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
ス
ー
パ
ー
・
ビ
ュ
ー
）
と
い
う
カ
ス
タ
ム
化
さ
れ

た
Ｌ
Ｃ
Ｄ
の
開
発
に
つ
な
が
っ
た
。
カ
ラ
ー
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
だ
。
高
解
像
度
カ
ラ
ー
・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
知
識
を
有
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｄ
グ
ル
ー
プ
と
、
テ
レ
ビ
・
ス
ク
リ
ー
ン
の
カ
ラ
ー
制
御
に
関
す
る
専
門
知
識

を
有
す
る
テ
レ
ビ
・
グ
ル
ー
プ
の
両
方
か
ら
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
た
。
東
京
北
部
の
栃
木
県

に
あ
る
テ
レ
ビ
・
グ
ル
ー
プ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
自
発
的
に
、
大
阪
に
近
い
奈
良
県
天
理
市
に
拠
点
を
置
く
Ｌ
Ｃ
Ｄ
グ

ル
ー
プ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

日
本
企
業
で
は
一
般
的
に
機
能
や
部
署
の
境
界
が
強
固
で
、
そ
れ
を
超
越
し
た
活
動
を
む
ず
か
し
く
し
て
い
る
。
そ

れ
と
は
対
照
的
に
、
シ
ャ
ー
プ
で
は
そ
う
い
っ
た
調
整
は
目
新
し
く
も
む
ず
か
し
く
も
な
か
っ
た
。「
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
チ
ー
ム
」
と
い
う
機
能
を
ま
た
が
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
一
九
七
七
年
か
ら
活
用
し
て
い
た
か
ら
だ
。
こ
の
よ

う
な
チ
ー
ム
が
数
多
く
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
開
発
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ャ
ー
プ
で
は
自
分
の
部
署
を
越
え
て
仕

事
を
す
る
と
い
う
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
文
化
は
深
く
根
付
い
て
お
り
、
競
合

他
社
が
容
易
に
模
倣
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
（Reber 1993
）。
町
田
は
い
つ
も
こ
の
よ
う
な
暗
黙
の
文
化
を
賞

賛
し
て
い
る
。
彼
の
考
え
で
は
、
シ
ャ
ー
プ
で
開
発
や
生
産
の
プ
ロ
セ
ス
が
迅
速
な
の
は
、
こ
の
「
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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ト
・
チ
ー
ム
」
の
伝
統
の
お
か
げ
で
あ
る
。
組
織
の
強
さ
は
組
織
の
歴
史
的
な
活
動
に
伴
う
暗
黙
知
に
基
づ
い
て
構
築

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（W

inter 1987

）。

　

ス
パ
イ
ラ
ル
的
プ
ロ
セ
ス
と
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
」
知
識

　

知
識
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
か
っ
て
努
力
を
続
け
た
結
果
、
シ
ャ
ー
プ
は
さ
ら
に
成
功
に
恵
ま
れ
た
。
テ
レ
ビ
市
場
の
シ
ェ

ア
が
一
九
九
八
年
の
一
一
・
五
％
か
ら
、
二
〇
〇
三
年
に
は
二
〇
・
〇
％
に
ま
で
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
に

は
シ
ャ
ー
プ
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
の
売
上
は
Ｃ
Ｒ
Ｔ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
）
テ
レ
ビ
を
凌
駕
し
て
い
た
。

　

同
社
は
大
阪
と
名
古
屋
の
中
間
に
位
置
す
る
三
重
県
亀
山
市
の
当
時
の
最
新
設
備
の
新
工
場
に
一
〇
〇
〇
億
円
の
投

資
を
行
っ
た
。
Ｌ
Ｃ
Ｄ
パ
ネ
ル
の
生
産
か
ら
Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
の
組
立
ま
で
の
全
工
程
を
扱
う
新
工
場
（
亀
山
第
一
工

場
）
は
、
二
〇
〇
四
年
一
月
に
操
業
を
開
始
し
た
。
こ
の
工
場
で
は
一
五
〇
〇
×
一
八
〇
〇
mm
と
い
う
第
六
世
代
の
パ

ネ
ル
を
生
産
し
て
い
る
。
こ
れ
は
三
〇
イ
ン
チ
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
を
八
台
作
る
の
に
十
分
な
大
き
さ
で
あ
る
。
工
場
は

月
産
約
一
〇
万
台
の
生
産
能
力
を
も
っ
て
い
る
。
パ
ネ
ル
生
産
に
使
用
さ
れ
る
機
械
は
あ
ま
り
に
大
き
く
て
、
最
初
は

こ
の
機
械
を
工
場
ま
で
輸
送
で
き
る
道
路
を
見
つ
け
る
の
が
不
可
能
か
と
思
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

亀
山
工
場
は
シ
ャ
ー
プ
に
と
っ
て
は
戦
略
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
あ
り
、
Ｌ
Ｃ
Ｄ
事
業
の
競
争
ル
ー
ル
の
変
更
を

意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
パ
ネ
ル
の
大
き
さ
が
鍵
と
な
る
成
功
要
因
で
あ
り
、
同
社
は
そ
の
大
型
化
に
焦
点
を
絞
っ
て

い
た
。
シ
ャ
ー
プ
は
亀
山
工
場
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
機
器
や
製
品
の
最
適
化
を
狙
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
率
性
の
面
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で
も
リ
ー
ド
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
技
術
や
工
程
を
再
点
検
し
、
大
幅

な
変
更
を
図
っ
た
。
マ
ザ
ー
・
ガ
ラ
ス
の
生
産
と
テ
レ
ビ
の
組
立
を
一
カ
所
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ャ
ー
プ

は
高
ス
ピ
ー
ド
と
費
用
効
果
の
両
方
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
ス
パ
イ
ラ
ル
効
果
」
の
実
例

と
な
っ
て
い
る
。
Ｌ
Ｃ
Ｄ
パ
ネ
ル
と
テ
レ
ビ
の
回
路
は
互
い
に
違
う
も
の
の
、
生
産
現
場
を
集
約
す
る
こ
と
で
一
貫
性

が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

亀
山
工
場
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
知
識
創
造
）
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
場
）
を
物
理
的
に
作
り
出
し
、
そ
こ
で
は
組
織

の
メ
ン
バ
ー
は
暗
黙
知
と
形
式
知
を
対
話
を
通
じ
て
互
い
に
共
有
し
、
部
署
や
機
能
を
超
越
し
た
調
整
を
ス
ム
ー
ス
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ま
で
Ｌ
Ｃ
Ｄ
技
術
開
発
部
門
と
テ
レ
ビ
開
発
部
門
は
互
い
に
遠
く
離
れ
た
場
所
に
い
た
。

し
か
し
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
新
し
い
Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
を
よ
り
素
早
く
よ
り
有
効
に
、
そ
し
て
効
率
的
に
開
発

す
る
た
め
に
は
、
両
部
門
の
協
働
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
。「
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
」
の
経
験

が
、
亀
山
で
は
制
度
的
な
レ
ベ
ル
で
永
久
に
部
門
や
機
能
を
超
越
す
る
調
整
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

亀
山
を
拠
点
と
し
て
い
た
Ｌ
Ｃ
Ｄ
技
術
開
発
部
の
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、「
Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
を
目

の
当
た
り
に
す
る
の
は
非
常
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
だ
。
自
分
が
開
発
し
た
新
し
い
Ｌ
Ｃ
Ｄ
が
目
の
前
で
テ
レ
ビ
に
組

み
立
て
ら
れ
て
い
く
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
（
二
〇
〇
四
年
一
月
一
五
日
の
筆
者

に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。
こ
れ
が
示
す
よ
う
に
、
両
部
門
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
間
で
は
社
会
的
関
係
が
改
善
し
て
い
る
。

こ
れ
は
場
の
重
要
な
側
面
で
あ
り
、
そ
れ
は
知
識
創
造
を
可
能
に
す
る
鍵
な
の
で
あ
る
。

　

新
し
い
Ｌ
Ｃ
Ｄ
の
開
発
生
産
技
術
と
テ
レ
ビ
生
産
技
術
の
革
新
的
な
組
み
合
わ
せ
は
、
複
雑
さ
と
い
う
重
要
な
障
壁
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も
築
い
た
。
お
か
げ
で
シ
ャ
ー
プ
の
競
争
優
位
は
ま
す
ま
す
模
倣
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
。
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
の
前

提
が
示
す
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
連
鎖
し
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
よ
り
高
い
価
値
が
創
造
さ
れ
る
。
複
雑
さ
が

増
す
と
、
技
術
は
模
倣
す
る
の
が
困
難
に
な
る
（Sim

on 1962

）。

　

亀
山
工
場
の
計
画
が
二
〇
〇
二
年
に
発
表
さ
れ
た
時
、
生
産
は
〇
四
年
五
月
に
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
市
場
の
急
成
長
を
受
け
て
、
操
業
を
早
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
一
月
に
は
生
産
が
開

始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
六
月
、
シ
ャ
ー
プ
は
三
重
県
多
気
市
に
も
う
一
つ
の
工
場
（
三
重
第
三
工
場
）
を

す
で
に
稼
動
さ
せ
て
い
た
。
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
テ
ス
ト
し
た
の
で
あ
る
。
亀
山
工
場
の
建
設
に
は
そ
の
経
験

が
活
か
さ
れ
、
同
工
場
は
「
知
識
が
統
合
さ
れ
た
建
物
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
五
年
一
月
、
シ
ャ
ー
プ
は
四
〇
イ
ン
チ
と
五
〇
イ
ン
チ
の
テ
レ
ビ
に
使
用
可
能
な
第
八
世
代
パ
ネ
ル

（
二
一
六
〇
×
二
四
〇
〇
mm
）
を
生
産
す
る
た
め
に
、
亀
山
の
既
存
工
場
に
隣
接
し
て
一
五
〇
〇
億
円
の
投
資
を
要
す

る
工
場
（
亀
山
第
二
工
場
）
の
建
設
計
画
を
発
表
し
た
。
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
の
操
業
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

理
論
と
経
営
へ
の
意
義

　

本
節
で
は
シ
ャ
ー
プ
の
ケ
ー
ス
を
使
っ
て
、
競
争
力
の
優
位
性
を
獲
得
・
維
持
す
る
た
め
に
、
組
織
内
で
の
知
識
資

産
の
有
効
活
用
を
高
め
る
活
動
を
要
約
し
て
お
こ
う
。
知
識
資
産
の
戦
略
的
管
理
に
関
す
る
議
論
は
、
知
識
資
産
の
創

造
や
共
有
に
焦
点
を
当
て
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
シ
ャ
ー
プ
の
ケ
ー
ス
は
も
っ
と
全
体
論
的
な
見
方
の
必
要
性
を
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示
唆
し
て
い
る
。

全
体
論
的
な
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

全
体
論
的
な
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
創
造
、
共
有
、
保
護
、
破
棄
と
い
う
四
つ
の
主
要
な
活
動
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　

創
造　

会
社
は
知
識
を
創
造
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
競
合
他
社
に
は
る
か
に
先
駆
け
て
新
し
い
知
識
を

生
み
出
す
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
（N

onaka and T
akeuchi 1995

）。
シ
ャ
ー
プ
は
知
識
創
造
企
業
で
あ
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
Ｌ
Ｃ
Ｄ
事
業
に
お
い
て
常
に
先
頭
に
立
っ
て
い
る
。

　

共
有　

社
内
で
新
し
い
知
識
の
創
造
に
成
功
し
た
ら
、
地
域
、
業
務
、
機
能
を
ま
た
い
で
組
織
メ
ン
バ
ー
の
間
で
共

有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ャ
ー
プ
は
機
能
や
部
署
を
超
越
し
た
知
識
共
有
に
優
れ
て
い
る
。
積
極
的
な
知
識
共
有

が
な
け
れ
ば
、
シ
ャ
ー
プ
は
Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
事
業
で
一
番
に
な
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

保
護　

こ
れ
は
企
業
の
知
識
資
産
に
競
合
他
社
を
寄
せ
付
け
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

シ
ャ
ー
プ
は
Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
の
模
倣
を
時
間
が
か
か
る
困
難
な
こ
と
に
す
る
た
め
に
、
膨
大
な
努
力
を
払
っ
て
い
る
。

亀
山
工
場
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
模
倣
を
極
端
に
む
ず
か
し
く
す
る
た
め
に
、
知
識
の
複
雑
性
と

暗
黙
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

破
棄　

会
社
は
自
分
た
ち
の
知
識
が
陳
腐
化
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
既
存
の
知
識
を
破
棄
し
て
、
新
し
い
知
識
創
造
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
旧
知
識
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を
破
棄
し
な
い
と
、
新
知
識
の
創
造
に
着
手
す
る
の
は
む
ず

か
し
い
だ
ろ
う
。
シ
ャ
ー
プ
は
Ｌ
Ｃ
Ｄ
テ
レ
ビ
に
シ
フ
ト
す

る
に
際
し
て
、
Ｃ
Ｒ
Ｔ
テ
レ
ビ
の
生
産
に
か
か
わ
る
多
種
多

様
な
知
識
の
み
に
固
執
す
る
こ
と
を
や
め
た
。
そ
れ
と
は
対

照
的
に
、
ソ
ニ
ー
は
ト
リ
ニ
ト
ロ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
し
が

み
つ
い
て
、
競
争
力
の
優
位
性
を
失
っ
た
。
ソ
ニ
ー
が
Ｃ
Ｒ

Ｔ
テ
レ
ビ
で
首
位
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
シ
ャ
ー
プ
は
そ
う

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
将
来
的
に

は
、
Ｌ
Ｃ
Ｄ
技
術
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
シ
ャ
ー
プ
に
と
っ

て
は
Ｌ
Ｃ
Ｄ
技
術
の
知
識
を
破
棄
す
る
の
は
、
そ
の
技
術
の

リ
ー
ダ
ー
で
は
な
い
時
よ
り
も
困
難
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
技
術
を
破
棄
す
る
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
、「
革
新

者
の
ジ
レ
ン
マ
」
を
回
避
す
る
方
法
で
あ
る
（Christensen 

1997
）。
Ｌ
Ｃ
Ｄ
技
術
が
陳
腐
化
す
る
時
期
が
く
れ
ば
、

シ
ャ
ー
プ
と
し
て
は
古
く
な
っ
た
知
識
の
破
棄
を
恐
れ
る
べ

き
で
は
な
い
。

　

実
際
、
陳
腐
化
し
た
知
識
に
し
が
み
つ
か
な
く
て
い
い
よ

図 13.1　企業の知識ベース能力の戦略的管理

知識の戦略的管理

創造

破棄

保護

共有

可能にする文化
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う
に
、
シ
ャ
ー
プ
は
特
定
製
品
向
け
に
Ｌ
Ｃ
Ｄ
に
取
っ
て
代
わ
れ
る
技
術
に
関
す
る
研
究
を
追
求
し
て
い
る
。
エ
レ
ク

ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ン
ス
（
Ｅ
Ｌ
、
電
界
発
光
）
の
開
発
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
代
替
品
そ
れ
自
体
を
開
発
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
シ
ャ
ー
プ
は
競
合
他
社
に
跳
び
越
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｌ
Ｃ
Ｄ
へ
の
過
度
な
依
存
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
太
陽
電
池
は
二
〇
〇
五
年
一
月
に
二
番
目
の
中
核
事
業
と

な
っ
た
。
シ
ャ
ー
プ
は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
を
一
九
五
九
年
に
始
め
、
業
界
の
な
か
で
は
ト
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
で

あ
り
続
け
て
い
る
。
一
九
六
三
年
に
は
パ
ネ
ル
の
大
量
生
産
を
開
始
し
て
お
り
、
八
〇
年
に
は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
算

機
を
投
入
し
た
。
こ
れ
は
世
界
で
も
っ
と
も
環
境
に
優
し
い
会
社
に
な
る
と
い
う
よ
り
大
き
な
戦
略
の
一
環
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
Ｌ
Ｃ
Ｄ
は
プ
ラ
ズ
マ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
少
な
い
一
方
で
、
太
陽
パ
ネ
ル
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
て
さ
え
い
る
の
で
あ
る
。

模
倣
を
む
ず
か
し
く
す
る

　
「
複
雑
性
」、「
粘
着
性
」、「
専
門
性
」
を
高
め
る
活
動
が
、
知
識
の
模
倣
を
防
止
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
の
よ

う
な
活
動
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
可
能
に
な
る
前
提
条
件
の
確
立
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
組
織
全
体
を

通
じ
た
使
命
や
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
固
有
の
戦
略
、
知
識
の
創
造
と
共
有
を
促
進
す
る
組
織

文
化
、
強
力
な
競
争
力
の
構
築
に
着
手
す
る
指
導
力
な
ど
は
、
す
べ
て
が
こ
う
し
た
必
須
の
前
提
条
件
と
い
え
る
。
ナ

レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
か
か
わ
る
こ
の
よ
う
な
一
連
の
活
動
は
リ
ン
ク
し
て
い
る
。

　

知
識
創
造
と
組
織
学
習
と
の
境
界
は
曖
昧
な
こ
と
も
あ
る
も
の
の
、
通
常
は
別
の
活
動
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
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か
し
会
社
の
知
識
ベ
ー
ス
能
力
に
関
す
る
全
体
論
的
な
見
方
は
こ
の
よ
う
な
二
分
法
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
組
織
は

新
し
い
個
人
的
な
経
験
で
刺
激
を
受
け
た
知
識
創
造
活
動
と
、
他
人
の
経
験
で
作
り
出
さ
れ
た
組
織
の
学
習
活
動
の
両

方
に
よ
っ
て
知
識
を
蓄
え
る
か
ら
で
あ
る
（Chakravarthy et al. 2003

）。

　

組
織
学
習
は
知
識
の
保
存
プ
ロ
セ
ス
で
は
必
須
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（A

rgyris 1992

）。
技
術
変
化
が
急
速

な
時
代
に
あ
っ
て
、
組
織
と
し
て
は
競
合
他
社
か
ら
学
習
す
る
の
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
技
術
の
模
倣
リ
ス
ク
に
関

す
る
前
述
の
議
論
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
組
織
と
い
う
も

の
は
「
自
前
主
義
」（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
：
こ
こ
で
発
明
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
）
症
候
群
に
容
易
に
陥
る
も
の
で
あ
り
、
結
局
、

独
自
の
技
術
と
製
品
だ
け
を
も
っ
ぱ
ら
信
じ
込
み
、
往
々
に
し
て
競
合
他
社
の
も
の
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

失
敗
は
成
功
と
同
じ
く
ら
い
多
く
の
有
益
な
教
訓
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
品
質
問
題
が
原
因
で
競

合
他
社
が
倒
産
す
れ
ば
、
市
場
で
は
品
質
管
理
活
動
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
必
ず
会
社

の
内
外
両
方
に
つ
い
て
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
社
は
他
社
の
誤
り
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

結
論

　

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
す
る
に
は
、
会
社
は
競
争
力
の
優
位
性
を
獲
得
し
維
持
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
新
し
い
技
術
を
開
発
し
、
こ
の
技
術
を
活
用
し
た
革
新
的
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
産
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
首
位
に
立
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
知
識
創
造
は
戦
略
的
に
極
め
て
重
要
な
の
で
あ
る
。
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競
合
他
社
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
会
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
向
け
に
新
技
術
を
活
用

す
る
だ
け
で
な
く
、
技
術
が
模
倣
さ
れ
る
の
を
保
護
す
る
こ
と
に
長
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
知

識
の
共
有
と
保
護
は
競
争
力
の
優
位
性
を
維
持
す
る
の
に
重
要
な
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
ん
な
技
術
で
も

最
終
的
に
は
陳
腐
化
す
る
。
特
に
中
核
的
な
技
術
の
開
発
で
首
位
を
走
っ
て
き
た
会
社
は
、
自
社
の
現
在
の
技
術
を
追

い
越
す
可
能
性
の
あ
る
新
技
術
の
開
発
や
活
用
に
後
れ
を
取
り
が
ち
で
あ
る
。
持
続
的
な
成
長
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
企
業
は
革
新
者
の
ジ
レ
ン
マ
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
の
中
核
的
な
技
術
に
関
す

る
知
識
を
破
棄
す
る
こ
と
に
前
向
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

新
し
い
商
機
を
競
合
他
社
に
先
ん
じ
て
物
に
し
て
、
そ
の
優
位
性
を
で
き
る
限
り
長
く
維
持
す
る
た
め
に
は
、
革
新

に
つ
な
が
る
知
識
を
保
護
・
防
衛
す
る
こ
と
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
単
な
る
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
超
越
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
許
取
得
に
よ
っ
て
知
識
の
所
有
権
を
主
張
す
る
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
る
。
全
体
論
的
な
知
識
ベ
ー
ス
管
理
に
移
行
す
る
時
期
が
到
来
し
て
い
る
。

　

環
境
の
変
化
が
急
激
な
な
か
で
優
位
性
を
獲
得
・
維
持
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
知
識
の
創
造
、
共
有
、
保
護
、
破
棄

の
重
要
性
に
も
っ
と
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
一
貫
し
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
企
業
の
知
的
資
産
を
一
貫
し
て
改
善
す
る
に
は
四
つ
の
活
動
す
べ
て
が
重
要
で
あ
る
。

　

先
進
国
の
企
業
に
と
っ
て
、
知
識
の
破
棄
は
知
識
創
造
の
歴
史
が
長
い
だ
け
に
む
ず
か
し
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

古
い
知
識
は
な
か
な
か
死
な
な
い
の
で
あ
る
。
会
社
が
成
功
し
て
い
れ
ば
し
て
い
る
ほ
ど
、
創
造
し
て
き
た
知
識
の
破

棄
は
ま
す
ま
す
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
途
上
国
の
会
社
に
と
っ
て
は
知
識
の
遺
産
が
ま
だ
多
く
な
い
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こ
と
が
か
え
っ
て
競
争
力
の
優
位
性
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
い
う
企
業
の
ほ
う
が
確
立
し
た
競
合
他
社
よ
り
も

か
な
り
早
く
新
し
い
知
識
を
創
造
し
た
り
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ア
ナ
ロ
グ
技
術
か
ら
デ
ジ
タ
ル
技
術
へ
の
シ
フ
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
途
上
国
の
企
業
に
と
っ
て
は
た
く
さ
ん
の

機
会
が
あ
る
。
知
識
創
造
企
業
に
な
る
べ
き
だ
。
こ
れ
が
途
上
国
の
企
業
に
向
け
た
熱
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
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第
十
四
章　

差
別
化
の
目
に
見
え
な
い
側
面
：
日
本
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
企
業

楠
木　

建

　

増
益
を
図
る
の
に
方
法
は
二
つ
し
か
な
い
。
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
か
、「
喜
ん
で
支
払
う
」（
Ｗ
Ｔ
Ｐ
）
顧
客
を
増
や

す
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
利
益
率
を
圧
迫
し
て
い
る
熾
烈
な
競
争
に
直
面
し
て
い
る
な
か
で
、
企
業
は
収
益
性
を
維

持
し
よ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
試
み
て
い
る
。
こ
れ
に
は
中
核
事
業
重
視
の
リ
ス
ト
ラ
、
事
業

プ
ロ
セ
ス
の
再
構
築
、
外
部
委
託
、
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
主
導
型
の
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｃ

Ｍ
）
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
努
力
は
基
本
的
に
コ
ス
ト
削
減
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
コ
ス
ト
削
減
は
重
要
で
は
あ
る
が
、
継
続
的

な
増
益
を
確
保
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
の
定
義
か
ら
し
て
も
、
コ
ス
ト
・
ベ
ー
ス
の
競
争
は
コ
ス
ト
と

価
格
の
物
理
的
な
限
度
に
収
斂
す
る
た
め
、
結
局
は
行
き
詰
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
も
っ
ぱ
ら
コ
ス
ト
削
減
に
焦
点
を

絞
っ
て
い
る
企
業
は
、
最
終
的
に
は
自
分
で
自
分
の
首
を
絞
め
る
こ
と
に
な
る
。
企
業
は
、
利
益
を
増
や
す
た
め
に
は

顧
客
の
Ｗ
Ｔ
Ｐ
を
増
大
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

コ
ス
ト
削
減
に
努
め
て
い
る
企
業
は
多
数
あ
る
一
方
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｐ
の
増
大
に
成
功
し
た
企
業
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
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る
。
こ
れ
は
一
般
的
に
言
え
ば
、
コ
ス
ト
削
減
は
Ｗ
Ｐ
Ｔ
増
大
よ
り
も
「
単
純
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は

コ
ス
ト
面
で
ラ
イ
バ
ル
を
打
倒
す
る
の
が
簡
単
な
課
題
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
コ
ス
ト
削
減
が
Ｗ
Ｔ
Ｐ

増
大
よ
り
も
容
易
な
の
は
確
か
で
あ
る
。

　

基
本
的
な
一
つ
の
要
因
と
し
て
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
競
争
の
本
質
は
競
合
他
社
と
違
う
や
り
方

を
す
る
こ
と
に
あ
り
、
製
品
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
が
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
差
別
化
が
困
難
に
な
る
。
企

業
と
し
て
顧
客
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
違
い
は
価
格
だ
け
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
は
競
争

が
価
格
に
収
斂
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

本
章
で
は
、
日
本
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
に
焦
点
を
当
て
て
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
を
克
服
し
、
顧
客
Ｗ
Ｔ
Ｐ
を

創
出
す
る
た
め
の
戦
略
を
提
案
す
る
。
そ
の
結
論
は
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
を
理
解
す
る
た
め
の
鍵
と
な
る
概
念
は
価
値
次
元
の
可
視
性
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
化
は
あ
る
商
品
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
次
元
が
、
技
術
や
市
場
の
成
熟
化
に
伴
っ
て
、
消
費
者
の
目
に
ま

す
ま
す
は
っ
き
り
見
え
て
く
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

目
に
見
え
な
い
価
値
次
元
で
差
別
化
を
創
出
す
る
こ
と
が
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
を
脱
却
す
る
戦
略
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
こ
の
非
次
元
的
な
差
別
化
は
次
元
的
な
競
争
の
ル
ー
ル
そ
の
も
の
を
破
壊
し
て
、
競
争
を
何
ら
か
の
非

次
元
的
な
も
の
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
顧
客
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
外
部
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
Ｗ
Ｔ

Ｐ
の
増
大
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

••
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非
次
元
的
な
差
別
化
を
達
成
す
る
に
は
、
新
し
い
種
類
の
知
識
と
そ
の
知
識
創
造
の
管
理
が
必
要
と
さ
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化

　

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
に
な
り
得
る
ス
ピ
ー
ド
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
急
激
に
速
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
こ
の
ト
レ
ン
ド
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
で
は
特
に
顕
著
で
あ
り
、
デ
ー
タ
通
信
だ
け
で
な
く
、
電
子
機

械
・
機
器
の
分
野
に
も
当
て
は
ま
る
。

　

な
ぜ
か
？　

同
産
業
で
は
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
が
進
展
し
て
い
る

か
ら
だ
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
は
ア
ナ
ロ
グ
・
デ
ー
タ

（
定
義
か
ら
し
て
連
続
的
な
デ
ー
タ
）
を
離
散
的
な
（
非
連
続
的
な
）
値
（
具
体
的
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
使
う
二
進

符
号
）
へ
符
号
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
Ｉ
Ｔ
の
進
歩
の
本
質
は
高
度
に
柔
軟
な
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
扱
う
コ
ス
ト
が

劇
的
に
低
下
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
は
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
与
え
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
（
構

造
）
に
影
響
す
る
し
、
し
か
も
影
響
の
仕
方
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
は
そ
の
よ
う

な
変
化
の
な
か
で
も
っ
と
も
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
や
っ
て
構
成
要
素
に
分
解
す
る
か
、
そ
れ
ら
の
構
成
要
素
が
ど
の
よ
う
に
サ

ブ
シ
ス
テ
ム
の
相
互
依
存
関
係
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
か
を
規
定
す
る
。
シ
ス
テ
ム
状
況
を
理
解
す
る
た
め
の
概
念
と

•
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い
え
る
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
は
シ
ス
テ
ム
全
体
を
複
数
の
グ
ル
ー
プ
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
）
に
分
解
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

各
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
多
数
の
高
度
に
相
互
依
存
し
た
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
で
構
成
さ
れ
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
間
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
に
関
し
て
は
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
。
あ
る
い
は
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
接
続
し
た
時
に
生
じ
る

問
題
を
予
測
あ
る
い
は
事
前
に
解
決
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
の
複
雑
さ
や
構
造
上
の
構
成
要
素
間
の
相

互
依
存
関
係
を
小
さ
く
す
る
た
め
の
戦
略
と
定
義
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
（
Ｐ
Ｃ
）
は
世
界
で
も
っ
と
も
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
さ
れ
た
製
品
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
が
遂
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
機
能
（
計
算
、
短
期
記
憶
、
長
期
記
憶
、
入
力
、
表
示
な
ど
）
は
、
中
央
処
理
装
置
（
Ｃ
Ｐ
Ｕ
）、
ラ
ン

ダ
ム
ア
ク
セ
ス
メ
モ
リ
（
Ｒ
Ａ
Ｍ
）、
ハ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
モ
ニ
タ
ー
、
そ
の
他
の
物
理
的
な
部
品

に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
標
準
的
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
が
部
品
の
相
互
作
用
を
仲
介
す
る
。

　

モ
ジ
ュ
ー
ル
化
と
い
う
の
は
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
向
か
う
ト
レ
ン
ド
を
推
進
す
る
こ
と
に

な
る
。
オ
ー
プ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
は
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
・
ル
ー
ル
が
一
般
に
公
開
さ
れ
、

広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
指
す
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
・
ル
ー
ル

が
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
単
純
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
に
転
換
す
る
の
が
容
易
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が
オ
ー
プ
ン
に
な
る
と
、
関
与
で
き
る
人
数
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
た
め
、
会
社
と

し
て
は
外
部
委
託
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
外
部
性
、
規
模
の
経
済
の
利
点
を
享
受
す
る
の
が
簡
単
に
な
る
。
会
社
は
モ

ジ
ュ
ー
ル
化
の
お
か
げ
で
、
そ
れ
ま
で
は
不
可
能
だ
っ
た
色
々
な
方
法
で
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
ト
レ
ン
ド
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
を
加
速
化
さ
せ
る
方
向
に
も
作
用
す
る
。
完
全
に
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オ
ー
プ
ン
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
さ
れ
た
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
、
マ
ク
ロ
経
済
レ
ベ
ル
で
は
効
率
性
を
促
進
す
る
。
し
か

し
、
個
別
企
業
の
レ
ベ
ル
で
は
、
標
準
ル
ー
ル
の
共
有
は
競
争
者
の
市
場
参
入
を
招
く
。
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
差
別
化

で
き
な
い
場
合
、
そ
の
結
果
と
し
て
価
格
競
争
が
不
可
避
と
な
る
。

　

こ
れ
で
Ｐ
Ｃ
産
業
の
現
状
を
説
明
し
た
こ
と
に
な
る
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
を
追
求
す
る
企
業
は
個
別
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

ま
た
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
焦
点
を
絞
っ
て
専
門
化
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
部
品
の
最
終
ア
セ
ン
ブ

ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
産
業
が
未
成
熟
だ
っ
た
時
に
は
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
の
長
所
が
製
品
開
発
、
効
率
性
向
上
、
市
場

拡
大
を
牽
引
し
た
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｃ
技
術
の
成
熟
化
に
伴
っ
て
、
個
別
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
特
化
し
た
企
業
の
ほ
と
ん
ど

は
、
価
格
以
外
で
は
ど
ん
な
次
元
で
あ
れ
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

モ
ジ
ュ
ー
ル
化
が
完
了
す
る
と
、
設
計
や
組
立
の
局
面
で
部
品
を
有
効
に
組
み
合
わ
せ
る
（
相
互
調
整
に
よ
る
最
適

化
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
セ
ス
）
こ
と
に
基
づ
い
て
、
価
値
を
追
加
す
る
こ
と
さ
え
不
可
能
に
な
る
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
・
ル
ー
ル
の
お
か
げ
で
、
異
種
部
品
の
組
立
を
調
整
す
る
問
題
は
す
で
に
解
決
済
み
だ
か
ら
だ
。

　

し
た
が
っ
て
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
製
品
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
が
コ
モ

デ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
限
り
、
買
い
手
は
価
格
だ
け
に
焦
点
を
絞
る
。
つ
ま
り
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
は
特
に
日
本
の
大
手
エ
レ

ク
ロ
ト
ニ
ク
ス
企
業
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
垂

直
的
に
も
水
平
的
に
も
統
合
化
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
会
社
は
ア
ナ
ロ
グ
時
代
に
は
、
統
合
さ
れ
た

事
業
構
造
の
お
か
げ
で
範
囲
や
規
模
の
経
済
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
と
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
の
せ
い

で
、
そ
の
よ
う
な
統
合
化
の
利
点
は
最
終
的
に
は
無
意
味
と
な
っ
た
。
第
一
部
の
第
五
章
で
見
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
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な
大
手
企
業
は
特
定
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
特
化

し
た
会
社
に
敗
北
し
た
の
で
あ
る
。

　

図
14
・
１
は
日
本
の
多
角
化
し
た
大
手

メ
ー
カ
ー
の
営
業
収
益
が
、
一
九
九
〇
年

代
半
ば
以
降
ど
う
変
化
し
て
き
た
か
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
ト
レ
ン

ド
が
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
に
、
ほ
と
ん

ど
の
企
業
に
つ
い
て
営
業
収
益
売
上
比
率

が
四
％
未
満
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、

そ
の
水
準
は
変
動
は
あ
る
も
の
の
低
下
傾

向
に
あ
る
。
第
三
に
、
特
に
一
九
九
九
年

以
降
に
つ
い
て
は
、
水
準
が
ソ
ニ
ー
を
除

け
ば
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
事
実
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門
に

従
事
し
て
い
る
日
本
の
大
手
企
業
が
競
争

力
の
収
斂
と
い
う
状
況
に
陥
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
低
収
益
に

–60%

–40%

–20%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1994 1995 1996 1997
1998

1999 2000

2001

2002 2003

図 14.1　日本の主要エレクトロニクス企業の収益（1994-2003 年）

ソニー 三菱電器 松下

東芝 日立 富士通

NEC

注：データは翌暦年の 3月に終わる会計年度．収益は親会社の営業利益売上比率（％）で測定．
出所：各社の年次営業報告書．
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苦
し
み
、
競
合
他
社
か
ら
抜
き
ん
出
る
よ
う
な
明
確
な
差
別
化
さ
れ
た
地
位
を
確
立
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

価
値
次
元
の
可
視
性
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス

　

脱
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
戦
略
を
策
定
す
る
に
は
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
の
論
理
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

鍵
は
価
値
次
元
の
可
視
性
に
あ
る
。
顧
客
と
企
業
は
と
も
に
二
つ
三
つ
の
特
定
の
次
元
で
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価

値
を
理
解
し
て
い
る
。
競
争
や
差
別
化
は
広
く
は
次
元
に
よ
る
も
の
と
非
次
元
に
よ
る
も
の
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
「
次
元
の
見
え
る
競
争
や
差
別
化
」
と
「
次
元
の
見
え
な
い
競
争
や
差
別
化
」
と
も
呼
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

　

競
争
戦
略
に
関
す
る
伝
統
的
な
思
考
で
は
、
競
争
や
差
別
化
が
次
元
的
な
現
象
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。

換
言
す
れ
ば
、
競
争
や
差
別
化
は
明
確
に
規
定
さ
れ
た
価
値
尺
度
に
従
っ
て
展
開
さ
れ
る
。
一
九
九
〇
年
代
の
Ｐ
Ｃ
産

業
界
に
お
け
る
競
争
は
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
。
会
社
も
顧
客
も
特
定
の
理
解
が
容
易
で
、
客
観
的
な
尺
度
で
あ
る
機

能
性
（
処
理
速
度
、
メ
モ
リ
ー
容
量
、
モ
ニ
タ
ー
の
解
像
度
な
ど
）
を
広
く
共
有
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
下
で

は
、
差
別
化
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
な
尺
度
の
１
つ
に
関
し
て
ラ
イ
バ
ル
を
は
る
か
に
引
き
離
す
こ
と
を
意
味
し
た
の

で
あ
る
。
比
較
が
簡
単
な
次
元
で
各
社
が
も
っ
て
い
る
相
対
的
な
優
位
性
が
競
争
の
中
心
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
音
楽
、
ゲ
ー
ム
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
業
界
は
、
見
え
な
い
次
元
に
よ

る
競
争
の
典
型
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
産
業
は
多
く
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
し
て
き
て
い
る
。
サ
ン
・
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レ
コ
ー
ヅ
が
発
売
し
た
エ
ル
ビ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
の
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
エ
ニ
ッ
ク
ス
の
ド
ラ
ゴ
ン

ク
エ
ス
ト
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
・
ゲ
ー
ム
、
ス
ウ
ォ
ッ
チ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ッ
チ
な
ど
は
、
す
べ
て
高
い
Ｗ

Ｔ
Ｐ
を
創
造
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、
商
品
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
が
従
来
の
も
の
と
比
べ
て
改
善
し
て
い
る
正
確

な
次
元
を
特
定
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
エ
ル
ビ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
が
創
作
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
は
当
時
の
ポ
ッ
プ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
よ
り
も
テ
ン
ポ
が
速
か
っ
た
。
し
か
し
、
エ
ル
ビ
ス
の
「
差
別
化
」
の
本
質
は
、
小
節
当
た
り
の
ビ
ー

ト
数
が
フ
ラ
ン
ク
・
シ
ナ
ト
ラ
を
凌
駕
し
た
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ス
ウ
ォ
ッ
チ
の
時
計
も
競
合
商
品
と
比
べ

て
、
よ
り
正
確
で
も
耐
久
性
が
あ
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
確
か
に
種
類
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
そ
の
種
類
で
さ
え

ス
ウ
ォ
ッ
チ
が
新
し
い
価
値
を
創
造
し
た
次
元
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
商
品
は
明
ら
か
に
従
来
の
音
楽
や
時
計
と
は

違
っ
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
な
尺
度
で
違
う
の
か
を
把
握
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。

　

価
値
次
元
の
可
視
性
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
違
う
。
さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
単
一
の
産
業
や
商
品
に
つ
い
て

で
さ
え
、
そ
れ
が
一
定
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
価
値
次
元
の
可
視
性
は
産
業
や
商
品
の
発
展
に
つ
れ
て
興
亡
す

る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
は
異
な
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
産
業
で
共
通
す
る
パ
タ
ー
ン
が
観
察
で
き
る
（
図
14
・
２
）。

一
例
と
し
て
の
Ｐ
Ｃ

　

価
値
次
元
の
可
視
性
に
か
か
わ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
は
Ｐ
Ｃ
産
業
で
例
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
産
業
が
発
展

す
る
初
期
段
階
で
は
、
支
配
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
確
立
す
る
ま
で
価
値
の
可
視
性
は
通
常
は
低
い
。
Ｐ
Ｃ
産
業
が
草
創
期
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に
あ
っ
た
際
、
非
事
業
目
的
の
ユ
ー
ザ
ー
は
「
神
経
質
な
人
」

や
「
奇
人
」
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
段
階
で
は
、
メ
ー
カ
ー

と
ユ
ー
ザ
ー
は
双
方
と
も
何
が
Ｐ
Ｃ
の
基
本
的
な
価
値
で
あ
る

か
に
つ
い
て
や
、
そ
の
価
値
を
規
定
す
る
の
に
ど
ん
な
機
能
が

決
定
的
に
重
要
な
の
か
に
つ
い
て
正
確
な
共
通
の
理
解
に
欠
け

て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン
の
価
値
次
元
は
あ
ま
り
よ

く
見
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

支
配
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
確
立
は
、
Ｐ
Ｃ
の
価
値
に
関
し
て
コ

ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
ひ
と

た
び
Ｉ
Ｂ
Ｍ
や
ア
ッ
プ
ル
が
支
配
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
確
立
す
る

と
、
Ｐ
Ｃ
の
価
値
は
限
定
的
な
数
の
特
定
次
元
で
理
解
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
支
配
的
な
デ
ザ
イ
ン
を

確
立
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
価
値
の
可
視
性
を
高
め
る
プ
ロ
セ
ス
と

同
じ
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
図
14
・
２
の
ａ
の
段
階
に
相
当
す

る
。
Ｐ
Ｃ
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
き
わ
め
て
次

元
的
で
あ
り
、
企
業
は
特
定
次
元
の
競
争
時
代
に
突
入
し
た
の

で
あ
る
。

a b c

図 14.2　価値次元の可視性に関するダイナミックス
高

低

可
視
性

支配的デザインの出現

価値次元数の増加

次元的競争

コモディティ化

時間
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ユ
ー
ザ
ー
は
次
第
に
商
品
理
解
を
深
め
て
、
職
場
や
自
宅
で
利
用
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
応
用

の
た
め
に
Ｐ
Ｃ
を
使
用
す
る
新
し
い
ユ
ー
ザ
ー
が
市
場
に
参
入
す
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
Ｐ
Ｃ
メ
ー
カ
ー
は

単
に
価
格
や
速
度
だ
け
で
な
く
、
本
体
や
モ
ニ
タ
ー
の
サ
イ
ズ
、
Ｒ
Ａ
Ｍ
や
ハ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
の
容
量
、
耐
久
性
、

各
種
機
能
性
、
ユ
ー
ザ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
、
ア
フ
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
広
い
範
囲
に
わ
た
る
価
値
次
元
で
差
別
化
を

図
ろ
う
と
す
る
。

　

こ
れ
は
価
値
次
元
の
多
様
化
に
向
け
た
ト
レ
ン
ド
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
段
階
に
な
る
と
、
価
値
次
元
の
個

数
は
初
期
の
段
階
に
比
べ
て
か
な
り
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ユ
ー
ザ
ー
と
メ
ー
カ
ー
の
双
方
に
と
っ
て
価
値
の
固
有

性
や
普
遍
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て
価
値
の
可
視
性
を
低
下
さ
せ
た
（
図
14
・
２
の
ｂ
）。

　

し
か
し
、
競
争
が
多
種
多
様
な
次
元
で
継
続
す
る
限
り
（
図
14
・
２
の
ｃ
）、
価
値
次
元
の
可
視
性
は
再
び
高
ま
り

始
め
る
。
こ
れ
は
次
元
的
な
競
争
の
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
次
元
は
最
終
的
に
は
顧
客
が
十
分
だ
と
考
え
る
水
準

に
到
達
す
る
か
ら
だ
。
メ
ー
カ
ー
は
互
い
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
賞
賛
し
合
う
が
、
競
合
他
社
が
差
別
化
で
き
る
次
元

が
１
つ
ず
つ
消
滅
し
て
い
く
。
各
次
元
の
仕
様
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
顧
客
に
と
っ
て
満
足
の
い
く
水
準
に
到
達
し
た

途
端
に
、
さ
ら
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
た
と
え
技
術
的
に
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
さ
な
く
な

る
。

　

Ｐ
Ｃ
部
門
の
成
長
は
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
平
均
し
て
年
率
一
五
％
に
達
し
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
な
る
と
減
速

し
始
め
、
そ
の
後
は
突
如
と
し
て
減
少
に
転
じ
た
。
二
〇
〇
一
年
に
新
し
い
Ｐ
Ｃ
購
入
を
検
討
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
は

わ
ず
か
一
一
％
と
、
一
九
九
五
年
以
来
の
最
低
水
準
を
記
録
し
た
。
Ｐ
Ｃ
の
必
要
性
が
低
下
し
た
か
ら
で
は
な
い
。
む
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し
ろ
、
Ｐ
Ｃ
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
ほ
ぼ
ユ
ー
ザ
ー
全
員
を
満
足
さ
せ
る
の
に
十
分
な
水
準
に
到
達
し
た
か
ら
で
あ

る
。
な
る
ほ
ど
、
Ｐ
Ｃ
は
使
っ
て
い
な
い
機
能
を
満
載
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
顧
客
は
新
製
品
に
も
は
や
新
た
な
付
加

価
値
を
認
め
な
く
な
っ
て
い
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
Ｐ
Ｃ
を
買
い
替
え
る
理
由
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
。
端
的

に
は
、
現
在
の
Ｐ
Ｃ
は
「
十
分
よ
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
な
る
次
元
的
差
別
化
は
価
格
戦
争
を
引
き
起
こ
さ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
会
社
が
差
別
化
を
図
れ
る
唯
一
の
残
さ
れ
た
目
に
見
え
る
次
元
は
価
格
で
あ
る
。
こ
れ
が
コ

モ
デ
ィ
テ
ィ
化
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
価
値
の
可
視
性
が
最
高
と
な
る
。
要
す
る
に
、
そ
れ
は
商
品
価
格
が
極
め
て
明

確
に
規
定
で
き
、
測
定
が
容
易
で
、
比
較
が
簡
単
な
次
元
で
決
定
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
。
ひ
と
た
び
商
品
が
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
化
す
る
と
、
会
社
と
し
て
は
価
格
を
引
き
下
げ
る
し
か
選
択
肢
が
な
く
な
る
。

　

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
は
企
業
部
門
の
集
約
化
を
推
進
す
る
。
こ
れ
は
二
〇
〇
二
年
に
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
が

コ
ン
パ
ッ
ク
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
合
併
し
た
こ
と
で
見
ら
れ
る
通
り
だ
。
し
か
し
、
合
併
に
よ
る
コ
ス
ト
競
争
の
利
益

に
は
明
ら
か
な
限
界
が
あ
る
。
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
し
た
商
品
部
門
に
お
け
る
コ
ス
ト
競
争
に
よ
っ
て
、
利
益
を
維
持
す

る
の
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
し
た
Ｐ
Ｃ
産
業
で
は
ほ
と
ん
ど
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
赤
字
を
垂
れ
流
し
て

い
る
。

差
別
化
の
例

　

特
定
の
価
値
次
元
で
差
別
化
の
余
地
が
ま
だ
あ
る
と
い
う
段
階
に
市
場
が
あ
る
時
に
は
、
会
社
と
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
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な
方
法
で
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

松
下
電
器
は
Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
素
晴
ら
し
い
成
功
を
収
め
、
小
型
化
と
高
度
な
機
能
性

と
い
う
面
で
業
界
の
先
駆
者
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
三
年
に
は
世
界
市
場
で
四
五
％
の
シ
ェ
ア
を
確
保
し

た
。
松
下
は
新
し
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
・
モ
デ
ル
を
投
入
す
る
た
び
に
、
プ
リ
ン
ト
回
路
板
の
サ
イ
ズ
を
劇
的
に
縮

小
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
第
四
世
代
の
製
品
は
第
一
世
代
の
六
分
の
一
に
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
高
解
像
度
の
映
像

を
写
せ
る
プ
ロ
グ
レ
シ
ッ
ブ
・
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
機
能
の
付
い
た
モ
デ
ル
は
繰
り
返
し
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
っ
た
（N

ikkei 

Business 2003a

）。

　

一
九
九
五
年
に
発
表
さ
れ
た
カ
シ
オ
計
算
機
の
第
一
号
デ
ジ
タ
ル
・
カ
メ
ラ
Ｑ
Ｖ
‐
10
は
草
分
け
的
な
製
品
で
あ

り
、
日
本
の
デ
ジ
カ
メ
市
場
の
本
格
的
な
幕
開
け
を
牽
引
し
た
支
配
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
。
Ｑ

Ｖ
‐
10
が
発
売
さ
れ
た
当
時
、
メ
ー
カ
ー
側
は
画
素
数
を
鍵
と
な
る
価
値
次
元
と
し
て
大
々
的
に
取
り
上
げ
た
。
ソ

ニ
ー
、
キ
ヤ
ノ
ン
、
オ
リ
ン
パ
ス
光
学
、
富
士
フ
イ
ル
ム
、
松
下
が
市
場
に
な
だ
れ
込
ん
で
、
こ
れ
ら
の
競
合
他
社
が

画
素
数
で
規
定
さ
れ
る
高
解
像
度
ベ
ー
ス
で
競
争
す
る
な
か
、
カ
シ
オ
の
シ
ェ
ア
は
た
ち
ま
ち
低
下
す
る
。
こ
れ
に
対

応
し
て
、
カ
シ
オ
は
製
品
の
薄
さ
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
サ
イ
ズ
に
焦
点
を
絞
る
戦
略
を
採
用
す
る
。
名
刺
大
で
厚
さ
わ
ず

か
一
〇
ミ
リ
の
カ
メ
ラ
を
作
る
と
い
う
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。
画
素
数
は
一
三
〇
万
個
の
ま
ま
で
、
ズ
ー
ム
機
能
は
取

り
除
か
れ
た
の
で
あ
る
（N

ikkei Business 2003b

）。

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
に
直
面
す
る
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次
元
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
余
地
が
ま
だ
あ
る
分
野
で
は
、
次
元
的
な
差
別
化
は
Ｗ
Ｔ
Ｐ
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
遅
か
れ
早
か
れ
限
界
に
達
し
て
、
市
場
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
の
脅
威
に
直
面
す

る
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
さ
ら
に
小
さ
く
、
軽
く
、
薄
い
モ
デ
ル
を
際
限
な
く
追
求
す
る
競
争
に
つ
い
て
は
、
松
下
が

わ
ず
か
九
・
九
ミ
リ
の
薄
さ
に
加
え
て
、
音
楽
再
生
機
能
も
特
徴
に
し
た
デ
ジ
タ
ル
・
カ
メ
ラ
を
発
売
し
た
。

　

問
題
は
厳
密
な
技
術
的
な
限
界
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
限
度
に
関
す
る
顧
客
の
考
え
方
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

ユ
ー
ザ
ー
は
あ
る
時
点
に
く
る
と
、
さ
ら
な
る
技
術
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
投
資
を
正
当
化
す
る
価
格
の
支

払
い
を
停
止
す
る
だ
ろ
う
。

　

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
展
し
た
環
境
下
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
会
社
は
困
難
な
選
択
を
迫
ら
れ
る
。
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
化
を
受
け
入
れ
て
一
層
の
コ
ス
ト
削
減
に
励
む
か
、
そ
れ
と
も
、
新
し
い
非
価
格
的
な
価
値
を
創
造
し
Ｗ
Ｔ
Ｐ
を

増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
を
脱
却
す
る
か
と
い
う
選
択
で
あ
る
。
一
番
目
の
選
択
が
で
き
る
会
社

は
少
な
い
。
Ｐ
Ｃ
業
界
で
は
、
デ
ル
が
そ
れ
で
大
き
な
収
益
を
上
げ
て
い
る
唯
一
の
会
社
で
あ
る
。
コ
ス
ト
・
ベ
ー
ス

の
競
争
で
は
、
勝
者
は
一
社
（
あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
ご
く
少
数
の
会
社
）
だ
け
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
に
直
面
し
た
会
社
の
ほ
と
ん
ど
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｐ
増
大
に
よ
っ
て
脱
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
す
る
と
い
う

も
う
一
つ
の
道
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

つ
ま
り
、
価
値
次
元
の
可
視
性
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
と
い
う
の
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価

値
が
価
格
と
い
う
単
純
な
次
元
に
収
斂
す
る
現
象
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
は
、
競
合
す
る
企
業

は
技
術
な
い
し
顧
客
認
知
の
限
界
が
あ
る
た
め
、
伝
統
的
な
価
値
次
元
で
は
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
る
。
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コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
を
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
会
社
が
Ｗ
Ｔ
Ｐ
を
増
大
さ
せ
て
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
の
罠
を
脱
却
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
あ
る
戦
略
の
方
向
が
浮
上
し
て
く
る
。

脱
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
の
戦
略

　

顧
客
と
商
品
が
相
互
作
用
す
る
商
品
の
外
部
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｐ
の
創
造
を
追
求
す
る
非
次
元
的
な

差
別
化
が
脱
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
の
戦
略
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
戦
略
は
次
元
的
な
競
争
の
ル
ー
ル
そ
の
も
の
を
破
壊

す
る
。
そ
れ
は
価
値
の
見
え
な
い
次
元
を
ベ
ー
ス
と
し
た
競
争
に
転
換
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

次
元
破
壊
戦
略
と
も
呼
べ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
戦
略
の
基
本
的
な
概
念
は
、「
価
値
次
元
の
可
視
性
が
高
い
と
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
化
を
招
来
す
る
の
で
、
価
値
次
元
を
見
え
な
く
で
き
れ
ば
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　

非
次
元
的
な
差
別
化
戦
略
は
、
顧
客
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で
利
益
を
享
受
す
る
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な

か
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｐ
を
改
善
す
る
機
会
を
追
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
非
次
元
的
な
差
別
化
に
は
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
（
協

議
）
と
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
概
念
革
新
）
と
い
う
二
つ
の
基
本
的
な
方
向
が
あ
る
。
次
の
二
つ
の
節
で

は
こ
れ
を
検
討
し
て
み
た
い
。
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コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
：
見
え
な
い
次
元
を
見
る

　

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
顧
客
の
内
的
な
仕
組
み
に
入
り
込
ん
で
、
他
社
に
は
見
え
な
い
価
値
次
元
を
独
自
に

感
知
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
ラ
イ
バ
ル
に
と
っ
て
見
る
の
が
困
難
な
見
え
な
い
次
元
を
見
る
戦
略
で
あ
る
。
Ｉ
Ｂ

Ｍ
、
キ
ー
エ
ン
ス
、
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
非
次
元
的
な
差
別
化
を
達
成
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
を
克
服
し
た
会
社
の
例
で
あ
る
。

　

人
員
削
減
と
顧
客
の
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
選
好
に
向
か
う
二
つ
の
ト
レ
ン
ド
に
も
ま
れ
な
が
ら
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
（
日
本

ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
を
含
む
）
は
急
速
に
Ｗ
Ｔ
Ｐ
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
が
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
そ
の
も

の
を
売
る
と
い
う
よ
り
も
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
い
う
戦
略
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
で
回
復
し
た
の
で
あ

る
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
差
別
化
の
本
質
は
、
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
特
定
の
使
い
方
を
個
々
の
顧
客
に
一
致
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
に

あ
っ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
特
定
の
顧
客
に
対
し
て
、「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
」
式
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
要
素
を
組
み
立
て
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
に
か
か
わ
る
新
し
い
最
適
な
活
用
方
法
を
示
す
時
に
、
付
加
価
値
が
創
造
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
へ
の
シ
フ
ト
は
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
ベ
ー
ス
に
し
た
次
元
的
な

差
別
化
と
決
別
し
て
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ベ
ー
ス
の
非
次
元
的
な
差
別
化
へ
の
重
大
な
戦
略
的
変
更
と
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
顧
客
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
ど
ん
な
種
類
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
べ
き
か
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
か
、
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
に
関
す
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
知
識
や
専
門
技
術
が
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
価
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値
の
核
で
あ
る
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
価
値
に
は
単
な
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
種
類

の
非
常
に
目
に
付
き
や
す
い
次
元
は
ま
っ
た
く
な
い
。「
良
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
の
は
、
業
界
全
体
が
共
有

で
き
る
よ
う
な
測
定
可
能
な
価
値
で
は
な
く
、
顧
客
に
固
有
な
の
で
あ
る
。

　

生
産
ラ
イ
ン
の
労
働
者
や
Ｒ
＆
Ｄ
の
ス
タ
ッ
フ
が
直
感
的
に
買
い
た
い
と
思
う
商
品
を
開
発
し
て
い
る
日
本
で
有

数
の
セ
ン
サ
ー
と
測
定
機
器
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
キ
ー
エ
ン
ス
（K

eyence

）
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
平
均
で
年
率

四
〇
％
強
と
い
う
営
業
収
益
の
伸
び
を
達
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
顧
客
の
生
産
や
Ｒ
＆
Ｄ
の
環
境
に

深
く
入
り
込
ん
で
、
顧
客
の
従
業
員
で
さ
え
気
づ
か
な
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
発
見
す
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
い
る

お
か
げ
だ
。

　

例
え
ば
、
キ
ー
エ
ン
ス
で
も
っ
と
も
儲
か
っ
て
い
る
製
品
の
一
つ
に
、
生
産
ラ
イ
ン
専
用
に
設
計
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー

ド
読
み
取
り
機
の
Ｂ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。
輸
送
、
流
通
、
製
造
と
い
っ
た
環
境
下
に
置
か
れ
て
い
る
商
品
を
管
理
す

る
た
め
に
バ
ー
コ
ー
ド
が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
技
術
的
な
進
歩
を
受
け
て
、
バ
ー
コ
ー
ド
業
界

は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
に
は
か
な
り
成
熟
化
し
て
い
た
。
キ
ー
エ
ン
ス
は
Ｂ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
で
戦
略
を
シ
フ
ト
し
て
、
生

産
ラ
イ
ン
専
用
の
機
器
を
製
造
す
る
こ
と
に
し
た
。
顧
客
が
具
体
的
な
製
品
の
仕
様
書
を
キ
ー
エ
ン
ス
に
提
出
し
た
わ

け
で
は
な
い
。「
工
場
現
場
レ
ベ
ル
で
在
庫
管
理
を
も
う
少
し
効
率
化
し
た
い
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
希
望
を
表
明
し

た
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　

キ
ー
エ
ン
ス
は
工
場
現
場
に
お
け
る
隠
れ
た
ニ
ー
ズ
を
発
見
し
、
生
産
と
Ｒ
＆
Ｄ
の
効
率
性
を
改
善
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
顧
客
価
値
を
創
造
す
る
と
い
う
形
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
し
た
。
キ
ー
エ
ン
ス
に
は
顧
客
が
五
万
社
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あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
中
小
企
業
で
あ
る
。
顧
客
は
価
格
に
関
係
な
く
喜
ん
で
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
を
購
入
し
た

が
、
そ
れ
は
キ
ー
エ
ン
ス
が
中
小
企
業
の
製
造
や
研
究
の
現
場
に
い
る
労
働
者
が
直
感
的
に
買
い
た
く
な
る
よ
う
な
便

利
な
製
品
を
提
供
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
が
キ
ー
エ
ン
ス
が
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
で
、
収
益
性
を
維
持
で

き
て
い
る
理
由
な
の
で
あ
る
（N

ikkei Business 2003c

）。

　

Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
キ
ー
エ
ン
ス
の
話
は
と
も
に
、
商
品
か
ら
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
に
シ
フ
ト
し
た
例
に
つ
い
て
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
こ
の
二
、三
年
間
で
当
然
の
こ
と
に
な
っ
た
概
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
根
本
的
な
変

化
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
次
元
が
見
え
な
く
な
っ
た
点
に
こ
そ
あ
る
。

　

ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
は
世
界
最
大
の
天
気
情
報
会
社
で
あ
り
、
年
商
は
一
二
〇
億
円
に
達
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
を
収

集
し
、
天
気
の
ト
レ
ン
ド
を
分
析
・
予
測
す
る
観
測
所
を
世
界
一
九
カ
所
に
も
っ
て
い
る
。
基
本
的
な
気
象
デ
ー
タ
は

ほ
と
ん
ど
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
。
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
が
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
ゆ
え
ん
は
、
気
象
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
一
種
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
も
い
え
る
リ
ス
ク
伝
達
サ
ー
ビ
ス
に
こ
そ
あ
る
。
同
社
は
単
な
る
天
気
予
報
以

上
の
こ
と
を
し
て
い
る
。
天
候
の
こ
と
を
知
る
と
い
う
強
い
必
要
性
が
あ
る
世
界
中
の
大
勢
の
顧
客
に
対
し
て
、
そ
の

個
別
ニ
ー
ズ
に
適
合
す
る
よ
う
に
設
計
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
情
報
を
処
理
し
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
顧
客

に
は
、
天
候
で
売
上
高
や
在
庫
の
発
注
が
変
化
す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
、
雷
雨
で
供
給
が
変
動
す
る
電
力
会

社
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
は
包
括
的
な
防
災
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
は
政
府
や
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
と

い
っ
た
顧
客
が
、
地
震
、
台
風
、
そ
の
他
の
厳
し
い
天
候
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
た
り
、
対
応
策
を
と
れ
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ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
五
〇
〇
以
上
の
顧
客
が
同
社
の
リ
ス
ク
伝
達
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
ｉ
モ
ー
ド
携
帯
電
話
を
介
し
て
、
有
料
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
す
る

個
人
消
費
者
の
数
も
増
加
し
て
い
る
。

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン　

対　

カ
ス
タ
ム
化

　

一
見
す
る
限
り
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
価
値
を
特
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
以
上
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
に

思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
カ
ス
タ
ム
化
で
あ
る
。
個
々
の
価
値
を
特
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
カ

ス
タ
ム
化
す
る
の
は
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
・
イ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
提
供
者
は
個
別
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
、
カ
ス
タ
ム
化
は
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
に
似
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
は
実
際
に
は
非
常
に
異
な
っ
て
い
る
。

　

カ
ス
タ
ム
化
と
い
う
の
は
、
顧
客
は
ど
ん
な
価
値
が
必
要
か
を
す
で
に
知
っ
て
い
て
、
次
元
的
な
言
葉
で
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
て
い
る
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
は
次
元
的
な
言
葉
で
は
自
身
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
な
い
し
表
現
で
き
な
い
と
い
う
状
況
に
陥
っ
て
い
る
顧
客
に
代
わ
っ
て
そ
れ
ら
を
発
見
す
る
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
い

る
。
こ
の
意
味
で
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
は
見
え
な
い
も
の
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
価
値
を
付
加
し
よ
う
と
す
る
戦

略
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

例
え
ば
、
携
帯
電
話
機
に
用
い
ら
れ
て
い
る
小
型
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
Ｌ
Ｃ
Ｄ
）
の
メ
ー
カ
ー
は
、
携
帯
受
話
器

メ
ー
カ
ー
の
需
要
に
応
じ
て
高
水
準
の
カ
ス
タ
ム
化
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
あ
る
受
話
器
に
は
精
度
の
高
い
カ
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ラ
ー
再
生
機
能
の
付
い
た
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
必
要
な
一
方
で
、
他
の
受
話
器
に
は
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
明
確
な
小
型

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
Ｌ
Ｃ
Ｄ
メ
ー
カ
ー
は
サ
イ
ズ
と
機
能
の
組
み
合
わ
せ
が
さ
ま
ざ

ま
な
、
別
個
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
生
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
種
の
カ
ス
タ
ム
化
で
は
、
顧
客
側
が
自
分
が
必
要

と
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｄ
の
正
確
な
仕
様
書
を
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
す
る
。

　

そ
れ
と
の
比
較
で
考
え
る
と
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
は
顧
客
ニ
ー
ズ
が
明
確
な
価
値
次
元
に
あ
ら
か
じ
め
分
解
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
こ
そ
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
価
値
が
あ
る
ゆ
え
ん
だ
。
カ
ス
タ
ム
化

で
は
、
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
価
値
次
元
に
基
づ
い
て
コ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う

面
で
競
争
す
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
非
次
元
的
な
差
別
化
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
カ
ス
タ
ム
化
と
い
う
の
は
明

確
な
顧
客
ニ
ー
ズ
を
受
動
的
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
不
明
確

な
ニ
ー
ズ
を
能
動
的
に
特
定
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
：
見
え
な
い
次
元
を
示
す

　

非
次
元
的
な
差
別
化
戦
略
は
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
も
う
一
つ
の
形
を
取
り
得
る
。「
コ
ン
セ
プ

ト
」
は
こ
こ
で
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
顧
客
の
価
値
を
圧
縮
し
て
代
表
す
る
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
顧
客
に
と
っ
て
何
を
意
味
す
る
の
か
、
何
の
た
め
に
使
う
の
か
、
な
ぜ
重
要
な
の
か
、
と
い
う
こ

と
を
表
し
て
い
る
（
商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、K

usonoki 2004

を
参
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照
）。

　

次
元
的
な
差
別
化
と
い
う
の
は
、
機
能
や
質
と
い
っ
た
特
定
の
尺
度
で
見
て
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化
を
追
求

す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
複
数
の
隠
れ
た
価
値
を
包
摂
す
る
一
方
、
そ
れ
を
一
対

一
で
既
存
の
価
値
次
元
と
マ
ッ
チ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
あ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
、
ど
の
よ
う

に
、
な
ぜ
、
だ
れ
に
、
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
か
に
関
す
る
ま
っ
た
く
新
し
い
姿
を
描
く
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
九
年
に
発
売
さ
れ
た
ソ
ニ
ー
の
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
は
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
創
造
の
古
典
的
な
例
で
あ
る
。

ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
が
出
て
く
る
前
、
カ
セ
ッ
ト
・
レ
コ
ー
ダ
ー
は
音
楽
再
生
機
器
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、
消
費
者
の

関
心
は
良
い
音
質
に
よ
る
再
生
に
集
中
し
て
い
た
。
音
質
と
い
う
点
で
は
、
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
は
競
合
す
る
カ
セ
ッ
ト
・

テ
ー
プ
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
比
べ
て
実
際
に
は
劣
っ
て
い
た
し
、
そ
も
そ
も
録
音
機
能
が
欠
如
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
こ
と
は
問
題
で
は
な
く
な
っ
た
。
他
の
カ
セ
ッ
ト
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
比
べ
て
劇
的
に
小
型
か
つ
軽
量
で
あ
る

ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
の
価
値
の
真
髄
は
「
ど
こ
で
も
音
楽
を
楽
し
む
自
由
」
と
い
う
新
た
に
創
造
さ
れ
た
概
念
に
あ
っ
た
。

こ
れ
は
非
次
元
的
な
差
別
化
の
本
質
が
、
ど
の
よ
う
に
「
既
存
の
価
値
次
元
を
破
壊
し
、
通
常
の
尺
度
に
よ
る
ラ
ン
キ

ン
グ
を
無
意
味
に
す
る
」
の
か
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

家
庭
用
ゲ
ー
ム
業
界
は
価
値
次
元
の
可
視
性
が
比
較
的
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
ソ

ニ
ー
の
戦
略
は
主
と
し
て
次
元
的
な
差
別
化
に
よ
っ
て
競
争
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
ソ
ニ
ー

は
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２
（
Ｐ
Ｓ
２
）
で
市
場
シ
ェ
ア
を
劇
的
に
拡
大
し
た
が
、
画
像
の
質
、
複
雑
な
動
き
、
ビ
デ

オ
の
ス
ム
ー
ス
さ
の
点
で
競
合
機
種
を
圧
倒
し
た
の
で
あ
る
。
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Ｐ
Ｓ
２
は
ポ
リ
ゴ
ン
数
や
音
質
と
い
っ
た
理
解
し
や
す
い
価
値
次
元
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ソ
ニ
ー
は
ソ
ニ
ー
、
東
芝
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
共
同
開
発
し
た
新
し
い
セ
ル
・
チ
ッ
プ
を
使
っ
た
次
世
代
ゲ
ー
ム
機
で
も
こ
の

方
針
を
続
け
て
い
る
。
ソ
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、
九
つ
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
搭
載
し
た
こ
の
チ
ッ
プ
は
、
Ｐ
Ｓ
２
の
チ
ッ
プ

に
比
べ
る
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
は
約
六
〇
倍
速
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
次
元
的
な
価
値
を
追
求
す
る
た
め
に
は
、
ゲ
ー
ム
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
製
品
に
さ

ら
に
高
度
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
搭
載
す
べ
く
、
時
間
と
お
金
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

規
模
と
複
雑
さ
が
劇
的
に
増
大
し
て
き
て
い
る
た
め
、
必
要
な
開
発
資
金
が
確
保
で
き
る
の
は
ほ
ん
の
一
握
り
の
大
手

メ
ー
カ
ー
に
限
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

顧
客
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
高
度
化
と
い
う
こ
と
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
プ
レ
イ
方
法
を
学
ぶ
の
に
相
当
な
努
力
と

練
習
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
が
大
勢
が
離
れ
て
行
っ
た
理
由
で
あ
る
。
日
本
の
家
庭
用
ゲ
ー
ム
市

場
は
一
九
九
七
年
に
ピ
ー
ク
を
打
っ
て
い
る
。
特
に
ゲ
ー
ム
機
で
遊
ぶ
小
学
生
の
割
合
は
逓
減
を
続
け
て
い
る
。
消
費

者
の
関
心
は
複
雑
で
高
価
格
の
ゲ
ー
ム
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
か
ら
離
れ
て
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
現
代
版
ベ
イ
ゴ
マ
、
そ
の

他
の
手
軽
に
楽
し
め
る
玩
具
に
向
か
っ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
四
年
二
月
二
九
日
付
け
朝
日
新
聞
）。

　

こ
の
よ
う
に
成
熟
し
つ
つ
あ
る
市
場
の
な
か
で
、
任
天
堂
は
ソ
ニ
ー
と
は
正
反
対
で
、
伝
統
的
な
「
呼
び
物
」
中
心

の
次
元
的
な
競
争
を
止
め
て
非
次
元
的
な
差
別
化
戦
略
を
採
用
し
た
。「
顧
客
は
今
の
ゲ
ー
ム
機
の
機
能
に
十
分
満
足

し
て
い
る
」
と
の
判
断
の
下
に
、
任
天
堂
は
二
〇
〇
四
年
に
ゲ
ー
ム
キ
ュ
ー
ブ
の
後
継
機
は
発
売
し
な
い
こ
と
に
決
定

し
た
の
で
あ
る
。
非
次
元
的
な
玩
具
で
お
も
し
ろ
さ
を
創
造
す
る
と
い
う
原
点
に
戻
る
戦
略
で
あ
る
。
マ
リ
オ
や
ポ
ケ
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モ
ン
の
よ
う
に
、
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
、
簡
単
に
遊
べ
る
が
、
そ
れ
で
い
て
夢
中
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
大
笑
い
す
る

よ
う
な
大
衆
受
け
す
る
ゲ
ー
ム
に
焦
点
を
当
て
た
の
で
あ
る
（
二
〇
〇
四
年
二
月
一
〇
日
付
け
日
本
経
済
新
聞
）。

　

任
天
堂
は
高
性
能
半
導
体
や
他
の
鍵
と
な
る
ゲ
ー
ム
機
の
部
品
を
社
内
で
開
発
や
生
産
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
ソ
ニ
ー
の
よ
う
に
技
術
的
な
専
門
性
で
ゲ
ー
ム
機
の
競
争
を
展
開
す
る
能
力
に
は
も
と
も
と
制
約
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
極
端
な
機
能
性
主
導
で
ゲ
ー
ム
機
の
競
争
が
始
ま
る
以
前
で
さ
え
、
任
天
堂
に
は
子
供
を
中
心
と
し
た
幅
広
く

深
い
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
ポ
ケ
モ
ン
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
競
争
上
の

優
位
性
を
追
求
す
る
と
い
う
伝
統
が
あ
っ
た
。

　

世
界
的
に
爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
ポ
ケ
モ
ン
は
、
一
九
八
六
年
に
、
当
時
で
さ
え
陳
腐
化
し
て
い
た
八
ビ
ッ
ト

の
マ
シ
ン
で
動
作
す
る
も
の
と
し
て
誕
生
し
て
い
る
。
そ
の
成
功
の
鍵
と
な
っ
た
要
因
の
一
つ
に
、
任
天
堂
は
機
能
を

限
定
し
た
低
価
格
の
ゲ
ー
ム
機
を
意
図
的
に
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ゲ
ー
ム
の
非
次
元
的
な
「
お
も
し
ろ
さ
」
を

前
面
か
つ
中
心
に
置
い
た
こ
と
が
あ
る
。
任
天
堂
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
一
五
一
種
類
の
ポ
ケ
モ
ン
・
カ
ー
ド
を
集
め
た

り
、
友
達
と
交
換
し
て
楽
し
め
る
よ
う
な
電
子
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
活
用
し
た
が
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
は
画
像
処
理
や
音

響
効
果
の
技
術
に
頼
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ゲ
ー
ム
市
場
が
成
熟
化
す
る
な
か
で
、
次
元
的
な
差
別
化
と
い
う
ソ

ニ
ー
の
戦
略
的
意
図
と
、
既
存
の
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
を
破
棄
し
て
、
見
え
な
い
次
元
で
差
別
化
を
図
る
と
い
う
任
天
堂

の
選
択
は
、
対
照
的
な
戦
略
を
示
す
好
例
と
い
え
よ
う
。

機
能
と
価
値
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次
元
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
の
要
点
は
、
機
能
と
価
値
の
関
係
で
考
え

た
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
機
能
と
い
う
の
は
会
社
側
が
次
元
的
な
面
で
あ
ら
か
じ
め
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
価
値
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
商
品
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
す
る
価
値
の
一
部
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
価
値
の

次
元
的
な
可
視
性
が
高
い
場
合
に
は
、
特
定
の
価
値
を
改
善
す
れ
ば
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
直
接
的
に
価
値
の
上
昇

に
つ
な
が
る
。
Ｐ
Ｃ
を
考
え
て
み
よ
う
。
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
メ
モ
リ
ー
の
容
量
が
大
き
く
、
保
存
容
量
が
大
き
け
れ

ば
、
無
条
件
で
価
値
が
高
く
な
る
。
要
す
る
に
、
次
元
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
下
で
は
、
機
能
と
価
値
の
関
係
は
明

確
で
簡
単
に
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
下
で
は
機
能
と
価
値
の
間
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
両
者
の

関
係
は
あ
い
ま
い
に
な
る
。
こ
れ
は
日
本
型
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
と
い
え
る
パ
チ
ン
コ
台
と
い
う
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
例
で
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
パ
チ
ン
コ
台
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
サ
ミ
ー
は
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
商
品
を
開
発
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
貫
し
て
高
収
益
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
価
値
は
余
暇
時
間
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
享
受
す
る
娯
楽
に
あ

る
。
し
か
し
、
パ
チ
ン
コ
台
の
機
能
性
は
さ
ま
ざ
ま
な
次
元
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、
機
能
の
特
定
の
組

み
合
わ
せ
が
も
た
ら
す
楽
し
さ
と
の
因
果
関
係
は
非
常
に
不
明
瞭
で
あ
る
。
機
能
は
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
生
み
出
さ
れ
る
価
値
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
部
分
を
説
明
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
例
を
考
え
て
み
よ
う
。
日
本
で
「
ホ
ー
ム
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
創
造
し
た

セ
コ
ム
は
、
八
〇
％
強
の
市
場
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。
ホ
ー
ム
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
価
値
は
安
全
と
安
心
に
あ
る
。

セ
コ
ム
は
、
き
わ
め
て
効
率
的
で
エ
ラ
ー
の
少
な
い
緊
急
事
態
探
知
セ
ン
サ
ー
と
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
に
関
し
て
そ
の
他
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の
特
徴
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
元
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
提
供

す
る
機
能
の
お
か
げ
で
競
合
他
社
を
圧
倒
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
心
の
平
和
と
い
う
の
は
機
能
に
よ
っ
て
削
減
し

た
り
、
説
明
で
き
る
価
値
で
は
ま
っ
た
く
な
い
の
で
あ
る
。

　

特
定
の
差
別
化
さ
れ
た
機
能
の
価
値
な
ら
、
顧
客
に
示
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
非
次
元
的
に
差
別
化
さ

れ
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
価
値
で
あ
れ
ば
、
顧
客
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、

次
元
の
価
値
が
ま
さ
に
目
に
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
鍵
は
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
見
え
な
い
価
値
を
顧
客
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
顧
客
に
見
え
な
い
次
元
を
見
せ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
牽
引
す
る
非
次
元
的
な
差
別
化
は
、
持
続
性
と
い
う
点
で
次
元
的
な

差
別
化
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。
会
社
が
ひ
と
た
び
あ
る
新
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
確
立
す
る
の
に
成
功
す

る
と
、
通
常
は
次
元
的
な
優
位
性
を
打
ち
負
か
す
強
力
な
忠
誠
心
や
ブ
ラ
ン
ド
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

非
次
元
的
な
差
別
化
の
長
所
の
一
つ
は
、
顧
客
に
よ
る
比
較
が
む
ず
か
し
く
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
次
元
的

な
差
別
化
に
基
づ
く
ブ
ラ
ン
ド
は
、
ラ
イ
バ
ル
が
次
元
的
な
競
争
力
の
尺
度
で
追
い
越
す
こ
と
に
成
功
す
る
と
、
比
較

的
簡
単
に
傷
付
い
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
会
社
が
ひ
と
た
び
コ
ン
セ
プ
ト
の
レ
ベ
ル
で
新
し
い
顧
客
価
値
の
創
造
に
成

功
す
る
と
、
顧
客
に
と
っ
て
競
合
商
品
と
の
比
較
が
困
難
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
期
的
に
差
別
性
を
維
持
す
る
こ

と
が
容
易
に
な
る
。
例
え
ば
、
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
と
い
う
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
機
能
や
質
は
、
実
際
に
も
多
く
の
会
社
が

行
っ
た
よ
う
に
、
模
倣
や
改
善
さ
え
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
創
造
す
る
商
品
と
い
う
の
は
何
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が
良
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
す
で
に
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ソ
ニ
ー
は
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
を
長
期

に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
お
り
、
顧
客
も
引
き
続
き
競
合
品
と
は
違
う
と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

知
識
管
理
へ
の
示
唆

　

非
次
元
的
な
差
別
化
戦
略
と
そ
の
脱
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
の
力
は
、
知
識
の
創
造
と
管
理
に
か
か
わ
る
規
律
に
と
っ
て

重
要
な
示
唆
が
あ
る
。
非
次
元
的
な
差
別
化
に
と
っ
て
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
依
存
型
の
暗
黙
知
が
重
要
で
あ
る
。
非
次
元

的
な
差
別
化
は
顧
客
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
か
ら
価
値
を
享
受
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
次
元
的
な

差
別
化
の
下
で
は
、
顧
客
と
商
品
の
相
互
作
用
は
比
較
的
小
さ
な
問
題
で
あ
る
。

　

価
値
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
は
独
立
的
に
定
義
し
た
り
感
じ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
非
次
元
的
な
差
別

化
の
下
で
は
、
商
品
と
顧
客
の
相
互
作
用
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ン

セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
両
方
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
新
し
い
価
値
を
追
加
し
て
、
そ
れ
を
顧
客
に
認
め
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
鍵
は
商
品
と
顧
客
の
相
互
作
用
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
暗
黙
知
を
創

造
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
（
共
同
化
、
表
出
化
、
結
合
化
、
内
面
化
）
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
知
識
は
四
つ
の
反
復
的
プ
ロ
セ
ス
を
通

じ
て
創
造
さ
れ
る
。
表
出
化
は
暗
黙
知
の
成
文
化
を
意
味
す
る
。
結
合
化
は
成
文
化
し
た
部
分
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
の
秩
序
に

組
み
込
む
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
内
面
化
は
成
文
化
し
た
知
識
を
暗
黙
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
共
同
化
は
他
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人
の
知
識
を
自
分
の
も
の
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
暗
黙
知
の
深
化
に
と
っ
て
は
内
面
化
と
共
同
化
が
特

に
重
要
で
あ
り
、
知
識
の
相
互
作
用
が
生
じ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
場
所
な
い
し
場
）
が
鍵
を
握
る
問
題
に
な
る
。

ノ
ウ
ハ
ウ　

対　

ノ
ウ
ホ
ワ
ッ
ト

　

通
常
の
目
に
見
え
る
次
元
で
の
競
争
や
差
別
化
で
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
（know

-how

）
が
優
位
性
の
源
泉
を
供
給
す
る

暗
黙
知
の
核
に
き
て
い
る
。
ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
う
の
は
、
複
数
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
全
体
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
問
題
な

く
機
能
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
相
互
依
存
関
係
に
か
か
わ
る
専
門
知
識
を
意
味
す
る
。
こ
の
種
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
創

造
し
蓄
積
す
る
た
め
に
は
、
企
業
は
組
織
内
で
内
面
化
と
共
同
化
を
奨
励
す
べ
く
、
相
互
作
用
を
促
進
す
る
社
内
的
な

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
半
導
体
の
イ
ン
テ
ル
や
自
動
車
の
ト
ヨ
タ
は
、
模
倣
が
困
難
で
あ
る

豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
差
別
化
し
た
製
品
を
製
作
し
た
会
社
の
典
型
例
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
非
次
元
的
な
差
別
化
戦
略
で
核
に
な
る
暗
黙
知
は
ノ
ウ
ホ
ワ
ッ
ト
（know

-w
hat

）
で
あ
る
。
ノ

ウ
ホ
ワ
ッ
ト
は
価
値
を
顧
客
の
視
点
か
ら
見
る
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な
利
益
を
顧
客
は
求
め
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

と
、
商
品
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
か
に
関
す
る
知
識
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
非
次
元
的
な
差
別
化
の
成
否
は
、

そ
れ
が
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
の
か
、
あ
る
い
は
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
の
か
と
は
関
係
な

く
、
会
社
が
も
っ
て
い
る
ノ
ウ
ホ
ワ
ッ
ト
の
深
さ
と
広
さ
に
依
存
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
両
戦
略
の
決
定
的
な
相
違
は
、
内
部
組
織
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
暗
黙
知
を
創
造
す
る
の
か
、
そ
れ
と

も
顧
客
を
取
り
巻
く
外
部
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
暗
黙
知
を
創
造
す
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
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マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン　

対　

プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ア
ウ
ト

　

次
元
的
な
差
別
化
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
は
、
会
社
に
と
っ
て
は
顧
客
と
話
せ
る
経
路
を
単
に
確
保
し
て
お
く
だ
け

で
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
顧
客
が
求
め
て
い
る
も
の
と
必
要
と
し
て
い
る
価
値
の
次
元
や
価
値
の
水
準
を

理
解
し
た
上
で
、
そ
れ
に
応
じ
て
差
別
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
る
。

　

非
次
元
的
な
差
別
化
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
顧
客
が
欲
し
て
い
る
も
の
に
耳
を
傾
け
る
の
は
定
義
か
ら
し
て
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
価
値
次
元
の
可
視
性
が
そ
も
そ
も
低
い
か
ら
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
顧
客
と
い
う
も
の
は
、
通

常
は
非
次
元
的
な
価
値
に
関
し
て
は
事
前
に
明
確
な
理
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
顧
客
自
身
が
何
が
必
要
な
の
か
わ

か
っ
て
い
な
い
時
に
尋
ね
て
み
て
も
、
非
生
産
的
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

　

一
九
九
〇
年
代
前
半
以
降
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
非
次
元
的
な
価
値
を
創
造
す
る
た
め
の
試
み
と
し

て
、
商
品
か
ら
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
い
う
戦
略
的
な
シ
フ
ト
が
起
こ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
顧
客
が
す
で
に
次
元
的

な
価
値
に
気
が
付
い
て
い
る
場
合
、
複
数
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
者
へ
見
積
も
り
を
要
求
し
て
、
最
低
の
コ
ス
ト
で

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
提
供
者
を
選
択
す
る
と
い
う
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
専
門
用
語
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
を
完
遂
す
る
も
の
で
あ
る
。
非
次
元
的
な
価
値
は
顧
客
が
前

も
っ
て
明
確
に
認
識
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
非
次
元
的
な
の
で
あ
る
。「
尋
ね
る
」
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
実
際
に
は
非

次
元
的
な
差
別
化
を
阻
害
し
か
ね
な
い
。
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同
じ
こ
と
が
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
顧
客
が
ニ
ー
ズ
を
口
に
す
る
時
に
は
、
そ
の

時
点
ま
で
も
っ
て
い
た
商
品
に
対
す
る
不
満
や
期
待
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
の
コ
メ
ン
ト
は
、
一
般
的

に
特
定
の
価
値
次
元
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
大
規
模
な
顧
客
調
査
が
重
要
と
思
わ
れ
る
複
数
の
価
値
次

元
の
リ
ス
ト
を
示
し
て
相
手
に
ラ
ン
ク
付
け
を
要
請
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
新
し
い
商
品
コ
ン
セ

プ
ト
を
創
造
す
る
隠
れ
た
機
会
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
顧
客
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
そ
の
よ
う
な
努
力
は
、
皮
肉
な
こ

と
に
、
必
ず
や
次
元
的
な
差
別
化
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

知
識
創
造
に
対
す
る
挑
戦

　

非
次
元
的
な
戦
略
は
組
織
の
知
識
創
造
に
と
っ
て
挑
戦
的
な
新
し
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
内
面
化
と
共
同
化
を

奨
励
す
る
内
部
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
創
造
す
る
こ
と
に
比
べ
る
と
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
外
部
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
創
造
す
る

こ
と
は
ず
っ
と
む
ず
か
し
い
。
会
社
が
直
接
的
な
影
響
力
を
行
使
で
き
な
い
顧
客
を
取
り
巻
く
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
な
れ

ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
非
次
元
的
な
戦
略
を
実
施
し
よ
う
と
思
う
企
業
は
、
知
識
を
よ
り
意
識
的
か
つ
能
動

的
に
内
面
化
し
た
り
共
同
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
顧
客
（
相
互
作
用
の
た
め
に
外
部
コ
ン
テ
ク
ス
ト
）
と
の

架
け
橋
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
普
通
の
販
売
活
動
、
ア
フ
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
、
市
場
調
査
な
ど
で
は
不
十
分
で

あ
る
。
見
え
な
い
次
元
を
示
す
た
め
に
は
、
顧
客
と
の
も
っ
と
深
い
相
互
作
用
が
直
接
的
な
も
の
と
間
接
的
な
も
の
の

両
方
を
含
め
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

キ
ー
エ
ン
ス
は
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
、
顧
客
と
の
相
互
作
用
を
確
保
す
る
た
め
の
素
晴
ら
し
い
コ
ン
テ
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ク
ス
ト
作
り
に
成
功
し
た
例
を
提
供
し
て
い
る
。
競
合
他
社
と
比
べ
る
と
、
同
社
は
直
接
販
売
を
行
な
っ
て
お
り
、
従

業
員
一
三
〇
〇
人
の
半
数
以
上
が
セ
ー
ル
ス
マ
ン
で
あ
る
。
顧
客
は
自
分
の
ニ
ー
ズ
を
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
説
明
す
る

が
、
も
っ
と
も
曖
昧
な
形
で
し
か
な
い
。
顧
客
は
工
場
現
場
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
キ
ー
エ
ン
ス
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
能
動
的
に
生
産
現
場
に
向
か
う
。
セ
ー
ル
ス
マ

ン
と
し
て
は
顧
客
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
関
し
て
洞
察
を
得
る
ま
で
、
観
察
に
長
時
間
を
費
や
す
の
は
ご
く
普
通
の
こ

と
で
あ
る
。
商
品
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
用
キ
ッ
ト
、
提
案
な
ど
を
持
参
す
る
。
顧
客
と
の
相
互
作
用
に
と
っ
て

強
力
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
作
り
出
す
た
め
に
、
商
品
を
無
料
で
数
週
間
貸
与
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
キ
ー
エ
ン

ス
が
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
非
次
元
的
な
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
は
、
見
え
な

い
次
元
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
同
社
の
能
力
な
の
で
あ
る
。

　

キ
ー
エ
ン
ス
は
必
ず
し
も
カ
ス
タ
ム
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
仮
に
同
社
が
商
品
を
完
全
に
カ
ス
タ
ム
化
す
れ

ば
、
コ
ス
ト
は
Ｗ
Ｔ
Ｐ
の
増
加
を
凌
駕
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
で
個
別
顧
客
に
焦
点
を
当
て
る

の
は
、
そ
の
よ
う
な
カ
ス
タ
ム
化
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
も
し
会
社
が
見
え
な
い
次
元
を
見
る
能
力
を
構
築
で
き
れ

ば
、
そ
の
能
力
を
、
膨
大
な
カ
ス
タ
ム
化
の
コ
ス
ト
な
し
に
、
多
数
の
顧
客
と
の
多
数
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
向
け

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

多
数
の
ヒ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
を
担
当
し
た
任
天
堂
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
顧
客
の
声
を
聞
か

な
か
っ
た
し
、
自
分
た
ち
自
身
が
ゲ
ー
ム
の
プ
レ
イ
で
長
時
間
過
ご
す
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
、
彼
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
し
て
い
る
人
々
を
肩
越
し
に
の
ぞ
き
込
ん
で
、
ユ
ー
ザ
ー
が
本
当
に
求
め
て
い
る
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も
の
を
発
見
す
る
た
め
に
詳
細
に
観
察
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
肩
越
し
か
ら
の
視
点
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
何
を
お
も
し

ろ
い
、
驚
き
だ
、
や
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
気
分
に
な
る
、
あ
る
い
は
つ
ま
ら
な
く
て
が
っ
か
り
だ
と
思
っ
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
感
情
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
動
か
し
て
い
る
の
か
を
観
察
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
者
に
よ
れ
ば
、
開
発
者
と
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
両
方
の
視
点
の
間
を
頻
繁
に
行
っ
た
り
来
た
り
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
例
え
ば
、
任
天
堂
の
チ
ー
ム
は
ス
ー
パ
ー
・
マ
リ
オ
64
を
開
発
中
に
、
お
も
し
ろ
さ
と

快
適
な
三
次
元
の
プ
レ
イ
に
と
っ
て
は
カ
メ
ラ
の
動
き
が
鍵
に
な
る
と
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
三
次
元

の
ゲ
ー
ム
で
は
、
カ
メ
ラ
は
ヒ
ー
ロ
ー
を
追
跡
し
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ヒ
ー
ロ
ー
は
結
局
は
何
か
の

背
後
に
隠
れ
て
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。

見
え
な
い
次
元
を
見
せ
る

　

企
業
が
思
い
つ
い
た
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
価
値
を
顧
客
に
理
解
し
て
も
ら
う
（
見
え
な
い
次
元
を
見
せ
る
）
プ
ロ

セ
ス
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
も
っ
と
も
困
難
な
課
題

で
も
あ
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
が
根
本
的
に
新
奇
で
あ
っ
て
も
、
ひ
と
た
び
会
社
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
一
回
限
り

の
取
引
を
完
了
し
て
し
ま
え
ば
、
も
は
や
コ
ン
セ
プ
ト
の
価
値
を
ユ
ー
ザ
ー
に
正
確
に
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
。
会
社
と
し
て
は
ユ
ー
ザ
ー
と
の
継
続
的
な
相
互
作
用
が
必
要
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
通
常
の
ア
フ
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
や
販
売
後
の
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
た
形
の
継
続
的
な
顧
客
関
係
で
は
不
十
分
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で
あ
る
。
そ
れ
は
逆
に
、
機
能
性
、
性
能
、
品
質
な
ど
と
い
っ
た
次
元
的
な
価
値
を
保
証
す
る
活
動
で
あ
っ
て
、
必
ず

し
も
非
次
元
的
な
価
値
の
理
解
を
促
進
な
い
し
補
強
す
る
も
の
で
は
な
い
。
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
見
え

な
い
次
元
を
見
せ
る
た
め
に
は
、
会
社
と
し
て
は
内
面
化
や
共
同
化
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
意
図
的
に
構
築
し
提
供
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

顧
客
と
の
自
然
発
生
的
な
相
互
作
用
は
、
新
し
い
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
に
体
現
さ
れ
て
い
る
非
次
元
的
な
価
値
を
伝
え

る
の
に
も
っ
と
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
顧
客
と
の
相
互
作
用
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
商
品
そ
の
も
の
に
組

み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

任
天
堂
は
異
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
比
率
を
呼
び
物
と
し
た
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
、
ポ
ケ
モ
ン
を
同
時
発
売
し
て

い
る
。
例
え
ば
、「
赤
」
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
は
ア
ー
ボ
ッ
ク
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
頻
繁
に
登
場
す
る
一
方
で
、
ペ
ル

シ
ア
ン
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
。「
緑
」
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
こ
の
比
率
が
逆
転
し
て
い
る

（Shigero 2003

）。
こ
の
目
的
は
ポ
ケ
モ
ン
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
（
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
カ
ー
ド
を
収
集
し
た
り
、
友
だ
ち

と
「
対
戦
を
し
た
り
」、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
交
換
で
き
る
）
の
非
次
元
的
な
価
値
を
高
め
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
作

り
出
す
こ
と
に
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
潜
在
的
な
ユ
ー
ザ
ー
が
友
だ
ち
が
ど
っ
ち
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
も
っ
て
い

る
か
を
見
て
、
赤
の
ポ
ケ
モ
ン
（「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
赤
」）
を
買
お
う
か
緑
の
ポ
ケ
モ
ン
（「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス

タ
ー
緑
」）
を
買
お
う
か
と
苦
悩
し
て
い
る
時
に
は
、
ポ
ケ
モ
ン
の
ゲ
ー
ム
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で

あ
る
。

　

任
天
堂
は
二
〇
〇
四
年
に
携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
で
あ
る
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
・
ア
ド
バ
ン
ス
（
Ｇ
Ｂ
Ａ
）
用
に
新
し
い
ポ
ケ



412

モ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し
た
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
無
線
ア
ダ
プ
タ
ー
が
バ
ン
ド
ル
（
セ
ッ
ト
販
売
）
さ
れ
て
い
る
の

で
、
Ｇ
Ｂ
Ａ
所
有
者
た
ち
は
通
信
料
の
負
担
な
し
に
お
互
い
に
デ
ー
タ
を
送
信
で
き
る
。
そ
れ
ま
で
Ｇ
Ｂ
Ａ
所
有
者
は

カ
ー
ド
を
交
換
し
た
り
友
人
と
対
決
を
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
他
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
に
ケ
ー

ブ
ル
で
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
は
「
ユ
ニ
オ
ン
・
ル
ー
ム
」
と
い
う
機
能
も
あ
る
。
こ

れ
は
無
線
ア
ダ
プ
タ
ー
搭
載
型
Ｇ
Ｂ
Ａ
の
ユ
ー
ザ
ー
が
組
立
可
能
な
仮
想
空
間
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
ユ
ニ
オ

ン
・
ル
ー
ム
に
入
っ
た
途
端
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
無
線
ア
ダ
プ
タ
ー
が
同
じ
地
域
に
い
る
比
較
的
同
じ
装
備
の
プ
レ
イ

ヤ
ー
を
自
動
的
に
探
し
出
し
て
く
れ
る
の
で
、
も
し
見
つ
か
れ
ば
送
信
が
始
ま
る
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
自
然
発
生
的
な
ユ
ー
ザ
ー
相
互
交
流
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
に
内
在
し
て
い
る
非
次
元
的
な
価
値
に
か
か
わ
る
顧
客
の
理
解
を
高
め
る
と
い
う
任
天
堂

の
や
り
方
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

結
論

　

本
章
で
は
、
競
争
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
価
値
次
元
の
可
視
性
と
い
う
視
点
か
ら
差
別
化
を
検
討
す
る
、
と
い
う
コ

ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
を
見
て
き
た
。
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
展
し
て
い
る
な
か
で
、
企
業

と
し
て
は
顧
客
Ｗ
Ｔ
Ｐ
を
取
り
戻
す
戦
略
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
非
次
元
的
な
差
別
化
戦
略
は
、
明
確
な
競

争
力
の
次
元
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
通
常
の
理
論
で
は
し
ば
し
ば
看
過
さ
れ
て
い
る
問
題
に
光
を
当
て
て
い
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る
。
非
次
元
的
な
差
別
化
に
よ
っ
て
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
を
免
れ
る
た
め
に
は
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
下
で

競
争
や
差
別
化
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
定
義
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
本
章
の
鍵
と
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

非
次
元
的
な
差
別
化
や
価
値
次
元
の
可
視
性
は
ま
っ
た
く
新
し
い
概
念
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
業
界
に
身
を
置
い
て
い
る
会
社
は
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
熟
知
し

て
い
る
。
戦
略
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
学
者
も
、
バ
リ
ュ
ー
・
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
、
マ
ス
・
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
経
験
経
済
、
感
情
的
利
益
、
ブ
ラ
ン
ド
、
顧
客
関
係
管
理
、

デ
ザ
イ
ン
管
理
な
ど
と
い
っ
た
用
語
を
用
い
て
、
細
切
れ
に
で
は
あ
る
が
、
関
連
し
た
問
題
を
議
論
し
て
き
て
い
る
。

　

価
値
次
元
の
可
視
性
と
い
う
見
方
の
鍵
と
な
る
利
点
の
一
つ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
や
機
能
的
な
部
門
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
多
く
の
議
論
や
経
験
に
共
通
言
語
を
提
供
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
な

概
念
は
そ
う
す
る
こ
と
で
、
バ
ラ
バ
ラ
の
議
論
を
結
び
付
け
る
の
に
論
理
的
な
基
盤
を
提
供
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
非
次
元
的
な
差
別
化
戦
略
に
つ
い
て
漠
然
と
し
た
意
識
し
か
も
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
採
用
し

た
企
業
で
さ
え
表
面
的
に
し
か
実
施
し
て
お
ら
ず
、
商
品
感
応
度
を
変
え
た
り
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
ス
を
採
用

し
た
り
、
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
に
シ
フ
ト
し
た
り
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
新
世
紀
を
迎
え
て
、

日
本
の
隠
れ
た
非
次
元
的
な
競
争
力
が
大
き
な
関
心
を
集
め
て
い
る
。「
ク
ー
ル
な
日
本
」
と
い
う
表
現
が
示
唆
す
る

よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
能
力
は
海
外
で
は
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
特
に
家
庭
用
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
で
は
、
ウ
ォ
ー

ク
マ
ン
が
発
売
さ
れ
て
以
来
ず
っ
と
、
日
本
企
業
の
競
争
力
形
成
に
は
、
こ
こ
で
検
討
し
た
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
・
イ
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ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、「
お
も
し
ろ
い
商
品
」
を
喜

ん
で
楽
し
も
う
と
い
う
何
千
万
人
も
の
顧
客
を
擁
す
る
日
本
市
場
に
近
い
と
い
う
だ
け
で
も
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
は

き
わ
め
て
貴
重
な
資
産
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

非
次
元
的
な
差
別
化
の
議
論
に
は
、
途
上
国
の
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
示
唆
が
含
ま
れ
て
い
る
。
次
元
的
な
競
争
と

い
う
通
常
の
前
提
の
下
で
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｐ
の
増
加
と
い
う
面
で
先
進
国
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
に
は
骨
が
折
れ
る
ほ
ど

長
い
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
目
に
見
え
る
次
元
で
差
別
化
を
図
る
た
め
に
は
、
通
常
は
企
業
の
内
部

コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
膨
大
な
技
術
力
を
蓄
積
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
非
次
元
的
な
差
別
化
は
顧
客
が
利
用
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
外
部
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
よ
り
依
存
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
次
元
的
な
差
別
化
は
顧
客
側
の
外
部
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
相
対
的
に
独
立
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
途
上
国
の
企
業
は
自
国
で
入
手
可
能
な
コ
ス
ト
の
低
い
人
的
お
よ
び
そ
の
他
の
資
源
を
活
用
し
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｐ

の
増
大
よ
り
も
コ
ス
ト
削
減
に
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

非
次
元
的
な
競
争
の
性
格
を
考
え
る
と
、
途
上
国
の
企
業
は
固
有
の
国
内
市
場
に
お
い
て
は
、
顧
客
の
見
え
な
い
価

値
次
元
を
見
た
り
、
見
せ
た
り
す
る
の
に
有
利
な
立
場
に
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ソ
ニ
ー
を
筆
頭
に
日
本
の

企
業
が
日
本
の
特
有
な
顧
客
を
相
手
に
行
っ
た
の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
よ
う
に
、
途
上
国
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
企
業
も

自
国
市
場
の
顧
客
と
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
、
固
有
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
創
造
す
る
好
機
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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第
十
五
章　

シ
マ
ノ
に
お
け
る
組
織
間
知
識
の
創
造

竹
内　

弘
高

　

知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
は
組
織
の
内
部
だ
け
で
な
く
、
組
織
の
境
界
を
ま
た
い
で
も
同
じ
よ
う
に
う
ま
く
当
て
は
ま

る
し
、
組
織
を
ま
た
い
だ
「
知
識
生
態
系
」
も
存
在
す
る
。
知
識
創
造
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
分
析
で
は
、
主
に
組

織
の
な
か
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
た
。
な
か
で
もN

onaka and T
akeuchi (1995)

のT
he 

K
now

ledge-Creating Com
pany
で
は
組
織
間
知
識
の
創
造
に
関
す
る
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
企
業

の
境
界
の
外
に
ど
の
よ
う
に
し
て
知
識
創
造
の
条
件
を
整
備
す
る
の
か
と
い
う
課
題
は
将
来
の
研
究
に
委
ね
ら
れ
て
い

た
（A

hm
adjian 2004, p. 229

）。
本
章
は
そ
の
課
題
を
完
成
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
。

　

本
章
で
は
特
に
、
最
高
級
自
転
車
と
マ
ウ
ン
テ
ン
・
バ
イ
ク
に
関
し
て
世
界
有
数
の
部
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
シ
マ
ノ

が
組
織
間
知
識
を
創
造
す
る
た
め
に
、
外
部
の
構
成
要
素
と
ど
の
よ
う
に
協
働
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。

　

日
本
の
企
業
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
顧
客
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
そ
し
て
競
合
他
社
に
つ
い
て
さ
え

新
た
な
洞
察
や
手
が
か
り
を
求
め
続
け
て
い
る
。
外
部
か
ら
獲
得
し
た
知
識
は
会
社
の
内
部
で
広
く
共
有
さ
れ
、
会
社

の
知
識
ベ
ー
ス
の
一
環
と
し
て
保
存
さ
れ
、
新
し
い
技
術
、
製
品
、
シ
ス
テ
ム
、
あ
る
い
は
競
争
手
法
の
開
発
に
従
事
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し
て
い
る
人
々
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
組
織
の
境
界
を
ま
た
い
で
知
識
を
創
造
す
る
た
め
に
、
関
連
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
グ
ル
ー
プ
と
密
接

に
協
働
し
て
い
る
典
型
例
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
ト
ヨ
タ
と
知
識
を
共
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
も
知
識
を
共
有
す
る
よ
う
に
要
請
さ
れ
て
い
る
（A

hm
adjian 2004, p. 231

）。
ト
ヨ
タ
の
組
織
間
知

識
の
創
造
プ
ロ
セ
ス
は
ス
パ
イ
ラ
ル
的
な
形
で
、
四
つ
の
形
態
の
知
識
変
換
（N

onaka and T
akeuchi 1995

で
説

明
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
プ
ロ
セ
ス
）
を
通
じ
て
進
行
す
る
。
ト
ヨ
タ
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
社
会
的
な
相
互
作
用
を
通

じ
て
創
造
し
た
暗
黙
知
は
、
表
出
化
さ
れ
、
ト
ヨ
タ
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を
通
じ
た
知
識
と
連
結

化
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
内
に
内
面
化
さ
れ
る
。

　

シ
マ
ノ
が
他
の
事
例
研
究
と
違
う
点
は
四
つ
あ
る
。
そ
れ
は
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
方
式
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
要

約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
シ
マ
ノ
は
多
数
の
「
ス
ポ
ー
ク
」
の
「
ハ
ブ
」
に
位
置
す
る
。
知
識
交
換
は
ス
ポ
ー
ク
を
ま

た
い
で
発
生
す
る
。
ス
ポ
ー
ク
は
グ
ロ
ー
バ
ル
で
あ
り
、
ハ
ブ
に
は
ク
ラ
ス
タ
ー
（
房
）
が
つ
い
て
い
る
。
以
下
で
は

そ
れ
ぞ
れ
を
詳
し
く
検
討
す
る
。

　

第
一
に
、
シ
マ
ノ
に
は
一
緒
に
な
っ
て
知
識
生
態
系
を
形
成
し
て
い
る
大
勢
の
外
部
の
構
成
員
が
い
る
。
後
述
の
通

り
、
生
態
系
は
「
場
」（
知
識
交
換
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
知
識
生
態
系
と
い
う
の

は
、
知
識
が
特
定
の
時
間
と
場
所
で
起
こ
る
相
互
作
用
を
通
じ
て
、
共
有
、
創
造
、
利
用
さ
れ
る
幅
広
い
コ
ン
テ
ク
ス

ト
な
の
で
あ
る
。
シ
マ
ノ
の
生
態
系
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
自
転
車
メ
ー
カ
ー
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
自
転
車
利
用
者
、

プ
ロ
の
レ
ー
サ
ー
、
大
学
、
競
合
他
社
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
で
あ
る
（
場
と
知
識
生
態
系
の
概
念
の
詳
細
に
つ
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い
て
は
後
述
）。

　

第
二
に
、
知
識
交
換
は
シ
マ
ノ
と
外
部
の
構
成
員
の
間

だ
け
で
な
く
、
外
部
の
構
成
員
同
士
を
ま
た
い
で
も
発
生

す
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
の
レ
ー
サ
ー
か
ら
獲
得
し
た
知
識

は
、
新
し
い
製
品
や
技
術
を
開
発
す
る
際
に
、
自
転
車

メ
ー
カ
ー
や
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
共
有
さ
れ
る
。

　

第
三
に
、
シ
マ
ノ
の
組
織
間
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
（
ハ

ブ
と
ス
ポ
ー
ク
の
間
と
ス
ポ
ー
ク
を
ま
た
い
で
の
両
方
）

に
関
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
は
、
場
の
地
理
的
な
広
が

り
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
最
高
級
の

ロ
ー
ド
・
バ
イ
ク
で
は
、
知
識
交
換
は
シ
マ
ノ
と
デ
ィ
ー

ラ
ー
の
間
で
行
わ
れ
、
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
起
こ
っ
て

い
る
。
マ
ウ
ン
テ
ン
・
バ
イ
ク
で
は
、
シ
マ
ノ
と
コ
ア
・

ユ
ー
ザ
ー
の
間
で
あ
り
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
て

い
る
。
最
後
に
、
シ
マ
ノ
と
プ
ロ
・
レ
ー
サ
ー
と
の
間
の

知
識
交
換
が
あ
り
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
こ
っ
て
い

る
。

シフト・レバー

ブレーキ・ケーブル

ブレーキ・
レバー

ブレーキ

ペダル
クランクチェーンリア・ディレーラー

（変速機）

リア・スプロ
ケット

ホイール

シフト・ケーブル
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第
四
に
、
シ
マ
ノ
の
事
例
は
日
本
で
機
能
し
て
い
る
ク
ラ
ス
タ
ー
・
モ
デ
ル
の
珍
し
い
例
と
な
っ
て
い
る
�
�
。
シ
マ

ノ
が
創
業
し
た
堺
市
は
自
転
車
部
品
の
産
業
「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
を
形
成
し
て
い
る
。
日
本
企
業
は
ト
ヨ
タ
・
モ
デ
ル
に

沿
っ
た
組
織
間
知
識
創
造
の
手
本
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
一
般
的
に
は
ク
ラ
ス
タ
ー
・
モ
デ
ル
の
模
倣
は
あ
ま
り
成

功
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
（
例
え
ばA

hm
adjian 2004

を
参
照
）。

　

本
章
は
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
シ
マ
ノ
と
そ
の
歴
史
を
概
観
し
た
上
で
、
シ
マ
ノ
が
第
十
章
で
概
略
を

示
し
た
知
識
に
対
す
る
日
本
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
徴
の
一
つ
一
つ
を
、
ど
の
よ
う
に
取
り
込
ん
で
い
る
の
か
を
検
討
す

る
。
外
部
の
構
成
員
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
知
識
が
、
知
識
ス
パ
イ
ラ
ル
を
増
幅
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
た
点
に
特
に

焦
点
を
当
て
る
。

シ
マ
ノ
：
背
景

　

シ
マ
ノ
は
最
高
級
自
転
車
用
部
品
の
支
配
的
な
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。
現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
上
位
三
ブ
ラ
ン
ド

（
ト
レ
ッ
ク
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
、
お
よ
び
ス
ペ
シ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
）
が
販
売
し
て
い
る
自
転
車
の
九
〇
％
は
、
何
か
し
ら

シ
マ
ノ
の
部
品
を
使
っ
て
い
る
。
シ
マ
ノ
の
部
品
は
品
質
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
面
で
業
界
標
準
と
な
っ
て
い
る
。
そ

�
� 

ク
ラ
ス
タ
ー
は
地
理
的
に
集
中
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
、
垂
直
的
な
関
係
（
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
経
路
、
お
よ
び
バ
イ
ヤ
ー
）
や
水
平
的

な
関
係（
共
通
の
ス
キ
ル
、技
術
、あ
る
い
は
提
供
）を
形
成
し
て
い
る
産
業
や
企
業
で
構
成
さ
れ
る（Ishikura 2004, p. 185

）。
シ
リ
コ
ン
・

バ
レ
ー
や
ハ
リ
ウ
ッ
ド
は
ク
ラ
ス
タ
ー
の
好
例
で
あ
る
。



第十五章　シマノにおける組織間知識の創造

419

の
結
果
、
同
社
は
競
合
他
社
に
比
べ
て
収
益
が
高
い
。
一
九
九
八―

二
〇
〇
二
年
の
五
年
間
に
わ
た
る
売
上
高
利
益
率

（
Ｒ
Ｏ
Ｓ
）
は
加
重
平
均
す
る
と
一
四
・
六
％
、
投
資
資
本
利
益
率
（
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
）
は
一
六
・
六
％
に
達
し
て
い
る
。
こ

の
数
字
を
国
際
的
な
競
合
他
社
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
・
二
％
、
四
・
二
％
、
国
内
の
競
合
他
社
は
と
も
に

〇
・
三
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

シ
マ
ノ
は
新
し
い
開
発
に
よ
っ
て
一
貫
し
て
市
場
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
マ
ウ
ン
テ
ン
・
バ
イ
ク
（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
）
で

は
、
同
社
は
一
九
八
〇
年
代
に
オ
フ
ロ
ー
ド
用
に
設
計
さ
れ
た
で
こ
ぼ
こ
の
シ
ョ
ッ
ク
を
吸
収
す
る
デ
ィ
レ
ー
ラ
ー

（
変
速
機
）
を
初
め
て
開
発
し
た
。
今
で
は
Ｍ
Ｔ
Ｂ
の
世
界
市
場
で
八
〇
％
強
の
シ
ェ
ア
を
押
さ
え
て
い
る
。
そ
の
他

の
開
発
と
し
て
は
、
ス
キ
ー
の
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
よ
う
に
乗
り
手
が
カ
チ
ャ
ッ
と
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
ペ
ダ
ル
（
シ

マ
ノ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
シ
ス
テ
ム
［
Ｓ
Ｉ
Ｓ
］
仕
様
の
デ
ュ
ラ
エ
ー
ス
［
部
品
の
ブ
ラ
ン
ド
名
］）
や
、
ブ
レ
ー
キ
・

レ
バ
ー
に
組
み
込
ま
れ
た
ギ
ア
・
シ
フ
ト
（
シ
マ
ノ
・
ト
ー
タ
ル
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
［
Ｓ
Ｔ
Ｉ
］
仕
様
の
デ
ュ

ラ
エ
ー
ス
）
な
ど
が
あ
る
。
Ｓ
Ｔ
Ｉ
は
事
実
上
の
業
界
標
準
と
な
っ
て
い
る
。
乗
り
手
は
乗
る
の
が
楽
に
な
り
、
ア
セ

ン
ブ
ラ
ー
や
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
と
っ
て
は
組
立
や
調
整
が
容
易
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
マ
ノ
は
、
現
在
、
買
い
物
や

通
勤
に
使
う
自
転
車
向
け
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
る
シ
フ
ト
や
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
と
い
う
新
ラ
イ
ン

を
開
発
中
で
あ
る
。

　

レ
ー
ス
の
世
界
で
は
、
シ
マ
ノ
が
ト
ッ
プ
の
レ
ー
サ
ー
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
ま
で
に
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
、

一
〇
年
以
上
か
か
っ
た
。
一
九
九
六
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
男
子
の
レ
ー
ス
で
上
位
を
占
め
た

一
二
人
が
シ
マ
ノ
の
ペ
ダ
ル
、
ク
ラ
ン
ク
、
デ
ィ
レ
ー
ラ
ー
、
ブ
レ
ー
キ
を
搭
載
し
た
自
転
車
に
乗
っ
て
い
た
。
ツ
ー
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ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
参
加
チ
ー
ム
の
う
ち
、
三
分
の
二
以
上
が
今
や
シ
マ
ノ
部
品
を
使
っ
て
い
る
。
ラ
ン
ス
・
ア
ー

ム
ス
ト
ロ
ン
グ
は
、
シ
マ
ノ
の
デ
ュ
ラ
エ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
で
駆
動
す
る
自
転
車
に
乗
っ
て
、
一
九
九
九―

二
〇
〇
五

年
の
七
年
間
連
続
で
優
勝
し
て
い
る（
デ
ュ
ラ（D

ura

） 

は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
で
あ
る
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン（duralum

in

）

と
耐
久
性
（durability

）
を
表
す
。
エ
ー
ス
（A

ce

） 

は
世
界
レ
ベ
ル
の
超
一
流
の
卓
越
性
基
準
に
対
す
る
シ
マ
ノ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
表
す
）。

　

同
社
は
釣
竿
や
リ
ー
ル
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
用
の
ブ
ー
ツ
や
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
生
産
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
四

年
に
つ
い
て
自
転
車
部
品
の
割
合
を
見
る
と
、
一
五
億
ド
ル
の
売
上
の
七
五
％
、
収
益
の
八
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
シ

マ
ノ
製
品
は
ほ
と
ん
ど
が
海
外
（
八
四
％
）
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
四
〇
％
、
ア
ジ
ア
二
六
％
、
南
北
ア

メ
リ
カ
一
七
％
と
い
う
内
訳
に
な
っ
て
い
る
。
自
転
車
は
九
カ
国
一
四
工
場
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。

会
社
の
歴
史

　

株
式
会
社
シ
マ
ノ
は
日
本
の
自
転
車
生
産
の
中
心
地
に
な
っ
て
い
た
堺
市
で
、
一
九
二
一
年
に
鉄
工
所
と
し
て
創
業

し
た
。
堺
で
は
一
九
一
九
年
に
六
〇
に
す
ぎ
な
か
っ
た
会
社
の
数
が
、
二
一
年
に
は
一
〇
六
に
ま
で
増
加
し
た
。
そ
の

多
く
は
従
業
員
が
わ
ず
か
四
～
五
人
で
、
競
争
は
熾
烈
で
あ
っ
た
。

　

当
時
二
六
歳
だ
っ
た
島
野
庄
三
郎
は
徒
弟
時
代
の
同
僚
と
一
緒
に
会
社
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。
庄
三
郎
は
一
五
歳

の
時
に
刃
物
師
と
し
て
年
季
奉
公
し
た
後
、
自
転
車
の
チ
ェ
ー
ン
ホ
イ
ー
ル
を
作
る
会
社
や
、
当
時
は
相
当
大
き
な
自

転
車
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
堺
自
転
車
で
働
い
た
。
新
し
く
設
立
し
た
会
社
で
は
自
転
車
の
駆
動
ギ
ア
の
核
と
な
る
フ
リ
ー
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ホ
イ
ー
ル
を
生
産
し
た
。

　

庄
三
郎
が
一
九
五
八
年
に
亡
く
な
る
と
、
息
子
三
人
が
順
番
に
社
長
に
な
っ
た
。
ト
ッ
プ
の
座
に
至
る
ル
ー
ト
は
三

人
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
弟
二
人
は
日
本
の
家
族
経
営
企
業
の
習
慣
に
し
た
が
い
、
オ
ー
ナ
ー
の
子
供
と
し
て
他
の
企

業
（
ほ
と
ん
ど
が
関
連
産
業
の
か
な
り
大
き
な
企
業
）
で
、
訓
練
プ
ロ
セ
ス
の
一
環
と
し
て
一
定
期
間
す
ご
し
た
。

　

長
男
の
尚
三
は
一
八
歳
で
会
社
に
入
り
、
三
〇
歳
で
社
長
に
な
っ
た
が
、
そ
の
前
は
販
売
と
生
産
の
部
門
で
働
い

た
。
次
男
の
敬
三
は
慶
應
義
塾
大
学
で
工
学
を
勉
強
し
て
、
不
二
越
と
い
う
特
殊
鋼
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
た
。
そ
の

後
、
シ
マ
ノ
に
入
社
し
て
主
に
Ｒ
＆
Ｄ
部
門
で
働
い
た
。
三
男
の
喜
三
は
慶
應
大
学
で
経
済
学
を
学
ん
で
か
ら
、
シ
マ

ノ
に
入
社
し
て
国
際
部
門
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
前
に
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
日
産
で
働
い
た
。
社
内
の

人
々
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
異
な
る
気
質
や
性
格
を
会
社
に
も
た
ら
し
た
が
、
チ
ー
ム
と
し
て
は
う
ま
く
機
能

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
存
命
の
喜
三
が
会
長
で
、
尚
三
の
息
子
で
あ
る
容
三
が
五
代
目
の
社
長
を
つ
と
め

て
い
る
。

　

息
子
の
名
前
が
全
部
「
三
」
と
い
う
字
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
こ
れ
は
父
親
の
名
前
「
庄
三
郎
」

に
由
来
す
る
。
彼
が
一
九
二
二
年
に
フ
リ
ー
ホ
イ
ー
ル
に
「3 . 3 . 3 .

」
と
い
う
商
標
を
使
い
始
め
た
理
由
も
こ
こ
に

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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一
つ
の
有
機
的
生
命
体
と
し
て
見
た
会
社

　

松
本
周
三
は
一
九
五
四
年
に
夢
を
抱
い
て
シ
マ
ノ
に
入
社
し
た
。
大
阪
府
立
大
学
の
電
気
工
学
科
を
卒
業
し
た
彼

は
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
熱
間
鍛
造
技
術
を
冷
間
鍛
造
技
術
で
代
替
す
る
こ
と
が
自
分
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
彼
は
二
カ
月
半
の
欧
米
出
張
を
命
じ
ら
れ
た
。
出
発
前
に
庄
三
郎
社
長
の
と
こ

ろ
に
挨
拶
に
行
く
と
、
社
長
は
「
楽
し
ん
で
こ
い
」
と
言
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
松
本
は
そ
の
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に

回
想
し
て
い
る
。

そ
の
当
時
、
日
本
か
ら
の
外
貨
持
ち
出
し
額
に
は
限
度
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
生
活
す
る
に
は
額
が
少
な
過
ぎ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
社
長
は
闇
市
場
で
入
手
し
た
ド
ル
札
を
た
く
さ
ん
く
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
信
じ
ら
れ
な

い
で
し
ょ
う
！　

社
長
は
ド
ル
を
く
れ
て
、
楽
し
ん
で
こ
い
と
私
に
言
っ
た
の
で
す
。
…
…
そ
う
い
う
会
社
で
し

た
。
何
と
お
も
し
ろ
く
て
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
会
社
だ
ろ
う
（Shim

ano Inc. 2004, pp. 18-19

）。

　

新
入
社
員
に
重
要
な
使
命
を
託
し
た
お
か
げ
で
、
シ
マ
ノ
は
最
終
的
に
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
、
ト
ヨ
タ
を
含
め

日
本
の
他
の
す
べ
て
の
会
社
に
先
駆
け
て
、
冷
間
鍛
造
技
術
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
松
本
は
会
社

全
体
を
再
創
造
し
た
技
術
の
導
入
の
背
後
に
い
た
「
知
識
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
出
張
を
楽
し
ん
で
こ

い
と
言
わ
れ
た
松
本
で
は
あ
る
が
、
彼
に
は
会
社
の
使
命
に
関
し
て
共
有
さ
れ
て
い
る
理
解
が
あ
っ
た
（
出
張
の
詳
細
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は
後
述
）。

　

知
識
は
個
人
か
ら
生
ま
れ
る
が
、
組
織
知
の
創
造
に
は
個
人
と
会
社
と
の
相
互
作
用
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で

あ
る
。

　

夢
や
理
想
の
追
求
は
、
シ
マ
ノ
の
な
か
で
は
全
従
業
員
が
精
励
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
使
命
で
あ
る
。
使
命

の
宣
言
を
見
る
と
、
同
社
が
会
社
の
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
が
明
確
に
な
る
。
機
械
で
は
な
く
一
つ
の
有
機
的

生
命
体
と
し
て
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

自
然
と
密
接
な
関
係
を
維
持
し
な
が
ら

　
　

人
々
の
心
を
満
た
し
自
由
に
し

　
　

新
た
な
夢
を
実
現
し

　
　

健
康
と
幸
福
を
促
進
す
る
た
め
に

　
　

当
社
は
人
々
の
心
を
興
奮
さ
せ
る
よ
う
な

　
　

製
品
を
作
り
続
け
る
。

　

こ
の
宣
言
は
会
社
と
い
う
も
の
が
個
人
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
に
、
集
団
的
な
個
性
や
根
本
的
な
目
的
を
持
ち
得
る

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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正
当
化
さ
れ
た
信
念
と
し
て
の
知
識

　

シ
マ
ノ
で
は
知
識
は
個
人
的
な
価
値
観
に
深
く
根
差
し
た
信
念
と
い
う
形
で
、
三
世
代
に
わ
た
っ
て
継
承
さ
れ
て
い

る
。「
品
質
、
技
術
、
信
用
」
と
い
う
の
が
創
業
者
で
あ
る
庄
三
郎
の
信
条
で
あ
っ
た
。
三
人
の
息
子
は
こ
の
言
葉
を

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
耳
に
し
て
い
た
の
で
、
決
し
て
忘
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
信
条
が
シ
マ
ノ
の
事
業
を
築
き
育
む
基
盤

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
父
の
跡
を
継
い
だ
尚
三
は
社
長
に
な
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
三
つ
の
指
針
を
掲
げ

た
。

一	

製
品
に
魂
を
打
ち
込
め
、
製
品
は
自
分
自
身
の
人
格
の
表
現
で
あ
る
。

二	

製
品
を
売
る
と
思
う
な
、
自
分
自
身
を
売
り
込
め
。

三	

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
物
事
を
考
え
よ
、
そ
こ
に
よ
り
大
き
な
自
分
自
身
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
指
針
は
尚
三
の
主
観
的
な
世
界
観
か
ら
出
て
き
た
信
念
で
あ
る
。
人
間
の
行
動
を
求
め
る
叫
び
で
あ
る
。

そ
れ
こ
そ
知
識
の
す
べ
て
な
の
で
あ
る
。

　

第
三
代
社
長
の
敬
三
は
「
見
て
良
し
、
触
っ
て
良
し
、
乗
っ
て
良
し
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
た
。
こ
れ
と
関
係
し

て
、
自
分
が
実
際
に
意
味
し
て
い
る
こ
と
を
規
定
す
る
基
準
や
標
準
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
、
と

彼
は
し
ば
し
ば
口
に
し
た
。
彼
の
哲
学
は
以
下
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
既
存
の
商
品
に
疑
い
を
も
つ
こ
と
か
ら
始
め
る
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と
い
う
こ
と
だ
。

自
転
車
の
部
品
や
自
転
車
と
い
う
の
は
、
ま
だ
ま
だ
人
間
に
優
し
く
な
い
道
具
だ
。
メ
ー
カ
ー
は
消
費
者
や
生
活

者
に
対
し
て
十
分
な
道
具
を
提
供
で
き
て
い
な
い
。
メ
ー
カ
ー
が
そ
れ
を
改
良
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
売
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
消
費
者
や
生
活
者
に
か
け
て
い
る
不
便
を
解
消
す
る
と
こ
ろ
で
、
自
分
た
ち
は
商
売
が
で
き

る
（Shim

ano Inc. 2004, pp. 57

）。

　

敬
三
の
こ
の
個
人
的
な
信
念
は
今
で
も
会
社
哲
学
の
鍵
を
握
る
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　

後
に
四
代
目
の
社
長
と
な
る
喜
三
は
、
一
九
六
五
年
に
シ
マ
ノ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
）

を
設
立
し
た
。
日
本
製
品
に
対
す
る
当
時
の
一
般
的
な
見
方
は
「
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
た
め
、

シ
マ
ノ
は
自
社
製
品
を
試
し
て
も
ら
え
る
よ
う
説
得
す
る
の
で
さ
え
苦
労
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
喜
三
に
は
、「
売
り

た
け
れ
ば
需
要
を
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
信
念
が
育
ま
れ
た
。
ま
た
、
彼
は
実
体
験
か
ら
、
ア
メ
リ

カ
人
は
玩
具
遊
び
を
楽
し
む
の
と
同
じ
よ
う
に
自
転
車
乗
り
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
そ
れ
が
「
遊
び

の
価
値
を
も
っ
た
製
品
を
提
供
せ
よ
」
と
い
う
も
う
一
つ
の
信
念
に
つ
な
が
っ
た
。

　

喜
三
は
一
九
六
五―

九
二
年
の
二
七
年
間
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
た
こ
と
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
は
英
語
が
事
実
上
の
標
準
に
な
っ
て
い
る
と
の
信
念
を
も
つ
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
シ
マ
ノ
の
社
内
で
は

一
九
九
七
年
に
英
語
が
公
用
語
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。「
英
語
を
公
用
語
に
し
た
ら
、
日
本
語
が
し
ゃ
べ
れ
な
い
社
員
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が
非
常
に
熱
心
に
会
社
に
貢
献
し
始
め
た
」
と
喜
三
は
指
摘
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
七
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
彼

は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
国
内
の
従
業
員
は
当
初
は
困
惑
し
動
揺
し
た
。
…
…
何
百
人
と
い
う
従
業
員
が
英
会

話
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
始
め
た
。
一
定
水
準
に
達
す
れ
ば
、
会
社
が
授
業
料
を
払
う
。
ダ
メ
な
ら
自
分
で
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
…
…
先
月
、
二
一
カ
国
か
ら
約
二
〇
〇
名
の
役
員
が
当
社
が
開
催
し
て
い
る
隔
年
の
企
画
会
議
に
参
集

し
た
。
一
週
間
に
わ
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
会
話
と
資
料
は
英
語
で
あ
っ
た
」。

暗
黙
知
の
強
調

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
敬
三
は
、
原
理
・
原
則
・
現
場
と
い
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
順
守
す
べ
き
三
ゲ
ン
主
義
を
し
ば
し
ば

口
に
す
る
。
原
理
と
は
コ
ン
セ
プ
ト
、
原
則
と
は
物
理
学
の
法
則
、
現
場
と
は
直
接
体
験
の
こ
と
を
い
う
。
敬
三
が

も
っ
と
も
重
要
視
し
て
い
る
の
は
現
場
だ
。
彼
は
周
り
に
い
る
人
々
に
、「
自
転
車
に
乗
っ
て
み
た
か
？
」
と
か
、「
自

分
の
目
で
見
た
の
か
？
」
な
ど
と
い
っ
た
質
問
を
浴
び
せ
か
け
る
。

　

新
た
に
採
用
さ
れ
た
瀬
川
俊
と
い
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
敬
三
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
基
づ
い
て
、
職
場
へ
の
行
き
来
に
自
転

車
を
使
い
始
め
た
。
自
分
が
乗
っ
て
い
る
自
転
車
の
長
所
と
短
所
が
徐
々
に
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。
自
己
の
体
験
に

触
発
さ
れ
た
彼
は
、
自
分
の
自
転
車
の
性
能
を
改
善
す
る
た
め
に
具
体
的
な
部
品
を
設
計
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。

　

一
九
八
〇
年
代
半
ば
、
敬
三
と
他
の
従
業
員
の
チ
ー
ム
が
女
性
用
の
自
転
車
を
開
発
し
て
い
た
時
、
彼
は
ス
タ
ッ
フ
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に
ス
カ
ー
ト
を
買
う
よ
う
命
じ
た
。「
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
時
の
君
た
ち
の
姿
勢
は
女
性
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

ユ
ー
ザ
ー
が
ど
う
感
じ
て
い
る
か
想
像
も
で
き
な
い
の
だ
」。
敬
三
自
身
も
躊
躇
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
目
の
前
で
、

ス
カ
ー
ト
を
は
い
て
自
転
車
に
乗
る
。
あ
る
ス
タ
ッ
フ
も
ス
カ
ー
ト
で
乗
っ
た
が
、
動
き
が
ど
う
も
不
自
然
だ
。「
女

性
は
そ
ん
な
自
転
車
の
乗
り
方
は
し
な
い
ぞ
」
と
敬
三
は
言
う
。
そ
の
ス
タ
ッ
フ
は
膝
を
ゴ
ム
バ
ン
ド
で
縛
っ
て
も
う

一
度
乗
る
よ
う
言
わ
れ
る
。
敬
三
は
ま
だ
不
満
だ
。
ス
タ
ッ
フ
が
履
い
て
い
る
ス
ニ
ー
カ
ー
が
い
け
な
い
の
だ
。「
ハ

イ
ヒ
ー
ル
を
履
か
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」。
だ
れ
か
が
靴
屋
に
走
っ
て
行
っ
て
一
足
買
っ
て
く
る
。
実
験
は
さ
ら
に
続
く
。

「
Ｌ
ペ
ダ
ル
」
と
命
名
さ
れ
た
新
製
品
が
こ
の
よ
う
な
実
験
を
経
て
商
業
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

現
場
主
義
は
Ｍ
Ｔ
Ｂ
で
も
効
果
を
発
揮
し
た
。
現
在
の
社
長
で
あ
る
島
野
容
三
は
、
本
部
で
営
業
企
画
部
の
部
長

だ
っ
た
時
に
Ｍ
Ｔ
Ｂ
部
品
の
開
発
に
関
し
て
最
終
決
定
を
下
し
て
い
る
。
そ
の
決
定
が
行
わ
れ
た
の
は
、
彼
と
敬
三
が

Ｍ
Ｔ
Ｂ
の
生
誕
地
で
あ
る
タ
マ
ル
パ
イ
ス
山
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
北
部
）
を
訪
問
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
子
会
社
の
社
員
が
唖
然
と
し
た
の
は
、
容
三
が
ス
ー
ツ
の
ズ
ボ
ン
を
泥
ま
み
れ
に
し
な
が
ら
、
で
こ
ぼ
こ
で
滑
り

や
す
い
山
道
を
自
転
車
で
駆
け
下
り
た
か
ら
だ
。「
必
要
な
の
は
泥
水
除
け
の
機
能
を
組
み
込
む
こ
と
と
強
度
だ
」
と

言
い
な
が
ら
、
承
認
の
サ
イ
ン
を
出
し
た
の
で
あ
る
（Shim

ano Inc 2004, p. 

一
五
五
）。

　

こ
の
よ
う
な
逸
話
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
シ
マ
ノ
は
試
行
錯
誤
の
直
接
体
験
か
ら
学
習
す
る
こ
と
に
価
値
を
認

め
る
会
社
の
生
き
た
例
で
あ
る
。
容
三
の
二
五
年
間
に
及
ぶ
ア
メ
リ
カ
生
活
は
、
ア
メ
リ
カ
人
が
要
求
し
て
い
る
特
徴

に
つ
い
て
会
社
に
貴
重
な
洞
察
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

同
じ
こ
と
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
起
こ
っ
た
。
中
村
博
司
が
本
部
か
ら
派
遣
さ
れ
て
、
日
本
人
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と
し
て
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
の
レ
ー
シ
ン
グ
・
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
た
時
で
あ
る
。
彼
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

通
常
の
テ
ス
ト
条
件
で
は
決
し
て
生
じ
な
い
よ
う
な
広
範
な
損
傷
が
起
こ
っ
て
い
た
。
そ
の
詳
細
と
他
の
関
連
情
報

（
天
候
や
道
路
の
状
況
、
競
合
ブ
ラ
ン
ド
の
評
価
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
が
行
う
作
業
の
詳
細
な
ど
）
を
日
本
の
開
発
チ
ー
ム

に
報
告
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
書
が
デ
ュ
ラ
エ
ー
ス
・
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
回
覧
さ
れ
た
。
全
員
が
欧
州
参
入

の
障
壁
が
予
想
以
上
に
高
い
こ
と
を
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
重
要
な
の
は
、
中
村
が
貢
献
し
た
結
果
と
し
て
、

シ
マ
ノ
は
自
転
車
レ
ー
シ
ン
グ
の
真
髄
を
把
握
す
る
寸
前
ま
で
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
プ
ロ
セ
ス
を
活
写
し
て
い
る
。
中
村
が
プ
ロ
の
レ
ー
サ
ー
と
一
緒
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
を

旅
し
た
こ
と
は
共
同
化
で
あ
る
。
そ
の
経
験
を
報
告
書
に
書
く
の
は
表
出
化
だ
。
報
告
書
を
本
部
の
な
か
で
回
覧
す
る

の
は
連
結
化
で
あ
る
。
自
転
車
レ
ー
シ
ン
グ
の
本
質
に
関
す
る
よ
り
高
次
元
の
理
解
と
い
う
結
果
は
内
面
化
と
な
る
。

自
己
組
織
化
チ
ー
ム
の
中
心
的
な
役
割

　

シ
マ
ノ
は
何
か
新
し
い
も
の
を
開
発
す
る
際
に
は
、
い
つ
も
チ
ー
ム
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。
こ
れ
は
開
発
な
い
し

開
拓
が
、
製
品
、
地
理
的
な
市
場
、
あ
る
い
は
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト
な
ど
何
の
場
合
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
草
創
期
に

は
他
の
選
択
肢
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
理
由
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
六
〇
年
代
半
ば
、
本
部
は
一
つ
の
フ
ロ
ア
ー

に
い
た
。
社
長
で
あ
る
尚
三
を
含
む
全
社
員
が
一
つ
の
大
部
屋
に
い
た
の
で
あ
る
。
国
際
電
話
を
し
て
い
る
役
員
の
隣

り
で
、
若
手
ス
タ
ッ
フ
が
自
転
車
に
テ
ス
ト
部
品
を
取
り
付
け
て
い
る
と
い
っ
た
情
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
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は
後
述
す
る
よ
う
に
、
情
報
交
換
や
チ
ー
ム
情
報
に
と
っ
て
は
理
想
的
な
場
を
な
し
て
い
た
。

　

工
場
が
九
カ
国
に
分
散
し
て
、
外
国
人
の
現
地
雇
用
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
全
従
業
員
六
五
〇
〇
人
中
八
五
％
を
占
め
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
マ
ノ
は
今
で
も
チ
ー
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
前
半
、
敬
三
は
社
長
と

し
て
、
労
働
力
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
能
動
的
に
対
応
し
て
、「
チ
ー
ム
シ
マ
ノ
」
の
理
念
を
導
入
し
た
。
こ
の
論
理
的

根
拠
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

海
外
工
場
が
増
え
る
と
、
同
じ
商
品
を
複
数
の
工
場
で
つ
く
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
そ
の
際
に
は
知
識
、
知
恵
、

技
術
を
共
有
し
て
い
な
け
れ
ば
、
商
品
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
親
会
社
も

子
会
社
も
関
係
な
し
に
、
ひ
と
つ
の
共
同
体
と
し
て
技
術
開
発
し
、
あ
る
い
は
世
界
的
販
売
網
の
確
立
と
強
化

を
し
て
い
く
。
そ
し
て
お
互
い
が
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
技
術
を
磨
き
合
い
、
コ
ス
ト
・
リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
目
指
す
。

（Shinano Inc. 2004, p. 180

）。

　

敬
三
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
国
際
的
な
労
働
力
を
共
通
の
原
則
、
共
通
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
、
共
通
の
言

語
で
統
一
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
彼
の
目
標
は
、
文
化
的
に
異
な
っ
た
背
景
を
代
表
す
る
世
界
中
の
従
業
員
を

「
チ
ー
ム
シ
マ
ノ
」
の
理
念
の
下
に
結
束
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
信
頼
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
精
神
に
溢
れ
た
職
場
環

境
を
確
立
す
る
こ
と
だ
。
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中
間
管
理
職
の
重
要
性

　

シ
マ
ノ
は
創
業
以
来
ず
っ
と
、
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
に
、
中
間
管
理
職
を
大
い
に
頼
り
に
し
て

き
た
。
シ
マ
ノ
が
ア
メ
リ
カ
市
場
に
足
場
を
築
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
参
入
し
、
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
的
な
製
品
を
開

発
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
中
間
管
理
職
の
先
駆
的
な
努
力
の
お
か
げ
で
あ
る
。
後
続
の
各
節
で
は
シ
マ
ノ
の
成
長

の
な
か
で
三
つ
の
鍵
と
な
る
出
来
事
と
の
関
係
で
、
中
間
管
理
職
が
果
た
し
た
重
要
な
役
割
を
述
べ
る
。

　

中
間
管
理
職
は
す
べ
て
、
第
一
章
で
説
明
し
た
ミ
ド
ル
・
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
な

か
で
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
最
前
線
の
労
働
者
と
の
橋
渡
し
役
を
演
じ
て
い
る
。
全
員
が
、
会
社
は
ど
こ
に
向

か
う
べ
き
か
（「
ど
う
あ
る
べ
き
か
」）
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
だ
け
で
な
く
、
最
前

線
の
労
働
者
が
現
実
に
は
何
に
直
面
し
て
い
る
か
（「
ど
う
で
あ
る
か
」）
を
理
解
し
て
い
る
。
シ
マ
ノ
の
中
間
管
理
職

は
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
と
、
現
実
世
界
に
実
際
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
と
の
間

の
矛
盾
を
、
中
間
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
創
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
進
出

　

ア
メ
リ
カ
市
場
に
参
入
す
る
努
力
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
本
社
の
中
間
管
理
職
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九
七
一
年
、
三

チ
ー
ム
が
販
売
促
進
ツ
ア
ー
を
挙
行
す
る
よ
う
指
示
を
受
け
た
。
各
チ
ー
ム
は
本
社
の
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
引
き

抜
か
れ
た
経
験
豊
か
な
中
間
管
理
職
二
名
で
構
成
さ
れ
た
。
各
チ
ー
ム
は
後
部
座
席
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
サ
ー
ビ
ス
部
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品
を
満
載
し
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ワ
ゴ
ン
で
旅
し
な
が
ら
、
全
米
の
自
転
車
小
売
店
を
訪
問
し
て
、
店
主
や
ス
タ
ッ
フ

に
シ
マ
ノ
製
品
の
保
守
修
理
方
法
を
教
え
た
の
で
あ
る
。

　

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
言
語
の
ス
キ
ル
に
関
し
て
、
特
別
な
訓
練
は
受
け
て
い
な
か
っ

た
。「
行
っ
て
こ
い
」
と
指
示
さ
れ
た
だ
け
な
の
で
あ
る
。
各
チ
ー
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
域
内
で
、
町
か
ら
町
へ

と
訪
れ
て
、
販
促
活
動
が
で
き
そ
う
な
店
を
探
す
。
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
補
完
す
る
た
め
に
、「
実
物

宣
伝
」
と
い
う
手
法
を
使
っ
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
英
語
の
ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
膨
大
な
量

の
暗
黙
知
で
（
経
験
、
五
感
、
感
情
、
感
覚
、
確
信
、
信
念
な
ど
に
基
づ
い
て
）
十
二
分
に
補
っ
た
。
手
（
技
術
的
経

験
）
と
心
で
話
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
自
転
車
の
小
売
店
主
や
従
業
員
と
強
く
結
び
付
く
こ
と
が
で
き
た
理
由
で

あ
る
。

　

チ
ー
ム
の
旅
は
六
カ
月
間
に
及
ん
だ
。
シ
マ
ノ
の
説
明
で
は
、
社
史
の
な
か
で
は
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
こ
の
旅
行
は
大
成
功
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
法
は
小
売
業
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
彼
ら
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
の
に
最
良
の
方
法
と
し
て
、
継
続
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
参
入

　

一
九
七
二
年
、
当
時
三
二
歳
だ
っ
た
高
岡
修
は
社
長
の
尚
三
に
呼
ば
れ
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
て
、
最
終
的
に

は
そ
こ
で
結
婚
し
ろ
」
と
要
請
さ
れ
た
。
尚
三
が
話
を
持
ち
か
け
た
時
、
高
岡
に
は
六
年
間
の
滞
米
経
験
が
あ
っ
た
。

「
も
し
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
で
結
婚
す
れ
ば
、
故
郷
に
頻
繁
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
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パ
で
の
生
活
に
順
応
し
て
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
だ
」
と
尚
三
は
説
明
し
た
（Shim

ano Inc. 

2004, p. 71

）。

　

高
岡
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
会
社
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
重
要
か
が
わ
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
滞
在
す
る
と
、

日
本
の
無
名
の
メ
ー
カ
ー
が
参
入
す
る
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
ず
っ
と
む
ず
か
し
い
市
場
と
な
る
だ
ろ

う
と
認
識
し
た
。
高
岡
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
ア
メ
リ
カ
人
と
は
自
転
車
の
使
い
方
が
違

う
。
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
で
は
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
人
々
が
自
転
車
は
子
供

の
乗
り
物
で
、
大
人
に
と
っ
て
は
町
中
の
交
通
手
段
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
自
転
車
を
使
い
、
イ
タ
リ
ア
人
は
自
転
車
を
レ
ー
シ
ン
グ
・
マ
シ
ー
ン
と
考
え
て
い
る
。
高
岡
の
洞
察
は
日

本
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
宛
て
に
報
告
さ
れ
、
シ
マ
ノ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
進
出
戦
略
に
強
烈
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

日
本
で
一
九
七
四
年
に
ポ
ジ
ト
ロ
ン
（Positron

）・
シ
ス
テ
ム
と
い
う
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
的
な
革
新
を
開
発
し
た

の
は
、
Ｒ
＆
Ｄ
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
一
〇
年
の
ベ
テ
ラ
ン
長
野
正
士
で
あ
っ
た
。
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
（
位
置
決
め
）
シ
フ

ト
・
シ
ス
テ
ム
を
内
蔵
し
た
デ
ィ
レ
ー
ラ
ー
（
変
速
機
）
で
あ
る
。
こ
の
機
器
が
あ
る
と
、
ユ
ー
ザ
ー
は
デ
ジ
タ
ル
の

感
覚
で
、
レ
バ
ー
を
一
コ
マ
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
で
ギ
ア
を
一
段
上
げ
た
り
下
げ
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ポ

ジ
ト
ロ
ン
・
シ
ス
テ
ム
で
は
シ
フ
ト
す
る
た
び
に
カ
チ
ッ
と
い
う
音
も
出
る
。
フ
ェ
ー
ル
プ
ル
ー
フ
（
人
為
的
に
不
適

切
な
行
為
が
起
こ
っ
て
も
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
は
保
持
さ
れ
る
）
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
初
に
子
供
用
の

ス
ポ
ー
ツ
・
タ
イ
プ
の
自
転
車
に
装
備
さ
れ
た
。
シ
フ
ト
・
レ
バ
ー
周
辺
の
装
置
は
ボ
ッ
ク
ス
で
覆
わ
れ
て
い
て
、
自
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動
車
の
ギ
ア
・
シ
フ
ト
の
コ
ン
ソ
ー
ル
・
ボ
ッ
ク
ス
に
見
か
け
が
似
て
い
る
。
ギ
ア
・
シ
フ
ト
が
車
の
運
転
と
似
て
い

た
の
で
、
こ
の
雰
囲
気
が
子
供
に
う
け
た
。
カ
チ
カ
チ
と
い
う
シ
フ
ト
音
も
ビ
ッ
グ
・
ヒ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

　

長
野
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
改
良
を
続
け
、
一
九
八
三
年
以
降
は
、
レ
ー
シ
ン
グ
用
部
品
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
Ｓ
Ｉ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
レ
ー
シ
ン
グ
世
界
に
激
変
を
も
た
ら
し
、
一
九
八
九―

九
〇
年
ま
で

に
シ
マ
ノ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
有
数
の
メ
ー
カ
ー
の
一
社
と
し
て
確
立
す
る
の
を
後
押
し
し
た
。

　

長
野
は
中
間
管
理
職
と
し
て
、
社
内
で
情
報
の
垂
直
的
お
よ
び
水
平
的
な
流
れ
の
交
差
点
に
位
置
し
て
い
た
の
で
、

大
量
の
知
識
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
第
十
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
位
置
取
り
の

お
か
げ
で
中
間
管
理
職
と
い
う
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
を
率
い
る
の
に
理
想
的
な
候
補
者
な
の
で
あ
る
。

Ｍ
Ｔ
Ｂ
の
製
作

　

一
九
八
二
年
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ
参
入
は
、
ア
メ
リ
カ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
一
員
で
あ
っ
た
中
間
管
理
職
の
角
田
正
樹
の
先
駆
的

な
努
力
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
Ｓ
Ａ
Ｃ
の
子
会
社
と
し
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
地
区
に
設
立
さ
れ
た
シ
マ
ノ
・

セ
ー
ル
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
に
派
遣
さ
れ
た
。

　

あ
る
日
、
角
田
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
レ
ー
シ
ン
グ
自
転
車
を
製
作
し
て
い
た
フ
レ
ー
ム
・
メ
ー
カ
ー
の
人
に
、

Ｍ
Ｔ
Ｂ
の
父
と
し
て
知
ら
れ
る
ゲ
ー
リ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
車
庫
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
そ
こ
で
彼
は
奇
妙
な
自
転

車
を
数
台
目
に
す
る
。
一
台
が
デ
ィ
レ
ー
ラ
ー
を
内
蔵
し
た
大
型
ホ
イ
ー
ル
を
も
つ
Ｂ
Ｍ
Ｘ
（
自
転
車
モ
ト
ク
ロ
ス
）

で
あ
る
。
分
解
し
た
部
品
が
辺
り
一
面
に
散
乱
し
て
い
た
。
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幸
運
な
こ
と
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
や
ジ
ョ
ー
・
ブ
リ
ー
ズ
と
同
じ
レ
ー

シ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
に
属
し
て
い
た
の
で
、
角
田
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
や
ブ
リ
ー
ズ
と
親
友
に
な
っ
た
（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
の
ア
イ
デ

ア
は
ブ
リ
ー
ズ
の
功
績
で
あ
る
）。
角
田
は
彼
ら
の
遠
乗
り
に
参
加
す
る
。
山
登
り
の
一
日
が
終
わ
る
と
、
通
常
は
自

転
車
は
壊
れ
て
し
ま
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
自
転
車
を
補
強
す
る
た
め
に
は
継
続
的
な
修
理
と
実
験
が
必
要
で
あ
っ

た
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
角
田
は
何
が
必
要
な
の
か
を
理
解
し
た
。
そ
れ
は
厳
し
い
条
件
に
耐
え
ら
れ
る
ギ
ア
や

デ
ィ
レ
ー
ラ
ー
と
、
安
全
を
確
保
で
き
る
ブ
レ
ー
キ
装
置
で
あ
る
。
角
田
は
懐
疑
派
（
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
人

に
多
か
っ
た
）
を
信
者
に
転
向
さ
せ
る
た
め
に
試
作
品
を
本
社
に
送
っ
た
。
ま
た
、
角
田
は
前
述
し
た
通
り
、
容
三
を

タ
マ
ル
パ
イ
ス
山
に
お
け
る
泥
ま
み
れ
の
下
降
テ
ス
ト
に
同
伴
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

外
部
者
か
ら
の
知
識
獲
得

　

一
九
六
五
年
に
ア
メ
リ
カ
に
販
売
子
会
社
を
創
設
す
る
と
、
シ
マ
ノ
は
市
場
の
要
求
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ

カ
の
有
力
な
自
転
車
メ
ー
カ
ー
や
小
売
業
者
と
密
接
に
協
働
し
た
。

　

島
野
喜
三
は
シ
ュ
ウ
ィ
ン
社
の
総
帥
ス
タ
ン
・
ナ
タ
ネ
ッ
ク
を
何
度
も
訪
問
し
て
、
よ
う
や
く
部
品
の
注
文
を
獲
得

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ナ
タ
ネ
ッ
ク
は
業
界
の
な
か
で
は
「
破
壊
者
」
と
呼
ば
れ
、
部
品
の
欠
陥
を
発
見
す
る
専

門
家
と
し
て
も
有
名
だ
。
初
め
て
承
認
を
出
す
ま
で
に
、
彼
は
シ
マ
ノ
が
も
っ
て
き
た
あ
ら
ゆ
る
部
品
を
繰
り
返
し
破

壊
し
た
。
シ
ュ
ウ
ィ
ン
は
当
時
ア
メ
リ
カ
最
大
の
自
転
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
が
、
八
社
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
メ
ー
カ
ー
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の
う
ち
シ
マ
ノ
の
部
品
購
入
と
い
う
こ
と
で
は
一
番
最
後
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
一
番
最
初
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
社
で
、

一
九
六
三
年
に
内
装
三
段
変
速
機
一
〇
万
個
を
購
入
し
て
い
る
）。

　

喜
三
は
一
九
六
五
年
に
は
他
の
メ
ー
カ
ー
へ
も
訪
問
を
開
始
し
た
が
、
ど
こ
も
取
引
を
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
シ

マ
ノ
は
量
販
店
や
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
六
〇
〇
〇
あ
っ
た
自
転
車
販
売
店
で
は
ま
だ
無
名
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
始
ま
っ
た
の
は
も
っ
と
後
で
あ
る
）。
喜
三
が
気
づ
い
た
の
は
、
小
売
業
者
が
「
シ
マ
ノ
の
部
品
で
装
備
さ

れ
た
自
転
車
」
を
要
求
し
な
い
限
り
、
自
転
車
メ
ー
カ
ー
は
シ
マ
ノ
と
取
引
し
た
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
当
時
最
大
の
量
販
店
で
あ
っ
た
シ
ア
ー
ズ
は
、
自
転
車
の
販
売
で
も
最
大
の
小
売
業
者
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
毎
年
六
〇
〇
万
台
販
売
さ
れ
て
い
る
う
ち
の
約
一
〇
〇
万
台
を
販
売
し
て
い
た
。
シ
ア
ー
ズ
は
メ
ー
カ
ー
で
さ
え

も
っ
て
い
な
い
機
械
設
備
を
使
っ
て
自
分
た
ち
が
販
売
す
る
自
転
車
を
テ
ス
ト
し
て
お
り
、
一
九
六
六
年
に
シ
マ
ノ
の

部
品
を
テ
ス
ト
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
く
れ
た
。
シ
マ
ノ
の
内
装
三
段
変
速
機
は
耐
久
性
と
性
能
の
面
で
高
い
評
価
を

獲
得
し
、
そ
れ
が
や
が
て
は
メ
ー
カ
ー
も
シ
マ
ノ
の
部
品
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
シ

マ
ノ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
耐
久
性
と
性
能
の
要
件
を
シ
ア
ー
ズ
か
ら
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
シ
マ
ノ
は
自
転
車
小
売
店
主
と
も
密
接
に
協
業
し
て
い
る
。
最
初
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
際
に
「
実
物
宣

伝
」
を
通
じ
て
製
品
を
宣
伝
す
る
た
め
に
店
に
話
を
も
ち
か
け
た
。
自
転
車
小
売
店
訪
問
と
い
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
伝
統

は
続
い
て
お
り
、
同
社
は
毎
年
十
数
名
の
社
員
を
三
カ
月
間
派
遣
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
目
的
は
、
店
を
訪
れ

る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
、
要
求
、
癖
、
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
要
件
に
関
す
る
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
レ
ー
サ
ー
と
の
協
業
が
シ
マ
ノ
に
と
っ
て
扉
を
開
け
て
く
れ
た
。
シ
マ
ノ
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に
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な
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ド
リ
ア
（Flandria

）
と
い
う
レ
ー
シ
ン
グ
・
チ
ー
ム
と
一
緒
に
レ
ー
ス
を
転
戦
し
た
こ
と
が
あ

る
中
村
は
、
敬
三
社
長
が
語
っ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

部
品
を
使
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
は
ダ
メ
や
。
こ
っ
ち
も
レ
ー
ス
の
現
場
を
知
ら
ん
と
い
い
も
の
は
つ
く
れ
ん
。
ど

ん
な
選
手
が
ど
ん
な
ふ
う
に
使
う
の
か
。
シ
マ
ノ
の
部
品
が
ど
う
使
わ
れ
、
ど
ん
な
壊
れ
方
を
す
る
の
か
。
現
場

で
見
て
確
認
す
る
こ
と
や
。
そ
う
い
う
こ
と
や
か
ら
中
村
、
行
っ
て
こ
い
（Shinam

o Inc. 2004, p. 85

）。

　

レ
ー
サ
ー
を
観
察
し
た
こ
と
が
一
九
八
八
年
に
は
Ｓ
Ｔ
Ｉ
（
シ
マ
ノ
・
ト
ー
タ
ル
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
開

発
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
的
な
ア
イ
デ
ア
で
、
自
転
車
レ
ー
シ
ン
グ
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
シ
マ

ノ
の
レ
ー
シ
ン
グ
世
界
に
お
け
る
運
命
も
変
わ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
シ
フ
ト
・
レ
バ
ー
は
下
側
の
フ
レ
ー
ム
チ
ュ
ー
ブ

に
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
レ
ー
サ
ー
は
シ
フ
ト
す
る
た
め
に
ハ
ン
ド
ル
か
ら
片
手
を
離
す
必
要
が
あ
っ
た
。
上
り
坂

で
安
定
を
保
つ
た
め
に
、
乗
り
手
は
シ
フ
ト
の
際
に
腰
を
下
ろ
す
。
つ
ま
り
、
ペ
ダ
ル
を
力
一
杯
踏
み
込
め
ず
、
数
秒

の
後
れ
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。
敬
三
は
成
功
に
自
信
が
あ
っ
た
。

グ
リ
ッ
プ
部
に
変
速
レ
バ
ー
が
あ
れ
ば
、
無
駄
な
動
作
が
な
く
な
る
し
い
つ
で
も
適
切
な
ギ
ア
に
シ
フ
ト
し
て
走

れ
る
や
な
い
か
。
こ
れ
は
も
の
す
ご
く
有
利
や
（Shim

ano Inc. 2004, p. 110

）。
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敬
三
の
自
信
に
は
Ｍ
Ｔ
Ｂ
で
の
成
功
と
い
う
裏
付
け
が
あ
っ
た
。
Ｍ
Ｔ
Ｂ
ユ
ー
ザ
ー
は
山
の
上
り
下
り
で
、
ハ
ン
ド

ル
か
ら
手
を
離
さ
ず
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｉ
は
ブ
レ
ー
キ
・
レ
バ
ー
と
シ
フ
ト
・
レ
バ
ー
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
九
年
に
レ
ー
ス
で
の
テ
ス

ト
が
開
始
さ
れ
、
九
一
年
に
は
デ
ュ
ラ
エ
ー
ス
七
四
一
〇
と
し
て
投
入
さ
れ
た
。
一
九
九
六
年
に
は
七
七
〇
〇
に
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
そ
れ
は
九
段
変
速
ギ
ア
を
誇
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
で
は
一
〇
段
変
速
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
外
部
資
源

　
「
バ
イ
ヤ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
」（
自
転
車
メ
ー
カ
ー
、
大
型
小
売
店
、
小
売
店
主
、
消
費
者
、
レ
ー
サ
ー
）
の
さ
ま
ざ
ま

な
メ
ン
バ
ー
と
協
働
す
る
だ
け
で
な
く
、
シ
マ
ノ
は
大
学
、
競
合
他
社
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
他
の
三
つ
の
外

部
の
構
成
員
か
ら
も
知
識
を
獲
得
し
て
い
る
。

大
学

　

大
学
は
一
九
五
〇
年
代
に
シ
マ
ノ
が
冷
間
鍛
造
技
術
を
開
発
す
る
の
を
支
援
し
た
。
ア
メ
リ
カ
出
張
を
楽
し
ん
で
こ

い
と
創
業
者
に
言
わ
れ
た
松
本
周
三
は
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ノ
ー
バ
ー
工
科
大
学
に
工
藤
英
明
教
授
も
訪
ね
て
い
る
（
後
述

の
よ
う
に
工
藤
教
授
は
す
れ
違
い
で
帰
国
し
て
い
た
）。
冷
間
鍛
造
の
世
界
的
権
威
で
あ
る
オ
ッ
ト
ー
・
キ
ン
ツ
レ
ー

博
士
が
代
わ
り
に
彼
に
多
数
の
冷
間
鍛
造
品
を
見
せ
て
く
れ
た
。
冷
間
鍛
造
に
は
熱
間
鍛
造
に
比
べ
て
利
点
が
た
く
さ
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ん
あ
る
。
熱
に
よ
る
変
形
が
な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
仕
様
へ
の
適
合
を
確
保
す
る
た
め
の
切
断
工
程
が
不
要
に
な

る
。
そ
れ
で
材
料
の
節
約
に
も
な
る
。
加
え
て
、
一
つ
の
型
が
何
回
も
使
え
る
の
で
、
大
量
生
産
に
大
変
適
し
た
工
程

に
な
る
。
こ
の
方
法
で
は
均
一
な
精
度
も
確
保
で
き
る
。

　

松
本
は
日
本
に
戻
っ
て
く
る
と
す
ぐ
に
、
研
究
開
発
に
取
り
か
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
冷
間
鍛
造
の
試
み
は

初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
、
彼
は
次
の
二
つ
を
拠
り
所
と
し
た
。
一
つ
は
ド
イ
ツ
語
の
本
で
（
題
名
を
翻
訳

す
れ
ば
「
鋼
の
流
れ
鍛
造
（T

he Flow
 Forging of Steel

）」）、
彼
は
独
和
辞
書
を
片
手
に
し
て
読
ん
だ
の
で
あ
る
。

二
つ
目
は
工
藤
英
明
教
授
だ
。
同
教
授
は
冷
間
鍛
造
で
は
日
本
有
数
の
権
威
で
、
横
浜
国
立
大
学
の
教
授
と
科
学
技
術

庁
の
機
械
工
学
研
究
所
所
長
を
兼
務
し
て
い
た
。
松
本
が
訪
問
し
て
く
る
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
ハ
ノ
ー
バ
ー
に
滞
在
し
て

い
た
工
藤
教
授
は
、
冷
間
鍛
造
技
術
に
関
心
の
あ
る
企
業
で
構
成
さ
れ
る
共
同
企
業
体
と
協
働
す
る
こ
と
に
同
意
し
て

く
れ
た
。

　

シ
マ
ノ
と
大
学
の
関
係
は
個
々
の
科
学
者
と
の
関
係
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
シ
マ
ノ
は
冷
間
鍛
造
以
外
で
も
材
料
科

学
、
機
械
工
学
、
冶
金
学
、
金
属
工
学
、
化
学
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど
の
分
野
で
、
特
に
大
阪
方
面
の
大
学
と
制

度
的
な
関
係
を
樹
立
し
て
い
る
。

外
国
の
競
争
相
手

　

シ
マ
ノ
は
特
に
海
外
市
場
で
は
当
初
は
競
合
他
社
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
九
五
〇
年
代
に

は
イ
タ
リ
ア
の
カ
ン
パ
ニ
ョ
ー
ロ
社
が
先
駆
者
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
。
当
時
、
シ
マ
ノ
は
カ
ン
パ
ニ
ョ
ー
ロ
を
「
業
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界
の
ロ
レ
ッ
ク
ス
」
と
し
て
仰
ぎ
、
自
社
を
時
計
の
セ
イ
コ
ー
と
例
え
た
。
シ
マ
ノ
は
カ
ン
パ
ニ
ョ
ー
ロ
が
メ
ー
カ
ー

に
対
し
て
も
っ
て
い
る
交
渉
力
に
驚
嘆
し
た
。
シ
マ
ノ
の
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
社
員
は
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。「
カ
ン
パ

の
部
品
に
合
わ
せ
て
い
る
の
は
自
転
車
メ
ー
カ
ー
の
側
だ
。
彼
ら
は
カ
ン
パ
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
シ
フ
ト
・
レ
バ
ー
を

直
接
フ
レ
ー
ム
に
組
み
込
む
、
と
い
う
よ
う
な
新
し
い
提
案
に
耳
を
傾
け
て
い
る
。
日
本
で
は
、
当
社
は
依
然
と
し
て

自
転
車
メ
ー
カ
ー
に
従
属
し
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
の
ハ
ン
ド
ル
に
合
わ
せ
て
ブ
レ
ー
キ
・
ケ
ー
ブ
ル
を
作
っ
て

い
る
」（Y

am
aguchi 2003, p. 131

）。

　

シ
マ
ノ
の
メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
交
渉
力
は
時
と
と
も
に
改
善
し
た
も
の
の
、
一
九
七
〇
年
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
レ
ー

シ
ン
グ
世
界
に
参
入
し
た
時
、
レ
ー
サ
ー
が
両
社
の
ブ
ラ
ン
ド
を
見
る
目
に
は
依
然
と
し
て
大
き
な
差
が
存
在
し
て
い

た
。
別
の
ベ
テ
ラ
ン
社
員
は
次
の
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。「
た
と
え
カ
ン
パ
に
当
社
の
製
品
と
同
じ
問
題
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
大
事
に
は
至
ら
な
い
。
し
か
し
、
当
社
の
製
品
に
何
か
問
題
が
あ
れ
ば
、
た
と
え
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
大

問
題
に
な
る
」（Y

am
aguchi 2003, p. 197
）。

　

シ
マ
ノ
は
継
続
的
に
製
品
を
改
良
し
、
カ
ン
パ
ニ
ョ
ー
ロ
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
執

拗
に
追
求
し
た
。
そ
れ
が
あ
る
時
、
同
社
が
「
カ
ン
パ
の
コ
ピ
ー
」
だ
と
呼
ば
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
カ
ン
パ
ニ
ョ
ー

ロ
が
作
っ
た
製
品
に
使
わ
れ
て
い
る
金
属
合
金
の
成
分
ま
で
徹
底
的
に
分
析
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
を
通
し
て
、
シ
マ
ノ
の
成
功
の
か
な
り
の
部
分
は
カ
ン
パ
ニ
ョ
ー
ロ
が
作
っ
た
製
品
に
合
わ
せ
た
お

か
げ
で
あ
る
。
業
界
筋
の
見
方
で
は
、
シ
マ
ノ
が
カ
ン
パ
ニ
ョ
ー
ロ
を
追
い
越
し
た
の
は
、
デ
ュ
ラ
エ
ー
ス
七
四
一
〇

（
Ｓ
Ｔ
Ｉ
装
備
）
を
発
売
し
た
一
九
九
一
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、
変
速
機
（
ス
フ
タ
ー
）
が
ブ
レ
ー
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キ
・
レ
バ
ー
に
組
み
込
ま
れ
た
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
シ
マ
ノ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
転
向
者
を
獲
得

し
始
め
た
。
あ
る
イ
タ
リ
ア
・
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。「
ブ
レ
ー
キ
の
感
触
か

ら
シ
フ
ト
の
速
さ
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
シ
マ
ノ
は
明
ら
か
に
カ
ン
パ
ニ
ョ
ー
ロ
を
凌
駕
し
て
い
る
」

（Y
am

aguchi 2003, p. 54

）。
シ
マ
ノ
は
メ
カ
ニ
ッ
ク
も
獲
得
し
始
め
た
。

　

し
か
し
、
耐
久
性
で
カ
ン
パ
ニ
ョ
ー
ロ
を
追
い
越
す
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
悪
条
件
で
の
レ
ー
ス
に
な
る
と
、

カ
ン
パ
ニ
ョ
ー
ロ
は
シ
マ
ノ
よ
り
も
優
位
に
立
っ
て
い
た
。
カ
ン
パ
ニ
ョ
ー
ロ
の
ギ
ア
は
雨
が
降
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
磨

耗
し
な
い
。
砂
や
泥
へ
の
対
応
策
に
関
し
て
、
よ
り
優
れ
た
知
識
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
カ
ン
パ

ニ
ョ
ー
ロ
は
レ
ー
シ
ン
グ
用
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
目
が
離
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
例

え
ば
、
カ
ン
パ
ニ
ョ
ー
ロ
は
よ
り
軽
量
の
カ
ー
ボ
ン
・
ベ
ー
ス
の
材
料
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
シ
マ
ノ
は
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
に
執
着
し
て
い
る
。
カ
ー
ボ
ン
で
あ
れ
ば
軽
量
化
さ
れ
、
自
転
車
が
速
く
走
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
人

気
が
出
て
き
て
い
る
。

地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
競
争
相
手

　

三
番
目
の
外
部
要
因
は
、
大
阪
の
す
ぐ
南
方
に
位
置
す
る
産
業
都
市
で
あ
る
堺
市
で
あ
る
。
堺
は
一
六
世
紀
以
来
、

刀
作
り
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
統
を
ベ
ー
ス
に
、
一
六
世
紀
以
降
は
鉄
砲
産
業
の
中
心
地
と
し
て
さ
ら
に
栄
え

た
。
シ
マ
ノ
が
創
業
さ
れ
た
一
九
二
一
年
ま
で
に
、
堺
市
に
は
一
〇
六
社
の
中
小
企
業
か
ら
な
る
自
転
車
の
「
ク
ラ
ス

タ
ー
」
が
確
立
し
て
い
た
。
同
市
は
一
九
九
二
年
に
、
日
本
の
自
転
車
中
心
地
と
し
て
の
遺
産
を
記
念
し
て
、
大
き
な
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自
転
車
博
物
館
を
開
設
し
て
い
る
。

　

堺
市
に
は
多
数
の
中
小
工
場
が
あ
り
大
勢
の
職
人
が
い
る
が
、
商
人
の
町
と
し
て
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

武
士
の
時
代
に
、
商
人
が
金
銭
面
だ
け
で
な
く
政
治
的
に
も
力
を
振
る
っ
た
と
い
う
点
で
は
、
珍
し
い
都
市
の
例
で
あ

る
。
一
九
世
紀
半
ば
に
日
本
が
外
国
と
の
貿
易
を
開
放
す
る
と
、
商
人
た
ち
は
港
町
と
い
う
堺
の
立
地
を
利
用
し
て
巨

富
を
蓄
積
し
た
。
そ
の
貿
易
の
お
か
げ
で
、
町
は
外
国
の
文
化
や
言
葉
に
さ
ら
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
外
国
か
ら
学
ぶ

と
い
う
傾
向
は
も
と
も
と
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

シ
マ
ノ
は
こ
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
る
。
最
新
の
技
術
を
学
ぶ
（
冷
間
鍛
造
技
術
な
ど
）、
小
さ
な
町
の
自
転
車

店
で
「
実
物
宣
伝
」
を
行
う
（
キ
ャ
ラ
バ
ン
）、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
レ
ー
シ
ン
グ
・
チ
ー
ム
に
加
わ
る
（
チ
ー
ム
・
フ

ラ
ン
ド
リ
ア
）、
あ
る
い
は
単
に
国
に
よ
っ
て
自
転
車
の
使
い
方
が
ど
う
異
な
る
の
か
を
も
っ
と
よ
く
理
解
す
る
、
な

ど
の
目
的
で
、
シ
マ
ノ
が
海
外
に
足
を
伸
ば
す
こ
と
に
こ
れ
ほ
ど
進
歩
的
で
あ
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
シ
マ
ノ
が
英
語
を
公
用
語
に
し
た
の
も
こ
れ
で
説
明
が
つ
く
だ
ろ
う
。

　

か
つ
て
シ
マ
ノ
に
と
っ
て
国
内
最
大
の
競
争
相
手
で
あ
っ
た
マ
エ
ダ
工
業
は
一
九
二
二
年
に
創
設
さ
れ
た
。
両
社
は

長
年
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
競
合
し
た
。
シ
マ
ノ
が
依
然
と
し
て
内
装
三
段
変
速
機
の
生
産
を
重
視
し
て
い
た

一
九
五
〇
年
代
に
、
マ
エ
ダ
は
ス
ポ
ー
ツ
指
向
型
の
自
転
車
に
よ
り
適
合
し
て
い
る
外
装
三
段
変
速
機
を
投
入
し
て
い

る
。
シ
マ
ノ
が
社
内
で
一
貫
し
た
部
品
シ
ス
テ
ム
（
デ
ュ
ラ
エ
ー
ス
）
を
開
発
し
た
際
、
マ
エ
ダ
は
他
の
地
元
の
部
品

メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
一
九
七
六
年
に
サ
ン
ツ
ア
ー
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
導
入
を
開

始
し
て
い
る
。
シ
マ
ノ
と
し
て
は
サ
ン
ツ
ア
ー
の
参
入
を
踏
ま
え
て
、
デ
ュ
ラ
エ
ー
ス
の
フ
ル
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
を
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余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
進
出
は
マ
エ
ダ
の
ほ
う
が
先
で
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
ブ
ー
ム
が
訪
れ
た
時
に
は
、
ま
た
も
や
初
め
は
マ
エ

ダ
が
リ
ー
ド
す
る
形
で
両
社
は
真
っ
向
か
ら
競
争
を
展
開
し
て
い
る
。
市
場
に
お
け
る
熾
烈
な
競
争
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
両
社
の
最
高
経
営
責
任
者
は
友
だ
ち
で
あ
り
、
定
期
的
に
会
っ
て
は
ア
イ
デ
ア
や
理
想
を
交
換
し
て
い
た
。
そ
の

マ
エ
ダ
工
業
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
倒
産
し
た
。

知
識
生
態
系

　

シ
マ
ノ
の
事
例
は
新
し
い
知
識
を
創
造
す
る
の
に
、
相
互
作
用
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
相
互
作

用
が
社
内
の
個
人
間
で
、
か
つ
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
消
費
者
、
競
合
他
社
、
そ
の
他
の
社
外
の
人
々
と
の
間
の
両
方
で
生
じ

る
の
は
、
特
定
の
時
間
と
場
所
に
お
い
て
で
あ
る
。
特
定
の
時
間
と
場
所
に
お
け
る
相
互
作
用
を
通
じ
て
、
知
識
が
共

有
さ
れ
、
創
造
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
「
場
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
知
識
は
真
空
の

な
か
で
は
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
情
報
に
意
味
が
与
え
ら
れ
る
場
所
を
必
要
と
す
る
。
図
15
・
１
は
「
場
」
の
概

念
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

図
15
・
２
は
知
識
生
態
系
の
概
念
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
図
に
は
場
に
関
し
て
二
種
類
の
配
列
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。
第
一
は
「
垂
直
的
な
」
場
で
あ
り
、
バ
イ
ヤ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
の
構
成
員
（
部
品
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
シ
マ
ノ
、
自
転
車
メ
ー
カ
ー
、
自
転
車
店
や
小
売
業
者
、
消
費
者
、
プ
ロ
の
レ
ー
サ
ー
）
相
互
間
の
結
び
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付
き
で
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
は
「
水
平
的
な
」
場
で
あ
り
、
シ
マ
ノ
と
大
学
、
競
合
他
社
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
結
び
付
き
で
示
さ
れ
て
い
る
。

内
部
的
な
場

　

シ
マ
ノ
に
お
け
る
「
内
部
的
な
」
場
の
適
例
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
本
部
の
物
理
的
な
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

社
長
、
財
務
、
総
務
、
Ｒ
＆
Ｄ
の
ス
タ
ッ
フ
や
、
生
産
部
門
や
品
質
管
理
部
門
の
事
務
職
員
も
含
め
、
全
員
が
同
一
の

部
屋
で
仕
事
を
し
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
の
従
業
員
が
同
じ
一
つ
の
部
屋
に
い
る
こ
と
が
、
相
互
作
用
が
生
じ
得
る
の
に

理
想
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
例
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
女
性
向
け
自
転
車
を
開
発
す
る
時
に
行
わ
れ
た
非
公
式
な
社
内
会
議
で
あ

る
。
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
女
性
が
す
る
よ
う
に
（
ス
カ
ー
ト
と
ヒ
ー
ル
を
着
用
し
て
）
自
転
車
に
乗
る
の
を
体
験
し

て
み
ろ
と
い
う
指
示
が
Ｌ
ペ
ダ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
開
発
に
つ
な
が
っ
た
。
相
互
作
用
は
特
定
の
時
間
、
場
所
、
他
人

と
の
関
係
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
。
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
も
っ
て
い
た
意
味
や
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
、
実
験
の
段
階
が

次
々
と
変
化
す
る
の
に
伴
っ
て
変
わ
る
。
こ
の
意
味
で
、
場
と
い
う
の
は
動
い
て
い
る
共
有
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
あ

り
、
そ
こ
で
は
知
識
が
共
有
、
創
造
、
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

外
部
的
な
場

　

シ
マ
ノ
に
お
け
る
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
多
数
の
「
外
部
的
な
」
場
が
外
部
の
構
成
員
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知識
個人的コンテ

クスト
個人的コンテ

クスト

共有されている
コンテクスト

場

図 15.1　場の概念図

図 15.2　場の有機的配列としての知識生態系：シマノの事例

レーサー

大学
政府

地元コ
ミュニティ
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消費者

小商店主

自転車メーカー

企業
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と
の
間
で
形
成
さ
れ
て
い
る
点
だ
。
島
野
喜
三
と
シ
ュ
ウ
ィ
ン
の
ス
タ
ン
・
ナ
タ
ネ
ッ
ク
と
の
間
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
メ

ン
バ
ー
と
ア
メ
リ
カ
の
自
転
車
店
主
と
の
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
レ
ー
ス
し
て
い
る
時
の
中
村
と
チ
ー
ム
・
フ
ラ
ン
ド
リ

ア
の
メ
ン
バ
ー
と
の
間
、
タ
マ
ル
パ
イ
ス
山
で
Ｍ
Ｔ
Ｂ
に
乗
っ
て
い
る
時
の
角
田
と
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
や
ブ
リ
ー
ズ
と
の

間
で
起
こ
っ
た
最
前
線
で
の
相
互
作
用
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
よ
う
な
相
互
作
用
は
特
定
の
時
間
、
場
所
、

他
人
と
の
関
係
に
お
い
て
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

バ
イ
ヤ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
に
加
え
て
、
シ
マ
ノ
は
大
学
、
堺
市
の
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
そ
し
て
競
合
他
社
と
さ
え
、

外
部
的
な
場
を
作
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
外
部
の
構
成
員
と
特
定
の
時
間
、
場
所
、
歴
史
に
お
い
て
、
双
方
向

的
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
量
の
知
識
が
共
有
、
創
造
、
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
シ
マ
ノ
は
知
識
生

態
系
を
構
築
し
た
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
有
機
的
な
配
列
を
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
構
成
さ
れ
、
そ
こ
で
は
企
業
内
外

の
人
々
が
自
分
が
も
っ
て
い
る
知
識
や
自
分
が
作
り
出
し
た
意
味
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
相
互
に
、
ま
た
、
環
境
と
相
互

作
用
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

シ
マ
ノ
に
お
け
る
知
識
生
態
系
の
特
徴

　

外
部
参
加
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
以
外
で
も
、
シ
マ
ノ
の
知
識
生
態
系
で
は
二
つ
の
特
徴
が
際
立
っ
て
い
る
。
一
つ

目
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
の
「
多
層
化
」
で
あ
り
、
二
つ
目
は
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
広
が
り
で
あ
る
。
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多
層
化

　

知
識
生
態
系
は
多
層
化
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
の
レ
ー
サ
ー
か
ら
獲
得
し
た
知
識
は
消
費
者

と
共
有
さ
れ
る
し
、
そ
の
逆
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
ラ
ン
ス
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
と
の
協
働
で
得
ら
れ
た
知
識
は
、
よ

り
速
く
て
よ
り
耐
久
性
の
あ
る
熱
狂
的
な
マ
ニ
ア
向
け
の
最
高
級
ロ
ー
ド
・
バ
イ
ク
の
開
発
に
活
用
さ
れ
る
。
ま
た
、

シ
フ
ト
・
レ
バ
ー
と
そ
の
カ
チ
ッ
と
い
う
音
が
気
に
入
っ
て
い
る
子
供
と
の
協
働
で
得
ら
れ
た
知
識
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
、
最

終
的
に
は
Ｓ
Ｔ
Ｉ
の
開
発
に
活
用
さ
れ
て
、
そ
れ
を
プ
ロ
の
レ
ー
サ
ー
も
採
用
し
た
。

　

多
層
化
は
知
識
生
態
系
の
な
か
に
い
る
二
人
の
メ
ン
バ
ー
間
だ
け
で
な
く
、
垂
直
的
な
バ
イ
ヤ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
に
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ
ー
を
ま
た
ぐ
形
で
も
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
シ
マ
ノ
が
ユ
ー
ザ
ー
や
小
商
店
主
か
ら
得
た
知

識
は
、
新
し
い
製
品
や
技
術
を
開
発
す
る
時
に
自
転
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
広
が
り

　

シ
マ
ノ
が
築
き
上
げ
た
知
識
生
態
系
に
関
し
て
二
つ
目
に
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
広
が
り
で
あ

る
。

　

そ
の
適
例
で
あ
る
大
学
を
考
え
て
み
よ
う
。
冷
間
鍛
造
技
術
に
熟
達
す
る
た
め
に
、
シ
マ
ノ
は
大
阪
大
学
や
横
浜
国

立
大
学
な
ど
日
本
の
大
学
だ
け
で
な
く
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ノ
ー
バ
ー
工
科
大
学
と
も
協
働
し
て
い
る
。

　

競
争
相
手
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
が
っ
て
い
る
の
も
も
う
一
つ
の
例
で
あ
る
。
シ
マ
ノ
は
当
初
は
堺
市
の
地
元
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
内
で
競
争
に
直
面
し
て
い
た
。
後
に
は
、
警
戒
す
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
学
ぶ
べ
き
鍵
と
な
る
競
合
相
手
は
イ
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タ
リ
ア
の
カ
ン
パ
ニ
ョ
ー
ロ
に
な
る
。
現
在
、
シ
マ
ノ
は
中
国
を
注
視
し
て
い
る
。
中
国
で
は
、
部
品
メ
ー
カ
ー
が
現

れ
、
現
地
メ
ー
カ
ー
に
供
給
し
始
め
て
い
る
か
ら
だ
。
ほ
と
ん
ど
は
ま
だ
小
さ
い
が
、
品
質
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
手
強
い
競
争
相
手
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
脅
威
に
対
応
し
て
、
シ
マ
ノ
は
自
社
の
生
産
そ
の
も
の
を
中
国

に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。

　

シ
マ
ノ
は
一
九
九
二
年
に
上
海
に
近
い
崑
山
に
工
場
を
設
立
し
て
、
九
四
年
に
操
業
を
開
始
し
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
に

台
湾
の
自
転
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
も
中
国
市
場
に
参
入
し
て
お
り
、
以
前
か
ら
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た

両
社
は
、
中
国
で
最
高
級
自
転
車
の
市
場
を
開
拓
す
る
こ
と
で
協
働
し
て
い
る
。
当
初
、
シ
マ
ノ
は
約
二
〇
〇
元
で
販

売
さ
れ
て
い
た
自
転
車
用
に
部
品
を
供
給
し
て
い
た
が
、
今
で
は
主
に
五
〇
〇―

一
〇
〇
〇
元
の
自
転
車
向
け
に
部
品

供
給
を
行
っ
て
い
る
。
崑
山
工
場
が
能
力
を
超
え
た
稼
動
水
準
と
な
っ
た
た
め
、
天
津
の
第
二
工
場
が
二
〇
〇
四
年
末

に
操
業
を
開
始
し
た
。

結
論

　

T
he K

now
ledge-Creating Com

pany

の
終
わ
り
で
、
筆
者
は
「
知
識
創
造
の
真
髄
は
シ
ン
セ
シ
ス
（
綜
合
）

を
構
築
し
管
理
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
深
く
根
差
し
て
い
る
」（N

onaka and T
akeuchi 1995, p. 237

）
と
指
摘
し
た
。

新
し
い
知
識
を
ス
パ
イ
ラ
ル
的
に
組
織
的
に
創
造
す
る
た
め
に
は
、
正
反
対
に
見
え
る
も
の
を
綜
合
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
特
に
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
組
織
知
識
を
創
造
す
る
た
め
に
は
七
つ
の
綜
合
が
前
提
条
件
と
な
る
。
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一	

暗
黙
的
と
明
示
的

二	

身
体
と
精
神

三	
個
人
と
組
織

四	
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
（
経
営
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
）

五	

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

六	

リ
レ
ー
と
ラ
グ
ビ
ー
（
製
品
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
比
喩
と
し
て
）

七	

東
洋
と
西
洋

　

組
織
間
知
識
（
組
織
の
境
界
を
ま
た
い
だ
知
識
）
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
綜
合
は
必
要
条
件
で
は
あ

る
が
十
分
条
件
で
は
な
い
。
内
部
と
外
部
も
綜
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

垂
直
的
関
係
を
形
成
し
て
い
る
多
種
多
様
な
外
部
者
（
レ
ー
サ
ー
、
消
費
者
、
小
売
業
者
、
自
転
車
メ
ー
カ
ー
）
だ

け
で
な
く
、
水
平
的
関
係
を
形
成
し
て
い
る
外
部
者
（
大
学
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
そ
し
て
競
合
他
社
す
ら
）
と
の

相
互
作
用
が
、
知
識
ス
パ
イ
ラ
ル
の
拡
大
を
後
押
し
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
シ
マ
ノ
の
事
例
は
示
し
て
い
る
。
こ
の
点

で
、
内
部
と
外
部
の
綜
合
を
通
じ
て
組
織
間
知
識
を
創
造
す
る
の
に
会
社
は
ど
う
す
べ
き
か
に
関
し
て
、
シ
マ
ノ
は
よ

い
モ
デ
ル
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

本
章
で
は
、
知
識
を
組
織
内
だ
け
で
な
く
、
組
織
間
の
境
界
を
ま
た
い
で
、
共
有
し
、
創
造
し
、
活
用
す
る
の
に
、
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「
場
」
が
果
た
す
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
強
調
し
た
。
場
は
内
部
と
外
部
の
参
加
者
が
互
い
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
共

有
し
相
互
作
用
を
通
じ
て
新
し
い
意
味
を
創
造
す
る
実
存
的
な
空
間
と
し
て
概
念
化
さ
れ
る
。
シ
マ
ノ
は
さ
ま
ざ
ま
な

場
を
多
層
化
し
、
実
存
的
な
空
間
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
永
続
的
に
超
越
す
る
知
識
生

態
系
を
作
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
綜
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織

間
知
識
創
造
を
推
進
す
る
の
に
会
社
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
に
関
し
て
も
、
シ
マ
ノ
は
い
い
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
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第
十
六
章　

模
倣
が
困
難
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
創
造

竹
内　

弘
高

　

日
本
企
業
は
ま
す
ま
す
進
展
す
る
競
争
に
直
面
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
新
し
い
考
え
方
を
生
み
出
し

た
。
伝
統
的
な
知
識
の
分
類
法
は
も
は
や
十
分
で
は
な
い
こ
と
に
気
が
つ
き
、
従
来
の
習
慣
を
考
え
直
し
て
、
新
し
い

意
味
を
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
新
鮮
な
考
え
方
を
、
そ
し
て
新
し
い
方
向
性
を
追
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
経

済
の
停
滞
も
緊
急
性
を
高
め
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
は
多
く
の
評
論
家
に
よ
っ
て
「
失
わ
れ
た
十
年
」
と
呼
ば
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
日
本
の
一
流
企
業

の
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ
て
い
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
会
社
が
一
〇
年
間
に
及
ぶ
混
乱
と
苦
闘
し
な
が
ら
も
大
き
な
進

展
を
遂
げ
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
混
沌
状
態
を
新
し
い
知
識
創
造
に
転
換
す
る
日
本
の
能
力
は
、
こ
れ
ま
で
も

一
九
七
〇
年
代
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
と
一
九
八
五
年
以
降
の
円
高
シ
ョ
ッ
ク
の
二
回
に
わ
た
っ
て
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
七
三
年
に
原
油
価
格
が
四
倍
に
高
騰
し
た
時
、
日
本
経
済
は
四
年
間
に
わ
た
る
不
況
に
陥
っ
た
。
し
か
し
、
第

一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
は
日
本
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
契
機
と
な
り
、
多
く
の
産
業
が
そ
の
恩
恵
を

享
受
し
た
。
企
業
が
大
規
模
な
省
エ
ネ
技
術
投
資
を
行
っ
て
、
高
付
加
価
値
商
品
に
移
行
す
る
の
に
し
た
が
っ
て
、
驚



452

く
べ
き
高
度
化
の
引
き
金
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
契
機
と
も
な

り
、
そ
の
お
か
げ
で
日
本
企
業
は
自
動
車
や
消
費
者
向
け
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど
先
進
的
な
産
業
で
、
確
固
と
し
た

地
位
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

円
高
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
の
は
、
一
九
八
五
年
九
月
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
の
二
年
間
で
円
相
場
が
一
〇
〇
％
も
高
騰
し

た
こ
と
を
い
う
。
日
本
の
製
品
は
海
外
市
場
で
高
く
な
り
、（
ド
ル
建
て
で
見
た
）
賃
金
は
世
界
的
に
も
最
高
水
準
に

達
し
た
。
熟
練
労
働
者
の
賃
金
が
欧
米
と
比
べ
て
相
対
的
に
低
か
っ
た
こ
と
が
、
競
争
力
の
優
位
性
に
と
っ
て
重
要
な

要
因
だ
っ
た
日
本
経
済
に
と
っ
て
は
大
き
な
打
撃
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
、
日
本
企
業
は
生

産
性
を
大
幅
に
改
善
し
、
洗
練
度
の
よ
り
低
い
低
付
加
価
値
品
の
生
産
を
海
外
に
シ
フ
ト
し
、
価
格
競
争
に
影
響
さ
れ

に
く
い
種
類
の
製
品
に
移
行
し
た
。

　

石
油
シ
ョ
ッ
ク
や
円
高
シ
ョ
ッ
ク
ほ
ど
厳
し
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
一
九
九
〇
年
に
資
産
（
株
式
と
不
動

産
）「
バ
ブ
ル
」
が
崩
壊
し
て
か
ら
の
日
本
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
際
限
の
な
い
停
滞
と
デ
フ
レ
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

日
本
経
済
は
数
回
に
わ
た
る
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
な
か
を
呻
吟
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
深
刻
な
銀
行
危
機
も
あ
っ
た
（
し

か
し
、
二
〇
〇
五
年
半
ば
以
降
、
持
続
可
能
で
あ
ろ
う
回
復
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
）。

　

こ
の
よ
う
な
逆
境
の
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
本
書
第
二
部
で
研
究
し
た
日
本
企
業
は
、
コ
ス
ト
削
減
と
通
常
の
商
品
の

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
化
を
超
越
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
そ
の

も
の
の
再
考
に
組
織
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
。
他
人
が
模
倣
す
る
の
が
困
難
な
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

よ
う
と
努
め
た
の
で
あ
る
。
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本
章
で
は
、
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｓ
Ｅ
Ｊ
）、
ト
ヨ
タ
、
キ
ー
エ
ン
ス
、
任
天
堂
、
シ
ャ
ー
プ
、
シ

マ
ノ
は
模
倣
の
困
難
な
「
ど
の
よ
う
な
」
種
類
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
レ
ビ
ュ
ー

し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
「
ど
の
よ
う
に
」
進
展
し
た
の
か
を
要
約
す
る
。

模
倣
が
困
難
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
日
本
企
業
は
業
務
の
効
率
性
（
品
質
改
善
と
コ
ス
ト
削
減
の
同
時
進

行
）
を
中
心
と
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
世
界
標
準
を
作
り
上
げ
た
。
こ
れ
に
は
総
合
品
質
管
理
、「
改
善
」、

カ
ン
バ
ン
方
式
、
リ
ー
ン
生
産
、
サ
イ
ク
ル
時
間
削
減
、
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
、
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
、
そ
し
て

と
り
わ
け
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
日
本
企
業
は
多
く
の
産
業
で
、
コ
ス
ト
と
差
別

化
の
両
面
で
、
欧
米
企
業
に
対
し
て
競
争
上
、
大
き
な
優
位
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
の
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
業
務
の
効
率
性
に
関
す
る
欧
米
企
業
と
の
格
差
は
縮
小
し

始
め
た
。
特
に
ア
メ
リ
カ
企
業
は
日
本
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
効
率
向
上
の
た
め
の
手
法
を
模
倣
し
始
め
、
生
産
性
の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
を
特
に
情
報
技
術
の
使
用
を
通
じ
て
さ
ら
に
押
し
上
げ
た
（
生
産
性
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
企
業
が
一
定

の
コ
ス
ト
で
入
手
可
能
な
最
高
の
技
術
、
ス
キ
ル
、
経
営
手
法
、
調
達
し
た
投
入
資
源
を
用
い
て
、
買
い
手
に
対
し
て

与
え
う
る
最
大
の
価
値
で
あ
る
）。

　

他
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
企
業
も
、
そ
の
よ
う
な
広
く
応
用
可
能
な
経
営
手
法
、
プ
ロ
セ
ス
技
術
、
投
入
資
源
に
か
か
わ
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る
業
務
上
の
改
善
を
模
倣
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
企
業
が
さ
ら
に
高
度
な
商
品
を
開
発
し
た
時
で
さ

え
も
、
日
本
内
外
の
競
合
他
社
は
た
だ
ち
に
追
随
し
た
た
め
、
競
争
力
は
収
斂
に
向
か
っ
た
。
企
業
と
し
て
は
業
務
上

の
効
率
性
と
製
品
の
高
度
化
と
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
、
持
続
的
な
競
争
優
位
性
に
は
つ
な
が
ら
な
い
、
と

い
う
認
識
を
も
た
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
新
し
い
考
え
方
が
準
備
さ
れ
て
い
た
。
本
書
第
二
部
で
取
り
上
げ
た
企
業
の
認
識
に
よ

れ
ば
、
持
続
可
能
な
競
争
優
位
性
を
獲
得
す
る
道
は
、
組
織
全
体
と
し
て
競
合
他
社
に
簡
単
に
模
倣
さ
れ
な
い
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
再
考
を
行
っ
た
お
か
げ
で
、
企
業
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
さ
れ
て
い
る
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
か
ら
離
れ
て
、
新
た
な
成
長
へ
の
道
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。

企
業
が
し
て
き
た
こ
と

　

事
例
研
究
し
た
企
業
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
模
倣
が
困
難
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
新
し

い
市
場
の
創
出
は
競
合
他
社
に
と
っ
て
模
倣
が
困
難
で
あ
る
（
Ｓ
Ｅ
Ｊ
）。
信
頼
と
忠
誠
心
が
も
て
る
関
係
を
デ
ィ
ー

ラ
ー
と
確
立
す
る
こ
と
（
レ
ク
サ
ス
）、
技
術
開
発
を
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
」
に
す
る
こ
と
（
シ
ャ
ー
プ
）、
見
え

な
い
非
次
元
的
な
価
値
を
ベ
ー
ス
に
競
争
す
る
こ
と
（
キ
ー
エ
ン
ス
や
任
天
堂
）、
乗
り
手
に
対
し
て
部
品
の
一
貫
し

た
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
（
シ
マ
ノ
）
も
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
企
業
と
し
て
は
模
倣
が
困
難
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
と
、
明
瞭
な
利
益
を
享
受
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
最
低
限
で
も
業
務
上
の
改
善
と
製
品
の
高
度
化
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
以
外
で
も
、
以
下
の
よ
う
な
こ
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と
が
可
能
で
あ
る
。

会
社
が
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
の
罠
に
陥
る
リ
ス
ク
を
削
減
す
る
。

消
費
者
側
の
支
払
い
意
欲
（
Ｗ
Ｔ
Ｐ
）
を
高
め
る
。

企
業
を
新
た
な
成
長
へ
の
道
に
導
く
。

　

以
上
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
企
業
の
高
収
益
達
成
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
事
例
研
究
の
対
象
に
し
た
企
業
を

調
べ
て
み
る
と
、
す
べ
て
が
一
九
九
九―

二
〇
〇
三
年
の
五
年
間
に
わ
た
り
、
産
業
平
均
を
上
回
る
収
益
性
を
達
成
し

て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
平
均
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
は
日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
業
界
全
体
よ
り
も
一
六
・
一
％
ポ
イ
ン
ト
高

い
。
シ
マ
ノ
の
自
転
車
部
品
部
門
に
つ
い
て
見
る
と
、
業
界
平
均
を
一
六
・
三
％
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
�
�
。

�
�　

収
益
性
に
関
す
る
主
要
な
指
標
と
し
て
は
投
下
資
本
利
益
率
（
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
）
を
用
い
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
よ
う
に
単
一
事
業
の
会
社
に

つ
い
て
は
会
社
全
体
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
。
複
数
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
会
社
の
一
部
門
に
関
し
て
は
、
シ
マ
ノ
の
自
転
車
部
品
部
門
の

よ
う
に
部
門
別
の
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
所
有
権
の
関
係
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
と
シ
マ
ノ
の
自
転
車
部
品
部
門
（
一
九
九
八―

二
〇
〇
二
年
の
デ
ー
タ
）
と
い
う
ポ
ー
タ
ー
賞
受
賞
者
に
つ
い
て
し
て
か
デ
ー
タ
を
開
示
で
き
な
か
っ
た
。

　

ポ
ー
タ
ー
賞
は
長
期
に
わ
た
り
業
界
平
均
を
上
回
る
収
益
性
を
達
成
し
、
競
合
相
手
と
は
異
な
る
戦
略
を
実
行
し
た
会
社
な
い
し
部
門
に

毎
年
贈
ら
れ
て
い
る
賞
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
橋
大
学
大
学
院
国
際
企
業
戦
略
研
究
科
が
二
〇
〇
一
年
に
創
設
し
た
賞
で
あ
る
。
こ
の
賞
は
企

業
戦
略
の
専
門
家
と
し
て
著
名
な
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
マ
イ
ケ
ル
・
Ｅ
・
ポ
ー
タ
ー
教
授
の
名
前
で
授
与
さ
れ
る
。
ポ
ー
タ
ー
賞
の
詳
細
に

関
し
て
は
、w

w
w

.porterprize.org

を
参
照
。

•••
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模
倣
が
困
難
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
暗
黙
知
に
基
づ
く

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
個
人
お
よ
び
組
織
の
自
己
刷
新
と
い
う
き
わ
め
て
主
観
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
、
従
業
員

の
個
人
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
会
社
や
そ
の
使
命
と
の
一
体
感
を
必
要
と
す
る
。
多
種
多
様
な
デ
ー
タ

や
情
報
を
単
に
ま
と
め
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
れ
が
形
式
知
で
は
な
く
、
暗
黙
知
に
基
づ
い
て
い
る
場
合
に
模
倣
が
困
難
に
な
る
。
形
式
知

は
言
葉
や
数
値
で
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
、
デ
ー
タ
、
公
式
、
あ
る
い
は
成
文
化
さ
れ
た
手
続
き
な
ど
の
形
で
、
伝
達

し
た
り
共
有
し
た
り
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
模
倣
に
と
っ
て
は
格
好
な
標
的
と
な
る
。

　

一
方
、
暗
黙
知
は
高
度
に
個
人
的
で
公
式
化
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
た
め
、
成
文
化
、
伝
達
、
共
有
が
困
難
で
あ

る
。
主
観
的
な
洞
察
、
直
感
、
勘
な
ど
が
こ
の
分
類
に
入
る
。
さ
ら
に
、
暗
黙
知
は
個
人
の
行
動
や
経
験
に
深
く
根
差

し
て
い
る
。「
ノ
ウ
ハ
ウ
」
と
い
う
用
語
で
把
握
さ
れ
て
い
る
、
一
種
の
非
公
式
で
明
確
に
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い

ス
キ
ル
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
名
匠
は
本
能
的
に
、
ほ
と
ん
ど
無
意
識
に
行
動
し
て
お
り
、
往
々
に
し
て
ス
キ
ル
の
背

後
に
あ
る
科
学
的
な
い
し
技
術
的
な
原
理
を
明
確
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
暗
黙
知
は
個
々
人
が
抱
い
て
い
る

理
想
、
信
念
、
価
値
観
、
感
情
な
ど
に
も
深
く
根
差
し
て
い
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
形
式
知
よ
り
も
暗
黙
知
に
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
て
い
る
。

し
か
し
、
暗
黙
知
に
頼
り
過
ぎ
る
と
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
プ
ロ
セ
ス
の
発
生
が
阻
害
さ
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
こ
と
に
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
新
し
い
知
識
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
暗
黙
知
と
形
式
知
の
相
互
作
用
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
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一
例
と
し
て
、
シ
マ
ノ
で
は
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
直
接
体
験
か
ら
暗
黙
知
を
蓄
積
し
て
い
る
。
そ
の
伝
統

は
島
野
容
三
が
背
広
を
着
た
ま
ま
で
ス
ボ
ン
を
泥
ま
み
れ
に
し
な
が
ら
、
タ
マ
ル
パ
イ
ス
山
を
マ
ウ
ン
テ
ン
・
バ
イ
ク

で
駆
け
下
り
た
時
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
実
践
的
な
経
験
の
お
か
げ
で
、
同
氏
は
バ
イ
ク
と
い
う
も
の
が

ど
の
よ
う
に
機
能
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
通
念
に
反
す
る
ま
っ
た
く
新
し
い
種
類
の
バ
イ
ク
に
つ
い
て
、

貴
重
な
洞
察
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
の
再
考

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
経
営
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
偶
然
と
幸
運
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
新
製
品
が

輩
出
し
続
け
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
性
格
か
ら
し
て
、
企
業
が
競
争
力
を
維
持
す
る

た
め
に
当
て
に
で
き
る
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
。
一
九
世
紀
末
ま
で
に
、
ド
イ
ツ
企
業
は
化
学
産
業
に
革
命
を
起

こ
す
べ
く
体
系
的
に
科
学
を
活
用
し
て
い
た
し
、
エ
ジ
ソ
ン
は
研
究
所
を
設
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
下
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
実
験
室
で
新
技
術
を
開
発
し
、
社
内
で
製
品
の
設
計
を
行
い
、
低
コ
ス

ト
で
生
産
し
、
消
費
者
に
売
り
付
け
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
も
は
や
最
良
の
方
法
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
今
で
は
、
そ
う
で
は
な
く
、
最
良
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
多
く
は
、
消
費
者
が
望
ん
で
い
る
も
の
を
発
見
す
る
た
め
に
彼
ら
を
観
察
し
た
り
彼
ら
と
相
互
作
用
し
、
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
小
売
業
者
と
連
携
し
、
大
学
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
競
合
他
社
さ
え
巻
き
込
む
こ
と
か
ら
出
現
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し
て
く
る
。
環
境
は
ず
っ
と
オ
ー
プ
ン
で
協
調
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ

ス
に
は
い
わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
社
会
の
な
か
に
存
在
し
て
い
る
企
業
の
内
外
の
両
方
に
い
る
大
勢
の
人
々

の
関
与
が
必
要
な
の
で
あ
る
（「
協
調
的
で
オ
ー
プ
ン
・
ソ
ー
シ
ン
グ
な
開
発
」
や
「
仮
想
共
有
地
」
に
向
か
う
ト
レ

ン
ド
に
関
す
る
素
晴
ら
し
い
説
明
に
つ
い
て
は
、H

of 2005

を
参
照
）。

　

本
事
例
研
究
は
現
在
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
の
管
理
方
法
に
関
し
て
、
最
新
の
考
え
方
の
例
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
以
下
の
諸
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。

高
い
目
標
な
い
し
推
進
目
的
を
設
定
し
て
、
組
織
内
の
全
員
を
共
通
の
方
向
に
向
か
わ
せ
る
（
Ｓ
Ｅ
Ｊ
に
お
け
る

「
機
会
損
失
の
削
減
」）。

全
員
が
少
し
で
も
改
善
し
た
く
て
う
ず
う
ず
す
る
よ
う
な
「
完
璧
へ
の
あ
く
な
き
追
求
」
と
い
う
文
化
を
創
造
す

る
（
レ
ク
サ
ス
）。

上
級
役
員
を
現
場
に
送
り
込
ん
で
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
試
す
（
シ
マ
ノ
の
マ
ウ
ン
テ
ン
・
バ
イ

ク
）。

Ｒ
＆
Ｄ
と
生
産
と
い
う
組
織
の
間
に
か
か
わ
る
壁
を
取
り
壊
し
て
、
協
力
と
共
同
を
強
化
す
る
（
シ
ャ
ー
プ
の
亀

山
工
場
）。

機
能
や
部
署
を
超
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
を
形
成
し
て
、
組
織
的
な
知
識
を
構
築
す
る
（
シ
ャ
ー
プ
に
お

け
る
高
度
カ
ラ
ー
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
開
発
）。

•••••
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顧
客
の
暗
黙
知
を
利
用
し
て
、
ま
っ
た
く
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
（
Ｓ
Ｅ
Ｊ
）。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
顧
客
の
生
産
現
場
に
派
遣
し
て
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
ひ
ね
り
出
す
（
キ
ー
エ
ン
ス
）。

顧
客
の
肩
越
し
に
の
ぞ
き
込
ん
で
、
本
当
に
欲
し
が
っ
て
い
る
も
の
を
発
見
す
る
（
任
天
堂
）。

規
範
や
価
値
観
を
独
立
し
た
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
共
有
し
て
、
個
人
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
献
身
を
獲
得
す
る
（
レ

ク
サ
ス
契
約
）。

社
外
に
手
を
広
げ
て
、
科
学
者
や
海
外
の
研
究
所
と
提
携
す
る
（
シ
マ
ノ
）。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
は
、
参
加
者
の
間
で
共
同
、
協
力
、
相
互
連
携
、
交
流
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
必
要
で

あ
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
よ
う
な
参
加
者
が
「
だ
れ
」
な
の
か
と
、
こ
の
よ
う
な
相
互
交
流
が
「
ど
こ
で
」
生
じ
る
の

か
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
多
数
の
参
加
者
が
必
要
で
あ
る

　

事
例
研
究
で
明
確
に
な
っ
た
の
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
選
ば
れ
た
少
数
（
Ｒ
＆
Ｄ
の
専
門
家
、
一
人
離

れ
て
仕
事
を
し
て
い
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
あ
る
い
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
天
才
な
ど
）
で
は
な
く
、
組
織
の
全
員
に
よ
る

行
為
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｓ
Ｅ
Ｊ
）
の
場
合
、
模
倣
が
困
難
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
す
の
に
、

•••••
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最
前
線
の
従
業
員
が
鍵
と
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
業
界
で
は
情
報
技
術
が
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
の
運
営
は
ほ
と
ん
ど
が
人
間
の
洞
察
力
に
基
づ
い
て
い
る
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
労
働
者
で

さ
え
、
自
分
の
洞
察
に
基
づ
い
て
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
従
業
員
は
商
品
を
発
注
す
る
た
び

に
、
ど
れ
く
ら
い
売
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
自
分
で
仮
説
を
立
て
る
。
例
え
ば
、
天
候
、
道
路
工
事
、

お
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
地
元
の
活
動
な
ど
と
い
っ
た
状
況
を
考
慮
に
入
れ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｊ
は
若
手
従
業
員

に
つ
い
て
、「
ブ
ラ
ブ
ラ
社
員
」
と
呼
ば
れ
る
特
別
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
作
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
店
内
を
歩
き
回
っ
て
、

顧
客
と
話
を
す
る
。
目
的
は
、
特
に
若
い
顧
客
か
ら
新
し
い
洞
察
を
得
る
こ
と
に
あ
る
�
�
。

　

キ
ー
エ
ン
ス
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
能
動
的
に
顧
客
の
生
産
現
場
に
出
向
い
て
い
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
実
地
体

験
か
ら
出
て
く
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
顧
客
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
関
し
て
洞
察
を
得
よ
う
と
、
彼
ら
は
生
産

ラ
イ
ン
の
観
察
に
何
時
間
も
費
や
し
て
い
る
。
キ
ー
エ
ン
ス
の
強
み
は
詳
細
を
徹
底
的
に
洗
い
出
し
、
継
続
的
に
問
題

に
取
り
組
み
、
顧
客
の
現
場
で
無
数
の
小
さ
な
洞
察
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
七
〇
〇
〇
人
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が

五
万
社
の
顧
客
を
訪
問
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
洞
察
は
暗
黙
知
が
蓄
積
さ
れ
る
大
き
な
基
盤
に
つ
な
が

る
。

�
�　

ブ
ラ
ブ
ラ
社
員
（
お
よ
び
第
六
章
で
検
討
し
た
シ
マ
ノ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
）
の
よ
う
な
戦
術
は
、
業
務
上
の
効
率
性
と
矛
盾
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
結
果
が
コ
ス
ト
を
「
正
当
化
」
す
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
定
量
的
な
形
で
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
利
益
は
往
々
に
し
て

コ
ス
ト
あ
る
い
は
過
ち
の
回
避
か
ら
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
相
互
作
用
が
、
何
を
す
る
べ
き
で
な
い
か
、
変
え
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
止
め

る
べ
き
か
の
理
解
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
に
関
与
す
る
参
加
者
は
会
社
の
内
外
の
両
方
か
ら
参
集
す
る
。
社
内
の
参
加
者
は
個

人
、
作
業
グ
ル
ー
プ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
、
あ
る
い
は
非
公
式
な
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
あ
り
得
る
。
彼
ら
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
機
能
、
部
署
、
地
位
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
社
外
の
参
加
者
は
顧
客
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
デ
ィ
ー

ラ
ー
、
競
合
他
社
、
大
学
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
政
府
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
文
脈
を
互
い
に
共
有
し
、
互
い
の
、
ま
た
、
環
境
と
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
新
し
い
意
味
を
創

造
す
る
。
オ
ー
プ
ン
な
環
境
で
は
あ
る
が
、
特
定
の
時
間
と
場
所
に
お
い
て
生
じ
る
こ
の
よ
う
な
相
互
作
用
を
通
じ

て
、
参
加
者
と
環
境
は
変
化
す
る
し
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
や
意
味
も
変
化
し
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
や
意

味
の
変
化
を
受
け
て
、
既
存
の
知
識
か
ら
新
し
い
知
識
を
創
造
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

「
場
」
の
種
類

　
「
場
」
の
概
念
は
第
一
章
で
提
示
さ
れ
、
事
例
研
究
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
内
部
的
な
場
、
顧
客
と

の
外
部
的
な
「
場
」、
非
顧
客
と
の
外
部
的
な
「
場
」
と
い
う
三
種
類
の
「
場
」
に
つ
い
て
、
実
例
を
示
し
て
み
た
い

（
場
の
詳
し
い
特
徴
に
関
し
て
は
表
10
・
３
を
参
照
）。

内
部
的
な
「
場
」

　

内
部
的
な
「
場
」
と
は
参
加
者
が
相
互
作
用
を
通
じ
て
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
共
有
し
、
新
し
い
意
味
を
創
造
す
る
と
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こ
ろ
で
あ
る
。

　

チ
ー
ム
な
い
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、
対
話
を
通
じ
て
新
し
い
意
義
を
作
り
出
す
。
個
々
人
は
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
、
部
署
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
き
て
い
る
た
め
、
こ
の
対
話
に
は
相
当
な
対
立
、
不
一
致
、
矛
盾
が
伴
う

だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
弁
証
法
的
な
視
点
の
お
か
げ
で
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
既
存
の
前
提
を
疑
い
、
自
分
の
経
験

を
新
し
い
形
で
理
解
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
の
な
か
に
お
け

る
こ
の
種
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
相
互
作
用
が
、
個
人
知
の
組
織
知
へ
の
転
換
を
円
滑
に
す
る
の
で
あ
る
。

　

内
部
的
な
「
場
」
に
つ
い
て
も
っ
と
具
体
的
に
理
解
す
る
に
は
、
以
下
の
二
つ
の
実
例
を
考
え
る
と
い
い
だ
ろ
う
。

シ
ャ
ー
プ
：

緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
戦
略
的
に
重
要
な
製
品
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
よ
う
命

じ
ら
れ
た
部
門
間
の
枠
を
超
え
た
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
。

高
度
な
カ
ラ
ー
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
開
発
す
る
た
め
に
、
あ
る
場
所
の
テ
レ
ビ
開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
別
の
場
所
の

Ｌ
Ｃ
Ｄ
開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
選
抜
さ
れ
た
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
。

次
世
代
テ
レ
ビ
を
生
産
す
る
内
部
的
な
「
場
」
と
し
て
、
テ
レ
ビ
開
発
部
と
Ｌ
Ｃ
Ｄ
技
術
開
発
部
が
共
存
す
る
亀

山
工
場
。

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
：

•••
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オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
Ｏ
Ｆ
Ｃ
）
と
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
含
む
本
部
ス
タ
ッ
フ
が
出
席
し

て
、
東
京
の
本
部
で
毎
週
定
期
的
に
開
か
れ
る
会
議
。
そ
こ
で
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
改
善
方
法
に
関
す
る
暗
黙
知

が
共
有
さ
れ
る
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
自
分
の
暗
黙
知
に
基
づ
い
て
、
し
ば
し
ば
文
脈
固
有
の
比
喩
と
い
う
形
で
、
ト
レ
ン
ド
を
予
測
し

よ
う
と
努
め
る
毎
週
行
わ
れ
る
丸
一
日
の
会
議
。

配
送
セ
ン
タ
ー
を
定
期
訪
問
す
る
本
部
の
配
送
担
当
者
。
そ
の
場
で
問
題
に
対
処
し
、
知
識
を
対
面
式
で
共
有
す

る
。

　

こ
の
よ
う
な
会
議
や
訪
問
は
「
場
」
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
り
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
共
有
さ

れ
、
新
し
い
意
味
が
創
造
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
出
席
者
の
ほ
と
ん
ど
が
押
し
黙
っ
て
い
る
よ
う
な
会
議
は
「
場
」
を

な
さ
な
い
。
形
式
知
（
断
片
的
な
デ
ー
タ
や
情
報
）
だ
け
を
共
有
す
る
デ
ー
タ
の
ご
み
捨
て
の
よ
う
な
会
議
も
「
場
」

と
は
見
な
さ
れ
な
い
。

顧
客
と
の
外
部
的
な
「
場
」

　

外
部
的
な
「
場
」
は
組
織
内
の
参
加
者
が
組
織
外
の
参
加
者
と
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
を
共
有
し
て
新
し
い
意
味
を
創
造
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

新
し
い
意
味
の
創
造
と
い
う
の
は
、
顧
客
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
競
合
他
社
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

•••
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そ
の
他
の
外
部
参
加
者
を
加
え
て
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
に
関
す
る
客
観
的
な
情
報
を
単
に
処
理
す
る
と
い
う
問
題

で
は
な
い
。
単
に
彼
ら
と
客
観
的
な
情
報
を
交
換
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
事
例
研
究
に
よ
れ
ば
、
会
社
は
顧
客

が
保
有
し
て
い
る
暗
黙
知
も
動
員
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
顧
客
ニ
ー
ズ
は
ほ
と
ん
ど
は
ま
さ
に
暗
黙
的
で

あ
り
、
顧
客
は
自
分
で
も
何
が
必
要
な
の
か
あ
る
い
は
欲
し
い
の
か
を
正
確
な
い
し
明
示
的
に
は
言
え
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
実
例
を
い
く
つ
か
見
れ
ば
は
っ
き
り
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

キ
ー
エ
ン
ス
は
顧
客
層
の
多
数
を
占
め
て
い
る
中
小
企
業
の
隠
れ
た
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
顧
客
の
工
場
現

場
を
対
外
的
な
「
場
」
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
顧
客
は
一
般
的
に
は
問
題
を
正
確
に
特
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
代
わ

り
に
、「
工
場
現
場
レ
ベ
ル
で
在
庫
管
理
を
も
う
少
し
効
率
化
し
た
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
表
現
に
訴
え
る
。
キ
ー
エ

ン
ス
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
工
場
で
長
時
間
過
ご
し
て
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
共
有
に
投
資
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の

お
か
げ
で
最
終
的
に
は
問
題
と
解
決
方
法
の
両
方
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
店
舗
を
対
外
的
な
「
場
」
と
し
て
活
用
し
て
、
顧
客
と
の
対
面
式
の
相
互
作

用
を
通
じ
て
新
た
な
知
識
を
創
造
し
て
い
る
。
店
の
従
業
員
は
顧
客
と
の
接
触
と
い
う
長
年
の
経
験
か
ら
、
顧
客
や
地

元
市
場
に
関
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
知
識
や
洞
察
を
蓄
積
し
て
い
る
。
ベ
テ
ラ
ン
店
員
の
多
く
は
、
自
分
の
店
舗
で
は
特
定

の
品
目
が
ど
れ
く
ら
い
売
れ
る
か
を
、
単
に
「
感
じ
る
」
な
い
し
「
わ
か
る
」
こ
と
は
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ

し
、
そ
の
理
由
は
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
（N

onaka and T
oyam

a 2004, p. 104

）。

　

任
天
堂
は
市
場
を
対
外
的
な
「
場
」
と
し
て
活
用
し
、
ユ
ー
ザ
ー
が
何
を
お
も
し
ろ
い
、
驚
き
だ
、
や
ら
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
気
分
に
な
る
、
退
屈
だ
と
感
じ
る
か
に
つ
い
て
洞
察
を
得
て
い
る
。
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
は
一
切
な
く
、
場
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所
が
ど
こ
で
あ
れ
顧
客
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
ど
の
よ
う
に
動
か
し
て
い
る
か
を
観
察
す
る
だ
け
だ
。

非
顧
客
と
の
対
外
的
な
「
場
」

　

顧
客
以
外
に
も
会
社
が
相
互
作
用
す
る
外
部
参
加
者
は
い
る
。
こ
れ
に
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
競
合
他

社
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
政
府
な
ど
が
あ
る
。

　

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
外
部
の
ベ
ン
ダ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
密
接
に
協
働
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
チ
ー

ム
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
」
を
通
じ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
共
同
開
発
し
て
い
る
。
対
外
的
な
「
場
」
は
外
部

の
ベ
ン
ダ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
オ
ー
プ
ン
な
知
識
共
有
が
発
生
す
る
チ
ー
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
も
っ
と
も
集
中
的
な
知
識
共
有
は
会
議
中
に
生
じ
る
。
そ
こ
に
は
ベ
ン
ダ
ー
が
見
本
、
レ
シ
ピ
、
さ
ま
ざ
ま
な
新

商
品
の
試
作
品
を
開
発
・
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な
そ
の
他
の
隠
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
寄
っ
て
く
る
。

　

レ
ク
サ
ス
で
は
本
社
や
ア
メ
リ
カ
販
売
子
会
社
の
役
員
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
頻
繁
に
訪
問
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
対
外

的
な
「
場
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
哲
学
の
お
か
げ
で
、
メ
ー
カ
ー
と
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
双
方
と
も
現
実
を
把
握
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
レ
ク
サ
ス
は
各
種
の
会
議
を
対
外
的
な
「
場
」
と
し
て
活
用
し
、
文
脈
の
共
有
や

新
し
い
意
味
を
創
造
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
多
種
多
様
な
会
議
や
諮
問
会
議
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
な
か
で
も
っ
と
も
徹

底
し
て
い
る
の
は
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
サ
イ
ド
・
チ
ャ
ッ
ト
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
意
見
交
換
が
対
面
方
式
で
、
し
か
も

「
グ
ロ
ー
ブ
を
つ
け
な
い
」
ベ
ー
ス
で
（
す
な
わ
ち
、
制
約
な
し
に
）
行
わ
れ
る
。
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知
識
生
態
系

　

知
識
生
態
系
は
こ
の
よ
う
な
三
種
類
の
「
場
」
す
べ
て
を
拡
張
し
て
相
互
に
結
び
付
け
る
形
で
配
列
し
た
も
の
で
あ

る
。
シ
マ
ノ
は
こ
れ
を
作
り
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
概
念
は
第
十
五
章
で
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

「
場
」
の
管
理

　
「
場
」
を
う
ま
く
管
理
す
る
た
め
に
は
、
会
社
と
し
て
は
そ
れ
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
次
の
五
条
件
の
充
足
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

必
須
の
多
様
性
：
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
機
能
、
部
署
、
地
位
、
組
織
、
産
業
、
国
な
ど
多
種
多
様
な
参
加
者
が

相
互
作
用
す
る
。

対
話
：
参
加
者
は
ア
イ
デ
ア
の
自
由
な
流
れ
に
積
極
的
に
参
加
し
、
自
分
の
主
観
的
な
感
じ
方
を
表
明
し
、
個
人

的
な
体
験
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。
見
物
人
な
い
し
傍
観
者
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

弁
証
法
：
参
加
者
は
対
立
、
矛
盾
、
二
重
性
（
形
式
知
と
暗
黙
知
、
主
観
と
客
観
、
内
部
と
外
部
な
ど
）
を
包
容

す
る
必
要
が
あ
る
。
弁
証
法
的
な
見
方
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
既
存
の
前
提
を
疑
い
、
自
分
の
経
験
を
新
し
い
形

で
理
解
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

開
放
性
：
関
係
は
オ
ー
プ
ン
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
参
加
者
側
と
し
て
は
先
入
観
の
破
棄
に
積
極

••••
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的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
は
固
定
的
で
は
な
く
、
参
加
者
は
出
入
り
自
由
で
あ
る
。

動
き
な
が
ら
の
行
動
：
文
脈
、
関
係
、
環
境
が
常
に
動
い
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ら
は
会
社
が
根
本
的
な
思
考
方
法

を
疑
い
、
新
し
い
意
味
を
追
求
し
、
積
年
の
習
慣
や
ル
ー
チ
ン
を
見
直
す
措
置
を
と
る
た
め
の
引
き
金
と
し
て
機

能
す
べ
き
で
あ
る
。

途
上
国
へ
の
示
唆

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
の
経
済
的
停
滞
を
受
け
て
、
日
本
企
業
は
既
存
の
前
提
を
疑
い
、
積
年
の

習
慣
を
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
の
逆
境
は
、
他
者
に
よ
る
模
倣
が
困
難
な
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム

の
開
発
に
目
を
向
け
な
が
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
自
体
を
再
考
す
る
引
き
金
に
な
っ
た
。
前
向
き
に
考
え
れ
ば
、
危
機

的
状
況
が
組
織
の
な
か
で
緊
張
を
高
め
、
メ
ン
バ
ー
の
関
心
を
問
題
の
明
確
化
と
解
決
策
の
策
定
に
集
中
さ
せ
た
の
で

あ
る
。
本
書
で
研
究
し
た
企
業
は
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
、
関
係
、
環
境
は
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
自
分

自
身
を
刷
新
し
始
め
て
い
た
。
課
題
は
き
わ
め
て
困
難
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
企
業
が
実
施
し
た

の
は
単
純
な
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
組
織
内
の
全
員
に
加
え
て
組
織
外
の
人
々
を
巻
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
絶

え
ず
変
化
し
て
い
る
現
実
を
把
握
し
、
連
続
的
か
つ
順
番
に
無
数
の
小
さ
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
以
降
の
日
本
の
経
験
は
貴
重
な
教
訓
を
た
く
さ
ん
残
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
途
上
国
に
も
当
て
は
ま

る
。
特
に
、
途
上
国
が
知
識
経
済
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
持
続
可
能
な
競
争
力
の
優
位
性
を
達
成
で
き
る
か
に

•
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関
し
て
、
日
本
の
経
験
は
四
つ
の
示
唆
を
提
供
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
成
長
に
と
っ
て
鍵
を
握
る
要
因
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
成
長
を
促
進
し
、
単
に
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
製

品
を
生
産
す
る
そ
の
他
大
勢
の
国
の
一
つ
に
な
る
の
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
企
業
は
他
社
、
顧
客
、
流
通
チ
ェ
ー

ン
の
メ
ン
バ
ー
、
大
学
、
研
究
所
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
競
合
他
社
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
政
府
、
組
織
外
部
の
そ

の
他
組
織
外
の
メ
ン
バ
ー
が
保
有
し
て
い
る
「
増
大
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
知
識
の
蓄
積
」
を
活
用
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

本
書
の
焦
点
は
、
日
常
的
に
「
行
動
が
あ
る
と
こ
ろ
」
で
、
暗
黙
知
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
、
模
倣
が
困
難
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
置
か
れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
科
学
技
術
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
先
駆
け
に
な

る
。
例
え
ば
、
マ
ウ
ン
テ
ン
・
バ
イ
ク
に
関
す
る
新
し
い
考
え
方
を
受
け
て
、
シ
マ
ノ
は
技
術
的
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

に
到
達
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
で
あ
る
。
途
上
国
は
知
識
経
済
に

関
し
て
は
後
発
で
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
両
種
類
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
で
き
る
と
い
う
有
利
な
立
場

に
あ
る
。

　

第
二
に
、
増
加
中
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
知
識
の
蓄
積
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
オ
ー
プ
ン
で
相
互
接
続
さ
れ
て
い

る
世
界
で
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
知
識
共
有
に
か
か
わ
る
心
理
的
お
よ
び
技
術
的
な
障
壁
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
に
な
る
な
か
で
、
劇
的
に
低
下
し
て
い
る
。
世
界
全
体
で
一
〇
億
人
以
上
の
人
々
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
結
ば
れ
、「
仮
想
共
有
地
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
前
例
の
な
い
環
境
の
変
化

を
受
け
て
、
企
業
は
協
調
的
な
オ
ー
プ
ン
・
ソ
ー
シ
ン
グ
な
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
す
る
の
が
容
易
に
な
り
、
企
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業
間
の
壁
を
低
く
す
る
と
同
時
に
、
自
ら
も
侵
入
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
�
�
。

　

第
三
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
に
は
企
業
内
の
全
員
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
最
前
線
の
労
働

者
、
中
間
管
理
職
、
上
級
管
理
職
の
す
べ
て
が
、
第
一
章
で
述
べ
た
知
識
創
造
に
対
し
て
日
本
で
発
展
し
て
き
た
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
る
ミ
ド
ル
・
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
重
要
な
役

割
を
果
た
す
。

　

高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
基
礎
教
育
が
あ
る
こ
と
が
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
は
強
さ
の
源
泉
で
あ
る
。
途
上
国
も
知

識
経
済
に
参
加
す
る
た
め
に
は
教
育
制
度
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
局
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
企
業
で
は
な

く
人
が
行
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
日
本
の
経
済
的
お
よ
び
制
度
的
な
レ
ジ
ー
ム
に
影
響
す
る
多
数
の
漸
進
的
な
調
整
や
改
革
は
、
資
産
バ
ブ

ル
が
弾
け
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
な
っ
て
定
着
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
変
化
と
し
て
は
以
下
が
指
摘
で
き
る
。

産
業
の
再
編

企
業
の
収
益
と
配
当
の
増
加

所
有
パ
タ
ー
ン
の
変
化
（
株
式
持
ち
合
い
の
減
少
と
外
国
人
所
有
の
増
加
）

�
� 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
拡
大
に
伴
っ
て
「
デ
ジ
タ
ル
格
差
」
と
い
う
懸
念
が
出
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
情
報
通
信
技
術
の
利
用
可
能

性
に
関
係
し
た
も
の
で
、
広
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
世
界
銀
行
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
サ
ハ

ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
を
初
め
と
し
て
最
貧
国
は
引
き
続
き
後
れ
を
取
っ
て
い
る
。

•••
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労
働
市
場
の
移
動
性
増
大
と
雇
用
法
の
改
正

商
法
の
刷
新

会
計
基
準
の
変
更

独
禁
法
の
改
正
と
公
正
取
引
委
員
会
の
権
限
強
化

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
調
と
社
外
役
員
の
役
割
増
大

金
融
庁
の
誕
生

店
頭
株
式
市
場
の
開
設

Ｍ
＆
Ａ
の
増
加

投
資
フ
ァ
ン
ド
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
台
頭

企
業
紛
争
の
調
停
役
と
し
て
の
法
廷
の
積
極
的
活
用

　

こ
の
よ
う
な
変
化
を
一
因
と
し
て
、
企
業
家
精
神
が
日
本
経
済
の
な
か
で
も
花
を
咲
か
せ
始
め
て
い
る
。
楽
天
、

イ
ー
・
ア
ク
セ
ス
、
ア
ス
ク
ル
、
そ
の
他
の
新
興
企
業
が
日
本
の
産
業
界
で
も
主
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
こ
の
点
で
、
過
去
一
五
年
間
に
お
け
る
日
本
の
経
験
は
途
上
国
に
対
し
て
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い

る
。
知
識
創
造
と
企
業
家
精
神
を
刺
激
す
る
た
め
に
は
、
経
済
的
お
よ
び
制
度
的
な
文
脈
を
改
善
せ
よ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
経
済
的
お
よ
び
制
度
的
な
レ
ジ
ー
ム
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　

競
争
的
な
競
技
場
で
は
教
育
と
ス
キ
ル
を
も
つ
人
々
が
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
る
。
知
識
経
済
に
お
け
る
そ
の
他
の
柱

••••••••••
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（
経
済
シ
ス
テ
ム
、
制
度
的
レ
ジ
ー
ム
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
）
が
そ
の
場
所
（
本
書
の

用
語
を
使
え
ば
「
場
」）
な
の
で
あ
る
。

結
論

　

一
九
九
五
年
にT

he K
now

ledge-Creating Com
pany

が
発
行
さ
れ
て
以
来
、
日
本
企
業
は
新
し
い
知
識
を
組

織
内
で
創
造
す
る
の
に
長
け
て
い
る
こ
と
で
有
名
に
な
っ
た
。
本
書
第
二
部
に
お
け
る
事
例
研
究
で
も
、
日
本
企
業
が

新
し
い
知
識
を
組
織
間
で
創
造
す
る
の
に
も
長
け
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

知
識
が
組
織
の
内
外
の
両
方
で
発
生
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
創
造
さ
れ
る
こ
と
も
、
か
な
り
以
前
か
ら

わ
か
っ
て
い
た
。
事
例
研
究
は
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
「
場
」
が
果
た
す
役
割
を
示
し
て
い
る
。「
場
」
は
個
々
の
転
換

（
共
同
化
、
表
出
化
、
連
結
化
、
内
面
化
）
が
行
わ
れ
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
参
加
者
の
間
で
共
有
さ
れ
、
新
し
い
意
味

が
創
造
さ
れ
る
存
在
論
的
な
場
所
を
提
供
す
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
管
理
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
戦
略
と
同
じ
く
ら
い
、
そ
の
実
施
方
法
が
重
要

で
あ
る
。
成
功
す
る
た
め
に
は
、
実
施
方
法
と
戦
略
の
両
方
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。Collins and Porras 

(1994, p. 45)

が
「
ア
ン
ド
の
天
才
」
と
「
オ
ア
の
暴
君
」
と
い
う
表
現
を
作
り
出
し
て
以
来
、
正
反
対
に
見
え
得
る

こ
と
を
包
容
す
る
能
力
が
経
営
思
考
の
中
核
に
あ
る
。

　

現
在
の
知
識
経
済
の
な
か
で
成
功
す
る
た
め
に
、
組
織
は
よ
り
包
括
的
に
全
体
像
を
示
す
統
語
論
的
な
対
立
項
を
包
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容
し
綜
合
す
る
必
要
が
あ
る
。
暗
黙
知
は
組
織
の
内
外
両
方
の
参
加
者
と
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
は
暗
黙

知
と
形
式
知
の
両
方
を
活
用
し
、
対
内
的
お
よ
び
対
外
的
な
「
場
」
の
両
方
を
包
容
し
、
ミ
ク
ロ
（
個
人
）
と
マ
ク

ロ
（
環
境
）
の
両
方
に
焦
点
を
当
て
る
必
要
が
あ
る
。
知
識
は
こ
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
綜
合
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス
を
リ
ー
ド
す
る
鍵
は
弁
証
法
的
思
考
に
あ

り
、
そ
れ
は
テ
ー
ゼ
→
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
→
綜
合
と
い
う
ス
パ
イ
ラ
ル
を
通
じ
て
進
行
し
て
い
く
（
詳
細
に
関
し
て
は

T
akeuchi and N

onaka 2004, pp. 1-27

を
参
照
）。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
秩
序
（
テ
ー
ゼ
）
と
混
沌
（
ア
ン
チ
テ
ー

ゼ
）
の
両
方
の
綜
合
が
、
多
く
の
日
本
企
業
が
国
際
競
争
力
を
維
持
す
る
大
き
な
助
け
に
な
っ
て
い
る
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
こ
の
よ
う
な
考
え
（
弁
証
法
）
を
実
行
に
移
す
こ
と
が
、
他
者
に
と
っ
て
最
も
模
倣
が
困
難
な
こ
と
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
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